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第 1 章

はじめに

ここでは、このマニュアルの目的、構成、および関連製品やサービスに関する詳細の入手方法

について説明します。

•目標（1ページ）
•マニュアルの変更履歴（1ページ）
•マニュアルの構成（7ページ）
•関連資料（9ページ）
•表記法（10ページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（12ページ）

目標
このマニュアルでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ固有のソフ
トウェア機能の概要を示します。このマニュアルは、Cisco ASR 1000シリーズルータを使用し
て実行できるソフトウェア機能のすべてを説明する包括的なガイドではなく、このルータ固有

のソフトウェア機能のみを説明するものです。

Cisco ASR 1000シリーズルータでも使用できる一般的なソフトウェア機能については、特定の
ソフトウェア機能の Cisco IOS XEテクノロジーガイドを参照してください。

マニュアルの変更履歴
次の変更履歴表は、このマニュアルにおける技術的な変更内容を記録したものです。この表に

は、変更に対応する Cisco IOS XEソフトウェアのリリース番号とマニュアルのリビジョン番
号、変更した日付、および変更点を示します。

変更点日付リリース番号

「最初にお読みください」の

章を追加しました。

2016年 3月 31日Cisco IOS Denali 16.2.1
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変更点日付リリース番号

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでの PPPハーフブリッ

ジ」の章を追加しました。

2014年 12月 12日IOS XE 3.13.1

「IEEE 1588v2 PTPのサポー

ト」の章に含まれる IEEE
1588v2 PTPのサポートについ
て説明する新しい内容を追加

しました。

『MPLSレイヤ2 VPNの設定』
の「High-Level Data Link

Control-Ethernetインターワー

キング」のセクションに

HDLC-Ethernetインターワーキ
ング機能の更新を追加しまし

た。

2014年 7月 30日IOS XE 3.13

『Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでのマルチリンク PPP

のサポート』の章の「MLPバ

ンドルでの Cisco IOS XE拡張

の制限」セクションに、マル

チメンバーリンクMLPPPoA
またはMLPPPoEoA機能の更
新を追加しました。

2014年 3月 28日IOS XE 3.12

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、Minimal
Disruptive Restartフェーズ 3機
能の更新を追加しました。

2014年 3月 28日IOS XE 3.12

「LSM-MLDPベースMVPNの

サポート」の章に、MVPN
MLDP over GRE機能の
MVPNv6サポートを追加しま
した。

2014年 3月 28日IOS XE 3.12

「LSM-MLDPベースMVPNの

サポート」の章に、MVPN
MLDP over GRE機能の
MVPNv4サポートを追加しま
した。

2013年 11月 21日IOS XE 3.11.0
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変更点日付リリース番号

「パケットトレース」の章を

追加しました。

2013年 7月 30日IOS XE 3.10.0

「単方向リンク検出（UDLD）

プロトコル」の章の単方向リ

ンク検出（UDLD）プロトコル
に関するドキュメントに新し

い内容を追加しました。

2013年 3月 28日IOS XE 3.9.0

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に「Minimal
Disruptive Restartプロセス」の
セクションを追加しました。

2012年 11月 28日IOS XE 3.8.0

「ネットワーク同期のサポー

ト」の章の「同期イーサネッ

ト」に新しい内容を追加しま

した。

「ブロードバンドの拡張性と

パフォーマンス」の章に、ISG
での PWLANのウォークバイ
ユーザーサポートを文書化す

る新しい内容を追加しまし

た。

「ブリッジドメインインター

フェイスの設定」の章のブ

リッジドメインインターフェ

イスの設定に新しい内容を追

加しました。

2012年 7月 25日IOS XE 3.7.0

「MPLSレイヤ2 VPNの設定」
の章に、フレームリレー/ATM
間ブリッジ型インターワーキ

ングに関する新しい内容を追

加しました。

「MPLSレイヤ2 VPNの設定」
の章に、ASR 1000の GEC
（VPWS）でのxconnectサポー
トを説明する新しい内容を追

加しました。

2012年 3月 30日IOS XE 3.6.0
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変更点日付リリース番号

「マルチリンクフレームリ

レーのモニタリングとメンテ

ナンス」の章に、マルチリン

クフレームリレーのモニタリ

ングとメンテナンス機能につ

いて説明する新しい内容を追

加しました。

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、イン

サービスワンショットソフト

ウェアアップグレード手順を

説明する新しい内容を追加し

ました。

2011年 7月 25日IOS XE 3.4.0S

「ブロードバンドの拡張性と

パフォーマンス」の章に、拡

張性とパフォーマンスについ

て説明する新しい内容を追加

しました。

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に含まれる

「Cisco ASR 1001ルータ、

Cisco ASR 1001-Xルータまたは

Cisco ASR 1002-Xルータでのサ

ブパッケージを使用したソフ

トウェアのアップグレード」

のセクションに、ASR 1001
シャーシのソフトウェアアッ

プグレード情報を追加しまし

た。

2011年 3月 30日IOS XE 3.3.0S
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変更点日付リリース番号

「ブリッジドメインインター

フェイスの設定」の章に、ブ

リッジドメインインターフェ

イスの設定について説明する

新しい内容を追加しました。

「ネットワーク同期のサポー

ト」の章に、同期イーサネッ

トについて説明する新しい内

容を追加しました。

2010年 11月 24日IOS XE 3.2.0S

「ソフトウェアのパッケージ

とアーキテクチャ」の章に、

アップグレードとファイル

パッケージについての情報を

追加しました。

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、Cisco
IOS XEリリース 3.1Sでの
ISSUサポートに関する制約事
項を追加しました。

2010年 7月 30日IOS XE 3.1.0S

ISSU互換性テーブルをドキュ
メント『Release Notes for Cisco
ASR 1000 Series Aggregation
Services Routers』に移動しまし
た。

その他の ISSU互換性情報は
「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に移動しま

した。

2010年 2月 26日IOS XE 2.6

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

2009年 12月 15日IOS XE 2.5
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5

はじめに

マニュアルの変更履歴



変更点日付リリース番号

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

マニュアルを更新し、ASR
1000シリーズ用 Cisco Webex
ノードの新しいオプションの

サブパッケージのインストー

ル情報を追加しました。

2009年 6月 30日IOS XE 2.4

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

2009年 2月 27日IOS XE 2.3

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

2008年 11月 20日IOS XE 2.2

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、Cisco
IOS XEソフトウェアのさまざ
まなバージョンの互換性につ

いて説明する新しい内容を追

加しました。

2008年 11月 3日IOS XE 2.2
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変更点日付リリース番号

マニュアルを更新し、Cisco
IOS XEリリース 2.2の ISSU
手順についての説明を追加し

ました。マニュアルの「統合

パッケージとサブパッケージ

の管理」の章から ISSU手順を
削除し、「Cisco ASR 1000シ

リーズルータでサポートされ

ているソフトウェアのアップ

グレードプロセス」の章を作

成しました。

2008年 10月 3日IOS XE 2.2

Cisco ASR 1000 Embedded
Services Processor 10G非暗号化
機能に関する「ESPボード

ASR1000-ESP10-Nとのソフト

ウェア不一致の障害対応」の

セクションを追加しました。

2008年 9月 23日IOS XE 2.2

「Webユーザーインターフェ

イスの設定とアクセス」のセ

クションを追加しました。

付録「設定例」を追加しまし

た。

2008年 ７ 月 2日IOS XE 2.1

マニュアルの初回リリース。2008年 5月 2日IOS XE 2.1

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

説明タイトル

Cisco IOS XE Denali 16.2.1の Cisco ASR 1000
シリーズルータに関連する情報を提供します。

最初にお読みください

Cisco ASR 1000シリーズルータのソフトウェ
アパッケージ、プロセス、およびファイルシ

ステムについて説明します。

ソフトウェアの実装およびアーキテクチャ

コマンドラインインターフェイス（CLI）の
アクセス方法、およびシスコソフトウェアや

関連ツールの使用方法について説明します。

Cisco IOS XEソフトウェアの使用

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
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説明タイトル

Cisco ASR 1000シリーズルータでの着信コン
ソールポート、Telnet、およびSSHトラフィッ
クの処理の概要と設定オプションを示します。

コンソールポート、Telnet、および SSHの処
理

CiscoASR1000シリーズルータでのソフトウェ
アのダウンロード、インストール、および実

行について説明します。

統合パッケージとサブパッケージの管理

Cisco ASR 1000シリーズルータでの ISSUの
互換性とダウンタイム限定のソフトウェアアッ

プグレードの実行に関する情報を提供します。

ソフトウェアアップグレードプロセス

CiscoASR1000シリーズルータの高可用性アー
キテクチャ、動作、および機能の概要を示し

ます。

高可用性の概要

Cisco ASR 1000シリーズルータの拡張性とパ
フォーマンスに関する情報を提供します。

拡張性とパフォーマンス

Call Home機能のためのシスコライセンスアク
ティブ化に関する情報を提供します。

Cisco License Call Home

Call Home機能について説明します。Call Home
機能は、クリティカルなシステムイベントの

電子メールおよびWeb上での通知をサポート
します。ポケットベルサービス、通常の電子

メール、またはXMLベースの自動解析アプリ
ケーションとの適切な互換性のために、さま

ざまなメッセージの形式が使用できます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーション
サービスルータに対する Call Homeの設定

シスコ使用権ライセンスのアクティブ化に関

する情報を提供します。

シスコ使用権ライセンスの設定

Cisco ASR 1000シリーズルータのUDLDプロ
トコルの概要と設定オプションを示します。

単方向リンク検出（UDLD）プロトコル

Cisco ASR 1000シリーズルータの管理イーサ
ネットインターフェイスの概要と設定オプショ

ンを示します。

管理イーサネットインターフェイスの使用

Cisco ASR 1000シリーズルータの同期イーサ
ネットの概要と設定オプションを示します。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの同期イー
サネットのサポート

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
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説明タイトル

Generic Routing Encapsulation（GRE）の概要と
設定について説明します。GREは、IPイン
ターネットワークの仮想ポイントツーポイン

トリンク内で多種多様なネットワークレイヤ

プロトコルをカプセル化するトンネリングプ

ロトコルです。

ソフト GRE経由のイーサネットの設定

Cisco ASR 1000シリーズルータでのブリッジ
ドメインインターフェイスの設定オプション

の概要について説明します。

ブリッジドメインインターフェイスの設定

Cisco ASR 1000シリーズルータのマルチリン
クフレームリレー機能のモニタリングとメン

テナンスの概要について説明します。

マルチリンクフレームリレーのモニタリング

とメンテナンス

フレームリレーからATMへのブリッジ型イン
ターワーキング機能の概要について説明しま

す。

『MPLSレイヤ 2 VPNの設定』

ラベルスイッチドマルチキャスト（LSM）機
能について説明します。LSMは、マルチプロ
トコルラベルスイッチング（MPLS）ネット
ワークでの IPv4および IPv6マルチキャストト
ラフィックをサポートします。

LSM-MLDPベースMVPNのサポート

Cisco ASR 1000シリーズルータでのトレース
の概要と、トレースプロセスとファイルの管

理方法について説明します。

トレースとトレース管理

Cisco ASR 1000シリーズルータの PPPハーフ
ブリッジに関する情報を提供します。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハー
フブリッジ

Cisco ASR 1000シリーズルータのWebユー
ザーインターフェイスの概要と、Webユーザー
インターフェイスの設定とアクセスに関する

情報を提供します。

Webユーザーインターフェイスの設定とアク
セス

関連資料
このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータを設定する際に役立つその他のマニュア
ルについて紹介します。次に示すマニュアルは、オンラインで入手できます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
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Cisco ASR 1000シリーズルータのマニュアル

• Cisco ASR 1000シリーズには、Cisco ASR 1000シリーズルータで利用可能なさまざまなマ
ニュアルのリストを提供するドキュメントロードマップがあります。次の URLにある
Cisco ASR 1000シリーズルータのドキュメントロードマップを参照してください。
http://cisco.com/en/US/products/ps9343/products_documentation_roadmaps_list.html [英語]

• Cisco ASR 1000シリーズルータのドキュメントホームページには、Cisco ASR 1000シリー
ズルータのさまざまなハードウェアおよびソフトウェア情報が含まれています。次のURL
で参照できます。http://cisco.com/en/US/products/ps9343/tsd_products_support_series_home.html
[英語]

• Cisco IOS XEのドキュメントホームページには、Cisco IOS XEのテクノロジーガイドと機
能に関するマニュアルが含まれています。次の URLで参照できます。http://cisco.com/en/
US/products/ps9587/tsd_products_support_series_home.html [英語]

•コマンドの詳細については、次を参照してください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/
ios-nx-os-software/ios-xe-3s/products-command-reference-list.html [英語]

表記法
SIPおよび SPAソフトウェアコンフィギュレーションガイドでは、さまざまなシスコの製品
（ルータ、アクセスサーバ、およびスイッチなど）を、通常ルータという用語で表していま

す。例では、Cisco IOSソフトウェアをサポートするルータ、アクセスサーバ、およびその他
のネットワーキングデバイスが、ルータの代わりに使用されています。これらの製品は、単に

説明をわかりやすくするために使用されています。例の中で特定の製品が使用されていても、

他の製品がサポートされていないという意味ではありません。

このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。

説明表記法

^記号と Ctrlは両方ともキーボードの Control（Ctrl）キーを表
します。たとえば、^Dまたは Ctrl+Dというキーの組み合わせ
は、Ctrlキーを押しながらDキーを押すことを意味します（こ
こではキーを大文字で表記していますが、小文字で入力しても

かまいません）。

^または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザーが入力するテキストは

太字で記載されます。

太字

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値

を指定する引数は、イタリック体で示しています。

italicフォント

システムが表示する端末セッションおよび情報は、courierフォ

ントで示しています。

courier フォント

ユーザが入力したテキストは、太字の courierフォントで示し
ています。

Bold Courier font

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
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説明表記法

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3つの連続する太字ではないピリオ
ドでスペースを含まない）は、その要素を繰り返すことができ

ることを示します。

...

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択

肢であることを示します。

|

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

どれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示

しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイ

ス

「警告」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。警告

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Services [英語]にアクセスし
てください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
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第 2 章

最初にお読みください

重要事項

Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1a以降のリリースでの CUBE機能のサポート情報については、
Cisco Unified Border Element IOS-XEコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

（注）

機能情報

機能のサポート、プラットフォームのサポート、およびシスコソフトウェアイメージのサポー

トに関する情報を検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco.comのアカウン
トは必要ありません。

参考資料

• Cisco IOSコマンドリファレンス、全リリース

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Services [英語]にアクセスし
てください。
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•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

• Short Description（14ページ）

Short Description
Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S.
and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL: https://www.cisco.com/c/en/us/
about/legal/trademarks.html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.
The use of the word partner does not imply a partnership relationship between Cisco and any other company.
(1721R)
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第 3 章

ソフトウェアの実装およびアーキテクチャ

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータには、新しいソフトウェアパッ
ケージモデルとアーキテクチャが導入されています。

この章では、この新しい実装とアーキテクチャについて説明します。内容は、次のとおりで

す。

• Cisco ASR 1000シリーズルータでのソフトウェアパッケージ（15ページ）
•イメージ署名とブートアップ（20ページ）
•プロセスの概要（22ページ）

Cisco ASR 1000シリーズルータでのソフトウェアパッケー
ジ

この項では、次のトピックについて取り上げます。

ASR 1000シリーズルータソフトウェアの概要
Cisco ASR 1000シリーズルータは、Cisco IOS XEソフトウェアを使用して動作します。Cisco
IOS XEは、統合パッケージとオプションのサブパッケージを使用してリリースされます。

各統合パッケージには、ソフトウェアサブパッケージのコレクションが含まれています。各ソ

フトウェアサブパッケージは、Cisco ASR 1000シリーズルータのさまざまな要素を制御する個
別のソフトウェアファイルです。個々のソフトウェアサブパッケージは別々にアップグレード

することができます。あるいは、特定の統合パッケージのソフトウェアサブパッケージすべて

を、統合パッケージ全体のアップグレードの一環としてアップグレードすることも可能です。

重要な点として、IOS（RPIOSサブパッケージ）は、統合パッケージ全体を構成する 7つの個
別のサブパッケージの 1つと見なされます。

一緒にパッケージ化されたソフトウェアサブパッケージのコレクションは、単一の統合パッ

ケージになります。統合パッケージを使用すると、ルータ上の個々のサブパッケージすべてを

1度のソフトウェアイメージのダウンロードでアップグレードすることができます。統合パッ
ケージは Cisco.comからダウンロードできます。統合パッケージの一部である個々のサブパッ
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ケージを使用してルータを実行する場合は、まず Cisco.comからイメージをダウンロードし、
そのイメージから個々のサブパッケージを抽出する必要があります。この操作はrequestplatform
コマンドラインインターフェイスコマンドを入力して実行できます。

Cisco IOS XEリリース 2.4以降、ASR 1000シリーズ共有ポートアダプタ（SPA）用Cisco Webex
ノードをサポートするために、sipspawmaと呼ばれるタイプの補足的なオプションのサブパッ
ケージのサポートが導入されました。オプションのサブパッケージは個々のサブパッケージと

同様にインストールされます。ただし、オプションのサブパッケージは個々のサブパッケージ

の以前のサポートのように統合パッケージの一部としてバンドルされていないため、オプショ

ンのサブパッケージは個別にダウンロードする必要があります。

統合パッケージ

統合パッケージは、いくつかの個別のソフトウェアサブパッケージファイルで構成される単

一のイメージです。単一の統合パッケージファイルはブート可能なファイルで、CiscoASR1000
シリーズルータは統合パッケージを使用して実行できます。

統合パッケージには、必要な個々のサブパッケージファイルのみが含まれています。統合パッ

ケージには、ASR 1000シリーズ用 Cisco Webexノード向けの「sipspawma」パッケージなどの
補足的なオプションのサブパッケージは含まれていません。

（注）

各統合パッケージには、プロビジョニングファイルも含まれています。プロビジョニングファ

イルは、統合パッケージから抽出された個別のサブパッケージ、またはオプションのサブパッ

ケージを使用してルータを実行する場合にブート処理に使用されます。統合パッケージ全体を

実行する場合のメリットとデメリットについての詳細情報は、「Cisco ASR 1000シリーズルー
タの実行：概要」（ページ 5-1）のセクションを参照してください。

Cisco IOS XEの特定のバージョンで使用可能な統合パッケージについては、該当するバージョ
ンの Cisco IOS XEのリリースノートを参照してください。『Cisco IOS XE Software Release
Notes』[英語]には、Cisco IOS XEの各バージョンのリリースノートが含まれています。

統合パッケージについての重要事項

統合パッケージに関する重要な情報は次のとおりです。

•各統合パッケージのバージョンが異なる場合でも、RPBase、RPControl、ESPBase、SIPSPA、
および SIPBaseサブパッケージは統合パッケージ間では同一となります。

• RPIOSサブパッケージは、各統合パッケージのバージョンごとに内容がすべて異なりま
す。

•統合パッケージファイルは、ブート可能なファイルです。ルータが統合パッケージ全体を
使用して稼働するように設定されている場合は、統合パッケージファイルを使用してルー

タをブートします。ルータが個別のサブパッケージを使用して稼働するように設定されて

いる場合は、プロビジョニングファイルを使用してルータをブートします。統合パッケー

ジ全体を実行する場合のメリットとデメリットについての詳細情報は、「Cisco ASR 1000
シリーズルータの実行：概要」（ページ 5-1）のセクションを参照してください。
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•オプションのサブパッケージをインストールする場合は、個別のサブパッケージと同様
に、プロビジョニングファイルを使用してルータをブートする必要があります。

統合パッケージに含まれる個別のソフトウェアサブパッケージ

このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータのサブパッケージの概要と、各個別サブ
パッケージの目的について説明します。どの統合パッケージにも、これらの個別サブパッケー

ジがすべて含まれます。特定の Cisco IOS XE Releaseに含まれる各個別サブパッケージの詳細
については、そのリリースの『Cisco IOS XE Software Release Notes』を参照してください。

表 1 :個別のサブパッケージ

目的サブパッケー

ジ

ルートプロセッサ（RP）のオペレーティングシステムソフトウェアを提供
します。

RPBase

IOSプロセスとプラットフォームの他の部分との間のインターフェイスとな
るコントロールプレーンのプロセスを制御します。

RPControl

セキュアソケットレイヤ（SSL）、セキュアシェル（SSH）、その他のセキュ
リティ機能など、制限付きコンポーネントの処理をエクスポートします。

RPAccess

Cisco IOS機能が保存および実行される Cisco IOSカーネルを提供します。

各統合パッケージには、異なる RPIOSが含まれています。

RPIOS

ESPオペレーティングシステム、制御プロセス、および ESPソフトウェア
を提供します。

ESPBase

SIPオペレーティングシステムおよび制御プロセスを制御します。SIPBase

SPAドライバおよび Field Programmable Device（FPD）イメージを提供しま
す。

SIPSPA

個別のサブパッケージに関する重要事項

個別のサブパッケージに関する重要な情報は次のとおりです。

•個別のサブパッケージを Cisco.comから別々にダウンロードできません。ユーザがこれら
の個別のサブパッケージを入手するには、最初に統合パッケージをダウンロードしてか

ら、コマンドラインインターフェイスを使用して、統合パッケージからサブパッケージを

抽出する必要があります。

•ルータが統合パッケージではなく、個別のサブパッケージを使用して稼働している場合
は、プロビジョニングファイルを使用してルータをブートする必要があります。プロビ

ジョニングファイルはすべての統合パッケージの中に含まれており、個別のサブパッケー
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ジが抽出されるたびに、それぞれのサブパッケージに含まれるイメージから抽出されま

す。

統合パッケージ外のオプションのソフトウェアサブパッケージ

Cisco IOS XEリリース 2.4以降、ASR 1000シリーズルータは新しいタイプのサブパッケージ
をサポートします。これはオプションのソフトウェアサブパッケージであり、他の必要なサブ

パッケージとともにダウンロードおよびインストールされる個別の外部パッケージとして使用

できます。

sipspawmak9は、ASR 1000シリーズルータ用Cisco Webexノードのシステムソフトウェアを提
供するオプションのサブパッケージです。

オプションのサブパッケージに関する重要事項

オプションのサブパッケージに関する重要な情報は次のとおりです。

•オプションのサブパッケージは、統合パッケージファイルとは別にダウンロードされま
す。オプションのサブパッケージは、リリースの統合パッケージには含まれていません。

•オプションのパッケージのインストールは、プロビジョニングファイルを使用した個々の
サブパッケージのインストールと同様に動作します。

•パッケージが RPに適用されなくなった場合は、オプションのサブパッケージをアンイン
ストールしてプロビジョニングを削除できます。

•オプションのサブパッケージは、パッケージが各 RPのプロビジョニングファイルのディ
レクトリにある限り、標準の ISSUアップグレードプロセスで問題なくサポートされます。

プロビジョニングファイル

オプションのサブパッケージをインストールする場合は、プロビジョニングファイルを使用し

てブートプロセスを管理する必要があります。

（注）

Cisco ASR 1000シリーズルータが個別のサブパッケージまたはオプションのサブパッケージ
（Cisco Webexノードの Cisco ASR 1000シリーズ用のパッケージなど）を使用して稼働するよ
うに設定されている場合は、プロビジョニングファイルがブートプロセスを管理します。個別

のサブパッケージを使用して Cisco ASR 1000シリーズルータを実行する場合は、プロビジョ
ニングファイルをブートするようにルータを設定する必要があります。プロビジョニングファ

イルによって、個別のサブパッケージのブートアップが管理され、Cisco ASR 1000シリーズ
ルータは通常どおりに動作します。

個別のサブパッケージが統合パッケージから抽出されると、プロビジョニングファイルも自動

的に抽出されます。

統合パッケージ全体を使用してルータを実行する場合、プロビジョニングファイルは必要あり

ません。この場合は、統合パッケージファイルを使用してルータをブートします。
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統合パッケージ全体を実行する場合のメリットとデメリットについての詳細情報は、「Cisco
ASR 1000シリーズルータの実行：概要」（ページ 5-1）のセクションを参照してください。

プロビジョニングファイルについての重要事項

プロビジョニングファイルに関する重要な情報は次のとおりです。

•各統合パッケージには、2つのプロビジョニングファイルが格納されています。1つのファ
イルは「packages.conf」という決められた名前が付いたプロビジョニングファイルで、も
う1つのファイルは統合パッケージの命名規則に基づく名前のプロビジョニングファイル
です。2つのプロビジョニングファイルの機能は、すべての統合パッケージで完全に同一
です。

•ほとんどの場合、ルータのブートには、「packages.conf」プロビジョニングファイルを使
用する必要があります。通常は、「packages.conf」ファイルを使用してブートするように
ルータを設定する方が簡単です。このファイルでブートするように設定すると、Cisco IOS
XEをアップグレードする際に、ブートステートメントを変更する必要がなくなるためで
す（boot system file-system:packages.confコンフィギュレーションコマンドをアップグレー
ドの前後で変更する必要がなくなります）。

•プロビジョニングファイルと個別のサブパッケージファイルは、同じディレクトリに保
管する必要があります。プロビジョニングファイルが、個別のサブパッケージとは異なる

ディレクトリ内にあると、適切に動作しません。

•プロビジョニングファイルの名前は変更できますが、個別のサブパッケージのファイルの
名前は変更できません。

•プロビジョニングファイルと個別のサブパッケージファイルを同じディレクトリに格納
して、ルータをブートしたあとは、これらのファイルの名前変更、削除、または変更を行

わないことを強く推奨します。ファイルの名前変更、削除、またはその他の変更を行う

と、ルータで予期せぬ問題および動作が発生する可能性があります。

ROMmonイメージ
個別の ROMmonイメージは、統合パッケージまたはその他のソフトウェアリリースとは別
に、定期的にリリースされています。

各 ROMmonイメージの詳細については、ROMmonに付属のマニュアルを参照してください。
ROMmonの詳細については、『Cisco ASR 1000 Series Routers Maintain and Operate Guide』[英語]
を参照してください。

Field-Programmableハードウェアデバイスをアップグレードするファ
イル

Cisco IOS XE Release 3.1.0S以降、Field Programmableハードウェアデバイスのアップグレード
に使用される Field Programmableパッケージが必要に応じてリリースされています。パッケー
ジファイルは、フィールドのアップグレードが必要な場合に、カスタマーのField Programmable
デバイスに提供されます。Cisco ASR 1000シリーズルータが、Cisco ASR 1000-RP、Cisco ASR
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1000-SIP、または Cisco ASR 1000-ESPに互換性のないバージョンのハードウェアプログラマ
ブルファームウェアを含む場合、ファームウェアをアップグレードする必要があります。

一般にアップグレードは、システムメッセージが Cisco ASR 1000シリーズルータの Field
Programmableデバイスの1つにアップグレードが必要であることを示す場合や、シスコのテク
ニカルサポートの担当者がアップグレードを提案する場合にのみ必要です。

Cisco IOS XEリリース 3.1.0Sでは、Complex Programmable Logic Device（CPLD）コードの新し
いバージョンを含むパッケージファイルが、Cisco ASR 1013ルータのCisco ASR 1000-RP2およ
びCisco ASR 1000-SIP10での古いバージョンのファームウェアの更新が必要なユーザーに提供
されています。

Field-Programmableハードウェアデバイスのアップグレードの詳細については、『Upgrading
Field Programmable Hardware Devices for Cisco ASR 1000 Series Routers』[英語]を参照してくだ
さい。

イメージ署名とブートアップ
シスコの構築したサーバーがCisco IOS XEイメージを生成します。Cisco IOS XEイメージの場
合、Abraxasイメージ署名システムを使用して、シスコの秘密RSAキーでイメージに安全に署
名できます。

Cisco IOS XEイメージをCisco ASRシリーズルータにコピーすると、シスコのROMMONブー
トROMがシスコのリリースキーを使用してイメージを検証します。これらのキーは、Abraxas
サーバーに安全に保存されているシスコのリリース秘密キーに対応する公開キーです。リリー

ス秘密キーは ROMMONに保存されます。

すべての新しい Cisco ASR 1000シリーズプラットフォームは、シスコのセキュアブートテク
ノロジーをサポートしています。シスコのセキュアブートテクノロジーは、ROMMONソフト
ウェアが改ざんされていないことを確認するために、ROMMONソフトウェアを検証するハー
ドウェアトラストアンカーとして機能します。

Cisco IOS XEイメージは、構築時にデジタル署名されます。バイナリイメージファイル全体に
対して SHA-512ハッシュが生成され、このハッシュがシスコのRSA 2048ビット秘密キーで暗
号化されます。ROMMONは、シスコの公開キーを使用して署名を検証します。このソフト
ウェアがシスコの構築したシステムによって生成されたものではない場合、署名の検証は失敗

します。Cisco ASR 1000シリーズのROMMONはイメージを拒否し、起動を停止します。署名
の検証に成功すると、Cisco ASR 1000シリーズルータはイメージを Cisco IOS XEランタイム
環境で起動します。

ROMMONは、ブートアッププロセス中に署名付きCisco IOS XEイメージを検証する際、次の
手順を実行します。

1. Cisco IOS XEイメージを CPUメモリにロードします。

2. Cisco IOS XEパッケージのヘッダーを調べます。
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3. イメージに対して非セキュア整合性チェックを実行し、ディスクまたは TFTPで意図しな
いファイル破損が生じていないことを確認します。これは非セキュアSHA-1ハッシュを使
用して実行されます。

4. シスコの RSA 2048ビット公開リリースキーを ROMMONストレージからコピーし、シス
コの RSA 2048ビット公開リリースキーが改ざんされていないことを検証します。

5. パッケージのヘッダーからコード署名用署名（SHA-512ハッシュ）を抽出し、シスコの
RSA 2048ビット公開キーを使用して検証します。

6. Cisco IOS XEパッケージの SHA-512ハッシュを計算してコード署名の検証を実行し、コー
ド署名用署名と比較します。これで署名付きパッケージの検証が実行されたことになりま

す。

7. Cisco IOS XEパッケージのヘッダーを調べて、プラットフォームタイプとCPUアーキテク
チャの互換性を検証します。

8. Cisco IOS XEパッケージから Cisco IOS XEソフトウェアを抽出して起動します。

上記のプロセス中、ステップ 3はイメージの非セキュアチェックであり、ディスクエラー、
ファイル転送エラー、またはコピーエラーによる偶発的な破損に関してイメージを確認するこ

とを目的としています。これはイメージコード署名の一環ではありません。このチェックは、

意図的なイメージの改ざんを検出するためのものではありません。

イメージコード署名の検証は、ステップ 4、5、および 6で行われます。これは、2048ビット
RSAキーで暗号化されたSHA-512ハッシュを使用した、イメージのセキュアコード署名チェッ
クです。このチェックは、意図的なイメージの改ざんを検出することを目的としています。

（注）

このプロセスの間、デバイスには次の情報が表示されます。

Initializing Hardware ...
System integrity status: 90170400 12030107

System Bootstrap, Version 16.12(8r), RELEASE SOFTWARE
Copyright (c) 1994-2020 by cisco Systems, Inc.

Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: LocalSoft

ASR1001-HX platform with 8388608 Kbytes of main memory

File size is 0x32e9b97c
Located asr1000-universalk9.17.01.01.SPA.bin
Image size 854178172 inode num 34, bks cnt 208540 blk size 8*512
#########################################################################
#########################################################################
######################################################################### <---- (*)
STEP 1
Boot image size = 854178172 (0x32e9b97c) bytes <---- (*)
STEP 1

ROM:RSA Self Test Passed
ROM:Sha512 Self Test Passed
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Package header rev 1 structure detected <---- (*)
STEP 2
Calculating SHA-1 hash...done <---- (*)
STEP 3
validate_package_cs: SHA-1 hash: <---- (*)
STEP 3
calculated 3971e404:1211e83e:87ecc2bb:4f80bd9b:bacad0d7 <---- (*) STEP 3
expected 3971e404:1211e83e:87ecc2bb:4f80bd9b:bacad0d7 <---- (*) STEP 3
Validating main package signatures <---- (*)
STEP 4 & 5

RSA Signed RELEASE Image Signature Verification Successful. <---- (*)
STEP 6
Image validated <---- (*)
STEP 7

Restricted Rights Legend <---- (*)
STEP 8

Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

Cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software [Amsterdam], ASR1000 Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M),
Version 17.1.1, RELEASE SOFTWARE (fc3)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2019 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Fri 22-Nov-19 03:43 by mcpre

プロセスの概要
Cisco IOS XEには、Cisco ASR 1000シリーズルータ上で完全に別々のプロセスとして稼働する
数多くのコンポーネントがあります。このモジュラアーキテクチャにより、それぞれの動作を

担当するプロセスが分散されるため、すべての動作が Cisco IOSソフトウェアに依存する場合
よりも、ネットワークの復元力が向上します。

この項では、次のトピックについて取り上げます。

次の表に、Cisco ASR 1000シリーズルータに関する重要な個々のプロセスのリストを示しま
す。これらのプロセスはバックグラウンドで実行されます。Cisco IOS-XEを使用する Cisco
ASR 1000シリーズルータの CLIは、ほとんどのプラットフォームで Cisco IOS CLIと同じ画
面表示、操作感、および使用方法です。この情報は、ルータの状態の確認と障害対応に役立つ

可能性があるため提供されますが、この情報を理解することは、ほとんどのルータの動作を理

解する上で必須ではありません。
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表 2 :個別のプロセス

サブパッケージのマッピ

ング

影響される FRU目的プロセス

RPControlSIPBaseESPBaseRP（RPごとに 1つのイ
ンスタンス）SIP（SIPご
とに 1つのインスタン
ス）ESP（ESPごとに 1
つのインスタンス）

高可用性（HA）状態、環境
モニタリング、および FRU
状態制御の管理など、シャー

シ管理機能を担います。

Chassis
Manager

RPControlSIPBaseESPBaseRP（RPごとに 1つのイ
ンスタンス）SIP（SIPご
とに 1つのインスタン
ス）ESP（ESPごとに 1
つのインスタンス）

IOSプロセスと、基盤となる
プラットフォームカーネルお

よびオペレーティングシステ

ムの多くの情報収集機能との

間のインターフェイスを提供

します。

Host
Manager

RPControlSIPBaseESPBaseRP（RPごとに 1つのイ
ンスタンス）SIP（SIPご
とに 1つのインスタン
ス）ESP（ESPごとに 1
つのインスタンス）

各 FRUで実行されるプロセ
スに対して、IOS向けロギン
グサービスを提供します。

ロガー

RPControlSIPBaseRP（RPごとに 1つのイ
ンスタンス）SIP（SIPご
とに 1つのインスタン
ス）

SIPでの IOSプロセスと SPA
ごとのインターフェイスプロ

セス間のインターフェイスを

提供します。

Interface
Manager

RPIOSRP（RPごとのソフトウェ
ア冗長インスタンスごと

に 1つ）。RPごとに最大
2つのインスタンス。

この IOSプロセスによって、
ルータのすべての転送および

ルーティング機能が導入され

ます。

IOS

RPControl

ESPBase
RP（RPごとのソフトウェ
ア冗長インスタンスごと

に 1つ）。RPごとに最大
2つのインスタンス。ESP
（ESPごとに 1つ）

各 ESPへの設定のダウン
ロード、および IOSプロセ
スへのフォワーディングプ

レーン情報（統計など）の伝

達を管理します。

Forwarding
Manager

RPControlRP（RPごとのソフトウェ
ア冗長インスタンスごと

に 1つ）。RPごとに最大
2つのインスタンス。

認証などのプラットフォーム

ポリシーアプリケーション

と IOSプロセスの統合ポイ
ント。

Pluggable
Services
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サブパッケージのマッピ

ング

影響される FRU目的プロセス

RPControlRP（RPごとに 1つのイ
ンスタンス）

統合パッケージの非 IOSイ
メージの機能に関連したすべ

てのユーザーインターフェイ

ス機能と処理を提供します。

Shell
Manager

SIPSPASPA（SPAごと SIPごと
に 1つのインスタンス）

特定の SPA用に取り分けら
れたプロセスドライバを提供

します。

SPAドラ
イバプロセ

ス

ESPBaseESP（ESPごとに 1つの
インスタンス）

ESPで CPPハードウェア
フォワーディングエンジン

を管理します。

CPPドライ
バプロセ

ス

ESPBaseESP（ESPごとに 1つの
インスタンス）

CPPハードウェアフォワー
ディングエンジンの HAス
テートを管理します。

CPP HAプ
ロセス

ESPBaseESP（ESPごとに 1つの
インスタンス）

Forwarding Managerプロセス
の ESPインスタンスで CPP
側機能への高遅延タスクを実

行します。

CPP SPプ
ロセス

プロセスとしての IOS
従来、ほとんどすべてのシスコルータプラットフォームでは、ほとんどすべての内部ソフト

ウェアプロセスが Cisco IOSメモリを使用して実行されてきました。

Cisco ASR 1000シリーズルータには、分散ソフトウェアアーキテクチャが導入されています。
これにより、オペレーティングシステムで実行する数多くの処理に IOSプロセスが関与しなく
ても済むようになります。このアーキテクチャでは、以前はほとんどすべての内部ソフトウェ

アプロセスを処理していた IOSが、多数のLinuxプロセスの 1つとして稼働するようになり、
ルータを実行する役割を他の Linuxプロセスと共有できるようになりました。このアーキテク
チャを使用すると、メモリをさらに有効に割り当てることができるため、ルータを効率よく稼

働できます。

デュアル IOSプロセス
Cisco ASR 1000シリーズルータでは、デュアル IOSプロセスを導入しているため、高可用性
をいつでも向上させることができます。

SSOまたは RPRを使用して、Cisco ASR 1002または 1004ルータで 2番目の IOSプロセスを有
効にできます。Cisco ASR 1000シリーズルータでデュアルルートプロセッサを設定すると、2
番目の IOSプロセスがスタンバイルートプロセッサ上で稼働します。
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これらのデュアル IOSプロセスの状態は、 show platformコマンドを入力して確認できます。

2つめの IOSプロセスの使用によって、次の利点を得られます。

•耐障害性の向上：アクティブ IOS障害のイベントが発生しても、サービスをほとんど中断
させることなく、即座に 2番めの IOSプロセスがアクティブ IOSプロセスになります。

•ダウンタイムなしのソフトウェアアップグレード：ルータ上の IOSなどのソフトウェア
は、スタンバイ IOSプロセスで In Service Software Upgrade（ISSU）機能を使用してアップ
グレードできます。この機能により、ソフトウェアのアップグレード中もネットワークを

アクティブな状態に保つことができます。ISSUを使用してダウンタイムなしのソフトウェ
アアップグレードを実行できる場合とできない場合の詳細については、「ルータ #」のセ
クション（5～ 20ページ）を参照してください。

Cisco ASR 1000シリーズルータのファイルシステム
次の表に、Cisco ASR 1000シリーズルータで表示できるファイルシステムのリストを示しま
す。

表 3 :ファイルシステム

説明ファイルシステム

アクティブ RP上のブートフラッシュメモリのファイルシステムbootflash:

Cisco Networking Serviceのファイルディレクトリcns:

アクティブ RP上のハードディスクのファイルシステム

harddisk:ファイルシステムは、Cisco ASR 1002ルータでは使用できませ
ん。

harddisk:

ルータの NVRAM。NVRAM間で startup-configをコピーできます。nvram:

Onboard Failure Loggingファイル用のファイルシステムobfl:

スタンバイ RP上のブートフラッシュメモリのファイルシステムstby-bootflash:

スタンバイ RP上のハードディスクのファイルシステム

harddisk:ファイルシステムは、Cisco ASR 1002ルータでは使用できませ
ん。

stby-harddisk:

スタンバイ RP上の USBフラッシュドライブのファイルシステム

stby-usb:ファイルシステムは、Cisco ASR 1002ルータでは使用できませ
ん。

stby-usb[0-1]:

実行コンフィギュレーションを含む、システムメモリのファイルシステ

ム

system:

アーカイブファイルシステムtar:
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説明ファイルシステム

一時システムファイルのファイルシステムtmpsys:

アクティブ RP上の USBフラッシュドライブのファイルシステム

Cisco ASR 1002ルータで使用できるのは usb0:のみです。

usb[0-1]:

上記の表にリストされていないファイルシステムを発見した場合は、?ヘルプオプションを入
力するか、そのファイルシステムの追加情報について copyコマンドリファレンスを参照して
ください。

自動生成されるファイルディレクトリおよびファイル

このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータ上で表示される可能性のある、自動生成
されるファイルとディレクトリ、およびこれらのディレクトリ内のファイルの管理方法につい

て説明します。

次の表に、Cisco ASR 1000シリーズルータで自動生成されるファイルのリストと説明を示しま
す。

表 4 :自動生成されるファイル

説明ファイルまたはディレ

クトリ

crashinfoファイルは、bootflash:または harddisk:ファイルシステムに
作成される場合があります。

これらのファイルでは、クラッシュに関する情報が提供されており、

調整またはトラブルシューティングを行う場合に役立ちます。ただ

し、ファイルはルータ動作に含まれていないため、ルータの機能に影

響を及ぼさずに消去することができます。

crashinfoファイル

.coreファイルのストレージ領域

このディレクトリは消去されると、ブートアップ時に自動的に再生成

されます。このディレクトリ内の .coreファイルは、ルータ機能に影
響を及ぼさずに消去することはできますが、ディレクトリ自体は消去

しないでください。

coreディレクトリ

システムチェックが実行されると、ブートアップ時にこのディレク

トリが作成されます。このディレクトリが表示されることは完全に正

常な状態であり、ルータに問題が発生したわけではありません。

lost+foundディレクト
リ

traceファイルのストレージ領域

traceファイルはトラブルシューティングに役立ちます。ただし、trace
ファイルはルータ動作には使用されないため、消去してもルータのパ

フォーマンスには影響がありません。

tracelogsディレクトリ
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自動生成されるディレクトリに関する重要事項

自動生成されるディレクトリに関する重要な情報は次のとおりです。

• bootflash:ディレクトリに自動生成されたファイルは、カスタマーサポートから指示され
ない限り、削除、名前変更、移動、またはその他の変更は行わないでください。bootflash:
に自動生成されたファイルを変更すると、システムパフォーマンスに予期せぬ結果をもた

らす場合があります。

• crashinfo、core、および traceファイルは削除できますが、harddisk:ファイルシステムに自
動的に含まれている coreおよび tracelogディレクトリは削除しないでください。
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第 4 章

Cisco IOS XEソフトウェアの使用

この章では、Cisco ASR 1000シリーズルータを設定するための準備について説明します。

•ルータコンソールを使用して CLIにアクセスする方法（29ページ）
•キーボードショートカットの使用方法（34ページ）
•履歴バッファによるコマンドの呼び出し（34ページ）
•コマンドモードの概要（35ページ）
•ヘルプの表示（37ページ）
•コマンドの no形式および default形式の使用（41ページ）
•不適切なカードの装着の Syslog（41ページ）
•コンフィギュレーションの変更の保存（42ページ）
•コンフィギュレーションファイルの管理（42ページ）
• showおよび moreコマンド出力のフィルタリング（43ページ）
•ルータの電源切断（44ページ）
•プラットフォームおよびシスコソフトウェアイメージのサポート情報の検索（44ペー
ジ）

ルータコンソールを使用して CLIにアクセスする方法
ここでは、直接接続されたコンソールを使用してコマンドラインインターフェイス（CLI）に
アクセスする方法や、Telnetまたはモデムを使用してリモートコンソールを設定し、CLIにア
クセスする方法について説明します。

直接接続されたコンソールを使用して CLIにアクセスする方法
ここでは、ルータのコンソールポートに接続し、コンソールインターフェイスを使用してCLI
にアクセスする方法について説明します。

Cisco ASR 1000シリーズルータ上のコンソールポートは、EIA/TIA-232非同期、フロー制御な
しのシリアル接続で、コネクタはRJ-45コネクタを使用します。コンソールポートは、各ルー
トプロセッサ（RP）の前面パネルに位置しています。
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Cisco ASR 1000シリーズルータの補助ポートはモデムをサポートしていません。（注）

コンソールポートとの接続

コンソールポートに接続する手順は次のとおりです。

手順の概要

1. 端末エミュレーションソフトウェアを次のように設定します。

2. RJ-45/RJ-45ケーブルとRJ-45/DB-25 DTE（データ端末装置）アダプタ、またはRJ-45/DB-9
DTEアダプタ（「Terminal」のラベル）を使用して、ポートに接続します。

手順の詳細

ステップ 1 端末エミュレーションソフトウェアを次のように設定します。

• 9,600 bps（ビット/秒）
• 8データビット
•パリティなし
• 1ストップビット
•フロー制御なし

ステップ 2 RJ-45/RJ-45ケーブルと RJ-45/DB-25 DTE（データ端末装置）アダプタ、または RJ-45/DB-9 DTEアダプタ
（「Terminal」のラベル）を使用して、ポートに接続します。

コンソールインターフェイスの使用方法

Cisco ASR 1000シリーズルータのすべての RPには、コンソールインターフェイスがありま
す。デュアル RP構成のアクティブ RPだけではなく、スタンバイ RPにもコンソールポート
を使用してアクセスできます。

コンソールインターフェイスを使用して CLIにアクセスする手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. ルータのコンソールポートに端末ハードウェアを接続し、端末エミュレーションソフト

ウェアを適切に設定すると、次のプロンプトが表示されます。

2. Returnを押して、ユーザーEXECモードを開始します。次のプロンプトが表示されます。
3. ユーザー EXECモードで、次のように enableコマンドを入力します。

4. パスワードプロンプトに、システムパスワードを入力します。システムで有効なパスワー

ドが設定されていない場合、この手順は省略します。次に、「enablepass」というパスワー
ドを入力する例を示します。

5. 有効なパスワードが許可されると、特権 EXECモードプロンプトが表示されます。
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6. これで、特権 EXECモードのCLIへのアクセスが可能になりました。必要なコマンドを入
力して、必要なタスクを実行できます。

7. コンソールセッションを終了するには、次のように quitコマンドを入力します。

手順の詳細

ステップ 1 ルータのコンソールポートに端末ハードウェアを接続し、端末エミュレーションソフトウェアを適切に設
定すると、次のプロンプトが表示されます。

例：

Press RETURN to get started.

ステップ 2 Returnを押して、ユーザー EXECモードを開始します。次のプロンプトが表示されます。

例：

Router>

ステップ 3 ユーザー EXECモードで、次のように enableコマンドを入力します。

例：

Router> enable

ステップ 4 パスワードプロンプトに、システムパスワードを入力します。システムで有効なパスワードが設定されて
いない場合、この手順は省略します。次に、「enablepass」というパスワードを入力する例を示します。

例：

Password: enablepass

ステップ 5 有効なパスワードが許可されると、特権 EXECモードプロンプトが表示されます。

例：

Router#

ステップ 6 これで、特権 EXECモードの CLIへのアクセスが可能になりました。必要なコマンドを入力して、必要な
タスクを実行できます。

ステップ 7 コンソールセッションを終了するには、次のように quitコマンドを入力します。

例：

Router# quit
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Telnetを使用してリモートコンソールから CLIにアクセスする方法
ここでは、Telnetを使用してルータのコンソールインターフェイスに接続し、CLIにアクセス
する方法について説明します。

Telnetを使用してルータコンソールに接続するための準備

TCP/IPネットワークからTelnetを使用してルータにリモートアクセスする前に、line vtyグロー
バルコンフィギュレーションコマンドを使用して、仮想端末回線（vty）をサポートするよう
にルータを設定する必要があります。また、ログインを要求するように vtyを設定し、パス
ワードを指定する必要もあります。

回線上でログインがディセーブル化されないようにするには、loginラインコンフィギュレー
ションコマンドを設定するときに、passwordコマンドでパスワードを指定する必要がありま
す。認証、許可、アカウンティング（AAA）を使用している場合は、login authenticationライ
ンコンフィギュレーションコマンドを設定する必要があります。login authenticationコマン
ドを使用してリストを設定する場合に、回線上で AAA認証に関するログインがディセーブル
化されないようにするには、aaa authentication loginグローバルコンフィギュレーションコマ
ンドを使用して、リストを設定する必要もあります。AAAサービスの詳細については、『Cisco
IOS XE Security Configuration Guide』および『Cisco IOS Security Command Reference Guide』を
参照してください。

（注）

また、ルータにTelnet接続する前に、ルータの有効なホスト名、またはルータに設定された IP
アドレスを取得しておく必要もあります。Telnetを使用してルータに接続するための要件の詳
細、Telnetサービスのカスタマイズ方法、および Telnetキーシーケンスの使用方法について
は、『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration Guide』を参照してください。

Telnetを使用してコンソールインターフェイスにアクセスする方法

Telnetを使用してコンソールインターフェイスにアクセスする手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. 端末または PCから次のいずれかのコマンドを入力します。
2. パスワードプロンプトで、ログインパスワードを入力します。次に、mypassというパス
ワードを入力する例を示します。

3. ユーザー EXECモードで、次のように enableコマンドを入力します。

4. パスワードプロンプトに、システムパスワードを入力します。次に、enablepassというパ
スワードを入力する例を示します。

5. 有効なパスワードが許可されると、特権 EXECモードプロンプトが表示されます。
6. これで、特権 EXECモードのCLIへのアクセスが可能になりました。必要なコマンドを入
力して、必要なタスクを実行できます。

7. Telnetセッションを終了するには、次の例のように exitまたは logoutコマンドを使用しま
す。
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手順の詳細

ステップ 1 端末または PCから次のいずれかのコマンドを入力します。

• connect host [port] [keyword]
• telnet host [port] [keyword]

この構文では、hostにはルータのホスト名または IPアドレスを指定し、portには 10進数のポート番号（デ
フォルトは 23）を指定します。また、keywordにはサポートされるキーワードを指定します。詳細につい
ては、『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command Reference Guide』を参照してください。

アクセスサーバーを使用している場合は、ホスト名や IPアドレスのほかに、 telnet 198.51.100.40
2004などの有効なポート番号を指定する必要があります。

（注）

次の例では、telnetコマンドで、routerという名称のルータに接続しています。

例：

unix_host% telnet router
Trying 198.51.100.40...
Connected to 198.51.100.40.
Escape character is '^]'.
unix_host% connect

ステップ 2 パスワードプロンプトで、ログインパスワードを入力します。次に、mypassというパスワードを入力す
る例を示します。

例：

User Access Verification
Password: mypass

パスワードが設定されていない場合は、Returnを押します。（注）

ステップ 3 ユーザー EXECモードで、次のように enableコマンドを入力します。

例：

Router> enable

ステップ 4 パスワードプロンプトに、システムパスワードを入力します。次に、enablepassというパスワードを入力
する例を示します。

例：

Password: enablepass

ステップ 5 有効なパスワードが許可されると、特権 EXECモードプロンプトが表示されます。

例：

Router#

ステップ 6 これで、特権 EXECモードの CLIへのアクセスが可能になりました。必要なコマンドを入力して、必要な
タスクを実行できます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
33

Cisco IOS XEソフトウェアの使用

Telnetを使用してコンソールインターフェイスにアクセスする方法



ステップ 7 Telnetセッションを終了するには、次の例のように exitまたは logoutコマンドを使用します。

例：

Router# logout

キーボードショートカットの使用方法
コマンドには、大文字と小文字の区別はありません。また、コマンドおよびパラメータは、現

在使用可能な他のコマンドまたはパラメータと区別可能な文字数まで省略できます。

次の表に、コマンドの入力および編集に使用するキーボードショートカットを示します。

表 5 :キーボードのショートカット

目的キーストローク

カーソルを 1文字分だけ後退させます。Ctrl-Bまたは Left Arrowキー 1

カーソルを 1文字分だけ進めます。Ctrl-Fまたは Right Arrowキー
1

コマンドラインの先頭にカーソルを移動します。Ctrl-A

コマンドラインの末尾にカーソルを移動します。Ctrl-E

カーソルをワード 1つ分だけ後退させます。Esc B

カーソルをワード 1つ分だけ進めます。Esc F

1
矢印キーが使用できるのは、VT100などの ANSI互換端末に限られます。

履歴バッファによるコマンドの呼び出し
履歴バッファには、直前に入力した 20のコマンドが保存されます。特別な省略コマンドを使
用して、再入力せずに保存されているコマンドにアクセスできます。

次の表に、ヒストリ置換コマンドの一覧を示します。

表 6 :ヒストリ置換コマンド

目的コマンド

履歴バッファに保存されているコマンドを、最新のコマンド

から順に呼び出します。キーを押すたびに、より古いコマン

ドが順次表示されます。

Ctrl-Pまたは Up Arrowキー 2
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目的コマンド

Ctrl-Pまたは Up Arrowキーを使用してコマンドを呼び出し
た後、履歴バッファ内のより新しいコマンドに戻ります。

Ctrl-NまたはDown Arrowキー
1

EXECモードで、最後に入力したいくつかのコマンドを表示
します。

Router# show history

2
矢印キーが使用できるのは、VT100などの ANSI互換端末に限られます。

コマンドモードの概要
Cisco IOS XEで使用可能なコマンドモードは、従来の Cisco IOS CLIで使用可能なコマンド
モードとまったく同じです。

Cisco IOS XEソフトウェアにアクセスするには、CLIを使用します。CLIには複数のモードが
あることから、利用できるコマンドはその時点で利用しているモードにより異なります。CLI
プロンプトで疑問符（?）を入力すると、それぞれのコマンドモードで使用できるコマンドの
一覧を取得できます。

CLIにログインしたときのモードはユーザ EXECモードです。ユーザ EXECモードでは、使用
できるコマンドが制限されています。すべてのコマンドを使用できるようにするには、通常は

パスワードを使用して、特権EXECモードを開始する必要があります。特権EXECモードから
は、すべての EXECコマンド（ユーザモードまたは特権モード）を実行できます。また、グ
ローバルコンフィギュレーションモードを開始することもできます。ほとんどの EXECコマ
ンドは1回限りのコマンドです。たとえば、showコマンドは重要なステータス情報を表示し、
clearコマンドはカウンタまたはインターフェイスをクリアします。EXECコマンドはソフト
ウェアの再起動時に保存されません。

コンフィギュレーションモードでは、実行コンフィギュレーションを変更できます。その後、

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存しておくと、変

更されたコマンドはソフトウェアの再起動後も保存されます。特定のコンフィギュレーション

モードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードを開始する必要がありま

す。グローバルコンフィギュレーションモードでは、インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモード、およびプロトコル専用モードなどその他のモードを開始できます。

ROMモニタモードは、Cisco IOS XEソフトウェアが適切にロードしない場合に使用される別
個のモードです。ソフトウェアの起動時、または起動時にコンフィギュレーションファイルが

破損している場合に、有効なソフトウェアイメージが見つからなければ、ソフトウェアはROM
モニタモードを開始することがあります。

次の表で、Cisco IOS XEソフトウェアのさまざまな一般的コマンドモードへのアクセス方法、
またはアクセスを終了する方法について説明します。また、各モードで表示されるプロンプト

の例も示します。
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表 7 :コマンドモードのアクセス方法および終了方法

終了方法プロンプトアクセス方法コマンドモー

ド

logoutコマンドを使用します。
Router>

ログインします。ユーザー
EXEC

ユーザー EXECモードに戻るには、
disableコマンドを使用します。

Router#
ユーザーEXECモードで、enable EXECコ
マンドを使用します。

特権 EXEC

グローバルコンフィギュレーション

モードから特権 EXECモードに戻るに
は、exitまたは endコマンドを使用し
ます。

Router(config)#
特権EXECモードから、 configure terminal
特権 EXECコマンドを使用します。

グローバルコ

ンフィギュ

レーション

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻るには、exitコマンドを使
用します。

特権 EXECモードに戻るには、endコ
マンドを使用します。

Router(config-if)#
グローバルコンフィギュレーションモー

ドで、interfaceコマンドを使用してイン
ターフェイスを指定します。

インターフェ

イスコンフィ

ギュレーショ

ン

IOSプロセスの障害によって診断モー
ドが開始された場合は、IOS問題を解
決したあとで、ルータを再起動して診

断モードを解除する必要があります。

ルータが transport-map設定によって診
断モードを開始した場合、ルータにア

クセスするには、別のポートを使用す

るか、またはCisco IOS CLIに接続する
ように設定された方法を使用します。

RPの補助ポートを介してルータにアク
セスしている場合は、別のポートを介

してルータにアクセスします。ただし、

補助ポートでルータにアクセスしても、

カスタマーの要求を処理できません。

Router(diag)#
ルータは、次のような場合に、診断モード

を開始するか、または診断モードにアクセ

スします。

場合によっては、IOSプロセスで障害が発
生したときに、診断モードが開始すること

があります。ただし、ほとんどの場合、

ルータが行います。

ユーザーが transport-mapコマンドを使用
して設定したポリシーにより、診断モード

が開始する場合があります。アクセスポリ

シーの設定については、このマニュアルの

4章「Console Port, Telnet, and SSH
Handling」を参照してください。

ルータには、RPの補助ポートからアクセ
スされることがあります。

ブレーク信号（Ctrl-C、Ctrl-Shift-6、また
は send breakコマンド）を入力すると、
ブレーク信号を受信したルータが診断モー

ドに移行するように設定されている場合が

あります。

診断
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終了方法プロンプトアクセス方法コマンドモー

ド

ROMモニターモードを終了する場合
は、continueコマンドを使用します。

>
特権EXECモードから、reload特権EXEC
コマンドを使用します。システムの起動

時、最初の 60秒以内に Breakキーを押し
ます。

ROMモニタ

ヘルプの表示
CLIプロンプトで疑問符（?）を入力すると、各コマンドモードで使用できるコマンドの一覧
が表示されます。またコンテキストヘルプ機能を使用すると、コマンドに関連するキーワード

と引数のリストを取得できます。

コマンドモード、コマンド、キーワード、または引数に固有のヘルプを参照するには、次の表

に記載されているコマンドのいずれかを使用します。

表 8 :ヘルプコマンドおよび説明

目的コマンド

コマンドモードのヘルプシステムの概要を示します。help

特定の文字ストリングで始まるコマンドのリストが表示さ

れます（コマンドと疑問符の間にはスペースを入れないで

ください）。

abbreviated-command-entry?

特定のコマンド名を補完します。abbreviated-command-entry<Tab>

特定のコマンドモードで使用可能なすべてのコマンドをリ

ストします。

?

コマンドラインで次に入力する必要のあるキーワードまた

は引数が表示されます（コマンドと疑問符の間にスペース

を入れてください）。

command ?

コマンドオプションの検索

ここでは、コマンドの構文を表示する方法の例を示します。コマンド構文には、任意または必

須のキーワードおよび引数が含まれています。コマンドのキーワードおよび引数を表示するに

は、疑問符（?）をコンフィギュレーションプロンプトで入力するか、またはコマンドの一部
を入力した後に 1スペース空けて入力します。Cisco IOS XEソフトウェアでは、使用可能な
キーワードおよび引数のリストと簡単な説明が表示されます。たとえば、グローバルコンフィ

ギュレーションモードからarapコマンドのすべてのキーワードまたは引数を表示する場合は、
arap ?と入力します。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
37

Cisco IOS XEソフトウェアの使用

ヘルプの表示



コマンドヘルプ出力の中の <cr>記号は「改行」を表します。古いキーボードでは、CRキーは
Returnキーです。最近のキーボードでは、CRキーはEnterキーです。コマンドヘルプの最後の
<cr>記号は、Enterを押してコマンドを完成させるオプションがあること、および<cr>記号に
先行するリスト内の引数およびキーワードはオプションであることを示します。<cr>記号自体
は、使用できる引数とキーワードがないため、Enterを押してコマンドを終了する必要がある
ことを示します。

次の表に、疑問符（?）を使ったコマンド入力のアシスト方法を示します。

表 9 :コマンドオプションの検索

コメントコマンド

enableコマンドとパスワードを入力して、特権 EXECコマンド
にアクセスします。プロンプトが「>」から「#」に変わったら
（例：Router>から Router#）、特権 EXECモードに切り替わっ
ています。

Router> enable
Password: <password>
Router#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始するには、

configure terminal特権 EXECコマンドを入力します。グローバ
ルコンフィギュレーションモードが開始されると、プロンプト

が Router(config)#に変わります。

Router#
configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.
Router(config)#

interface serialグローバルコンフィギュレーションコマンドを
使用して、設定するシリアルインターフェイスを指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

次にコマンドラインに入力する必要があるコマンドを表示する

には、?と入力します。この例では、シリアルインターフェイ
スのスロット番号とポート番号を、スラッシュで区切って入力

する必要があります。

<cr>記号が表示されている場合は、Enterキーを押してコマン
ドを完了できます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードが開始される

と、プロンプトが Router(config-if)#に変わります。

Router(config)# interface serial ?
<0-6> Serial interface number

Router(config)# interface serial 4 ?
/

Router(config)# interface serial 4/ ?
<0-3> Serial interface number

Router(config)# interface serial 4/0 ?
<cr>
Router(config)# interface serial 4/0
Router(config-if)#
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コメントコマンド

シリアルインターフェイスに使用できるすべてのインターフェ

イスコンフィギュレーションコマンドのリストを表示するに

は、?を入力します。次の例では、使用可能なインターフェイ
スコンフィギュレーションコマンドの一部だけを示していま

す。

Router(config-if)# ?
Interface configuration commands:
.
.
.
ip Interface Internet Protocol
config commands
keepalive Enable keepalive
lan-name LAN Name command
llc2 LLC2 Interface Subcommands
load-interval Specify interval for load

calculation for an
interface

locaddr-priority Assign a priority group
logging Configure logging for

interface
loopback Configure internal loopback
on an interface
mac-address Manually set interface MAC

address
mls mls router sub/interface

commands
mpoa MPOA interface configuration
commands
mtu Set the interface Maximum

Transmission Unit (MTU)
netbios Use a defined NETBIOS access
list or enable

name-caching
no Negate a command or set its
defaults
nrzi-encoding Enable use of NRZI encoding
ntp Configure NTP
.
.
.

Router(config-if)#
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コメントコマンド

インターフェイスの設定のためのコマンドを入力します。この

例では、ipコマンドを使用しています。

次にコマンドラインに入力する必要があるコマンドを表示する

には、? と入力します。次の例では、使用可能なインターフェ
イス IPコンフィギュレーションコマンドの一部だけを示して
います。

Router(config-if)# ip ?
Interface IP configuration subcommands:
access-group Specify access control for

packets
accounting Enable IP accounting on this
interface
address Set the IP address of an

interface
authentication authentication subcommands
bandwidth-percent Set EIGRP bandwidth limit
broadcast-address Set the broadcast address of
an interface
cgmp Enable/disable CGMP
directed-broadcast Enable forwarding of directed
broadcasts
dvmrp DVMRP interface commands
hello-interval Configures IP-EIGRP hello

interval
helper-address Specify a destination address
for UDP broadcasts
hold-time Configures IP-EIGRP hold time

.

.

.
Router(config-if)# ip

インターフェイスの設定のためのコマンドを入力します。この

例では、ipaddressコマンドを使用しています。

次にコマンドラインに入力する必要があるコマンドを表示する

には、?と入力します。この例では、IPアドレスまたは
negotiatedキーワードを入力する必要があります。

CR（<cr>）が表示されないため、コマンドを完了するには、
キーワードまたは引数をさらに入力する必要があります。

Router(config-if)# ip address ?
A.B.C.D IP address
negotiated IP Address negotiated over

PPP
Router(config-if)# ip address

使用するキーワードまたは引数を入力します。この例では、IP
アドレス 198.51.100.1を使用します。

次にコマンドラインに入力する必要があるコマンドを表示する

には、?と入力します。この例では、IPサブネットマスクを入
力する必要があります。

<cr>が表示されないため、コマンドを完了するには、キーワー
ドまたは引数をさらに入力する必要があります。

Router(config-if)# ip address 198.51.100.1 ?
A.B.C.D IP subnet mask

Router(config-if)# ip address 198.51.100.1
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コメントコマンド

IPサブネットマスクを入力します。この例では、IPサブネット
マスク 255.255.255.0を使用しています。

次にコマンドラインに入力する必要があるコマンドを表示する

には、?と入力します。この例では、secondaryキーワードを入
力するか、Enterキーを押します。

<cr>が表示されます。Enterを押してコマンドを終了するか、
別のキーワードを入力します。

Router(config-if)# ip address 198.51.100.1
255.255.255.0 ?
secondary Make this IP address a

secondary address
<cr>

Router(config-if)# ip address 198.51.100.1
255.255.255.0

この例では、Enterを押してコマンドを完了しています。
Router(config-if)# ip address 198.51.100.1
255.255.255.0
Router(config-if)#

コマンドの no形式および default形式の使用
ほぼすべてのコンフィギュレーションコマンドにno形式があります。一般には、no形式を使
用して機能を無効にします。無効化されている機能を再び有効にしたり、デフォルトで無効な

機能を有効にするには、noキーワードを指定しないでコマンドを使用します。たとえば、IP
ルーティングはデフォルトで有効です。IPルーティングを無効にするには、no ip routingコマ
ンドを使用します。IPルーティングを再び有効にするには、iproutingコマンドを使用します。
Cisco IOSソフトウェアのコマンドリファレンスには、コンフィギュレーションコマンドの
完全な構文、および no形式のコマンドの機能が記載されています。

多くの CLIコマンドには default形式もあります。default command-nameコマンドを実行する
ことで、コマンドをデフォルトの設定にすることができます。コマンドの default形式が、そ
のプレーン形式や no形式とは実行する機能が異なる場合、Cisco IOSソフトウェアのコマンド
リファレンスにコマンドの default形式の機能が記載されています。システムで使用できるデ
フォルトコマンドを表示するには、コマンドラインインターフェイスの該当するコマンドモー

ドで default?と入力します。

不適切なカードの装着の Syslog
不適切なカードの装着のSyslogは、カードがシャーシに正しく装着されているかどうかを検出
するのに役立ちます。カードが正しく挿入されていない場合、カードを正しく挿入し直すよう

に求めるメッセージがコンソールに表示されます。この機能は、OIRまたはアップグレード中
に表示される可能性のあるESIリフレームエラーメッセージの抑制にも役立ちます。これらの
エラーメッセージは、それらのメッセージが機能に影響を与えない場合でも、ハードウェアの

障害を示していると誤解される可能性があります。
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コンフィギュレーションの変更の保存
設定の変更をスタートアップコンフィギュレーションに保存して、ソフトウェアのリロードや

停電が発生した場合に変更内容が失われないようにするには、copyrunning-config startup-config
コマンドを使用します。次に例を示します。

Router# copy running-config startup-config
Building configuration...

設定の保存には 1～ 2分かかります。設定が保存されると、次の出力が表示されます。

[OK]
Router#

この作業により、コンフィギュレーションが NVRAMに保存されます。

コンフィギュレーションファイルの管理
Cisco ASR 1000シリーズルータでは、スタートアップコンフィギュレーションファイルは
nvram:ファイルシステムに保存され、実行コンフィギュレーションファイルは system:ファイ
ルシステムに保存されます。このコンフィギュレーションファイルの保存に関する設定は、

Cisco ASR 1000シリーズルータに固有のものではなく、いくつかのシスコルータプラット
フォームで使用されています。

Ciscoルータの日常的なメンテナンスの一環として、スタートアップコンフィギュレーション
ファイルを NVRAMから他のいずれかのルータファイルシステムにコピーし（さらに追加で
ネットワークサーバーにもコピーして）、バックアップをとっておく必要があります。スター

トアップコンフィギュレーションファイルをバックアップしておくと、何らかの理由でNVRAM
上のスタートアップコンフィギュレーションファイルが使用できなくなったときに、スター

トアップコンフィギュレーションファイルを簡単に回復できます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルのバックアップには、copyコマンドを使用
できます。次の例では、バックアップされるNVRAMのスタートアップコンフィギュレーショ
ンファイルを示します。

例 1：bootflashへのスタートアップコンフィギュレーションファイルのコピー

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 May 29 2008 16:31:41 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Router# copy nvram:startup-config bootflash:
Destination filename [startup-config]?
3517 bytes copied in 0.647 secs (5436 bytes/sec)
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Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 May 29 2008 16:31:41 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
13 -rw- 7516 Jul 2 2008 15:01:39 -07:00 startup-config

例2：USBフラッシュディスクへのスタートアップコンフィギュレーションファイルのコピー

Router# dir usb0:
Directory of usb0:/
43261 -rwx 208904396 May 27 2008 14:10:20 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
255497216 bytes total (40190464 bytes free)
Router# copy nvram:startup-config usb0:
Destination filename [startup-config]?
3172 bytes copied in 0.214 secs (14822 bytes/sec)
Router# dir usb0:
Directory of usb0:/
43261 -rwx 208904396 May 27 2008 14:10:20 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin43262 -rwx 3172 Jul 2 2008
15:40:45 -07:00 startup-config255497216 bytes total (40186880 bytes free)

例 3：TFTPサーバへのスタートアップコンフィギュレーションファイルのコピー

Router# copy bootflash:startup-config tftp:
Address or name of remote host []? 198.51.100.81
Destination filename [pe24_asr-1002-confg]? /auto/tftp-users/user/startup-config
!!
3517 bytes copied in 0.122 secs (28828 bytes/sec)

コンフィギュレーションファイルの管理の詳細については、『Cisco IOS XE Configuration
Fundamentals Configuration Guide』の「Managing Configuration Files」のセクションを参照してく
ださい。

showおよび moreコマンド出力のフィルタリング
showおよびmoreコマンドの出力を検索およびフィルタリングできます。この機能は、大量の
出力を並べ替える必要がある場合や、不要な出力を除外する場合に役立ちます。

この機能を使うには、showまたはmoreコマンドに「パイプ」記号（|）を続け、begin、include、
excludeのキーワードのいずれかを入力します。さらに検索またはフィルタリングの内容を正
規表現で指定します（大文字と小文字は区別されます）。

show command | {append | begin | exclude | include | redirect | section | tee} regular-expression

この出力は、コンフィギュレーションファイル内の情報の特定の行に一致します。次に、show
interfaceコマンドに出力修飾子を使用して、「protocol」という表現が現れる行のみを出力す
る例を示します。
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Router# show interface | include protocol
FastEthernet0/0 is up, line protocol is up
Serial4/0 is up, line protocol is up
Serial4/1 is up, line protocol is up
Serial4/2 is administratively down, line protocol is down
Serial4/3 is administratively down, line protocol is down

ルータの電源切断
電源モジュールをオフにする前に、シャーシがアース接続されていること、および電源モジュー

ルでソフトシャットダウンが実行されることを確認してください。通常、ソフトシャットダ

ウンを実行しなくても、ルータには悪影響は及びませんが、問題が発生する場合もあります。

ルータの電源を切断する前にソフトシャットダウンを実行するには、reloadコマンドを入力し
て、システムを停止させてから、ROMモニターが実行されるのを待機し、次の手順に進みま
す。

次の出力では、このプロセスの例を示します。

Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
...(Some messages are omitted here)
Initializing Hardware...
Calculating the ROMMON CRC...CRC is correct.

このメッセージを確認してから、電源モジュールのスイッチを OFFの位置にします。

プラットフォームおよびシスコソフトウェアイメージの

サポート情報の検索
シスコのソフトウェアには、特定のプラットフォームに対応したソフトウェアイメージで構成

されるフィーチャセットが含まれています。特定のプラットフォームで使用できるフィーチャ

セットは、リリースに含まれるシスコソフトウェアイメージによって異なります。特定のリ

リースで使用できるソフトウェアイメージのセットを確認する場合、またはある機能が特定の

Cisco IOS XEソフトウェアイメージで使用可能かどうかを確認するには、Cisco Feature Navigator
を使用するか、ソフトウェアリリースノートを参照してください。

Cisco Feature Navigatorの使用
プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフ
トウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOS
XEのソフトウェアイメージを判別できます。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Software Advisorの使用
機能がCisco IOS XEのリリースでサポートされているかどうかを確認するか、その機能のソフ
トウェアマニュアルを検索する場合、またはルータに取り付けられたハードウェアとの Cisco
IOS XEソフトウェアの最低要件を確認するために、シスコでは、次の URLの Cisco.comで
Software Advisorツールを保守しています。http://www.cisco.com/cgi-bin/Support/CompNav/Index.pl

このツールにアクセスするには、Cisco.comの登録ユーザである必要があります。

ソフトウェアリリースノートの使用

Cisco IOS XEソフトウェアリリースには、次の情報が記載されたリリースノートが含まれて
います。

•プラットフォームのサポート情報
•メモリに関する推奨事項
•新機能の情報
•全プラットフォームの未解決および解決済みの重大度 1および 2の注意事項

リリースノートには、最新のリリースに固有の情報が記載されています。これらの情報には、

以前のリリースに記載済みの機能に関する情報が含まれていないことがあります。以前の機能

の情報については、Cisco Feature Navigatorを参照してください。
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第 5 章

コンソールポート、Telnet、およびSSHの
処理

この章では、次のトピックについて取り上げます。

• Cisco ASR 1000シリーズルータ用コンソールポートの概要（47ページ）
•コンソールポートの処理について（47ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルータでの Telnetと SSHの概要（48ページ）
•持続性 Telnetおよび持続性 SSHの概要（48ページ）
•コンソールポートのトランスポートマップの設定（49ページ）
•持続性 Telnetの設定（50ページ）
•持続性 SSHの設定（53ページ）
•コンソールポート、SSH、および Telnetの処理設定の表示（56ページ）
•重要な注意事項と制約事項（59ページ）

Cisco ASR 1000シリーズルータ用コンソールポートの概
要

Cisco ASR 1000シリーズルータ上のコンソールポートは、EIA/TIA-232非同期、フロー制御な
しのシリアル接続で、コネクタはRJ-45コネクタを使用します。コンソールポートはルータへ
のアクセスに使用され、ルートプロセッサ（RP）の前面パネルに位置しています。

コンソールポートを使用したルータへのアクセスについては、「直接接続されたコンソールを

使用して CLIにアクセスする方法」（ページ 3-2）を参照してください。

コンソールポートの処理について
コンソールポートを使用してルータにアクセスすると、デフォルトで自動的に IOSコマンド
ラインインターフェイスに導かれます。
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コンソールポート経由でルータにアクセスするとき、IOS CLIに接続する前にブレーク信号を
送信すると（ブレーク信号を送信するには、Ctrl-Cまたは Ctrl-Shift-6を押すか、Telnetプロ
ンプトで send breakコマンドを入力します）、非 RPIOSサブパッケージにアクセスできる場
合、デフォルトで診断モードに誘導されます。

これらの設定を変更するには、コンソールポートに設定したトランスポートマップをコンソー

ルインターフェイスに適用します。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの Telnetと SSHの概要
Cisco ASR 1000シリーズルータ上の Telnetおよびセキュアシェル（SSH）を、他のシスコプ
ラットフォームの Telnetおよび SSHと同様に設定して操作することができます。従来の Telnet
については、次のURLでアクセスできる『Cisco IOS Terminal Services Command Reference guide
』ガイドで lineコマンドを参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2/termserv/command/reference/trflosho.html#wp1029818 [英
語]

従来の SSHの設定については、次の URLでアクセスできる『Cisco IOS Security Configuration
Guide』の「Configuring Secure Shell」の章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2/security/configuration/guide/scfssh.html [英語]

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、持続性 Telnetと持続性 SSHも導入されています。持続
性 Telnetおよび持続性 SSHを使用することで、ユーザーが Telnetや SSHを使って管理イーサ
ネットポート経由でルータにアクセスするときに、ネットワーク管理者は着信トラフィックの

処理をより明確に定義できます。特に、持続性Telnetおよび持続性 SSHでは、IOSプロセスに
障害が発生しても、TelnetまたはSSHを使用してイーサネット管理ポート経由でアクセスでき
るようにルータを設定できるため、より安定したネットワークアクセスが実現します。

持続性 Telnetおよび持続性 SSHの概要
従来のシスコルータでは、IOSに障害が発生した場合、Telnetまたは SSHを使用してルータに
アクセスすることは不可能でした。従来のシスコルータで Cisco IOSの障害が発生した場合、
ルータにアクセスする方法はコンソールポートを介する方法しかありません。同様に、持続性

Telnetや持続性 SSHを使用しない Cisco ASR 1000ルータ上のすべてのアクティブな IOSプロ
セスで障害が発生した場合は、コンソールポート経由でしかルータにアクセスできません。

他方、持続性 Telnetや持続性 SSHを使用すると、管理イーサネットインターフェイスの着信
TelnetトラフィックまたはSSHトラフィックの処理を定義するトランスポートマップを設定で
きます。

持続性 Telnetまたは持続性 SSHトランスポートマップを使用して設定できる他のさまざまな
オプションについては、「持続性 Telnetの設定（50ページ）」と「持続性 SSHの設定（53
ページ）」を参照してください。
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コンソールポートのトランスポートマップの設定
このタスクでは、Cisco ASR 1000シリーズルータ上のコンソールポートインターフェイスで
トランスポートマップを設定する方法について説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. transport-map type console transport-map-name

4. connection wait [allow interruptible | none]
5. exit
6. transport type console console-line-number input transport-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

コンソール接続を処理するためのトランスポート

マップを作成して名前を付け、トランスポートマッ

プコンフィギュレーションモードを開始します。

transport-map type console transport-map-name

例：

Router(config)# transport-map type console
consolehandler

ステップ 3

コンソール接続を処理する方法を、このトランス

ポートマップで指定します。

connection wait [allow interruptible | none]

例：

ステップ 4

• allow interruptible：コンソール接続は IOS VTY
回線が使用可能になるのを待機します。またRouter(config-tmap)# connection wait none

ユーザーは、IOS VTY回線が使用可能になるの例：
を待機しているコンソール接続に割り込むこと

により、診断モードを開始できます。これがデ

フォルト設定です。

Ctrl-CまたはCtrl-Shift-6を入力すると、ユー
ザーは待機中の接続に割り込むことができま

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

• none：コンソール接続はただちに診断モードを
開始します。

トランスポートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、グローバルコンフィギュレーション

モードを再開します。

exit

例：

Router(config-tmap)# exit

ステップ 5

トランスポートマップで定義された設定をコンソー

ルインターフェイスに適用します。

transport type console console-line-number input
transport-map-name

例：

ステップ 6

このコマンドの transport-map-nameは、transport-map
type consoleコマンドで定義された transport-map-name
と一致する必要があります。例：

Router(config)# transport type console 0
input consolehandler

例

次に、コンソールポートのアクセスポリシーを設定するためのトランスポートマップを作成し

てコンソールポート 0に接続する例を示します。

Router(config)# transport-map type console consolehandler
Router(config-tmap)# connection wait allow interruptible
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# transport type console 0 input consolehandler

持続性 Telnetの設定
このタスクでは、Cisco ASR 1000シリーズルータで持続性 Telnetを設定する方法について説
明します。

始める前に

Cisco ASR 1000シリーズルータ上の IOS VTY回線にアクセスする持続性 Telnetの場合、VTY
回線用にローカルログイン認証が設定されている必要があります（回線コンフィギュレーショ

ンモードでの loginコマンド）。ローカルログイン認証が設定されていない場合、ユーザー
は、トランスポートマップが適用された管理イーサネットインターフェイスへの Telnet接続
を使用して IOSにアクセスすることはできません。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
50

コンソールポート、Telnet、および SSHの処理

例



3. transport-map type persistent telnet transport-map-name

4. connection wait [allow {interruptible}| none {disconnect}]
5. transport interface gigabitethernet 0
6. exit
7. transport type persistent telnet input transport-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

持続性 Telnet接続を処理するためのトランスポート
マップを作成して名前を付け、トランスポートマッ

プコンフィギュレーションモードを開始します。

transport-map type persistent telnet transport-map-name

例：

Router(config)# transport-map type
persistent telnet telnethandler

ステップ 3

このトランスポートマップを使用して持続性 Telnet
接続を処理する方法を指定します。

connection wait [allow {interruptible}| none
{disconnect}]

例：

ステップ 4

• allow：Telnet接続は、IOS VTY回線が使用可能
になるのを待機し、割り込みがあるとルータと

の接続を終了します。
Router(config-tmap)# connection wait none

例： • allow interruptible：Telnet接続は IOS VTY回線
が使用可能になるのを待機します。またユー

ザーは、IOS VTY回線が使用可能になるのを待
機している Telnet接続に割り込むことにより、
診断モードを開始できます。これがデフォルト

設定です。

Ctrl-CまたはCtrl-Shift-6を入力すると、ユー
ザーは待機中の接続に割り込むことができま

す。

（注）

• none：Telnet接続はただちに診断モードを開始
します。

• none disconnect：Telnet接続は IOS VTY回線を
待機せず、診断モードを開始しません。そのた

め、IOSソフトウェアでVTY回線が即時に使用
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目的コマンドまたはアクション

可能にならなければ、すべての Telnet接続が拒
否されます。

管理イーサネットインターフェイス（インターフェ

イス gigabitethernet 0）に、トランスポートマップ設
定を適用します。

transport interface gigabitethernet 0

例：

Router(config-tmap)# transport interface
gigabitethernet 0

ステップ 5

持続性 Telnetは、Cisco ASR 1000ルータの管理イー
サネットインターフェイスのみに適用可能です。管

理イーサネットインターフェイスにトランスポート

マップを適用する前に、このステップを実行する必

要があります。

トランスポートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、グローバルコンフィギュレーション

モードを再開します。

exit

例：

Router(config-tmap)# exit

ステップ 6

トランスポートマップで定義された設定を管理イー

サネットインターフェイスに適用します。

transport type persistent telnet input transport-map-name

例：

ステップ 7

このコマンドの transport-map-nameは、transport-map
type persistent telnetコマンドで定義された
transport-map-nameと一致する必要があります。

例：

Router(config)# transport type persistent
telnet input telnethandler

例

次の例では、トランスポートマップの設定により、すべての Telnet接続は IOS XE VTY回線が
使用可能になるまで待機した後でルータに接続します。その間、ユーザーはこのプロセスに割

り込んで、診断モードを開始できます。このような設定が管理イーサネットインターフェイス

（interface gigabitethernet 0）に適用されます。

transport type persistent telnet inputコマンドが入力され、持続性 Telnetが有効になると、トラ
ンスポートマップがインターフェイスに適用されます。

Router(config)# transport-map type persistent telnet telnethandler
Router(config-tmap)# connection wait allow interruptible
Router(config-tmap)# transport interface gigabitethernet 0
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# transport type persistent telnet input telnethandler

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
52

コンソールポート、Telnet、および SSHの処理

例



持続性 SSHの設定
このタスクでは、Cisco ASR 1000シリーズルータで持続性SSHを設定する方法を説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. transport-map type persistent ssh transport-map-name

4. connection wait [allow {interruptible}| none {disconnect}]
5. rsa keypair-name rsa-keypair-name

6. authentication-retries number-of-retries
7. time-out timeout-interval
8. transport interface gigabitethernet 0
9. exit
10. transport type persistent ssh input transport-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

持続性 SSH接続を処理するためのトランスポート
マップを作成して名前を付け、トランスポートマッ

プコンフィギュレーションモードを開始します。

transport-map type persistent ssh transport-map-name

例：

Router(config)# transport-map type
persistent ssh sshhandler

ステップ 3

持続性 SSH接続を処理する方法を、このトランス
ポートマップで指定します。

connection wait [allow {interruptible}| none
{disconnect}]

例：

ステップ 4

• allow：SSH接続は、VTY回線が使用可能にな
るのを待機し、割り込みがあるとルータとの接

続を終了します。
Router(config-tmap)# connection wait allow
interruptible

• allow interruptible：SSH接続はVTY回線が使
用可能になるのを待機します。またユーザー例：

は、VTY回線が使用可能になるのを待機して
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目的コマンドまたはアクション

いるSSH接続に割り込むことにより、診断モー
ドを開始できます。これがデフォルト設定で

す。

Ctrl-Cまたは Ctrl-Shift-6を入力すると、
ユーザーは待機中の接続に割り込むことが

できます。

（注）

• none：SSH接続はただちに診断モードを開始
します。

• none disconnect：SSH接続は IOSからの VTY
回線を待機せず、診断モードを開始しません。

そのため、VTY回線が即時に使用可能になら
なければ、すべてのSSH接続が拒否されます。

持続性 SSH接続に使用される Rivest, Shamir,
Adelman（RSA）キーペアに名前を付けます。

rsa keypair-name rsa-keypair-name

例：

ステップ 5

持続性 SSH接続では、トランスポートマップコン
フィギュレーションモードでこのコマンドを使用Router(config-tmap)# rsa keypair-name

sshkeys
して、RSAキーペアの名前を定義する必要があり
ます。ルータの他のコマンド（ip ssh rsa
keypair-nameコマンドを使用するなど）で定義さ
れたRSAキーペアの定義は、持続性 SSH接続に適
用されません。

デフォルトでは rsa-keypair-nameは定義されていま
せん。

（任意）接続をドロップするまでの認証リトライ数

を指定します。

authentication-retries number-of-retries

例：

ステップ 6

デフォルトの number-of-retriesは、3です。
Router(config-tmap)# authentication-retries
4

（オプション）SSHタイムアウト間隔を秒単位で
指定します。

time-out timeout-interval

例：

ステップ 7

デフォルトの timeout-intervalは、120秒です。
Router(config-tmap)# time-out 30

管理イーサネットインターフェイス（インターフェ

イスgigabitethernet 0）に、トランスポートマップ設
定を適用します。

transport interface gigabitethernet 0

例：

Router(config-tmap)# transport interface
gigabitethernet 0

ステップ 8

持続性 SSHは、Cisco ASR 1000ルータの管理イー
サネットインターフェイスのみに適用可能です。
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目的コマンドまたはアクション

トランスポートマップコンフィギュレーション

モードを終了して、グローバルコンフィギュレー

ションモードを再開します。

exit

例：

Router(config-tmap)# exit

ステップ 9

トランスポートマップで定義された設定を管理イー

サネットインターフェイスに適用します。

transport type persistent ssh input transport-map-name

例：

ステップ 10

このコマンドの transport-map-nameは、
transport-map type persistent sshコマンドで定義さ例：
れた transport-map-nameと一致する必要がありま
す。Router(config)# transport type persistent

ssh input sshhandler

例

次の例では、トランスポートマップの設定によってすべての SSH接続が VTY回線のアクティ
ブ化を待機した後で、設定対象のルータに接続します。このトランスポートマップ設定は管理

イーサネットインターフェイス（インターフェイス gigabitethernet 0）に適用されます。RSA
キーペアには、sshkeysという名前が付けられています。

この例では、持続性 SSHの設定に必要なコマンドだけを使用しています。

Router(config)# transport-map type persistent ssh sshhandler
Router(config-tmap)# connection wait allow
Router(config-tmap)# rsa keypair-name sshkeys
Router(config-tmap)# transport interface gigabitethernet 0

次の例では、トランスポートマップの設定により、SSH経由で管理イーサネットポートへのア
クセスを試みるすべてのユーザーに次の設定が適用されます。

• SSHを使用するユーザーはVTY回線がアクティブになるのを待機しますが、VTY回線を
介した IOSソフトウェアへのアクセス試行が中断されると、診断モードが開始されます。

• RSAキーペアの名前は sshkeysです。
•この接続により、1回の認証リトライが許可されます。
•接続が VTY回線のアクティブ化を待機している場合、「--Waiting for vty line--」というバ
ナーが表示されます。

transport type persistent ssh inputコマンドが入力され、持続性 SSHが有効になると、トランス
ポートマップがインターフェイスに適用されます。

Router(config)# transport-map type persistent ssh sshhandler
Router(config-tmap)# connection wait allow interruptible
Router(config-tmap)# rsa keypair-name sshkeys
Router(config-tmap)# authentication-retries 1

Router(config-tmap)#banner wait X
Enter TEXT message. End with the character 'X'.
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--Waiting for vty line--
X
Router(config-tmap)#
time-out 30
Router(config-tmap)# transport interface gigabitethernet 0
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# transport type persistent ssh input sshhandler

コンソールポート、SSH、および Telnetの処理設定の表
示

show transport-map all name transport-map-name | type console persistent ssh telnet]]] EXECま
たは特権 EXECコマンドを使用してトランスポートマップの設定を表示します。

次に、コンソールポート、持続性 SSH、および持続性 Telnetトランスポートをルータに設定
し、さまざまな形式の show transport-mapコマンドを入力する例を示します。トランスポート
マップの設定情報を収集するために、さまざまな方法で show transport-mapコマンドを入力で
きます。

Router# show transport-map all
Transport Map:
Name: consolehandler
Type: Console Transport

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for the IOS CLI

Transport Map:
Name: sshhandler
Type: Persistent SSH Transport

Interface:
GigabitEthernet0

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for IOS prompt

SSH:
Timeout: 120
Authentication retries: 5
RSA keypair: sshkeys

Transport Map:
Name: telnethandler
Type: Persistent Telnet Transport

Interface:
GigabitEthernet0

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for IOS process

Transport Map:
Name: telnethandling1
Type: Persistent Telnet Transport

Connection:
Wait option: Wait Allow
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Router# show transport-map type console
Transport Map:
Name: consolehandler
Type: Console Transport

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for the IOS CLI

Router# show transport-map type persistent ssh
Transport Map:
Name: sshhandler
Type: Persistent SSH Transport

Interface:
GigabitEthernet0

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for IOS prompt

SSH:
Timeout: 120
Authentication retries: 5
RSA keypair: sshkeys

Router# show transport-map type persistent telnet

Transport Map:
Name: telnethandler
Type: Persistent Telnet Transport

Interface:
GigabitEthernet0

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for IOS process

Transport Map:
Name: telnethandling1
Type: Persistent Telnet Transport

Connection:
Wait option: Wait Allow

Router# show transport-map name telnethandler
Transport Map:
Name: telnethandler
Type: Persistent Telnet Transport

Interface:
GigabitEthernet0

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for IOS process

Router# show transport-map name consolehandler
Transport Map:
Name: consolehandler
Type: Console Transport

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for the IOS CLI

Router# show transport-map name sshhandler
Transport Map:
Name: sshhandler
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Type: Persistent SSH Transport
Interface:
GigabitEthernet0

Connection:
Wait option: Wait Allow Interruptable
Wait banner:

Waiting for IOS prompt

SSH:
Timeout: 120
Authentication retries: 5
RSA keypair: sshkeys

Router#

着信コンソールポート、SSH、および Telnet接続の処理に関する現行設定を表示するには、
show platform software configuration access policyコマンドを使用できます。このコマンドの出
力には、各接続タイプの現在の待機ポリシーと、現在設定されているバナーの情報が示されま

す。

Router# show platform software configuration access policy
The current access-policies
Method : telnet
Rule : wait
Shell banner:
Wait banner :
Method : ssh
Rule : wait
Shell banner:
Wait banner :
Method : console
Rule : wait with interrupt
Shell banner:
Wait banner :

次の例では、持続性 SSHトランスポートマップの接続ポリシーとバナーが設定され、設定さ
れたトランスポートマップが有効化されます。

show platform software configuration access policyの出力は、新しいトランスポートマップが有
効になる前と有効になった後の両方に表示されるため、SSH設定の変更が出力に示されます。

Router# show platform software configuration access policy

The current access-policies
Method : telnet
Rule : wait with interrupt

Wait banner :
Waiting for IOS Process
Method : ssh
Rule : wait
Shell banner:
Wait banner :
Method : console
Rule : wait with interrupt
Shell banner:
Wait banner :
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# transport-map type persistent ssh sshhandler
Router(config-tmap)# connection wait allow interruptible
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Router(config-tmap)# rsa keypair-name sshkeys
Router(config-tmap)# transport interface gigabitethernet 0
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# transport type persistent ssh input sshhandler
Router(config)# exit
Router# show platform software configuration access policy
The current access-policies
Method : telnet
Rule : wait with interrupt

Wait banner :
Waiting for IOS process
Method : ssh
Rule : wait with interrupt

Wait banner :
Waiting for IOS
Method : console
Rule : wait with interrupt
Shell banner:
Wait banner :

重要な注意事項と制約事項
コンソールポート、SSH、および Telnetの処理に関する重要な注意事項と制約事項は次のとお
りです。

•トランスポートマップが管理イーサネットインターフェイスに適用されるとき、トランス
ポートマップでの Telnetおよび SSH設定は、他のすべての Telnetおよび SSH設定をオー
バーライドします。

•管理イーサネットインターフェイスを開始するユーザーの認証に使用できるのは、ローカ
ルユーザー名とパスワードのみです。持続性Telnetまたは持続性SSHを使用して管理イー
サネットインターフェイス経由でルータにアクセスするユーザーは、AAA認証を使用で
きません。

•アクティブな Telnetまたは SSHセッションがある管理イーサネットインターフェイスに
トランスポートマップを適用すると、アクティブセッションが切断される可能性がありま

す。他方、インターフェイスからトランスポートマップを削除すると、アクティブなTelnet
セッションまたは SSHセッションの接続は切断されません。
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第 6 章

統合パッケージとサブパッケージの管理

この章では、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータを実行するために、
統合パッケージとソフトウェアサブパッケージ（個別およびオプション）を管理し使用する方

法について説明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

ドキュメントのこのセクションでは、ダウンタイムが限定的なアップグレードについては説明

しません。ダウンタイムが限定的なアップグレードの詳細については、「Cisco ASR 1000シ
リーズルータでサポートされるソフトウェアアップグレードプロセス」のセクション（6-1
ページ）を参照してください。

（注）

• Cisco ASR 1000シリーズルータの実行：概要（61ページ）
•コマンドセットを使用したソフトウェアファイルの管理（64ページ）
•統合パッケージおよび個別のサブパッケージを使用したルータの管理および設定（66ペー
ジ）

•個別のサブパッケージのアップグレード（80ページ）

Cisco ASR 1000シリーズルータの実行：概要
Cisco ASR 1000シリーズルータは、完全な統合パッケージまたは個別のサブパッケージを使用
して実行できます。

この項では、次のトピックについて取り上げます。

個別およびオプションのサブパッケージを使用した Cisco ASR 1000シ
リーズルータの実行：概要

Cisco ASR 1000シリーズルータは、個別のサブパッケージおよびオプションのサブパッケージ
を使用して稼働するように設定できます。

ルータが個別およびオプションのサブパッケージを使用して稼働するように設定されている場

合:
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•統合パッケージ内の各個別サブパッケージが、固有ファイルとしてルータに抽出されま
す。

•また、オプションのサブパッケージはすべて個別にダウンロードし、抽出されたプロビ
ジョニングファイルや他の個別サブパッケージと同じディレクトリに保存する必要があり

ます。

•次に、ルータは、動作の処理に必要な場合に各ファイルにアクセスすることで実行されま
す。個別のサブパッケージを使用してルータが適切に動作するように、すべての個別のお

よびオプションのサブパッケージファイルはルータの同じディレクトリに保存する必要が

あります。

Cisco ASR 1000シリーズルータが個別のサブパッケージおよびオプションのサブパッケージを
使用して実行するように設定されている場合、RPからのソフトウェアイメージの内容は、必
要な場合にのみメモリにコピーされます。メモリは、トラフィックの受け渡しなど、他のルー

タプロセス用に節約されます。そのため、ルータは、個々のサブパッケージを使用して実行す

るように設定されている場合、最大のピークトラフィック負荷に対応できます。

個別のサブパッケージおよびオプションのサブパッケージを使用してCisco ASR 1000シリーズ
ルータを実行している場合は、統合パッケージ内に個別のサブパッケージファイルとともに含

まれているプロビジョニングファイルを使用してルータをブートするように設定する必要があ

ります。プロビジョニングファイルも個別のサブパッケージファイルおよびオプションのサ

ブパッケージと同じディレクトリ内に格納する必要があります。ルータのブート速度は、統合

パッケージで稼働するように設定されている場合よりも、個別のサブパッケージおよびオプ

ションのサブパッケージで稼働するように設定されている方が高速です。

Cisco ASR 1000シリーズルータは、Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバーまたはその
他のネットワークサーバーに保存されている個別のサブパッケージおよびオプションのサブ

パッケージを実行するようには設定できません。このメソッドでルータを実行するには、個別

のサブパッケージとオプションのサブパッケージをプロビジョニングファイルとともにbootflash:
ファイルシステムにコピーする必要があります。

統合パッケージを使用した Cisco ASR 1000シリーズルータの実行：概
要

Cisco ASR 1000シリーズルータは、統合パッケージを使用して動作するように設定することも
できます。

統合パッケージからルータをブートする場合、オプションのサブパッケージはサポートされま

せん。詳細については、個別およびオプションのサブパッケージを使用したCisco ASR 1000シ
リーズルータの実行：概要（61ページ）を参照してください。

（注）

ルータで統合パッケージでの実行が設定されている場合は、統合パッケージファイル全体が

ルータにコピーされるか、または TFTPまたはその他のネットワーク転送方式でルータからア
クセスされます。ルータは、統合パッケージファイルを使用して稼働します。
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Cisco ASR 1000シリーズルータが統合パッケージファイルを使用して動作するように設定され
ている場合、ルータ要求の処理に多くのメモリが消費されます。要求のたびにルータによるサ

イズの大きなファイルの検索が必要になるためです。ネットワークトラフィックの転送に使用

できるメモリの最大量は、統合パッケージによる実行が設定されている方が少なくて済みま

す。

統合パッケージを使用して稼働するように設定された Cisco ASR 1000シリーズルータは、統
合パッケージファイルをブートすることで起動します。このファイルは容量が大きいため、統

合パッケージを使用して稼働するルータのブートプロセスは、個別のサブパッケージで稼働す

るルータのブートプロセスより低速になります。

統合パッケージを使用して稼働するように設定された Cisco ASR 1000シリーズルータには、
個々のサブパッケージを実行するように設定された Cisco ASR 1000シリーズルータよりも有
利な点がいくつかあります。その利点の 1つとして、統合パッケージが TFTPまたはその他の
ネットワーク転送方式を使用してブートおよび利用できる点が挙げられます。また、1つの統
合パッケージファイルを使用するようにルータを設定する方が、複数の個別のサブパッケージ

ファイルを管理するよりも簡単です。特定のネットワーキング環境でルータを実行する場合

は、統合パッケージを使用した方が望ましい方法です。

この方式を使用してルータを実行する場合は、統合パッケージをbootflash:、usb[0-1]:、または
リモートファイルシステムに保存する必要があります。

Cisco ASR 1000シリーズルータ：概要
このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータの各実行メソッドの長所と短所について
簡単に説明します。

個別のサブパッケージを使用してルータを実行する場合は、次の利点があります。

•ルータのメモリ使用量の最適化：ルータが個別およびオプションのサブパッケージメソッ
ドを使用して起動している場合、ルータプロセッサ（RP）からのソフトウェアイメージの
内容は、必要な場合にのみメモリにコピーされます。その結果メモリが節約され、他の

ルータプロセスに使用できるようになります。ルータは、個別のサブパッケージの起動ア

プローチを使用して起動すると、最も早く起動し、最高ピークトラフィック負荷が許容さ

れます。

統合パッケージを使用してルータを実行する場合は、次の利点があります。

•インストールを簡素化：複数の個別のイメージではなく、1つのソフトウェアファイルだ
けが管理されます。

•ストレージ：統合パッケージは個別のサブパッケージとは異なり、bootflash:、USBフラッ
シュディスク、ネットワークサーバのいずれかに保存した状態でルータを実行できます。

統合パッケージは TFTPまたはその他のネットワーク転送方式でブートして使用すること
ができますが、個別のサブパッケージ方式では、個々のサブパッケージをルータのbootflash:
ファイルディレクトリにコピーする必要があります。

「表10 :個別のサブパッケージと統合パッケージを実行するアプローチの長所と短所（64ペー
ジ）」に、これらのアプローチの長所と短所の概要を示します。
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表 10 :個別のサブパッケージと統合パッケージを実行するアプローチの長所と短所

欠点利点実現方法

•複数のソフトウェアサブパッケー
ジは管理が困難です。

• TFTPサーバまたはその他のネット
ワークサーバからはブートできま

せん。個別のサブパッケージのブー

ト方式を使用する場合、各個別サブ

パッケージファイルは、bootflash:
ディレクトリにあることが必要で

す。

•個別のおよびオプションのサブパッ
ケージファイルとプロビジョニン

グファイルは、bootflash:に保存す
る必要があります。

個別のおよびオプション

のサブパッケージ

システムでオプ

ションのサブ

パッケージをイ

ンストールする

必要がある場合

は、この方法を

使用する必要が

あります。

（注）

•大きなイメージを常時処理する必要
があるため、ブートに時間がかか

り、最大システムスケーラビリティ

が低下します。

•管理が簡素化されま
す。多数のファイルで

はなく、1つのファイ
ルだけが管理されま

す。

•統合パッケージファイ
ルは、bootflash:、USB
フラッシュディスク、

任意の TFTPサーバー
や他のネットワーク

サーバーのいずれかに

保存できます。

統合パッケージ

コマンドセットを使用したソフトウェアファイルの管理
ソフトウェアファイルは、3つの異なるコマンドセットを使用して Cisco ASR 1000シリーズ
ルータで管理できます。ここでは、次のコマンドセットの概要について説明します。

request platformコマンドセット
request platform software packageコマンドは、Cisco ASR 1000シリーズルータで導入された
より大きな request platformコマンドセットの一部です。各 request platformコマンドと、そ
れぞれのコマンドで使用可能なオプションの詳細については、『Cisco IOS Configuration
Fundamentals Command Reference』を参照してください。
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request platform software packageコマンドは、個別のサブパッケージおよび統合パッケージ全
体をアップグレードする場合に使用でき、Cisco ASR 1000シリーズルータ上のソフトウェアの
アップグレードに使用されます。request platform software package コマンドは、特に個別の
サブパッケージをアップグレードする場合に推奨されます。また、ルータが個別のサブパッ

ケージを実行している場合、ルータ上の個別のサブパッケージをダウンタイムなしでアップグ

レードできる唯一の方法でもあります。

request platform software package コマンドを使用する場合は、コマンドラインで宛先デバイ
スまたはプロセスを指定する必要があるため、このコマンドを使用すると、アクティブまたは

スタンバイプロセッサの両方でソフトウェアをアップグレードできます。request platform
software package コマンドは、ほとんどのシナリオにおいて、ダウンタイムなしのソフトウェ
アのアップグレードを実現します。

このコマンドの基本シンタックスは、request platform software package install rp rp-slot-number
file file-URLです。ここで、rp-slot-numberには RPスロットの番号を、file-URLには Cisco ASR
1000シリーズルータのアップグレードに使用するファイルへのパスを指定します。このコマ
ンドには、その他にもオプションがあります。このコマンドセットで使用できるすべてのオプ

ションについては、request platform software package コマンドリファレンスを参照してくだ
さい。

Cisco IOS XEリリース 2.4では、RPからオプションのサブパッケージのプロビジョニングを削
除するための request platform software package uninstallコマンドが Cisco ASR 1000シリーズ
ルータに導入されました。コマンドのシンタックスは、コマンド request platform software
package uninstall rp rp-slot-number type pkgの install形式に従います。ここで、rp-slot-number
はRPスロットの番号で、pkgは削除するオプションのサブパッケージファイルのタイプです。

request platform software packageコマンドセットを使用したダウンタイムが限定的なアップグ
レードの詳細については、「Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェ
アのアップグレードプロセス」のセクション（6-1ページ）を参照してください。

（注）

copyコマンド
copyコマンドを使用すると、ルータに統合パッケージおよび個別のサブパッケージを移動でき
ます。ただし、このコマンドにより特定のストレージから別のストレージに個別のサブパッ

ケージファイルを移動するのは、ほとんどの場合、非効率的です（このような場合は、統合

パッケージを移動してからサブパッケージを抽出するか、統合パッケージを移動せずにサブ

パッケージを抽出する方法を推奨します）。

Cisco ASR 1000シリーズルータ上の統合パッケージをアップグレードするには、他のほとんど
のシスコルータの場合と同じように、 copyコマンドを使用して統合パッケージをルータ上の
ファイルシステム（通常は bootflash:または usb[0-1]:）にコピーします。このコピーを行って
から、統合パッケージファイルを使用してブートするようにルータを設定します。

個別のサブパッケージを使用してルータをアップグレードし、リブートするには、copyコマン
ドを使用して統合パッケージをルータにコピーし、request platform software package expand
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コマンドを入力して個別のサブパッケージを抽出してから、ルータがサブパッケージを使用し

てブートするように設定します。同一の統合パッケージ内のそれぞれ個別のサブパッケージを

ディレクトリからコピーしたり、request platform software packageコマンドを使用してルータ
のディレクトリにサブパッケージを抽出したりするなど、他の方式も使用できますが、個別の

サブパッケージをコピーすることは、ほとんどの場合、非効率的です。

copyコマンドで使用可能なオプションの一覧については、copyコマンドリファレンスを参照
してください。

issuコマンドセット
他のシスコルータで使用可能な issuコマンドセットは、Cisco ASR 1000シリーズルータでも
使用できます。 issuコマンドセットを使用して、統合パッケージおよび個別のサブパッケージ
をアップグレードできます。

issuコマンドセットには、loadversion、runversion、commitversion、および abortversionオプ
ションのある issuコマンドが含まれています。各コマンドセットで使用できるすべてのオプ
ションについては、issuコマンドリファレンスを参照してください。

issuabortversionコマンドが発行されると確認プロンプトが表示され、スタンバイが終了（ホッ
ト）状態に達していない場合は と が表示されます。

次に、確認プロンプト通知の例を示します。

The system is without a fully initialized peer and service impact will occur. Proceed
with abort? [confirm]

issu runversionコマンドは、Cisco ASR 1000シリーズルータで統合パッケージのアップグレー
ドを完了するためのオプションです。必要に応じて、アクティブ RPから issu commitversion
を入力してソフトウェアアップグレードを完了し、redundancy force-switchoverコマンドを使
用して、このプラットフォームでアップグレードされた RPに切り替えることができます。

issuコマンドセットを使用したダウンタイムが限定的なアップグレードの詳細については、
「Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセ
ス」のセクション（6-1ページ）を参照してください。

（注）

統合パッケージおよび個別のサブパッケージを使用した

ルータの管理および設定
ここでは、次の内容について説明します。
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クイックスタートソフトウェアアップグレード

次の手順では、Cisco ASR 1000シリーズルータを実行するソフトウェアを簡単にアップグレー
ドするための方法について説明します。この手順は、ユーザが統合パッケージにアクセスでき

ること、統合パッケージファイルを bootflash:ファイルシステムに保存すること、bootflash:
ファイルシステムに既存のサブパッケージまたは統合パッケージがないこと、およびbootflash:
ファイルシステムにファイルを格納するための領域が十分にあることを前提とします。

インストールの詳細な例については、この章の他のセクションを参照してください。

クイックスタートバージョンを使用してソフトウェアをアップグレードするには、次の手順

を実行します。

手順の概要

1. copy URL-to-image bootflash:コマンドを使用して、統合パッケージを bootflash:にコピーし
ます。

2. 個別のサブパッケージを使用してルータを実行する場合は、request platform software
package expand file bootflash:image-nameコマンドを入力します。統合パッケージを使用し
てルータを実行する場合は、この手順を省略します。

3. dir bootflash:コマンドを入力して、統合パッケージまたは抽出したサブパッケージがディ
レクトリ内にあることを確認します。

4. 個別のサブパッケージを実行する場合は、delete bootdisk:image-nameを使用して統合パッ
ケージを削除します。統合パッケージを使用してルータを実行する場合は、この手順を省

略します。

5. ブート用のブートパラメータを設定します。config-register 0x2102グローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを入力してコンフィギュレーションレジスタを 0x2に設定し、
boot system flash bootflash:image-name（統合パッケージを使用して実行する場合）または
boot system flash bootflash:provisionging-file-name（個別のサブパッケージを使用して実行
する場合）グローバルコンフィギュレーションコマンドを入力します。

6. copy running-config startup-configを入力して設定を保存します。

7. reloadコマンドを入力して、ルータをリロードし、ブートを終了します。リロード完了時
には、アップグレードされたソフトウェアが実行されています。

手順の詳細

ステップ 1 copy URL-to-image bootflash:コマンドを使用して、統合パッケージを bootflash:にコピーします。

ステップ 2 個別のサブパッケージを使用してルータを実行する場合は、request platform software package expand file
bootflash:image-nameコマンドを入力します。統合パッケージを使用してルータを実行する場合は、この手
順を省略します。

ステップ 3 dir bootflash:コマンドを入力して、統合パッケージまたは抽出したサブパッケージがディレクトリ内にあ
ることを確認します。

ステップ 4 個別のサブパッケージを実行する場合は、delete bootdisk:image-nameを使用して統合パッケージを削除し
ます。統合パッケージを使用してルータを実行する場合は、この手順を省略します。
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ステップ 5 ブート用のブートパラメータを設定します。config-register 0x2102グローバルコンフィギュレーションコ
マンドを入力してコンフィギュレーションレジスタを 0x2に設定し、boot system flash bootflash:image-name
（統合パッケージを使用して実行する場合）または boot system flash bootflash:provisionging-file-name（個
別のサブパッケージを使用して実行する場合）グローバルコンフィギュレーションコマンドを入力しま

す。

ステップ 6 copy running-config startup-configを入力して設定を保存します。

ステップ 7 reloadコマンドを入力して、ルータをリロードし、ブートを終了します。リロード完了時には、アップグ
レードされたソフトウェアが実行されています。

統合パッケージで実行するルータの管理および設定

オプションのサブパッケージもインストールする必要がある場合は、この手順を使用しないで

ください。

（注）

ここでは、次の手順について説明します。

copyコマンドを使用した統合パッケージの管理および設定

copyコマンドを使用して Cisco ASR 1000シリーズルータ上の統合パッケージをアップグレー
ドするには、他のほとんどのシスコルータの場合と同じように、 copyコマンドを使用して統
合パッケージをルータ上のbootflash:ディレクトリにコピーします。このコピーを行ってから、
統合パッケージファイルを使用してブートするようにルータを設定します。

次の例では、統合パッケージファイルを TFTPから bootflash:ファイルシステムにコピーして
います。さらに、boot systemコマンドを使用して起動するようにコンフィギュレーションレ
ジスタを設定し、この boot systemコマンドにより、bootflash:ファイルシステムに保存されて
いる統合パッケージを使用して起動するようルータに指示します。その後、新しい設定はcopy
running-config startup-config コマンドにより保存され、システムがリロードされてプロセスが
終了します。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (712273920 bytes free)
Router# copy tftp bootflash:
Address or name of remote host []? 198.51.100.81
Source filename []?
/auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Destination filename [asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin]?
Accessing
tftp://198.51.100.81//auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin...
Loading /auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin from
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198.51.100.81 (via GigabitEthernet0): !!!!!!!
[OK - 208904396 bytes]
208904396 bytes copied in 330.453 secs (632176 bytes/sec)
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (503156736 bytes free)
Router# config t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#boot system flash
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Router(config)#config-reg 0x2102
Router(config)#exit
Router#show run | include boot
boot-start-marker
boot system flash bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
boot-end-marker
Router# copy run start
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# reload

request platform software package installコマンドを使用した統合パッケージの管理および
設定

次の例では、 request platform software package installコマンドを使用して RP 0上で実行され
ている統合パッケージをアップグレードしています。また、すべてのプロンプトを無視して

（すでに同じ統合パッケージがインストールされている場合など）強制的にアップグレードを

実行する forceオプションを使用しています。

Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin force

--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Verifying image file locations
Locating image files and validating name syntax
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Extracting super package content
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
Checking and verifying packages contained in super package
Creating candidate provisioning file

WARNING:
WARNING: Candidate software will be installed upon reboot
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WARNING:

Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Checking IPC compatibility with running software
Checking IPC compatibility with running software ... skipped
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Finished compatibility testing
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.

Router# reload

この手順を終了するには、リロードを行う必要があります。copyコマンドを使用した統合パッ
ケージの管理および設定（68ページ）には、統合パッケージを使用してルータをブートする
ように設定する例と、インストールを終了するためにリロードが実行された結果の例を示しま

す。

（注）

統合パッケージから個別のサブパッケージを使用してルータを実行す

るための管理と設定

統合パッケージに含まれる個別のサブパッケージを使用してルータを実行するには、次のいず

れかの手順を実行します。

統合パッケージの抽出とプロビジョニングファイルを使用したブート

統合パッケージを抽出し、プロビジョニングファイルを使用してブートするには、次の手順を

実行します。

手順の概要

1. 次のいずれかの作業を実行します。
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2. プロビジョニングファイルを使用してブートするようにルータを設定します。以下のシー

ケンスでは、他のサブパッケージとともに bootflash:ファイルシステムに保存された
「packages.conf」という名前のプロビジョニングファイルを使用して、ルータをブートす
る例を示します。

手順の詳細

ステップ 1 次のいずれかの作業を実行します。

• copyコマンドを使用して、統合パッケージファイル（または、すべての個別サブパッケージとサブ
パッケージ用のプロビジョニングファイルが使用可能な場合は、個別のサブパッケージとプロビジョ

ニングファイル）を bootflash:ファイルシステムにコピーします。プロビジョニングファイルと個別
のイメージサブパッケージを保存する bootflash:ファイルシステムおよびディレクトリに、統合パッ
ケージをコピーするようにしてください。 request platform software package expand file
bootflash:url-to-Cisco-IOS-XE-imagenameコマンドを、オプションを指定せずに入力し、統合パッケー
ジからbootflash:内の現在のディレクトリにプロビジョニングファイルおよび個別のサブパッケージを
抽出します。

•ルータ上のいずれかのファイルシステムに統合パッケージファイルをコピーしてから、requestplatform
software package expand file file-system:url-to-Cisco-IOS-XE-imagename to bootflash:コマンドを入力し、
bootflash:ファイルシステムにプロビジョニングファイルと個別のイメージサブパッケージを抽出しま
す。

この手順を実行したあとは、ファイルを移動しないでください。起動プロセスは、すべてのサブパッ

ケージおよびプロビジョニングファイルが同じディレクトリ内にないと、正常に機能しません。ま

た、サブパッケージファイルの名前を変更しないでください。名前を変更できるのはプロビジョニ

ングファイルだけです。また、プロビジョニングファイルの名前の変更が必要な場合は、ルータを

リブートする前にこの手順で行ってください。

（注）

ステップ 2 プロビジョニングファイルを使用してブートするようにルータを設定します。以下のシーケンスでは、他
のサブパッケージとともに bootflash:ファイルシステムに保存された「packages.conf」という名前のプロビ
ジョニングファイルを使用して、ルータをブートする例を示します。

例：

Router(config)# no boot system
Router(config)# config-register 0x2102
Router(config)# boot system flash bootflash:packages.conf
Router(config)# exit
*May 11 01:31:04.815: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by con
Router# copy running-config startup-config
Building configuration...
[OK]
Router# reload

次のタスク

サブパッケージおよびプロビジョニングファイルの抽出：例 1
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次に、個別のサブパッケージおよびプロビジョニングファイルを保存するディレクトリに配置

済みの統合パッケージから、個別のサブパッケージおよびプロビジョニングファイルを抽出す

る例を示します。

抽出前後のディレクトリの出力は、ファイルが抽出されたことを確認するために提供されま

す。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 9 2008 14:36:31 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (503156736 bytes free)
Router# request platform software package expand file
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 9 2008 14:36:31 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
57611 -rw- 47071436 May 22 2008 11:26:23 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57602 -rw- 5740 May 22 2008 11:26:22 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
57612 -rw- 20334796 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57613 -rw- 22294732 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57614 -rw- 21946572 May 22 2008 11:26:25 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57615 -rw- 48099532 May 22 2008 11:26:26 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57616 -rw- 34324684 May 22 2008 11:26:27 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57617 -rw- 22124748 May 22 2008 11:26:28 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57603 -rw- 6256 May 22 2008 11:26:28 -07:00 packages.conf

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (286662656 bytes free)

サブパッケージおよびプロビジョニングファイルの抽出：例 2

次に、個別のサブパッケージおよびプロビジョニングファイルを保存しないディレクトリ内の

ルータに配置済みの統合パッケージから、個別のサブパッケージおよびプロビジョニングファ

イルを抽出する例を示します。この特定の例では、usb0:に保存されている統合パッケージの
内容が bootflash:に抽出されます。
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ファイルが抽出されたことを確認できるように、抽出前後の bootflash:ディレクトリの出力を
示してあります。

Router# dir usb0:
Directory of usb0:/
1240 -rwx 208904396 May 27 2008 14:10:20 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
255497216 bytes total (40190464 bytes free)
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 13 2004 03:45:47 -08:00 lost+found
87937 drwx 4096 Dec 13 2004 03:46:45 -08:00 .rollback_timer
14657 drwx 4096 Dec 13 2004 03:47:17 -08:00 .installer
29313 drwx 4096 Dec 13 2004 03:53:00 -08:00 .ssh

12 -rw- 33554432 Dec 13 2004 03:53:49 -08:00 nvram_00100
58625 drwx 4096 May 7 2008 17:27:51 -07:00 .prst_sync
945377280 bytes total (695246848 bytes free)
Router# request platform software package expand file
usb0:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin to bootflash:
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 13 2004 03:45:47 -08:00 lost+found
87937 drwx 4096 Dec 13 2004 03:46:45 -08:00 .rollback_timer
14657 drwx 4096 Dec 13 2004 03:47:17 -08:00 .installer
29313 drwx 4096 Dec 13 2004 03:53:00 -08:00 .ssh

12 -rw- 33554432 Dec 13 2004 03:53:49 -08:00 nvram_00100
43979 -rw- 47071436 May 27 2008 14:25:01 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
58625 drwx 4096 May 7 2008 17:27:51 -07:00 .prst_sync
43970 -rw- 5740 May 27 2008 14:25:00 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
43980 -rw- 20334796 May 27 2008 14:25:01 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43981 -rw- 22294732 May 27 2008 14:25:02 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43982 -rw- 21946572 May 27 2008 14:25:03 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43983 -rw- 48099532 May 27 2008 14:25:04 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43984 -rw- 34324684 May 27 2008 14:25:05 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43985 -rw- 22124748 May 27 2008 14:25:05 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43971 -rw- 6256 May 27 2008 14:25:05 -07:00 packages.conf
945377280 bytes total (478752768 bytes free)

サブパッケージの抽出、プロビジョニングファイルを使用してルータをブートするための設

定、ルータのリロード：例 3

次の例では、統合パッケージからプロビジョニングファイルと個別のサブパッケージが抽出さ

れます。パッケージの抽出後、ルータはプロビジョニングファイルを使用してブートするよう

に設定されます。また、ルータを適切にリロードするために必要となるコンフィギュレーショ

ンレジスタの設定方法と実行コンフィギュレーションの保存方法も示します。ルータはリロー

ドされ、プロセスが終了します。

Router# dir bootflash:
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Directory of bootflash:/
11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found

86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 9 2008 14:36:31 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (503156736 bytes free)
Router# request platform software package expand file
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 9 2008 14:36:31 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
57611 -rw- 47071436 May 22 2008 11:26:23 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57602 -rw- 5740 May 22 2008 11:26:22 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
57612 -rw- 20334796 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57613 -rw- 22294732 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57614 -rw- 21946572 May 22 2008 11:26:25 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57615 -rw- 48099532 May 22 2008 11:26:26 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57616 -rw- 34324684 May 22 2008 11:26:27 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57617 -rw- 22124748 May 22 2008 11:26:28 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57603 -rw- 6256 May 22 2008 11:26:28 -07:00 packages.conf

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (286662656 bytes free)
Router(config)# no boot system
Router(config)# config-register 0x2102
Router(config)# boot system flash bootflash:packages.conf
Router(config)# exit
Router# copy run start
Router# reload

個別のサブパッケージファイルセットのコピーとプロビジョニングファイルを使用し

たブート

個別のサブパッケージファイルのセットをコピーし、プロビジョニングファイルを使用して

ブートするには、次の手順を実行します。
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このメソッドでもアップグレードは可能ですが、ルータのソフトウェアをアップグレードする

他のメソッドほど効率的ではありません。

（注）

手順の概要

1. copyコマンドを使用して、各個別サブパッケージとプロビジョニングファイルをbootflash:
ディレクトリにコピーします。この方法でルータを実行できるのは、リリースのすべての

個別サブパッケージとプロビジョニングファイルがルータにダウンロードされ、bootflash:
ディレクトリに保存されている場合だけです。個々のサブパッケージを使用してこのルー

タを起動するために、他のファイルディレクトリを使用しないでください。これらのファ

イルは、USBフラッシュドライブを使用して物理的にルータに移動することもできます。
2. プロビジョニングファイルを使用してブートするようにルータを設定します。

手順の詳細

ステップ 1 copyコマンドを使用して、各個別サブパッケージとプロビジョニングファイルを bootflash:ディレクトリ
にコピーします。この方法でルータを実行できるのは、リリースのすべての個別サブパッケージとプロビ

ジョニングファイルがルータにダウンロードされ、bootflash:ディレクトリに保存されている場合だけで
す。個々のサブパッケージを使用してこのルータを起動するために、他のファイルディレクトリを使用し

ないでください。これらのファイルは、USBフラッシュドライブを使用して物理的にルータに移動するこ
ともできます。

ステップ 2 プロビジョニングファイルを使用してブートするようにルータを設定します。

以下のシーケンスでは、他のサブパッケージとともに bootflash:ファイルシステムに保存された
「packages.conf」という名前のプロビジョニングファイルを使用して、ルータをブートする例を示します。
リロードが完了すると、ルータが個別のサブパッケージを使用して起動します。

例：

Router(config)# no boot system
Router(config)# config-register 0x2102
Router(config)# boot system flash bootflash:packages.conf
Router(config)# exit
*May 11 01:31:04.815: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by con
Router# write memory
Building configuration...
[OK]
Router# reload
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オプションのサブパッケージを使用して実行されるルータの管理およ

び設定

オプションのサブパッケージを使用して実行されるように Cisco ASR 1000シリーズルータを
管理および設定するには、次のタスクを実行します。

オプションのサブパッケージのインストール

ソフトウェアサブパッケージをインストールする前に ASR 1000シリーズ SPA用 Cisco Webex
ノードをインストールすると、エラーメッセージ%ASR1000_RP_SPA-3-MISSING_SPA_PKG_ERR
が表示されます。このメッセージは、適切な sipspawmaサブパッケージをダウンロードしてイ
ンストールし、個々のサブパッケージモードでルータをリロードすると解決します。

（注）

オプションのサブパッケージを使用してルータを実行するには、システム内の RPごとに次の
手順を実行します。

手順の概要

1. RPが個別サブパッケージモードで実行されていて、プロビジョニングファイルから起動
されたことを確認します。詳細については、統合パッケージから個別のサブパッケージを

使用してルータを実行するための管理と設定（70ページ）を参照してください。
2. インストールするオプションのサブパッケージのバージョンが、アクティブ RPで実行さ
れているソフトウェアと同じバージョンであることを確認します。

3. インストールするオプションのサブパッケージをダウンロードします。オプションのサブ

パッケージは、Cisco ASR 1000シリーズルータの統合パッケージとは別にダウンロードす
る必要があります。

4. 各 RPで、他の個別サブパッケージファイルおよびプロビジョニングファイルが存在する
ディレクトリにオプションのサブパッケージをコピーします。

5. request platform software package install rp fileコマンドを次の例のように実行します。

手順の詳細

ステップ 1 RPが個別サブパッケージモードで実行されていて、プロビジョニングファイルから起動されたことを確認
します。詳細については、統合パッケージから個別のサブパッケージを使用してルータを実行するための

管理と設定（70ページ）を参照してください。

ステップ 2 インストールするオプションのサブパッケージのバージョンが、アクティブ RPで実行されているソフト
ウェアと同じバージョンであることを確認します。

ステップ 3 インストールするオプションのサブパッケージをダウンロードします。オプションのサブパッケージは、
Cisco ASR 1000シリーズルータの統合パッケージとは別にダウンロードする必要があります。

ステップ 4 各 RPで、他の個別サブパッケージファイルおよびプロビジョニングファイルが存在するディレクトリに
オプションのサブパッケージをコピーします。
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ステップ 5 request platform software package install rp fileコマンドを次の例のように実行します。

初回インストールでは、オプションの slotキーワードまたは bayキーワードは使用しないでくださ
い。

（注）

例：

Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:asr1000rp1-sipspawmak9.BLD_V122_33_XND_ASR_RLS4_THROTTLE_LATEST_20090511_042308.pkg
--- Starting local lock acquisition on R0 --- Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification --- Checking image file names Verifying image file locations
Locating image files and validating name syntax

Found asr1000rp1-
sipspawmak9.BLD_V122_33_XND_ASR_RLS4_THROTTLE_LATEST_20090511_042308.pkg
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
WARNING: No package of type sipspawmak9 is installed.
WARNING: Package will be installed for all SIP slots and bays.
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction --- Verifying existing software set Processing
candidate provisioning file Constructing working set for candidate package set Constructing working
set for running package set Checking command output Constructing merge of running and candidate
packages Checking if resulting candidate package set would be complete Finished candidate package
set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible Checking IPC compatibility with running software Checking
candidate package set infrastructure compatibility Checking infrastructure compatibility with
running software Checking package specific compatibility Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes --- No old package files removed New files list:

Added asr1000rp1-
sipspawmak9.BLD_V122_33_XND_ASR_RLS4_THROTTLE_LATEST_20090511_042308.pkg
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes --- Updating provisioning rollback files Creating pending
provisioning file Committing provisioning file Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes --- Finished analysis of software changes
--- Starting update running software --- Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory

Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting software: target frus filtered out ... skipped
Applying final IPC and database definitions
Generating software version information
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Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information Unmounting old packages Cleaning temporary

installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.

オプションのサブパッケージのアンインストール

Cisco IOS XEリリース 2.4では、Cisco ASR 1000シリーズルータは、インストールされている
オプションのサブパッケージの削除をサポートしています。

オプションのサブパッケージをアンインストールするには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. 次の例に示すように、システム内の各 RPで request platform software package uninstallコ
マンドを使用します。

2. show version provisionedコマンドを使用して、オプションのサブパッケージがインストー
ルされていないことを確認します。

3. （オプション）request platform software cleanコマンドを使用して、使用されていないパッ
ケージを削除します。

手順の詳細

ステップ 1 次の例に示すように、システム内の各 RPで request platform software package uninstallコマンドを使用し
ます。

例：

Router# request platform software package uninstall rp 0 type sipspawma
--- Starting local lock acquisition on R0 --- Finished local lock acquisition on R0
--- Starting uninstall preparation ---
Validating uninstall options
Creating candidate provisioning file
Finished uninstall preparation
--- Starting candidate package set construction --- Verifying existing software set Processing
candidate provisioning file Constructing working set for candidate package set Constructing working
set for running package set Checking command output Constructing merge of running and candidate
packages Checking if resulting candidate package set would be complete Finished candidate package
set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible Determining whether installation is valid
Software sets are identified as compatible Checking IPC compatibility with running software Checking
candidate package set infrastructure compatibility Checking infrastructure compatibility with
running software Checking package specific compatibility Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes --- Old files list:

Removed asr1000rp1-
sipspawmak9.BLD_V122_33_XND_ASR_RLS4_THROTTLE_LATEST_20090511_042308.pkg
No new package files added
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes --- Updating provisioning rollback files Creating pending
provisioning file Committing provisioning file Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes --- Finished analysis of software changes
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--- Starting update running software --- Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory

Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting software: target frus filtered out ... skipped
Applying final IPC and database definitions
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information Unmounting old packages Cleaning temporary

installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.

ステップ 2 show version provisionedコマンドを使用して、オプションのサブパッケージがインストールされていない
ことを確認します。

ステップ 3 （オプション）request platform software cleanコマンドを使用して、使用されていないパッケージを削除
します。

ESPボード ASR1000-ESP10-Nとのソフトウェア不一致に関する障害対
応

Cisco ASR 1000 ESPボード ASR1000-ESP10-Nを使用すると、暗号化機能を使用せずに Cisco
ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータをインストールできます。すべての暗号
化チップが取り外されたこの無制限の製品形式は、Cisco ASR 1002、1004、および1006シリー
ズルータで提供可能です。この ESPは、暗号化ソフトウェアを含まない適切な Cisco IOS XE
2.2イメージとともに使用する必要があります。

暗号化非対応ESPボード（ASR1000-ESP10-N）を搭載したCisco ASR 1000シリーズルータに、
暗号化ソフトウェアを含むCisco IOS XEソフトウェアイメージまたはサブパッケージをロード
することはできません。暗号化が有効な Cisco IOS XEイメージと暗号化が無効な ESPの組み
合わせが（ブートアップ時、オンラインでの削除または挿入時、またはインストール時に）検

出されると、すぐに次のメッセージが出力されます。

ESP[0|1] does not support strong cryptography. Chassis will reload.

次にルートプロセッサ（RP）はシャーシをリロードし、続けてリブートします。

この問題の障害対応を実施するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. reloadコマンドを入力して、ROMモニター（ROMmon）モードを有効にします。
2. システムの起動時、最初の 60秒以内に Breakキーを押します。
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3. コマンド confreg 0x0を入力して、システムを強制的に ROMmonモードのままにし、手動
ブートアップを待機します。

4. ASR1000-ESP10-N ESPボードと互換性のある最新の Cisco IOS XEパッケージまたはサブ
パッケージをロードします。

5. confreg config register settingコマンドを入力して、強制手動ブートモードを削除します。
config register settingはユーザーシステムのデフォルトで、多くの場合は 0x2102です。

6. システムをリブートします。

手順の詳細

ステップ 1 reloadコマンドを入力して、ROMモニター（ROMmon）モードを有効にします。

ステップ 2 システムの起動時、最初の 60秒以内に Breakキーを押します。

ステップ 3 コマンド confreg 0x0を入力して、システムを強制的に ROMmonモードのままにし、手動ブートアップを
待機します。

ステップ 4 ASR1000-ESP10-N ESPボードと互換性のある最新のCisco IOS XEパッケージまたはサブパッケージをロー
ドします。

互換性のあるサブパッケージは次のとおりです。

• • Cisco ASR 1000シリーズ RP1 IP BASE、暗号化なし
• Cisco ASR 1000シリーズ RP1 ADVANCED IP SERVICES、暗号化なし
• Cisco ASR 1000シリーズ RP1 ADVANCED ENTERPRISE SERVICES、暗号化なし

ステップ 5 confreg config register settingコマンドを入力して、強制手動ブートモードを削除します。config register setting
はユーザーシステムのデフォルトで、多くの場合は 0x2102です。

ステップ 6 システムをリブートします。

個別のサブパッケージのアップグレード
1つの統合パッケージには、7つの個別のサブパッケージが含まれています。個々のサブパッ
ケージは個別にアップグレードできます。

ただし、この方法を使用してサブパッケージをアップグレードする場合は、同じ統合パッケー

ジの一部であるすべてのサブパッケージを Cisco ASR 1000シリーズルータで一緒に使用する
必要があることに注意してください。Cisco ASR 1000シリーズルータの場合、個々のサブパッ
ケージのアップグレードは一般的ではありません。これは、統合パッケージからすべてのサブ

パッケージをアップグレードせずに単一のサブパッケージをアップグレードするケースが非常

にまれであるためです。個々のサブパッケージのアップグレードは、1つのサブパッケージを
除いて機能しているサブパッケージセットのうち、問題のあるサブパッケージのみをアップグ

レードする必要がある場合に最も役立ちます。
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このセクションでは、SPAサブパッケージのインストールを使用して、個々のサブパッケージ
のアップグレードについて説明します。考えられる個々のサブパッケージのアップグレードシ

ナリオをすべて網羅しているわけではありませんが、各タイプのアップグレードのCLIは同様
のものです。

SPAサブパッケージのアップグレード
次の例では、request platform software package installコマンドを使用して、ルータスロット 1
の SIPのベイ 0にある SPAの SIPSPAサブパッケージをアップグレードします。この例では、
すべてのプロンプトを無視して（すでに同じサブパッケージがインストールされている場合な

ど）強制的にアップグレードを実行する forceオプションを使用しています。

異なる統合パッケージのサブパッケージを使用してルータを実行しないでください。CiscoASR
1000シリーズルータは、異なる統合パッケージの複数のサブパッケージを使用するようには
設計されていません。異なる統合パッケージからサブパッケージを実行することは推奨され

ず、ルータの予期しない動作が発生する可能性があります。個々のサブパッケージは、実行中

の同じサブパッケージへのアップグレードが Cisco ASR 1000シリーズルータに何らかの利点
があるとお客様またはシスコのカスタマーサポート担当者が判断した場合にのみ、個別にアッ

プグレードする必要があります。

注意

Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg slot 1 bay 0 force
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Verifying image file locations
Locating image files and validating name syntax
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Software sets are identified as compatible
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Finished compatibility testing
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--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Applying interim IPC and database definitions
interim IPC and database definitions applied
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software

Restarting SPA CC1/0
Applying interim IPC and database definitions
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
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第 7 章

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポート
されているソフトウェアのアップグレード

プロセス

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、次のソフトウェアアップグ
レードプロセスをサポートしています。

•冗長プラットフォーム用 In-Service Software Upgrade（ISSU）：ISSUプロセスにより、パ
ケット転送を続行しながら、最小限の中断でソフトウェアを更新または変更することがで

きます。ISSUは 2種類のソフトウェアアップグレードモードをサポートします。

•統合パッケージモード

•サブパッケージモード

サポートされるプラットフォームには、Cisco ASR 1006、ASR 1006-X、ASR 1009-X、および
Cisco ASR 1013ルータが含まれます。

•非冗長プラットフォームのサービスに影響を与えるアップグレードプロセス：非ハード
ウェア冗長シャーシモデル（Cisco ASR 1001ルータ、Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR
1001-HXルータ、Cisco ASR 1002ルータ、Cisco ASR 1002-Xルータ、Cisco ASR 1002-HX
ルータ、およびCisco ASR 1004ルータなど）は、ISSUアップグレードまたはダウングレー
ドをサポートしていません。その代わりに、ルータがサブパッケージモードで実行されて

いる場合に限り、サブパッケージソフトウェアアップグレードがサポートされます。ISSU
の一環としての ESPパッケージのインストール中は、トラフィック損失を回避できませ
ん。

マルチスロットシャーシで Cisco ASR 1000-RPを正常にアップグレードするには、Ciscoハー
ドディスクドライブ（HDD）が RPに搭載されている必要があります。Cisco HDDが搭載され
ていない場合、アップグレードが失敗する可能性があります。

ROMMONと IOSを同時にアップグレードする場合は、次の手順を実行します。

• XEイメージをルータにコピーし、新しいイメージをポイントするようにブートシステム
を設定します。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
83



• ROMMONパッケージをルータにコピーし、ROMMONアップグレードを実行します。

•ルータをリロードし、新しい XEイメージの IOSプロンプトで起動することを確認しま
す。

• show platformを使用して、新しいROMMONイメージが正常にインストールされたことを
確認します。

次の表に、各種 Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータのソフトウェア
アップグレードプロセスの互換性マトリックスを示します。

表 11 :各種 Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータプラットフォームのソフトウェアアップグレード互換性マトリックス

サブパッケージアップグレード統合パッケージアップグレードプラットフォーム

サポート対象サポート対象Cisco ASR 1006ルータ

サポート対象サポート対象Cisco ASR 1013ルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1004ルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1002ルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1002-Xルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1002-Fルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1001ルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1001-Xルータ

サポート対象サポート対象Cisco ASR 1006-Xルータ

サポート対象サポート対象Cisco ASR 1009-Xルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1001-HXルータ

サポート対象未サポートCisco ASR 1002-HXルータ

プラットフォームと Cisco IOSおよび Catalyst OSソフトウェアイメージのサポート情報の検索

Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォーム、Cisco IOSソフトウェアイメージ、
および Catalyst OSソフトウェアイメージの各サポート情報を検索できます。Cisco Feature
Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必
要ありません。

•ソフトウェアアップグレードプロセスの前提条件 （85ページ）
•冗長プラットフォームの ISSUアップグレード（85ページ）
•非冗長プラットフォームのサービスに影響を与えるアップグレードプロセス（154ページ）
• Minimal Disruptive Restart ISSU（232ページ）
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• MDRによるデュアルルートプロセッサ構成での ISSUを使用した統合パッケージアップグ
レードの実行（235ページ）

• MDRによる Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1013ルータでの ISSU（issuコマンド
セット）を使用したサブパッケージのアップグレード（244ページ）

• MDRによるCisco ASR 1006ルータまたはCisco ASR 1013ルータでの ISSU（request platform
コマンドセット）を使用したサブパッケージのアップグレード（283ページ）

•その他の参考資料（319ページ）
•ソフトウェアアップグレードプロセスの機能情報（320ページ）

ソフトウェアアップグレードプロセスの前提条件
ご使用のシャーシのモデルに基づき、ISSUプロセス実行に関する次の前提条件を満たしてく
ださい。

•『Release Notes for Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers』[英語]の ISSU互換性
テーブルを参照してください。

• RP1ルートプロセッサを搭載したシステムにソフトウェアアップグレードをインストール
するには、4 GBの DRAMメモリが必要です。

• ISSUは、ルータがサブパッケージモードまたは統合パッケージモードで実行されている
場合にサポートされます。

• Cisco ASR 1001ルータ、Cisco ASR 1001-Xルータ、ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR 1002-X
ルータ、および ASR 1002-HXルータの場合、Cisco IOSソフトウェア冗長性には 8 GB
DRAMと IOSソフトウェア冗長性ライセンスが必要です。

冗長プラットフォームの ISSUアップグレード
ISSUは、フォワーディングプレーンにおける最小限の障害（最小限のパケット損失）と、コ
ントロールプレーンにおける障害なしで実行される、あるバージョンから別のバージョンへの

システムの完全または部分的なソフトウェアアップグレードです。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの ISSUの概要
Cisco ASR 1000シリーズルータの場合、ISSUの互換性は、アップグレードされるソフトウェ
アサブパッケージ、およびハードウェア構成によって異なります。統合パッケージは、デュア

ル RP構成の場合にのみ ISSU対応となり、その他にもこのマニュアルで後述する制限があり
ます。一部の RPおよび ESPソフトウェアサブパッケージは、単一 RPまたは ESPハードウェ
ア構成であっても、RP上で実行されるデュアル IOSプロセスを介してサービス中にアップグ
レードできます。それ以外の場合、ISSUアップグレードにはデュアル RPまたは ESP設定が
必要です。SPAおよび SIPソフトウェアサブパッケージは、SPAまたは SIP単位でアップグ
レードする必要があります。
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複数のサブパッケージを更新する場合は、ソフトウェアアップグレードによるルータのダウン

タイムを最小限に抑えるために、アップグレードの順序が重要であることに注意してくださ

い。

このマニュアルに記載された特定の手順は、サポートされているテスト済みのインストール

シーケンスを表します。特別な目的のために、シスコのカスタマーサポート担当者の指示を受

けながら他のインストールシーケンスを使用してCisco IOS XEシステムソフトウェアをアップ
グレードすることもできますが、それ以外の場合はこのマニュアルに記載された手順に従って

ください。Cisco ASRシリーズルータは、SUP上のすべての統合パッケージおよびサブパッ
ケージについて 1つのバージョンの Cisco IOS XEを実行するように設計されており、異なる
バージョンのCisco IOS XEに含まれるサブパッケージを実行すると、予測できないルータの動
作を引き起こす可能性があります。そのため、このマニュアルに記載された手順に正確に従う

必要があります。

Cisco ASR 1000シリーズルータで ISSUアップグレードを実行する場合、重要な点として、issu
コマンドセットまたは request platformコマンドセットのいずれかを使用して中断が最小限の
アップグレードを実行できること、および コマンドセットを使用して個々の統合パッケージ

またはサブパッケージの中断が限定的なアップグレードを実行できることに留意してくださ

い。

Cisco IOS XEイメージとは別にダウンロードされる ROMmonイメージには独自のインストー
ル手順があるため、このマニュアルでは ISSUアップグレード手順に含まれるものとして説明
されていません。

（注）

次の表に、Cisco ASR 1000シリーズルータのサブパッケージのリストと、それらのパッケージ
を、ISSUを使用してシングルおよびデュアル RPおよび ESP構成でネットワークトラフィッ
クが失われることなくアップグレードできるかどうかを示します。

表 12 :中断が限定的なアップグレードの互換性を示す表

冗長 RPおよび ESP非冗長 RPおよび ESPサブパッケージ

あり（RPスイッチオーバー）なし（リロードが必要）統合パッケージ（任

意）

あり（RPスイッチオーバー）なし（RPリロードが必要）RPBase

あり（インサービス）あり（インサービス）RPControl

あり（インサービス）あり（インサービス）RPAccess

あり（RPスイッチオーバー）あり3（IOSソフトウェアスイッチオーバー）RPIOS

あり（RPリロード）なし4（RPリロードが必要）RPBoot

あり6（ESPスイッチオーバーを使用）なし5（ESPリロードが必要）ESPBase

あり8（ESPスイッチオーバーを使用）なし7（ESPリロードが必要）ESPX86Base
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冗長 RPおよび ESP非冗長 RPおよび ESPサブパッケージ

はい（Minimal Disruptive Restart（MDR）を
使用すると、トラフィックは

最小限の中断で

転送されます）

なし（SIP内の SPAはアップグレード中にトラ
フィックを転送しません）

SIPBase9

はい（MDRを使用すると、トラフィックは

最小限の中断で

転送されます）

なし（SIP内の SPAはアップグレード中にトラ
フィックを転送しません）

SIPSPA10

はい（MDRを使用すると、トラフィックは

最小限の中断で

転送されます）

なし（イーサネットラインカード（ELC）の組
み込みSPAは、アップグレード中にトラフィッ
クを転送しません）

ELCBase11

はい（MDRを使用すると、トラフィックは

最小限の中断で

転送されます）

なし（ELCの組み込み SPAは、アップグレー
ド中にトラフィックを転送しません）

ELCSPA12

該当なしなし（NIMリロードが必要）NIM SSD13

該当なしなし（T1E1はアップグレード中にトラフィッ
クを転送しません）

NGWIC T1E114

3 RPでソフトウェア冗長性が設定されている場合にのみサポートされます。
4 RpbootおよびWebuiパッケージは、Polaris 16.xxリリース以降導入されています。
5 ESPBaseサブパッケージのアップグレードを完了するために ESPをリロードする必要があります。ESPのアップ
グレード中にすべてのルータトラフィックが失われます。

6
アップグレードの一環として ESPスイッチオーバーが発生するため、トラフィックは最小限の中断で転送されま
す。

7 ESPBaseサブパッケージのアップグレードを完了するために ESPをリロードする必要があります。ESPのアップ
グレード中にすべてのルータトラフィックが失われます。ESPX86Baseは RP1バンドルに含まれません。

8
アップグレードの一環として ESPスイッチオーバーが発生するため、トラフィックは最小限の中断で転送されま
す。ESPX86Baseは RP1バンドルに含まれません。

9 SIPBaseのアップグレードでは、SIP内のすべての SPAのアップグレード中に SPAインターフェイスのダウンが
必要になります。

10 SIPSPAのアップグレードでは、アップグレード中に対象となる SPAの SPAインターフェイスのダウンが必要に
なります。

11 ELCBaseのアップグレードでは、SIP内のすべての SPAのアップグレード中に ELCインターフェイスのダウンが
必要になります。ELCBaseは RP1バンドルに含まれません。

12 ELCSPAのアップグレードでは、アップグレード中に対象となる SPAの ELCインターフェイスのダウンが必要
になります。ELCSPAは RP1バンドルに含まれません。
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13 NIM SSDは、ASR 1001-Xプラットフォームで使用可能な組み込みモジュールです。これはメモリを増やすのに
役立つ追加ハードディスク用のスロットです。

14 NGWIC T1E1は、ASR 1001-Xプラットフォームで使用可能な組み込みモジュールで、シリアルインターフェイス
用に使用されます。NGWIC T1E1のアップグレードでは、アップグレード中に対象となる SPAの T1E1インター
フェイスのダウンが必要になります。

ISSUロールバックタイマーの概要

Cisco ASR 1000シリーズルータの ISSU手順には、ロールバックタイマーが含まれています。
ロールバックタイマーは、ISSUをサポートするすべてのシスコルータでの ISSU手順に使用さ
れますが、このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータの ISSUロールバックタイ
マーの概要について説明します。

ISSU中、ロールバックタイマーは、統合パッケージまたはサブパッケージがロードされた後
に開始されます。ロールバックタイマーで指定された時間内にアップグレードを進めることが

できない場合、設定は自動的に以前の設定に「ロールバック」され、ISSUアップグレードは
キャンセルされます。

issuコマンドセットと request platformコマンドセットの両方を使用したアップグレードには、
ロールバックタイマーオプションがあります。issuコマンドセットは、常にロールバックタ
イマーを使用します。request platformコマンドセットは、request platform software package
installコマンドラインでauto-rollbackオプションが使用されていない限り、ロールバックタイ
マーを使用しません。

issuコマンドセットの場合、issuacceptversionコマンドを入力すると、ISSUアップグレード中
にアップグレードを確定せずにロールバックタイマーを停止できます。 issu commitversionコ
マンドを入力すると、ロールバックタイマーを停止し、ISSUアップグレードを確定できます。

request platformコマンドセットの場合、auto-rollbackオプションが使用されている場合にの
み、request platform software package install rp slot commitコマンドを入力してロールバック
タイマーを停止する必要があります。

issuコマンドセットのロールバックタイマーは、issu set rollback-timerコマンドを入力して設
定できます。request platformコマンドセットで使用するロールバックタイマーは、issu request
platform software package installコマンドの入力時に auto-rollbackオプションを使用するとき
に指定します。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの ISSUアップグレードの場合、大規模な構成のルータで
アップグレードを実行するときは、長いロールバック時間を設定することをお勧めします。

ISSUアップグレード中のロールバックタイマーの残り時間を確認するには、show issu
rollback-timerコマンドを入力します。

単一 RPでのデュアル IOSプロセスによるソフトウェアアップグレードの概要

単一の RPでデュアル IOSプロセスを使用して個々のサブパッケージのソフトウェアアップグ
レードを完了するには、まず SSOを有効にする必要があります。

デュアル IOSプロセスを使用したソフトウェアアップグレードは、ルータのリロードなしで
アップグレードできる個々の RPサブパッケージをアップグレードする場合に役立ちます。注
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意が必要なのは、単一 RP設定でのほとんどのサブパッケージのアップグレードでは、ハード
ウェアのリロードを完了する必要があるということです（RPサブパッケージのRPリロード、
ESPBaseサブパッケージの ESPリロード、SIPBaseサブパッケージの SIPリロード、または
SIPSPAサブパッケージの SPAリロード）。そのため、単一 RP設定の中断限定アップグレー
ドは、ほとんどのアップグレードシナリオでは使用できません。

Cisco IOS XEソフトウェアパッケージの ISSUに関する互換性
ISSUプロセスを使用して Cisco IOS XEオペレーティングシステムソフトウェアをアップグ
レードする場合、アップグレードされたソフトウェアと現在のソフトウェアおよびハードウェ

アとの互換性を確認することが重要です。ISSUプロセスにより、パケット転送を続行しなが
ら、最小限の中断でソフトウェアを更新または変更することができます。

ISSUプロセスを使用した Cisco IOS XEリリースの互換性により、SSO機能を使用して、ルー
タのソフトウェアバージョンが異なっていても、アップグレード中などの状態が保持されま

す。各 Cisco IOS XEリリースのほとんどの SSO対応機能は ISSU対応です。ISSUは、SSOが
設定で有効になっており、システムが安定した状態にある（SSOが使用可能な状態になってい
る）場合にのみサポートされます。ISSUの互換性は、使用中の特定の機能クライアントのセッ
トと、それらが ISSUをサポートしているかどうかに依存しています。すべての ISSUアップ
グレードには、少なくとも 1回の IOSスイッチオーバー操作が含まれます。どの機能が使用さ
れているか、およびこれらの機能が ISSUと互換性があるかどうかを把握することが重要です。

Cisco ASR 1006、Cisco ASR 1006-X、Cisco ASR 1009-X、および Cisco ASR 1013シリーズルー
タは、ハードウェア冗長シャーシです。ハードウェア冗長シャーシには、ハードウェアリンク

を使用して状態を交換する 2つの ESPラインカードと 2つの RPがあります。Cisco ASR 1002
およびASR 1004シリーズルータはハードウェア冗長ではありませんが、ソフトウェア冗長に
対応しています。非冗長シャーシには 1つの RPと 1つの ESPがありますが、1つの RP上で
最大 2つの IOSプロセスを動作させて、ローカルで状態を交換できます。

ISSUの制約事項
ISSU手順の制約事項は次のとおりです。

Cisco IOS XEソフトウェアの互換性は、advipservicesk9と advipservicesk9、adventerprisek9と
Adventerprisek9など、「類似」イメージ間に存在します。ISSUプロセスでは、クロスイメージ
タイプのアップグレードまたはインストールはサポートされていません。たとえば、ipbaseを
advipservicesk9 に、または advipservicesを advipservicesk9にアップグレードすることはできま
せん。

（注）

•異なるイメージタイプを同時に実行しないでください。
• Cisco ASR 1000シリーズルータの ATM SPAでは、Cisco IOS XEリリース 2.5.0以前のリ
リースから Cisco IOS XEリリース 2.5.0へ、または Cisco IOS XEリリース 2.5.0から Cisco
IOS XEリリース 2.5.0以前のリリースへの ISSUはサポートされません。この環境で ISSU
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を実行する場合は、まずルータの ATM SPAから設定を削除し、次に shutdownコマンド
を使用して、ISSUプロセスを実行する前に SPAをシャットダウンする必要があります。

• ISSU互換性テーブルに互換性があると記載されていないCisco IOS XEリリースは、（Cisco
ASR 1006シリーズルータまたは Cisco ASR 1013シリーズルータで）同時に実行したり、
Cisco ASR 1000シリーズルータに同時にインストールしたりしないでください。両方の
RPまたは状態に損失が発生する可能性があります。部分的に互換性があるものとしてリ
ストに表示されているCisco IOS XEリリースでは、状態が失われる可能性があります。中
間リリースが必要としてリストに表示されているCisco IOS XEリリースには、直接の互換
性はありません。ただし、表に示されているとおり、別の中間バージョンにアップグレー

ドすることで、一部またはすべての状態を維持するための移行パスを使用できます。この

表では、非冗長（ソフトウェアまたはハードウェア）環境については説明していません。

こうした環境では差分更新を実行できないためです。

• Cisco IOS XEリリース 3.1Sでは、Cisco IOS XEリリース 2.xxから Cisco IOS XEリリース
3.x.xS（リリース 3.1Sを含む）への ISSUアップグレードおよびサブパッケージソフト
ウェアアップグレードはサポートされていません。Cisco IOS XEリリース 3.x.xS（リリー
ス 3.1Sを含む）から 2.x.xへの ISSUダウングレードもサポートされていません。ISSU
アップグレードおよびサブパッケージソフトウェアアップグレードは、Cisco IOS XEリ
リース 3.1Sから再開されます。したがって、Cisco IOS XEリリース 3.1S以降のリビルド
およびリリースでは、ISSU互換性マトリックス表に基づいて、ISSUおよびソフトウェア
のアップグレードとダウングレードがサポートされます。

• Cisco IOS XE 3.x.xリリースと Polaris 16.x.xリリース間の ISSUアップグレードまたはダウ
ングレードはサポートされていません。

Cisco IOS XEリリース 2.x.xから Cisco IOS XEリリース 3.x.xSへのソフトウェアアップグレー
ドを実行する場合は、両方の RPに新しいイメージをロードし、それが適切なコードであるこ
とを確認し、ブートローダ変数を変更して、シャーシ全体を再起動します。これを実行しない

と「無反応」ルータが発生します。唯一の解決策は、RPの 1つを物理的に引き抜き、残りの
RPを起動し、引き抜いたRPと同じバージョンにコードをダウングレードしてから、プロセス
を再度開始することです。

（注）

ISSUアップグレード手順
ここでは、次の内容について説明します。

デュアルルートプロセッサ構成での ISSUを使用した統合パッケージアップグレードの
実行

ISSUを使用した統合パッケージのアップグレードは、ルートプロセッサ構成の場合にだけ実
行できます。単一ルートプロセッサ構成での統合パッケージのアップグレードでは、ISSUは
サポートされません。

ISSUアップグレードの完了後に、Cisco ASR 1000シリーズルータの RPを統合パッケージを
使用して実行する場合は、次の手順を使用します。
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この手順は、現在の RPがすでに統合パッケージを実行している場合にのみ機能します。（注）

手順の概要

1. ip tftp source-interface gigabitethernet slot/port

2. copy tftp: URL-to-target-location

3. copy source-file-system:filename standby-destination-filesystem

4. dir URL-to-target-location

5. issu loadversion rp upgrade-rp-number standby-file-system:filename

6. issu runversion
7. telnetip-addressport

8. issu acceptversion
9. issu commitversion
10. show version
11. hw-module slot RP-slot reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet slot/port

例：

ステップ 1

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0

管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）

統合パッケージをアクティブRPにコピーします。copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 2

copy source-file-system:filename
standby-destination-filesystem

例：

例：

Router# copy tftp bootflash:

統合パッケージをスタンバイRPにコピーします。copy source-file-system:filename
standby-destination-filesystem

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

例：

例：

Router# copy
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.
XNA1.bin stby-bootflash:

（オプション）ターゲットディレクトリの格納ファ

イルを表示して、ファイルパッケージが正常にコ

ピーされたことを確認します。

dir URL-to-target-location

例：

dir URL-to-target-stby-location

ステップ 4

例：

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# dir stby-bootflash:

ターゲット統合パッケージをスタンバイRPにロー
ドします。

issu loadversion rp upgrade-rp-number
standby-file-system:filename

例：

ステップ 5

最終的な状態に到達したことを示すメッセージが表

示されたら、ステップ 6に進みます。
例：

Router# issu loadversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.12
2-33.XNA1.bin

ステップ5でロードした統合パッケージを実行しま
す。

issu runversion

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

最終的な状態に到達する前にこのコマンド

が入力されると、「peer is not online」また
は「Standby RP is not in terminal state」とい
うエラーメッセージが表示され、issu
runversionコマンドは機能しません。こう
した理由で issu runversionコマンドが実行
されない場合は、「terminal state is reached」
というメッセージが表示されるのを待って

から、issu runversionコマンドを再試行し
ます。show platformコマンドを使用して、
最終的な状態をモニターすることもできま

す。

（注）

例：

Router# issu runversion

ISSU runversionが完了すると、スイッチオーバーが
自動的に発生し、スタンバイ RPがアクティブ RP
になります。

アップグレードする RPにログインし、できれば
RPのコンソールポートを使用して、アップグレー

telnetip-addressport

例：

ステップ 7

ドを完了します。（これは ISSUプロセスの前はス
タンバイ RPだった新しいアクティブ RPです）。

例：
RPにログインした後、ホスト名の末尾に
「-stby」と入力されていないことを確認し
ます。この名前は、アクセスしている RP
がまだスタンバイ RPであることを示して
いるためです。

（注）

[unix-server-1 ~]$ telnet 198.51.100.157
2003

例：

User Access Verification コンソールポートにログインするには、さまざまな

方法があります。この例は、Telnetを使用したUNIX例：
ホストからのコンソールポートへのアクセスを示し

ています。
例：

Username: user

例：

Password: ********

例：

例：

Router>
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目的コマンドまたはアクション

（オプション）ISSUロールバックタイマーを停止
します。

issu acceptversion

例：

ステップ 8

ロールバックタイマーが期限切れになる前にステッ

プ9が完了している限り、このステップはオプショ
ンです。

例：

Router# issu acceptversion

ISSUアップグレードを完了します。issu commitversion

例：

ステップ 9

例：

Router# issu commitversion

（オプション）次に示すように、show version、
show platform、または show running-configuration

show version

例：

ステップ 10

コマンドを入力して、アップグレードが正常に完了

したことを確認します。
show version active-RP running

例：
• show version：正しいソフトウェアバージョン
がルータで実行されていること、およびRPがshow version active-RP provisioned

正しいファイルから起動されていることを確認

します。

例：

show platform

• show running-configuration：ブート設定、特に
ブートシステムステートメントが正しいこと

を確認します。

例：

show running-configuration

show running-config | include bootコマンド
を使用すると、show running-configuration
出力からのブートステートメントのみを表

示できます。

ヒント

• show platform：RP0と RP1の両方がアクティ
ブおよびスタンバイとして正しく動作している

ことを確認します。

スタンバイRPで新しいソフトウェアをリロードし
ます。

hw-module slot RP-slot reload

例：

ステップ 11

例：

Router# hw-module slot R0 reload
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例

次に、デュアルルートプロセッサ構成で統合パッケージアップグレードを実行する例を示しま

す。

Router(config)# ip tftp source-interface gigabitethernet 0
Router# copy tftp bootflash:
Address or name of remote host []? 198.51.100.81

Source filename []?
/auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin

Destination filename [asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin]?
Accessing
tftp://198.51.100.81//auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin...
Loading /auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin from
198.51.100.81 (via GigabitEthernet0): !!!!!!
[OK - 209227980 bytes]
209227980 bytes copied in 329.215 secs (635536 bytes/sec)
Router# copy bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin stby-bootflash:

Destination filename [asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin]?
Copy in progress...CCCCCCCC<output removed for brevity>
209227980 bytes copied in 434.790 secs (481216 bytes/sec)
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Jul 21 2008 15:29:25 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
57604 -rw- 47071436 May 29 2008 15:45:24 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57602 -rw- 5740 May 29 2008 15:45:23 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
57605 -rw- 20334796 May 29 2008 15:45:25 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57606 -rw- 22294732 May 29 2008 15:45:25 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57607 -rw- 21946572 May 29 2008 15:45:26 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57608 -rw- 48099532 May 29 2008 15:45:27 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57609 -rw- 34324684 May 29 2008 15:45:28 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57610 -rw- 22124748 May 29 2008 15:45:29 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg

14 -rw- 275093 May 29 2008 16:27:53 -07:00
crashinfo_RP_00_00_20080529-162753-DST

15 -rw- 7516 Jul 2 2008 15:01:39 -07:00 startup-config
13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
16 -rw- 209227980 Jul 17 2008 16:06:58 -07:00

asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
928862208 bytes total (76644352 bytes free)
Router# dir stby-bootflash:
Directory of stby-bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 13 2004 03:45:47 -08:00 lost+found
87937 drwx 4096 Jul 17 2008 16:43:34 -07:00 .rollback_timer
14657 drwx 4096 Jul 17 2008 16:43:34 -07:00 .installer
29313 drwx 4096 Dec 13 2004 03:53:00 -08:00 .ssh
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12 -rw- 33554432 Dec 13 2004 03:53:49 -08:00 nvram_00100
13 -rw- 208904396 Jun 5 2008 20:12:53 -07:00

asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
58625 drwx 4096 Jul 21 2008 15:32:59 -07:00 .prst_sync
43972 -rw- 47071436 Jun 5 2008 20:16:55 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43970 -rw- 5740 Jun 5 2008 20:16:54 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
43973 -rw- 20334796 Jun 5 2008 20:16:56 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43974 -rw- 22294732 Jun 5 2008 20:16:56 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43975 -rw- 21946572 Jun 5 2008 20:16:57 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43976 -rw- 48099532 Jun 5 2008 20:16:58 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43977 -rw- 34324684 Jun 5 2008 20:16:59 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43978 -rw- 22124748 Jun 5 2008 20:17:00 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43971 -rw- 6256 Jun 5 2008 20:17:00 -07:00 packages.conf

14 -rw- 209227980 Jul 17 2008 16:16:07 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
945377280 bytes total (276652032 bytes free)
Router# issu loadversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin

--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting system installation readiness checking ---
Finished system installation readiness checking
--- Starting installation changes ---
Setting up image to boot on next reset
Starting automatic rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Software will now load.
PE23_ASR-1006#
*Jul 21 23:34:27.206: %ASR1000_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R1
*Jul 21 23:34:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Jul 21 23:34:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Jul 21 23:34:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Jul 21 23:37:05.528: %ASR1000_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R1
*Jul 21 23:37:25.480: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Jul 21 23:37:25.480: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
Finished installation state synchronization
*Jul 21 23:37:26.349: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.
*Jul 21 23:38:47.172: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Jul 21 23:38:47.173: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu runversion
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
Initiating active RP failover
SUCCESS: Standby RP will now become active
PE23_ASR-1006#
System Bootstrap, Version 12.2(33r)XN2, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2008 by cisco Systems, Inc.
<additional output removed for brevity>
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*Jul 21 23:43:31.970: %SYS-5-RESTART: System restarted --
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
*Jul 21 23:43:31.978: %SSH-5-ENABLED: SSH 1.99 has been enabled
*Jul 21 23:43:35.196: Relay: standby progression done
*Jul 21 23:43:35.197: %PLATFORM-6-RF_PROG_SUCCESS: RF state STANDBY HOT

手順のこの時点で、UNIXクライアントを使用して他の RPにログインします。

[unix-server-1 ~]$ telnet 198.51.100.157 2003
User Access Verification
Username: user
Password: ********
Router>
Router# issu acceptversion
Cancelling rollback timer
SUCCESS: Rollback timer cancelled
Router# issu commitversion
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Saving image changes
Finished installation changes
Building configuration...
[OK]
SUCCESS: version committed: bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin

ソフトウェアのバージョンと設定を確認したら、次の例に示すように RPをリロードします。

Router# hw-module slot R0 reload
Proceed with reload of module? [confirm]
*Jul 21 23:54:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault

(PEER_NOT_PRESENT)
*Jul 21 23:54:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Jul 21 23:54:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault

(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Jul 21 23:57:05.528: %ASR1000_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R0
*Jul 21 23:57:25.480: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby

insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Jul 21 23:57:25.480: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby

insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Jul 21 23:58:47.172: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Jul 21 23:58:47.173: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)

ISSUを使用したデュアルルートプロセッサ構成でのサブパッケージのアップグレード

このセクションでは、現在個別のサブパッケージを実行しているデュアルRPを搭載したCisco
ASR 1000シリーズルータで ISSUアップグレードを実行する手順について説明します。

この項では、次のトピックについて取り上げます。
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ISSUを使用した Cisco ASR 1006ルータ、ASR 1006-Xルータ、ASR 1009-Xルータ、または ASR 1013ルータでのサブパッ
ケージのアップグレード（ISSUコマンドセット）

このセクションでは、issuコマンドセットを使用してデュアル RPをセットアップした Cisco
ASR 1006ルータ、ASR 1006-Xルータ、ASR 1009-Xルータ、またはASR 1013ルータで、サブ
パッケージを使用して ISSUアップグレードを実行する手順について説明します。

この手順は、現在の ASR 1006ルータ、ASR 1006-Xルータ、ASR 1009-Xルータ、または ASR
1013ルータに 2つのアクティブな RPがあり、両方の RPがサブパッケージを実行している場
合にのみ実行できます。

手順の概要

1. show version
2. copy running-config startup-config
3. mkdir URL-to-directory-name

4. ip tftp source-interface gigabitethernet port

5. copy tftp: URL-to-target-location

6. request platform software package expand file URL-to-consolidated-package

7. dir target-URL

8. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

9. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

10. issu loadversion rp standby-RP file
target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg force

11. hw-module slot standby-RP reload
12. issu loadversion rp active-RP file

URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg slotSIP-slot-numberforce
13. issu loadversion rp active-RP file

URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg slotSIP-slot-numberforce
14. issu loadversion rp active-RP file URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg slot

standby-ESP-slot

15. issu loadversion rp active-RP file URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg force
16. show version active-RP provisioned
17. redundancy force-switchover
18. request platform software package clean

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（オプション）以下の手順に従い、次のコマンドを

使用して現在のルータ設定を確認します。

show version

例：

ステップ 1

• show versionおよび show version active-rp
installed：ルータで実行されている Cisco IOS

show version active-rp installed

例：
XEソフトウェアのバージョン、ルータの起動

dir filesystem: directory
に使用されたファイル、およびそのファイルの

保存場所を確認します。例：
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目的コマンドまたはアクション

show platform • dir：ルータの起動に使用されたファイルがディ
レクトリに存在することを確認します。例：

• show platform：アクティブおよびスタンバイ
RPの現在のステータスを確認します。

show redundancy states

例： • show redundancy states：運用状態および設定
済みの冗長性の状態を確認します。

Router# show version

例：

Router# show version r0 installed

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# show platform

例：

Router# show redundancy states

システムの状態に問題がないことを確認したら、現

在の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 2

統合パッケージとサブパッケージを保存するディレ

クトリを作成します。

mkdir URL-to-directory-name

例：

ステップ 3

このディレクトリは、ほとんどの場合に作成する必

要があります。これは、統合パッケージとサブパッRouter# mkdir usb0:221subs

ケージを、手順のこのステップでルータを起動した

サブパッケージから分離する必要があるためです。

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet port

例：

ステップ 4

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0
管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

この手順のステップ3で作成したディレクトリに統
合パッケージファイルをコピーします。

copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 5

このステップの統合パッケージは、現在ルータを実

行しているサブパッケージが保存されているディレRouter# copy tftp: usb0:221subs

クトリ（ルータの起動元である packages.confプロ
ビジョニングファイルを含むディレクトリ）にコ

ピーしないでください。

手順のこのステップを実行する際、容量を

考慮して、usb:または harddisk:ファイルシ
ステムにパッケージをコピーすることをお

勧めします。

ヒント

サブパッケージを統合パッケージファイルから一時

ディレクトリに抽出します。

request platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

例：

ステップ 6

一時的なサブディレクトリにサブパッケー

ジを抽出するように十分に注意し、手順の

この時点で現在ルータを実行しているファ

イルを削除しないでください。ISSUアップ
グレードの前にルータで実行されていたファ

イルを消去するには、ISSUアップグレード
が完了した後に request platform software
package cleanコマンドを入力します。

（注）

Router# request platform software package
expand file
usb0:221subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin

（オプション）ディレクトリを表示して、ファイル

が抽出されたことを確認します。

dir target-URL

例：

ステップ 7

Router# dir usb0:221subs

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、アク

ティブRPを実行しているサブパッケージが現在保
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

ステップ 8

存されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

Polaris 16.x.xリリースから、新しいパッケー
ジ rpbootおよびwebuiが導入されました。
これらもコピーする必要があります。

（注）

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP
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目的コマンドまたはアクション

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

usb0:221subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、スタン

バイRPを実行しているサブパッケージが現在保存
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

ステップ 9

されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

Polaris 16.x.xリリースから、新しいパッケー
ジ rpbootおよび webuiが導入されました。
これらもコピーする必要があります。

（注）

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

スタンバイRPのRPサブパッケージをアップグレー
ドします。ここでは“rp*”ワイルドカードを指定し

issu loadversion rp standby-RP file
target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg
force

ステップ 10

て、目的のアップグレードリリースのすべての RP
サブパッケージをキャプチャします。例：

Router# issu loadversion rp 1 file
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目的コマンドまたはアクション

stby-bootflash:asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

Polaris 16.x.xリリース以降、イメージ名の
先頭に asr1000rpx86が入力されます。した
がって、Polaris 16.x.xリリースから 16.x.x
へのアップグレードまたはダウングレード

時にキーワード rpx86*を使用できます。

（注）

スタンバイ RPをリロードします。hw-module slot standby-RP reload

例：

ステップ 11

Router# hw-module slot R1 reload

ルータ上の各 SIPの SIPおよび SPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg
slotSIP-slot-numberforce

ステップ 12

このステップでは、一度に1つのSIPのアッ
プグレードを実行するようにし、次のステッ

プを実行する前に、ルータにインストール

されている各 SIPに対してアップグレード
を繰り返す必要があります。

（注）
例：

issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file show ip interface briefコマンドを使用する
と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（SIP-number/SPA-number/interface-numberの
形式）は、ルータ内の SIPおよび SPAの位
置を識別します。

ヒント
bootflash:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0 force

この CLI（sipbaseおよび sipspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 2.1.2で導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。Cisco
IOS XEリリース 2.1.2未満での ISSUアップ
グレードの手順については、「ISSU
Procedures (Prior to Cisco IOS XE Release
2.1.2)」のセクションを参照してください。

（注）

ルータ上の各ELCのELCおよびSPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg
slotSIP-slot-numberforce

ステップ 13

このステップでは、一度に 1つの ELCの
アップグレードを実行するようにし、次の

ステップを実行する前に、ルータにインス

トールされている各ELCに対してアップグ
レードを繰り返す必要があります。

（注）
例：

issu commitversion

例：

Repeat this step for each ELC installed in the
router before moving onto the next step.

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
105

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

ISSUを使用した Cisco ASR 1006ルータ、ASR 1006-Xルータ、ASR 1009-Xルータ、または ASR 1013ルータでのサブパッケージのアップグレード
（ISSUコマンドセット）



目的コマンドまたはアクション

例： show ip interface briefコマンドを使用する
と、ELCおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（ELC-number/SPA-number/interface-number
の形式）は、ルータ内の ELCおよび SPA
の位置を識別します。

ヒント

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0 force

この CLI（elcbaseおよび elcspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 3.10Sで導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。

（注）

スタンバイおよびアクティブ ESPの ESPベースサ
ブパッケージをアップグレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot standby-ESP-slot

ステップ 14

アクティブ RPで issu loadversion rpコマンドを入
力すると、ESPスイッチオーバーが自動的に発生し例：

issu commitversion ます。このスイッチオーバーの結果として、最小限

のトラフィック中断が発生します。例：

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot active-ESP-slot

例：

issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 1

例：

Router# issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0

例：

Router# issu commitversion
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目的コマンドまたはアクション

アクティブRPのすべてのサブパッケージをアップ
グレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg force

例：

ステップ 15

このステップは、ルータ上のすべてのサブ

パッケージがこのステップの一環としてアッ

プグレードされたことを確認するために必

要であり、プロセスで見落とされていた一

部のサブパッケージがアップグレードされ

る可能性があります。

（注）

issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

Polaris 16.x.xリリース以降、イメージ名の
先頭に asr1000rpx86が入力されます。した
がって、Polaris 16.x.xリリースから 16.x.x
へのアップグレードまたはダウングレード

時にキーワード rpx86*を使用できます。

（注）

例：

issu commitversion

（オプション）サブパッケージがプロビジョニング

されインストールされていることを確認します。

show version active-RP provisioned

例：

ステップ 16

show version active-RP installed

例：

Router# show version r0 provisioned

例：

Router# show version r0 installed

RPスイッチオーバーを強制してアップグレードを
完了します。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 17

Router# redundancy force-switchover

（オプション）使用されていないすべてのサブパッ

ケージファイルをルータから削除します。

request platform software package clean

例：

ステップ 18

Router# request platform software package
clean

例

次に、issuコマンドセットを使用した、デュアル RPが設定された Cisco ASR 1006ルータまた
は ASR 1013ルータでのサブパッケージを使用した ISSUアップグレードの例を示します。

Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
15.3(2)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
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<output removed for brevity>
System image file is "bootflash:Active_Dir/packages.conf"
<output removed for brevity>
cisco ASR1013 (RP2) processor with 4208889K/6147K bytes of memory.
Processor board ID FOX1343GJGC 20 Gigabit Ethernet interfaces
6 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
1925119K bytes of eUSB flash at bootflash:.
78085207K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Configuration register is 0x2102
Router# show platform
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d03h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d03h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d03h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d03h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d03h
F0 ASR1000-ESP100 ok, active 1d03h
F1 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d03h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d03h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.2(1r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router# show version r0 installed
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: a624f70f68c60292f4482433f43afd92487a55c4

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

<output removed for brevity>
Router# dir bootflash:Active_Dir
Directory of bootflash:/Active_Dir/

20 -rw- 41104112 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

21 -rw- 50285296 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

22 -rw- 82514676 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

23 -rw- 101084628 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

17 -rw- 9059 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
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24 -rw- 29012724 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg

25 -rw- 49898964 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

26 -rw- 46557940 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg

27 -rw- 114612988 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg

28 -rw- 41954036 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

29 -rw- 60957428 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

19 -rw- 9838 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
packages.conf
1940303872 bytes total (503164928 bytes free)
Router# show redundancy states

my state = 13 -ACTIVE
peer state = 8 -STANDBY HOT
Mode = Duplex
Unit = Primary
Unit ID = 48

Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso
Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = enabled
Communications = Up
client count = 108
client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0
Router# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# mkdir harddisk:Target_Subs
Create directory filename [Target_Subs]?
Created dir harddisk:/Target_Subs
Router# request platform software package expand file
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin to
harddisk:Target_Subs
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router# dir harddisk:Target_Subs
Directory of harddisk:/Target_Subs/
3358722 -rw- 569597380 Aug 4 2013 18:45:38 +05:30
asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
7684099 -rw- 37557200 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684100 -rw- 51194832 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684101 -rw- 80657364 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684102 -rw- 95446456 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684097 -rw- 9381 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.conf
7684103 -rw- 23350232 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684104 -rw- 37694900 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684105 -rw- 45536216 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
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7684106 -rw- 118754284 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684107 -rw- 38380500 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684108 -rw- 61760468 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684098 -rw- 10165 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30 packages.conf
78704144384 bytes total (9254879232 bytes free)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-
espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC80657364 bytes copied in 11.951 secs (6749005 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
95446456 bytes copied in 14.213 secs (6715433 bytes/sec)
Router# Copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
23350232 bytes copied in 3.441 secs (6785885 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
37694900 bytes copied in 5.598 secs (6733637 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
45536216 bytes copied in 6.797 secs (6699458 bytes/sec)
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
118754284 bytes copied in 17.798 secs (6672339 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC
38380500 bytes copied in 5.962 secs (6437521 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC61760468 bytes copied in 9.408 secs (6564676 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
37557200 bytes copied in 5.650 secs (6647292 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
51194832 bytes copied in 7.397 secs (6921026 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
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progress...CCC
80657364 bytes copied in 132.765 secs (607520 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC95446456 bytes copied in 177.587 secs (537463 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
23350232 bytes copied in 55.396 secs (421515 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
37694900 bytes copied in 86.199 secs (437301 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
45536216 bytes copied in 101.527 secs (448513 bytes/sec)
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC118754284 bytes copied in 212.646 secs (558460 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCCC38380500 bytes copied in 83.162 secs (461515 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
61760468 bytes copied in 119.391 secs (517296 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
37557200 bytes copied in 57.106 secs (657675 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC51194832 bytes copied in 87.453 secs (585398 bytes/sec)
Router# issu checkversion rp 1 file
stby-bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
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--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
SUCCESS: Software is ISSU compatible.
Router#
Router#
Router# issu loadversion rp 1 file
stby-bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
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Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
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Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router#
Router# hw-module slot r1 reload
Proceed with reload of module? [confirm]
Router#
*Aug 4 19:14:01.721 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R1
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 4 19:14:03.584 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Aug 4 19:14:03.594 IST: % Redundancy mode change to SSO
Router#
*Aug 4 19:17:35.443 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R1
Router#
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 4 19:17:51.003 IST: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.

*Aug 4 19:19:08.380 IST: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Aug 4 19:19:08.797 IST: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Aug 4 19:19:08.798 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 2 force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
114

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software

Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:21:45.424 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 2
*Aug 4 19:21:48.382 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/0
*Aug 4 19:21:48.733 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/1
*Aug 4 19:21:49.083 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/2
*Aug 4 19:21:49.430 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/3
*Aug 4 19:21:58.121 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/0: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:02.302 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/0
*Aug 4 19:22:02.282 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/0: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/0/0
*Aug 4 19:22:02.518 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/1: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:06.113 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/1
*Aug 4 19:22:06.082 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/1: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/1/0
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*Aug 4 19:22:08.080 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/2: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:11.627 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/2
*Aug 4 19:22:11.616 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/2: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/2/0
*Aug 4 19:22:12.523 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/3: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:16.657 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/3
*Aug 4 19:22:16.648 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/3: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/3/0
Router# issu
commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 4

--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
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Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:22:05.767 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (cc) offline in slot 4
*Aug 4 19:22:05.770 IST: %IOSXE_OIR-6-REMSPA: SPA removed from subslot 4/0, interfaces

disabled
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:24:05.041 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 4
*Aug 4 19:24:14.250 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 4/0
*Aug 4 19:24:34.196 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP4/0: Interface EOBC0/1, changed state to up
*Aug 4 19:25:27.923 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet4/0/0, changed state
to down
*Aug 4 19:25:30.497 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet4/0/1, changed state
to down
*Aug 4 19:25:40.915 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (BUILT-IN-2T+20X1GE) online in subslot
4/0
*Aug 4 19:25:53.574 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet4/0/0, changed state
to up
*Aug 4 19:25:53.582 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet4/0/1, changed state
to up
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
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Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 1
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
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Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP1

Applying final IPC and database definitions
Aug 4 19:29:16.751 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F1
*Aug 4 19:29:18.172 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Active with no Standby Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:30:50.972 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:51.362 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:53.088 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F1
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 0
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Aug 4 19:31:14.730 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:31:15.079 IST: %CPPHA-7-READY: F1: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
completeFinished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
*Aug 4 19:31:15.309 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F1: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTERProcessing candidate provisioning file
*Aug 4 19:31:18.010 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
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Active with ready StandbyConstructing working set for candidate package
setConstructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

No new package files added
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP0

Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:32:46.187 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F0
*Aug 4 19:32:46.539 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F1 redundancy state is
Active Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:34:19.748 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:20.139 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 startup init image
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/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:21.858 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F0
*Aug 4 19:34:43.609 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:43.958 IST: %CPPHA-7-READY: F0: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Aug 4 19:34:44.190 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F0: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
*Aug 4 19:34:46.890 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Standby
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
s
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
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Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router# show platform
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d04h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d04h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d04h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d04h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d04h
F0 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d04h
F1 ASR1000-ESP100 ok, active 1d04h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d04h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.2(1r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9
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Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/1
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

<some output removed for brevity>
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

<some output removed for brevity>
Router# redundancy force-switchover
Proceed with switchover to standby RP? [confirm]
<output removed for brevity>
Router# request platform software package clean
Cleaning up unnecessary package files
No path specified, will use booted
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path bootflash:Active_Dir/packages.conf
Cleaning bootflash:Active_Dir
Scanning boot directory for packages ... done.
Preparing packages list to delete ... asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete...asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete...asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.10.00.S.153

-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...packages.conf
File is in use, will not delete... done.

Files that will be deleted: asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
packages.conf.00-

Do you want to proceed? [confirm]y
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg...
done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf ...
done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...

done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.00- ... done.

SUCCESS: Files deleted.

ISSUを使用した Cisco ASR 1006ルータ、ASR 1006-Xルータ、ASR 1009-Xルータ、または ASR 1013ルータでのサブパッ
ケージのアップグレード（request platformコマンドセット）

この手順は、現在の ASR 1006ルータまたは ASR 1013ルータに 2つのアクティブな RPがあ
り、両方の RPがサブパッケージを実行している場合にのみ実行できます。
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（request platformコマンドセット）



request platformコマンドセットを使用して、デュアル RPが設定された Cisco ASR 1006ルー
タまたは ASR 1013ルータで、サブパッケージを使用して ISSUアップグレードを実行するに
は、次の手順に従います。

手順の概要

1. show version
2. mkdir URL-to-directory-name

3. ip tftp source-interface gigabitethernet port
4. copy tftp: URL-to-target-location

5. request platform software package expand file URL-to-consolidated-package

6. dir target-URL

7. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

8. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

9. request platform software package install rp standby-RP file
target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg force

10. hw-module slot standby-RP reload
11. request platform software package install rp active-RP file

URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg slotSIP-slot-numberforce
12. request platform software package install rp active-RP file

URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg slotELC-slot-numberforce
13. request platform software package install rp active-RP file

URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg slot standby-ESP-slot

14. request platform software package install rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg force

15. show version active-RP provisioned
16. redundancy force-switchover
17. request platform software package clean

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（オプション）以下の手順に従い、次のコマンドを

使用して現在のルータ設定を確認します。

show version

例：

ステップ 1

• show versionおよび show version active-rp
installed：ルータで実行されている Cisco IOS

show version active-rp installed

例：
XEソフトウェアのバージョン、ルータの起動

show version standby-rp installed
に使用されたファイル、およびそのファイルの

保存場所を確認します。例：

• dir：ルータの起動に使用されたファイルがディ
レクトリに存在することを確認します。

dir filesystem:<directory>

例：
• show platform：アクティブおよびスタンバイ

RPの現在のステータスを確認します。show platform

例：
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ISSUを使用した Cisco ASR 1006ルータ、ASR 1006-Xルータ、ASR 1009-Xルータ、または ASR 1013ルータでのサブパッケージのアップグレード
（request platformコマンドセット）



目的コマンドまたはアクション

例：

Router# show version

例：

Router# show version r0 installed

例：

Router# show version r1 installed

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# show platform

統合パッケージとサブパッケージを保存するディレ

クトリを作成します。

mkdir URL-to-directory-name

例：

ステップ 2

このディレクトリは、ほとんどの場合に作成する必

要があります。これは、統合パッケージとサブパッ例：
ケージを、手順のこのステップでルータを起動した

サブパッケージから分離する必要があるためです。Router# mkdir usb0:221subs

例：

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet port

例：

ステップ 3

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0
管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）

ステップ2で作成したディレクトリに統合パッケー
ジファイルをコピーします。

copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 4

このステップの統合パッケージは、現在ルータを実

行しているサブパッケージが保存されているディレ例：
クトリ（ルータの起動元である packages.confプロ
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目的コマンドまたはアクション

Router# copy tftp: usb0:221subs
ビジョニングファイルを含むディレクトリ）にコ

ピーしないでください。

手順のこのステップを実行する際、容量を

考慮して、usb:または harddisk:ファイルシ
ステムにパッケージをコピーすることをお

勧めします。

ヒント

サブパッケージを統合パッケージファイルから一時

ディレクトリに抽出します。

request platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

例：

ステップ 5

一時的なサブディレクトリにサブパッケー

ジを抽出するように十分に注意し、手順の

この時点で現在ルータを実行しているファ

イルを削除しないでください。ISSUアップ
グレードの前にルータで実行されていたファ

イルを消去するには、ISSUアップグレード
が完了した後に request platform software
package cleanコマンドを入力します。

（注）

例：

Router# request platform software package
expand file
usb0:221subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin

例：

（オプション）ディレクトリを表示して、ファイル

が抽出されたことを確認します。

dir target-URL

例：

ステップ 6

例：

Router# dir usb0:221subs

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、アク

ティブRPを実行しているサブパッケージが現在保
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

ステップ 7

存されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
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目的コマンドまたはアクション

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
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目的コマンドまたはアクション

usb0:221subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、スタン

バイRPを実行しているサブパッケージが現在保存
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

ステップ 8

されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
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目的コマンドまたはアクション

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

スタンバイRPのRPサブパッケージをアップグレー
ドします。ここでは“rp*”ワイルドカードを指定し

request platform software package install rp
standby-RP file
target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg
force

ステップ 9

て、目的のアップグレードリリースのすべての RP
サブパッケージをキャプチャします。
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目的コマンドまたはアクション

例： Polaris 16.x.xリリース以降、イメージ名の
先頭に asr1000rpx86が入力されます。した
がって、Polaris 16.x.xリリースから 16.x.x
へのアップグレードまたはダウングレード

時にキーワード rpx86*を使用できます。

（注）

例：

Router# request platform software package
install rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

スタンバイ RPをリロードします。hw-module slot standby-RP reload

例：

ステップ 10

例：

Router# hw-module slot R1 reload

ルータ上の各 SIPの SIPおよび SPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

request platform software package install rp active-RP
file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg
slotSIP-slot-numberforce

ステップ 11

このステップでは、一度に1つのSIPのアッ
プグレードを実行するようにし、次のステッ

プを実行する前に、ルータにインストール

されている各 SIPに対してアップグレード
を繰り返す必要があります。

（注）

例：

例：

show ip interface briefコマンドを使用する
と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（SIP-number/SPA-number/interface-numberの
形式）は、ルータ内の SIPおよび SPAの位
置を識別します。

ヒント

例：

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file

この CLI（sipbaseおよび sipspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 2.1.2で導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。Cisco
IOS XEリリース 2.1.2より前の ISSUアップ
グレードの手順については、「ISSU手順
（Cisco IOS XEリリース 2.1.2未満）（152
ページ）」を参照してください

（注）bootflash:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 2 force

例：

ルータ上の各ELCのELCおよびSPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

request platform software package install rp active-RP
file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg
slotELC-slot-numberforce

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

例： このステップでは、一度に 1つの ELCの
アップグレードを実行するようにし、次の

ステップを実行する前に、ルータにインス

トールされている各ELCに対してアップグ
レードを繰り返す必要があります。

（注）

例：

例：
show ip interface briefコマンドを使用する
と、ELCおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（ELC-number/SPA-number/interface-number
の形式）は、ルータ内の ELCおよび SPA
の位置を識別します。

ヒント

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 4 force

例：

この CLI（elcbaseおよび elcspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 3.10Sで導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません

（注）

スタンバイおよびアクティブ ESPの ESPベースサ
ブパッケージをアップグレードします。

request platform software package install rp active-RP
file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot standby-ESP-slot

ステップ 13

アクティブ RPで issu loadversion rpコマンドを入
力すると、ESPスイッチオーバーが自動的に発生し

例：
ます。このスイッチオーバーの結果として、最小限

のトラフィック中断が発生します。

例：

request platform software package
install rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot active-ESP-slot

例：

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 1

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0
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目的コマンドまたはアクション

アクティブRPのすべてのサブパッケージをアップ
グレードします。

request platform software package install rp active-RP
file URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg
force

ステップ 14

このステップは、ルータ上のすべてのサブ

パッケージがこのステップの一環としてアッ

プグレードされたことを確認するために必

要であり、プロセスで見落とされていた一

部のサブパッケージがアップグレードされ

る可能性があります。

（注）
例：

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file

Polaris 16.x.xリリース以降、イメージ名の
先頭に asr1000rpx86が入力されます。した
がって、Polaris 16.x.xリリースから 16.x.x
へのアップグレードまたはダウングレード

時にキーワード rpx86*を使用できます。

（注）bootflash:asr1000rp2*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

（オプション）サブパッケージがプロビジョニング

されインストールされていることを確認します。

show version active-RP provisioned

例：

ステップ 15

show version active-RP installed

例：

例：

Router# show version r0 provisioned

例：

Router# show version r0 installed

RPスイッチオーバーを強制してアップグレードを
完了します。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 16

例：

Router# redundancy force-switchover

（オプション）使用されていないすべてのサブパッ

ケージファイルをルータから削除します。

request platform software package cleanステップ 17

例

デュアル RPが設定された Cisco ASR 1006ルータまたは ASR 1013ルータでサブパッケージを
使用する ISSUアップグレードの例を次に示します。
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Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
15.3(2)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
<output removed for brevity>
System image file is "bootflash:Active_Dir/packages.conf"
<output removed for brevity>
cisco ASR1013 (RP2) processor with 4208889K/6147K bytes of memory.
Processor board ID FOX1343GJGC
20 Gigabit Ethernet interfaces
6 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
1925119K bytes of eUSB flash at bootflash:.
78085207K bytes of SATA hard disk at harddisk:Configuration register is 0x2102
Router# show platform
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d03h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d03h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d03h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d03h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d03h
F0 ASR1000-ESP100 ok, active 1d03h
F1 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d03h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d03h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.2(1r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router# show version r0 installed
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a

File SHA1 checksum: a624f70f68c60292f4482433f43afd92487a55c4
Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre

File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538
Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre

File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad
<output removed for brevity>
Router# dir bootflash:Active_Dir
Directory of bootflash:/Active_Dir/
20 -rw- 41104112 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
21 -rw- 50285296 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30 asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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22 -rw- 82514676 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
23 -rw- 101084628 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
17 -rw- 9059 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
24 -rw- 29012724 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
25 -rw- 49898964 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30 asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
26 -rw- 46557940 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
27 -rw- 114612988 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
28 -rw- 41954036 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
29 -rw- 60957428 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30 asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
19 -rw- 9838 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
packages.conf
1940303872 bytes total (503164928 bytes free)
Router# show redundancy states

my state = 13
-ACTIVE peer state = 8 -STANDBY HOT

Mode = Duplex
Unit = Primary
Unit ID = 48

Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso
Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = enabled
Communications = Up
client count = 108
client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0
Router# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# mkdir harddisk:Target_Subs
Create directory filename [Target_Subs]?
Created dir harddisk:/Target_Subs
Router# request platform software package expand file
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin to
harddisk:Target_Subs
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
#
Router# dir harddisk:Target_Subs
Directory of harddisk:/Target_Subs/
3358722 -rw- 569597380 Aug 4 2013 18:45:38 +05:30
asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
7684099 -rw- 37557200 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684100 -rw- 51194832 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684101 -rw- 80657364 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684102 -rw- 95446456 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684097 -rw- 9381 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.conf
7684103 -rw- 23350232 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
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asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684104 -rw- 37694900 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684105 -rw- 45536216 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684106 -rw- 118754284 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684107 -rw- 38380500 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684108 -rw- 61760468 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684098 -rw- 10165 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
packages.conf
78704144384 bytes total (9254879232 bytes free)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
80657364 bytes copied in 11.951 secs (6749005 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
95446456 bytes copied in 14.213 secs (6715433 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
23350232 bytes copied in 3.441 secs (6785885 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
37694900 bytes copied in 5.598 secs (6733637 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
45536216 bytes copied in 6.797 secs (6699458 bytes/sec)
Router# copy harddisk:
Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
118754284 bytes copied in 17.798 secs (6672339 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
38380500 bytes copied in 5.962 secs (6437521 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCCCC
61760468 bytes copied in 9.408 secs (6564676 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
37557200 bytes copied in 5.650 secs (6647292 bytes/sec)
Router# copy
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harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
51194832 bytes copied in 7.397 secs (6921026 bytes/sec)
#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
80657364 bytes copied in 132.765 secs (607520 bytes/sec)
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
95446456 bytes copied in 177.587 secs (537463 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
23350232 bytes copied in 55.396 secs (421515 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
37694900 bytes copied in 86.199 secs (437301 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
45536216 bytes copied in 101.527 secs (448513 bytes/sec)
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
118754284 bytes copied in 212.646 secs (558460 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
38380500 bytes copied in 83.162 secs (461515 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
61760468 bytes copied in 119.391 secs (517296 bytes/sec)
#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
37557200 bytes copied in 57.106 secs (657675 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
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stby-bootflash:
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-
ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
51194832 bytes copied in 87.453 secs (585398 bytes/sec)
Router# request platform software package install rp 1 file
stby-bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router# hw-module slot r1 reload
Proceed with reload of module? [confirm]Y
*Aug 4 19:14:01.721 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R1
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 4 19:14:03.584 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Aug 4 19:14:03.594 IST: % Redundancy mode change to SSO
*Aug 4 19:17:35.443 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R1
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 4 19:17:51.003 IST: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.
*Aug 4 19:19:08.380 IST: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Aug 4 19:19:08.797 IST: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Aug 4 19:19:08.798 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 2 force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
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Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:21:45.424 IST:
%IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 2
*Aug 4 19:21:48.382 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/0
*Aug 4 19:21:48.733 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/1
*Aug 4 19:21:49.083 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/2
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*Aug 4 19:21:49.430 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/3
*Aug 4 19:21:58.121 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/0: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:02.302 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/0
*Aug 4 19:22:02.282 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/0: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/0/0
*Aug 4 19:22:02.518 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/1: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:06.113 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/1
*Aug 4 19:22:06.082 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/1: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/1/0
*Aug 4 19:22:08.080 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/2: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:11.627 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/2
*Aug 4 19:22:11.616 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/2: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/2/0
*Aug 4 19:22:12.523 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/3: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:16.657 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/3
*Aug 4 19:22:16.648 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/3: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/3/0
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 4
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
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WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Applying final IPC and database definitions
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router# issu commitversion
Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 1
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronizatio---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
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Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP1

Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:29:16.751 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F1
*Aug 4 19:29:18.172 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Active with no Standby
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Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:30:50.972 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:51.362 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:53.088 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F1
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 0
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
*Aug 4 19:31:14.730 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:31:15.079 IST: %CPPHA-7-READY: F1: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
completeFinished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
*Aug 4 19:31:15.309 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F1: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTERProcessing candidate provisioning file
*Aug 4 19:31:18.010 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Active with ready StandbyConstructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
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--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

No new package files added
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP0
Applying final IPC and database definitions

*Aug 4 19:32:46.187 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F0
*Aug 4 19:32:46.539 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F1 redundancy state is
Active
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:34:19.748 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:20.139 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:21.858 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F0
*Aug 4 19:34:43.609 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:43.958 IST: %CPPHA-7-READY: F0: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Aug 4 19:34:44.190 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F0: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
*Aug 4 19:34:46.890 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Standby
Router# show platform
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d04h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
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4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d04h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d04h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d04h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d04h
F0 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d04h
F1 ASR1000-ESP100 ok, active 1d04h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d04h
Slot CPLD Version Firmware Version
-------------------------------------------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.2(1r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router# issu commitversion
Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
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Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New
software will load on reboot.
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

<some output removed for brevity>
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
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File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b
Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP0/0 Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

<some output removed for brevity>
Router# redundancy force-switchover
Proceed with switchover to standby RP? [confirm]
<output removed for brevity>
Router# request platform software package clean
Cleaning up unnecessary package files
No path specified, will use booted path bootflash:Active_Dir/packages.conf
Cleaning bootflash:Active_Dir
Scanning boot directory for packages ... done.
Preparing packages list to delete ... asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete..asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete..asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete... asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not

delete...asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete... asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...packages.conf
File is in use, will not delete... done.

Files that will be deleted: asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
packages.conf.00-

Do you want to proceed? [confirm]y
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...
done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf ...
done.
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Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...

done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.00- ... done.

SUCCESS: Files deleted...

インサービスワンショットソフトウェアアップグレード手順

標準的な ISSU手順の代わりに、インサービスワンショットソフトウェアアップグレード手
順を使用すると、1つのコマンドを使用してソフトウェアをアップグレードまたはダウングレー
ドできます。ワンショット ISSUで必要なユーザ介入やモニタリングは最小限です。標準的な
ISSU手順とは異なり、アップグレードが開始されると、アップグレードプロセスをキャンセ
ルすることはできません。

ワンショットアップグレードの手順は複数の段階に分割されます。障害が発生した場合は、コ

マンドの実行は停止され、ユーザはロールバックタスクを手動で実行する必要があります。

アップグレードの 1段階では、必要なスイッチオーバーが自動的に処理されます。スイッチ
オーバー時に、コンソールおよび出力は失われます。追加コマンドが、コンソールに再び接続

するために使用されます。

ワンショットアップグレードは複数の同時アップグレードをサポートしません。（注）

request platform software package install node file consolidated file name interface-module-delay
secsコマンドは、ワンショット ISSU手順に使用されます。

interface-module-delayはオプションのパラメータです。

interface-module-delayオプションは、最初の SIPと SPAの組み合わせのアップグレードまたは
リブートが完了した後、次の SIPと SPAのアップグレードが開始されるまでの待機時間を秒
単位で指定します。以前に再起動したすべての SPAが動作していることを確認するため、少
なくとも値を 60秒に設定することを推奨します。

例：

router# request platform software package install node file bootflash
interface-module-delay 60

SIP-delayオプションを使用すると、SIPの再起動期間を遅らせることができるため、トラフィッ
ク損失を最小限に抑える再起動時間を選択できます。

request platform software package install node attachコマンドを使用すると、ユーザーはワン
ショットアップグレードの全段階のレポートを含む前回の実行ログを表示できます。
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request platform software package install file mdrコマンドを使用すると、ユーザーはMDRを
使用して ISSU手順を開始できます。

ISSU手順（Cisco IOS XEリリース 2.1.2未満）
これらの手順は、ISSUを使用して Cisco IOS XE 2.1.2より前のリリースにアップグレードする
場合にのみ従う必要があります。Cisco IOS XEリリース 2.2.1以降を使用している場合は、こ
の章の既出手順に従って ISSUアップグレードを実行します。

ここでは、次の内容について説明します。

デュアルルートプロセッサ構成での ISSUを使用した統合パッケージアップグレードの
実行（Cisco IOS XE 2.1.2未満）

この手順は、ISSUを使用してCisco IOS XE 2.2以降のイメージをアップグレードする手順と同
じです。

ISSUを使用したサブパッケージのアップグレード（Cisco IOS XEリリース 2.1.2未満）

この手順は、2つの IOSプロセスを実行するように設定された単一の RP、またはデュアル RP
で設定されたルータにおいて有効です。

Cisco IOS XEリリース 2.1.2より前の Cisco IOS XEリリース 2.1のバージョンと、Cisco IOS XE
リリース 2.2.1より前の Cisco IOS XEリリース 2.2のバージョンの場合、および Cisco IOS XE
リリース 2.2.1または 2.1.2の RPBaseサブパッケージからインストールがブートされない場合
は、別の ISSUアップグレード手順が必要です。

手順の概要

1. RPBaseサブパッケージ以外のすべてのサブパッケージを同じディレクトリにコピーし
ます。

2. すべての RPサブパッケージをキャプチャするワイルドカードステートメントを使用し
て、ディレクトリから RPサブパッケージを同時にインストールします。このコマンド
は、RPBaseサブパッケージをキャプチャせずに RPControl、RPAccess、および RPIOSサ
ブパッケージをキャプチャする必要があり、スタンバイベイを使用して実行する必要が

あります。

3. システムが SSO準備完了状態になるまで待機します。show platformコマンドを使用す
ると、両方の IOSインスタンスがアクティブであるかどうかをモニターできます。ま
た、SSO状態に到達したことを示すシステムメッセージが表示されます。

4. redundancy force-switchoverコマンドを使用して、IOSスイッチオーバーをトリガーし
ます。

5. システムが SSO準備完了状態になるまで待機します。ステップ 3と同様に、システム
メッセージを確認するか、 show platformコマンドを入力することで、状態をモニター
できます。

6. すべての RPサブパッケージをキャプチャするワイルドカードステートメントを使用し
て、ディレクトリから RPサブパッケージを同時にインストールします。このコマンド
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は、RPBaseサブパッケージをキャプチャせずに RPControl、RPAccess、および RPIOSサ
ブパッケージをキャプチャする必要があり、スタンバイベイを使用して実行する必要が

あります。

7. 各 SIPに SIPBASEおよび SIPSPAパッケージをインストールします。
8. ESPに ESPBASEパッケージをインストールします。
9. RPBaseサブパッケージをディレクトリにコピーしてから、すべての RPサブパッケージ

を同時にアップグレードします。このステップでは、RPBaseサブパッケージをアップグ
レードします。RPBaseサブパッケージは、アップグレードが必要な最後のサブパッケー
ジです。

10. show version provisionedを入力して、すべてのソフトウェアが更新されたことを確認し
ます。

11. 必要に応じて、reloadコマンドを使用してルータをリロードし、インストールを完了し
ます。

手順の詳細

ステップ 1 RPBaseサブパッケージ以外のすべてのサブパッケージを同じディレクトリにコピーします。

ステップ 2 すべての RPサブパッケージをキャプチャするワイルドカードステートメントを使用して、ディレクト
リからRPサブパッケージを同時にインストールします。このコマンドは、RPBaseサブパッケージをキャ
プチャせずに RPControl、RPAccess、および RPIOSサブパッケージをキャプチャする必要があり、スタ
ンバイベイを使用して実行する必要があります。

このアップグレードを完了するには、{pattern}シンタックスを使用する代わりに、asr1000rp1-rp*version.pkg
シンタックスを使用します。

request platform software package install rp 1 file stby-bootflash:asr1000rp*02.02.01.122-33.XNB1*.pkg bay
1 force

ステップ 3 システムが SSO準備完了状態になるまで待機します。show platformコマンドを使用すると、両方の IOS
インスタンスがアクティブであるかどうかをモニターできます。また、SSO状態に到達したことを示す
システムメッセージが表示されます。

ステップ 4 redundancy force-switchoverコマンドを使用して、IOSスイッチオーバーをトリガーします。

ステップ 5 システムが SSO準備完了状態になるまで待機します。ステップ 3と同様に、システムメッセージを確認
するか、 show platformコマンドを入力することで、状態をモニターできます。

ステップ 6 すべての RPサブパッケージをキャプチャするワイルドカードステートメントを使用して、ディレクト
リからRPサブパッケージを同時にインストールします。このコマンドは、RPBaseサブパッケージをキャ
プチャせずに RPControl、RPAccess、および RPIOSサブパッケージをキャプチャする必要があり、スタ
ンバイベイを使用して実行する必要があります。

このアップグレードを完了するには、{pattern}シンタックスを使用する代わりに、"asr1000rp1-rp*version.pkg
シンタックスを使用します。

例：

request platform software package install rp 0 file
stby-bootflash:asr1000rp*02.02.01.122-33.XNB1*.pkg bay 0 force
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ステップ 7 各 SIPに SIPBASEおよび SIPSPAパッケージをインストールします。

例：

Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:asr1000rp1-sip*02.02.01.122-33.XNB1*.pkg slot 4 force
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:asr1000rp1-sip*02.02.01.122-33.XNB1*.pkg slot 1 force
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:asr1000rp1-sip*02.02.01.122-33.XNB1*.pkg slot 2 force

ステップ 8 ESPに ESPBASEパッケージをインストールします。

例：

Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:asr1000rp1-esp*02.02.01.122-33.XNB1*.pkg

ステップ 9 RPBaseサブパッケージをディレクトリにコピーしてから、すべての RPサブパッケージを同時にアップ
グレードします。このステップでは、RPBaseサブパッケージをアップグレードします。RPBaseサブパッ
ケージは、アップグレードが必要な最後のサブパッケージです。

例：

request platform software package install rp 1 file bootflash:asr1000rp*02.02.01.122-33.XNB1*.pkg
force

ステップ 10 show version provisionedを入力して、すべてのソフトウェアが更新されたことを確認します。

ステップ 11 必要に応じて、reloadコマンドを使用してルータをリロードし、インストールを完了します。

例：

Downgrades in versions that do not support the {
pattern
} syntax are problematic because an RPBASE package for the downgrade version will always be present
if an upgrade was previously performed. Removing and restaging all packages will work in this
case, but they effectively put the system into a state where if the RP reloads prior to the
installation being completed, the RP may no longer be bootable.

非冗長プラットフォームのサービスに影響を与えるアッ

プグレードプロセス
サブパッケージソフトウェアアップグレードは、サブパッケージモードのCisco ASR 1001ルー
タ、Cisco ASR 1001-X、Cisco ASR 1002、Cisco ASR 1002-X、および ASR 1004ルータなどの非
冗長プラットフォームでサポートされています。これは、これらのシャーシタイプのソフト

ウェアアップグレード手順では、最後のステップで RPBaseサブパッケージをアップグレード
するときに RPのリロードが必要になるためです。
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ソフトウェアアップグレードプロセス中は、プラットフォーム全体がリブートされ、ルータ

のオペレーティングシステムと ROMmonへのアクセスが一定期間失われるため、コントロー
ルプレーンが停止します。

非ハードウェア冗長シャーシタイプの場合、SPAが SIP間で冗長である場合（ギガビット
EtherChannelを使用する場合など）、SIPを一度に 1スロットずつ取り付けることで、SIPの影
響を軽減できます。ESPの冗長性は、ESPに同様の機能を提供し、あるソフトウェアリリース
から別のソフトウェアリリースへのシャーシの中断のないアップグレードを可能にします。統

合パッケージモードでは、このようなスロット単位のステージングオプションは提供されず、

すべての SIPの同時 OIRと同等のトラフィック損失が常に発生します。

Cisco ASR 1002および ASR 1002-Fルータには、デフォルトで 4 GB DRAMが搭載されていま
す。Cisco ASR 1001ルータにはデフォルトで 4 GBの DRAMが搭載されており、最大 8 GBま
たは 16 GBの DRAMにアップグレードできます。

（注）

このセクションでは、Cisco ASR 1001、Cisco ASR 1001-X、Cisco ASR 1002、Cisco ASR 1002-X、
または Cisco ASR 1004ルータのサブパッケージをアップグレードする方法について説明しま
す。ここで説明する内容は、次のとおりです。

Cisco ASR 1001、Cisco ASR 1001-X、Cisco ASR 1001-HX、Cisco ASR 1002、
Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または Cisco ASR 1004ルータで
の SSOの設定

次の手順では、Cisco ASR 1001、Cisco ASR 1001-X、Cisco ASR 1001-HX、Cisco ASR 1002、
Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、および Cisco ASR 1004ルータで SSOを設定する方法
を示します。スタンバイ IOSプロセスは、これらの設定手順の一環として自動的に作成されま
す。

手順の概要

1. （オプション）show versionコマンドを入力して、ルータの DRAMの容量を確認しま
す。

2. （オプション）show redundancy statesを入力して、現在の HA設定を表示します。
3. グローバルコンフィギュレーションモードを開始するには、configure terminalを入力

します。

4. 冗長コンフィギュレーションモードを開始するには、redundancyコマンドを入力しま
す。

5. mode ssoを入力して SSOを有効にするか、mode noneを入力してデュアルソフトウェア
冗長性を無効にします。

6. # routerプロンプトが表示されるまで Ctrl-Zコマンドまたは exitコマンドを複数回入力
するなど、任意の方法を使用して特権 EXECモードに戻ります。
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7. show redundancy statesコマンドを入力して、設定された冗長モードが新しい設定に変更
されたことを確認します。

8. copy running-config startup-configコマンドを入力して新しい設定を保存し、enterを押
してファイル名を確認します（または必要に応じて名前を変更します）。

9. リロードが完了したら、show redundancy statesコマンドを入力して、運用冗長モードが
以前に設定したモードに変更されたことを確認します。

10. 新しい HA設定のためにルータをリロードする必要があります。reloadコマンドを入力
して、ルータをリロードします。

11. （オプション）アクティブおよびスタンバイ IOSプロセスが存在すること、およびプロ
セスの番号付けを確認するには、show platformコマンドを入力します。

手順の詳細

ステップ 1 （オプション）show versionコマンドを入力して、ルータの DRAMの容量を確認します。

例：

Router# show version
<some output removed for brevity>
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at bootflash:.
Configuration register is 0x2102

show versionの出力例では、ルータに 4 GBの DRAMメモリが搭載されています。

Cisco ASR 1001、Cisco ASR 1001-X、Cisco ASR 1001-HX、Cisco ASR 1002、Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR
1002-HX、または Cisco ASR 1004ルータを使用している場合、RP、SSOを RPで設定することはできま
せん。

ステップ 2 （オプション）show redundancy statesを入力して、現在の HA設定を表示します。

例：

Router# show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE

peer state = 1 -DISABLED
Mode = Simplex

Unit ID = 6
Redundancy Mode (Operational) = Non-redundant
Redundancy Mode (Configured) = Non-redundant
Redundancy State = Non Redundant

この例では、非冗長動作モードによって示唆されているとおり、デュアルRPのHAは設定されていませ
ん。

ステップ 3 グローバルコンフィギュレーションモードを開始するには、configure terminalを入力します。

例：

Router# configure terminal
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Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#

ステップ 4 冗長コンフィギュレーションモードを開始するには、redundancyコマンドを入力します。

例：

Router(config)# redundancy
Router(config-red)#

ステップ 5 mode ssoを入力して SSOを有効にするか、mode noneを入力してデュアルソフトウェア冗長性を無効に
します。

例：

Router(config-red)# mode sso
Router(config-red)# mode none

ステップ 6 # routerプロンプトが表示されるまでCtrl-Zコマンドまたは exitコマンドを複数回入力するなど、任意の
方法を使用して特権 EXECモードに戻ります。

例：

Router(config-red)#^Z
Router#
Router(config-red)#exit
Router(config)#exit
Router#

ステップ 7 show redundancy statesコマンドを入力して、設定された冗長モードが新しい設定に変更されたことを確
認します。

次の例では、設定された冗長モードが SSOに変更されています。運用冗長モードは変更されないことに
注意してください。

例：

Router# show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE

peer state = 1 -DISABLED
Mode = Simplex

Unit ID = 6
Redundancy Mode (Operational) = Non-redundant
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = Non Redundant

ステップ 8 copy running-config startup-configコマンドを入力して新しい設定を保存し、enterを押してファイル名を
確認します（または必要に応じて名前を変更します）。

例：

Router# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
PE25_ASR-1004#
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ステップ 9 リロードが完了したら、show redundancy statesコマンドを入力して、運用冗長モードが以前に設定した
モードに変更されたことを確認します。

この例では、運用冗長モードが SSOに変更されています。

例：

Router# show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE

peer state = 8 -STANDBY HOT
Mode = Duplex

Unit ID = 6
Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso

ステップ 10 新しい HA設定のためにルータをリロードする必要があります。reloadコマンドを入力して、ルータを
リロードします。

例：

Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
<bootup messages removed for brevity>

この手順を完了するためにコンソールポートを使用していない場合は、この時点でセッションが終了す

る可能性があります。セッションが終了した場合は、ルータがリロードを完了するまで数分待機し、そ

の後ルータにログインします。

例：

ステップ 11 （オプション）アクティブおよびスタンバイ IOSプロセスが存在すること、およびプロセスの番号付け
を確認するには、show platformコマンドを入力します。

この例では、show platformコマンドの出力により、R0/0がアクティブ IOSプロセスであり、R0/1がス
タンバイ IOSプロセスであることがわかります。

例：

Router# show platform
Chassis type: ASR1004
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-SIP10 ok 00:52:34
0/0 SPA-2X1GE-V2 ok 00:51:30
0/1 SPA-2XT3/E3 ok 00:51:24
R0 ASR1000-RP1 ok 00:52:34
R0/0 ok, active 00:52:34
R0/1 ok, standby 00:51:00
F0 ASR1000-ESP10 ok, active 00:52:34
P0 ASR1004-PWR-AC ok 00:51:57
P1 ASR1004-PWR-AC ok 00:51:57
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Cisco ASR 1001ルータ、Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1001-HXルー
タ、Cisco ASR 1002-Xルータまたは ASR 1002-HXルータでのソフトウェ
アアップグレードのためのサブパッケージの使用

このセクションでは、サブパッケージを実行しているCisco ASR 1001ルータ、Cisco ASR 1001-X
ルータ、Cisco ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR 1002-Xルータ、または Cisco ASR 1002-HX
ルータでのソフトウェアアップグレードの使用方法について説明します。

以下の手順では、2つの IOSプロセスがRPでアクティブであり、ルータがすでにサブパッケー
ジを使用して実行されていることを前提としています。

ステップ 17はすぐに実行する必要はなく、都合の良いときに実行できます。（注）

手順の概要

1. show version
2. redundancy
3. mkdir URL-to-directory-name

4. ip tftp source-interface gigabitethernet port

5. copy tftp: URL-to-target-location

6. request platform software package expand file URL-to-consolidated-package

7. dir target-URL

8. copy file-system:asr1001-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP
9. issu loadversion rp 0 file file-system :asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}* version-string *.pkg

bay standby-bay force
10. issu commitversion
11. redundancy force-switchover
12. show platform
13. issu loadversion rp 0 file file-system :asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}* version-string *.pkg

bay standby-bay force
14. issu commitversion
15. issu loadversion rp 0 file file-system :asr1001-{rpbase,sipbase,sipspa,espbase}* version *.pkg

force
16. show version installed
17. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（オプション）次のコマンドを使用して、show version

例：

ステップ 1

現在のルータ設定を次のように確定します。

show version installed
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目的コマンドまたはアクション

例： • show versionおよび show version active-rp
installed：ルータで実行されている Cisco IOSdir filesystem:<directory>
XEソフトウェアのバージョン、ルータの起動

例：
に使用されたファイル、およびそのファイルの

保存場所を確認します。show platform

例： • dir
show redundancy-states

：ルータの起動に使用されたファイルがディレ

クトリに存在することを確認します。例：

Router# show version • show platform：アクティブおよびスタンバイ
RPの現在のステータスを確認します。

例：

• show redundancy states：運用状態および設定
済みの冗長性の状態を確認します。Router# show version r0 installed

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# show platform

例：

Router# show redundancy-states

まだ設定されていない場合は、SSOを設定します。redundancy

例：

ステップ 2

このステップを実行した後、設定を保存し

ます。

（注）

mode sso

例：

Router(config)# redundancy

例：

Router(config-red)# mode sso

統合パッケージとサブパッケージを保存するディレ

クトリを作成します。

mkdir URL-to-directory-name

例：

ステップ 3

このディレクトリは、ほとんどの場合に作成する必

要があります。これは、統合パッケージとサブパッRouter# mkdir 221subs

ケージを、手順のこのステップでルータを起動した

サブパッケージから分離する必要があるためです。
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目的コマンドまたはアクション

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet port

例：

ステップ 4

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0

管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）

ステップ3で作成したディレクトリに統合パッケー
ジファイルをコピーします。

copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 5

このステップの統合パッケージは、現在ルータを実

行しているサブパッケージが保存されているディレRouter# copy tftp: 221subs

クトリ（ルータの起動元である packages.confプロ
ビジョニングファイルを含むディレクトリ）にコ

ピーしないでください。

手順のこのステップを実行する際、容量を

考慮して、usb:または harddisk:ファイルシ
ステムにパッケージをコピーすることをお

勧めします。

ヒント

サブパッケージを統合パッケージファイルから一時

ディレクトリに抽出します。

request platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

例：

ステップ 6

一時的なサブディレクトリにサブパッケー

ジを抽出するように十分に注意し、手順の

この時点で現在ルータを実行しているファ

イルを削除しないでください。ISSUアップ
グレードの前にルータで実行されていたファ

イルを消去するには、ISSUアップグレード
が完了した後に request platform software
package cleanコマンドを入力します。

（注）

(Optional) dir target-URL

例：

Router# request platform software package
expand file
usb0:221subs/asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.bin

例：

Router# dir 221subs

（オプション）ディレクトリを表示して、ファイル

が抽出されたことを確認します。

dir target-URL

例：

ステップ 7

Router# dir 221subs
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目的コマンドまたはアクション

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、アク

ティブRPを実行しているサブパッケージが現在保
copy file-system:asr1001-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

ステップ 8

存されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1001-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy file-system:asr1001-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1001-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy file-system:asr1001-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy file-system:asr1001-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy file-system:asr1001-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

Router# copy
221subs/asr1001-espbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
221subs/asr1001-rpaccess.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
221subs/asr1001-rpbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
221subs/asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
bootflash:
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# copy
221subs/asr1001-rpios-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
221subs/asr1001-sipbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
221subs/asr1001-sipspa.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
bootflash:

スタンバイベイの RPAccess、RPIOS、および
RPControlサブパッケージをアップグレードしま
す。

issu loadversion rp 0 file file-system
:asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}* version-string
*.pkg bay standby-bay force

例：

ステップ 9

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.02.01.S.151-1.S1_2*.pkg
bay 1 force

SSO状態に達したら、ソフトウェアバージョンを
確定します。

issu commitversion

例：

ステップ 10

Router# issu commitversion

アクティブ IOSプロセスからスタンバイ IOSプロ
セスに強制的に切り替えます。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 11

ルータへの接続が切断されることが多く、

多くのシナリオでは手順のこの時点で予期

される動作です。このステップでルータへ

の接続が切断される場合は、数分待ってか

らルータに再接続し、その後ステップ12に
進みます。

（注）
Router# redundancy force-switchover

（オプション）システム状態をモニターして、両方

の IOSプロセスがアクティブであることを確認し
ます。

show platform

例：

Router# show platform

ステップ 12

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
163

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

Cisco ASR 1001ルータ、Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR 1002-Xルータまたは ASR 1002-HXルータでのソフトウェ
アアップグレードのためのサブパッケージの使用



目的コマンドまたはアクション

スタンバイベイ（ステップ 9とは異なるベイ）で
RPAccess、RPIOS、および RPControlサブパッケー
ジをアップグレードします。

issu loadversion rp 0 file file-system
:asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}* version-string
*.pkg bay standby-bay force

例：

ステップ 13

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.02.01.S.151-1.S1_2*.pkg
bay 0 force

ソフトウェアバージョンを確定します。issu commitversion

例：

ステップ 14

Router# issu commitversion

ルータ上の各 SIPのRP、SIP、SPA、および ESPサ
ブパッケージをアップグレードします。

issu loadversion rp 0 file file-system
:asr1001-{rpbase,sipbase,sipspa,espbase}* version
*.pkg force

ステップ 15

このステップでは、一度に1つのSIPのアッ
プグレードを実行するようにし、次のステッ

プを実行する前に、ルータにインストール

されている各 SIPに対してアップグレード
を繰り返す必要があります。

（注）
例：

issu loadversion rp 0 file file-system

:asr1001-{rpbase,sipbase,sipspa,espbase}*version
*.pkg force

例：
show ip interface briefコマンドを使用する
と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（SIP-number/SPA-number/interface-numberの
形式）は、ルータ内の SIPおよび SPAの位
置を識別します。

ヒント

ASR 1001および ASR 1002-Xの場合

Router#issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpbase,sipbase,sipspa,espbase}*03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
force

例：
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目的コマンドまたはアクション

ASR 1001-Xの場合 この CLI（rpbase、sipbase、sipspa,
espbase、および firmware）で使用される
patternオプションは、Cisco IOS XEリリー
ス 2.1.2で導入され、それ以前の Cisco IOS
XEリリースでは使用できません。Cisco IOS
XEリリース 2.1.2より前の ISSUアップグ
レードの手順については、「ISSU手順
（Cisco IOS XEリリース 2.1.2未満）（152
ページ）」を参照してください。

ASR 1001-HXルータとASR 1002-HXルータ
は、Polaris 16.x.xリリースで初めて導入さ
れました。Polaris 16.x.xリリースには、2つ
の新しいパッケージ rpbootと webuiがあり
ます。このステップで、Polaris 16.x.xイメー
ジ間のアップグレード/ダウングレード用に
これら 2つのパッケージを含めます。

（注）

issu loadversion rp 0 file file-system

:asr1001-{rpbase,sipbase,sipspa,esp,firmware}*
version *.pkg force

例：

Router#issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpbase,sipbase,sipspa,esp,firmware}*03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
force

例：

ASR 1001-HXおよび ASR 1002-HXの場合
issu loadversion rp 0 file file-system
:asr1000-{rpbase,elcbase,elcspa,espbase}* version
*.pkg force
Example:
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpbase,elcbase,elcspa,espbase}*16.02.01.SPA.pkg
force

例：

Polaris 16.x.xリリース間のアップグレード/ダウン
グレードの場合：

ASR 1001-HXおよびASR 1002-HXルータの場合：
issu loadversion rp 0 file -system
:asr1000-{rpbase,rpboot,elcbase,elcspa,espbase}* version
*.pkg force

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpbase,rpboot,elcbase,elcspa,espbase}*16.02.01.SPA.pkg
force

例：

ASR 1001-Xの場合：issu loadversion rp 0 file
file-system
:asr1001-{rpbase,rpboot,sipbase,sipspa,esp,firmware}*
version *.pkg force

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpbase,rpboot,sipbase,sipspa,esp,firmware}*16.02.01.SPA.pkg
force

（オプション）サブパッケージが正しくインストー

ルされていることを確認します。

show version installed

例：

ステップ 16
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目的コマンドまたはアクション

Router# show version installed

（オプション）RPをリロードします。reload

例：

ステップ 17

ルータはリロードなしでも通常の動作を継

続するため、計画的なメンテナンス中また

はトラフィックの遅延中にルータをリロー

ドできます。ソフトウェアベースでの競合

を回避するために、リロードすることを強

く推奨します。

ヒント

Router# reload

ASR 1001-HXおよびASR 1002-HXルータの
場合、sipbaseおよび sipspaパッケージは
elcbaseおよび elcspaパッケージに置き換え
られます。Polaris 16.x.xリリースから、新
パッケージ rpbootとwebuiが導入されまし
た。

（注）

例

次に、サブパッケージを実行しているCisco ASR 1001ルータ、Cisco ASR 1001-Xルータ、また
は Cisco ASR 1002-Xルータのソフトウェアアップグレードの例を示します。

Router#show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M), Experimental
Version 15.1(20110301:124851) [asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1]
Copyright (c) 1986-2011 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 01-Mar-11 06:25 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 2005-2011 by cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License ("GPL") Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or "License Notice" file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 5 days, 26 minutes
Uptime for this control processor is 5 days, 27 minutes
System returned to ROM by reload
System image file is "bootflash:asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1"
Last reload reason: Reload Command
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
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http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
License Info:
License UDI:
Device# PID SN UDI
--------------------------------------------------------------------------------
*0 ASR1001 JAE14020AT1 ASR1001:JAE14020AT1
License Package Information for Module:'asr1001'
Module name Image level Pri Config Valid license
------------------------------------------------------------------------
asr1001 adventerprise 1 NO adventerprise

advipservices 2 NO advipservices
ipbase 3 NO ipbase

Module name Current Level Reboot Level
------------------------------------------------------------------------
asr1001 ipbase ipbase
cisco ASR1001 (1RU) processor with 3851680K/6147K bytes of memory.
6 Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
7782399K bytes of eUSB flash at bootflash:.
Configuration register is 0x8102
Router# show version installed
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: consolidated:packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: e11c9aacb8c233ed10eeac61ca20a9469fb0b81e

Package: rpbase, version: 03.02.01.S.151-1.S1, status: active
File: consolidated:asr1001-rpbase.03.02.01.S.151-1.S1.pkg, on: RP0
Built: 2011-03-01_07.10, by: mcpre
File SHA1 checksum: e3c93ac457f2632ae90ba346692d58001cf0d02c

Package: rpcontrol, version: 03.02.01.S.151-1.S1, status: active
File: consolidated:asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1.pkg, on: RP0/0
Built: 2011-03-01_07.10, by: mcpre
File SHA1 checksum: 59ba43488cf2a0e7bc06b66fad0e574bbdf42a62

<output removed for brevity>
Router#show redundancy states

my state = 13 -ACTIVE
peer state = 1 -DISABLED

Mode = Simplex
Unit = Primary

Unit ID = 48
Redundancy Mode (Operational) = Non-redundant
Redundancy Mode (Configured) = Non-redundant
Redundancy State = Non Redundant

Manual Swact = disabled (system is simplex (no peer unit))
Communications = Down Reason: Simplex mode
client count = 63

client_notification_TMR = 30000 milliseconds
keep_alive TMR = 4000 milliseconds

keep_alive count = 0
keep_alive threshold = 7

RF debug mask = 0x0
Router# show platform

Chassis type: ASR1001
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1001 ok 5d07h
0/0 ASR1001 ok 5d07h
0/1 SPA-2X1GE-V2 ok 5d07h
R0 ASR1001 ok, active 5d07h
F0 ASR1001 ok, active 5d07h
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P0 ASR1001-PWR-AC ps, fail 5d07h
P1 ASR1001-PWR-AC ok 5d07h
P2 ASR1001-FANTRAY ok 5d07h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 1001050E 12.2(20090526:143323) [gschnorr-mcp_...
R0 10010514 12.2(20090526:143323) [gschnorr-mcp_...
F0 1001050E 12.2(20090526:143323) [gschnorr-mcp_...
Router# mkdir 221subs
Create directory filename [221subs]?
Created dir bootflash:221subs
Router(config)# ip tftp source-interface gigabitethernet 0
Router# copy tftp: 221subs

Address or name of remote host []? 198.51.100.254
Source filename []? /auto/users/asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.bin,12
Destination filename [asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1.bin,12]?
Accessing
tftp://198.51.100.254//auto/users/asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.bin,12...
Loading /auto/users/asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1.bin,12 (via GigabitEthernet0):
!!!!!!
[OK - 209227980 bytes]
209227980 bytes copied in 880.002 secs (237759 bytes/sec)
Router# request platform software package expand file
221subs/asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.bin
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router# dir 221subs
Directory of 221subs/
72013 -rw- 51904716 Oct 7 2008 15:46:02 -07:00
asr1001-espbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
72004 -rw- 5773 Oct 7 2008 15:46:02 -07:00
asr1001-packages-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.conf
72014 -rw- 20533452 Oct 7 2008 15:46:03 -07:00 asr1001-rpaccess.03.02.01.S.151-1.S1_
2.pkg
72015 -rw- 22388940 Oct 7 2008 15:46:03 -07:00
asr1001-rpbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
72016 -rw- 27961548 Oct 7 2008 15:46:03 -07:00
asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
72017 -rw- 50942156 Oct 7 2008 15:46:03 -07:00
asr1001-rpios-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
72018 -rw- 36442316 Oct 7 2008 15:46:03 -07:00
asr1001-sipbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
72019 -rw- 26366156 Oct 7 2008 15:46:03 -07:00
asr1001-sipspa.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
72005 -rw- 6290 Oct 7 2008 15:46:03 -07:00 packages.conf
72003 -rw- 224768204 Oct 7 2008 15:38:57 -07:00
asr1001-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.bin
928862208 bytes total (466358272 bytes free)
Router# copy 221subs/asr1001-espbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bootflash:
Destination filename [asr1001-espbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg]?
Copy in progress...CCCC
51904716 bytes copied in 5.478 secs (9475122 bytes/sec)
Router# copy 221subs/asr1001-rpaccess.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bootflash:
Destination filename [asr1001-rpaccess.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg]?
Copy in progress...CCC
20533452 bytes copied in 2.346 secs (8752537 bytes/sec)
Router# copy 221subs/asr1001-rpbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bootflash:

Destination filename [asr1001-rpbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg]?
Copy in progress...CCC
22388940 bytes copied in 2.496 secs (8969928 bytes/sec)
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Router# copy 221subs/asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bootflash:
Destination filename [asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg]?
Copy in progress...CCCC
27961548 bytes copied in 2.992 secs (9345437 bytes/sec)
Router# copy 221subs/asr1001-rpios-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bootflash:
Destination filename [asr1001-rpios-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg]?
Copy in progress...CCCC
50942156 bytes copied in 5.719 secs (8907529 bytes/sec)
Router# copy 221subs/asr1001-sipbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bootflash:

Destination filename [asr1001-sipbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg]?
Copy in progress...CCCC
36442316 bytes copied in 3.906 secs (9329830 bytes/sec)
Router# copy 221subs/asr1001-sipspa.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bootflash:
Destination filename [asr1001-sipspa.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg]?
Copy in progress...CCC

2.857秒で 26366156バイトがコピーされました（9228616バイト/秒）

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bay 1
force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1001-rpaccess.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
Found asr1001-rpios-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
Found asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
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Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change

WARNING: Connection may be lost during installation of IOS package
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1001-rpaccess.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
Added asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
Added asr1001-rpios-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting IOS PID: 9275, in slot/bay 0/1

*Mar 15 16:28:50.014: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Mar 15 16:28:50.014: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Mar 15 16:28:50.014: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Mar 15 16:28:52.224: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Mar 15 16:29:29.214: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Mar 15 16:29:29.214: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
Generating software version information

Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

Router#issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
*Mar 15 16:30:24.885: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Mar 15 16:30:25.421: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeedd
*Mar 15 16:30:25.423: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router#redundancy force-switchover
Proceed with switchover to standby RP? [confirm]y Manual Swact = enabled
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%ASR1000_INFRA-6-CONSOLE_ACTIVE: R0/1 console active. Press RETURN to get star!
*Mar 15 16:31:00.014: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover (PEER_NOT_PRESENT)
*Mar 15 16:31:00.015: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover (PEER_DOWN)
*Mar 15 16:31:00.015: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover (PEER_REDUNDANCY_)
*Mar 15 16:31:00.328: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*Mar 15 16:31:00.328: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*Mar 15 16:31:00.328: %LINK-3-UPDOWN: Interface LIIN0, changed state to up
*Mar 15 16:31:01.328: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Lsmpi0, cp
*Mar 15 16:31:01.328: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface EOBC0, chp
*Mar 15 16:31:01.328: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEtn
*Mar 15 16:31:01.328: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LIIN0, chp
*Mar 15 16:31:02.064: %RF-5-RF_RELOAD: Self reload. Reason: redundancy force-swr
*Mar 15 16:31:02.293: %SYS-5-SWITCHOVER: Switchover requested by red_switchover.
*Mar 15 16:31:02.321: %LINK-3-UPDOWN: Interface Null0, changed state to up
*Mar 15 16:31:03.321: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Null0, chp
*Mar 15 16:31:03.322: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEtn
*Mar 15 16:31:03.322: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEtn
*Mar 15 16:31:03.322: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEtn
*Mar 15 16:31:03.322: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEtn
*Mar 15 16:31:03.322: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEtn
*Mar 15 16:31:03.322: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEtn
*Mar 15 16:31:43.189: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a stand)
*Mar 15 16:31:43.189: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a stand)
*Mar 15 16:32:28.411: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Mar 15 16:32:28.971: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeedd
*Mar 15 16:32:28.973: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg bay 0
force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
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Checking operational impact of change
WARNING: Connection may be lost during installation of IOS package

Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1001-rpaccess.03.02.01.S.151-1.S1.pkg
Removed asr1001-rpcontrol.03.02.01.S.151-1.S1.pkg
Removed asr1001-rpios-universalk9.03.02.01.S.151-1.S1.pkg

No new package files added
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting IOS PID: 20548, in slot/bay 0/0

*Mar 15 16:36:14.365: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Mar 15 16:36:14.365: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Mar 15 16:36:14.365: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Mar 15 16:36:16.558: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Mar 15 16:36:49.365: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Mar 15 16:36:49.365: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#issu commitversion

--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#issu loadversion rp 0 file
bootflash:221subs/asr1001-{rpbase,sipbase,sipspa,espbase}*03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
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Locating image files and validating name syntax
Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1001-espbase.03.02.01.S.151-1.S1.pkg
Removed asr1001-rpbase.03.02.01.S.151-1.S1.pkg
Removed asr1001-sipbase.03.02.01.S.151-1.S1.pkg
Removed asr1001-sipspa.03.02.01.S.151-1.S1.pkg

New files list:
Added asr1001-espbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
Added asr1001-rpbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
Added asr1001-sipbase.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg
Added asr1001-sipspa.03.02.01.S.151-1.S1_2.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router# reload
Router#issu loadversion rp 0 file bootflash:221subs/asr1001-{rpbase,sipspa,espbase}
*20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1002x-rpbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg

Found asr1002x-rpboot.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg

Found asr1002x-sipbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg

Found asr1002x-sipspa.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg
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Found asr1002x-espbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg
Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of RP Boot package
WARNING: requires software reboot of target RP
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting ISSU compatibility verification ---
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
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Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping ISSU Software Compatibility checks.
WARNING:
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished ISSU compatibility verification
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1002x-espbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318.SSA.pkg

Removed asr1002x-rpbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318.SSA.pkg

Removed asr1002x-rpboot.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318.SSA.pkg

Removed asr1002x-sipbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318.SSA.pkg

Removed asr1002x-sipspa.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318.SSA.pkg
New files list:
Added asr1002x-espbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg

Added asr1002x-rpbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg
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Added asr1002x-rpboot.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg

Added asr1002x-sipbase.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg

Added asr1002x-sipspa.BLD_V162_1_THROTTLE_LATEST_20160311_012910_V16_2_0_318_2.SSA.pkg
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.

Cisco ASR 1002ルータまたは Cisco ASR 1004ルータでのソフトウェア
アップグレードのためのサブパッケージの使用（softwareupgradeコマ
ンドセット）

このセクションでは、サブパッケージを実行している Cisco ASR 1002または 1004ルータのソ
フトウェアアップグレードを使用する手順について説明します。Cisco ASR 1002ルータは、
Polaris 16.x.xリリースではサポートされていません。

以下の手順では、2つの IOSプロセスがRPでアクティブであり、ルータがすでにサブパッケー
ジを使用して実行されていることを前提としています。

手順 17、18、および 19は、すぐに実行する必要はなく、都合の良いときに実行できます。（注）

手順の概要

1. show version
2. redundancy
3. mkdir URL-to-directory-name

4. ip tftp source-interface gigabitethernet port

5. copy tftp: URL-to-target-location

6. request platform software package expand file URL-to-consolidated-package

7. dir target-URL

8. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

9. issu loadversion rp 0 filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg
baystandby-bayforce

10. issu commitversion
11. redundancy force-switchover
12. show platform
13. issu loadversion rp 0 filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg

baystandby-bayforce
14. issu commitversion
15. issu loadversion rp 0 file file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg slot

SIP-slot-number force
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16. issu loadversion rp 0 file file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg slot
SIP-slot-number force

17. issu loadversion rp 0 file file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg force
18. issu loadversion rp 0 filefile-system:asr1000rp*version*.pkg
19. show version installed
20. reload
21. request platform software package clean

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（オプション）以下の手順に従い、次のコマンドを

使用して現在のルータ設定を確認します。

show version

例：

ステップ 1

• show versionおよび show version active-rp
installed：ルータで実行されている Cisco IOS

show version installed

例：
XEソフトウェアのバージョン、ルータの起動

dir filesystem:<directory>
に使用されたファイル、およびそのファイルの

保存場所を確認します。例：

• dir：ルータの起動に使用されたファイルがディ
レクトリに存在することを確認します。

show platform

例：
• show platform：アクティブおよびスタンバイ

RPの現在のステータスを確認します。show redundancy-states

例： • show redundancy states：運用状態および設定
済みの冗長性の状態を確認します。

Router# show version

例：

Router# show version r0 installed

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# show platform

例：

Router# show redundancy-states

まだ設定されていない場合は、SSOを設定します。redundancy

例：

ステップ 2

このステップを実行した後、設定を保存し

ます。

（注）

mode sso

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# redundancy

例：

Router(config-red)# mode sso

統合パッケージとサブパッケージを保存するディレ

クトリを作成します。

mkdir URL-to-directory-name

例：

ステップ 3

このディレクトリは、ほとんどの場合に作成する必

要があります。これは、統合パッケージとサブパッRouter# mkdir usb0:221subs

ケージを、手順のこのステップでルータを起動した

サブパッケージから分離する必要があるためです。

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet port

例：

ステップ 4

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0
管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）

ステップ3で作成したディレクトリに統合パッケー
ジファイルをコピーします。

copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 5

このステップの統合パッケージは、現在ルータを実

行しているサブパッケージが保存されているディレRouter# copy tftp: usb0:221subs

クトリ（ルータの起動元である packages.confプロ
ビジョニングファイルを含むディレクトリ）にコ

ピーしないでください。

手順のこのステップを実行する際、容量を

考慮して、usb:または harddisk:ファイルシ
ステムにパッケージをコピーすることをお

勧めします。

ヒント

サブパッケージを統合パッケージファイルから一時

ディレクトリに抽出します。

request platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

(Optional) dir target-URL
一時的なサブディレクトリにサブパッケー

ジを抽出するように十分に注意し、手順の

この時点で現在ルータを実行しているファ

イルを削除しないでください。ISSUアップ
グレードの前にルータで実行されていたファ

イルを消去するには、ISSUアップグレード
が完了した後に request platform software
package cleanコマンドを入力します。

（注）

例：

Router# request platform software package
expand file
usb0:221subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin

例：

Router# dir usb0:221subs

（オプション）ディレクトリを表示して、ファイル

が抽出されたことを確認します。

dir target-URL

例：

ステップ 7

Router# dir usb0:221subs

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、アク

ティブRPを実行しているサブパッケージが現在保
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

ステップ 8

存されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

スタンバイベイの RPAccess、RPIOS、および
RPControlサブパッケージをアップグレードしま
す。

issu loadversion rp 0
filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg
baystandby-bayforce

例：

ステップ 9

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 1 force

SSO状態に達したら、ソフトウェアバージョンを
確定します。

issu commitversion

例：

ステップ 10

Router# issu commitversion

アクティブ IOSプロセスからスタンバイ IOSプロ
セスに強制的に切り替えます。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 11

ルータへの接続が切断されることが多く、

多くのシナリオでは手順のこの時点で予期

される動作です。このステップでルータへ

の接続が切断される場合は、数分待ってか

らルータに再接続し、その後ステップ12に
進みます。

（注）

例：

Router# redundancy force-switchover
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目的コマンドまたはアクション

（オプション）システム状態をモニターして、両方

の IOSプロセスがアクティブであることを確認し
ます。

show platform

例：

Router# show platform

ステップ 12

スタンバイベイ（ステップ 9とは異なるベイ）で
RPAccess、RPIOS、および RPControlサブパッケー
ジをアップグレードします。

issu loadversion rp 0
filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg
baystandby-bayforce

例：

ステップ 13

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 0 force

ソフトウェアバージョンを確定します。issu commitversion

例：

ステップ 14

Router# issu commitversion

ルータ上の各 SIPの SIPおよび SPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

issu loadversion rp 0 file
file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg
slot SIP-slot-number force

ステップ 15

このステップでは、一度に1つのSIPのアッ
プグレードを実行するようにし、次のステッ

プを実行する前に、ルータにインストール

されている各 SIPに対してアップグレード
を繰り返す必要があります。

（注）
例：

issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file show ip interface briefコマンドを使用する
と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（SIP-number/SPA-number/interface-numberの
形式）は、ルータ内の SIPおよび SPAの位
置を識別します。

ヒント
bootflash:asr1000rp2-{sipspa,sipbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0 force

例：

Router# issu commitversion

例：
この CLI（sipbaseおよび sipspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 2.1.2で導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。Cisco
IOS XEリリース 2.1.2より前の ISSUアップ
グレードの手順については、「ISSU手順
（Cisco IOS XEリリース 2.1.2未満）（152
ページ）」を参照してください。

（注）

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{sipspa,sipbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 1 force

例：

Router# issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
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目的コマンドまたはアクション

bootflash:asr1000rp2-{sipspa,sipbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 2 force

例：

Router# issu commitversion

ルータ上の各ELCのELCおよびSPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

issu loadversion rp 0 file
file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg
slot SIP-slot-number force

ステップ 16

このステップでは、一度に 1つの ELCの
アップグレードを実行するようにし、次の

ステップを実行する前に、ルータにインス

トールされている各ELCに対してアップグ
レードを繰り返す必要があります。

（注）
例：

issu commitversion

例：

Repeat this step for each ELC installed in your
router before proceeding to the next step. show ip interface briefコマンドを使用する

と、ELCおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（ELC-number/SPA-number/interface-number
の形式）は、ルータ内の ELCおよび SPA
の位置を識別します。

ヒント

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcspa,elcbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0 force

例： この CLI（elcbaseおよび elcspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 3.10Sで導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません

（注）

Router# issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcspa,elcbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 1 force

例：

Router# issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcspa,elcbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 2 force

例：

Router# issu commitversion

ESPベースサブパッケージをアップグレードし、
ESP Baseソフトウェアを確定します。

issu loadversion rp 0 file
file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg force

例：

ステップ 17
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目的コマンドまたはアクション

issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

例：

Router# issu commitversion

アップグレードが必要な最後のサブパッケージであ

る RPBaseサブパッケージを含む、すべてのサブ
パッケージをアップグレードします。

issu loadversion rp 0
filefile-system:asr1000rp*version*.pkg

例：

ステップ 18

このステップは、ルータ上のすべてのサブ

パッケージがこのステップの一環としてアッ

プグレードされたことを確認するために必

要であり、プロセスで見落とされていた一

部のサブパッケージがアップグレードされ

る可能性があります。

（注）issu commitversion

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg

例：

Router# issu commitversion

（オプション）サブパッケージが正しくインストー

ルされていることを確認します。

show version installed

例：

ステップ 19

Router# show version installed

RPをリロードします。reload

例：

ステップ 20

ルータはリロードなしでも通常の動作を継

続するため、計画的なメンテナンス中また

はトラフィックの遅延中にルータをリロー

ドできます。

ヒント

Router# reload

（オプション）使用されていないサブパッケージを

ルータから削除します。

request platform software package cleanステップ 21

例

サブパッケージを実行しているCisco ASR 1002または1004ルータのソフトウェアアップグレー
ドの例を次に示します。

Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
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15.3(2)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
<output removed for brevity>
System image file is "bootflash:Active_Dir/packages.conf"
<output removed for brevity>
Router# show platform

Chassis type: ASR1004
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-2T+20X1GE ok 00:04:19
0/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 00:02:36
1 ASR1000-SIP10 ok 00:04:19
1/0 SPA-2X1GE-V2 ok 00:03:07
1/1 SPA-10X1GE-V2 ok 00:03:00
R0 ASR1000-RP2 ok 00:04:19
R0/0 ok, active 00:04:19
R0/1 ok, standby 00:02:41
F0 ASR1000-ESP40 ok, active 00:04:19
P0 ASR1004-PWR-AC ok 00:03:28
P1 ASR1004-PWR-AC ps, fail 00:03:28
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 00200800 15.2(1r)S
1 07091401 15.3(3r)S
R0 08103002 15.3(3r)S
F0 1003190E 15.3(3r)S
Router# show version installed

Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: a624f70f68c60292f4482433f43afd92487a55c4

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S,
status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg,
on: RP0 Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre

File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538
Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S,
status: active

File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg,
on: RP0/0 Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre

File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad
<output removed for brevity>
Router#show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE
peer state = 8 -STANDBY HOT
Mode = Duplex
Unit = Primary
Unit ID = 48
Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso
Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = enabled
Communications = Up
client count = 107
client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0
Router# mkdir bootflash:harddisk:Target_Subs
Create directory filename [Target_Subs]?
Created dir harddisk:/Target_SubsRouter
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Router(config)# ip tftp source-interface gigabitethernet 0
Router# copy tftp: harddisk:Target_Subs
Address or name of remote host []? 202.153.144.25
Source filename []?
/auto/tftp-srg-india/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
destination filename [/Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin]?
accessing
tftp://202.153.144.25//auto/tftp-srg-india/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin...
loading /auto/tftp-srg-india/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin from
202.153.144.25 (via GigabitEthernet0): !!!!!!!
[OK - 569597380 bytes]
569597380 bytes copied in 101.618 secs
(5605280 bytes/sec)
Router# request platform software package expand file
harddisk:/Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router# dir harddisk:Target_Subs
Directory of harddisk:/Target_Subs/
9666562 -rw- 569597380 Aug 3 2013 13:25:06 +05:30
asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
666566 -rw- 37557200 Aug 3 2013 13:27:06 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666567 -rw- 51194832 Aug 3 2013 13:27:07 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666568 -rw- 80657364 Aug 3 2013 13:27:07 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666569 -rw- 95446456 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666564 -rw- 95449381 Aug 3 2013 13:27:06 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.conf
666570 -rw- 23350232 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666571 -rw- 37694900 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666572 -rw- 45536216 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666573 -rw- 118754284 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666574 -rw- 38380500 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666575 -rw- 61760468 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
666565 -rw- 10165 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30 packages.conf
78704144384 bytes total (47541493760 bytes free)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCCC
80657364 bytes copied in 12.085 secs (6674172 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Active_Dir/Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC
95446456 bytes copied in 14.687 secs (6498703 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:

Active_Dir/Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
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progress...CCCCCC
23350232 bytes copied in 4.047 secs (5769763 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCC
37694900 bytes copied in 5.978 secs (6305604 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Active_Dir/Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCCC
45536216 bytes copied in 5.970 secs (7627507 bytes/sec)
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:

[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCC
118754284 bytes copied in 18.501 secs (6418804 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCCCC38380500 bytes copied in 4.951 secs (7752070 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCCCC61760468 bytes copied in 8.615 secs (7168946 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCCCC37557200 bytes copied in 5.255 secs (7146946 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
copy in
progress...CCCCCCCCC
51194832 bytes copied in 7.677 secs (6668599 bytes/sec)2
Router#issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 1 force
---- Starting local lock acquisition on R0----
Finished local lock acquisition on R0
---Starting file path checking---
Finished file path checking
---Starting image file verification-----
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
187

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
WARNING: Connection may be lost during installation of IOS package
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting IOS PID: 21552, in slot/bay 0/1
Applying final IPC and database definitions
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software.
SUCCESS: Finished installing software.
Router#issu commitversion
-- Starting local lock acquisition on R0----
Finished local lock acquisition on R0
-- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#redundancy force-switchover
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Proceed with switchover to standby RP? [confirm]
Manual Swact = enabled
%IOSXE_INFRA-6-CONSOLE_ACTIVE: R0/1 console active. Press RETURN to get started![OK]
*Aug 3 13:43:52.101 IST: %CMANRP-6-CMHASTATUS: RP switchover, received chassis event
to become active
*Aug 3 13:43:52.193 IST: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover (PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 3 13:43:52.194 IST: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover (PEER_DOWN)
*Aug 3 13:43:52.194 IST: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 3 13:43:51.231 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Self reload. Reason: redundancy force-switchover
*Aug 3 13:43:51.461 IST: %SYS-5-SWITCHOVER: Switchover requested by
red_switchover_process. Reason: redundancy force-switchover.
*Aug 3 13:43:52.198 IST: %PLATFORM-6-HASTATUS: RP switchover, sent message became active.

IOS is ready to switch to primary after chassis confirmation
*Aug 3 13:43:52.200 IST: %CMANRP-6-CMHASTATUS: RP switchover, received chassis event
became active
*Aug 3 13:43:52.449 IST: %PLATFORM-6-HASTATUS_DETAIL: RP switchover, received chassis
event became active. Switch to primary (count 1)
*Aug 3 13:43:52.733 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0,
changed state to down
*Aug 3 13:43:53.098 IST: % Redundancy mode change to SSO
*Aug 3 13:43:53.126 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*Aug 3 13:43:53.127 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*Aug 3 13:43:53.127 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface LIIN0, changed state to up
*Aug 3 13:43:54.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Lsmpi0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:54.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface EOBC0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:54.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LIIN0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface Null0, changed state to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/8, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/10, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/0, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/1, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/0, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/1, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/3, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/5, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/0, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/1, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/2, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/3, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/4, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/5, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/6, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/7, changed state
to administratively down
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*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/9, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/11, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Null0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/0/8, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/0/10, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
TenGigabitEthernet0/0/20, changed state to down
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
TenGigabitEthernet0/0/21, hanged state to down
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/0/0, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/0/1, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/1/0, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/1/1, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/1/3, changed state to up
*Aug 3 13:44:05.127 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0, changed state to
up
*Aug 3 13:44:06.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0,
changed state to up
*Aug 3 13:44:32.069 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 3 13:44:32.070 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 3 13:44:34.969 IST: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.
*Aug 3 13:45:40.946 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 0 force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
---Starting image file verification---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command outpu
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
190

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



WARNING:Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file/tmp/issu/provision/sw
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change

WARNING: Connection may be lost during installation of IOS package
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg

No new package files added
Finished list of software package changes

--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
Starting update running software
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting IOS PID: 25452, in slot/bay 0/0

*Aug 3 13:48:07.051 IST:
%REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 3 13:48:07.052 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Aug 3 13:48:07.052 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 3 13:48:09.683 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload.
Reason: EHSA standby down
*Aug 3 13:48:09.692 IST: % Redundancy mode change to SSO
*Aug 3 13:48:49.450 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 3 13:48:49.451 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 3 13:48:50.035 IST:
%ISSU-3-PEER_IMAGE_NOT_IN_INCOMP_LIST: Peer image (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M),

version (15.3(3)S) on peer uid (48) is not in the incompatible images list
*Aug 3 13:48:50.036 IST:
%ISSU-3-PEER_IMAGE_NOT_IN_INCOMP_LIST: Peer image (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M),

version (15.3(3)S) on peer uid (48) is not in the incompatible images list
Applying final IPC and database definitions
*Aug 3 13:48:53.521 IST: %DYNCMD-7-CMDSET_UNLOADED:
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The Dynamic Command set from the Shell Manager has been unloaded
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 3 13:49:57.477 IST: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Aug 3 13:49:57.893 IST: %ISSU-3-PEER_IMAGE_REM_FROM_INCOMP_LIST: Peer image
(X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M),
version (15.3(2)S) on peer uid (48) being removed from the incompatibility list
*Aug 3 13:49:57.893 IST: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Aug 3 13:49:57.895 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu commitversion

--- Starting local lock acquisition on R0--
Finished local lock acquisition on R0
Starting installation changes
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 1 force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing-----
Checking operational impact of change

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
192

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



Finished impact testing
--- Starting list of software package changes---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting SIP1
Applying final IPC and database definitions

*Aug 3 13:52:05.767 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (cc) offline in slot 1
*Aug 3 13:52:05.770 IST: %IOSXE_OIR-6-REMSPA: SPA removed from subslot 1/0, interfaces
disabled
*Aug 3 13:52:05.770 IST: %IOSXE_OIR-6-REMSPA: SPA removed from subslot 1/1, interfaces
disabled
*Aug 3 13:52:05.778 IST: %SPA_OIR-6-OFFLINECARD: SPA (SPA-2X1GE-V2) offline in subslot
1/0
*Aug 3 13:52:05.786 IST: %SPA_OIR-6-OFFLINECARD: SPA (SPA-10X1GE-V2) offline in subslot
1/1
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 3 13:53:00.262 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 1
*Aug 3 13:53:00.901 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 1/0
*Aug 3 13:53:01.194 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 1/1
*Aug 3 13:53:18.148 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/0: Interface EOBC1/1, changed state to
up
*Aug 3 13:53:23.978 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-2X1GE-V2) online in subslot
1/0
*Aug 3 13:53:23.609 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/1: Interface EOBC1/1, changed state to
up
*Aug 3 13:53:26.288 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/0, changed state
to up
*Aug 3 13:53:26.471 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/1, changed state
to up
*Aug 3 13:53:26.605 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/0: Interface GigabitEthernet1/0/0, changed
state to up
*Aug 3 13:53:29.056 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-10X1GE-V2) online in subslot
1/1
*Aug 3 13:53:31.020 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/1, changed state
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to up
*Aug 3 13:53:31.030 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/3, changed state
to up
*Aug 3 13:53:31.042 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/4, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.045 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/5, changed state
to up
*Aug 3 13:53:31.046 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/6, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.048 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/7, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.051 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/8, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.053 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/9, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.312 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/0, changed state
to up
*Aug 3 13:53:32.833 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/1: Interface GigabitEthernet1/1/0, changed
state to up
*Aug 3 13:53:33.007 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/1: Interface GigabitEthernet1/1/7, changed
state to down
Router# issu commitversion

--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
Starting installation changes
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 0 force
Starting local lock acquisition on R0
---Finished local lock acquisition on R0---
Starting file path checking
---Finished file path checking---
Starting image file verification
---Checking image file names----
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
194

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Applying final IPC and database definitions
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#issu commitversion
-- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
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--- Starting candidate package set construction --
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of rnning and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2- espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
Starting analysis of software changes
Finished analysis of software changes---
Starting update running software
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP0
Applying final IPC and database definitions

*Aug 3 14:02:51.450 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F0
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
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Router#
*Aug 3 14:04:49.802 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0
preparing image /tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 3 14:04:50.172 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 3 14:04:50.746 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F0
*Aug 3 14:04:55.480 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 3 14:04:55.698 IST: %CPPHA-7-READY: F0: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Aug 3 14:04:55.837 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F0: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
Router#issu commitversion
-- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
---Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
-- Starting local lock acquisition on R0
---Finished local lock acquisition on R0
Starting file path checking
Finished file path checking
Starting image file verification
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
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Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router# show version r0 provisioned

Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf,
on: RP0 Built: n/a, by:n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b
Package: rpbase,
version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0 Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9
Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0 Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9,version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0 Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2
Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a

File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0 Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09
Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/1 Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78
Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/1 Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2
Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/1 Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09
Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1 Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9
Package:rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78
Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
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on: RP1/0 Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2
Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/0 Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09
Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78
Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status:n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/1 Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2
Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09
Package:espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0
Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c
Package:espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0
Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File:bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c
Package: sipbase,
version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7
Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
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Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7
Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7
Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
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Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7
Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-lcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
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Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7
Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7
Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
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Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca
Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Router# reload
<some output removed for brevity>
Router# request platform software package clean
Cleaning up unnecessary package files
No path specified, will use booted path bootflash:Active_Dir/packages.conf
Cleaning bootflash:Active_Dir
Scanning boot directory for packages ... done.
Preparing packages list to delete ...
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete.
packages.conf

File is in use, will not delete.
done.

Files that will be deleted:
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
packages.conf.00-
packages.conf.01-
packages.conf.02-
packages.conf.03-
packages.conf.04-
packages.conf.05-

Do you want to proceed? [confirm]y
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...
doe.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf ...
done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...

done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.00- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.01- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.02- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.03- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.04- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.05- ... done.

SUCCESS: Files deleted.

Cisco ASR 1002ルータまたは Cisco ASR 1004ルータでのソフトウェア
アップグレードのためのサブパッケージの使用（request platformコマ
ンドセット）

このセクションでは、request platformを使用して、サブパッケージを実行しているCisco ASR
1002または 1004ルータのソフトウェアアップグレードを使用する手順について説明します。
Cisco ASR 1002ルータは、Polaris 16.x.xリリースではサポートされていません。

以下の手順では、2つの IOSプロセスがRPでアクティブであり、ルータがすでにサブパッケー
ジを使用して実行されていることを前提としています。
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ステップ17、18、および19は、すぐに実行する必要はなく、都合の良いときに実行できます。（注）

手順の概要

1. show version
2. redundancy
3. mkdir URL-to-directory-name

4. ip tftp source-interface gigabitethernet port

5. copy tftp: URL-to-target-location

6. request platform software package expand file URL-to-consolidated-package

7. dir target-URL

8. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

9. request platform software package install rp 0
filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg baystandby-bayforce

10. redundancy force-switchover

11. （オプション） show platform
12. request platform software package install rp 0

filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg baystandby-bayforce
13. request platform software package install rp 0 file

file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg slot SIP-slot-number force
14. request platform software package install rp 0 file

file-system:asr1000rp2-{elcase,elcspa}*version*.pkg slot SIP-slot-number force
15. request platform software package install rp 0 file file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg

force
16. request platform software package install rp 0 filefile-system:asr1000rp*version*.pkg
17. show version installed
18. reload
19. request platform software package clean

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（オプション）以下の手順に従い、次のコマンドを

使用して現在のルータ設定を確認します。

show version

例：

ステップ 1

• show versionおよび show version active-rp
installed：ルータで実行されている Cisco IOS

show version installed

例：
XEソフトウェアのバージョン、ルータの起動

dir filesystem:<directory>
に使用されたファイル、およびそのファイルの

保存場所を確認します。例：

• dir：ルータの起動に使用されたファイルがディ
レクトリに存在することを確認します。

show platform

例：
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目的コマンドまたはアクション

show redundancy-states • show platform：アクティブおよびスタンバイ
RPの現在のステータスを確認します。例：

• show redundancy states：運用状態および設定
済みの冗長性の状態を確認します。Router# show version

例：

Router# show version r0 installed

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# show platform

例：

Router# show redundancy-states

まだ設定されていない場合は、SSOを設定します。redundancy

例：

ステップ 2

このステップを実行した後、設定を保存し

ます。

（注）

mode sso

例：

Router(config)# redundancy

例：

Router(config-red)# mode sso

統合パッケージとサブパッケージを保存するディレ

クトリを作成します。

mkdir URL-to-directory-name

例：

ステップ 3

このディレクトリは、ほとんどの場合に作成する必

要があります。これは、統合パッケージとサブパッRouter# mkdir usb0:221subs

ケージを、手順のこのステップでルータを起動した

サブパッケージから分離する必要があるためです。

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet port

例：

ステップ 4

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
206

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

Cisco ASR 1002ルータまたは Cisco ASR 1004ルータでのソフトウェアアップグレードのためのサブパッケージの使用（request platformコマンド
セット）



目的コマンドまたはアクション

管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）

ステップ3で作成したディレクトリに統合パッケー
ジファイルをコピーします。

copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 5

このステップの統合パッケージは、現在ルータを実

行しているサブパッケージが保存されているディレRouter# copy tftp: usb0:221subs

クトリ（ルータの起動元である packages.confプロ
ビジョニングファイルを含むディレクトリ）にコ

ピーしないでください。

手順のこのステップを実行する際、容量を

考慮して、usb:または harddisk:ファイルシ
ステムにパッケージをコピーすることをお

勧めします。

ヒント

サブパッケージを統合パッケージファイルから一時

ディレクトリに抽出します。

request platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

例：

ステップ 6

一時的なサブディレクトリにサブパッケー

ジを抽出するように十分に注意し、手順の

この時点で現在ルータを実行しているファ

イルを削除しないでください。ISSUアップ
グレードの前にルータで実行されていたファ

イルを消去するには、ISSUアップグレード
が完了した後に request platform software
package cleanコマンドを入力します。

（注）

Router# request platform software package
expand file
usb0:221subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin

（オプション）ディレクトリを表示して、ファイル

が抽出されたことを確認します。

dir target-URL

例：

ステップ 7

Router# dir usb0:221subs

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、アク

ティブRPを実行しているサブパッケージが現在保
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

ステップ 8

存されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

Polarisリリース 16.x.xから、2つの新パッ
ケージ rpbootと webuiが導入されました。

（注）

例：
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek.9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
usb0:221subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

スタンバイベイの RPAccess、RPIOS、および
RPControlサブパッケージをアップグレードしま
す。

request platform software package install rp 0
filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg
baystandby-bayforce

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 1 force

アクティブ IOSプロセスからスタンバイ IOSプロ
セスに強制的に切り替えます。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 10

ルータへの接続が切断されることが多く、

多くのシナリオでは手順のこの時点で予期

される動作です。このステップでルータへ

の接続が切断される場合は、数分待ってか

らルータに再接続し、その後ステップ11に
進みます。

（注）
Router# redundancy force-switchover

（オプション）システム状態をモニターして、両方

の IOSプロセスがアクティブであることを確認し
ます。

（オプション） show platform

例：

Router# show platform

ステップ 11

スタンバイベイの RPAccess、RPIOS、および
RPControlサブパッケージをアップグレードしま

request platform software package install rp 0
filefile-system:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*version-string*.pkg
baystandby-bayforce

ステップ 12

す。このコンテキストでは、スタンバイベイはス

テップ 9で使用した反対側のベイです。例：

Router# request platform software package
このCLI（rpaccess, rpiosおよび rpcontrol）
で使用される patternオプションは、Cisco
IOS XEリリース 2.1.2で導入され、それ以
前の Cisco IOS XEリリースでは使用できま
せん。Cisco IOS XEリリース 2.1.2より前の
ISSUアップグレードの手順については、
「ISSU手順（Cisco IOS XEリリース 2.1.2
未満）（152ページ）」を参照してくださ
い。

（注）

install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 0 force

ルータ上の各 SIPの SIPおよび SPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

request platform software package install rp 0 file
file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg
slot SIP-slot-number force

ステップ 13

このステップでは、一度に1つのSIPのアッ
プグレードを実行するようにし、次のステッ

プを実行する前に、ルータにインストール

されている各 SIPに対してアップグレード
を繰り返す必要があります。

（注）
例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{sipspa,sipbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0 force
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目的コマンドまたはアクション

例： show ip interface briefコマンドを使用する
と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（SIP-number/SPA-number/interface-numberの
形式）は、ルータ内の SIPおよび SPAの位
置を識別します。

ヒント

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{sipspa,sipbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 1 force

例：

この CLI（sipbaseおよび sipspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 2.1.2で導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。Cisco
IOS XEリリース 2.1.2より前の ISSUアップ
グレードの手順については、「ISSU手順
（Cisco IOS XEリリース 2.1.2未満）（152
ページ）」を参照してください。

（注）

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{sipspa,sipbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 2 force

ルータ上の各ELCのELCおよびSPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

request platform software package install rp 0 file
file-system:asr1000rp2-{elcase,elcspa}*version*.pkg
slot SIP-slot-number force

ステップ 14

このステップでは、一度に 1つの ELCの
アップグレードを実行するようにし、次の

ステップを実行する前に、ルータにインス

トールされている各ELCに対してアップグ
レードを繰り返す必要があります。

（注）
例：

Repeat this step for each ELC installed in your
router before proceeding to the next step.

例：

show ip interface briefコマンドを使用する
と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（ELC-number/SPA-number/interface-number
の形式）は、ルータ内の ELCおよび SPA
の位置を識別します。

ヒント

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcspa,elcbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 0 force

例：

Router# request platform software package この CLI（elcbaseおよび elcspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 3.10Sで導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません

（注）

install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcspa,elcbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 1 force

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcspa,elcbase}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
slot 2 force

ESPベースサブパッケージをアップグレードしま
す。

request platform software package install rp 0 file
file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg force

例：

ステップ 15
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目的コマンドまたはアクション

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

アップグレードが必要な最後のサブパッケージであ

る RPBaseサブパッケージを含む、すべてのサブ
パッケージをアップグレードします。

request platform software package install rp 0
filefile-system:asr1000rp*version*.pkg

例：

ステップ 16

このステップは、ルータ上のすべてのサブ

パッケージがこのステップの一環としてアッ

プグレードされたことを確認するために必

要であり、プロセスで見落とされていた一

部のサブパッケージがアップグレードされ

る可能性があります。

（注）
Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg

（オプション）サブパッケージが正しくインストー

ルされていることを確認します。

show version installed

例：

ステップ 17

Router# show version installed

RPをリロードします。reload

例：

ステップ 18

ルータはリロードなしでも通常の動作を継

続するため、計画的なメンテナンス中また

はトラフィックの遅延中にルータをリロー

ドできます。

ヒント

Router# reload

（オプション）使用されていないサブパッケージを

ルータから削除します。

request platform software package cleanステップ 19

例

サブパッケージを実行しているCisco ASR 1002または1004ルータのソフトウェアアップグレー
ドの例を次に示します。

Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
15.3(2)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
<output removed for brevity>
System image file is "bootflash:Active_Dir/packages.conf"
<output removed for brevity>
cisco ASR1004 (RP2) processor with 1546489K/6147K bytes of memory.
Processor board ID FOX1339G0QJ
32 Gigabit Ethernet interfaces
2 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
388608K bytes of physical memory.
933311K bytes of eUSB flash at bootflash:.
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78085207K bytes of SATA hard disk at harddisk:
Configuration register is 0x2102
Router# show version installed
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: a624f70f68c60292f4482433f43afd92487a55c4
Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active

File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538
Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active

File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

<output removed for brevity>
Router# show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE

peer state = 8 -STANDBY HOT
Mode = Duplex
Unit = Primary
Unit ID = 48

Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso
Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = enabled
Communications = Up
client count = 107
client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0

Router# show platform

Chassis type: ASR1004
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-2T+20X1GE ok 00:04:19
0/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 00:02:36
1 ASR1000-SIP10 ok 00:04:19
1/0 SPA-2X1GE-V2 ok 00:03:07
1/1 SPA-10X1GE-V2 ok 00:03:00
R0 ASR1000-RP2 ok 00:04:19
R0/0 ok, active 00:04:19
R0/1 ok, standby 00:02:41
F0 ASR1000-ESP40 ok, active 00:04:19
P0 ASR1004-PWR-AC ok 00:03:28
P1 ASR1004-PWR-AC ps, fail 00:03:28
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 00200800 15.2(1r)S
1 07091401 15.3(3r)S
R0 08103002 15.3(3r)S
F0 1003190E 15.3(3r)S
Router# mkdir bootflash:harddisk:TargetS_Subs
Create directory filename [Target_Subs]?
Created dir harddisk:/Target_Subs
Router# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip tftp source-interface Gigabitethernet 0
Router(config)# end
Router#copy tftp: harddisk:Target_Subs
Address or name of remote host []? 202.153.144.25
Source filename []?
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/auto/tftp-srg-india/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
Destination filename [/Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin]?
Accessing
tftp://202.153.144.25//auto/tftp-srg-india/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin...
Loading /auto/tftp-srg-india/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin from
202.153.144.25 (via GigabitEthernet0): !!!!
[OK - 569597380 bytes]
569597380 bytes copied in 101.618 secs (5605280 bytes/sec)
Router# request platform software package expand file
harddisk:/Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router# dir harddisk:Target_Subs
Directory of harddisk:/Target_Subs
9666562 -rw- 569597380 Aug 3 2013 13:25:06 +05:30
asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
9666566 -rw- 37557200 Aug 3 2013 13:27:06 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666567 -rw- 51194832 Aug 3 2013 13:27:07 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666568 -rw- 80657364 Aug 3 2013 13:27:07 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666569 -rw- 95446456 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666564 -rw- 9381 Aug 3 2013 13:27:06 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.conf
9666570 -rw- 23350232 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666571 -rw- 37694900 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666572 -rw- 45536216 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666573 -rw- 118754284 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666574 -rw- 38380500 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666575 -rw- 61760468 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
9666565 -rw- 10165 Aug 3 2013 13:27:08 +05:30 packages.conf
78704144384 bytes total (47541493760 bytes free)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
80657364 bytes copied in 12.085 secs (6674172 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Active_Dir/Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
95446456 bytes copied in 14.687 secs (6498703 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCCC
3350232 bytes copied in 4.047 secs (5769763 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
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7694900 bytes copied in 5.978 secs (6305604 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:
Active_Dir/Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
5536216 bytes copied in 5.970 secs (7627507 bytes/sec)
Router# copy harddisk:
Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
118754284 bytes copied in 18.501 secs (6418804 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
8380500 bytes copied in 4.951 secs (7752070 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
1760468 bytes copied in 8.615 secs (7168946 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCCC
7557200 bytes copied in 5.255 secs (7146946 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg bootflash:
Active_Dir/Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in
progress...CCCC
1194832 bytes copied in 7.677 secs (6668599 bytes/sec)
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 1 force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
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Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing---
Checking operational impact of change

WARNING: Connection may be lost during installation of IOS package
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software --
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting IOS PID: 21552, in slot/bay 0/1
Applying final IPC and database definitions
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router# redundancy force-switchover
Proceed with switchover to standby RP? [confirm]

Manual Swact = enabled
%IOSXE_INFRA-6-CONSOLE_ACTIVE: R0/1 console active.
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Press RETURN to get started!
[OK]
*Aug 3 13:43:52.101 IST: %CMANRP-6-CMHASTATUS: RP switchover, received chassis event
to become active
*Aug 3 13:43:52.193 IST: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover (PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 3 13:43:52.194 IST: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover (PEER_DOWN)
*Aug 3 13:43:52.194 IST: %REDUNDANCY-3-SWITCHOVER: RP switchover
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 3 13:43:51.231 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Self reload. Reason: redundancy force-switchover
*Aug 3 13:43:51.461 IST: %SYS-5-SWITCHOVER: Switchover requested by
red_switchover_process. Reason: redundancy force-switchover.
*Aug 3 13:43:52.198 IST: %PLATFORM-6-HASTATUS: RP switchover, sent message became active.
IOS is ready to switch to primary after chassis confirmation
*Aug 3 13:43:52.200 IST: %CMANRP-6-CMHASTATUS: RP switchover, received chassis event
became active
*Aug 3 13:43:52.449 IST: %PLATFORM-6-HASTATUS_DETAIL: RP switchover, received chassis
event became active. Switch to primary (count 1)
*Aug 3 13:43:52.733 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0,
changed state to down
*Aug 3 13:43:53.098 IST: % Redundancy mode change to SSO
*Aug 3 13:43:53.126 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*Aug 3 13:43:53.127 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*Aug 3 13:43:53.127 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface LIIN0, changed state to up
*Aug 3 13:43:54.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Lsmpi0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:54.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface EOBC0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:54.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LIIN0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface Null0, changed state to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/8, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/10, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.117 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/0, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/1, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/0, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/1, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/3, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.119 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/5, changed state
to up
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/0, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/1, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/2, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/3, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/4, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/5, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/6, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/7, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/9, changed state
to administratively down

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
217

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



*Aug 3 13:43:55.124 IST: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/11, changed state
to administratively down
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Null0, changed
state to up
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/0/8, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/0/10, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
TenGigabitEthernet0/0/20, changed state to down
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
TenGigabitEthernet0/0/21, changed state to down
*Aug 3 13:43:56.118 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/0/0, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/0/1, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/1/0, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/1/1, changed state to up
*Aug 3 13:43:56.120 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
GigabitEthernet1/1/3, changed state to up
*Aug 3 13:44:05.127 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0, changed state to
up
*Aug 3 13:44:06.127 IST: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0,
changed state to up
*Aug 3 13:44:32.069 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 3 13:44:32.070 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 3 13:44:34.969 IST: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.
*Aug 3 13:45:40.946 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# show platform
Chassis type: ASR1004
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-2T+20X1GE ok 00:29:33
0/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 00:05:28
1 ASR1000-SIP10 ok 00:29:33
1/0 SPA-2X1GE-V2 ok 00:05:28
1/1 SPA-10X1GE-V2 ok 00:05:28
R0 ASR1000-RP2 ok 00:29:33
R0/0 ok, standby 00:01:46
R0/1 ok, active 00:06:12
F0 ASR1000-ESP40 ok, active 00:29:33
P0 ASR1004-PWR-AC ok 00:28:42
P1 ASR1004-PWR-AC ps, fail 00:28:42

Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 00200800 15.2(1r)S
1 07091401 15.3(3r)S
R0 08103002 15.3(3r)S
F0 1003190E 15.3(3r)S
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{rpaccess,rpios,rpcontrol}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
bay 0 force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
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Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
WARNING: Connection may be lost during installation of IOS package
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
No new package files added
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting IOS PID: 25452, in slot/bay 0/0

*Aug 3 13:48:07.051 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 3 13:48:07.052 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
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*Aug 3 13:48:07.052 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 3 13:48:09.683 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Aug 3 13:48:09.692 IST: % Redundancy mode change to SSO
**Aug 3 13:48:49.450 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 3 13:48:49.451 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 3 13:48:50.035 IST: %ISSU-3-PEER_IMAGE_NOT_IN_INCOMP_LIST: Peer image
(X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), version (15.3(3)S) on peer uid (48) is not
in the incompatible images list
*Aug 3 13:48:50.036 IST: %ISSU-3-PEER_IMAGE_NOT_IN_INCOMP_LIST: Peer image
(X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), version (15.3(3)S) on peer uid (48) is not
in the incompatible images list Applying final IPC and database definitions
*Aug 3 13:48:53.521 IST: %DYNCMD-7-CMDSET_UNLOADED: The Dynamic Command set from the
Shell Manager has been unloaded
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
cleaning temporary installation files
Finished update running software
SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 3 13:49:57.477 IST: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Aug 3 13:49:57.893 IST: %ISSU-3-PEER_IMAGE_REM_FROM_INCOMP_LIST: Peer image
(X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), version (15.3(2)S) on peer uid (48)
being removed from the incompatibility list
*Aug 3 13:49:57.893 IST: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Aug 3 13:49:57.895 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router # issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 1 force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
-- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
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WARNING: Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files

Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting SIP1
Applying final IPC and database definitions
*Aug 3 13:52:05.767 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (cc) offline in slot 1
*Aug 3 13:52:05.770 IST: %IOSXE_OIR-6-REMSPA: SPA removed from subslot 1/0, interfaces
disabled
*Aug 3 13:52:05.770 IST: %IOSXE_OIR-6-REMSPA: SPA removed from subslot 1/1, interfaces
disabled
*Aug 3 13:52:05.778 IST: %SPA_OIR-6-OFFLINECARD: SPA (SPA-2X1GE-V2) offline in subslot
1/0
*Aug 3 13:52:05.786 IST: %SPA_OIR-6-OFFLINECARD: SPA (SPA-10X1GE-V2) offline in subslot
1/1
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software
SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 3 13:53:00.262 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 1
*Aug 3 13:53:00.901 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 1/0
*Aug 3 13:53:01.194 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 1/1
*Aug 3 13:53:18.148 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/0: Interface EOBC1/1, changed state to
up
*Aug 3 13:53:23.978 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-2X1GE-V2) online in subslot
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1/0
*Aug 3 13:53:23.609 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/1: Interface EOBC1/1, changed state to
up
*Aug 3 13:53:26.288 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/0,changed state
to up
*Aug 3 13:53:26.471 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/0/1, changed state
to up
*Aug 3 13:53:26.605 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/0: Interface GigabitEthernet1/0/0, changed
state to up
*Aug 3 13:53:29.056 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-10X1GE-V2) online in subslot
1/1
*Aug 3 13:53:31.020 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/1, changed state
to up
*Aug 3 13:53:31.030 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/3, changed state
to up
*Aug 3 13:53:31.042 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/4, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.045 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/5, changed state
to up
*Aug 3 13:53:31.046 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/6, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.048 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/7, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.051 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/8, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.053 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/9, changed state
to down
*Aug 3 13:53:31.312 IST: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet1/1/0, changed state
to up
*Aug 3 13:53:32.833 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/1: Interface GigabitEthernet1/1/0, changed
state to up
*Aug 3 13:53:33.007 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/1: Interface GigabitEthernet1/1/7, changed
state to down
Router# issu commitversion
-- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 0 force
---- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
-- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification

---Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
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Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes --
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Finished list of software package changes

--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Applying final IPC and database definitions
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router# issu commitversion
--- Starting locallock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0
---Finished local lock acquisition on R0
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--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
---Starting image file verification---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraint
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification

--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/s
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING: Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Finished list of software package changes

--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
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Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP0
Applying final IPC and database definitions

*Aug 3 14:02:51.450 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F0
Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information
Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software
SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 3 14:04:49.802 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 preparing
image/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 3 14:04:50.172 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 3 14:04:50.746 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F0
*Aug 3 14:04:55.480 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 3 14:04:55.698 IST: %CPPHA-7-READY: F0: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Aug 3 14:04:55.837 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F0: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Pocessing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
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Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Finished list of software package changes

--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned.
New software will load on reboot.
Router# show version provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package:rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/1
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
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File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09
Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/0
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/1
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: spx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
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File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
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File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
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File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
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File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Router# reload
<some output removed for brevity>
Router# request platform software package clean
Cleaning up unnecessary package files
No path specified, will use booted path bootflash:Active_Dir/packages.conf
Cleaning bootflash:Active_Dir
Scanning boot directory for packages ... done.
Preparing packages list to delete ...asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete... asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

File is in use, will not delete....asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not

delete...asr1000rp2-rpios-dventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete...sr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete... packages.conf
File is in use, will not delete...done.

Files that will be deleted:
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
packages.conf.00-
packages.conf.01-
packages.conf.02-
packages.conf.03-
packages.conf.04-
packages.conf.05-

Do you want to proceed? [confirm]y
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...done.

Deleting file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf ...
done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...

done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.00- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.01- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.02- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.03- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.04- ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.05- ... done.

SUCCESS: Files deleted.

Minimal Disruptive Restart ISSU
いずれかのモードで SIPのソフトウェアアップグレードを実行すると、SIPがリセットされ、
アップグレード中に最小限の障害が発生します。Minimal Disruptive Restart（MDR）は、ソフ
トウェアアップグレード中のトラフィックの中断を最小限に抑えて、SIP-40の統合パッケージ
ソフトウェアアップグレードおよびサブパッケージソフトウェアアップグレードをサポート

します。

MDRを使用した SIPのソフトウェアアップグレードは、Cisco IOS XEリリース 3.8S以降を実
行している Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでのみサポートされま
す。

MDRアップグレード（統合アップグレードとサブパッケージアップグレードの両方）は、
ハードウェア冗長デュアルルートプロセッサ（RP）および拡張サービスプロセッサ（ESP）プ
ラットフォームでのみサポートされます。

（注）

MDRは、SIPとその中の SPAの ISSUによるダウンタイム（データプレーンが使用できない時
間）を削減します。ダウンタイムは、SIPリロードでは 100秒から 25秒以下に、SPAリロー
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ドでは 30秒から 10秒以下に短縮されます。MDRまたは非MDRアップグレードを使用する
SIPまたは SPAのリロード時間は変わりません。

SIPのMDRは、次の条件が満たされている場合に許可されます。

•シャーシがハードウェア冗長（デュアル RPおよびデュアル ESP）である。
• SIPタイプがMDRをサポートしている。
• MDRプロセスのため、SIPに少なくとも 1つのMDR互換 SPAが存在する必要がある。
• SIPに関連付けられているすべての SPAがMDRをサポートしている。
•現在のソフトウェアバージョンとアップグレードソフトウェアバージョンの両方が、存
在する各 SPAタイプの SIPBaseサブパッケージと SIPSPAサブパッケージの両方に対して
ISSUおよびMDR互換である必要がある。

次の SPAがMDRをサポートしています。

• SPA-2X1GE-V2•
• SPA-5X1GE-V2
• SPA-8X1GE-V2
• SPA-10X1GE-V2
• SPA-1X10GE-L-V2

IOS XEリリース 3.10S以降では、MDRサポートが拡張され、次の SPAが含まれるようになり
ました。

• SPA-2XOC3-POS•
• SPA-4XOC3-POS
• SPA-4XOC3-POS-V2
• SPA-8XOC3-POS
• SPA-1XOC12-POS
• SPA-2XOC12-POS
• SPA-4XOC12-POS
• SPA-8XOC12-POS

Cisco IOS XEリリース 3.12S以降、Cisco ASR 1000シリーズ固定型イーサネットラインカード
（ASR1000-2T+20X1GE）は、ELCBaseおよび ELCSPAパッケージのMinimal Disruptive Restart
（MDR）をサポートします。ASR1000-2T+20X1GEのMDRサポートは、特に Cisco ASR 1006
ルータおよびルートプロセッサ 2（RP2）を搭載した Cisco ASR 1013ルータで使用できます。

Cisco ASR 1000シリーズ固定型イーサネットラインカード（ASR1000-2T+20X1GE）の詳細に
ついては、次のマニュアルを参照してください。

Cisco ASR 1000 Series Fixed Ethernet Line Card Hardware Installation Guide [英語]

Cisco ASR 1000 Fixed Ethernet Line Card Software Configuration Guide [英語]

統合パッケージまたは個々のサブパッケージのMDRアップグレードの互換性を確認するに
は、mdrオプションを指定した request platform software package verifyおよび issu checkversion
コマンドを使用します。

ISSUアップグレードを実行するときに、アップグレードでMDRを使用するかどうかを指定で
きます。これを指定しない場合、ISSUアップグレードプロセスは変更されません。
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制約事項と制限

• MDRは、Cisco ASR 1001ルータ、Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1002ルータ、Cisco
ASR 1002-Xルータ、Cisco ASR 1004ルータなどの非ハードウェア冗長プラットフォーム
ではサポートされません。また、単一の RPまたは ESPのみを備えた Cisco ASR 1006ルー
タあるいはCisco ASR 1013ルータなどの冗長ハードウェアを搭載していないハードウェア
冗長プラットフォームでもサポートされません。

• MDRは、Polaris 16.x.xリリースではサポートされません。

• MDRは、SIP10ではサポートされません。
• MDRは、ソフトウェアのダウングレードをサポートしません。
• MDRを使用するには、現在のソフトウェアとアップグレードソフトウェアの両方が ISSU
およびMDR互換である必要があります。

• SIPがMDRのアップグレードを実行している場合、アップグレード中に次のイベントを
処理することはできません。

•高速再ルーティング（FRR）
•自動保護スイッチング（APS）
• Ethernet over Multiprotocol Label Switching（EoMPLS）および疑似回線（PW）がダウン
しました。接続回線（AC）ポートをシャットダウンする必要があります。

•インターフェイスフラップとインターフェイスエラー
•インターフェイス固有またはラインカード固有の設定の変更
• SPA活性挿抜（OIR）
•トランシーバ OIR
•回線アラーム
•統計：エラー数がリセットされます。

高可用性の考慮事項

MDRプロセス中に高可用性（HA）フェールオーバーが発生すると、プロセスが終了します。
これには、MDRアップグレードプロセス中のアクティブ RP IOSフェールオーバーや、サブ
パッケージのアップグレード中の冗長ハードウェアを備えたシャーシでのアクティブ RP FRU
障害などの障害が含まれます。

統合パッケージを使用したMDRアップグレードの場合、ESPソフトウェアのアップグレード
後に、アップグレードされたアクティブな RPによってアップグレードが開始されます。
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MDRによるデュアルルートプロセッサ構成での ISSUを
使用した統合パッケージアップグレードの実行

ISSUを使用した統合パッケージのアップグレードは、ルートプロセッサ構成の場合にだけ実
行できます。単一ルートプロセッサ構成での統合パッケージのアップグレードでは、ISSUは
サポートされません。

ISSUアップグレードの完了後に、Cisco ASR 1000シリーズルータの RPを統合パッケージを
使用してMDRで実行する場合は、次の手順を使用します。

この手順は、現在の RPがすでに統合パッケージを実行している場合にのみ機能します。（注）

手順の概要

1. ip tftp source-interface gigabitethernet slot/port

2. copy tftp: URL-to-target-location

3. copy source-file-system:filename standby-destination-filesystem

4. dir URL-to-target-location

5. issu checkversion rp upgrade-rp-number file URL mdr {force}
6. product="kwdname="issu loadversion rp upgrade-rp-number file standby-file-system:filename

mdr {force}
7. issu runversion
8. telnetip-addressport

9. issu acceptversion
10. issu commitversion
11. show version
12. hw-module slot RP-slot reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet slot/port

例：

ステップ 1

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0

管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

統合パッケージをアクティブRPにコピーします。copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 2

copy source-file-system:filename
standby-destination-filesystem

例：

例：

Router# copy tftp bootflash:

統合パッケージをスタンバイRPにコピーします。copy source-file-system:filename
standby-destination-filesystem

ステップ 3

例：

例：

Router# copy
bootflash:asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
stby-bootflash:

（オプション）ターゲットディレクトリの格納ファ

イルを表示して、ファイルパッケージが正常にコ

ピーされたことを確認します。

dir URL-to-target-location

例：

dir URL-to-target-stby-location

ステップ 4

例：

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# dir stby-bootflash:

スタンバイルートプロセッサ（RP）での ISSUMDR
ソフトウェアパッケージの互換性を確認します。

issu checkversion rp upgrade-rp-number file URL mdr
{force}

例：

ステップ 5

例：

Router#issu checkversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
mdr
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目的コマンドまたはアクション

ターゲット統合パッケージをスタンバイRPにロー
ドします。

product="kwdname="issu loadversion rp
upgrade-rp-number file standby-file-system:filename mdr
{force}

ステップ 6

最終的な状態に到達したことを示すメッセージが表

示されたら、ステップ 7に進みます。例：

例：

Router# issu loadversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
mdr

ステップ6でロードした統合パッケージを実行しま
す。

issu runversion

例：

ステップ 7

最終的な状態に到達する前にこのコマンド

が入力されると、「peer is not online」また
は「Standby RP is not in terminal state」とい
うエラーメッセージが表示され、issu
runversionコマンドは機能しません。こう
した理由で issu runversionコマンドが実行
されない場合は、「terminal state is reached」
というメッセージが表示されるのを待って

から、issu runversionコマンドを再試行し
ます。show platformコマンドを使用して、
最終的な状態をモニターすることもできま

す。

（注）

例：

Router# issu runversion

ISSU runversionが完了すると、スイッチオーバーが
自動的に発生し、スタンバイ RPがアクティブ RP
になります。

アップグレードする RPにログインし、できれば
RPのコンソールポートを使用して、アップグレー

telnetip-addressport

例：

ステップ 8

ドを完了します。（これは ISSUプロセスの前はス
タンバイ RPだった新しいアクティブ RPです）。

例：
RPにログインした後、ホスト名の末尾に
「-stby」と入力されていないことを確認し
ます。この名前は、アクセスしている RP
がまだスタンバイ RPであることを示して
いるためです。

（注）

[unix-server-1 ~]$ telnet 198.51.100.157
2003

例：

User Access Verification コンソールポートにログインするには、さまざまな

方法があります。この例は、Telnetを使用したUNIX例：
ホストからのコンソールポートへのアクセスを示し

ています。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Username: user

例：

Password: ********

例：

例：

Router>

（オプション）ISSUロールバックタイマーを停止
します。

issu acceptversion

例：

ステップ 9

ロールバックタイマーが期限切れになる前にステッ

プ10が完了している限り、このステップはオプショ
ンです。

例：

Router# issu acceptversion

ISSUアップグレードを完了します。issu commitversion

例：

ステップ 10

例：

Router# issu commitversion

（オプション）次に示すように、show version、
show platform、または show running-configuration

show version

例：

ステップ 11

コマンドを入力して、アップグレードが正常に完了

したことを確認します。
show version active-RP running

例：
• show version：正しいソフトウェアバージョン
がルータで実行されていること、およびRPがshow version active-RP provisioned

正しいファイルから起動されていることを確認

します。

例：

show platform

• show running-configuration：ブート設定、特に
ブートシステムステートメントが正しいこと

を確認します。

例：

show running-configuration

show running-config | include bootコマンド
を使用すると、show running-configuration
出力からのブートステートメントのみを表

示できます。

ヒント
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目的コマンドまたはアクション

• show platform：RP0と RP1の両方がアクティ
ブおよびスタンバイとして正しく動作している

ことを確認します。

スタンバイRPで新しいソフトウェアをリロードし
ます。

hw-module slot RP-slot reload

例：

ステップ 12

例：

Router# hw-module slot R0 reload

例

次に、デュアルルートプロセッサ構成で統合パッケージアップグレードを実行する例を示しま

す。

Router(config)# ip tftp source-interface gigabitethernet 0
Router#copy tftp: bootflash
:
Address or name of remote host []? 198.51.100.81
Source filename []? asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin
Destination filename [asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin]?
Accessing tftp://198.51.100.81/asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin...
Loading asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin from 198.51.100.81 (via
GigabitEthernet0/0/0): !!!!!!!!
[OK - 577420028 bytes]
577420028 bytes copied in 317.985 secs (1815872 bytes/sec)
Router#copy bootflash: stby-bootflash:

Source filename []? asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin
Destination filename [asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin]
?
Copy in progress...CCCCCC<output removed for brevity>
577420028 bytes copied in 154.951 secs (3726469 bytes/sec)
Router#dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Sep 26 2011 00:30:14 +00:00 lost+found
208833 drwx 4096 Sep 26 2011 00:30:57 +00:00 .ssh
48193 drwx 4096 Mar 12 2013 20:03:38 +00:00 .prst_sync
128513 drwx 4096 Sep 23 2012 19:08:45 +00:00 .rollback_timer
192770 drwx 4096 Sep 23 2012 19:08:45 +00:00 .installer

16 -r-- 680 Oct 10 2012 20:27:21 +00:00 debug.conf
22 -rw- 1135306 Nov 30 2012 02:15:24 +00:00 policy-250.pkg

224897 drwx 4096 Mar 12 2013 17:32:24 +00:00 vman_fdb
13 -r-- 577995644 Mar 12 2013 21:17:20 +00:00

asr1000rp2-adventerprisek9.03.08.00.S.153-1.S.bin
14 -r-- 577420028 Mar 12 2013 21:34:48 +00:00

asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin
192769 drwx 4096 May 30 2012 03:36:18 +00:00 virt_strg_pool_bf

25 -rw- 0 Feb 26 2012 16:16:36 +00:00 virtual-instance-upgrade.conf
1940303872 bytes total (683945984 bytes free)
Router# dir stby-bootflash:
Directory of stby-bootflash:/
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11 drwx 16384 Apr 28 2009 03:43:50 +00:00 lost+found
16065 drwx 4096 Mar 12 2013 18:26:02 +00:00 .installer
208833 drwx 4096 May 30 2012 03:36:52 +00:00 virt_strg_pool_bf
48193 drwx 4096 Mar 12 2013 22:39:32 +00:00 .prst_sync
64257 drwx 4096 Mar 12 2013 18:26:02 +00:00 .rollback_timer
224897 drwx 4096 Mar 12 2013 18:18:18 +00:00 vman_fdb
112449 drwx 4096 Jan 26 2011 16:57:39 +00:00 .ssh

12 -r-- 577995644 Mar 12 2013 21:17:47 +00:00
asr1000rp2-adventerprisek9.03.08.00.S.153-1.S.bin

14 -r-- 680 Sep 4 2012 23:29:00 +00:00 debug.conf
13 -r-- 577420028 Mar 12 2013 21:18:12 +00:00

asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin
20 -rw- 0 Feb 26 2012 16:16:36 +00:00 virtual-instance-upgrade.conf

1940303872 bytes total (685084672 bytes free)
Router#issu checkversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin mdr
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting system installation readiness checking ---
Finished system installation readiness checking
--- Starting image verification ---
Compatibility check with running software on active RP
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Finished image verification
--- Starting mdr compatibility verification ---
Extracting consolidated package content
Checking and verifying packages contained in consolidated package
Creating candidate provisioning file
Processing candidate provisioning file
Finished mdr compatibility verification
SUCCESS: Software is ISSU MDR compatible.
Router# issu loadversion rp 1 file stby-bootflash:
asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin mdr

--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting system installation readiness checking ---
Finished system installation readiness checking
--- Starting image verification ---
Compatibility check with running software on active RP
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
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Software sets are identified as compatible
Finished image verification
--- Starting mdr compatibility verification ---
Extracting consolidated package content
Checking and verifying packages contained in consolidated package
Creating candidate provisioning file
Processing candidate provisioning file
Finished mdr compatibility verification
--- Starting installation changes ---
Setting up image to boot on next reset
Starting automatic rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Software will now load.
*Mar 14 19:55:44.264: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R1
*Mar 14 19:55:44.288: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Mar 14 19:55:44.288: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Mar 14 19:55:44.288: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Mar 14 19:55:46.347: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Mar 14 19:55:46.357: % Redundancy mode change to SSO
Router#
*Mar 14 19:59:37.523: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R1
*Mar 14 19:59:46.889: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Mar 14 19:59:46.889: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Mar 14 19:59:49.794: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.

*Mar 14 20:00:58.364: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Mar 14 20:00:58.777: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Mar 14 20:00:59.778: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu runversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting switchover readiness checking ---
Finished switchover readiness checking
SUCCESS: Standby RP will now become active
Initiating active RP failover
Mar 14 20:02:19.797 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: Process manager is exiting: reload fru
action requested
Initializing Hardware ...
Calculating the ROMMON CRC ... CRC is correct
System Bootstrap, Version 15.2(1r)S, RELEASE SOFTWARE
Copyright (c) 1994-2011 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: LocalSoft
[Output removed for brevity]
Press RETURN to get started!
*Mar 14 20:08:51.197: %REDUNDANCY-3-PEER_MONITOR: PEER_FOUND event on standby
*Mar 14 20:09:53.509: %SYS-5-RESTART: System restarted --
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
15.3(1)S, RELEASE SOFTWARE (fc4)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2012 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 27-Nov-12 11:13 by mcpre
*Mar 14 20:10:00.174: %PLATFORM-6-RF_PROG_SUCCESS: RF state STANDBY HOT
Router-stby>

手順のこの時点で、UNIXクライアントを使用して他の RPにログインします。
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[unix-server-1 ~]$ telnet 198.51.100.157 2013
User Access Verification
Username: user
Password: ********
Router>
*Mar 14 20:02:15.767: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*Mar 14 20:02:15.768: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*Mar 14 20:02:15.768: %LINK-3-UPDOWN: Interface LIIN0, changed state to up
*Mar 14 20:02:16.768: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Lsmpi0, changed
state to up
*Mar 14 20:02:16.768: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface EOBC0, changed
state to up
*Mar 14 20:02:16.768: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0,
changed state to down
*Mar 14 20:02:16.768: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LIIN0, changed
state to up
*Mar 14 20:02:17.498: %CRYPTO-6-ISAKMP_ON_OFF: ISAKMP is OFF
*Mar 14 20:02:17.498: %CRYPTO-6-GDOI_ON_OFF: GDOI is OFF
*Mar 14 20:02:17.756: %LINK-3-UPDOWN: Interface Null0, changed state to up
*Mar 14 20:02:17.757: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/0, changed state to
up
*Mar 14 20:02:17.757: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Loopback0, changed
state to up
*Mar 14 20:02:17.757: %LINK-3-UPDOWN: Interface Loopback0, changed state to up
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/1, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/2, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/3, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/4, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/5, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/6, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/0/7, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/1/0, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:17.765: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0/1/1, changed state to
administratively down
*Mar 14 20:02:18.756: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Null0, changed
state to up
*Mar 14 20:02:18.757: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/0,
changed state to up
*Mar 14 20:04:05.534: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Mar 14 20:04:05.863: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Mar 14 20:04:07.781: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F1
*Mar 14 20:04:11.123: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Mar 14 20:04:11.342: %CPPHA-7-READY: F1: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Mar 14 20:04:11.472: %IOSXE-6-PLATFORM: F1: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
*Mar 14 20:04:19.443: %PLATFORM-5-RESETCARD: R1/0: card_reset: ESP0 reset to acquire
provisioned software
*Mar 14 20:04:19.458: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F0
*Mar 14 20:04:21.546: %MDR-5-CARD_RESTART: R1/0: card_mdr: Minimal Disruptive Restart
SIP0 to acquire provisioned software
*Mar 14 20:04:29.266: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP0: cmcc: SPA0 initiated Minimal Disruptive
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Restart
*Mar 14 20:04:29.269: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP0: cmcc: SPA1 initiated Minimal Disruptive
Restart
*Mar 14 20:04:29.270: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP0: cmcc: SPA2 initiated Minimal Disruptive
Restart
*Mar 14 20:05:17.807: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 0
*Mar 14 20:05:21.287: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 0/0
*Mar 14 20:05:21.630: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 0/1
*Mar 14 20:05:21.896: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 0/2
*Mar 14 20:05:29.364: %LINK-3-UPDOWN: SIP0/0: Interface EOBC0/1, changed state to up
*Mar 14 20:05:34.058: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-8X1GE-V2) online in subslot 0/0
*Mar 14 20:05:33.064: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP0: cmcc: SPA0 completed Minimal Disruptive
Restart
*Mar 14 20:05:34.093: %LINK-3-UPDOWN: SIP0/1: Interface EOBC0/1, changed state to up
*Mar 14 20:05:35.125: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-8X1GE-V2) online in subslot 0/1
*Mar 14 20:05:34.130: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP0: cmcc: SPA1 completed Minimal Disruptive
Restart
*Mar 14 20:05:34.099: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP0/1: transceiver module inserted in
GigabitEthernet0/1/0
*Mar 14 20:05:35.046: %LINK-3-UPDOWN: SIP0/0: Interface GigabitEthernet0/0/0, changed
state to up
*Mar 14 20:05:37.996: %LINK-3-UPDOWN: SIP0/2: Interface EOBC0/1, changed state to up
*Mar 14 20:05:43.230: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-8X1GE-V2) online in subslot 0/2
*Mar 14 20:05:42.239: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP0: cmcc: SPA2 completed Minimal Disruptive
Restart
*Mar 14 20:06:10.368: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Mar 14 20:06:10.697: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Mar 14 20:06:12.158: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F0
*Mar 14 20:06:15.940: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Mar 14 20:06:16.158: %CPPHA-7-READY: F0: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Mar 14 20:06:16.290: %IOSXE-6-PLATFORM: F0: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
*Mar 14 20:08:41.564: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R0
*Mar 14 20:08:51.188: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Mar 14 20:08:51.188: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Mar 14 20:08:54.115: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.
*Mar 14 20:10:00.611: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Mar 14 20:10:01.026: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Mar 14 20:10:02.027: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router>enable

Router# issu acceptversion
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
Cancelling rollback timer
SUCCESS: Rollback timer cancelled
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting commit readiness checking ---
Finished commit readiness checking
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Saving image changes
Finished installation changes
Building configuration...
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[OK]
SUCCESS: version committed: bootflash:asr1000rp2-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.bin

ソフトウェアのバージョンと設定を確認したら、次の例に示すように RPをリロードします。

Router# hw-module slot R0 reload
Proceed with reload of module? [confirm]

*Mar 14 20:31:05.511: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R0
*Mar 14 20:31:05.587: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Mar 14 20:31:05.588: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Mar 14 20:31:05.588: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Mar 14 20:31:07.622: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Mar 14 20:31:07.632: % Redundancy mode change to SSO
*Mar 14 20:34:29.337: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R0
*Mar 14 20:34:38.988: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Mar 14 20:34:38.988: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Mar 14 20:35:47.610: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Mar 14 20:35:48.023: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Mar 14 20:35:49.025: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)

MDRによる Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1013
ルータでの ISSU（issuコマンドセット）を使用したサブ
パッケージのアップグレード

手順の概要

1. show version
2. copy running-config startup-config
3. mkdir URL-to-directory-name

4. ip tftp source-interface gigabitethernet port

5. copy tftp: URL-to-target-location

6. request platform software package expand file URL-to-consolidated-package

7. dir target-URL

8. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

9. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

10. product="kwdname="issu checkversion rp standby-RP product="name="> file
standy-file-system:asr1000rp*version*.pkg mdr {force}

11. issu loadversion rp standby-RP file
target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg product="name=">force

12. hw-module slot standby-RP reload
13. issu loadversion rp active-RP file

URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg slotSIP-slot-number
product="name=">mdr {force}
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14. issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg slotELC-slot-number mdr
product="name=">{force}

15. issu loadversion rp active-RP file URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg slot
standby-ESP-slot

16. issu loadversion rp active-RP file URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg force
17. show version active-RP provisioned
18. redundancy force-switchover
19. request platform software package clean

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（オプション）以下の手順に従い、次のコマンドを

使用して現在のルータ設定を確認します。

show version

例：

ステップ 1

• show versionおよび show version active-rp
installed：ルータで実行されている Cisco IOS

show version active-rp installed

例：
XEソフトウェアのバージョン、ルータの起動

dir filesystem: directory
に使用されたファイル、およびそのファイルの

保存場所を確認します。例：

• dir：ルータの起動に使用されたファイルがディ
レクトリに存在することを確認します。

show platform

例：
• show platform：アクティブおよびスタンバイ

RPの現在のステータスを確認します。show redundancy states

例： • show redundancy states：運用状態および設定
済みの冗長性の状態を確認します。

例：

Router# show version

例：

Router# show version r0 installed

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# show platform

例：

Router# show redundancy states

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
245

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

MDRによる Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1013ルータでの ISSU（issuコマンドセット）を使用したサブパッケージのアップグレード



目的コマンドまたはアクション

システムの状態に問題がないことを確認したら、現

在の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 2

例：

Router# copy running-config
startup-config

統合パッケージとサブパッケージを保存するディレ

クトリを作成します。

mkdir URL-to-directory-name

例：

ステップ 3

このディレクトリは、ほとんどの場合に作成する必

要があります。これは、統合パッケージとサブパッ例：
ケージを、手順のこのステップでルータを起動した

サブパッケージから分離する必要があるためです。Router# mkdir bootflash:tmp

例：

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet port

例：

ステップ 4

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0
管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）

ステップ3で作成したディレクトリに統合パッケー
ジファイルをコピーします。

copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 5

このステップの統合パッケージは、現在ルータを実

行しているサブパッケージが保存されているディレ例：
クトリ（ルータの起動元である packages.confプロ

Router# copy tftp: bootflash:tmp ビジョニングファイルを含むディレクトリ）にコ

ピーしないでください。

type="tip"

手順のこのステップを実行する際、容量を

考慮して、usb:または harddisk:ファイルシ
ステムにパッケージをコピーすることをお

勧めします。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

サブパッケージを統合パッケージファイルから一時

ディレクトリに抽出します。

request platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

例：

ステップ 6

一時的なサブディレクトリにサブパッケー

ジを抽出するように十分に注意し、手順の

この時点で現在ルータを実行しているファ

イルを削除しないでください。ISSUアップ
グレードの前にルータで実行されていたファ

イルを消去するには、ISSUアップグレード
が完了した後に request platform software
package cleanコマンドを入力します。

（注）

例：

Router# request platform software package
expand file
bootflash:tmp/asr1000rp2-adventerprisek.9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin

例：

（オプション）ディレクトリを表示して、ファイル

が抽出されたことを確認します。

dir target-URL

例：

ステップ 7

例：

Router# dir bootflash:tmp

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、アク

ティブRPを実行しているサブパッケージが現在保
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

ステップ 8

存されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
248

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

MDRによる Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1013ルータでの ISSU（issuコマンドセット）を使用したサブパッケージのアップグレード



目的コマンドまたはアクション

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
249

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

MDRによる Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1013ルータでの ISSU（issuコマンドセット）を使用したサブパッケージのアップグレード



目的コマンドまたはアクション

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、スタン

バイRPを実行しているサブパッケージが現在保存
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

ステップ 9

されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

Examples:
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

例：
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# ccopy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

例：

Router# ccopy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

スタンバイルートプロセッサ（RP）での ISSUMDR
ソフトウェアパッケージの互換性を確認します。

product="kwdname="issu checkversion rp standby-RP
product="name="> file
standy-file-system:asr1000rp*version*.pkg mdr {force}

ステップ 10

例：

例：

例：

Router#issu checkversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp2-*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
mdr
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイRPのRPサブパッケージをアップグレー
ドします。ここでは“rp*”ワイルドカードを指定し

issu loadversion rp standby-RP file
target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg
product="name=">force

ステップ 11

て、目的のアップグレードリリースのすべての RP
サブパッケージをキャプチャします。例：

例：

Router# issu loadversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp2-*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
force

スタンバイ RPをリロードします。hw-module slot standby-RP reload

例：

ステップ 12

例：

Router# hw-module slot R1 reload

MDRを使用して、ルータ上の SIPおよび各 SIPの
SPAサブパッケージをアップグレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg
slotSIP-slot-number product="name=">mdr {force}

ステップ 13

このステップでは、一度に1つのSIPのアッ
プグレードを実行するようにし、次のステッ

プを実行する前に、ルータにインストール

されている各 SIPに対してアップグレード
を繰り返す必要があります。

（注）
例：

issu commitversion

例：

type="tip"

show ip interface briefコマンドを使用する
と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（SIP-number/SPA-number/interface-numberの
形式）は、ルータ内の SIPおよび SPAの位
置を識別します。

（注）例：

例：

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00*pkg
mdr

この CLI（sipbaseおよび sipspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 2.1.2で導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。

（注）

例：

Router# issu commitversion

MDRを使用して、ルータ上の各ELCのイーサネッ
トラインカード（ELC）および SPAサブパッケー
ジをアップグレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg
slotELC-slot-number mdr product="name=">{force}

例：

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

issu commitversion このステップでは、一度に 1つの ELCの
アップグレードを実行するようにし、次の

ステップを実行する前に、ルータにインス

トールされている各ELCに対してアップグ
レードを繰り返す必要があります。

（注）

例：

例：

type="tip"

show ip interface briefコマンドを使用する
と、ELCおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（ELC-number/SPA-number/interface-number
の形式）は、ルータ内の ELCおよび SPA
の位置を識別します。

（注）
例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
mdr

例：

Router# issu commitversion
この CLI（elcbaseおよび elcspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 3.10Sで導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。

（注）

スタンバイおよびアクティブ ESPの ESPベースサ
ブパッケージをアップグレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot standby-ESP-slot

ステップ 15

アクティブ RPで issu loadversion rpコマンドを入
力すると、ESPスイッチオーバーが自動的に発生し例：

issu commitversion ます。このスイッチオーバーの結果として、最小限

のトラフィック中断が発生します。例：

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot active-ESP-slot

例：

issu commitversion

例：

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
slot 1

例：

Router# issu commitversion

例：
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
slot 0

例：

Router# issu commitversion

アクティブRPのすべてのサブパッケージをアップ
グレードします。

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg force

例：

ステップ 16

このステップは、ルータ上のすべてのサブ

パッケージがこのステップの一環としてアッ

プグレードされたことを確認するために必

要であり、プロセスで見落とされていた一

部のサブパッケージがアップグレードされ

る可能性があります。

（注）

例：

Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:asr1000rp2*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
force

（オプション）サブパッケージがプロビジョニング

されインストールされていることを確認します。

show version active-RP provisioned

例：

ステップ 17

show version active-RP installed

例：

例：

Router# show version r0 provisioned

例：

Router# show version r0 installed

RPスイッチオーバーを強制してアップグレードを
完了します。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 18

例：

Router# redundancy force-switchover

（オプション）使用されていないすべてのサブパッ

ケージファイルをルータから削除します。

request platform software package clean

例：

ステップ 19

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router# request platform software package
clean

例

次に、issuコマンドセットを使用した、デュアル RPが設定された Cisco ASR 1006ルータまた
は ASR 1013ルータでのサブパッケージを使用した ISSUアップグレードの例を示します。
Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
15.3(2)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
<output removed for brevity>
System image file is bootflash:Active_Dir/packages.conf
<output removed for brevity>
cisco ASR1013 (RP2) processor with 4208889K/6147K bytes of memory.
Processor board ID FOX1343GJGC
20 Gigabit Ethernet interfaces
6 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
1925119K bytes of eUSB flash at bootflash:.
78085207K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Configuration register is 0x2102
Router# show platform
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d03h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d03h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d03h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d03h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d03h
F0 ASR1000-ESP100 ok, active 1d03h
F1 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d03h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d03h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.3(1r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router# show version r0 installed
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: a624f70f68c60292f4482433f43afd92487a55c4

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538
Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

<output removed for brevity>
Router# dir bootflash:Active_Dir
Directory of bootflash:/Active_Dir/

20 -rw- 41104112 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

21 -rw- 50285296 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

22 -rw- 82514676 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

23 -rw- 101084628 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

17 -rw- 9059 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf

24 -rw- 29012724 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg

25 -rw- 49898964 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

26 -rw- 46557940 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg

27 -rw- 114612988 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg

28 -rw- 41954036 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

29 -rw- 60957428 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

19 -rw- 9838 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30 packages.conf
1940303872 bytes total (503164928 bytes free)
Router# show redundancy states

my state = 13 -ACTIVE
peer state = 8 -STANDBY HOT

Mode = Duplex
Unit = Primary

Unit ID = 48
Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso

Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = enabled

Communications = Up
client count = 108

client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0

Router# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# mkdir harddisk:Target_Subs
Create directory filename [Target_Subs]?
Created dir harddisk:/Target_Subs
Router#
Router#
Router#
Router# request platform software package expand file
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin to
harddisk:Target_Subs
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
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Router#
Router#
Router# dir harddisk:Target_Subs
Directory of harddisk:/Target_Subs/
3358722 -rw- 569597380 Aug 4 2013 18:45:38 +05:30
asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
7684099 -rw- 37557200 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684100 -rw- 51194832 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684101 -rw- 80657364 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684102 -rw- 95446456 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684097 -rw- 9381 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.conf
7684103 -rw- 23350232 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684104 -rw- 37694900 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684105 -rw- 45536216 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684106 -rw- 118754284 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684107 -rw- 38380500 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684108 -rw- 61760468 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684098 -rw- 10165 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30 packages.conf
78704144384 bytes total (9254879232 bytes free)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC80657364 bytes copied in 11.951 secs (6749005 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC
95446456 bytes copied in 14.213 secs (6715433 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC
23350232 bytes copied in 3.441 secs (6785885 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC37694900 bytes copied in 5.598 secs (6733637 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC45536216 bytes copied in 6.797 secs (6699458 bytes/sec)
Router#
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCC118754284 bytes copied in 17.798 secs (6672339 bytes/sec)
Router#
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Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CC38380500 bytes copied in 5.962 secs (6437521 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCCCC61760468 bytes copied in 9.408 secs (6564676 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCC37557200 bytes copied in 5.650 secs (6647292 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCC51194832 bytes copied in 7.397 secs (6921026 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC80657364 bytes copied in 132.765 secs (607520 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC95446456 bytes copied in 177.587 secs (537463 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC23350232 bytes copied in 55.396 secs (421515 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC
37694900 bytes copied in 86.199 secs (437301 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCC
45536216 bytes copied in 101.527 secs (448513 bytes/sec)
Router#
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC118754284 bytes copied in 212.646 secs (558460 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC38380500 bytes copied in 83.162 secs (461515 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCC61760468 bytes copied in 119.391 secs (517296 bytes/sec)
Router#
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Router#copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCC37557200 bytes copied in 57.106 secs (657675 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCCC51194832 bytes copied in 87.453 secs (585398 bytes/sec)
Router#
Router# issu checkversion rp 1 file
stby-bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg mdr force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
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--- Starting mdr compatibility verification ---
Finished mdr compatibility verification
SUCCESS: Software is ISSU MDR compatible.
Router#
Router#
Router# issu loadversion rp 1 file
stby-bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router#
Router#
Router# hw-module slot r1 reload
Proceed with reload of module? [confirm]Y
Router#
*Aug 4 19:14:01.721 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R1
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 4 19:14:03.584 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Aug 4 19:14:03.594 IST: % Redundancy mode change to SSO
Router#
*Aug 4 19:17:35.443 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R1
Router#
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 4 19:17:51.003 IST: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.

*Aug 4 19:19:08.380 IST: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Aug 4 19:19:08.797 IST: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Aug 4 19:19:08.798 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router#
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 2 mdr
force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
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Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting mdr compatibility verification ---
Finished mdr compatibility verification
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
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Replacing CLI software
Restarting software

Aug 4 19:20:48.949 IST: %MDR-5-CARD_RESTART: R0/0: card_mdr: Minimal Disruptive Restart
SIP2 to acquire provisioned software Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:20:58.013 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA0 initiated Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:20:58.017 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA1 initiated Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:20:58.018 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA2 initiated Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:20:58.019 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA3 initiated Minimal
Disruptive Restart Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 4 19:21:45.424 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 2
*Aug 4 19:21:48.382 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/0
*Aug 4 19:21:48.733 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/1
*Aug 4 19:21:49.083 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/2
*Aug 4 19:21:49.430 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/3
*Aug 4 19:21:58.121 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/0: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:02.302 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/0
*Aug 4 19:22:02.312 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA0 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:02.282 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/0: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/0/0
*Aug 4 19:22:02.518 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/1: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:06.113 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/1
*Aug 4 19:22:06.126 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA1 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:06.082 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/1: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/1/0
*Aug 4 19:22:08.080 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/2: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:11.627 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/2
*Aug 4 19:22:11.637 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA2 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:11.616 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/2: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/2/0
*Aug 4 19:22:12.523 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/3: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:16.657 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/3
*Aug 4 19:22:16.668 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA3 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:16.648 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/3: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/3/0
Router#
Router#
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
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Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router#
Router#issu loadversion rp 0 file
harddisk:boot_dir/asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S.pkg slot 4 mdr
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting mdr compatibility verification ---
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping MDR Software Compatibility checks.
WARNING:
WARNING:
WARNING: ISSU between engineering builds with release strings in non-standard format.
Skipping MDR Software Compatibility checks.
WARNING:
Finished mdr compatibility verification
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
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Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Applying final IPC and database definitions

*Jan 13 00:41:37.778 PST: %MDR-5-CARD_RESTART: R0/0: card_mdr: Minimal Disruptive Restart
SIP0 to acquire provisioned software
*Jan 13 00:41:47.894 PST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP0: cmcc: SPA0 initiated Minimal
Disruptive Restart Generating softwareversion information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
Router#

Disruptive Restart
Router#
Router#
Router#
Router#issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 1
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
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Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
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Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP1

Applying final IPC and database definitions
Aug 4 19:29:16.751 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F1
*Aug 4 19:29:18.172 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Active with no Standby Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 4 19:30:50.972 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:51.362 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:53.088 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F1
Router#
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router# issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 0
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Aug 4 19:31:14.730 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:31:15.079 IST: %CPPHA-7-READY: F1: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
completeFinished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
*Aug 4 19:31:15.309 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F1: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTERProcessing candidate provisioning file
*Aug 4 19:31:18.010 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Active with ready StandbyConstructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
268

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

No new package files added
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP0

Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:32:46.187 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F0
*Aug 4 19:32:46.539 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F1 redundancy state is
Active Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 4 19:34:19.748 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:20.139 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:21.858 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F0
*Aug 4 19:34:43.609 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:43.958 IST: %CPPHA-7-READY: F0: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Aug 4 19:34:44.190 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F0: cpp_cp: Process
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CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
*Aug 4 19:34:46.890 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Standby
Router#
Router# show platform
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d04h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d04h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d04h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d04h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d04h
F0 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d04h
F1 ASR1000-ESP100 ok, active 1d04h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d04h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.3(1r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router#
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router#issu loadversion rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
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WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router#
Router#
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
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Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/1
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/0
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/1
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Router#
Router#
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538
Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP0/1
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP1/0
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP1/1
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c
Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6
Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
279

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされているソフトウェアのアップグレードプロセス

例



File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6
Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499
Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Router#
Router# redundancy force-switchover
Proceed with switchover to standby RP? [confirm]
<output removed for brevity>
Router#
Router# request platform software package clean
Cleaning up unnecessary package files
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No path specified, will use booted path bootflash:Active_Dir/packages.conf
Cleaning bootflash:Active_Dir
Scanning boot directory for packages ... done.
Preparing packages list to delete ...
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

packages.conf
File is in use, will not delete.

done.

Files that will be deleted:
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
packages.conf.00-

Do you want to proceed? [confirm]y
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...
done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf ...
done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...

done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.00- ... done.

SUCCESS: Files deleted.
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MDRによる Cisco ASR 1006ルータまたは Cisco ASR 1013
ルータでの ISSU（request platformコマンドセット）を使
用したサブパッケージのアップグレード

この手順は、現在の ASR 1006ルータまたは ASR 1013ルータに 2つのアクティブな RPがあ
り、両方の RPがサブパッケージを実行している場合にのみ実行できます。

request platformコマンドセットを使用して、デュアル RPが設定された Cisco ASR 1006ルー
タまたはASR 1013ルータで、サブパッケージを使用してMDRによる ISSUアップグレードを
実行するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. show version
2. mkdir URL-to-directory-name

3. ip tftp source-interface gigabitethernet port

4. copy tftp: URL-to-target-location

5. request platform software package expand file URL-to-consolidated-package

6. dir target-URL

7. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

8. copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

9. product="name=">request platform software package verify rp slot file URL mdr {force
10. request platform software package install rp standby-RP file

target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg force
11. hw-module slot standby-RP reload
12. request platform software package install rp active-RP file

URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg slotSIP-slot-number
product="name=">mdr {force

13. request platform software package install rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg slotELC-slot-number mdr
product="name=">{force

14. request platform software package install rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg slot standby-ESP-slot

15. request platform software package install rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg force

16. show version active-RP provisioned
17. redundancy force-switchover
18. request platform software package clean
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（オプション）以下の手順に従い、次のコマンドを

使用して現在のルータ設定を確認します。

show version

例：

ステップ 1

• show versionおよび show version active-rp
installed：ルータで実行されている Cisco IOS

show version active-rp installed

例：
XEソフトウェアのバージョン、ルータの起動

show version standby-rp installed
に使用されたファイル、およびそのファイルの

保存場所を確認します。例：

• dir：ルータの起動に使用されたファイルがディ
レクトリに存在することを確認します。

dir filesystem:<directory>

例：
• show platform：アクティブおよびスタンバイ

RPの現在のステータスを確認します。show platform

例：

Router# show version

例：

Router# show version r0 installed

例：

Router# show version r1 installed

例：

Router# dir bootflash:

例：

Router# show platform

統合パッケージとサブパッケージを保存するディレ

クトリを作成します。

mkdir URL-to-directory-name

例：

ステップ 2

このディレクトリは、ほとんどの場合に作成する必

要があります。これは、統合パッケージとサブパッRouter# mkdir bootflash:tmp

ケージを、手順のこのステップでルータを起動した

サブパッケージから分離する必要があるためです。

設定されるギガビットイーサネットTFTP送信元イ
ンターフェイスを指定します。

ip tftp source-interface gigabitethernet port

例：

ステップ 3

slot/port：TFTP送信元インターフェイスの場所を指
定します。Router(config)# ip tftp source-interface

gigabitethernet 0
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目的コマンドまたはアクション

管理イーサネットインターフェイスにより

TFTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy tftpコマンドを入力する前に ip tftp
source-interface GigabitEthernet 0コマンド
を入力する必要があります。

（注）

ステップ2で作成したディレクトリに統合パッケー
ジファイルをコピーします。

copy tftp: URL-to-target-location

例：

ステップ 4

このステップの統合パッケージは、現在ルータを実

行しているサブパッケージが保存されているディレRouter# copy tftp: bootflash:tmp

クトリ（ルータの起動元である packages.confプロ
ビジョニングファイルを含むディレクトリ）にコ

ピーしないでください。

手順のこのステップを実行する際、容量を

考慮して、usb:または harddisk:ファイルシ
ステムにパッケージをコピーすることをお

勧めします。

ヒント

サブパッケージを統合パッケージファイルから一時

ディレクトリに抽出します。

request platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

例：

ステップ 5

一時的なサブディレクトリにサブパッケー

ジを抽出するように十分に注意し、手順の

この時点で現在ルータを実行しているファ

イルを削除しないでください。ISSUアップ
グレードの前にルータで実行されていたファ

イルを消去するには、ISSUアップグレード
が完了した後に request platform software
package cleanコマンドを入力します。

（注）

Router# request platform software package
expand file
bootflash:tmp/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin

（オプション）ディレクトリを表示して、ファイル

が抽出されたことを確認します。

dir target-URL

例：

ステップ 6

Router# dir bootflash:tmp

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、アク

ティブRPを実行しているサブパッケージが現在保
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

ステップ 7

存されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-active-RP

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S1.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:

一時ディレクトリにあるサブパッケージを、スタン

バイRPを実行しているサブパッケージが現在保存
copy file-system:asr1000rp2-espbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

ステップ 8

されているルータ上のディレクトリにコピーしま

す。
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目的コマンドまたはアクション

copy
file-system:asr1000rp2-espx86base.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpaccess.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpcontrol.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-rpios.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-sipspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcbase.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

copy
file-system:asr1000rp2-elcspa.version.pkg
URL-to-directory-of-sub-packages-standby-RP

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# ccopy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:

例：

Router# copy
bootflash:tmp/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイRPのRPサブパッケージを検証します。
ここでは“rp*”ワイルドカードを指定して、目的の

product="name=">request platform software package
verify rp slot file URL mdr {force

例：

ステップ 9

アップグレードリリースのすべての RPサブパッ
ケージをキャプチャします。

例：

Router# request platform software package
verify rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp2-*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
mdr

スタンバイRPのRPサブパッケージをアップグレー
ドします。ここでは“rp*”ワイルドカードを指定し

request platform software package install rp
standby-RP file
target-standbyRP-URL-for-sub-packages:asr1000rp*version*.pkg
force

ステップ 10

て、目的のアップグレードリリースのすべての RP
サブパッケージをキャプチャします。

例：

例：

Router# request platform software package
install rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp2-*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

スタンバイ RPをリロードします。hw-module slot standby-RP reload

例：

ステップ 11

Router# hw-module slot R1 reload

MDRを使用して、ルータ上の SIPおよび各 SIPの
SPAサブパッケージをアップグレードします。

request platform software package install rp active-RP
file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*version*.pkg
slotSIP-slot-number product="name=">mdr {force

ステップ 12

このステップでは、一度に1つのSIPのアッ
プグレードを実行するようにし、次のステッ

プを実行する前に、ルータにインストール

されている各 SIPに対してアップグレード
を繰り返す必要があります。

（注）

例：

Router# request platform software package install
rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3*pkg
mdr show ip interface briefコマンドを使用する

と、SIPおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（SIP-number/SPA-number/interface-numberの
形式）は、ルータ内の SIPおよび SPAの位
置を識別します。

ヒント
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目的コマンドまたはアクション

この CLI（sipbaseおよび sipspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 2.1.2で導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。

（注）

MDRを使用して、ルータ上の各 ELCの ELCおよ
び SPAサブパッケージをアップグレードします。

request platform software package install rp active-RP
file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*version*.pkg
slotELC-slot-number mdr product="name=">{force

ステップ 13

このステップでは、一度に 1つの ELCの
アップグレードを実行するようにし、次の

ステップを実行する前に、ルータにインス

トールされている各ELCに対してアップグ
レードを繰り返す必要があります。

（注）

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3*pkg
mdr

show ip interface briefコマンドを使用する
と、ELCおよび SPAを含むスロットを特定
できます。3つの番号のインターフェイス
（ELC-number/SPA-number/interface-number
の形式）は、ルータ内の ELCおよび SPA
の位置を識別します。

ヒント

この CLI（elcbaseおよび elcspa）で使用さ
れる patternオプションは、Cisco IOS XEリ
リース 3.10Sで導入され、それ以前の Cisco
IOS XEリリースでは使用できません。

（注）

スタンバイおよびアクティブ ESPの ESPベースサ
ブパッケージをアップグレードします。

request platform software package install rp active-RP
file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot standby-ESP-slot

ステップ 14

アクティブ RPで issu loadversion rpコマンドを入
力すると、ESPスイッチオーバーが自動的に発生し

例：
ます。このスイッチオーバーの結果として、最小限

のトラフィック中断が発生します。request platform software package
install rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2-esp*version*.pkg
slot active-ESP-slot

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
slot 1

例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
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目的コマンドまたはアクション

bootflash:asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*pkg
slot 0

アクティブRPのすべてのサブパッケージをアップ
グレードします。

request platform software package install rp active-RP
file URL-to-active-file-system:asr1000rp*version*.pkg
force

ステップ 15

このステップは、ルータ上のすべてのサブ

パッケージがこのステップの一環としてアッ

プグレードされたことを確認するために必

要であり、プロセスで見落とされていた一

部のサブパッケージがアップグレードされ

る可能性があります。

（注）
例：

Router# request platform software package
install rp 0 file
bootflash:asr1000rp2-*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg
force

（オプション）サブパッケージがプロビジョニング

されインストールされていることを確認します。

show version active-RP provisioned

例：

ステップ 16

show version active-RP installed

例：

Router# show version r0 provisioned

例：

Router# show version r0 installed

RPスイッチオーバーを強制してアップグレードを
完了します。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 17

Router# redundancy force-switchover

（オプション）使用されていないすべてのサブパッ

ケージファイルをルータから削除します。

request platform software package cleanステップ 18

例

デュアル RPが設定された Cisco ASR 1006ルータまたは ASR 1013ルータでサブパッケージを
使用する ISSUアップグレードの例を次に示します。

Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (X86_64_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
15.3(2)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
<output removed for brevity>
System image file is "bootflash:Active_Dir/packages.conf"
<output removed for brevity>
cisco ASR1013 (RP2) processor with 4208889K/6147K bytes of memory.
Processor board ID FOX1343GJGC
20 Gigabit Ethernet interfaces
6 Ten Gigabit Ethernet interfaces
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32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
1925119K bytes of eUSB flash at bootflash:.
78085207K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Configuration register is 0x2102
Router# show platform
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d03h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d03h
4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d03h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d03h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d03h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d03h
F0 ASR1000-ESP100 ok, active 1d03h
F1 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d03h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d03h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d03h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.3(1r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router# show version r0 installed
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: a624f70f68c60292f4482433f43afd92487a55c4

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

<output removed for brevity>
Router# dir bootflash:Active_Dir
Directory of bootflash:/Active_Dir/

20 -rw- 41104112 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

21 -rw- 50285296 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

22 -rw- 82514676 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

23 -rw- 101084628 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

17 -rw- 9059 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf

24 -rw- 29012724 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg

25 -rw- 49898964 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

26 -rw- 46557940 Aug 3 2013 15:05:40 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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27 -rw- 114612988 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg

28 -rw- 41954036 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg

29 -rw- 60957428 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

19 -rw- 9838 Aug 3 2013 15:05:41 +05:30 packages.conf
1940303872 bytes total (503164928 bytes free)
Router#
Router# show redundancy states

my state = 13 -ACTIVE
peer state = 8 -STANDBY HOT

Mode = Duplex
Unit = Primary

Unit ID = 48
Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso

Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = enabled

Communications = Up
client count = 108

client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0

Router# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# mkdir harddisk:Target_Subs
Create directory filename [Target_Subs]?
Created dir harddisk:/Target_Subs
Router#
Router#
Router#
Router# request platform software package expand file
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin to
harddisk:Target_Subs
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.
Router#
Router#
Router# dir harddisk:Target_Subs
Directory of harddisk:/Target_Subs/
3358722 -rw- 569597380 Aug 4 2013 18:45:38 +05:30
asr1000rp2-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.bin
7684099 -rw- 37557200 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684100 -rw- 51194832 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684101 -rw- 80657364 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684102 -rw- 95446456 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684097 -rw- 9381 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.conf
7684103 -rw- 23350232 Aug 4 2013 18:46:43 +05:30
asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684104 -rw- 37694900 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684105 -rw- 45536216 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684106 -rw- 118754284 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
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asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684107 -rw- 38380500 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684108 -rw- 61760468 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30
asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
7684098 -rw- 10165 Aug 4 2013 18:46:44 +05:30 packages.conf
78704144384 bytes total (9254879232 bytes free)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC80657364 bytes copied in 11.951 secs (6749005 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC95446456 bytes copied in 14.213 secs (6715433 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCCC23350232 bytes copied in 3.441 secs (6785885 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC37694900 bytes copied in 5.598 secs (6733637 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC45536216 bytes copied in 6.797 secs (6699458 bytes/sec)
Router#
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC
118754284 bytes copied in 17.798 secs (6672339 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC38380500 bytes copied in 5.962 secs (6437521 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC61760468 bytes copied in 9.408 secs (6564676 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCC37557200 bytes copied in 5.650 secs (6647292 bytes/sec)
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC51194832 bytes copied in 7.397 secs (6921026 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCC80657364 bytes copied in 132.765 secs (607520 bytes/sec)
Router#
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Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCCC95446456 bytes copied in 177.587 secs (537463 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCCC
23350232 bytes copied in 55.396 secs (421515 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC37694900 bytes copied in 86.199 secs (437301 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC45536216 bytes copied in 101.527 secs (448513 bytes/sec)
Router#
Router# copy
harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename
[Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC118754284 bytes copied in 212.646 secs (558460 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC38380500 bytes copied in 83.162 secs (461515 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCC61760468 bytes copied in 119.391 secs (517296 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCC37557200 bytes copied in 57.106 secs (657675 bytes/sec)
Router#
Router# copy harddisk:Target_Subs/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
stby-bootflash:Active_Dir/
Destination filename [Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg]?
Copy in progress...CCCCCCCC51194832 bytes copied in 87.453 secs (585398 bytes/sec)
Router# request platform software package verify rp 1 file
stby-bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg mdr force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
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Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting mdr compatibility verification ---
MDR for CC type [0x762] located at slot [4] not supported by running package version
[03.12.01.S.154-2.S]
As SIP4 does not support MDR none of the SPA's within in may be upgraded using MDR
MDR compatibility failed - proceeding with forced MDR-upgrade - some traffic will be
impacted during the upgrade
Finished mdr compatibility verification
SUCCESS: Software is ISSU MDR compatible.
Router# request platform software package install rp 1 file
stby-bootflash:Active_Dir/asr1000rp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
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Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
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SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router# hw-module slot r1 reload
Proceed with reload of module? [confirm]
Router#
*Aug 4 19:14:01.721 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R1
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Aug 4 19:14:01.761 IST: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Aug 4 19:14:03.584 IST: %RF-5-RF_RELOAD: Peer reload. Reason: EHSA standby down
*Aug 4 19:14:03.594 IST: % Redundancy mode change to SSO
Router#
*Aug 4 19:17:35.443 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R1
Router#
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_FOUND(4))
*Aug 4 19:17:48.061 IST: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby
insertion (raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Aug 4 19:17:51.003 IST: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.

*Aug 4 19:19:08.380 IST: %NBAR_HA-5-NBAR_INFO: NBAR sync DONE!
*Aug 4 19:19:08.797 IST: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Aug 4 19:19:08.798 IST: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router#
Router#request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{sipbase,sipspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 2 mdr
force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
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WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting mdr compatibility verification ---
Finished mdr compatibility verification
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software

*Aug 4 19:20:48.949 IST: %MDR-5-CARD_RESTART: R0/0: card_mdr: Minimal Disruptive Restart
SIP2 to acquire provisioned software Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:20:58.013 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA0 initiated Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:20:58.017 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA1 initiated Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:20:58.018 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA2 initiated Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:20:58.019 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP2: cmcc: SPA3 initiated Minimal
Disruptive Restart Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 4 19:21:45.424 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 2
*Aug 4 19:21:48.382 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/0
*Aug 4 19:21:48.733 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/1
*Aug 4 19:21:49.083 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/2
*Aug 4 19:21:49.430 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 2/3
*Aug 4 19:21:58.121 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/0: Interface EOBC2/1, changed state to
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up
*Aug 4 19:22:02.302 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/0
*Aug 4 19:22:02.312 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA0 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:02.282 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/0: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/0/0
*Aug 4 19:22:02.518 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/1: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:06.113 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/1
*Aug 4 19:22:06.126 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA1 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:06.082 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/1: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/1/0
*Aug 4 19:22:08.080 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/2: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:11.627 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/2
*Aug 4 19:22:11.637 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA2 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:11.616 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/2: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/2/0
*Aug 4 19:22:12.523 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP2/3: Interface EOBC2/1, changed state to
up
*Aug 4 19:22:16.657 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (SPA-1X10GE-L-V2) online in subslot
2/3
*Aug 4 19:22:16.668 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP2: cmcc: SPA3 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:22:16.648 IST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP2/3: transceiver module inserted
in TenGigabitEthernet2/3/0
Router#
Router#
Router#issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router#request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-{elcbase,elcspa}*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 4
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
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Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:41:12.290 IST: %MDR-5-CARD_RESTART: R0/0: card_mdr: Minimal Disruptive Restart
SIP4 to acquire provisioned software

*Aug 4 19:41:22.408 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_INIT: SIP4: cmcc: SPA0 initiated Minimal
Disruptive Restart Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software
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SUCCESS: Finished installing software.
*Aug 4 19:42:53.778 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (cc) online in slot 4
*Aug 4 19:42:57.364 IST: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 4/0
*Aug 4 19:43:17.541 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP4/0: Interface EOBC0/1, changed state to up
*Aug 4 19:43:25.251 IST: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (BUILT-IN-2T+20X1GE) online in subslot
4/0
*Aug 4 19:43:25.291 IST: %CMCC-5-SPA_MDR_DONE: SIP4: cmcc: SPA0 completed Minimal
Disruptive Restart
*Aug 4 19:43:26.815 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP4/0: Interface GigabitEthernet4/0/0, changed
state to up
*Aug 4 19:43:28.267 IST: %LINK-3-UPDOWN: SIP4/0: Interface GigabitEthernet4/0/1, changed
state to up
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 1
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
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Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
No old package files removed
New files list:
Added asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP1

Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:29:16.751 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F1
*Aug 4 19:29:18.172 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Active with no Standby Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 4 19:30:50.972 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:51.362 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:30:53.088 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F1
Router#
Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-esp*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg slot 0
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--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types
Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
*Aug 4 19:31:14.730 IST: %CPPHA-7-START: F1: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/1/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:31:15.079 IST: %CPPHA-7-READY: F1: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
completeFinished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
*Aug 4 19:31:15.309 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F1: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTERProcessing candidate provisioning file
*Aug 4 19:31:18.010 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Active with ready StandbyConstructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
WARNING:
WARNING: Candidate software combination not found in compatibility database
WARNING:
Determining whether installation is valid
Creating matrix_file by locate_latest_matrix_file /tmp/issu/provision/sw
Software sets are identified as compatible
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility with running software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting impact testing ---
Checking operational impact of change
Finished impact testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg

No new package files added
Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
--- Starting analysis of software changes ---
Finished analysis of software changes
--- Starting update running software ---
Blocking peer synchronization of operating information
Creating the command set placeholder directory
Finding latest command set
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Finding latest command shortlist lookup file
Finding latest command shortlist file
Assembling CLI output libraries
Assembling CLI input libraries
Assembling Dynamic configuration files
Applying interim IPC and database definitions
Replacing running software
Replacing CLI software
Restarting software
Restarting ESP0

Applying final IPC and database definitions
*Aug 4 19:32:46.187 IST: %IOSXE_OIR-6-OFFLINECARD: Card (fp) offline in slot F0
*Aug 4 19:32:46.539 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F1 redundancy state is
Active Generating software version information
Notifying running software of updates
Unblocking peer synchronization of operating information

Unmounting old packages
Cleaning temporary installation files
Finished update running software

SUCCESS: Finished installing software.
Router#
*Aug 4 19:34:19.748 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 preparing image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:20.139 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 startup init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:21.858 IST: %IOSXE_OIR-6-ONLINECARD: Card (fp) online in slot F0
*Aug 4 19:34:43.609 IST: %CPPHA-7-START: F0: cpp_ha: CPP 0 running init image
/tmp/sw/fp/0/0/fpx86/mount/usr/cpp/bin/qfp-ucode-esp40
*Aug 4 19:34:43.958 IST: %CPPHA-7-READY: F0: cpp_ha: CPP 0 loading and initialization
complete
*Aug 4 19:34:44.190 IST: %IOSXE-6-PLATFORM: F0: cpp_cp: Process
CPP_PFILTER_EA_EVENT__API_CALL__REGISTER
*Aug 4 19:34:46.890 IST: %CMRP-6-FP_HA_STATUS: R0/0: cmand: F0 redundancy state is
Standby
Router#
Router#
Chassis type: ASR1013
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
2 ASR1000-SIP40 ok 1d04h
2/0 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/2 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
2/3 SPA-1X10GE-L-V2 ok 1d04h
4 ASR1000-2T+20X1GE ok 1d04h
4/0 BUILT-IN-2T+20X1GE ok 1d04h
R0 ASR1000-RP2 ok, active 1d04h
R1 ASR1000-RP2 ok, standby 1d04h
F0 ASR1000-ESP100 ok, standby 1d04h
F1 ASR1000-ESP100 ok, active 1d04h
P0 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P1 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P2 ASR1013-PWR-AC ok 1d04h
P3 ASR1013-PWR-AC ps, fail 1d04h
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
2 00200800 15.3(3r)S
4 00200800 15.3(3r)S
R0 10021901 15.3(3r)S
R1 10021901 15.3(3r)S
F0 12071700 15.3(3r)S
F1 12071700 15.3(3r)S
Router#
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Router# issu commitversion
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Installation changes committed
Router#
Router#
Router# request platform software package install rp 0 file
bootflash:Active_Dir/asr1000rp2*03.13.00.S.154-3.S-ext*.pkg force
--- Starting local lock acquisition on R0 ---
Finished local lock acquisition on R0
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting image file verification ---
Checking image file names
Locating image files and validating name syntax
Found asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Found asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Verifying image file locations
Inspecting image file types

WARNING: In-service installation of IOSD package
WARNING: requires software redundancy on target RP
WARNING: or on-reboot parameter
WARNING: Automatically setting the on-reboot flag
WARNING: In-service installation of RP Base package
WARNING: requires software reboot of target RP

Processing image file constraints
Creating candidate provisioning file
Finished image file verification
--- Starting candidate package set construction ---
Verifying existing software set
Processing candidate provisioning file
Constructing working set for candidate package set
Constructing working set for running package set
Checking command output
Constructing merge of running and candidate packages
Checking if resulting candidate package set would be complete
Finished candidate package set construction
--- Starting compatibility testing ---
Determining whether candidate package set is compatible
Determining whether installation is valid
Determining whether installation is valid ... skipped
Verifying image type compatibility
Checking IPC compatibility for candidate software
Checking candidate package set infrastructure compatibility
Checking infrastructure compatibility with running software
Checking infrastructure compatibility with running software ... skipped
Checking package specific compatibility
Finished compatibility testing
--- Starting list of software package changes ---
Old files list:
Removed asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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Removed asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
Removed asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg

New files list:
Added asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
Added asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg

Finished list of software package changes
--- Starting commit of software changes ---
Updating provisioning rollback files
Creating pending provisioning file
Committing provisioning file
Finished commit of software changes
SUCCESS: Software provisioned. New software will load on reboot.
Router#
Router#
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/0
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP0/1
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 4f655c54bb95b4dfa24a0d25ebf97cf8527c69e9

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78
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Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/0
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: rpcontrol, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 8a0a45ea5c7a656c0eef6726174461584f182c78

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg,
on: RP1/1
Built: 2013-07-25_23.00, by: mcpre
File SHA1 checksum: 85e9eab826bff2194ef568a56c76453625383ad2

Package: rpaccess, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: a360dff0fd76a9b1ae67cda9116c97b62f25ab09

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
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Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Router#
Router#
Router# show version R0 provisioned
Package: Provisioning File, version: n/a, status: active
File: bootflash:Active_Dir/packages.conf, on: RP0
Built: n/a, by: n/a
File SHA1 checksum: c79075780592aec1312725f4a2357a034fda2d3b

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP0/1
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP0/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: rpbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3a9675142898cfac350d4e42f0e37bd9f4e48538

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
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File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP1/0
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/0
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: rpcontrol, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 87b11f863f67fdf2610ee0769b929baab4c3efad

Package: rpios-adventerprisek9, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg,

on: RP1/1
Built: 2013-03-25_18.51, by: mcpre
File SHA1 checksum: b487136319da0a327844d353c77e533c53c56053

Package: rpaccess, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: RP1/1
Built: 2013-03-25_18.48, by: mcpre
File SHA1 checksum: 032bea36f74b19977b363243c99f02413b54104d

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP0
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: espbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2fe0ede1545e3f8260b7d453653e812500f0d7b0

Package: espx86base, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: ESP1
Built: 2013-07-25_22.55, by: mcpre
File SHA1 checksum: 571b8bb3866341badd6e24de677b98409f0c789c

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6
Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP0/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP1/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 3b6a4838972840a995ff22e73fd2bae910b268a7

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
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File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e
Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 6d12280b5cc33d17d752f475bf340b77ef3451ca

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP2/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6
Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP3/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 99f8dc925083b118626a4e82d93079050db96826

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: active
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/0
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/1
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/2
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.13.00.S.154-3.S-ext, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg, on: SIP4/3
Built: 2013-07-25_21.16, by: mcpre
File SHA1 checksum: 94763274fc807489410e299a45fd73fce9d67499

Package: sipbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb815b5cbaf5fd20a0a0e2aeabd2687347c6921d

Package: elcbase, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: inactive
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: fb1d6abd055b191909bc78ccac23b964de15ab8e

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/0
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
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File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6
Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/1
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/2
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Package: sipspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 644364aeea8ccebdd4af5b8d29367db50fc82b17

Package: elcspa, version: 03.12.01.S.154-2.S, status: n/a
File: bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg, on: SIP5/3
Built: 2013-03-25_17.28, by: mcpre
File SHA1 checksum: 2e6b6b1949261873ce5ce189ec19440abffd71c6

Router#
Router#redundancy force-switchover
Proceed with switchover to standby RP? [confirm]
<output removed for brevity>
Router#
Router# request platform software package clean
Cleaning up unnecessary package files
No path specified, will use booted path bootflash:Active_Dir/packages.conf
Cleaning bootflash:Active_Dir
Scanning boot directory for packages ... done.
Preparing packages list to delete ...
asr1000rp2-elcbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-elcspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-espbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-espx86base.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpaccess.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpcontrol.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-sipbase.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

asr1000rp2-sipspa.03.13.00.S.154-3.S-ext.pkg
File is in use, will not delete.

packages.conf
File is in use, will not delete.

done.

Files that will be deleted:
asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
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asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf
asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg
asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg
packages.conf.00-

Do you want to proceed? [confirm]y
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-elcspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-espx86base.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...
done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-packages-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.conf ...
done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpaccess.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpcontrol.03.12.01.S.154-2.S.pkg ...

done.
Deleting file

bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-rpios-adventerprisek9.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipbase.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.

Deleting file bootflash:Active_Dir/asr1000rp2-sipspa.03.12.01.S.154-2.S.pkg ... done.
Deleting file bootflash:Active_Dir/packages.conf.00- ... done.

SUCCESS: Files deleted.
Router#
Router#

その他の参考資料
続くセクションでは、ソフトウェアアップグレードプロセス機能の関連資料について説明し

ます。

関連資料

タイトル関連項目

High Availability Configuration Guide, Cisco IOS XE Release 3S
[英語]

In Service Software Upgradeの実行

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフトウェアリリース、およびフィーチャ
セットのMIBの場所を検索しダウンロードするには、次のURLにあるCisco MIB Locator
を使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（Field Noticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

ソフトウェアアップグレードプロセスの機能情報
「表 13 :ソフトウェアアップグレードプロセスの機能情報（321ページ）」に、Cisco ASR
1000シリーズルータでのこの機能のリリース履歴を示します。

ここに記載されていないこのテクノロジーの機能については、『CiscoASR1000SeriesAggregation
Services Routers Documentation Roadmap』[英語]を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフ
トウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOS
XEのソフトウェアイメージを判別できます。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

「表 13 :ソフトウェアアップグレードプロセスの機能情報（321ページ）」に、特定の Cisco
IOSソフトウェアリリーストレインの中で特定の機能のサポートが導入された Cisco IOS XE
ソフトウェアリリースのみを示します。特に明記されていない限り、Cisco IOS XEソフトウェ
アリリース群の後続のリリースでもこの機能をサポートします。

（注）

表 13 :ソフトウェアアップグレードプロセスの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。

Cisco ASR 1000シリーズ固定型イーサネットライ
ンカード（ASR1000-2T + 20 X 1GE）のMDRサ
ポートが追加されました。

Cisco IOS

XEリリース

3.12S

MDRサポート

Cisco ASR用

1000シリーズ

固定型イーサネット

ラインカード

この機能が導入されました。

Cisco ASR 1000シリーズ固定型イーサネットライ
ンカードのサポートが追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 3.10S

Cisco ASR 1000シリーズ
固定型イーサネットライ

ンカード

この機能が導入されました。

SIP40を使用する Cisco ASR 1000シリーズルー
タのMinimal Disruptive Restart（MDR）機能が、
次のギガビットイーサネット SPAでサポートさ
れるようになりました。

- SPA-2X1GE-V2

- SPA-5X1GE-V2

- SPA-8X1GE-V2

- SPA-10X1GE-V2

- SPA-1X10GE-L-V2

Cisco IOS XE
Release 3.8S

Minimal Disruptive Restart
ISSU
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機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。

Cisco ASR 1000シリーズルータは、次のソフト
ウェアアップグレードプロセスをサポートして

います。

•冗長プラットフォームの In Service Software
Upgrade（ISSU）

•非冗長プラットフォームのサービスに影響を
与えるアップグレードプロセス。

Cisco IOS XE
Release 2.6

ソフトウェアアップグ

レードプロセス
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第 8 章

installコマンドを使用したソフトウェア
アップグレードプロセス

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、In-Service Software Upgrades
（ISSU）手順によるソフトウェアアップグレードをサポートしています。
ISSU-using-install-cmds-for-ASR1k機能により、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサー
ビスルータ上のデュアルRPおよびデュアル IOSルータに対して installコマンドを使用する、
ソフトウェアアップグレードプロセスの新しいメソッドが導入されます。

• installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスの前提条件（323ペー
ジ）

• installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスの制約事項（324ペー
ジ）

• installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスに関する情報（324ペー
ジ）

• installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードの方法（331ページ）
• installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスに関するその他の参考資
料（344ページ）

• installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスの機能情報（345ペー
ジ）

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレード
プロセスの前提条件

•ステートフルスイッチオーバー（SSO）を設定し、スタンバイスーパーバイザがホット状
態であることを確認します。

• installコマンドの使用時に自動ブートを有効にし、boot systemコマンドを使用して、設定
レジストリでデバイスが自動的にリロードされるようにします。
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installコマンドを使用したソフトウェアアップグレード
プロセスの制約事項

•ハードウェアとソフトウェアの同時アップグレードはサポートされていません。一度に実
行できるアップグレード操作は 1つだけです。

•統合プラットフォームでは、Minimum Disruptive Restart（MDR）およびラインカード遅延
機能はサポートされていません。

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレード
プロセスに関する情報

installコマンドの導入
Cisco IOS XE Fuji 16.7.1では、Cisco ASR 1000アグリゲーションサービスルータでソフトウェ
アアップグレードプロセスの新しいメソッドを使用できます。ISSU-using-install-cmds-for-ASR1k
機能を有効にすることで、Cisco ASR 1000シリーズルータのデュアル RPおよびデュアル IOS
ルータに対して installコマンドを使用できます。この機能は、デュアル RPおよびデュアル
IOSルータのファイル名を使用せずにソフトウェアをアップグレードすることで、Cisco ASR
1000シリーズファミリのデュアルRPおよびデュアル IOSルータのパッケージをインテリジェ
ントに処理するようにシステムを強化します。また、この機能により、Cisco ASR 1000シリー
ズの各モデルは、スロットタイプに応じてパッケージを処理し、APIを使用してデバイス上の
ELC、SIP、および ESPをプロビジョニングおよび識別できます。

統合プラットフォーム（Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR
1002-Xルータ、および Cisco ASR 1002-HXルータ）のソフトウェアプロセスアップグレード
を実行する場合、通常の運用時間中の中断を最小限に抑えるため、RPアップグレードがメン
テナンス期間前の最後のステップになるように先延ばしすることができます。

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスのモード、オプショ
ン、ワークフロー

ISSU-using-install-cmds-for-ASR1k機能には、次のソフトウェアアップグレードモードが含ま
れています。

•スーパーパッケージのインストール：デュアル RPに適用可能

•サブパッケージのインストール：デュアル RPに適用可能

•サブパッケージのインストール：デュアル IOSDの4RUまたは統合プラットフォームに適
用可能
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コマンドの選択に応じて、CIsco ASR 1000シリーズの上記の各モードでソフトウェアをアップ
グレードするためのさまざまなオプションがあります。ソフトウェアをアップグレードする方

法は次のとおりです。

•スーパーパッケージのアップグレード：ステップバイステップ

•スーパーパッケージのアップグレード：ワンステップ

•サブパッケージのアップグレード：ステップバイステップ

•サブパッケージのアップグレード：ワンステップ

•デュアル IOSD

次の表に、Cisco ASR 1000シリーズルータのデュアル RPおよびデュアル IOSデバイスのワー
クフローの数に関する情報を示します。

表 14 : Cisco ASR 1000のデバイスタイプとワークフロー

ワークフローイメージモー

ド

Cisco ASR 1000のデバイスタイ
プ

•ワンステップ

• 3ステップ

• 5ステップ

統合デュアル RP

•ワンステップ

• 3ステップ

• 8ステップ

サブパッケー

ジ

デュアル RP

• Cisco ASR 1004ルータでの 7ス
テップ

•統合プラットフォームでの 5ス
テップ

サブパッケー

ジ

デュアル IOS

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスのガイドライン

•ソフトウェアアップグレードプロセスはメンテナンス期間中に実行してください。

•新しい機能には設定の変更が必要になる場合があるため、ソフトウェアのアップグレード
プロセス中に新機能を有効にしないでください。
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スーパーパッケージのアップグレードプロセス

スーパーパッケージのアップグレードは、シングルステップで実行することも、複数ステップ

で実行することもできます。手順は以下のとおりです。

1. イメージをスタンバイ RPにコピーします。

2. 新しいソフトウェアバージョンをスタンバイ RPにロードします。

3. スタンバイ RPが新しいソフトウェアでアクティブになるまで待ちます。

4. アクティブ RPのバージョンを実行します。この操作により、アクティブ RPが切り替わ
り、新しいスタンバイRPが古いソフトウェアを保持する一方で、新しいアクティブRPで
新しいソフトウェアが実行されます。

5. アップグレードはメンテナンス期間中に実行してください。

6. 新しいスタンバイを再起動して、新しいソフトウェアで稼働するようにします。

次の表に、Cisco IOS XE Fuji 16.7.1の前後でスーパーパッケージのアップグレードプロセスに
使用されるコマンドに関する情報を示します。

表 15 : Cisco IOS XE Fuji 16.7.1前後におけるスーパーパッケージのアップグレードの ISSUプロセス

Cisco IOS XE Fuji 16.7.1より後の ISSUコマン
ド

Cisco IOS XE Fuji 16.7.1より前の ISSUコマンド

install add file tftp/ftp/flash/disk:*.bincopy tftp: URL-to-target-location

install activate location standbyissu loadversion rp 1 file stby-harddisk: target
image

redundancy force-switchoverissu runversion

install abort-timer stopissu acceptversion

不要issu commitversion

不要hw-module slot R0 reload

install activate location standby適用なし

install commit適用なし

表 16 : Cisco IOS XE Fuji 16.7.1の前後におけるスーパーパッケージのアップグレードの ISSUプロセス：ワンステップ

Cisco IOS XE Fuji 16.7.1より後の ISSUコマンドCisco IOS XE Fuji 16.7.1より前の ISSUコマンド

install add file tftp/ftp/flash/disk:*.bin activate issu
[linecard-delay seconds] commit

request platform software package install node file bootflash
[interface-module-delay [mdr]]
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スーパーパッケージアップグレードのユースケース

使用例ワークフロー
#

このワークフローには、追加、アクティブ化、コミットの 3つのステップが
あります。アクティブ化後、すべてのカードが新しいソフトウェアバージョ

ンにアップグレードされます。ただし、ソフトウェアは自動的に確定される

のではなく、install commitコマンドを使用して手動で実行する必要がありま
す。このアプローチの利点は、システムを以前のソフトウェアバージョンに

ロールバックできることです。install abort-timer-stopコマンドを使用してロー
ルバックタイマーを停止しない場合、システムは自動的にロールバックしま

す。ロールバックタイマーが停止している場合は、新しいソフトウェアバー

ジョンをデバイス上で任意の期間実行してから、以前のバージョンにロール

バックできます。このワークフローに含まれるリロードは 2回のみであるた
め、アップグレード時間が短縮されます。

3ステップ

このワークフローには3回のリロードが含まれます。このワークフローでは、
アップグレードされたソフトウェアをアクティブRPでしばらく使用できるた
め、アップグレードを確定する前にソフトウェアを検証できます。さらに、

スタンバイRPには以前のバージョンのソフトウェアがすでに存在するため、
以前のバージョンへのロールバックがはるかに高速です。

5ステップ

このワークフローは、リロードの最適化と保存に役立ちます。アップグレー

ドは自動的にコミットされるため、ロールバックできません。

1ステップ

サブパッケージのアップグレードプロセス

サブパッケージのアップグレードは、シングルステップで実行することも、複数ステップで実

行することもできます。このドキュメントでは、両方の方法について説明します。サブパッ

ケージのアップグレードの手順は次のとおりです。

1. スタンバイ RPにイメージをコピーします。
2. ファイルを解凍し、両方の RPでパッケージをコピーします。
3. スタンバイ RPにパッケージをインストールします。
4. スタンバイ RPを再起動します。
5. アクティブ RPに SIP（sipspaおよび sipbase）パッケージをインストールします。
6. アクティブ RPに ELC（elcspaおよび elcbase）パッケージをインストールします。
7. アクティブRPにESP（fp）パッケージをインストールします（まずスタンバイESP、次

にアクティブ ESP）。
8. ワンステップまたはワンショット ISSUの場合は、次の手順を実行します。

1. アクティブ RPに RPパッケージをインストールします。
2. アクティブ RPを再起動し、スタンバイを新しいアクティブ RPにスイッチオーバー
します。スイッチオーバー後、新しいスタンバイRPが新しいソフトウェアで起動し
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ます。新しいソフトウェアバージョンが新しいアクティブRPにすでにインストール
されているため、ISSUが完了します。

9. 複数ステップ ISSUの場合は、次の手順を実行します。

1. スイッチオーバーを開始します。アクティブ RPは新しいソフトウェアで動作し続
け、スタンバイ RPは古いソフトウェアで動作を再開します。

2. 新しいソフトウェアを使用してスタンバイRPをプロビジョニングします。新しいス
タンバイ RPが新しいソフトウェアバージョンでリロードされ、SSO状態になりま
す。

10. 新しいスタンバイを再起動して、新しいソフトウェアで稼働するようにします。

次の表に、Cisco IOS XE Fuji 16.7.1の前後でスーパーパッケージのアップグレードに使用され
るさまざまなコマンドに関する情報を示します。

表 17 : Cisco IOS XE Fuji 16.7.1前後のサブパッケージアップグレードの ISSUプロセス

Cisco IOS XE Fuji 16.7.1より後の ISSUコマンドCisco IOS XE Fuji 16.7.1より前の ISSUコマンド

同様show version

show version active-rp installed

dir filesystem: directory

show platform

show redundancy-states

同様copy running-configuration startup-configuration

不要mkdir URL-to-directory-name

不要copy tftp: URL-to-target-location

install add tftp/ftp/flash/disk:*.binrequest platform software package expand file
URL-to-consolidated-package

不要dir URL-to-consolidated-package

install add tftp/ftp/flash/disk:*.bincopy tftp: URL-to-target-location

install activate location standbyissu loadversion rp standby-RP file URL-to-standby-file-system:
asr1000rp* version *.pkg force

不要。必要に応じて install activate location standby
コマンドを使用。

hw-module slot standby-RP reload

install activate locationslotissu loadversion rp active-RP file URL-to-active-file-system:
asr1000rpx6-{sipbase,sipspa}* version *.pkg slot SIP-slot-number force

install activate locationslotissu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rpx86-{elcbase,elcspa}* version *.pkg
slot ELC-slot-number force
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Cisco IOS XE Fuji 16.7.1より後の ISSUコマンドCisco IOS XE Fuji 16.7.1より前の ISSUコマンド

不要。必要に応じて install auto abort-time stopコマ
ンドを使用。

issu commitversion

install activate location esp standbyissu loadversion rp active-RP file URL-to-active-file-system :
asr1000rp2-esp* version *.pkg slot active-ESP-slot

不要。必要に応じて install auto abort-time stopコマ
ンドを使用。

issu commitversion

install activate location esp activeissu loadversion rp active-RP file URL-to-active-file-system :
asr1000rp2-esp* version *.pkg slot active-ESP-slot

不要。必要に応じて install auto abort-time stopコマ
ンドを使用。

issu commitversion

redundancy force-switchover適用なし

install activate location standby（redundancy
force-switchoverコマンドごとにアクションをトリ
ガー）

issu loadversion rp active-RP file
URL-to-active-file-system:asr1000rp2* version *.pkg force

install commitissu commitversion

同様show version active-RPprovisioned

show version active-RPinstalled

以前に実行されているため不要。redundancy force-switchover

不要。install commitコマンドに含まれる。request platform software package clean

サブパッケージアップグレードのユースケース

使用例ワークフロー
#

このワークフローには、追加、アクティブ化、コミットの 3つのステップが
あります。アクティブ化後、すべてのカードが新しいソフトウェアバージョ

ンにアップグレードされます。ただし、ソフトウェアは自動的に確定されず、

install commitコマンドを使用して手動で実行する必要があります。このアプ
ローチの利点は、システムを以前のソフトウェアバージョンにロールバック

できることです。install abort-timer-stopコマンドを使用してロールバックタイ
マーを停止しない場合、システムは自動的にロールバックします。ロールバッ

クタイマーが停止している場合は、新しいソフトウェアバージョンをデバイ

ス上で任意の期間実行してから、以前のバージョンにロールバックできます。

このワークフローに含まれるリロードは 2回のみであるため、アップグレー
ド時間が短縮されます。

3ステップ
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使用例ワークフロー
#

このワークフローには3回のリロードが含まれます。このワークフローでは、
アップグレードされたソフトウェアをアクティブRPでしばらく使用できるた
め、アップグレードを確定する前にソフトウェアを検証できます。さらに、

以前のバージョンのソフトウェアがすでにスタンバイRPとして実行されてい
るため、以前のバージョンへのロールバックがはるかに高速です。

8ステップ

このワークフローは、リロードの最適化と保存に役立ちます。アップグレー

ドは自動的にコミットされるため、ロールバックできません。

1ステップ

クラッシュの処理とロールバック

ISSUアップグレード中にデバイスがクラッシュした場合、デバイスは ISSU操作の開始前の初
期状態に戻ります。ISSUアップグレード中に、単一障害シナリオが処理され、システムが元
の状態に復元されます。二重障害では、システムが元の状態に復元される場合と復元されない

場合があります。

確定する前の状態にシステムをロールバックできます。install abort issuコマンドを使用する
か、install commitコマンドを使用する前にロールバックタイマーの期限が切れた後に、デバ
イスを初期段階にロールバックできます。install commitコマンドを使用する場合、ロールバッ
クは許可されません。ロールバックには、次のステップが含まれます。

•スタンバイ RPのプロビジョニングとリセット
•アクティブ RPのプロビジョニングとリセット

install abort stop-timerコマンドを使用してロールバックタイマーを停止しない場合、デバイス
はロールバックタイマーの期限が切れたときに古いソフトウェアバージョンにロールバックし

ます。ロールバックタイマーのデフォルト値は 120分です。

ロールバックタイマーの値は、install activate location standby auto-abort-timer secondsコマン
ドを使用して設定できます。

ASR 1000シリーズルータでの自動アップグレード
インストール：ASR1kの自動アップグレード機能は、スタンバイルートプロセッサ（RP）の
ソフトウェアバージョンの不一致を検出し、スタンバイルートプロセッサのソフトウェアバー

ジョンをアクティブルートプロセッサと同期します。同期は、アクティブ RPからスタンバイ
RPにソフトウェアバージョンをコピーし、スタンバイRPのソフトウェアバージョンをアップ
グレードすることによって実行されます。

この機能は、デフォルトでイネーブルにされています。無効になっている場合、グローバルコ

ンフィギュレーションモードおよび特権EXECモードでそれぞれ software auto-upgrade enable
または install autoupgradeコマンドを使用して、この機能を有効化できます。

自動アップグレードは、サブパッケージモードでのみ機能します。デバイスがバンドルモード

の場合、自動アップグレードは機能せず、install autoupgradeコマンドも実行できません。バン
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ドルブートイメージを含むルートプロセッサがモジュラデバイスに追加されると、ルートプロ

セッサはアクティブ RPと同期するためにインストールモードに変換されます。

スタンバイRPのソフトウェアバージョンがアクティブRPと異なる場合、スタンバイRPのソ
フトウェアバージョンがアクティブ RPのソフトウェアバージョンより新しい場合でも、スタ
ンバイ RPはアクティブ RPのソフトウェアと同期されます。

（注）

特権 EXECモードで install autoupgradeコマンドを有効にすると、介入なしで古いイメージが
選択されて削除されます。インストール：ASR1kの自動アップグレード機能は ISSUから独立
しており、ISSUプロセスの進行中はアクティブ RPとスタンバイ RPの間で一時的にバージョ
ンが一致しない状態が発生するため、ISSUプロセス中は無効になります。同様に、スタンバ
イ RPで自動アップグレードが実行されると、ISSUプロセスはトリガーされません。2つのプ
ロセスは相互に排他的です。

ISSUプロセスが完了すると、自動アップグレードは ISSUプロセスの前に設定されていたとお
りに再度有効になります。つまり、この機能は ISSUプロセス中に自身を無効化にし、ISSUプ
ロセス後に自身を再アクティブ化します。

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレード
の方法

統合プラットフォームでの 3ステップワークフローを使用したソフト
ウェアのアップグレード

始める前に

デバイスは、統合イメージを使用して起動する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:}
3. install activate issu [linecard-delay seconds]
4. install commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Router> enable

イメージをブートフラッシュにダウンロードしま

す。イメージは、ルートプロセッサ（RP）が起動さ
install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:}

例：

ステップ 2

れるブートディレクトリ（boot_dir）にコピーされま
す。Router# install add tftp bootflash:

スタンバイ RPが新しいソフトウェアでプロビジョ
ニングされ、新しいソフトウェアバージョンでリ

ロードされます。

install activate issu [linecard-delay seconds]

例：

Router# install activate issu

ステップ 3

• linecard-delay seconds：次のスロットをアップ
グレードする前に、指定された時間待機しま

す。

•ロールバックタイマーが再起動されます。

設定を保存し、必要なクリーンアップを実行し、新

しいソフトウェアを永続的に有効にして（古いバー

install commit

例：

ステップ 4

ジョンのソフトウェアを削除して）、ロールバック

タイマーを停止します。
Router# install commit

•コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで
起動します。

このコマンドを使用すると、ロールバックは

行われません。

（注）

統合プラットフォームでの 5ステップワークフローを使用したソフト
ウェアのアップグレード

Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR 1002-Xルータ、Cisco ASR
1002-HXルータなどの統合プラットフォームでソフトウェアをアップグレードするには、次の
タスクを実行します。

始める前に

デバイスは、統合イメージを使用して起動する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:}
3. install activate location standby
4. redundancy force-switchover

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
332

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセス

統合プラットフォームでの 5ステップワークフローを使用したソフトウェアのアップグレード



5. install activate location standby
6. install commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

イメージをブートフラッシュにダウンロードしま

す。イメージは、ルートプロセッサ（RP）が起動さ
install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:}

例：

ステップ 2

れるブートディレクトリ（boot_dir）にコピーされま
す。

Router# install add tftp bootflash:

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 3

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby

スタンバイRPがアクティブRPの役割を引き継げる
ようにします。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 4

Router# redundancy force-switchover

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 5

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby

設定を保存し、必要なクリーンアップを実行し、新

しいソフトウェアを永続的に有効にして（古いバー

install commit

例：

ステップ 6

ジョンのソフトウェアを削除して）、ロールバック

タイマーを停止します。
Router# install commit

•コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで
起動します。

このコマンドを使用すると、ロールバックは

行われません。

（注）
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統合プラットフォームでの 1ステップワークフローを使用したソフト
ウェアのアップグレード

Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR 1002-Xルータ、Cisco ASR
1002-HXルータなどの統合プラットフォームでソフトウェアをアップグレードするには、次の
タスクを実行します。

始める前に

デバイスは、統合イメージを使用して起動する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:} activate issu

[linecard-delay seconds] commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

新しいソフトウェアでスタンバイ RPを有効にし、
スタンバイ RPが新しいソフトウェアバージョンで
アクティブ RPになるようにトリガーします。

install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:} activate issu [linecard-delay
seconds] commit

例：

ステップ 2

• linecard-delay seconds：次のスロットをアップ
グレードする前に、指定された時間待機しま

す。

Router# install add tftp bootflash: activate issu
commit

• commit：設定を保存し、必要なクリーンアップ
を実行し、新しいソフトウェアを永続的に有効

にして（古いバージョンのソフトウェアを削除

して）、ロールバックタイマーを停止します。

コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで

起動します。このキーワードを使用した場合、

ロールバックは行われません。

デュアル RPデバイスでの 3ステップサブパッケージワークフローを
使用したソフトウェアアップグレード

デュアル RPデバイスのソフトウェアをアップグレードするには、次のタスクを実行します。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
334

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセス

統合プラットフォームでの 1ステップワークフローを使用したソフトウェアのアップグレード



始める前に

デバイスは、統合イメージを使用して起動する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:}
3. install activate issu [linecard-delay seconds]
4. install commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

イメージをブートフラッシュにダウンロードしま

す。イメージは、ルートプロセッサ（RP）が起動さ
install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:}

例：

ステップ 2

れるブートディレクトリ（boot_dir）にコピーされま
す。Router# install add tftp bootflash:

スタンバイ RPが新しいソフトウェアでプロビジョ
ニングされ、新しいソフトウェアバージョンでリ

ロードされます。

install activate issu [linecard-delay seconds]

例：

Router# install activate issu

ステップ 3

• linecard-delay seconds：次のスロットをアップ
グレードする前に、指定された時間待機しま

す。

•ロールバックタイマーが再起動されます。

設定を保存し、必要なクリーンアップを実行し、新

しいソフトウェアを永続的に有効にして（古いバー

install commit

例：

ステップ 4

ジョンのソフトウェアを削除して）、ロールバック

タイマーを停止します。
Router# install commit

•コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで
起動します。

このコマンドを使用すると、ロールバックは

行われません。

（注）
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デュアル RPデバイスでの 8ステップサブパッケージワークフローを
使用したソフトウェアアップグレード

デュアル RPデバイスのソフトウェアをアップグレードするには、次のタスクを実行します。

始める前に

デバイスはパッケージモードで起動する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:}
3. install activate location standby
4. install activate location linecard [linecard-delay seconds]
5. install activate location esp standby
6. install activate location esp active
7. redundancy force-switchover
8. install activate location standby
9. install commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

イメージをブートフラッシュにダウンロードしま

す。イメージは、ルートプロセッサ（RP）が起動さ
install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:}

例：

ステップ 2

れるブートディレクトリ（boot_dir）にコピーされま
す。

Router# install add tftp bootflash:

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 3

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
新しいソフトウェアを永続的に有効にします。コ

install activate location linecard [linecard-delay seconds]

例：

ステップ 4

ミット後の再起動は、新しいソフトウェアで起動し

ます。
Router# install activate location linecard 1
linecard-delay 60
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目的コマンドまたはアクション

• linecard linecard-delay seconds：次のスロットを
アップグレードする前に、指定された時間待機

します。

•ロールバックタイマーが再起動されます。

スタンバイ Embedded Services Processor（ESP）カー
ドにパッケージをロードします。

install activate location esp standby

例：

ステップ 5

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location esp standby

アクティブな Embedded Services Processor（ESP）
カードにパッケージをロードします。

install activate location esp active

例：

ステップ 6

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location esp active

スタンバイRPがアクティブRPの役割を引き継げる
ようにします。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 7

Router# redundancy force-switchover

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 8

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby

設定を保存し、必要なクリーンアップを実行し、新

しいソフトウェアを永続的に有効にして（古いバー

install commit

例：

ステップ 9

ジョンのソフトウェアを削除して）、ロールバック

タイマーを停止します。
Router# install commit

•コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで
起動します。

このコマンドを使用すると、ロールバックは

行われません。

（注）

デュアル RPデバイスでの 1ステップサブパッケージワークフローを
使用したソフトウェアアップグレード

デュアル RPデバイスのソフトウェアをアップグレードするには、次のタスクを実行します。

始める前に

デバイスは、統合イメージを使用して起動する必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:} activate issu

[linecard-delay seconds] commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

新しいソフトウェアでスタンバイ RPを有効にし、
スタンバイ RPが新しいソフトウェアバージョンで
アクティブ RPになるようにトリガーします。

install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:} activate issu [linecard-delay
seconds] commit

例：

ステップ 2

• linecard-delay seconds：次のスロットをアップ
グレードする前に、指定された時間待機しま

す。

Router# install add tftp bootflash: activate issu
commit

• commit：設定を保存し、必要なクリーンアップ
を実行し、新しいソフトウェアを永続的に有効

にして（古いバージョンのソフトウェアを削除

して）、ロールバックタイマーを停止します。

コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで

起動します。このキーワードを使用した場合、

ロールバックは行われません。

Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR 1002-X
ルータ、およびCisco ASR 1002-HXルータでのソフトウェアのアップグ
レード

Cisco ASR 1001-Xルータ、Cisco ASR 1001-HXルータ、Cisco ASR 1002-Xルータ、およびCisco
ASR 1002-HXルータでソフトウェアをアップグレードするには、次のタスクを実行します。

トラフィック損失を最小限に抑えるには、メンテナンス期間中にこのタスクを実行します。

Cisco ASR 1001-XルータおよびCisco ASR 1002-Xルータには sipspaおよび sipbaseがインストー
ルされており、Cisco ASR 1001-HXルータおよび Cisco 1002-HXルータには elcbase elcspaがイ
ンストールされています。

（注）
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始める前に

Cisco ASR 1001-HXルータおよび Cisco ASR 1002-HXルータは、統合イメージを使用して起動
する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:}
3. install activate location standby
4. redundancy force-switchover
5. install activate location standby
6. install commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

イメージをブートフラッシュにダウンロードしま

す。イメージは、ルートプロセッサ（RP）が起動さ
install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:}

例：

ステップ 2

れるブートディレクトリ（boot_dir）にコピーされま
す。

Router# install add tftp bootflash:

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 3

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby

この手順は、両方のベイがステートフルス

イッチオーバー（SSO）状態の場合にのみ実
行できます。

（注）

スタンバイRPがアクティブRPの役割を引き継げる
ようにします。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 4

スイッチオーバー中、ルータへの接続がド

ロップされます。数秒待ってからルータに再

接続し、続行します。

（注）Router# redundancy force-switchover

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 5

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby
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目的コマンドまたはアクション

この手順は、両方のベイがステートフルス

イッチオーバー（SSO）状態の場合にのみ実
行できます。

（注）

設定を保存し、必要なクリーンアップを実行し、新

しいソフトウェアを永続的に有効にして（古いバー

install commit

例：

ステップ 6

ジョンのソフトウェアを削除して）、ロールバック

タイマーを停止します。
Router# install commit

•コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで
起動します。

このコマンドを使用すると、ロールバックは

行われません。この手順ではルータがリロー

ドされるため、トラフィック損失を最小限に

抑えるには、メンテナンス期間中にこのタス

クを実行します。

（注）

Cisco ASR 1004ルータでのソフトウェアアップグレード
Cisco ASR 1004ルータでソフトウェアをアップグレードするには、次のタスクを実行します。

トラフィック損失を最小限に抑えるには、メンテナンス期間中にこのタスクを実行します。（注）

始める前に

デバイスは、統合イメージを使用して起動する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: | rcp: | scp: | tftp: | webui:}
3. install activate location standby
4. redundancy force-switchover
5. install activate location standby
6. install activate location [linecard slot]
7. install activate location esp active
8. install commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

イメージをブートフラッシュにダウンロードしま

す。イメージは、ルートプロセッサ（RP）が起動さ
install add file {bootflash: | flash: | ftp: | http: | https: |
rcp: | scp: | tftp: | webui:}

例：

ステップ 2

れるブートディレクトリ（boot_dir）にコピーされま
す。Router# install add tftp bootflash:

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 3

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby

この手順は、両方のベイがステートフルス

イッチオーバー（SSO）状態の場合にのみ実
行できます。

（注）

スタンバイRPがアクティブRPの役割を引き継げる
ようにします。

redundancy force-switchover

例：

ステップ 4

スイッチオーバー中、ルータへの接続がド

ロップされます。数秒待ってからルータに再

接続し、続行します。

（注）Router# redundancy force-switchover

スタンバイ RPにソフトウェアをインストールし、
デバイスをリロードします。

install activate location standby

例：

ステップ 5

•ロールバックタイマーが再起動されます。Router# install activate location standby

この手順は、両方のベイがステートフルス

イッチオーバー（SSO）状態の場合にのみ実
行できます。

（注）

デバイス上の各SIPまたはELCのSPAインターフェ
イスプロセッサ（SIP）および共有ポートアダプタ

install activate location [linecard slot]

例：

ステップ 6

（SPA）、イーサネットラインカード（ELC）、お
よびSPAサブパッケージをアップグレードします。

Router# install activate location

•次のステップに進む前に、デバイス上のすべて
の SIPに対してこのステップを一度に 1つずつ
繰り返します。
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目的コマンドまたはアクション

•トラフィック損失を最小限に抑えるには、メン
テナンス期間中にこのタスクを実行します。

•ロールバックタイマーが再起動されます。

SIPおよびSPAのスロットを識別するには、
show ip interface briefコマンドを使用します。
SPAおよび ELCインターフェイスは、アッ
プグレード中にダウンします。

（注）

アクティブな Embedded Services Processor（ESP）
カードにパッケージをロードします。次のメッセー

ジが表示されます。

install activate location esp active

例：

Router# install activate location esp active

ステップ 7

Forwarding Interruption until upgrade is
completed. Router is still accessible. No reboot
required.

•トラフィック損失を最小限に抑えるには、メン
テナンス期間中にこのタスクを実行します。

•ロールバックタイマーが再起動されます。

設定を保存し、必要なクリーンアップを実行し、新

しいソフトウェアを永続的に有効にして（古いバー

install commit

例：

ステップ 8

ジョンのソフトウェアを削除して）、ロールバック

タイマーを停止します。
Router# install commit

•コミット後の再起動は、新しいソフトウェアで
起動します。

このコマンドを使用すると、ロールバックは

行われません。この手順ではルータがリロー

ドされるため、トラフィック損失を最小限に

抑えるには、メンテナンス期間中にこのタス

クを実行します。

（注）

ソフトウェアアップグレードプロセスのトラッキング

ISSUの進行状況は、show issu state detailコマンドを使用して追跡できます。このコマンドは、
ロールバックタイマーの残りの期間も表示します。次に、 show issu state detailコマンドの出
力例を示します。

Device# show issu state detail
--- Starting local lock acquisition on R1 ---
Finished local lock acquisition on R1

Operation type: One-shot ISSU
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Install type : Image installation using ISSU
Current state : Activated state
Last operation: Commit

Completed operations:

Operation Start time
-------------------------------------------------------
Activate location standby R1 2017-09-28:11:37:29
Activate location active R0 2017-09-28:11:43:30
Switchover 2017-09-28:11:45:09
Commit 2017-09-28:11:51:25

State transition: Added -> Standby activated -> Active switched-over -> Activated

Auto abort timer: inactive
Running image: flash:packages.conf
Operating mode: sso, terminal state reached

Installコマンドを使用した自動アップグレードの有効化

手順の概要

1. enable
2. install autoupgrade

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

すべてのスタンバイ RPで自動アップグレードを開
始します。

install autoupgrade

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

自動アップグレードの有効化（グローバルコンフィギュレーション）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. software auto-upgrade
4. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

自動アップグレードを有効にし、自動アップグレー

ド中にインストールするソフトウェアの場所を指定

します。

software auto-upgrade

例：

Device(config)# software auto-upgrade enable

ステップ 3

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

installコマンドを使用したソフトウェアアップグレード
プロセスに関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.htmlCisco IOSコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。
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installコマンドを使用したソフトウェアアップグレード
プロセスの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 18 : installコマンドを使用したソフトウェアアップグレードプロセスの機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサー
ビスルータは、In-Service Software Upgrades
（ISSU）手順によるソフトウェアアップグレード
をサポートしています。

ISSU-using-install-cmds-for-ASR1k機能により、
Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサー
ビスルータ上のデュアル RPおよびデュアル IOS
ルータに対して installコマンドを使用する、ソフ
トウェアアップグレードプロセスの新しいメソッ

ドが導入されます。

次のコマンドが導入または変更されました。install
activate issu、install activate location esp active、
install activate location esp standby、install activate
location linecard、install activate location standby、
install add file、install commit、redundancy
force-switchover、show issu comp-matrix、show
issu rollback-timer、showissu state detail、show
platform、show redundancy、show version

Cisco IOS
XE Fuji
16.7.1

ISSU-using-install-cmds-for-ASR1k
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第 9 章

Security-Enhanced Linuxのサポート

この章では SELinuxの機能について説明します。具体的な内容は次のとおりです。

•概要（347ページ）
• SELinuxの前提条件（347ページ）
• SELinuxの制限事項（347ページ）
• SELinuxに関する情報（348ページ）
• SELinuxの設定（349ページ）
• SELinuxの有効化の確認（351ページ）
• SELinuxのトラブルシューティング（351ページ）

概要
Security-Enhanced Linux（SELinux）は、Linuxカーネルセキュリティモジュールとシステム
ユーティリティで構成されるソリューションで、強力で柔軟なMandatoryAccessControl（MAC）
アーキテクチャを Cisco IOS-XEプラットフォームに組み込みます。

SELinuxには機密性と整合性の要件に基づいて情報を分離するための拡張メカニズムが備わっ
ています。これにより、アプリケーションのセキュリティメカニズムの改ざんやバイパスの脅

威に対処し、悪意のあるアプリケーションや欠陥のあるアプリケーションによって引き起こさ

れる可能性のある障害を封じ込めることができます。

SELinuxの前提条件
この機能に関する固有の要件はありません。

SELinuxの制限事項
この機能に関する特定の制限はありません。
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SELinuxに関する情報
SELinuxはユーザープログラムやシステムサービスを、割り当てられた機能を実行するために
必要になる最小限の権限に制限する強制アクセス制御ポリシーを適用します。これにより、

（バッファのオーバーフローや設定不備などによって）侵害された場合、害を生じさせるこれ

らのプログラムやデーモンの機能が削減または排除されます。これは、Cisco IOS-XEプラット
フォームでMACを適用することによる最小権限の原則の実用的な実装です。この制限メカニ
ズムは、従来の Linuxアクセス制御メカニズムとは独立して機能します。SELinuxは、アプリ
ケーションプロセスからリソースオブジェクトへのアクセスを制御するポリシーを定義する機

能を提供します。これにより、プロセス動作の明確な定義と制限を明確にできます。

SELinuxは、システムで有効になっている場合、Permissiveモードまたは Enforcingモードの
いずれかで動作します。

• Permissiveモードでは、SELinuxはポリシーを適用せず、リソースアクセスポリシーの違
反によって発生した拒否のシステムログのみを生成します。操作は拒否されず、リソース

アクセスポリシー違反についてのみログに記録されます。

• Enforcingモードでは、SELinuxポリシーが有効になり、適用されます。アクセスポリシー
ルールに基づいてリソースアクセスを拒否し、システムログを生成します。

Cisco IOS XE 17.13.1a以降、サポートされているCisco IOS XEプラットフォームでは、SELinux
はデフォルトで Enforcingモードで有効になっています。Enforcingモードでは、必要な許可ポ
リシーを持たないシステムリソースアクセスは違反として扱われ、操作は拒否されます。拒否

が発生すると、違反操作は失敗し、システムログが生成されます。Enforcingモードでは、ソ
リューションはアクセス違反防止モードで機能します。

サポートされるプラットフォーム

Cisco IOS XE 17.13.1a以降、SELinuxは次のプラットフォームで有効になっています。

• Cisco 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ

• Cisco 1000シリーズサービス統合型ルータ

• Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータ

• Cisco Catalyst 8000v Edgeソフトウェア

• Cisco Catalyst 8200シリーズエッジプラットフォーム

• Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォーム

• Cisco Catalyst 8500および 8500Lシリーズエッジプラットフォーム

• Cisco VGシリーズゲートウェイ：VG400、VG410、VG420、および VG450

• Cisco 1100ターミナルサービスゲートウェイ
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SELinuxの設定
Enforcingモードで SELinux機能を有効化または操作するために必要な追加の要件や設定手順
はありません。

SELinuxの機能の一部として、次のコマンドが導入されています。
set platform software selinux {default | enforcing | permissive}

platform security selinux {enforcing | permissive}

show platform software selinux

これらの新しいコマンドは、service internalコマンドとして導入されます。（注）

SELinuxの設定（EXECモード）
set platform software selinuxコマンドを使用して、EXECモードで SELinuxを設定します。

次に、EXECモードでの SELinux設定の例を示します。
Device# set platform software selinux ?

default Set SELinux mode to default
enforcing Set SELinux mode to enforcing
permissive Set SELinux mode to permissive

SELinuxの設定（CONFIGモード）
platform security selinuxコマンドを使用して、コンフィギュレーションモードで SELinuxを設
定します。

次の例は、CONFIGモードでの SELinux設定を示しています。
Device(config)# platform security selinux

enforcing Set SELinux policy to Enforcing mode
permissive Set SELinux policy to Permissive mode

Device(config)# platform security selinux permissive

Device(config)#
*Oct 20 21:52:45.155: %IOSXE-1-PLATFORM: R0/0:
SELINUX_MODE_PROG: Platform Selinux confinement mode downgraded to permissive!

Device(config)#

SELinuxの例
次に、モードを Enforcingから Permissiveに変更した場合の出力例を示します。
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“*Oct 20 21:44:03.609: %IOSXE-1-PLATFORM: R0/0:
SELINUX_MODE_PROG: Platform Selinux confinement mode downgraded to permissive!”

次に、モードを Permissiveから Enforcingに変更した場合の出力例を示します。
“*Oct 20 21:44:34.160: %IOSXE-1-PLATFORM: R0/0:
SELINUX_MODE_PROG: Platform Selinux confinement mode upgraded to enforcing!”

SELinuxモードが変更されると、この変更はシステムセキュリティイベントと見なされ、シ
ステムログメッセージが生成されます。

（注）

Syslogメッセージリファレンス
%SELINUX-1-VIOLATION機能重大度ニーモニック

アラートレベルログ重大度の意味

該当なしメッセージ

リソースのアクセスポリシーが存在しないプ

ロセスによって、リソースアクセスが実行さ

れました。操作にフラグが設定され、リソー

スアクセスが拒否されました。プロセスリソー

スアクセスが拒否されたという情報を含むシ

ステムログが生成されました。

メッセージの説明

SELINUXコンポーネント

次の関連情報を添付ファイルで Cisco TACに
送信してください。

•コンソールまたはシステムに出力される
とおりのメッセージ

• show tech-support コマンドの出力（テキ
ストファイル）

•ボックスからの Btraceファイルのアーカ
イブ（次のコマンドを使用）：

request platform software trace archive
target <URL>

• show platform software selinuxコマンドの
出力

推奨処置

次に、syslogメッセージの例を示します。

例 1：
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*Nov 14 00:09:04.943: %SELINUX-1-VIOLATION: R0/0: audispd: type=AVC
msg=audit(1699927057.934:129): avc: denied { getattr } for pid=5899 comm="ls"
path="/root/test" dev="rootfs" ino=25839
scontext=system_u:system_r:polaris_iosd_t:s0
tcontext=system_u:object_r:admin_home_t:s0 tclass=file permissive=0

例 2：
*Nov 14 00:09:04.947: %SELINUX-1-VIOLATION: R0/0: audispd: t type=AVC
msg=audit(1699927198.486:130): avc: denied { write } for pid=6012 comm="echo"
path="/root/test" dev="rootfs" ino=25839
scontext=system_u:system_r:polaris_iosd_t:s0
tcontext=system_u:object_r:admin_home_t:s0 tclass=file permissive= 0

SELinuxの有効化の確認
show platform software selinuxコマンドを使用して、SELinux設定モードを表示します。
Device# show platform software selinux
=========================================
IOS-XE SELINUX STATUS
=========================================
SElinux Status : Enabled
Current Mode : Enforcing
Config file Mode : Enforcing

SELinuxのトラブルシューティング
デバイスまたはネットワークで SELinux違反のインスタンスがある場合は、次の詳細を Cisco
TACに連絡してください。

•コンソールまたはシステムログに出力されるとおりのメッセージ。次に例を示します。
device#request platform software trace archive target

flash:selinux_btrace_logs

• show tech-supportコマンドの出力（テキストファイル）

•ボックスからの Btraceファイルのアーカイブ（次のコマンドを使用）：

request platform software trace archive target <URL>

• show platform software selinuxコマンドの出力
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第 10 章

工場出荷時の状態へのリセット

この章では、初期設定へのリセット機能と、この機能を使用してルータを保護状態、または以

前の完全に機能する状態に復元する方法について説明します。

•初期設定へのリセットに関する機能情報（353ページ）
•初期設定へのリセットに関する情報（354ページ）
•初期設定へのリセットのソフトウェアおよびハードウェアサポート（356ページ）
•初期設定へのリセット実行の前提条件（356ページ）
•初期設定へのリセット実行の制限事項（357ページ）
•初期設定にリセットする場合（357ページ）
•初期設定へのリセットの実行方法（357ページ）
•初期設定へのリセット後の動作（359ページ）

初期設定へのリセットに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、https://cfnng.cisco.com/に進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 19 :初期設定へのリセットに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.7.1工場出荷時の状態へのリセッ

ト
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機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1factory-reset keep-licensing-info
コマンドを使用して RUMレ
ポート、SLR、および HSEC
キーを保持するオプション

factory-reset all secureコマン
ドが追加されました。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1セキュアな初期設定へのリ

セット

初期設定へのリセットに関する情報
初期設定へのリセットは、デバイスの現在の実行コンフィギュレーション情報およびスタート

アップコンフィギュレーション情報をクリアし、以前のフル機能を備えた状態にデバイスをリ

セットするプロセスです。

初期設定へのリセットプロセスでは、factory-reset allコマンドを使用して既存のコンフィギュ
レーション情報のバックアップを取ってから、以前のフル機能を備えた状態にルータをリセッ

トします。高可用性設定では、アクティブルートプロセッサ（RP）で初期設定へのリセットプ
ロセスが実行され、その後スタンバイ RPに同期されます。初期設定へのリセットプロセスの
所要時間は、ルータのストレージサイズによって異なります。ASR 1000統合プラットフォー
ムでは 30分で、高可用性設定では最大 3時間かかる場合があります。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.6リリース以降では、factory-reset all secureコマンドを使用してルー
タをリセットし、ブートフラッシュメモリに保存されているファイルを安全にクリアできま

す。
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表 20 :初期設定へのリセット時に消去または保持されるデータ

保持されるデータ消去されるデータコマンド名

リモート Field-Replaceable Unit
（FRU）からのデータ。

不揮発性ランダムアクセスメ

モリ（NVRAM）データ
factory-reset all secure

コンフィギュレーションレジ

スタの値

OBFL（オンボード障害ロギン
グ）ログ

USBの内容ライセンス

ログイン情報（セキュアな固

有デバイス識別子（SUDI）証
明書、公開キーインフラスト

ラクチャ（PKI）キー、および
FIPS関連キー）

ユーザーデータ、スタート

アップコンフィギュレーショ

ン、および実行コンフィギュ

レーション

ROMMON変数

すべての書き込み可能ファイ

ルシステムおよび個人デー

タ。

現在のブートイメージ

がリモートイメージで

あるかUSB、NIM-SSD
などに保存されている

場合は、初期設定への

リセットを実行する前

に、必ずイメージの

バックアップを作成し

てください。

（注）
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保持されるデータ消去されるデータコマンド名

•リアルユーザーモニタリ
ング（RUM）レポート
（オープン/未承認ライセ
ンス使用状況レポート）

•使用状況レポートの詳細
情報（受信した最後の

ACK、スケジュールされ
た次のACK、最後/次のレ
ポートプッシュ）

•固有デバイス ID（UDI）
信頼コード

• CSSMから受け取った顧
客ポリシー

• SLAC、SLR承認コードの
リターンコード

•工場出荷時にインストー
ルされた購入情報

•ライセンスブートレベル
の設定

•スループットレベルの設
定

•スマートライセンス転送
タイプ

•スマートライセンス URL
データ

factory-reset keep-licensing-info

初期設定へのリセットプロセスが完了すると、ルータが再起動してROMMONモードになりま
す。ゼロタッチプロビジョニング（ZTP）機能がセットアップされている場合、ルータが初期
設定へのリセット手順を完了すると、ルータは ZTP設定で再起動します。

初期設定へのリセットのソフトウェアおよびハードウェ

アサポート
•この機能は、すべての Cisco ASR 1000プラットフォーム、Cisco ASR 1000シリーズルー
トプロセッサ 2（RP2）、および Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサ 3（RP3）で
サポートされています。

•初期設定へのリセットプロセスは、スタンドアロンルータに加えて、高可用性向けに設定
されたルータでもサポートされています。

初期設定へのリセット実行の前提条件
•初期設定へのリセットを実行する前に、すべてのソフトウェアイメージ、設定、および個
人データがバックアップされていることを確認してください。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
356

工場出荷時の状態へのリセット

初期設定へのリセットのソフトウェアおよびハードウェアサポート



•初期設定へのリセットが進行中の場合は、電源の中断がないことを確認します。

•システムが、ローカル（ブートフラッシュまたはハードディスク）に保存されているイ
メージから起動されている場合、初期設定へのリセットプロセスでは、ブートイメージの

バックアップが作成されます。現在のブートイメージがリモートイメージであるかUSB、
NIM-SSDなどに保存されている場合は、初期設定へのリセットを実行する前に、必ずイ
メージのバックアップを作成してください。

•イメージがローカルに保存されている場合でも、factory-reset all secureコマンドにより、
ブートイメージを含むすべてのファイルを消去します。現在のブートイメージがリモート

イメージであるか USB、NIM-SSDなどに保存されている場合は、初期設定へのセキュア
なリセットを実行する前に、必ずイメージのバックアップを作成してください。

•初期設定へのリセットを実行する前に、ISSU/ISSD（In-Service Software Upgradeまたは
In-Service Software Downgrade）が進行中でないことを確認してください。

初期設定へのリセット実行の制限事項
•ルータにインストールされているソフトウェアパッチは、初期設定へのリセット操作後に
復元されません。

•仮想テレタイプ（VTY）セッションを介して factory resetコマンドが発行された場合、初
期設定へのリセットプロセスの完了後にセッションは復元されません。

初期設定にリセットする場合
•返品許可（RMA）：RMAのためにルータをシスコに返送する場合、すべての機密情報を
削除することが重要です。

•ルータの侵害：悪意のある攻撃によってルータのデータが侵害された場合、ルータを初期
設定にリセットしてから、今後の使用のためにもう一度設定しなおす必要があります。

•再利用：ルータを新しいトポロジまたは市場に移動させる必要がある場合、現在のサイト
から別のサイトに移動するときにリセットします。

初期設定へのリセットの実行方法

始める前に

表2を参照して、削除および保持する情報を判断します。必要な情報に基づいて、以下に示す
適切なコマンドを実行してください。
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ステップ 1 Cisco 1000 ASRデバイスにログインします。

現在のブートイメージがリモートイメージであるかUSBまたはNIM-SSDに保存されている場合は、
初期設定へのリセットプロセスを開始する前に、必ずイメージのバックアップを作成してください。

重要

ステップ 2 この手順は 2つの部分（aと b）に分かれています。factory-resetコマンドの実行中にライセンス情報を保
持する必要がある場合は、ステップ 2の aに従います。ライセンス情報を保持する必要がなく、すべての
データを消去する場合は、ステップ 2の bを実行します。

a) factory-reset keep-licensing-infoコマンドを実行してライセンスデータを保持します。

factory-reset keep-licensing-infoコマンドを使用すると、次のメッセージが表示されます。

Router# factory-reset keep-licensing-info

The factory reset operation is irreversible for Keeping license usage. Are you sure? [confirm]
This operation may take 20 minutes or more. Please do not power cycle.

Dec 1 20:58:38.205: %PMAN-5-EXITACTION: R0/0: pvp: Process manager is exiting: process exit with
reload chassis code
/bootflash failed to mount
Dec 01 20:59:44.264: Factory reset operation completed.
Initializing Hardware ...

Current image running: Boot ROM1

Last reset cause: LocalSoft

ISR4331/K9 platform with 4194304 Kbytes of main memory
rommon 1

b) factory-reset all secure 3-passコマンドを実行して、すべてのデータを安全に消去します。

factory-reset all secure 3-passコマンドを使用すると、次のメッセージが表示されます。

Router# factory-reset all secure 3-pass

The factory reset operation is irreversible for securely reset all. Are you sure? [confirm]
This operation may take hours. Please do not power cycle.

*Jun 19 00:53:33.385: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by Exec. Reload Reason: Factory Reset.Jun
19 00:53:42.856: %PMAN-5-EXITACTION:

Enabling factory reset for this reload cycle
Jun 19 00:54:06.914: Factory reset secure operation. Write 0s. Please do not power cycle.
Jun 19 01:18:36.040: Factory reset secure operation. Write 1s. Please do not power cycle.
Jun 19 01:43:49.263: Factory reset secure operation. Write random. Please do not power cycle.
Jun 19 02:40:29.770: Factory reset secure operation completed.

Initializing Hardware ....

ステップ 3 confirmと入力して初期設定へのリセットを続行します。

初期設定へのリセットプロセスの所要時間は、ルータのストレージのサイズによって異なります。

これは、高可用性セットアップでは、30分～ 3時間延長できます。初期設定へのリセットプロセス
を終了する場合は、Escapeキーを押します。

（注）
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初期設定へのリセット後の動作
初期設定へのリセットが正常に完了すると、ルータが起動します。ただし、初期設定へのリ

セットプロセスが開始される前に、コンフィギュレーションレジスタが ROMMONから手動
で起動するように設定されていた場合、ルータは ROMMONで停止します。

スマートライセンスを設定したら、#show license statusコマンドを実行して、インスタンスで
スマートライセンスが有効になっているかどうかをチェックします。

初期設定へのリセットを実行する前に特定ライセンス予約を有効にしていた場合は、同じライ

センスを使用し、スマートエージェントから受け取ったライセンスキーを入力します。

（注）
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第 11 章

高可用性の概要

Cisco HA（ハイアベイラビリティ）により、ネットワークのどの場所でも発生する障害からの
高速回復が可能になり、ネットワーク規模での保護が実現されます。Cisco HAを使用すると、
ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアが連携し、中断からの高速回復が可能となる

ため、ユーザおよびネットワークアプリケーションへの障害の透過性が保証されます。

Cisco ASR 1000シリーズルータ独自のハードウェアおよびソフトウェアアーキテクチャは、あ
らゆるネットワークイベントの発生時にルータのアップタイムを最大化するように設計されて

いるため、すべてのネットワークシナリオで最大限のアップタイムと復元力が実現します。

このガイドでは、Cisco ASR 1000シリーズルータ独自の高可用性の特徴について説明します。
このマニュアルには、高可用性に関する総合的な説明は記載されていません。また、CiscoASR
1000シリーズルータ上と同様に設定され、導入されている他のシスコルータで使用できる高
可用性機能の説明も掲載されていません。この章と併せて、Cisco IOS機能に関する資料およ
びマニュアルを参照して、複数のシスコのプラットフォームで使用でき、Cisco ASR 1000シ
リーズルータ上でも同様に動作する高可用性機能に関する情報を入手してください。

•この章で紹介する機能情報の入手方法（361ページ）
•目次（362ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルータのハードウェア冗長性の概要（362ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルータのソフトウェア冗長性（364ページ）
•ルートプロセッサの冗長性（367ページ）
•ステートフルスイッチオーバー（368ページ）
• IPsecフェールオーバー（369ページ）
•双方向フォワーディング検出（369ページ）
•その他の参考資料（369ページ）
•高可用性に関する機能情報の概要（370ページ）

この章で紹介する機能情報の入手方法
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。この章に記載されてい
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る機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリストについては、「高可用性

に関する機能情報の概要（370ページ）」を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

目次
このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータのさまざまな高可用性の特徴について説
明します。内容は、次のとおりです。

Cisco ASR 1000シリーズルータのハードウェア冗長性の
概要

Cisco ASR 1000シリーズルータの一部のモデルは、次のメソッドにより、同じCisco ASR 1000
シリーズルータ内でのハードウェアの冗長性を実現します。

•同じ Cisco ASR 1000シリーズルータに 2つのルートプロセッサ（RP）を搭載できるよう
にする

•同じ Cisco ASR 1000シリーズルータに 2つの Enhanced Services Processor（ESP）を搭載で
きるようにする

次のハードウェアでは、ハードウェアの冗長性がサポートされていません。

• SPAインターフェイスプロセッサ（SIP）：SIPのアップグレードを完了するには、SIPを
リロードし、トラフィックを一時的に中断する必要があります。

•共有ポートアダプタ（SPA）：SPAソフトウェアサブパッケージの更新を完了するには、
SPAをリロードする必要があります。リロードすると、SPAへのトラフィックが一時的に
中断されます。

Cisco ASR 1000シリーズルータのハードウェア冗長性には、次の利点があります。

•フェールオーバーオプション：プロセッサに障害が発生すると、スタンバイプロセッサが
ただちにアクティブプロセッサになります。遅延はほとんどありません。フェールオー

バーは完全に同じルータ内で行われるため、2番目のスタンバイルータは必要ありません。
•ダウンタイムなしのアップグレード：ISSUなどの機能を使用すると、アクティブプロセッ
サの通常の動作を継続しながら、ソフトウェアアップグレードをスタンバイプロセッサで

処理できます。

ハードウェア冗長性は、現時点では Cisco ASR 1006-XおよびASR 1009-Xルータでのみ使用で
きます。ハードウェア冗長性の概要を示します。
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表 21 :ハードウェア冗長性の概要

フェールオーバーの動作Cisco ASR
1006-Xおよび
Cisco ASR
1009-Xルータ
でのデュアル

ハードウェア

構成のサポー

ト

Cisco ASR
1004ルータ
でのデュア

ルハード

ウェア構成

のサポート

Cisco ASR
1002-X、ASR
1002-HXルー
タでのデュア

ルハードウェ

ア構成のサ

ポート

Cisco ASR
1001-X、Cisco
ASR 1001-HX
ルータでの

デュアルハー

ドウェア構成

のサポート

ハード

ウェア

アクティブ ESPでトラフィックを転送できな
くなるハードウェアまたはソフトウェアイベ

ント（ハードウェア障害、OIR、手動切り替え
など）が発生している状況で、スタンバイESP
が設定されている場合、スタンバイ ESPはア
クティブ ESPになります。その際、わずかな
中断（200ミリ秒未満）が発生する可能性があ
ります。

対応非対応非対応非対応Enhanced
Services
Processor

アクティブRPでトラフィックを転送できなく
なるイベント（ハードウェア障害、ソフトウェ

ア障害、OIR、手動切り替えなど）が発生して
いる状況で、スタンバイRPが設定されている
場合、スタンバイ RPはただちにアクティブ
RPになります。

対応非対応非対応非対応ルートプ

ロセッサ

SPA用に使用できるスタンバイ設定は存在し
ません。SPAに障害が発生すると、その SPA
はダウンし、トラフィックを転送できなくな

ります。

特定の SPAがシャットダウンした場合でも、
ルータ上の他のすべての SIPおよび SPAは引
き続き完全に動作します。

非対応非対応非対応非対応SPA

SIP用に使用できるスタンバイ設定は存在しま
せん。SIPに障害が発生すると、その SIP内の
すべての SPAがダウンし、トラフィックを転
送できなくなります。

特定の SIPがシャットダウンした場合でも、
ルータ上の他のすべての SIPおよび SPAは引
き続き完全に動作します。

非対応非対応非対応非対応SIP
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Cisco ASR 1000シリーズルータのソフトウェア冗長性
この項では、次のトピックについて取り上げます。

ソフトウェア冗長性の概要

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、IOSはオペレーティングシステム内の多数のプロセスの
1つとして実行されます。この点は、Cisco IOS内ですべてのプロセスが実行されている従来の
Cisco IOSとは異なります。Cisco ASR 1000シリーズルータのプロセスとしての IOSに関する
詳細については、「プロセスとしての IOS」セクション（2～7ページ）を参照してください。

このアーキテクチャにより、Cisco IOSソフトウェアを稼働するその他のプラットフォームで
は使用できないソフトウェアの冗長性が実現します。スタンバイ IOSプロセスを、アクティブ
IOSプロセスと同じ RP上で使用することができます。IOSに障害が発生した場合にこのスタ
ンバイ IOSプロセスに切り替えることができます。また、一部のシナリオでは、ソフトウェア
アップグレードでスタンバイ IOSプロセスとしてサブパッケージソフトウェアをアップグレー
ドするために使用することもできます。

Cisco ASR 1006-Xおよび ASR 1009-Xルータでは、2番目の IOSプロセスはスタンバイルート
プロセッサでのみ実行できます。デュアルRPハードウェア冗長構成をサポートするCisco ASR
1000シリーズルータでは、同じルータプロセッサ上で 2つの IOSプロセスを実行することは
できません。2番目のルートプロセッサがスタンバイ IOSプロセスをサポートできるためで
す。ソフトウェア冗長性の概要を「表 22 :ソフトウェア冗長性の概要（364ページ）」に示し
ます。

表 22 :ソフトウェア冗長性の概要

説明スタンバイルー

トプロセッサに

おける 2番目の
IOSプロセスの
サポート

同じルートプ

ロセッサにお

ける 2つの IOS
プロセスのサ

ポート

ルータ

Cisco ASR 1001-X、Cisco ASR 1001-HX
ルータは 1つの RPのみをサポートす
るため、デュアル IOSプロセスは単一
の RPで実行されます。

該当なし対応Cisco ASR 1001-X、
Cisco ASR 1001-HX
ルータ15

Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX
ルータは 1つの RPのみをサポートす
るため、デュアル IOSプロセスは単一
の RPで実行されます。

該当なし対応Cisco ASR 1002-X、
Cisco ASR 1002-HX
ルータ

Cisco ASR 1004ルータは 1つの RPの
みをサポートするため、デュアル IOS
プロセスは単一のRPで実行されます。

該当なし対応Cisco ASR 1004ルー
タ

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
364

高可用性の概要

Cisco ASR 1000シリーズルータのソフトウェア冗長性



説明スタンバイルー

トプロセッサに

おける 2番目の
IOSプロセスの
サポート

同じルートプ

ロセッサにお

ける 2つの IOS
プロセスのサ

ポート

ルータ

Cisco ASR 1006-X、Cisco ASR 1009-X
は 2番目のルートプロセッサをサポー
トしているため、2番目の IOSプロセ
スはスタンバイルートプロセッサのみ

で実行できます。

対応非対応Cisco ASR 1006-X、
Cisco ASR 1009-HX
ルータ

15 Cisco ASR 1001-X、ASR 1001-HXルータで ESPや SIPなどの重要なプロセスに障害が発
生すると、シャーシ全体がリロードされます。

Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または Cisco 1004ルータでの 2
番目の IOSプロセス

Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または Cisco 1004ルータでは、ルートプロセッサの
冗長性とステートフルスイッチオーバーを使用して IOSプロセスを切り替えることができま
す。ただし、Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または Cisco 1004ルータでは 2番目の
IOSプロセスをデフォルトで使用できないため、RPRと SSOはユーザーが設定する必要があ
ります。

「表 2」に、Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または Cisco 1004ルータの 2番目の IOS
プロセスで利用可能なソフトウェア冗長性オプションを示します。

表 23 : Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または Cisco 1004ルータのソフトウェア冗長性オプション

4 GBまたは DRAMのオプ
ション

2 GBまたは DRAMの
オプション

デフォルト HA設
定

ルータ

なし、RPR、SSOなしなしCisco ASR 1002-X、Cisco
ASR 1002-HX

なし、RPR、SSOなしなしCisco ASR 1004ルータ

ISSUを使用して Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または Cisco 1004ルータの統合パッ
ケージをアップグレードすることはできません。同じルートプロセッサでデュアル IOSプロセ
スを使用することにより、ISSUを使用して個別にアップグレードできるサブパッケージはご
くわずかです。デュアル RPセットアップで ISSUを使用してアップグレードできるサブパッ
ケージの詳細については、「ルートプロセッサの冗長性（367ページ）」を参照してくださ
い。
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1つの RPで 2つの Cisco IOSプロセスを設定
Cisco ASR 1000シリーズルータでは、Cisco IOSは多数のプロセスの1つとして実行されます。
このアーキテクチャは、ソフトウェアの冗長性の機会をサポートします。具体的には、スタン

バイ Cisco IOSプロセスをアクティブ Cisco IOSプロセスと同じルートプロセッサで使用する
ことができます。Cisco IOSで障害が発生した場合、システムはスタンバイCisco IOSプロセス
に切り替わります。また、スタンバイ Cisco IOSプロセスが ISSUアップグレードを実行して
いる場合、サブパッケージのソフトウェアアップグレードもサポートします。

このセクションでは、1つの RPに 2つの Cisco IOSプロセスを設定する方法について説明しま
す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. redundancy
4. mode SSO
5. exit
6. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

冗長コンフィギュレーションモードを開始します。redundancy

例：

ステップ 3

Router(config)# redundancy

SSOを設定します。このコマンドが入力されると、
冗長スーパーバイザエンジンがリロードされ、SSO
モードで動作を開始します。

mode SSO

例：

Router(config)# mode SSO

ステップ 4

コンフィギュレーションモードを終了して、グロー

バルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# exit

例：

Router #

IOSをリロードします。reload

例：

ステップ 6

Router # reload

例

Router# configure terminal
Router(config)# redundancy
Router(config)# mode SSO
Router(config)# exit
Router# reload

ルートプロセッサの冗長性
ルートプロセッサの冗長性（RPR）を使用すると、スタンバイ RPを設定することができま
す。RPRを設定する場合、スタンバイ RPはブートアップ時に Cisco IOSソフトウェアをロー
ドし、スタンバイモードで自身を初期化します。アクティブRPで重大なエラーイベントが発
生した場合、システムはスタンバイ RPに切り替えて、アクティブ RPとして自身を再度初期
化します。このイベントでは、システム全体がリブートされるため、RPRによるスイッチオー
バーは、ノンストップフォワーディング/ステートフルスイッチオーバー（NSF/SSO）など、
その他の HAスイッチオーバー機能に比べて速度が遅くなります。

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、RPRを使用して、Cisco ASR 1002-X、ASR 1002-HX、ま
たは Cisco 1004ルータの単一の RPで 2番目の IOSプロセスを有効にすることもできます。2
番目の IOSプロセスの詳細については、「Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または
Cisco 1004ルータでの 2番目の IOSプロセス（365ページ）」を参照してください。

Cisco ASR 1000シリーズルータの場合、RPRにより次の機能が導入されます。

•アクティブおよびスタンバイ RPまたは IOSプロセス間のスタートアップコンフィギュ
レーションの同期。ただし、実行コンフィギュレーションの変更は RPRを使用して同期
されないことに注意してください。

•ウォームリロード：ウォームリロード機能を使用すると、ストレージからイメージを読み
取らずにルータをリロードできます。つまり、以前に RAMに保存されたコピーから読み
取り/書き込みデータを復元し、フラッシュから RAMにソフトウェアをコピーしたりイ
メージを自己解凍したりせずに実行を開始することで、ルータがリブートします。
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ほとんどの場合、ステートフルスイッチオーバー（SSO）は、RPRよりもスイッチオーバーと
アップグレードに必要なダウンタイムが少ないことに留意することが重要です。RPRは、SSO
を使用しないやむを得ない理由がある場合にのみ使用してください。

RPRは Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされていますが、RPR+はサポートされて
いないことに注意してください。

ステートフルスイッチオーバー
ステートフルスイッチオーバー（SSO）機能では、プロセッサの1つをアクティブプロセッサ
に設定し、もう1つのプロセッサをスタンバイプロセッサに指定してから、プロセッサ間で重
要な状態情報を同期することによってプロセッサの冗長構成を活用します。2つのプロセッサ
の初回同期後、SSOはデュアルプロセッサ間の RP状態情報をダイナミックに維持します。

SSOは、NSFと連携すると、さらに威力を発揮します。SSOにより、デュアルプロセッサは常
に状態を維持できます。また、スイッチオーバーが発生すると、ノンストップフォワーディン

グによってスイッチオーバーがシームレスに実行されます。

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、SSOを使用して、Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、
または Cisco 1004ルータの単一の RPで 2番目の IOSプロセスを有効にすることもできます。
2番目の IOSプロセスの詳細については、「Cisco ASR 1002-X、Cisco ASR 1002-HX、または
Cisco 1004ルータでの 2番目の IOSプロセス（365ページ）」を参照してください。

ほとんどの場合、SSOは RPRよりもスイッチオーバーとアップグレードに必要なダウンタイ
ムが少ないことに留意することが重要です。RPRは、SSOを使用しないやむを得ない理由があ
る場合にのみ使用してください。

NSF/SSOの詳細については、『Cisco Nonstop Forwarding』マニュアルを参照してください。

SSO認識プロトコルおよびアプリケーション
SSOによってサポートされるラインプロトコルとアプリケーションは、SSO認識である必要
があります。機能やプロトコルが、RPスイッチオーバーを経ても、一部または全体が問題な
く動作し続ける場合、その機能やプロトコルは SSO認識です。SSO認識プロトコルおよびア
プリケーションのステート情報をアクティブからスタンバイに同期することにより、これらの

プロトコルおよびアプリケーションでの SSOが実現されます。

SSO非認識のプロトコルおよびアプリケーションの場合、ステートをダイナミックに作成して
も、スイッチオーバー時に失われるため、スイッチオーバーの際に再初期化と再起動が必要に

なります。

ルータ上のどのプロトコルがSSO対応であるかを確認するには、次のコマンドを使用します。
show redundancy client または show redundancy history
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IPsecフェールオーバー
IPSecフェールオーバーは、カスタマーの IPsecネットワークの合計稼働時間（または可用性）
を増やす機能です。従来、これは元の（アクティブな）ルータに加えて冗長（スタンバイ）

ルータを使用することで実現されています。アクティブルータが何らかの理由で使用できなく

なると、スタンバイルータは、IKEおよび IPsecの処理を引き継ぎます。IPSecフェールオー
バーは、ステートスレスフェールオーバーおよびステートフルフェールオーバーの 2種類の
カテゴリに分類されます。

Cisco ASR 1000シリーズルータの IPSecは、ステートレスフェールオーバーのみをサポート
します。ステートレスフェールオーバーは、ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）
のようなプロトコルを使用して、プライマリからセカンダリへのカットオーバーを行い、さら

にアクティブおよびスタンバイの VPNゲートウェイを許可して、共通の仮想 IPアドレスを共
有することができます。

双方向フォワーディング検出
双方向フォワーディング検出（BFD）は、すべてのメディアタイプ、カプセル化、トポロジ、
およびルーティングプロトコルのために短時間での転送パス障害検出を提供するために設計さ

れた検出プロトコルです。高速転送パス障害検出に加えて、BFDはネットワーク管理者に整合
性のある障害検出方法を提供します。ネットワーク管理者は BFDを使用することで、さまざ
まなルーティングプロトコルのHELLOメカニズムにより、変動速度ではなく一定速度で転送
パス障害を検出できるため、ネットワークプロファイリングおよびプランニングが容易になり

ます。また、再収束時間の整合性が保たれ、予測可能になります。

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、IPv4スタティックルート用の BFDと BGP用の BFDが
サポートされます。

BFDの詳細については、『Bidirectional Forwarding Detection』マニュアルを参照してください。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IP Routing BFD Configuration Guide, Cisco IOS XE
Release 3S』

双方向フォワーディング検出

『High Availability Configuration Guide, Cisco IOS
XE Release 3S』

ハイアベイラビリティコンフィギュレー

ション

ソフトウェアアップグレードプロセスコンフィ

ギュレーションガイド

ソフトウェアアップグレードプロセスコ

ンフィギュレーション
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マニュアルタイトル関連項目

標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

高可用性に関する機能情報の概要
「表 24 :高可用性に関する機能情報の概要 （371ページ）」に、このモジュールの機能をリス
ト表示し、個別の設定情報へのリンクを示します。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
370

高可用性の概要

高可用性に関する機能情報の概要

http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアク
セスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

「表 24 :高可用性に関する機能情報の概要 （371ページ）」は、ソフトウェアリリーストレ
インで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを示しています。その

機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでもサポートされま

す。

（注）

表 24 :高可用性に関する機能情報の概要

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XEリリース 2.1Sで、Cisco ASR
1000シリーズルータに導入されました。

Cisco IOS XE 2.1S高可用性の概

要
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第 12 章

ブロードバンドの拡張性とパフォーマンス

サービスプロバイダーのインフラストラクチャは、企業である顧客またはインターネットサー

ビスプロバイダー（ISP）が加入者に提供するサービスをサポートできる必要があります。ま
た、サービスプロバイダーは、加入者ベースの拡大に応じた拡張が可能である必要がありま

す。Cisco ASR 1000シリーズルータは、高いブロードバンド拡張性を実現するように設定でき
ます。

•この章で紹介する機能情報の入手方法（373ページ）
•目次（373ページ）
• PPPセッションと L2TPトンネルのスケーリング（374ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルータの高拡張性に関する設定（375ページ）
• cisco avpair lcp interface config RADIUS属性の使用（378ページ）
•その他の参考資料（380ページ）
•ブロードバンドの拡張性とパフォーマンスに関する機能情報（381ページ）

この章で紹介する機能情報の入手方法
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。この章に記載されてい

る機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリストについては、「ブロード

バンドの拡張性とパフォーマンスに関する機能情報（381ページ）」を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

目次
このガイドでは、次のトピックについて説明します。
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PPPセッションと L2TPトンネルのスケーリング
ASR 1000シリーズルータは、ポイントツーポイントプロトコル（PPP）セッションを終了
し、レイヤ 2トンネリングプロトコル（L2TP）トンネルを開始または終了するために、さま
ざまなブロードバンド展開モデルに導入されます。PPPセッションと L2TPトンネルの最大数
は、ハードウェアの組み合わせによって異なります。

PPPセッションと L2TPトンネルのスケーリングの制約事項
このセクションでは、PPPセッションとL2TPトンネルの拡張性に関する制約事項を示します。

• 1001、1002、および1004シャーシの拡張性を最大化するため、ブロードバンドアプリケー
ションのソフトウェア冗長性を無効にし、ハードウェア冗長性のみを設定することをお勧

めします。

• RP2および ESP-40Gを使用した 48000セッション拡張の制約事項は次のとおりです。

•インテリジェントサービスゲートウェイ（ISG）サービスはサポートされません。
• Point-to-Point Protocol over ATM（PPPoA）および Point-to-Point Protocol over Ethernet
（PPPoEoA）セッションはサポートされません。

• RP2で 48000セッションをサポートするには 16 GB DRAMが必要です。

挙げられている制約事項のいずれかが満たされていない場合、ルータの拡張は32000セッショ
ンまでに限られます。

（注）

• RP2および ESP-40Gを使用した 64000セッション拡張の制約事項は次のとおりです。

• ISGサービスはサポートされません。
• PPPoAおよび PPPoEoAセッションはサポートされません。
•キューイングアクション（シェーピングなど）を使用したセッション単位 QoSはサ
ポートされません。

• RP2で 64000セッションをサポートするには 16 GB DRAMが必要です。

挙げられている制約事項のいずれかが満たされていない場合、ルータの拡張は32000セッショ
ンまたは 48000セッションまでに限られます。

（注）

• RP2および ESP-40Gを使用した 64000 L2TPトンネル拡張の制約事項は次のとおりです。

• ISGサービスはサポートされません。
•セッション単位 QoSはサポートされません。
• RP2には 16 GB DRAMが必要です。
•高可用性（SSO）はサポートされません。
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挙げられている制約事項のいずれかが満たされていない場合、ルータの拡張は 16000 L2TPト
ンネルまでに限られます。

（注）

• RP2と ESP10ハードウェアの組み合わせは、ブロードバンドではサポートされません。
• 2GBの DRAMを搭載した RP1は、ブロードバンド展開では推奨されません。

Cisco ASR 1000シリーズルータの高拡張性に関する設定
Cisco ASR 1000シリーズルータにより、組み込みサービスの強力なパフォーマンスと拡張性が
実現します。

1001、1002、および 1004シャーシで最高度の拡張を実現するには、IOSソフトウェアの冗長
性を無効にする必要があります。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの高拡張性を確保するには、次の
設定タスクを実行します。

コールアドミッション制御の設定

コールアドミッション制御（CAC）機能は、設定する必要がある ASR 1000処理リソースを保
護するために設定されます。CACは、CPU使用率が設定されたしきい値を超えた場合に、ア
クティブコール専用のメディア帯域幅を制限できます。

このセクションでは、次の CAC設定例を示します。

PPPoEセッションの設定

router(config)# call admission new-model
router(config)# call admission limit 1000
router(config)# call admission cpu-limit 80
router(config)# call admission pppoe 10 1

PPPoAセッションの設定

router(config)# call admission new-model
router(config)# call admission limit 1000
router(config)# call admission cpu-limit 80
router(config)# call admission pppoa 10 1

VPDNセッションの設定

router(config)# call admission new-model
router(config)# call admission limit 1000
router(config)# call admission cpu-limit 80
router(config)# call admission vpdn 10 1
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コントロールプレーンポリシング

コントロールプレーンポリシング機能を使用すると、コントロールプレーンパケットのトラ

フィックフローを管理するQoSフィルタを設定して、偵察行為やサービス妨害（DoS）攻撃か
ら Cisco IOS XEルータおよびスイッチのコントロールプレーンを保護できます。ルータやス
イッチに対する攻撃や大量トラフィック負荷があったとしても、コントロールプレーンを利用

してパケット転送とプロトコル状態を維持することができます。

コントロールプレーンポリシング機能の設定例については、次の URLで『Quality of Service
Solutions Configuration Guide』の「Control Plane Policing」のセクションを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/qos_plcshp/configuration/xe-3s/qos-plcshp-ctrl-pln-plc.html
[英語]

VPDNグループのセッション制限
バーチャルプライベートダイヤルアップネットワーク（VPDN）グループセッション制限機
能を使用すると、VPDNグループごとに許可される VPDNセッションの数を制限できます。
VPDNセッション制限はパフォーマンスを向上させ、大容量で動作するルータの遅延を低減で
きます。

VPDNグループセッション制限の詳細については、次の URLでこの機能のマニュアルを参照
してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/vpdn/configuration/xe-3s/vpd-tunnel-mgmt.html [英語]

PPPoEセッション制限
PPPoEセッション制限サポート機能は、ルータまたはすべてのイーサネットインターフェイ
スとサブインターフェイス、および ATMインターフェイスとサブインターフェイスで作成可
能な PPPoEセッションの数を制限することで、ルータが仮想アクセスに過剰なメモリを使用
するのを防ぎます。

PPPoEセッション制限の詳細については、次の URLでこの機能のマニュアルを参照してくだ
さい。

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/bbdsl/configuration/xe-3s/bba-limit-legcfg-xe.html [英語]

SNMP管理ツールを使用した PPPセッションのモニタリング
仮想アクセスサブインターフェイスがルータの Simple Network Management Protocol（SNMP）
機能に登録されてメモリを使い果たさないようにするため、ルータのSNMP管理ツールを使用
してPPPセッションをモニターしないでください。SNMPビューを使用して、一括クエリと偶
発的な要求を分離します。

no virtual-template snmpコマンドを使用して、SNMP管理ツールを無効にします。

Router(config)# no virtual-template snmp
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アクセスインターフェイスの入出力保留キューの設定

ギガビットイーサネットおよび 10ギガビットイーサネットインターフェイスの入出力保留
キューのデフォルト値は、375パケットです。LCP、IPCP、PPP、L2TP、DHCPなどの高レー
トの制御パケットを処理するためにインターフェイスが必要な場合は、デフォルト値では不十

分な場合があります。高拡張性を確保するには、アクセスインターフェイスの入出力保留キュー

を 4096に設定します。

Router(config)# interface gig1/0/0
Router(config-if)# hold-queue 4096 in

keepaliveコマンドの設定
PPPセッションでは、keepaliveコマンドで特定のインターフェイスのキープアライブタイマー
が設定されます。適切なスケーリングを実現し、CPU使用率を最小限に抑えるため、タイマー
を 60秒以上に設定してください。デフォルト値は 10秒です。

interface Virtual-Template1
ip unnumbered Loopback1
keepalive 60
no peer default ip address
ppp authentication pap

IPセッションの場合、キープアライブはデフォルトでは有効になっていません。IPセッショ
ンのキープアライブを有効にすると、加入者の存在をテストするために ICMPまたは ARPが
使用される点を除き、PPPキープアライブと同じ機能が提供されます。キープアライブメッ
セージでのARPの使用およびキープアライブメッセージでの ICMPの使用の詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/isg/configuration/xe-3s/Configuring_ISG_Policies_for_Session_Maintenance.html
[英語]で該当する機能についてのドキュメントを参照してください。

（注）

L2TPトンネル設定のスケーリング
IP入力プロセスのヘッドオブラインブロッキングを防止し、システムリソースを節約するに
は、vpdn ip udp ignore checksumコマンドを設定します。

Router(config)# vpdn ip udp ignore checksum

このコマンドを設定すると、ルータは L2TP Helloパケットと Hello確認応答を L2TP制御プロ
セスに直接キューイングします。すべての拡張 LACおよび LNS L2TPトンネル設定でこのコ
マンドを設定することを推奨します。

vpdn ip udp ignore checksumコマンドを設定しない場合、L2TPソフトウェアは、パケットを
UDPに送信してチェックサムを検証します。IP入力プロセスにキューイングされるパケット
が多すぎると、ルータは選択的パケット廃棄（SPD）メカニズムを開始し、IPパケットをド
ロップします。
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他の非L2TP設定では、IP入力プロセスのヘッドオブラインブロッキングが発生する可能性が
あります。入力インターフェイスで発生するフラッシュは、SPDメカニズムによってパケット
が廃棄されていることを示します。

（注）

cisco avpair lcp interface config RADIUS属性の使用
lcp:interface-config RADIUS属性を使用して仮想アクセスサブスクライバインターフェイスを
再設定すると、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでコールセットアッ
プレートが低下する可能性があります。これは、lcp:interface-configコマンドのシンタックスに
IOSインターフェイスコンフィギュレーションコマンドが含まれているためです。このコマ
ンドは、インターフェイスに適用可能な任意の有効な IOSコマンドです。lcp:interface-config属
性が RADIUSサーバーから Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータにダウ
ンロードされると、コマンドパーサーがアクティブになり、AVペアに従ってインターフェイ
スが設定され、オプションが有効かどうかが判断され、次いで設定が仮想アクセスインター

フェイス（VAI）に適用されます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでのサブスクライバセッションの
拡張は、同等の IOSインターフェイスコマンドが仮想テンプレート設定に直接適用され、その
メソッドを使用する VAIに複製された場合と同様に、lcp:interface-config RADIUS属性を使用
しても影響を受けません。lcp:interface-config RADIUS属性または virtual-templateのいずれかを
使用してVAIに設定を適用します。この設定タイプの適用により、場合によっては、ASR 1000
シリーズアグリゲーションサービスルータでのサブスクライバセッションの拡張に影響が及

ぶことがあります。

ユーザー単位設定の拡張性の向上

ルータ設定を変更せずにユーザー単位設定の拡張性を向上させるには、ip:vrf-idおよび
ip:ip-unnumberedRADIUS属性を使用します。これらのユーザー単位のベンダー固有属性（VSA）
は、セッションをVRFおよび IPアンナンバードインターフェイスにマッピングするために使
用されます。VSAは仮想アクセスサブインターフェイスに適用され、PPP承認時に処理され
ます。

ip:vrf-id属性は、セッションを VRFにマッピングするために使用されます。ip:vrf-id VSAを使
用するプロファイルは、作成されるVAIに IP設定をインストールするために、ip:ip-unnumbered
VSAも使用する必要があります。作成される VAIで使用される PPPには、ip:ip-unnumbered
VSAが必要です。インターフェイスで IPが設定されていない場合、インターネットプロトコ
ル制御プロトコル（IPCP）セッションは確立されません。インターフェイスで ip addressコマ
ンドまたは ip unnumberedコマンドを設定して、作成される VAIにこれらの設定が存在するよ
うにする必要があります。ただし、ip:ip-vrf VSAが VAIにインストールされると、既存の IP
設定（存在する場合）が削除されるため、仮想テンプレートインターフェイスで ip addressコ
マンドと ip unnumberedコマンドを指定する必要はありません。そのため、ip:vrf-id VSAを使
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用するプロファイルは、作成されるVAIに IP設定をインストールするために、ip:ip-unnumbered
VSAも使用する必要があります。

これらのユーザー単位の VSAは、VAIに適用できます。したがって、ユーザー単位の承認プ
ロセスでは、完全な VAIを作成する必要がなく、拡張性が向上します。

ユーザープロファイルでの VRFおよび IPアンナンバードインターフェイスの設定

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは引き続き lcp:interface-config VSA
をサポートしますが、ip:vrf-idおよび ip:ip-unnumbered VSAにより、ユーザープロファイルで
VRFおよび IPアンナンバードインターフェイスを設定する別の方法が提供されます。ip:vrf-id
および ip:ip-unnumbered VSAのシンタックスは次のとおりです。

Cisco:Cisco-AVpair = “ip:vrf-id=vrf-name”
Cisco:Cisco-AVpair = “ip:ip-unnumbered=interface-name”

ユーザープロファイルでは、1つの ip:vrf-idと 1つの ip:ip-unnumbered値のみを指定する必要が
あります。ただし、プロファイル設定に複数の値が含まれている場合、Cisco ASR 1000シリー
ズアグリゲーションサービスルータは、最後に受信したVSAの値を適用して、仮想アクセス
サブインターフェイスを作成します。プロファイルに lcp:interface-config VSAが含まれている
場合、ルータは常に lcp:interface-config VSAの値を適用します。

仮想インターフェイステンプレートでの VRFおよび IPアンナンバードインターフェイ
スの設定

RADIUSのユーザープロファイルで 1つの VSA値を指定し、仮想テンプレートインターフェ
イスで別の値をローカルに指定できます。Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービ
スルータは、テンプレートを複製し、RADIUSから受信したプロファイルに設定されている値
を適用します。その結果、ルータがプロファイル値を適用するときに IP設定が削除されます。

ip:vrf-idおよび ip:ip-unnumbered VSAを使用するためのユーザープロファイルの再定義

ユーザープロファイルで lcp:interface-config VSAを使用する場合のフル仮想アクセスインター
フェイスの要件により、メモリ消費の増加といった拡張性の問題が発生する可能性がありま

す。この状況は、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータが、
lcp:interface-config VSAを含む多数のユーザー単位プロファイルを適用しようとする場合に特
に当てはまります。したがって、ユーザープロファイルを更新する場合は、lcp:interface-config
VSAを拡張可能な ip:vrf-idおよび ip:ip-unnumbered VSAに再定義することを推奨します。

次に、ip:vrf-id VSAを使用して newyorkという名前の VRFを再定義する例を示します。

Change:
Cisco:Cisco-Avpair = “lcp:interface-config=ip vrf forwarding newyork”
To:
Cisco:Cisco-Avpair = “ip:vrf-id=newyork”

次に、ip:ip-unnumbered VSAを使用してループバック 0インターフェイスを再定義する例を示
します。

Change:
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Cisco:Cisco-Avpair = “lcp:interface-config=ip unnumbered Loopback 0”
To:

Cisco:Cisco-Avpair = “ip:ip-unnumbered=Loopback 0”

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Quality of Service Solutions Configuration Guide』コントロールプレーンポリシング

VPDN Configuration Guide, Cisco IOS XE Release 3S
[英語]

VPDNグループのセッション制限

Configuring PPP over Ethernet Session Limit Support
Feature Guide [英語]

PPPoEセッション制限

Intelligent Services Gateway Configuration Guide Cisco
IOS XE Release 3S [英語]

キープアライブメッセージでのARPの使用
およびキープアライブメッセージでのICMP
の使用

標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

ブロードバンドの拡張性とパフォーマンスに関する機能

情報
以下の表に、このモジュールで説明した機能をリストアップし、特定の設定情報へのリンクを

示します。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアク
セスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

次の表には、一連のソフトウェアリリースのうち、その機能が初めて導入されたソフトウェア

リリースだけが記載されています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフ

トウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 25 :ブロードバンドの拡張性とパフォーマンスに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XEリリース 2.1Sで、
Cisco ASR 1000シリーズルータに導入されま
した。

Cisco IOS XE 2.1S高可用性の概要

この機能は、Cisco IOS XEリリース 3.7Sで、
Cisco ASR 1000シリーズルータに導入されま
した。

Cisco IOS XE 3.7SISGの PWLANのウォーク
バイユーザーサポート
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第 13 章

単方向リンク検出（UDLD）プロトコル

初版：2013年 3月 28日

このドキュメントでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで単方向
リンク検出（UDLD）プロトコルを設定する方法について説明します。

•機能情報の確認（383ページ）
•目次（384ページ）
• UDLDプロトコルの制約事項（384ページ）
• UDLDプロトコルに関する情報（384ページ）
• UDLDプロトコルの設定方法（386ページ）
• UDLDプロトコルの設定例（391ページ）
•その他の参考資料（393ページ）
• Cisco 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでの UDLDの設定に関する機能情
報（394ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォーム

とソフトウェアリリースに対応したリリースノートドキュメントを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につ

いては、「Cisco 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでの UDLDの設定に関する
機能情報（394ページ）」を参照してください。

プラットフォームのサポート、および Cisco IOS、Catalystオペレーティングシステムソフト
ウェアイメージのサポートに関する情報を検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用しま
す。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.com
のアカウントは必要ありません。
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目次

UDLDプロトコルの制約事項
現在、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの UDLDプロトコルには次
の制限があります。

•高可用性（HA）はサポートされていませんが、イーサネットポートがアップ状態で、ポー
トで UDLDが有効になっている場合、UDLDは自動的に検出を実行します。

•ギガビットイーサネット、10ギガビットイーサネット、およびファストイーサネットイ
ンターフェイスでのみサポートされます。

•基本的な UDLD機能のみサポートされます。

UDLDプロトコルに関する情報
続くセクションでは、UDLDの機能について説明します。

UDLDの概要
シスコ独自の UDLDプロトコルにより、LANポートに接続された光ファイバまたは銅製（カ
テゴリ5ケーブルなど）イーサネットケーブルを使用して接続されたデバイスで、ケーブルの
物理構成をモニターし、単方向リンクの存在を検出することができます。単方向リンクはスパ

ニングツリートポロジループなど、さまざまな問題の原因となるため、単方向リンクが検出

された場合、UDLDは影響を受けた LANポートをシャットダウンして、該当するユーザーに
アラートを表示します。

UDLDは、レイヤ 1プロトコルと協調してリンクの物理ステータスを検出するレイヤ 2プロト
コルです。レイヤ 1では、物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションに
よって処理されます。UDLDは、ネイバー IDの検出、誤って接続されたLANポートのシャッ
トダウンなど、自動ネゴシエーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエー

ションと UDLDの両方をイネーブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的お
よび論理的な単方向接続、および他のプロトコルの誤動作を防止します。

リンク上でローカルデバイスが送信したトラフィックはネイバーで受信されるが、ネイバーか

ら送信されたトラフィックはローカルデバイスで受信されない場合に、単方向リンクが発生し

ます。対になったファイバケーブルのうち一方の接続が切断された場合、自動ネゴシエーショ

ンがアクティブである限り、そのリンクはアップ状態が維持されなくなります。このようなシ

ナリオでは、論理リンクは不定であり、UDLDは何の処理も行いません。レイヤ 1で両方の光
ファイバが正常に動作している場合は、レイヤ 2で UDLDが、これらの光ファイルが正しく
接続されているかどうか、および正しいネイバー間でトラフィックが双方向に流れているかを

調べます。自動ネゴシエーションはレイヤ1で動作するため、このチェックは自動ネゴシエー
ションでは実行できません。
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Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、UDLDが有効な LANポート
のネイバーデバイスに、UDLDパケットを定期的に送信します。このパケットが一定時間内に
エコーバックされ、かつ特定の確認応答（エコー）がない場合には、そのリンクは単方向リン

クとしてフラグ付けされ、LANポートがシャットダウンされます。単方向リンクが正しく識
別されディセーブルされるようにするには、リンクの両端のデバイスで UDLDプロトコルが
サポートされている必要があります。

UDLDは、不要なトラフィックの送信を避けるために、すべてのポートにおいてデフォルトで
無効になっています。

（注）

次の図は、単方向リンクが発生した状態の一例を示したものです。スイッチBは、ポート上の
スイッチ Aからのトラフィックを正常に受信します。ただし、スイッチ Aは同じポートのス
イッチBからのトラフィックを受信しません。UDLDによって問題が検出され、ポートがディ
セーブルになります。

図 1 :単方向リンク

UDLDアグレッシブモードの設定
UDLDアグレッシブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイント
ツーポイントのリンク上に限って設定します。UDLDアグレッシブモードをイネーブルに設定
した場合、UDLDネイバー関係が確立されている双方向リンク上のポートは UDLDパケット
の受信を停止します。UDLDはネイバーとの接続を再確立しようとします。再試行が 8回失敗
すると、ポートはディセーブルになります。

スパニングツリーループを防止するため、間隔がデフォルトの 15秒である非アグレッシブな
UDLDでも、（デフォルトのスパニングツリーパラメータを使用して）ブロッキングポート
がフォワーディングステートに移行する前に、単方向リンクをシャットダウンすることができ

ます。

UDLDアグレッシブモードが有効な場合、UDLDは、次のシナリオでトラフィックが廃棄され
ないように、リンク上のポートでエラーを無効化します。

•リンクの一方の側でポート（TXまたは RX）スタックを使用している場合。
•リンクの一方の側がダウンしているが、もう一方の側がアップしたままの場合。
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UDLDのデフォルト設定
次の表に、UDLDのデフォルト設定を示します。

表 26 : UDLDのデフォルト設定

デフォルト値機能

グローバルにディセーブルUDLDグローバルイネーブルステート

ディセーブルUDLDアグレッシブモード

ディセーブルポート別のUDLDイネーブルステート（光ファイ
バメディア用）

すべてのイーサネット 10/100および
1000BASE-TX LANポートでディセーブル

ポート別のUDLDイネーブルステート（ツイスト
ペア（銅製）メディア用）

UDLDプロトコルの設定方法
このセクションでは、UDLDプロトコルの設定方法について説明します。

UDLDのグローバルなイネーブル化
すべての光ファイバ LANポートで UDLDをグローバルに有効にするには、次のタスクを実行
します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. udld {enable | aggressive}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを入力しま

す。
Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

光ファイバ LANポートで UDLDをグローバルに有
効にします。

udld {enable | aggressive}

例：

ステップ 3

このコマンドでは、光ファイバ LANポート
のみが設定されます。LANポートを個別に
設定すると、このコマンドの設定がオーバー

ライドされます。

（注）
no udld {enable | aggressive}

例：

Router(config)# udld enable
光ファイバ LANポートで UDLDをグローバルに無
効化するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

個々の LANインターフェイスでの UDLDの有効化
個々の LANインターフェイスで UDLDを有効にするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot/port

4. udld port [aggressive]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables the privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

設定する LANポートを選択します。interface type slot/port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitethernet2/2

特定のポート上でUDLDを有効にします。aggressive
キーワードを入力してアグレッシブモードをイネー

udld port [aggressive]

例：

ステップ 4

ブルにします。光ファイバ LANポートの場合、こ
no udld port [aggressive]
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目的コマンドまたはアクション

例： のコマンドはudld enableグローバルコンフィギュ
レーションコマンドによる設定を上書きします。

Router(config)# udld port aggressive
光ファイバ以外の LANポートで UDLDを無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

On fiber-optic LAN ports, the no udld port command
reverts the LAN port configuration to the udld
enable global configuration command setting.

光ファイバ LANインターフェイス上での UDLDのディセーブル化
個々の光ファイバ LANポートで UDLDを無効にするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot/port

4. udld port disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables the privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

設定する LANポートを選択します。interface type slot/port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitethernet2/2

光ファイバの LANポート上で UDLDをディセーブ
ルにします。

udld port disable

例：

ステップ 4

このコマンドの no形式を実行すると、udld enable
グローバルコンフィギュレーションコマンド設定

に戻ります。

no udld port disable

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# udld port disable
このコマンドは、光ファイバ LANポートで
のみサポートされています。

（注）

UDLDプローブメッセージ間隔の設定
アドバタイズメントモードにあり、現在双方向に設定されているポートで、UDLDプローブ
メッセージ間隔を設定するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. udld message time interval

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables the privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

アドバタイズメントモードにあり、現在双方向に設

定されているポートで、UDLDプローブメッセージ
の間隔を設定します。有効な値は 7～ 90秒です。

udld message time interval

例：

no udld message

ステップ 3

このコマンドをデフォルト値（15秒）に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。例：

Router(config)# udld message time 60

無効化された LANインターフェイスの手動リセット
UDLDによってシャットダウンされたすべての LANポートをリセットするには、次のタスク
を実行します。

手順の概要

1. enable
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2. udld reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables the privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

UDLDによってシャットダウンされたすべてのLAN
ポートをリセットします。

udld reset

例：

ステップ 2

Router# udld reset

無効化された LANインターフェイスの自動的なリセット
UDLDによってシャットダウンされたすべての LANポートを自動的にリセットするには、次
のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. udld recovery
4. udld recovery interval interval

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables the privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

UDLD error disabled状態のリカバリタイマーを有効
にします。

udld recovery

例：

ステップ 3

UDLD error disabled状態のリカバリタイマーを無効
にするには、このコマンドのno形式を使用します。no udld recovery

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# udld recovery

UDLD error disabled状態から回復する時間を指定し
ます。有効値の範囲は 30～ 86400秒です。

udld recovery interval interval

例：

ステップ 4

このコマンドをデフォルト値（300秒）に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。no udld recovery interval

例：

Router(config)# udld recovery interval 100

UDLDのデバッグ
UDLDアクティビティのデバッグを有効にするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. debug udld {events | packets | registries}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables the privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

UDLDプロセスイベント、パケット、またはレジス
トリイベントのデバッグを有効にします。

debug udld {events | packets | registries}

例：

ステップ 2

UDLDプロセスイベント、パケット、またはレジス
トリイベントのデバッグを無効にするには、このコ

マンドの no形式を使用します。

no debug udld {events | packets | registries}

例：

Router#
debug udld events

UDLDプロトコルの設定例
このセクションでは、次の設定例を示します。

例：UDLD設定の検証（392ページ）

例：ネイバーに関する情報の検証（392ページ）
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例：すべての UDLDインターフェイスステータスの表示（392ページ）

例：UDLD設定の検証
次に、showコマンドを使用して UDLD設定を検証する例を示します。

show udld interface-idコマンドの出力例

Router# show udld gigabitethernet2/2
Interface Gi2/2
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement
Message interval: 60
Time out interval: 5
No multiple neighbors detected

Entry 1
---
Expiration time: 146
Device ID: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device name: 0050e2826000
Port ID: 2/1
Neighbor echo 1 device: SAD03160954
Neighbor echo 1 port: Gi1/1
Message interval: 5
CDP Device name: 066527791

例：ネイバーに関する情報の検証

次に、ネイバーに関する情報を表示する例を示します。

show udld neighborsコマンドの出力例

Router# show udld neighbors
Port Device Name Device ID Port-ID OperState
-------- ------------------------------ ------------ ------- --------------
Gi3/1 SAL0734K5R2 1 Gi4/1 Bidirectional
Gi4/1 SAL0734K5R2 1 Gi3/1 Bidirectional

例：すべての UDLDインターフェイスステータスの表示
次に、すべての UDLDインターフェイスステータスを表示する例を示します。

show udldコマンドの出力例

Router# show udld
Interface Gi0/0/0
---
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Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Disabled
Current bidirectional state: Unknown
Interface Gi0/0/1
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Disabled
Current bidirectional state: Unknown
Interface Fa0/1/0
---
Port enable administrative configuration setting: Disabled
Port enable operational state: Disabled
Current bidirectional state: Unknown
Interface Fa0/1/1
---
Port enable administrative configuration setting: Disabled
Port enable operational state: Disabled
.
.
.

その他の参考資料
続くセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの単方向リ
ンク検出（UDLD）プロトコルに関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command Reference』Cisco IOS設定の基本

標準

タイト

ル

標準

—この機能がサポートする新しい規格または変更された規格はありません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに対するMIB
を特定してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/fundamentals/command/reference/cf_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


RFC

タイトルRFC16

シスコ単方向リンク検出（UDLD）プロトコルRFC
5171

16
サポートされている RFCがすべて記載されているわけではありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（Field Noticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

Cisco 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで
の UDLDの設定に関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能をリストし、特定の設定情報へのリンクを示しま

す。Cisco IOSリリース 3.9S以降で導入または変更された機能のみが表に記載されています。

ご使用の Cisco IOSソフトウェアリリースによっては、コマンドの中に一部使用できないもの
があります。特定のコマンドに関するリリース情報については、対応するコマンドリファレン

スマニュアルを参照してください。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフ
トウェアリリース、機能セット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOSおよび
Cisco Catalystオペレーティングシステムソフトウェアイメージを確認できます。Cisco Feature
Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必
要ありません。
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表 27 : Cisco 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでの UDLDの設定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

シスコ独自の UDLDプロトコルにより、LANポートに接続され
た光ファイバまたは銅製（カテゴリ5ケーブルなど）イーサネッ
トケーブルを使用して接続されたデバイスで、ケーブルの物理構

成をモニターし、単方向リンクの存在を検出することができま

す。単一方向リンクが検出されると、関連する LANポートを
UDLDがシャットダウンし、ユーザーに警告します。単方向リン
クは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざまな

問題を引き起こす可能性があります。

この機能は、Cisco IOS XEリリース 3.9Sで、Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサービスルータに導入されました。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してくださ

い。

3.9S単方向リンク検

出（UDLD）プ
ロトコル
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第 14 章

管理イーサネットインターフェイスの使

用

Cisco ASR 1000シリーズルータには、各ルートプロセッサ（RP）上に 1つのギガビットイー
サネット管理インターフェイスが備わっています。

•この章で紹介する機能情報の入手方法（397ページ）
•目次（397ページ）
•ギガビットイーサネット管理インターフェイスの概要（398ページ）
•ギガビットイーサネットポートの番号（398ページ）
• ROMmonおよび管理イーサネットポートの IPアドレス処理（399ページ）
•ギガビットイーサネット管理インターフェイスの VRF（399ページ）
•共通のイーサネット管理タスク（400ページ）
•その他の参考資料（404ページ）
•管理イーサネットインターフェイスの使用に関する機能情報（405ページ）

この章で紹介する機能情報の入手方法
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。この章に記載されてい

る機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリストについては、「管理イー

サネットインターフェイスの使用に関する機能情報（405ページ）」を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

目次
このマニュアルは、次の内容で構成されています。
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ギガビットイーサネット管理インターフェイスの概要
このインターフェイスの目的は、ユーザがルータ上で管理タスクを実行できるようにすること

です。基本的には、インターフェイスが原因で不要にネットワークトラフィックが転送された

り、また、ほとんどの場合は転送できなかったりしますが、Telnetおよびセキュアシェル
（SSH）を経由すれば、ルータへのアクセスが可能となり、ルータ上のほとんどの管理タスク
を実行することができます。このインターフェイスは、ルータがルーティングを開始する前

か、または SPAインターフェイスが非アクティブ時にトラブルシューティングを行う場合に
有用な機能を提供します。

管理イーサネットインターフェイスでは、次の点に注意してください。

•管理イーサネットインターフェイスは各 RPにありますが、アクセス可能な管理イーサ
ネットインターフェイスは、アクティブなRPだけに備わっています（ただし、スタンバ
イ RPの場合はコンソールポートを使用してアクセスできます）。

•インターフェイスでサポートされるルーテッドプロトコルは、IPv4、IPv6、および ARP
だけです。

•インターフェイスでは、SPAインターフェイスまたは IOSプロセスがダウンしている場合
でもルータにアクセスする方式を提供しています。

•イーサネット管理インターフェイスは、合法的傍受のMDソースインターフェイスとし
ては使用できません。

•管理イーサネットインターフェイスは、自身の VPNルーティングおよび転送（VRF）の
一部です。詳細については「ギガビットイーサネット管理インターフェイスのVRF（399
ページ）」で説明します。

ギガビットイーサネットポートの番号
ギガビットイーサネット管理ポートは、常に GigabitEthernet0です。

デュアル RP構成の場合、アクティブ RP上の管理イーサネットインターフェイスは、常にギ
ガビットイーサネット 0になります。一方、スタンバイ RP上の管理イーサネットインター
フェイスに同一TelnetセッションのCisco IOS CLIを使用してアクセスすることはできません。
ただし、スタンバイ RPにはコンソールポート経由で Telnet接続できます。

このポートには、Cisco ASRシリーズルータ上の他のポートと同様にコンフィギュレーション
モードでアクセスできます。

Router#config t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#interface gigabitethernet0
Router(config-if)#
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ROMmonおよび管理イーサネットポートの IPアドレス処
理

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、IPアドレスを ROMmon（IP_ADDRESS=および
IP_SUBNET_MASK=コマンド）に、IOSコマンドラインインターフェイス（インターフェイ
スコンフィギュレーションモードでの ip addressコマンド）を使用して設定できます。

Cisco ASR 1000シリーズルータ上で IOSプロセスが開始されない場合、ROMmomに設定され
た IPアドレスが管理イーサネットインターフェイスの IPアドレスとして動作します。IOSプ
ロセスが稼働中で、管理イーサネットインターフェイスを制御している場合は、IOS CLIのイ
ンターフェイス Gigabit Ethernet 0の設定時に指定した IPアドレスが、管理イーサネットイン
ターフェイスの IPアドレスとなります。ROMmonで定義された IPアドレスは、IOSプロセス
が非アクティブな場合にだけインターフェイスアドレスとして使用されます。

このため、ROMmonと IOS CLIで指定された IPアドレスは同一になり、管理イーサネットイ
ンターフェイスはシングル RP構成で適切に機能します。

ただし、デュアルRP構成では、RP0またはRP1のいずれにおいても相互に一致するROMmom
の IPアドレス、または IOS CLIで定義された IPアドレスは設定しないでください。一致する
IPアドレスを設定すると、アクティブおよびスタンバイの管理イーサネットインターフェイ
スで、MACアドレスが異なった、同じ IPアドレスが割り当てられる可能性があり、トラフィッ
クに予期せぬ処理が実行される場合があります。

ギガビットイーサネット管理インターフェイスの VRF
ギガビットイーサネット管理インターフェイスは、自動的に自身の VRFの一部となっていま
す。「Mgmt-intf」という名前の VRFは Cisco ASR 1000シリーズルータ上で自動的に設定さ
れ、管理イーサネットインターフェイス専用となります。他のインターフェイスはこの VRF
に参加できません。したがって、このVRFはマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
VPN VRFまたはその他のネットワーク規模の VRFには参加できません。Mgmt-intf VRFは、
ループバックインターフェイスをサポートします。

管理イーサネットインターフェイスを自身の VRF内に配置すると、管理イーサネットイン
ターフェイスに次のような影響が発生します。

• VRF内では多数の機能を設定して使用する必要があるため、特定の管理イーサネット機能
に関して、CLIが Cisco ASR 1000シリーズルータ上と他のルータの管理イーサネットイ
ンターフェイス上とで異なる可能性があります。

•トラフィックが、ルータを中継して通過できなくなります。すべての SPAインターフェ
イスと管理イーサネットインターフェイスはそれぞれ異なる VRFに配置されるため、中
継トラフィックを管理イーサネットインターフェイスで受信できなくなり、SPAインター
フェイスから発信することもできなくなります。また、その逆も発生します。

•インターフェイスのセキュリティが改善されます。Mgmt-intf VRFは自身のVRF内に属す
ることで、独自のルーティングテーブルがあるため、ユーザが明示的に管理イーサネット
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インターフェイスを開始した場合にだけ、ルートを管理イーサネットインターフェイスの

ルーティングテーブルに追加できます。

管理イーサネットインターフェイスの VRFでは、IPv4と IPv6の両方のアドレスファミリが
サポートされます。

共通のイーサネット管理タスク
ユーザは管理イーサネットインターフェイスを介してルータ上のほとんどのタスクを実行でき

ます。

このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータ上で共通のタスクまたは少し注意が必要
なタスクについて説明します。ただし、管理イーサネットインターフェイスで実行できるすべ

てのタスクを包括的に説明するわけではありません。

ここでは、次のプロセスについて説明します。

VRF設定の表示
管理イーサネットインターフェイスの VRF設定は、show running-config vrfコマンドを使用
して、表示できます。

次に、デフォルトの VRF設定の例を示します。

Router# show running-config vrf
Building configuration...
Current configuration : 351 bytes
vrf definition Mgmt-intf
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
(some output removed for brevity)

管理イーサネット VRFの詳細な VRF情報の表示
管理イーサネット VRFの詳細情報を表示するには、 show vrf detail Mgmt-intfコマンドを入力
します。

Router# show vrf detail Mgmt-intf
VRF Mgmt-intf (VRF Id = 4085); default RD <not set>; default VPNID <not set>
Interfaces:
Gi0

Address family ipv4 (Table ID = 4085 (0xFF5)):
No Export VPN route-target communities
No Import VPN route-target communities
No import route-map
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
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VRF label allocation mode: per-prefix
Address family ipv6 (Table ID = 503316481 (0x1E000001)):
No Export VPN route-target communities
No Import VPN route-target communities
No import route-map
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
VRF label allocation mode: per-prefix

管理イーサネットインターフェイス VRFでのデフォルトルートの設
定

管理イーサネットインターフェイスVRFでデフォルトルートを設定するには、次のコマンド
を入力します。

ip route vrf Mgmt-intf 0.0.0.0 0.0.0.0 next-hop-IP-address

管理イーサネット IPアドレスの設定
管理イーサネットポートの IPアドレスは、その他のインターフェイス上の IPアドレスと同じ
ように設定します。

次に、管理イーサネットインターフェイス上で IPv4アドレスおよび IPv6アドレスを設定する
簡単な例を 2つ示します。

IPv4の例

Router(config)# interface GigabitEthernet 0
Router(config-if)# ip address
A.B.C.D A.B.C.D

IPv6の例

Router(config)# interface GigabitEthernet 0

Router(config-if)# ipv6 address X:X:X:X::X

管理イーサネットインターフェイス上での Telnet接続
Telnet接続は、管理イーサネットインターフェイスを使用して VRF経由で行うことができま
す。

次の例では、ルータは管理イーサネットインターフェイスの VRFを介して 198.51.100.1に
Telnet接続します。

Router# telnet 198.51.100.1 /vrf Mgmt-intf
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管理イーサネットインターフェイス上での PINGの実行
他のインターフェイスへの PINGの実行は、管理イーサネットインターフェイスを使用して
VRF経由で行うことができます。

次の例では、ルータは管理イーサネットインターフェイスを介して、198.51.100.1の IPアドレ
スが設定されたインターフェイスに PINGを送信します。

Router# ping vrf Mgmt-intf 198.51.100.1

Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 198.51.100.1, timeout is 2 seconds:
.!!!!
Success rate is 80 percent (4/5), round-trip min/avg/max = 1/1/1 ms

TFTPまたは FTPを使用したコピー
管理イーサネットインターフェイスによりTFTPを使用してファイルをコピーする場合、copy
tftpコマンドには VRF名を指定するオプションがないため、copy tftpコマンドを入力する前
に ip tftp source-interface GigabitEthernet 0コマンドを入力する必要があります。

同様に、管理イーサネットインターフェイスにより FTPを使用してファイルをコピーする場
合、copy ftpコマンドには VRF名を指定するオプションがないため、copy ftpコマンドを入力
する前に ip ftp source-interface GigabitEthernet 0コマンドを入力する必要があります。

TFTPの例

Router(config)# ip tftp source-interface gigabitethernet 0

FTPの例

Router(config)# ip ftp source-interface gigabitethernet 0

NTPサーバー
管理イーサネットインターフェイスを通じて Network Time Protocol（NTP）タイムサーバーと
同期をとれるようにソフトウェアクロックを設定するには、ntp server vrf Mgmt-intfコマンド
を入力し、アップデートを提供するデバイスの IPアドレスを指定します。

次の CLIでは、このプロシージャの例を示します。

Router(config)# ntp server vrf Mgmt-intf 198.51.100.1

SYSLOGサーバー
送信元の IPまたは IPv6アドレスとして管理イーサネットインターフェイスをログに記録され
るように指定するには、logging host <ip-address> vrf Mgmt-intfコマンドを入力します。
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次の CLIでは、このプロシージャの例を示します。

Router(config)# logging host <ip-address> vrf Mgmt-intf

Cisco IOS XEリリース 17.7.1a以降、syslog機能は、Cisco ASR 1000シリーズASIC MAC、PHY、
および光デバイスブロックから LINKダウンの理由をキャプチャします。この機能は、組み込
みまたは着脱可能な 1G、10G、40G、または 100G EPAを備えたすべての Cisco ASR 1000シ
リーズプラットフォームでサポートされます。

SNMP関連サービス
管理イーサネットインターフェイスをすべての SNMPトラップメッセージのソースとして指
定するには、snmp-server source-interface traps gigabitEthernet 0コマンドを入力します。

次の CLIでは、このプロシージャの例を示します。

Router(config)# snmp-server source-interface traps gigabitEthernet 0

ドメイン名の割り当て

管理イーサネットインターフェイスへのドメイン名の割り当ては、VRFを介して実行されま
す。

デフォルトのドメイン名を管理イーサネット VRFインターフェイスとして定義するには、ip
domain-name vrf Mgmt-intf domainコマンドを入力します。

Router(config)# ip domain-name vrf Mgmt-intf cisco.com

DNSサービス
管理イーサネットインターフェイスの VRFをネームサーバーとして指定するには、ip
name-server vrf Mgmt-intf IPv4-or-IPv6-addressコマンドを入力します。

Router(config)# ip name-server vrf Mgmt-intf
IPv4-or-IPv6-address

RADIUSサーバーまたは TACACS+サーバー
管理 VRFを AAAサーバーグループの一部としてグループ化するには、AAAサーバーグルー
プの設定時に ip vrf forward Mgmt-intfコマンドを入力します。

TACACS+サーバーグループを設定する場合も、同様にします。管理 VRFを TACACS+サー
バーグループの一部としてグループ化するには、TACACS+サーバーグループの設定時に ip
vrf forwarding Mgmt-intfコマンドを入力します。
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RADIUSサーバーグループの設定

Router(config)# aaa group server radius hello
Router(config-sg-radius)# ip vrf forwarding Mgmt-intf

TACACS+サーバーグループの例

outer(config)# aaa group server tacacs+ hello
Router(config-sg-tacacs+)# ip vrf forwarding Mgmt-intf

ACLを使用した VTY回線
アクセスコントロールリスト（ACL）を、VRFを使用する（または使用しない）vty回線に付
加するには、ACLを vty回線に付加する際に vrf-alsoオプションを使用します。

Router(config)# line vty 0 4
Router(config-line)# access-class 90 in vrf-also

その他の参考資料

標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

管理イーサネットインターフェイスの使用に関する機能

情報
「表28 :管理イーサネットインターフェイスの使用に関する機能情報（405ページ）」に、こ
のモジュールの機能をリスト表示し、個別の設定情報へのリンクを示します。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアク
セスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

「表28 :管理イーサネットインターフェイスの使用に関する機能情報（405ページ）」は、ソ
フトウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリース

のみを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリ

リースでもサポートされます。

（注）

表 28 :管理イーサネットインターフェイスの使用に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE 2.1S管理イーサネットインターフェイスの使用
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第 15 章

ネットワーク同期サポート

ネットワークを介して提供されるほとんどのサービスは、効率的な運用のため、相互に完全に

同期させる必要があります。ネットワークを構成するネットワークデバイスが同じクロック

レートで動作しない場合、ネットワークの全体的なパフォーマンスが低下し、その結果ネット

ワークが提供するサービスの品質が低下します。このマニュアルでは、Cisco ASR 1000シリー
ズアグリゲーションサービスルータでネットワーク同期を設定する方法について説明します。

•機能情報の確認（407ページ）
•目次（407ページ）
•ネットワーク同期サポートの前提条件（408ページ）
•ネットワーク同期の概要（408ページ）
•同期ステータスメッセージとイーサネット同期メッセージングチャネル（413ページ）
•ネットワーク同期の制約事項（414ページ）
•ネットワーク同期の設定（415ページ）
•その他の参考資料（433ページ）
•ネットワーク同期サポートに関する機能情報（434ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。この章に記載されてい

る機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリストについては、「ネット

ワーク同期サポートに関する機能情報（434ページ）」を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

目次
このマニュアルは、次の内容で構成されています。
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ネットワーク同期サポートの前提条件
ネットワークの同期計画を設計する際には、次の目標を考慮する必要があります。

•最大数のネットワーク要素を最小数の独立したクロックソースに同期します。理想的に
は、すべてのネットワーク要素を単一のクロックソースに同期させます。

•（安定性と長期精度の点で）最高品質のクロックソースを使用します。
•同期の復元力を確保するには、クロックソース、ネットワーク要素、およびネットワーク
トランクで発生する可能性のある障害に備えて計画します。

ネットワーク同期の概要
同期イーサネット（SyncE）は、G.8261やG.8262などの電気通信標準化部門（ITU-T）標準規
格によって定義されており、イーサネットの PHY層を利用してリモートサイトにクロック情
報を送信します。

SyncEは、同期光ネットワーキング（SONET）ネットワークのコスト効率の良い代替手段とな
ります。SyncEを機能させるには、同期パス上の各ネットワーク要素が SyncEをサポートして
いる必要があります。SyncEを導入するために、イーサネットのビットクロックは、プライマ
リ基準クロック（PRC）に対するトレースが可能である信頼性の高いクロックに調整されま
す。

次の EPAおよびラインカードが同期イーサネットをサポートしています。

表 29 : EPAおよびラインカードの同期イーサネットサポート

ラインカードEPA

ASR1000-6TEEPA-10X10GE

ASR1000-2T+20X1GEEPA-18X1GE

EPA-40X2GE

EPA-100X1GE

ASR1001-HX、ASR1002-HXの組み込み EPA

2ポートギガビット同期イーサネット SPA（SPA-2X1GE-SYNCE）は、ASR 1002-xシャーシで
はサポートされません。

（注）
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ASR 1000プラットフォームでの機能サポート
サポートされない機能サポートされている機能プラットフォームサ

ポート

NetClk機能同期イーサネット機能は、組み込みギガ

ビットおよび 10ギガビットイーサネット
ポートでサポートされます。

ASR 1001-X

NetClk機能同期イーサネット機能は、組み込みギガ

ビットイーサネットポートでサポートさ

れます。

ASR1002-X

NetClkおよびネットワー
ク同期機能

—ASR1001

ネットワーククロッキング機能は、ASR 1000プラットフォームのSFP-GE-Tではサポートされ
ていません。

（注）

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータには、同期供給ユニット（SSU）
からクロッキング情報を回復するためのBITSインターフェイスと呼ばれる専用の外部インター
フェイスがあります。このクロックは SyncEに使用されます。BITSインターフェイスは、E1
（ヨーロッパ SSU）および T1（アメリカ BITS）フレーミングをサポートします。

Cisco ASR 1001-XルータにはオンボードBITSポートが搭載されていないため、BITSポートを
使用する機能はサポートされません。

（注）

次の表に、Cisco ASR 1002-Xルータの BITSポートのフレーミングモードを示します。

表 30 : Cisco ASR 1002-Xルータの BITSまたは SSUポートのフレーミングモード

RxポートTxポートSSMまたは QLのサ
ポート

サポートされるフレーミ

ングモード

BITSまたはSSUポート
のサポートマトリック

ス

対応対応対応T1 ESFT1

対応対応対応T1 SFT1

対応対応対応T1 D4T1

対応対応対応E1 CRC4E1

対応対応対応E1 FASE1
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RxポートTxポートSSMまたは QLのサ
ポート

サポートされるフレーミ

ングモード

BITSまたはSSUポート
のサポートマトリック

ス

対応対応対応E1 CASE1

対応対応対応E1 CAS CRC4E1

対応対応対応2048 kHz2048 kHz

次の表に、他の Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの BITSポートの
フレーミングモードを示します。

表 31 :他の Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの BITSまたは SSUポートのフレーミングモード

RxポートTxポートSSMまたは QLのサ
ポート

サポートされるフレーミ

ングモード

BITSまたは SSUポー
トのサポートマトリッ

クス

対応非対応非対応T1 ESFT1

対応非対応非対応T1 SFT1

対応非対応非対応E1 CRC4E1

対応非対応非対応E1 FASE1

対応非対応非対応E1 CASE1

対応非対応非対応E1 CAS CRC4E1

対応非対応非対応2048 kHz2048 kHz

次の機能のいずれかを使用して、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ
でネットワーク同期を設定できます。

• SyncEからのクロックリカバリ

この機能が設定されている場合、システムクロックはSyncEクロックソースから回復されます
（SyncE対応インターフェイスのみ）。ルータは、このクロックを、サポートされている他の
共有ポートアダプタ（SPA）の Txクロックとして使用します。

•外部インターフェイスからのクロックリカバリ

この機能を有効にすると、システムクロックは BITSクロックソースから回復されます。

• GPS（10M）ソースからのクロックリカバリ

この機能は、Cisco ASR 1002-Xルータでのみサポートされます。（注）

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
410

ネットワーク同期サポート

ASR 1000プラットフォームでの機能サポート



この機能を有効にすると、システムクロックは GPS（10M）クロックソースから回復されま
す。

•外部への回線

この機能は、Cisco ASR 1002-Xルータではサポートされません。（注）

この機能を有効にすると、イーサネットから受信されたクロックが外部SSUに転送されます。
SyncE機能には、クロッククリーンアップ機能が含まれています。ルータでの同期チェーンの
間に、受信されたクロックで、許可されない誤動作およびジッターが発生することがありま

す。ルータは SyncEインターフェイスからクロックを回復し、BITSインターフェイスに必要
な形式に変換し、BITSポートから SSUに送信します。SSUは、クロックのクリーンアップを
実行し、BITSインターフェイスに返します。クリーンアップされたクロックは SSUから受信
され、SyncEポートの Txクロックとして使用されます。Cisco ASR 1000シリーズアグリゲー
ションサービスルータのコンテキストでは、クロックが回復されるインターフェイスと SSU
への BITSポートは同じカード上に存在する必要があります。

•外部へのシステム：システムクロックが、外部インターフェイスに対する Txクロックと
して使用されます。デフォルトでは、システムクロックは外部インターフェイス経由で送

信されません。

• SyncE対応 Cisco ASR 1000シリーズルータには、スケルチ機能が搭載されています。こ
の機能では、クロックソースがダウンしたときに、アラーム表示信号（AIS）が Txイン
ターフェイスに送信されます。外部への回線機能が設定されていると、回線ソースがダウ

ンした場合にはいつでも、AISが外部インターフェイスでSSUに送信されます。外部への
システム：ルータがすべてのクロックソースを失った場合に、AISが外部インターフェイ
スで SSUに送信されます。

スケルチは、SSUや PRCなどの外部デバイスでのみ実行できます。

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、最大 8つのクロックソースを設定できます。ネットワー
ク同期機能をサポートするルータでは、クロックソースの品質に基づいてクロックソースの選

択を設定できます。この機能を設定すると、最高品質のクロックソースがデフォルトのクロッ

クソースになります。最高レベルの品質が複数のクロックソースによって提供される場合、優

先順位が最も高いクロックソースがデフォルトのクロックソースになります。次の管理オプ

ションを使用して同期を管理することもできます。

•ホールドオフ時間：クロックソースがダウンした場合、ルータは特定のホールドオフ時間
待機してから、そのクロックソースをクロック選択プロセスから削除します。デフォルト

では、ホールドオフ時間の値は 300ミリ秒（ms）です。
•復元の待機：SyncEインターフェイスが起動すると、ルータは特定の時間待機してから、

SyncEインターフェイスを同期ソースと見なすようになります。デフォルトでは、値は
300秒です。

•強制切り替え：ソースが使用可能かまたは指定範囲内にあるかに関係なく、同期ソースを
強制的に選択します。

•手動切り替え：クロックソースの品質レベルが現在アクティブなクロックよりも高い場
合、同期ソースを手動で選択します。
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次の表に、ネットワーク同期をサポートする SPAを示します。

表 32 :ネットワーク同期をサポートする SPA

SPA名SPAタイプ

BUILT-IN-2T+6X1GEASR 1001-X組み込み SPA

6XGE-BUILT-INASR 1002-X組み込み SPA

SPA-2XGE-SYNCE同期イーサネット

SPA-1XCHSTM1/OC3シリアルおよびチャネライ

ズド SPA SPA-1XCHOC12/DS0

SPA-8XCHT1/E1-V2（Cisco IOS XEリリース 3.11以降の Cisco
ASR 1002-XルータおよびCisco ASR 1001-Xルータでサポート）

SPA-1CHOC3-CE-ATMCEOP

SPA-24CHT1-CE-ATM

SPA-1XOC3-ATM-V2ATM

SPA-3XOC3-ATM-V2

SPA-1XOC12-ATM-V2

SPA-2CHT3-CE-ATM

SPA-2XOC3-POSPOS

SPA-4XOC3-POS

SPA-4XOC3-POS-V2

SPA-8XOC3-POS

SPA-1XOC12-POS

SPA-1XOC12-POS

SPA-4XOC12-POS

SPA-8XOC12-POS

SPA-1XOC48-POS/RPR

SPA-2XOC48POS/RPR

SPA-4XOC48POS/RPR

SPA-OC192POS-XFP
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SPAサポートマトリックスの詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/shared_port_adapters/configuration/ASR1000/ASRspasw.html
[英語]を参照してください。

（注）

SPA-2XGE-SYNCEの Netsync機能は、Cisco ASR 1001-Xルータではサポートされません。（注）

同期ステータスメッセージとイーサネット同期メッセー

ジングチャネル
ネットワーククロッキングでは、次のメカニズムを使用してネットワーク要素間でクロックの

品質レベルをやり取りします。

同期ステータスメッセージ

ネットワーク要素は、同期ステータスメッセージ（SSM）を使用して隣接する要素にクロック
の品質レベル（QL）について通知します。光インターフェイスや T1または E1 SPAフレーム
などの非イーサネットインターフェイスは SSMを使用します。SSMの主な利点は次のとおり
です。

•タイミングループが回避されます。ネットワークの一部で障害が発生した場合に迅速に回
復が行われます。

•最も信頼性が高いクロックソースからノードがタイミングを取得するようにします。

イーサネット同期メッセージングチャネル

同期ネットワーク接続で論理通信チャネルを保持するために、イーサネットは、IEEE 802.3
Organization Specific Slow Protocol（OSSP）標準規格に基づいたEthernet Synchronization Messaging
Channel（ESMC）と呼ばれるチャネルに依存します。ESMCは、物理レイヤのEthernetEquipment
Clock（EEC）の品質レベルを表す SSMコードをリレーします。

ESMCパケットは、クロックソースとして設定されたポートに関してのみ受信され、システム
のすべてのSyncEインターフェイスで送信されます。これらのパケットは、ルートプロセッサ
（RP）でクロック選択アルゴリズムによって処理され、最良のクロックを選択するために使用
されます。Txフレームは、選択されたクロックソースの QL値に基づいて生成され、すべて
のイネーブルな SyncEポートに送信されます。
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クロック選択アルゴリズム

クロック選択アルゴリズムは、指定されたソースから最良の利用可能な同期ソースを選択しま

す。このアルゴリズムでは、同じQL値を持つクロックソース間で非リバーティブな動作が発
生し、最良のQL値を持つ信号が常に選択されます。クロックオプション 1の場合、デフォル
ト値はリバーティブであり、クロックオプション2の場合、デフォルト値は非リバーティブで
す。

クロック選択プロセスは、次のモードで動作します。

1つのネットワーク要素に複数の選択プロセスが存在する場合、すべてのプロセスは同じモー
ドで動作します。

QL-Enabled Mode

QL有効モードでは、次のパラメータが選択プロセスに関係します。

•品質レベル
• QL-FAILEDによる信号失敗
•優先度
•外部コマンド。

外部コマンドがアクティブでない場合は、アルゴリズムにより、信号障害の状況が発生しな

い、QLが最大である基準（クロック選択用）が選択されます。複数の入力の QLが同等に最
高である場合、優先順位が最大の入力が選択されます。優先順位とQLが最高の入力が複数あ
る場合、既存の基準が維持されます（優先順位とQLが最高のグループに属している場合）。
それ以外の場合は、優先順位と QLが最高のグループから任意の基準が選択されます。

QL-Disabled Mode

QL無効モードでは、次のパラメータが選択プロセスに関係します。

•信号失敗
•優先度
•外部コマンド

外部コマンドがアクティブでない場合は、アルゴリズムにより、信号失敗の状況が発生しな

い、優先度が最大である基準（クロック選択用）が選択されます。優先順位が最高の入力が複

数ある場合、既存の基準が維持されます（最優先グループに属している場合）。それ以外の場

合は、最優先グループから任意の基準が選択されます。

product="name=">Hybrid Mode

ネットワーク同期の制約事項
このセクションでは、ルータでのネットワーク同期の設定に関する制約事項を示します。

•ネットワーククロックアルゴリズムが有効な場合は、対応するルータのイーサネットイ
ンターフェイスの Txクロック（同期モード）としてシステムクロックを使用します。イ
ンターフェイスごとに同期モードを変更することはできません。
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• 1台のルータで最大 8つのポートをクロックソースとして設定できます。
• SyncE機能は SSOと共存させることができますが、SSOに準拠していません。クロック
選択アルゴリズムは、スイッチオーバー時に再起動されます。スイッチオーバー中、ルー

タはホールドオーバーモードになります。

• WANモードの SyncEインターフェイスを QL対応クロックの選択に使用することはでき
ません。QL無効モードのシステムで使用するか、インターフェイスで ESMCを無効にし
て QL無効インターフェイスとして使用する必要があります。

• TSM（スイッチングメッセージ遅延）に影響を与えるため、複数の入力ソースを同じ優先
順位に設定しないようにお勧めします。

•ネットワーククロックベースのクロック選択アルゴリズムと新しいアルゴリズムを同時に
導入することはできません。これらは相互に排他的です。

•クロッククリーンアップでの外部への回線機能は、回線インターフェイスと外部インター
フェイスが同じMetronome SPA上にある場合にのみサポートされます。

外部への回線機能は、Cisco ASR 1002-Xルータではサポートされていません。（注）

ネットワーク同期の設定
次の手順のいずれかを使用して、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ
でネットワーク同期を設定できます。

SyncEによるクロックリカバリの設定
このセクションでは、SyncEメソッドを使用してクロックリカバリを設定する方法について説
明します。

手順の概要

1. configure terminal
2. network-clock synchronization automatic
3. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
4. interface gigabitethernet slot/card/port

5. synchronous mode
6. exit
7. network-clock input-source priority {interface interface-name slot/card/port | {external

slot/card/port}}
8. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 2

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 3

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

設定されるギガビットイーサネットインターフェ

イスを指定します。

interface gigabitethernet slot/card/port

例：

ステップ 4

slot/card/port：インターフェイスの場所を指定しま
す。Router(config)# interface gigabitethernet

0/2/0

モードを同期モードに設定します。synchronous mode

例：

ステップ 5

Router(config-if)# synchronous mode

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6

例：

Router(config)# exit

SyncEからのクロックリカバリを有効にします。network-clock input-source priority {interface
interface-name slot/card/port | {external slot/card/port}}

ステップ 7

Cisco ASR 1006ルータは 2つの RPポートをサポー
トします。1つはアクティブ、もう 1つはスタンバ
イになります。

例：

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# network-clock input-source
1 interface gigabitethernet 0/2/0

例：

例：

Router(config)# network-clock input-source
1 external R0 2048k

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 8

Router(config)# exit

例

次に、SyncEからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config-if)# synchronous mode
Router(config)# exit
Router(config)# network-clock input-source 1 interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config)# exit

BITSポートからのクロックリカバリの設定
このセクションでは、BITSポートからのクロックリカバリを設定する方法について説明しま
す。BITSポートは、入力ソースまたは出力ソースとして設定できます。

入力ソースとして BITSポートを使用したクロックリカバリの設定

このセクションでは、入力ソースとして BITSポートを使用してクロックリカバリを設定する
方法について説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. network-clock synchronization automatic
4. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
5. network-clock input-source priority {external slot/card/port}
6. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 3

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 4

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

BITSポートからのクロックリカバリを有効にしま
す。

network-clock input-source priority {external
slot/card/port}

例：

ステップ 5

Cisco ASR 1006ルータなど、デュアルハード
ウェアをサポートするルータでは、2つのRP
ポートを使用できます。一方の RPはアク
ティブに、もう一方はスタンバイになりま

す。アクティブRP BITSポートとスタンバイ
RP BITSポートの両方を出力ソースとして設
定できます。

（注）

Router(config)# network-clock input-source
1 External 0/3/0 t1 esf

例：

例：

Router(config)# network-clock input-source
1 External R0 t1 esf

例：

Router(config)# network-clock input-source
1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# exit

例

次に、Metronome SPA用の BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# network-clock input-source 1 external 0/3/0 t1 esf
Router(config)# exit

次に、デュアルRPを搭載したCisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで、
RP BITSの BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock input-source 1 External R0 t1 esf
Router(config)# exit

次に、E1共通チャネル信号モードの Cisco ASR 1002-Xシリーズアグリゲーションサービス
ルータで、入力ソースとして BITSを使用してクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock input-source 1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode
Router(config)# exit

外部へのシステムメソッドを使用した SyncEの設定

このセクションでは、外部へのシステムメソッドを使用してSyncEを設定する方法について説
明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. network-clock synchronization automatic
4. network-clock synchronization ssm option {option_id {GEN1 | GEN2}}
5. network-clock output-source system priority {external slot/card/port [2m | 10m]}

6. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 3

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock synchronization
automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {option_id
{GEN1 | GEN2}}

例：

ステップ 4

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。

例：

例：

Router(config)# network-clock synchronization ssm
option 2 GEN1

外部Txインターフェイスで使用するシステムクロッ
クを設定します。

network-clock output-source system priority {external
slot/card/port [2m | 10m]}

例：

ステップ 5

例：

例：

Router(config)# network-clock output-source system
1 external 4/0/0 t1 sf

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config)# exit
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例

次に、外部へのシステムメソッドを使用して SyncEを設定する例を示します。

Router>enable
Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# network-clock input-source 1 External 5/3/0 t1 sf
Router(config)# exit

次に、SSUを使用してクロッククリーンアップを設定する例を示します。

Router(config)# network-clock output-source line 1 interface GigabitEthernet1/0/0 External
1/0/0 t1 sf
Router(config)# network-clock input-source 1 External 5/3/0 t1 sf

出力ソースとして BITSポートを使用したクロックリカバリの設定

このセクションでは、出力ソースとしての BITSポートからのクロックリカバリを設定する方
法について説明します。

出力ソースとしての BITSの設定は、Cisco ASR 1002-Xルータでのみサポートされます。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. network-clock synchronization automatic
4. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
5. network-clock output-source priority {external slot/card/port}
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 3

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 4

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

BITSポートからのクロックリカバリを有効にしま
す。

network-clock output-source priority {external
slot/card/port}

例：

ステップ 5

Cisco ASR 1006ルータなど、デュアルハード
ウェアをサポートするルータでは、2つのRP
ポートを使用できます。一方の RPはアク
ティブに、もう一方はスタンバイになりま

す。アクティブRP BITSポートとスタンバイ
RP BITSポートの両方を出力ソースとして設
定できます。

（注）

Router(config)# network-clock output-source
system 1 External 0/3/0 t1 esf

例：

例：

Router(config)# network-clock output-source
1 External R0 t1 esf

例：

Router(config)# network-clock output-source
1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config)# exit

例

次に、Metronome SPA用の BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# network-clock output-source 1 external 0/3/0 t1 esf
Router(config)# exit
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次に、デュアルRPを搭載したCisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで、
RP BITSの BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock output-source 1 external R0 t1 esf
Router(config)# exit

外部へのシステムメソッドを使用した SyncEの設定

このセクションでは、外部へのシステムメソッドを使用してSyncEを設定する方法について説
明します。

次に、E1共通チャネル信号モードの Cisco ASR 1002-Xシリーズアグリゲーションサービス
ルータで、出力ソースとして BITSを使用してクロックリカバリを設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock output-source 1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode
Router(config)# exit

外部への回線機能の使用による SyncEの設定

このセクションでは、外部への回線機能を使用してネットワーク同期を設定する方法について

説明します。

外部への回線機能は、Cisco ASR 1002-Xルータではサポートされていません。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. network-clock synchronization automatic
3. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
4. interface gigabitethernet slot/card/port

5. synchronous mode
6. exit
7. network-clock output-source line priority {interface interface-name} {external slot/card/port}
8. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 2

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 3

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

例：

設定されるギガビットイーサネットインターフェ

イスを指定します。

interface gigabitethernet slot/card/port

例：

ステップ 4

slot/card/port：インターフェイスの場所を指定しま
す。Router(config)# interface gigabitethernet

0/2/0

同期モードに変更します。synchronous mode

例：

ステップ 5

Router(config-if)# synchronous mode

特定のコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 6

Router(config)# exit

外部 Txインターフェイスで使用する回線クロック
を設定します。

network-clock output-source line priority {interface
interface-name} {external slot/card/port}

例：

ステップ 7

このコマンドは、Metronome SPAでのみサ
ポートされます。

（注）

Router(config-if-srv)# network-clock
output-source line 1 interface
gigabitethernet 0/2/0 external 0/3/0

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# exit

例

次に、外部への回線メソッドを使用して SyncEを設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config-if)# synchronous mode
Router(config)# exit
Router(config)# network-clock output-source line 1 interface gigabitethernet 0/2/0
external 0/3/0
Router(config)# exit

同期の管理

次の管理コマンドを使用して、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで
の同期を管理します。

• network-clock synchronization mode QL-enabled command

QL有効モードの自動選択プロセスを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで network-clock synchronization mode QL-enabled commandを使用します。この操作は、
SyncEインターフェイスが SSMを送信できる場合にのみ成功します。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードでネットワーククロック同期（QL有効モー
ド）を設定する例を示します。

Router(config)# network-clock synchronization mode QL-enabled

• esmc processコマンド

システムレベルでESMCプロセスを有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで esmc processコマンドを使用します。このコマンドの no形式を使用すると、ESMCプロ
セスが無効になります。このコマンドの no形式は、プラットフォームに SyncE対応インター
フェイスがインストールされていない場合には、動作しません。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードで ESMCプロセスを有効にする例を示しま
す。

Router(config)# esmc process

• esmc mode [tx | rx] command

インターフェイスレベルでESMCプロセスを有効にするには、インターフェイスコンフィギュ
レーションモードで esmc mode [tx | rx]コマンドを使用します。このコマンドの no形式を使
用すると、ESMCプロセスが無効になります。
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次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ESMCプロセスを有効にする例を
示します。

Router(config-if)# esmc mode tx

• network-clock quality-level command

ギガビットイーサネットポートで ESMCの QL値を設定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで network-clock source quality-levelコマンドを使用します。この
値は、グローバルインターワーキングオプションに基づきます。

• オプション 1が設定された場合、利用可能な値は QL-PRC、QL-SSU-A、QL-SSU-B、
QL-SEC、および QL-DNUです。

•

•オプション 2が GEN 2で設定された場合、利用可能な値は QL-PRS、QL-STU、
QL-ST2、QL-TNC、QL-ST3、QL-SMC、QL-ST4、および QL-DUSです。

•オプション2がGEN1で設定された場合、利用可能な値はQL-PRS、QL-STU、QL-ST2、
QL-SMC、QL-ST4、および QL-DUSです。

次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードで network-clock source quality-level
を設定する例を示します。

Router(config-if)# network-clock source quality-level QL-PRC rx

BITSポートの SSMの QL値を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
network-clock quality-levelコマンドを使用します。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードで network-clock Quality-level commandを設
定する例を示します。

Router(config)# network-clock quality-level rx qL-pRC external R0 2048k

• network-clock wait-to-restoreコマンド

復元待機時間を設定するには、network-clock wait-to-restore timerグローバルコマンドを使用し
ます。復元待機時間は、0～86400秒の任意の値に設定できます。デフォルト値は300秒です。
復元待機タイマーは、グローバルコンフィギュレーションモードおよびインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードで設定できます。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードで復元待機タイマーを設定する例を示しま

す。

Router(config)# network-clock wait-to-restore 10 global

次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードで復元待機タイマーを設定する例を

示します。

Router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config-if)# network-clock wait-to-restore 10

• network-clock hold-offコマンド
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ホールドオフ時間を設定するには、network-clock hold-off timerグローバルコマンドを使用しま
す。ホールドオフ時間は、0または 50～ 10000ミリ秒の任意の値に設定できます。デフォルト
値は 300ミリ秒です。ネットワーククロックホールドオフタイマーは、グローバルコンフィ
ギュレーションモードおよびインターフェイスコンフィギュレーションモードで設定できま

す。

次に、ホールドオフタイマーを設定する例を示します。

Router(config-if)# network-clock hold-off 50 global

• network-clock switch forceコマンド

ソースが使用可能かまたは指定範囲内にあるかに関係なく、同期ソースを強制的に選択するに

は、network-clock switch forceコマンドを使用します。

次の例は、強制切り替えを設定する方法を示しています。

Router# network-clock switch force interface gigabitethernet 0/2/0

• network-clock switch manualコマンド

クロックソースの品質レベルが現在アクティブなクロックよりも高い場合は、network-clock
switch manualコマンドを使用して、同期ソースを手動で選択します。

次の例は、手動切り替えを設定する方法を示しています。

Router# network-clock switch manual interface gigabitethernet 0/2/0

• network-clock clear switch controller-idコマンド

手動をクリアするか、強制的にオンに切り替えるには、network-clock clear switch controller-id
コマンドを使用します。

次に、切り替えをクリアする方法の例を示します。

Router# network-clock clear switch t0

• network-clock set lockoutコマンド

クロックソースをロックアウトするには、network-clock set lockoutコマンドを使用します。ロッ
クアウトのフラグが付けられたクロックソースはSyncE用に選択されません。ソースのロック
アウトをクリアするには、network-clock clear lockoutコマンドを使用します。

次に、クロックソースをロックアウトする例を示します。

Router# network-clock set lockout interface gigabitethernet 0/2/0

次に、クロックソースのロックアウトをクリアする例を示します。

Router# network-clock clear lockout interface gigabitethernet 0/2/0
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ネットワーク同期の設定の検証

ネットワーク同期の設定を検証するには、次のコマンドを使用します。

•出力を表示するには、show network-clock synchronizationコマンドを使用します。

Router# show network-clock synchronization
Symbols: En - Enable, Dis - Disable, Adis - Admin Disable

NA - Not Applicable
* - Synchronization source selected
# - Synchronization source force selected
& - Synchronization source manually switched

Automatic selection process : Enable
Equipment Clock : 1544 (EEC-Option2)
Clock Mode : QL-Enable
ESMC : Enabled
SSM Option : GEN1
T0 : External R0 t1 esf
Hold-off (global) : 300 ms
Wait-to-restore (global) : 300 sec
Tsm Delay : 180 ms
Revertive : No
Force Switch: FALSE
Manual Switch: FALSE
Number of synchronization sources: 2
sm(netsync NETCLK_QL_ENABLE), running yes, state 1A
Last transition recorded: (src_rem)-> 1A (src_added)-> 1A (src_rem)-> 1A (src_added)->
1A (ql_change)-> 1A (sf_change)-> 1A (force_sw)-> 1C (clear_sw)-> 1A (sf_change)-> 1A
(sf_change)-> 1A

Nominated Interfaces
Interface SigType Mode/QL Prio QL_IN ESMC Tx ESMC Rx
Internal NA NA/Dis 251 QL-ST3 NA NA
Gi1/2/0 NA Sync/En 1 QL-FAILED - -
*External R0 T1 ESF NA/En 2 QL-STU NA NA

•次の例に示すように、グローバルおよびインターフェイスレベルでのネットワーククロッ
ク同期パラメータの全細部を表示するには、show network-clock synchronization detailコマ
ンドを使用します。

Router# show network-clock synchronization detail
Symbols: En - Enable, Dis - Disable, Adis - Admin Disable

NA - Not Applicable
* - Synchronization source selected
# - Synchronization source force selected
& - Synchronization source manually switched

Automatic selection process : Enable
Equipment Clock : 1544 (EEC-Option2)
Clock Mode : QL-Enable
ESMC : Enabled
SSM Option : GEN1
T0 : External R0 t1 esf
Hold-off (global) : 300 ms
Wait-to-restore (global) : 300 sec
Tsm Delay : 180 ms
Revertive : No
Force Switch: FALSE
Manual Switch: FALSE
Number of synchronization sources: 2
sm(netsync NETCLK_QL_ENABLE), running yes, state 1A
Last transition recorded: (src_rem)-> 1A (src_added)-> 1A (src_rem)-> 1A (src_added)->
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1A (ql_change)-> 1A (sf_change)-> 1A (force_sw)-> 1C (clear_sw)-> 1A (sf_change)-> 1A
(sf_change)-> 1A

Nominated Interfaces
Interface SigType Mode/QL Prio QL_IN ESMC Tx ESMC Rx
Internal NA NA/Dis 251 QL-ST3 NA NA
Gi1/2/0 NA Sync/En 1 QL-FAILED - -
*External R0 T1 ESF NA/En 2 QL-STU NA NA
Interface:
---------------------------------------------
Local Interface: Internal
Signal Type: NA
Mode: NA(Ql-enabled)
SSM Tx: Disable
SSM Rx: Disable
Priority: 251
QL Receive: QL-ST3
QL Receive Configured: -
QL Receive Overrided: -
QL Transmit: -
QL Transmit Configured: -
Hold-off: 0
Wait-to-restore: 0
Lock Out: FALSE
Signal Fail: FALSE
Alarms: FALSE
Slot Disabled: FALSE
Local Interface: Gi1/2/0
Signal Type: NA
Mode: Synchronous(Ql-enabled)
ESMC Tx: Disable
ESMC Rx: Enable
Priority: 1
QL Receive: QL-PRS
QL Receive Configured: -
QL Receive Overrided: QL-FAILED
QL Transmit: QL-DUS
QL Transmit Configured: -
Hold-off: 300
Wait-to-restore: 300
Lock Out: FALSE
Signal Fail: FALSE
Alarms: TRUE
Slot Disabled: FALSE
Local Interface: External R0
Signal Type: T1 ESF
Mode: NA(Ql-enabled)
SSM Tx: Disable
SSM Rx: Enable
Priority: 2
QL Receive: QL-STU
QL Receive Configured: -
QL Receive Overrided: -
QL Transmit: -
QL Transmit Configured: -
Hold-off: 300
Wait-to-restore: 300
Lock Out: FALSE
Signal Fail: FALSE
Alarms: FALSE
Slot Disabled: FALSE

• ESMC設定の出力を表示するには、show esmcコマンドを使用します。
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Router# show esmc
Interface: GigabitEthernet0/0/0
Administative configurations:
Mode: Synchronous
ESMC TX: Enable
ESMC RX: Enable
QL TX: -
QL RX: -
Operational status:
Port status: UP
QL Receive: QL-PRC
QL Transmit: QL-DNU
QL rx overrided: -
ESMC Information rate: 1 packet/second
ESMC Expiry: 5 second

Interface: GigabitEthernet0/0/0
Administrative configurations:
Mode: Synchronous
ESMC TX: Enable
ESMC RX: Enable
QL TX: -
QL RX: -
Operational status:
Port status: UP
QL Receive: QL-DNU
QL Transmit: QL-DNU
QL rx overrided: QL-DNU
ESMC Information rate: 1 packet/second
ESMC Expiry: 5 second

•次の例に示すように、グローバルおよびインターフェイスレベルでESMCパラメータの全
細部を表示するには、show esmc detailコマンドを使用します。

Router# show esmc detail
Router#show esmc detail
Interface: GigabitEthernet0/0/0
Administative configurations:
Mode: Synchronous
ESMC TX: Enable
ESMC RX: Enable
QL TX: -
QL RX: QL-PRS

Operational status:
Port status: UP
QL Receive: QL-DUS
QL Transmit: QL-ST3
QL rx overrided: QL-DUS
ESMC Information rate: 1 packet/second
ESMC Expiry: 5 second
ESMC Tx Timer: Running
ESMC Rx Timer: Running
ESMC Tx interval count: 1
ESMC INFO pkts in: 0
ESMC INFO pkts out: 256
ESMC EVENT pkts in: 0
ESMC EVENT pkts out: 0
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ネットワーク同期の設定の障害対応

障害対応の前に、すべてのネットワーク同期設定が完了していることを確認します。（注）

次の表に、ネットワーク同期の設定中に発生する可能性のある障害対応シナリオについての情

報を示します。

表 33 :トラブルシューティングシナリオ

ソリューション問題

•インターフェイスでアラームが存在しないことを確認します。
確認するには、show network-clock synchronization detailコマン
ドを使用します。

•非リバーティブの設定が適切であることを確認します。

不正なクロック選択

SSMオプションのフレーミング不一致がないことを確認します。不正な QL値
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ソリューション問題

•インターフェイスでアラームが存在しないことを確認します。
確認するには、show network-clock synchronization detail RPコ
マンドを使用します。

• show network-clock synchronizationコマンドを使用して、シス
テムが復元モードか非復元モードかを確認し、次の例に示す

ように非復元設定を検証します。

Router#show network-clock synchronization

記号：En -有効、Dis -無効、Adis -管理者無効

NA -該当なし

* -選択された同期ソース

# -強制的に選択された同期ソース

& -手動で切り替えられた同期ソース

自動選択プロセス：有効

機器クロック：1544（EEC-Option2）

クロックモード：QL有効

ESMC：有効

SSMオプション：GEN1

T0：外部 R0 t1 esf

ホールドオフ（グローバル）：300ミリ秒

復元待機（グローバル）：300秒

TSM遅延：180ミリ秒

復元：なし

強制切り替え：FALSE

手動切り替え：FALSE

同期ソースの数：2

sm(netsync NETCLK_QL_ENABLE)、実行中、状態 1A

記録された最後の移行：(src_rem)-> 1A (src_added)-> 1A (src_rem)->
1A (src_added)-> 1A (ql_change)-> 1A (sf_change)-> 1A (force_sw)->
1C (clear_sw)-> 1A (sf_change)-> 1A (sf_change)-> 1A

不正なクロック制限設定

またはキュー制限無効

モード
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ソリューション問題

network-clock synchronization SSM（option 1 |option 2）コマンドを
使用して、フレーミングの不一致がないことを確認します。特定

のインターフェイスのフレーミングを検証するには、show run
interfaceコマンドを使用します。SSM option 1の場合、フレーミン
グは SDHまたは E1である必要があり、SSM option 2の場合、フ
レーミングは T1である必要があります。

show network-clock
synchronization detailコ
マンドの使用時に誤った

QL値が観測された

この機能を正しく動作させるには、両端を同じ物理ラインコーディ

ングメカニズムとカプセル化の値で設定する必要があります。

ルータのクロックソース

と入力ソース間の物理ラ

インコーディングメカニ

ズムが一致しない

その他の参考資料

標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

ネットワーク同期サポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能をリストし、特定の設定情報へのリンクを示しま

す。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアク
セスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

次の表は、特定のソフトウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソ

フトウェアリリースのみを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連

のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 34 :ネットワーク同期サポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XE Release 3.2Sで Cisco
ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータに導入されました。

Cisco IOS XE 3.2Sネットワーク同期サ

ポート

Cisco IOS XEリリース 3.7Sでは、この機能の設
定に使用されるコマンドが、Cisco ASR 1002-X
ルータの導入により拡張されました。

Cisco IOS XE 3.7Sネットワーク同期サ

ポート

Cisco IOS XEリリース 3.12Sでは、この機能の設
定に使用されるコマンドがCisco ASR 1001-Xルー
タまで拡張されました。

Cisco IOS XE 3.12Sネットワーク同期サ

ポート
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第 16 章

IEEE 1588v2 PTPのサポート

IEEE 1588v2 Precision Time Protocol（PTP）は、ネットワーク内のノード間でクロックを同期す
るためのパケットベース双方向メッセージ交換プロトコルです。これにより、ネットワークで

の正確な時刻配信が可能になります。このマニュアルでは、ASR 1002-Xルータで IEEE 1588v2
PTPを設定する方法について説明します。

• IEEE 1588v2 PTPの制約事項（435ページ）
• IEEE 1588v2 PTPについて （435ページ）
• IEEE 1588v2 PTPの設定（444ページ）
•その他の参考資料（456ページ）
• IEEE 1588v2 PTPサポートの機能情報（457ページ）

IEEE 1588v2 PTPの制約事項
IEEE 1588v2 PTPの設定に関する制約事項は次のとおりです。

• IPv4ユニキャストモードはサポートしますが、マルチキャストモードはサポートしませ
ん。

• Dot1q、Q-in-Q、およびポートチャネルインターフェイスはサポートしません。
•プライマリ PTPは、最大 32のセカンダリ PTPのみをサポートします。
• PTP境界クロックは、ユニキャストネゴシエーションモードでのみサポートされます。
• IPv6およびマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）カプセル化は、Cisco ASR

1002-Xルータを介した PTPパケット転送ではサポートされていません。
• 1588v2セッションから回復された時刻は、システムクロックと同期しません。
• GPSインターフェイスは、クロックリカバリにのみ使用できます。GPSインターフェイス
でシステムクロックを送信することはできません。

IEEE 1588v2 PTPについて
IEEE 1588v2 PTPは、階層型プライマリ/セカンダリアーキテクチャでローカルクロックをプラ
イマリ基準クロックと同期させるための、パケットベース双方向メッセージ交換プロトコルで

す。この同期は、プライマリ基準クロックとセカンダリクロック間のセッションで送受信され
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るパケットによって実現されます。IEEE 1588v2 PTPは、ネットワークおよびローカルクロッ
クコンピューティングリソースをほとんど使用せずに、サブマイクロ秒の範囲でシステム全

体の同期精度をサポートします。

以下のセクションでは、IEEE 1588v2 PTPの理解を深めるために使用される用語について説明
します。

PTPクロック
PTPは、クロックタイプの階層を使用して、送信元と、ネットワーク全体に分散された多数の
PTPクライアントの間で、正確なタイミングと同期が維持されるようにします。PTPプロトコ
ルを使用して相互に同期するものの、別のドメインのPTPクロックと必ずしも同期されていな
い PTPクロックの論理グループは、PTPドメインと呼ばれます。

PTPクロックには、通常クロック、境界クロック、およびトランスペアレントクロックの 3つ
のタイプがあります。

• Ordinary clock：このクロックタイプは、ドメイン内に 1つの PTPポートを持ち、ドメイ
ンで使用されるタイムスケールを維持します。これは時刻のソースとして機能する（つま

りプライマリになる）場合もあれば、下位のクロックになって別のクロックに同期する場

合もあります。アプリケーションまたはエンドデバイスに時間情報を提供します。

• Boundary clock：このクロックタイプは、ドメイン内に複数の PTPポートを持ち、ドメイ
ンで使用されるタイムスケールを維持します。これは時刻のソースとして機能する、つま

りプライマリになる場合もあれば、下位のクロックになって別のクロックに同期する場合

もあります。境界クロック（つまりセカンダリ）には1つのスレーブポートがあり、その
ポートからプライマリポートにタイミングを転送します。

• Transparent clock：このクロックタイプは、PTPイベントメッセージがデバイスを通過す
るのにかかる時間を測定し、PTPイベントメッセージを受信するクロックにその情報を提
供するデバイスです。

{start cross reference}表 13-1{end cross reference}に、Cisco ASR 1000プラットフォームの 1588v2
PTPサポートマトリックスを示します。

表 35 : Cisco ASR 1000プラットフォームの 1588v2 PTPサポートマトリックス

ハイブリッドクロック透過クロッ

ク

境界クロッ

ク

通常クロッ

ク

プラットフォーム/PTPク
ロックモード

非対応非対応対応対応ASR1002X

PTP対応ネットワークのコンポーネント
PTP対応データネットワークの 3つの主要コンポーネントは、プライマリ基準、PTPクライア
ント、および境界クロックとして機能する PTP対応ルータです。

• Primary Reference：IEEE1588v2 PTPネットワークには、正確な時刻源を提供するための
プライマリ基準が必要です。プライマリ基準の正確な時刻源を取得する最も経済的な方法
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は、全地球測位システム（GPS）を使用することです。このシステムでは +/- 100ナノ秒
（ns）の精度が提供されるためです。まず、PTPプライマリ基準の組み込みGPS受信機が
GPSタイミング情報をPTP時間情報（通常は協定世界時（UTC））に変換し、次いでUTC
時間をすべての PTPクライアントに配信します。

• PTP client：サーバー、ネットワークモニタリングデバイス、パフォーマンス分析デバイ
ス、または PTPによって提供される正確なタイミング情報を使用するその他のデバイス
に、PTPクライアントをインストールする必要があります。ほとんどの場合、これは通常
クロックです。PTPクライアントには、純粋なソフトウェア PTPクライアントとハード
ウェアアシスタント PTPクライアントの 2種類があります。

• PTP boundary clock：PTPプライマリと PTPセカンダリの間にあるルータは、PTP境界ク
ロックルータの役割を果たすことができます。2つのインターフェイスがあり、1つはPTP
プライマリ側、もう 1つはPTPセカンダリ側になります。境界クロックルータは、PTPプ

ライマリルータ側のインターフェイスではセカンダリとして機能し、PTPセカンダリルー

タ側のインターフェイスではプライマリとして動作します。PTP境界クロックルータは、
PTPプライマリルータとPTPセカンダリルータ間の距離が遠い場合にタイミング遅延を最
小限に抑えるために導入されます。

PTPプライマリとセカンダリの間の中間ノードは、PTP対応またはトランスペアレントクロッ
クノードである必要があります。

（注）

次の図に、PTP対応デバイスの機能を示します。

図 2 : PTP対応デバイスの 372860.eps機能

クロック同期プロセス

クロック同期は、図に示すように、プライマリクロックとセカンダリクロック間で交換される

一連のメッセージによって実現されます。
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図 3 :クロック同期プロセス

プライマリとセカンダリのクロック階層が確立されると、クロック同期プロセスが開始されま

す。メッセージ交換は次の順序で行われます。

1. プライマリクロックが同期メッセージを送信します。同期メッセージがプライマリから送
信される時刻には、t{start subscript}1{end subscript}というタイムスタンプが付けられます。

2. セカンダリクロックは同期メッセージを受信し、t{start subscript}2{end subscript}というタ
イムスタンプが付けられます。

3. セカンダリは Delay_Reqメッセージを送信します。このメッセージには、セカンダリから
送信されるときに t{start subscript}3{end subscript}というタイムスタンプが付けられ、プラ
イマリが受信すると t{start subscript}4{end subscript}というタイムスタンプが付けられま
す。

4. プライマリは、タイムスタンプ t{start subscript}4{end subscript}を含むDelay_Respメッセー
ジで応答します。

クロックオフセットは、プライマリクロックとセカンダリクロックの間の差であり、次のよう

に計算されます。

Offset = t{start subscript}2{end subscript} - t{start subscript}1{end subscript} - meanPathDelay

IEEE1588では、プライマリクロックとセカンダリクロックの間のパス遅延が対称と見なされ
るため、平均パス遅延は次のように計算されます。

meanPathDelay = ((t{start subscript}2{end subscript} - t{start subscript}1{end subscript}) + (t{start
subscript}4{end subscript} - t{start subscript}3{end subscript}))/2
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PTPメッセージ
すべての PTP通信は、メッセージ交換によって実行されます。IEEE1588v2で定義されている
2つのメッセージセットは、一般メッセージとイベントメッセージです。

• Generalmessages：これらのメッセージは正確なタイムスタンプを必要とせず、Announce、
Follow_Up、Delay_Resp、Pdelay_Resp_Follow_Up、Management、および Signalingに分類さ
れます。

• Event messages：これらのメッセージは正確なタイムスタンプを必要としており、Sync、
Delay_Req、Pdelay_Req、および Pdelay_Respに分類されます。

PTPクロッキングモード
Cisco ASR 1002-Xルータでサポートされる PTPクロッキングモードは次のとおりです。

• Unicast Mode：ユニキャストモードでは、プライマリはセカンダリのユニキャスト IPア
ドレスのセカンダリに Syncまたは Delay_Respメッセージを送信し、セカンダリはプライ
マリのユニキャスト IPアドレスのプライマリに Delay_Reqメッセージを送信します。

• Unicast Negotiation Mode：ユニキャストネゴシエーションモードでは、セカンダリがネ
ゴシエーションメッセージをプライマリに送信するまで、プライマリはセカンダリを認識

しません。ユニキャストネゴシエーションモードは、1つのプライマリに複数のセカンダ
リを設定できるため、拡張性に優れています。

PTPの精度
精度は、イーサネットポートでのPTP導入の重要な要素です。パケットネットワークの場合、
パケット遅延変動（PDV）は、PTPクロックの精度に影響を与える主な要因の1つです。Cisco
ASR 1002-Xルータは、PTPパケットのハードウェアスタンプや特別な高プライオリティキュー
などの高度なハードウェアおよびソフトウェア機能を使用して、ネットワークの PDVを処理
できます。拡張可能な導入シナリオでは、約 300ナノ秒の精度を実現できます。

結果をクロスチェックして検証する目的で同じトポロジで使用される2つのメソッドは次のと
おりです。

•セカンダリ PTPを検証するための One-pulse-per-second（1PPS）。
• PDVを検証するための最大時間間隔エラー（MTIE）と時間偏差（TDEV）。

検証トポロジには、GPS受信機を使用したプライマリ基準、Cisco ASR 1002-Xルータ、1PPS
出力を使用したPTPハードウェアセカンダリ基準クロック、および測定用のテスト機器が含ま
れます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
439

IEEE 1588v2 PTPのサポート

PTPメッセージ



図 4 : 1PPS精度測定

次の図は、図に示されたトポロジに従ってテスト機器を使用して測定したPPSの精度と時刻を
示しています。検出された平均 PPS精度値は 250ナノ秒です。
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図 5 : PPS精度を示すグラフ

「{start cross reference}図 13-5{end cross reference}」は、GPS受信機を使用したプライマリ基
準、Cisco ASR 1002-Xルータ、PTPハードウェアセカンダリ基準クロック、およびMTIEおよ
び TDEV測定用のテスト機器を含むトポロジを示しています。
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図 6 : MTIE測定および TDEV測定

「{start cross reference}図 13-6{end cross reference}」は、PDVを検証するためのMTIE測定およ
び TDEV測定を含むグラフを示しています。
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図 7 : MTIE測定および TDEV測定を示すグラフ

IEEE 1588v2 PTPのサポート
IEEE 1588v2 PTPは、Cisco ASR 1002-Xルータで次の機能をサポートします。

• 2ステップの通常クロックと境界クロック。
• 300ナノ秒未満の精度を実現するハードウェアアシスタント PTPの導入。
•すべての物理オンボードギガビットイーサネットインターフェイスでの PTP運用。
• 2ステップクロックモードでの組み込みギガビットイーサネットリンクのサポート。
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IEEE 1588v2 PTPの設定
Cisco ASR 1002-Xルータで IEEE 1588v2 PTP機能を設定するには、次の手順を実行します。

入出力ネットワーククロッキングの設定

プライマリ PTPを設定する前に、GPSデバイスからの安定した入力クロックソースを設定す
ることを推奨します。GPSデバイスは PTPプライマリ基準として機能します。また、Cisco
ASR 1002-Xルータの BITSまたは 10 MHzポートをネットワーククロックの入力または出力に
使用できます。Cisco ASR 1002-Xルータでネットワーククロッキングを設定するには、次のタ
スクを実行します。

通常クロックの設定

Cisco ASR 1002-Xルータを通常クロックモードでプライマリまたはセカンダリとして設定でき
ます。

図 8 : GPSデバイスをプライマリ基準とする通常クロックシナリオ

通常クロックをプライマリまたはセカンダリとして設定するには、次のタスクを実行します。

プライマリ PTPとしての通常クロックの設定

このセクションでは、通常クロックをプライマリ PTPとして設定する方法について説明しま
す。

手順の概要

1. configure terminal
2. ptp clock ordinary domain domain_number

3. clock-port name master
4. transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet | Loopback} interface-number [negotiation]
5. clock destination ip-address

6. sync interval interval

7. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Router# configure terminal

PTPクロックを作成し、クロックモードを指定しま
す。

ptp clock ordinary domain domain_number

例：

ステップ 2

Router(config)# ptp clock ordinary domain 0

PTPポートのクロッキングモードを指定し、クロッ
クポートコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

clock-port name master

例：

Router(config-ptp-clk)# clock-port MASTER master

ステップ 3

PTPクロックポートがタイミングパケットの交換の
ため使用する IPバージョン、伝送モード、およびイ
ンターフェイスを指定します。

transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet |
Loopback} interface-number [negotiation]

例：

ステップ 4

negotiationキーワードは、関係を確立する前にセカ
ンダリクロックとプライマリクロックがネゴシエー

Router(config-ptp-port)# transport ipv4
unicast interface Loopback11 negotiation

ションメッセージを交換するユニキャストネゴシ

エーションモードを指定します。

ループバックインターフェイスタイプのみ

がサポートされます。

（注）

PTPクロック接続先の IPアドレスを指定します。clock destination ip-address

例：

ステップ 5

クロックポートがユニキャストネゴシエーションで

プライマリモードに設定されている場合、デバイス
Router(config-ptp-port)# clock destination
20.20.20.20

はネゴシエーションを使用してPTPスレーブデバイ
スの IPアドレスを決定するため、このコマンドを使
用する必要はありません。

（オプション）PTP同期メッセージの送信に使用さ
れるインターバルを指定します。

sync interval interval

例：

ステップ 6

デフォルト値は -5です。
Router(config-ptp-port)# sync interval -4

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-ptp-port)# end

例

次に、通常クロックをプライマリ PTPとして設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# ptp clock ordinary domain 0
Router(config-ptp-clk)# clock-port MASTER master
Router(config-ptp-port)# transport ipv4 unicast interface
Loopback11
negotiation
Router(config-ptp-port)# clock destination
20.20.20.20
Router(config-ptp-port)# Sync interval

-4
Router(config-ptp-port)# end

セカンダリ PTPとしての通常クロックの設定

このセクションでは、通常クロックをセカンダリ PTPとして設定する方法について説明しま
す。

手順の概要

1. configure terminal
2. ptp clock ordinary domain domain_number
3. clock-port name slave
4. transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet | Loopback} interface-number [negotiation]
5. clock source ip-address

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Router# configure terminal

PTPクロックを作成し、クロックモードを指定しま
す。

ptp clock ordinary domain domain_number

例：

ステップ 2

Router(config)# ptp clock ordinary domain 0
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目的コマンドまたはアクション

PTPポートのクロッキングモードを指定し、クロッ
クポートコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

clock-port name slave

例：

Router(config-ptp-clk)# clock-port SLAVE slave

ステップ 3

PTPクロックポートがタイミングパケットの交換の
ため使用する IPバージョン、伝送モード、およびイ
ンターフェイスを指定します。

transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet |
Loopback} interface-number [negotiation]

例：

ステップ 4

negotiationキーワードは、関係を確立する前にセカ
ンダリクロックとプライマリクロックがネゴシエー

Router(config-ptp-port)# transport ipv4
unicast interface Loopback22 negotiation

ションメッセージを交換するユニキャストネゴシ

エーションモードを指定します。

ループバックインターフェイスタイプのみ

がサポートされます。

（注）

プライマリ PTPクロックの送信元 IPアドレスを指
定します。

clock source ip-address

例：

ステップ 5

指定できるプライマリクロック IPアドレス
は1つのみです。優先順位ベースのクロック
ソースの選択はサポートされていません。

（注）
Router(config-ptp-port)# clock source
10.10.10.10

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

ステップ 6

Router(config-ptp-port)# end

例

次に、通常クロックをセカンダリ PTPとして設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# ptp clock ordinary domain 0
Router(config-ptp-clk)# clock-port SLAVE master
Router(config-ptp-port)# transport ipv4 unicast interface
Loopback22
negotiation
Router(config-ptp-port)# clock source
10.10.10.10
Router(config-ptp-port)# end

境界クロックの設定

通常クロックモードでプライマリ PTPとセカンダリ PTPを設定するのと同じ方法で、図に示
すように、境界クロックトポロジでプライマリ PTPとセカンダリ PTPを設定できます。この
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セクションでは、境界クロックモードで Cisco ASR 1002-Xルータを設定する方法について説
明します。

現在、境界クロックはユニキャストネゴシエーションモードのみをサポートしています。（注）

図 9 : PTP境界クロックのシナリオ

手順の概要

1. configure terminal
2. ptp clock boundary domain domain_number
3. clock-port name slave
4. transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet | Loopback} interface-number [negotiation]
5. clock source ip-address

6. exit
7. clock-port name master
8. transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet | Loopback} interface-number [negotiation]
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Router# configure terminal

PTPクロックを作成し、クロックモードを指定しま
す。

ptp clock boundary domain domain_number

例：

ステップ 2

Router(config)# ptp clock boundary domain 0

PTPポートのクロッキングモードを指定し、クロッ
クポートコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

clock-port name slave

例：

Router(config-ptp-clk)# clock-port SLAVE slave

ステップ 3

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
448

IEEE 1588v2 PTPのサポート

境界クロックの設定



目的コマンドまたはアクション

PTPクロックポートがタイミングパケットの交換の
ため使用する IPバージョン、伝送モード、およびイ
ンターフェイスを指定します。

transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet |
Loopback} interface-number [negotiation]

例：

ステップ 4

negotiationキーワードは、関係を確立する前にセカ
ンダリクロックとプライマリクロックがネゴシエー

Router(config-ptp-port)# transport ipv4
unicast interface Loopback11 negotiation

ションメッセージを交換するユニキャストネゴシ

エーションモードを指定します。

ループバックインターフェイスタイプのみ

がサポートされます。

（注）

PTPマスタークロックの送信元 IPアドレスを指定し
ます。

clock source ip-address

例：

ステップ 5

指定できるプライマリクロック IPアドレス
は1つのみです。優先順位ベースのクロック
ソースの選択はサポートされていません。

（注）
Router(config-ptp-port)# clock source
10.10.10.10

ポートコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 6

Router(config-ptp-port)# exit

PTPポートのクロッキングモードを指定し、クロッ
クポートコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

clock-port name master

例：

Router(config-ptp-clk)# clock-port MASTER master

ステップ 7

PTPクロックポートがタイミングパケットの交換の
ため使用する IPバージョン、伝送モード、およびイ
ンターフェイスを指定します。

transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet |
Loopback} interface-number [negotiation]

例：

ステップ 8

negotiationキーワードは、関係を確立する前にセカ
ンダリクロックとプライマリクロックがネゴシエー

Router(config-ptp-port)# transport ipv4
unicast interface Loopback10 negotiation

ションメッセージを交換するユニキャストネゴシ

エーションモードを指定します。

ループバックインターフェイスタイプのみ

がサポートされます。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

ステップ 9

例：
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-ptp-port)# end

例

次に、境界クロックを設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# ptp clock ordinary domain 0
Router(config-ptp-clk)# clock-port SLAVE slave
Router(config-ptp-port)# transport ipv4 unicast interface
Loopback11
negotiation
Router(config-ptp-port)# clock source
10.10.10.10
Router(config-ptp-port)# exit
Router(config-ptp-clk)# clock-port MASTER master
Router(config-ptp-port)# transport ipv4 unicast interface
Loopback10
negotiation
Router(config-ptp-port)# end

時刻の設定

Cisco ASR 1002-Xルータは、ルータの時刻および 1PPS入出力インターフェイスを使用して、
GPS受信機などの外部デバイスと時刻および 1PPS入力を交換できます。

Cisco ASR 1002-Xルータで時刻（ToD）メッセージを設定するには、次のタスクを実行しま
す。

時刻メッセージ入力の設定

このセクションでは、時刻メッセージ入力の設定方法について説明します。

プライマリ PTPクロックポートでのみ時刻入力を設定できます。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. ptp clock ordinary domain domain_number
3. tod {R0 | R1} {cisco | ntp}
4. input [1pps] { R0 | R1 }
5. clock-port name master
6. transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet | Loopback} interface-number [negotiation]
7. clock destination ip-address

8. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Router# configure terminal

PTPクロックを作成し、クロックモードを指定しま
す。

ptp clock ordinary domain domain_number

例：

ステップ 2

Router(config)# ptp clock ordinary domain 0

1PPSまたは BITSインターフェイスで使用される時
刻メッセージ形式を設定します。

tod {R0 | R1} {cisco | ntp}

例：

ステップ 3

現在、R0 1PPSポートのみがサポートされて
います。R1は無効です。また、ntpモードの
みがサポートされており、ciscoモードはサ
ポートされていません。

（注）

例：

Router(config-ptp-clk)# tod R0 ntp

1.544 MHz、2.048 MHz、または 10 MHzタイミング
インターフェイスを使用した PTP入力クロッキン

input [1pps] { R0 | R1 }

例：

ステップ 4

グ、または 1PPSまたはRS-422インターフェイスを
使用したフェーズを有効にします。Router(config-ptp-clk)# input 1pps R0

現在、R0 1PPSポートのみがサポートされて
います。R1は無効です。

（注）

PTPポートのクロッキングモードを指定し、クロッ
クポートコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

clock-port name master

例：

Router(config-ptp-clk)# clock-port MASTER master

ステップ 5

PTPクロックポートがタイミングパケットの交換の
ため使用する IPバージョン、伝送モード、およびイ
ンターフェイスを指定します。

transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet |
Loopback} interface-number [negotiation]

例：

ステップ 6

negotiationキーワードは、関係を確立する前にセカ
ンダリクロックとプライマリクロックがネゴシエー

Router(config-ptp-port)# transport ipv4
unicast interface Loopback11 negotiation

ションメッセージを交換するユニキャストネゴシ

エーションモードを指定します。

ループバックインターフェイスタイプのみ

がサポートされます。

（注）

PTPクロック接続先の IPアドレスを指定します。clock destination ip-address

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

クロックポートがユニキャストネゴシエーションで

プライマリモードに設定されている場合、デバイス
Router(config-ptp-port)# clock destination
20.20.20.20

はネゴシエーションを使用してセカンダリPTPデバ
イスの IPアドレスを決定するため、このコマンドを
使用する必要はありません。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

ステップ 8

Router(config-ptp-port)# end

次のタスク

例

次に、時刻メッセージ入力を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# ptp clock ordinary domain 0
Router(config-ptp-clk)# tod R0 ntp
Router(config-ptp-clk)# input
1pps R0
Router(config-ptp-clk)# clock-port MASTER master
Router(config-ptp-port)# transport ipv4 unicast interface
Loopback11
negotiation
Router(config-ptp-port)# clock destination
20.20.20.20

Router(config-ptp-port)# end

時刻メッセージ出力の設定

このセクションでは、時刻メッセージ出力の設定方法について説明します。

時刻の出力は、セカンダリ PTPクロックポートでのみ設定できます。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. ptp clock ordinary domain domain_number
3. tod {R0 | R1} {cisco | ntp}
4. output [1pps] { R0 | R1 }
5. clock-port name slave
6. transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet | Loopback} interface-number [negotiation]
7. clock source ip-address

8. end

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
452

IEEE 1588v2 PTPのサポート

時刻メッセージ出力の設定



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Router# configure terminal

PTPクロックを作成し、クロックモードを指定しま
す。

ptp clock ordinary domain domain_number

例：

ステップ 2

Router(config)# ptp clock ordinary domain 0

1PPSまたは BITSインターフェイスで使用される時
刻メッセージ形式を設定します。

tod {R0 | R1} {cisco | ntp}

例：

ステップ 3

現在、R0 1PPSポートのみがサポートされて
います。R1は無効です。また、ntpモードの
みがサポートされており、ciscoモードはサ
ポートされていません。

（注）

例：

Router(config-ptp-clk)# tod R0 ntp

1PPSインターフェイスを使用した時刻メッセージの
出力を有効にします。

output [1pps] { R0 | R1 }

例：

ステップ 4

現在、R0 1PPSポートのみがサポートされて
います。R1は無効です。

（注）
Router(config-ptp-clk)# output R0 ntp

PTPポートのクロッキングモードを指定し、クロッ
クポートコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

clock-port name slave

例：

Router(config-ptp-clk)# clock-port SLAVE slave

ステップ 5

PTPクロックポートがタイミングパケットの交換の
ため使用する IPバージョン、伝送モード、およびイ
ンターフェイスを指定します。

transport ipv4 unicast interface {GigabitEthernet |
Loopback} interface-number [negotiation]

例：

ステップ 6

negotiationキーワードは、関係を確立する前にセカ
ンダリクロックとプライマリクロックがネゴシエー

Router(config-ptp-port)# transport ipv4
unicast interface Loopback11 negotiation

ションメッセージを交換するユニキャストネゴシ

エーションモードを指定します。

ループバックインターフェイスタイプのみ

がサポートされます。

（注）

PTPマスタークロックの送信元 IPアドレスを指定し
ます。

clock source ip-address

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-ptp-port)# clock source
10.10.10.10

指定できるプライマリクロック IPアドレス
は1つのみです。優先順位ベースのクロック
ソースの選択はサポートされていません。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

ステップ 8

例：

Router(config-ptp-port)# end

次のタスク

例

次に、時刻メッセージ出力を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# ptp clock ordinary domain 0
Router(config-ptp-clk)# tod R0 ntp
Router(config-ptp-clk)# output
1pps R0
Router(config-ptp-clk)# clock-port MASTER master
Router(config-ptp-port)# transport ipv4 unicast interface
Loopback11
negotiation
Router(config-ptp-port)# clock source
10.10.10.10
Router(config-ptp-port)# end

Cisco ASR 1002-Xルータでの IEEE 1588v2 PTPの設定例
次に、Cisco ASR 1002-Xルータで IEEE 1588v2 PTPを設定する例を示します。

Unicast Negotiation Mode

Master Clock
ptp clock ordinary domain 1
tod R0 ntp
input 1pps R0
clock-port MASTER master
transport ipv4 unicast interface loopback 0 negotiation
Slave clock
ptp clock ordinary domain 1
tod R0 ntp
output 1pps R0
clock-port SLAVE slave
transport ipv4 unicast interface loopback 0 negotiation
clock source 10.1.1.1
Boundary clock

ptp clock boundary domain 1
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clock-port SLAVE slave
transport ipv4 unicast interface loopback 0 negotiation
clock source 10.1.1.1
clock-port MASTER master
transport ipv4 unicast interface loopback 1 negotiation

Unicast Mode

Master Clock
ptp clock ordinary domain 1
tod R0 ntp
input 1pps R0
clock-port MASTER master
transport ipv4 unicast interface loopback 0
clock destination 20.1.1.1
Slave clock

ptp clock ordinary domain 1
tod R0 ntp
output 1pps R0
clock-port SLAVE slave
transport ipv4 unicast interface loopback 0
clock source 10.1.1.1

IEEE 1588v2 PTP設定の検証
IEEE 1588v2 PTP設定を検証するには、次のコマンドを使用します。

•出力を表示するには、show ptp clock running domain 0コマンドを使用します。

Router# show ptp clock running domain 0
On the MASTER:

PTP Ordinary Clock [Domain 0]
State Ports Pkts sent Pkts rcvd Redundancy Mode
FREQ_LOCKED 1 31522149 10401171 Hot standby

PORT SUMMARY
PTP Master

Name Tx Mode Role Transport State Sessions Port Addr
MASTER unicast master Lo1 Master 1 -

SESSION INFORMATION
MASTER [Lo1] [Sessions 1]
Peer addr Pkts in Pkts out In Errs Out Errs
11.11.11.11 10401171 31522149 0 0
On the SLAVE:

PTP Ordinary Clock [Domain 0]
State Ports Pkts sent Pkts rcvd Redundancy Mode
PHASE_ALIGNED 1 4532802 13357682 Track one

PORT SUMMARY
PTP Master

Name Tx Mode Role Transport State Sessions Port Addr
SLAVE unicast slave Lo20 Slave 1 10.10.10.10

SESSION INFORMATION
SLAVE [Lo20] [Sessions 1]
Peer addr Pkts in Pkts out In Errs Out Errs
10.10.10.10 13357682 4532802 0 0

•時刻情報を確認するには、show platform software ptp todコマンドを使用します。

PTPd ToD information:
Time: 06/24/14 02:06:29
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•時刻の状態を確認するには、show platform ptp tod allコマンドを使用します。

Router# show platform ptp tod all
On the MASTER
--------------------------------
ToD/1PPS Info for : R0
--------------------------------
RJ45 JACK TYPE : RS422
ToD CONFIGURED : YES
ToD FORMAT : NTPv4
ToD DELAY : 0
1PPS MODE : INPUT
1PPS STATE : UP
ToD STATE : UP
--------------------------------
On the SLAVE:
--------------------------------
ToD/1PPS Info for : R0
--------------------------------
RJ45 JACK TYPE : RS422
ToD CONFIGURED : YES
ToD FORMAT : NTPv4
ToD DELAY : 0
1PPS MODE : OUTPUT
OFFSET : 0
PULSE WIDTH : 0
--------------------------------

その他の参考資料

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

{start hypertext}http://www.cisco.com/go/mibs{end hypertext}

な

し

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
456

IEEE 1588v2 PTPのサポート

その他の参考資料



シスコのテクニカルサポート

リンク説明

{start
hypertext}http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html{end
hypertext}

右のURLにアクセスして、シス
コのテクニカルサポートを最大

限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアを

インストールして設定したり、

シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したり

するために使用してください。

このWebサイト上のツールにア
クセスする際は、Cisco.comのロ
グイン IDおよびパスワードが
必要です。

IEEE 1588v2 PTPサポートの機能情報
「{start cross reference}表 13-2{end cross reference}」に、このモジュールで説明した機能をリス
ト表示し、特定の設定情報へのリンクを示します。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、{start
hypertext}http://www.cisco.com/go/cfn{end hypertext}に進みます。Cisco.comのアカウントは必要
ありません。

「{start cross reference}表 13-2{end cross reference}」には、特定のソフトウェアリリーストレイ
ンでの各機能のサポートを導入したソフトウェアリリースだけが示されています。その機能

は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 36 :ネットワーク同期サポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XEリリース3.13Sで、
Cisco ASR 1002-Xルータに導入されました。

Cisco IOS XE 3.13SIEEE 1588v2 PTPのサポー
ト
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第 17 章

ブリッジドメインインターフェイスの設

定

Cisco 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、レイヤ 3 IPアドレスにレイヤ 2イー
サネットセグメントをパッケージングするためのブリッジドメインインターフェイス（BDI）
機能をサポートします。

•ブリッジドメインインターフェイスの制約事項（459ページ）
•ブリッジドメインインターフェイスに関する情報（460ページ）
•ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイスの設定（470ページ）
•その他の参考資料（477ページ）
•ブリッジドメインインターフェイスの機能情報（477ページ）

ブリッジドメインインターフェイスの制約事項
ブリッジドメインインターフェイスに関連する制約事項は次のとおりです。

•システムごとにサポートされるブリッジドメインインターフェイスは 4096のみです。

•ブリッジドメインインターフェイスの場合、最大伝送単位（MTU）サイズは1500および
9216バイトの間で設定できます。

•ブリッジドメインインターフェイスは次の機能のみをサポートします。

• IPv4マルチキャスト

• QoSマーキングとポリシング。シェーピングとキューイングはサポートされません。

• IPv4および IPv6 VRF

• IPv4および IPv6ユニキャスト転送

• BGP、OSPF、EIGRP、RIP、IS-IS、STATICなどのダイナミックルーティング

• IOS XE 3.8.0以降の Hot Standby Router Protocol（HSRP）

• IOS XE 3.8.0以降の Virtual Router Redundancy Protocol（VRRP）
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• Flexible NetFlow

Flexible NetFlowは、Cisco IOS XE 17.7.1a以降のリリースでサポー
トされています。

（注）

•ブリッジドメインインターフェイスは次の機能をサポートしません。

• PPP over Ethernet（PPPoE）

•双方向フォワーディング検出（BFD）プロトコル

• QoS

• Network-Based Application Recognition（NBAR）またはAdvanced Video Coding（AVC）

NATは XE16.2.1以降のリリースでサポートされています。（注）

ブリッジドメインインターフェイスに関する情報
ブリッジドメインインターフェイスは、レイヤ 2ブリッジ型ネットワークとレイヤ 3のルー
テッドネットワークトラフィック間のトラフィックの双方向フローを許可する論理インター

フェイスです。ブリッジドメインインターフェイスは、ブリッジドメインと同じインデック

スによって識別されます。各ブリッジドメインは、レイヤ 2ブロードキャストドメインを表
します。ブリッジドメインに関連付けることができるブリッジドメインインターフェイスは、

1つだけです。

ブリッジドメインインターフェイスは次の機能をサポートします。

• IP終了

•レイヤ 3 VPNの終了

•アドレス解決プロトコル（ARP）、G-ARPおよび P-ARPの処理

• MACアドレスの割り当て

ブリッジドメインインターフェイスを設定する前に、次の概念を理解しておく必要がありま

す:

•イーサネット仮想回線の概要

•ブリッジドメインインターフェイスのカプセル化

• MACアドレスの割り当て

• IPプロトコルのサポート
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• IP転送のサポート

•パケット転送

•ブリッジドメインインターフェイスの統計情報

イーサネット仮想回線の概要

イーサネット仮想回線（EVC）は、プロバイダーが提供しているレイヤ2サービスの単一イン
スタンスのエンドツーエンド表現です。さまざまなパラメータが統合されて、サービスが提供

されます。シスコ EVCフレームワークでは、ブリッジドメインは、サービスインスタンスと
呼ばれているレイヤ 2インターフェイス（1つまたは複数）で構成されます。サービスインス
タンスは、あるルータ上のあるポート上で EVCをインスタンス化したものです。サービスイ
ンスタンスは、設定に基づいてブリッジドメインに関連付けられます。

着信フレームは、次の基準に基づいてサービスインスタンスとして分類できます。

•シングル 802.1Q VLANタグ、優先度タグ付き、または 802.1ad VLANタグ

•両 QinQ（内部および外部）VLANタグ、または 802.1ad S-VLANと C-VLANタグの両方

•外部 802.1p CoSビット、内部 802.1p CoSビット、またはその両方

•ペイロードイーサネットタイプ（5つの選択肢をサポート：IPv4、IPv6、PPPoE-all、
PPoE-discovery、PPPoE-session）

サービスインスタンスは、他のマッピング基準もサポートします。

• [Untagged]：802.1Qまたは 802.1adヘッダがないすべてのフレームにマッピングします。

• [Default]：すべてのフレームにマッピングします。

EVCアーキテクチャの詳細については、『Carrier Ethernet Configuration Guide』の「Configuring
Ethernet Virtual Connections on the Cisco ASR 1000 Router」のセクションを参照してください。

ブリッジドメインインターフェイスのカプセル化

セキュリティグループの分類には、送信先グループや宛先グループが含まれます。これは送信

元の SGTと DGTで指定します。SGTベースの PBR機能では、SGT/DGTベースのパケット分
類のために PBRルートマップの match句を使用できます。SGTベースの PBR機能では設定で
きるタグの数に制限はありませんが、プラットフォームで使用できるメモリに基づいてタグを

設定することをお勧めします。

EVCはブリッジドメインに存在する各イーサネットフローポイント（EFP）で様々なカプセ
ル化を使用する機能を提供します。パケットは異なるカプセル化を設定した1つまたは複数の
EFPから出力されている可能性があるため、BDI出力ポイントは出力パケットのカプセル化を
認識しないことがあります。

ブリッジドメインでは、すべての EFPで異なるカプセル化がある場合、BDIのタグ付けを解
除する必要があります（802.1Qタグなしを使用）。EFPでブリッジドメインのすべてのトラ
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フィック（ポップまたはプッシュ）をカプセル化します。ブリッジドメインのトラフィックの

カプセル化を可能にするためには、各 EFPで rewriteを設定します。

ブリッジドメインでは、すべてのEFPで同じカプセル化がある場合は、encapsulationコマンド
を使用してBDI上にカプセル化を設定します。BDIでのカプセル化をイネーブルにすると、タ
グのプッシングまたはポッピングが有効になり、それにより EFPで rewriteコマンドを設定す
る必要がなくなります。BDIでのカプセル化の設定の詳細については、「ブリッジドメイン
インターフェイスの設定方法」を参照してください。

MACアドレスの割り当て
Cisco ASR 1000シャーシ上のすべてのブリッジドメインインターフェイスは、同じMACアド
レスを共有します。最初のブリッジドメインインターフェイスにMACアドレスが割り当て
られます。その後、同じMACアドレスが、そのブリッジドメインで作成されたすべてのブ
リッジドメインインターフェイスに割り当てられます。

mac-address コマンドを使用して、ブリッジドメインインターフェイスにスタティックMAC
アドレスを設定できます。

（注）

IPプロトコルのサポート
ブリッジドメインインターフェイスは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータを有効にし、次の IP関連プロトコルのレイヤ 2ブリッジドメインのレイヤ 3エンドポ
イントとして機能します。

• ARP

• DHCP

• HTTP

• ICMP

• NTP

• RARP

• SNMP

• TCP

• Telnet

• TFTP

• UDP
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IP転送のサポート
ブリッジドメインインターフェイスは次の IP転送機能をサポートします。

• IPv4の入力および出力アクセスコントロールリスト（ACL）
• IPv4の入力および出力 QoSポリシー。ブリッジドメインインターフェイスの入力および
出力サービスポリシーでサポートされる動作は次のとおりです。

•分類
•マーキング
•ポリシング

• IPv4 L3 VRF

パケット転送

ブリッジドメインインターフェイスはレイヤ 2およびレイヤ 3ネットワークインフラ間のブ
リッジングおよび転送サービスを提供します。

レイヤ 2から 3

レイヤ 2ネットワークからレイヤ 3ネットワークへのパケットフローの間に、着信パケットの
宛先MACアドレスがブリッジドメインインターフェイスのMACアドレスと一致するか、宛
先MACアドレスがマルチキャストアドレスの場合、パケットまたはパケットのコピーがブ
リッジドメインインターフェイスに転送されます。

MACアドレスラーニングは、ブリッジドメイン上のインターフェイスで実行できません。（注）

レイヤ 3からレイヤ 2

パケットがルータの物理インターフェイスのレイヤ3に到達すると、ルート検索アクションが
実行されます。ルート検索がブリッジドメインインターフェイスに向かうと、ブリッジドメ

インインターフェイスはレイヤ 2カプセル化を追加し、対応するブリッジドメインにフレー
ムを転送します。バイトカウンタが更新されます。

ブリッジドメインインターフェイスが属するブリッジドメインでのレイヤ2検索中に、ブリッ
ジドメインは、宛先MACアドレスに基づいて適切なサービスインスタンスにパケットを転
送します。
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ブリッジドメインとブリッジドメインインターフェイスのステート

をリンクする

ブリッジドメインインターフェイスはレイヤ 3のルーティング可能な IOSインターフェイス
およびブリッジドメインのポートとして機能します。ブリッジドメインインターフェイスと

ブリッジドメインのいずれも、個々の管理状態で動作します。

ブリッジドメインインターフェイスをシャットダウンすると、レイヤ 3データサービスは停
止しますが、関連するブリッジドメインの状態は上書きされず、影響を受けません。

ブリッジドメインをシャットダウンすると、サービスインスタンスやブリッジドメインイン

ターフェイスを含むすべての関連メンバへのレイヤ2転送が停止します。関連するサービスイ
ンスタンスはブリッジドメインの動作状態に影響を与えます。ブリッジドメインインターフェ

イスは、関連するサービスインスタンスの 1つが起動しない限り、動作することはできませ
ん。

ブリッジドメインインターフェイスは内部インターフェイスであるため、ブリッジドメイン

インターフェイスの動作状態はブリッジドメインの動作状態には影響しません。

（注）

BDIの初期状態

BDI最初の管理ステートは、BDIの作成方法によって異なります。スタートアップコンフィ
ギュレーションで起動時にBDIを作成すると、BDIのデフォルトの管理状態がアップになりま
す。スタートアップコンフィギュレーションに shutdownコマンドが含まれていない限り、こ
の状態のままになります。この動作は、他のすべてのインターフェイスと一致します。コマン

ドプロンプトで BDIを動的に作成すると、デフォルトの管理状態はダウンになります。

BDIのリンク状態

BDIは、管理上のダウン状態、動作上のダウン状態、アップ状態の 3種類のステートからなる
リンク状態を維持します。BDIのリンク状態は、対応するユーザーによって設定されたBDI管
理状態セットおよびインターフェイスステートの下位レベルの障害表示の状態の2つの独立す
る入力から得られます。BDIのリンク状態は、2つの入力の状態に基づいて定義されます。

BDI管理障害表示の状態

No ShutdownShutdown{start emdash}{end emdash}

UpAdmin-downNo faults asserted

Operationally-DownAdmin-downAt least one fault asserted
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ブリッジドメインインターフェイスの統計情報

ブリッジドメインインターフェイスなどの仮想インターフェイスの場合は、プロトコルカウ

ンタは QFPから定期的に検索されます。

パケットがレイヤ 2ブリッジドメインネットワークからドメインのインターフェイスを介し
てレイヤ 3のルーティングネットワークに流れると、パケットはブリッジドメインインター
フェイスの入力パケットおよびバイトとして処理されます。パケットがレイヤ3インターフェ
イスに到達し、ブリッジドメインインターフェイスを介してレイヤ 2ブリッジドメインに転
送されると、パケットは出力パケットおよびバイトとして処理され、カウンタが適宜更新され

ます。

BDIはすべての Cisco IOSインターフェイスで、ケースとしてレイヤ 3パケットカウンタの標
準セットを維持します。レイヤ 3のパケットカウンタを表示するには、show interfaceコマン
ドを使用します。

カウンタの表記法は、レイヤ 3クラウドに関連しています。たとえば、inputはレイヤ 2 BDか
らレイヤ 3クラウドに入るトラフィックを示し、outputはレイヤ 3クラウドからレイヤ 2 BD
に向かうトラフィックを示します。

BDIステータスの統計情報を表示するには、show interfaces accountingコマンドを使用します。
送受信されるパケットおよびバイト全体のカウントを表示するには、show interface <if-name>
コマンドを使用します。

ブリッジドメインインターフェイスの作成または削除

Cisco IOSルータのインターフェイスまたはサブインターフェイスを定義する場合は、名前を
付け、どのように IPアドレスに割り当てられるかを指定します。システムにブリッジドメイ
ンを追加する前にブリッジドメインインターフェイスを作成できます。この新しいブリッジ

ドメインインターフェイスは、関連するブリッジドメインの設定後にアクティブになります。

ブリッジドメインインターフェイスが作成されると、ブリッジドメインが自動的に作成され

ます。

（注）

ブリッジドメインインターフェイスとブリッジドメインを作成すると、システムは、ブリッ

ジドメインとブリッジドメインインターフェイスのペアをマッピングするために必要なアソ

シエーションを保持します。

ブリッジドメインとブリッジドメインインターフェイスのマッピングはシステムに保持され

ます。ブリッジドメインインターフェイスは、アソシエーションを示すために関連するブリッ

ジドメインのインデックスを使用されます。

ブリッジドメインインターフェイスのスケーラビリティ

次の表に、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの転送プロセッサのタ
イプに基づいた、ブリッジドメインインターフェイスの拡張性の数値を示します。
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表 37 : Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの転送プロセッサのタイプに基づいた、ブリッジド
メインインターフェイスの拡張性の数値

ASR1000-ESP40ASR1000-ESP10、
ASR1000-ESP10-N、
ASR1000-ESP20

ASR1000-ESP5、ASR
1001、ASR 1002-F
（ESP2.5）

説明

409640964096ルータごとのブリッジドメ

インインターフェイスの最

大数

ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイス
仮想 IPインターフェイス（VIF）機能は、複数のBDIインターフェイスをBDインスタンスに
関連付けるのに役立ちます。BD-VIFインターフェイスは、IOS論理 IPインターフェイスの既
存のすべての L3機能を継承します。

すべての BD-VIFインターフェイスに一意のMACアドレスを設定する必要があり、異なる
VRFに属している必要があります。

（注）

仮想 IPインターフェイス（VIF）機能には、次の制限事項があります。

• BD-VIFインターフェイスは IPマルチキャストをサポートしていません。

•自動生成されたMACアドレスを持つ BD-VIFインターフェイスの数は、プラットフォー
ムによって異なります。

• BD-VIFインターフェイスはMPLSをサポートしていません。

•ブリッジドメインごとの BD-VIFインターフェイスの最大数と、システムごとの BD-VIF
インターフェイスの総数は、プラットフォームのタイプによって異なります。

サポートされる BD-VIFの最大数は、プラットフォームによって異なります。

• ASR 1000は、ブリッジドメインに対して最大 100の BD-VIFをサポートします。

• CSR 1000vは、ブリッジドメインに対して最大 16の BD-VIFをサポートします。

• ISR 4000は、ブリッジドメインに対して最大 16の BD-VIFをサポートします。

Cisco IOS XE 17.7.1aリリースから、BD-VIFは Flexible Netflow（FnF）をサポートします。

ブリッジドメインインターフェイスの設定方法

ブリッジドメインインターフェイスを設定するには、次の手順を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface BDI {interface number}

4. encapsulation encapsulation dot1q <first-tag> [second-dot1q <second-tag>]

5. 次のいずれかを実行します。

6. match security-group destination tag sgt-number

7. mac address {mac-address}

8. no shut
9. shut

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードを有効にします。プロンプトが表
示されたらパスワードを入力します。

enable

例：

ステップ 1

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ブリッジドメインインターフェイスを指定します。interface BDI {interface number}

例：

ステップ 3

Router(config-if)# interface BDI3

カプセル化タイプを定義します。encapsulation encapsulation dot1q <first-tag>
[second-dot1q <second-tag>]

ステップ 4

例では、カプセル化タイプとして dot1qを定義して
います。例：

Router(config-if)# encapsulation dot1Q 1
second-dot1q 2

ブリッジドメインインターフェイスの IPv4または
IPv6アドレスを指定します。

次のいずれかを実行します。

例：

ステップ 5

ip address ip-address mask

例：

例：

ipv6 address {X:X:X:X::X link-local|
X:X:X:X::X/prefix [anycast | eui-64] |

autoconfig [default]}
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-if)# ip address 10.2.2.1
255.255.255.0

例：

例：

Router(config-if)# ipv6 address
AB01:CD1:123:C::/64 eui-64

security-group destination security tagの値を設定しま
す。

match security-group destination tag sgt-number

例：

ステップ 6

Router(config-route-map)# match security-group
destination tag 150

ブリッジドメインインターフェイスのMACアドレ
スを指定します。

mac address {mac-address}

例：

ステップ 7

Router(config-if)# mac-address 1.1.3

ブリッジドメインインターフェイスを有効にしま

す。

no shut

例：

ステップ 8

Router(config-if)# no shut

ブリッジドメインインターフェイスを無効にしま

す。

shut

例：

ステップ 9

Router(config-if)# shut

例

次に、IPアドレス 10.2.2.1 255.255.255.0でブリッジドメインインターフェイスを設定する例
を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface BDI3
Router(config-if)# encapsulation dot1Q 1 second-dot1q 2
Router(config-if)# ip address 10.2.2.1 255.255.255.0
Router(config-if)# mac-address 1.1.3
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit
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ブリッジドメインインターフェイス設定の表示と確認

手順の概要

1. enable
2. show interfaces bdi
3. show platform software interface fp active name
4. show platform hardware qfp active interface if-name
5. debug platform hardware qfp feature
6. platform trace runtime process forwarding-manager module
7. platform trace boottime process forwarding-manager module interfaces

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードを有効にします。プロンプトが表
示されたらパスワードを入力します。

enable

例：

ステップ 1

Router> enable

対応する BDIの設定の概要を表示します。show interfaces bdi

例：

ステップ 2

Router# show interfaces BDI3

フォワーディングプロセッサのブリッジドメイン

インターフェイス設定を表示します。

show platform software interface fp active name

例：

ステップ 3

Router# show platform software interface
fp active name BDI4

データパスのブリッジドメインインターフェイス

設定を表示します。

show platform hardware qfp active interface if-name

例：

ステップ 4

Router# show platform hardware qfp active
interface if-name BDI4

選択した CPP L2BD Clientのデバッグがオンになり
ます。

debug platform hardware qfp feature

例：

ステップ 5

Router# debug platform hardware qfp active
feature l2bd client all
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目的コマンドまたはアクション

Forwarding Managerプロセスの Forwarding Manager
Route Processorおよび Embedded Service Processorの
トレースメッセージを有効にします。

platform trace runtime process forwarding-manager
module

例：

ステップ 6

Router(config)# platform trace runtime slot
F0 bay 0 process forwarding-manager
module interfaces level info

ブートアップ中の、Route Processor Forwarding
Managerプロセスの Forwarding Manager Route

platform trace boottime process forwarding-manager
module interfaces

例：

ステップ 7

ProcessorおよびEmbedded Service Processorのトレー
スメッセージを有効にします。

Router(config)# platform trace boottime slot
R0 bay 1 process forwarding-manager
forwarding-manager level max

次のタスク

各コマンドに使用できるコマンドおよびオプションの詳細については、『CiscoIOSConfiguration
Fundamentals Command Reference Guide』を参照してください。

ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイスの設定
enable
configure terminal
[no] interface BD-VIF interface-number
[ [no] vrf forwarding vrf-name]
[ [no] mac address mac-address]
[ [no] ip address ip-address mask]
[ [no] ipv6 address {X:X:X:X::X link-local| X:X:X:X::X/prefix [anycast | eui-64] |

autoconfig [default]}]

exit

BD-VIFインターフェイスを削除するには、このコマンドの 'no'形式を使用します。

VIFインターフェイスのブリッジドメインへの関連付け
enable
configure terminal
bridge-domain bridge-domain number
[no] member BD-VIF interface-number
exit

VIFインターフェイスの関連付けを解除するには、このコマンドの「no」形式を使用します。
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ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイスの確認
インターフェイスおよび IPインターフェイスの既存のすべての showコマンドは、BD-VIFイ
ンターフェイスに使用できます。

show interface bd-vif bd-vif-id

show ip interface bd-vif bd-vif-id

show bd-vif interfaces in fman-fp

show pla sof inter fp ac brief | i BD_VIF

ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイスの設定例
Detail sample:

interface Port-channel1
mtu 9000
no ip address
!Ethernet service endpoint one per neutron network
service instance 1756 ethernet
description 4e8e5957-649f-477b-9e5b-f1f75b21c03c
encapsulation dot1q 1756
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 1756

!
interface BD-VIF5001
no shutdown
vrf forwarding vrf5001
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
interface BD-VIF5002
no shutdown
vrf forwarding vrf5002
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0

bridge-domain 1756
member Port-channel1 service-instance 1756
member bd-vif5001
member bd-vif5002

ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイスを介した Flexible NetFlow
の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. {ip | ipv6}flow monitor monitor-name [sampler sampler-name] {input | output}
5. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードを有効にします。プロンプトが表
示されたらパスワードを入力します。

enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。BD-VIF
番号を入力します。

interface type number

例：

Device (config)# interface BD-VIF 100

ステップ 3

ルータがインターフェイスで送受信する IPトラ
フィックの Flexible NetFlowフローモニターを有効
にします。

{ip | ipv6}flow monitor monitor-name [sampler
sampler-name] {input | output}

例：

ステップ 4

Device(config-if)# ip flow monitor FLOW-MONITOR-1
input

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

ステップ 5

Device(config-if)# exit

例：ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイスを介した Flexible
NetFlow

次に、フローモニターの QFP情報およびフロー方向を表示する show platform hardware qfp
active interface if-name コマンドの出力例を示します。次の表に、CLI出力のキーを示します。

出力設定

IPV4_INPUT_FNF_FIRST

IPV4_INPUT_FNF_FINAL

ip flow monitor <monitor-name> input

IPV4_BDI_OUTPUT_FNF_FINALip flow monitor <monitor-name> output

IPV6_INPUT_FNF_FIRST

IPV6_INPUT_FNF_FINAL

ipv6 flow monitor <monitor-name> input

IPV6_BDI_OUTPUT_FNF_FINALipv6 flow monitor <monitor-name> output

Device# show run interface bd-vif2
Building configuration...
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Current configuration: 227 bytes
!
interface BD-VIF2
vrf forwarding vrf1
ip flow monitor test1 input
ip flow monitor test1 output
ip address 10.11.11.11 255.255.255.0
ipv6 flow monitor test2 input
ipv6 flow monitor test2 output
ipv6 address 2001:DB8::1/32
end

Device# show platform hardware qfp active interface if-name BD-VIF 2
General interface information
Interface Name: BD-VIF2
Interface state: VALID
Platform interface handle: 20
QFP interface handle: 17
Rx uidb: 262138
Tx uidb: 262127
Channel: 0

Interface Relationships

BGPPA/QPPB interface configuration information
Ingress: BGPPA/QPPB not configured. flags: 0000
Egress: BGPPA not configured. flags: 0000

ipv4_input enabled.
ipv4_output enabled.
ipv6_input enabled.
ipv6_output enabled.
layer2_input enabled.
layer2_output enabled.
ess_ac_input enabled.

Features Bound to Interface:
2 GIC FIA state
66 PUNT INJECT DB
70 cpp_l2bd_svr
43 icmp_svr
45 ipfrag_svr
46 ipreass_svr
47 ipv6reass_svr
44 icmp6_svr
58 stile
Protocol 0 - ipv4_input
FIA handle - CP:0x55a7f59df038 DP:0x3fff1000
IPV4_INPUT_DST_LOOKUP_ISSUE (M)
IPV4_INPUT_ARL_SANITY (M)
IPV4_INPUT_SRC_LOOKUP_ISSUE
IPV4_INPUT_DST_LOOKUP_CONSUME (M)
IPV4_INPUT_SRC_LOOKUP_CONSUME
IPV4_INPUT_FOR_US_MARTIAN (M)
IPV4_INPUT_STILE_LEGACY
IPV4_INPUT_FNF_FIRST
IPV4_INPUT_LOOKUP_PROCESS (M)
IPV4_INPUT_FNF_FINAL
IPV4_INPUT_IPOPTIONS_PROCESS (M)
IPV4_INPUT_GOTO_OUTPUT_FEATURE (M)

Protocol 1 - ipv4_output
FIA handle - CP:0x55a7f59df0d8 DP:0x3ffeff00
IPV4_VFR_REFRAG (M)
IPV4_OUTPUT_SRC_LOOKUP_ISSUE
IPV4_OUTPUT_L2_REWRITE (M)
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IPV4_OUTPUT_SRC_LOOKUP_CONSUME
IPV4_OUTPUT_STILE_LEGACY
IPV4_OUTPUT_FRAG (M)
IPV4_BDI_OUTPUT_FNF_FINAL.
BDI_VLAN_TAG_ATTACH_AND_LAYER2_LOOKUP_GOTO
LAYER2_BRIDGE
BDI_OUTPUT_GOTO_OUTPUT_FEATURE
IPV4_OUTPUT_DROP_POLICY (M)
DEF_IF_DROP_FIA (M)

Protocol 6 - ipv6_input
FIA handle - CP:0x55a7f59dee58 DP:0x3fff4300
IPV6_INPUT_SANITY_CHECK (M)
IPV6_INPUT_DST_LOOKUP_ISSUE (M)
IPV6_INPUT_SRC_LOOKUP_ISSUE
IPV6_INPUT_ARL (M)
IPV6_INPUT_DST_LOOKUP_CONT (M)
IPV6_INPUT_SRC_LOOKUP_CONT
IPV6_INPUT_DST_LOOKUP_CONSUME (M)
IPV6_INPUT_SRC_LOOKUP_CONSUME
IPV6_INPUT_STILE_LEGACY
IPV6_INPUT_FNF_FIRST
IPV6_INPUT_FOR_US (M)
IPV6_INPUT_LOOKUP_PROCESS (M)
IPV6_INPUT_FNF_FINAL
IPV6_INPUT_LINK_LOCAL_CHECK (M)
IPV6_INPUT_GOTO_OUTPUT_FEATURE (M)

Protocol 7 - ipv6_output
FIA handle - CP:0x55a7f59dee08 DP:0x3fff4b80
IPV6_VFR_REFRAG (M)
IPV6_OUTPUT_SRC_LOOKUP_ISSUE
IPV6_OUTPUT_SRC_LOOKUP_CONT
IPV6_OUTPUT_SRC_LOOKUP_CONSUME
IPV6_OUTPUT_L2_REWRITE (M)
IPV6_OUTPUT_STILE_LEGACY
IPV6_OUTPUT_FRAG (M)
IPV6_BDI_OUTPUT_FNF_FINAL
BDI_VLAN_TAG_ATTACH_AND_LAYER2_LOOKUP_GOTO
LAYER2_BRIDGE
BDI_OUTPUT_GOTO_OUTPUT_FEATURE
IPV6_OUTPUT_DROP_POLICY (M)
DEF_IF_DROP_FIA (M)

�

次に、キャッシュ出力をレコード形式で表示する show flow monitor [[name] [cache [format {csv
| record | table}]] [statistics]]コマンドの出力例を示します。
Device# show flow monitor name FLOW-MONITOR-1 cache format record

Cache type: Normal
Cache size: 1000
Current entries: 4
High Watermark: 4
Flows added: 101
Flows aged: 97
- Active timeout (1800 secs) 3
- Inactive timeout (15 secs) 94
- Event aged 0
- Watermark aged 0
- Emergency aged
IPV4 DESTINATION ADDRESS:
198.51.100.1 0
ipv4 source address: 10.10.11.1
trns source port: 25
trns destination port: 25
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counter bytes: 72840
counter packets: 1821
IPV4 DESTINATION ADDRESS: 198.51.100.2
ipv4 source address: 10.10.10.2
trns source port: 20
trns destination port: 20
counter bytes: 3913860
counter packets: 7326
IPV4 DESTINATION ADDRESS: 198.51.100.200
ipv4 source address: 192.168.67.6
trns source port: 0
trns destination port: 3073
counter bytes: 51072
counter packets: 1824

Device# show flow monitor name FLOW-MONITOR-2 cache format record

Cache type: Normal
Cache size: 1000
Current entries: 2
High Watermark: 3
Flows added: 95
Flows aged: 93
- Active timeout (1800 secs) 0
- Inactive timeout (15 secs) 93
- Event aged 0
- Watermark aged 0
- Emergency aged 0
IPV6 DESTINATION ADDRESS: 2001:DB8:0:ABCD::1
ipv6 source address: 2001:DB8:0:ABCD::2
trns source port: 33572
trns destination port: 23
counter bytes: 19140
counter packets: 349
IPV6 DESTINATION ADDRESS: FF02::9
ipv6 source address: 2001:DB8::A8AA:BBFF:FEBB

trns source port: 521
trns destination port: 521
counter bytes: 92
counter packets: 1

次に、インターフェイスのフローステータスを表示する show flow interface コマンドの出力例
を示します。

Device# show flow interface BD-VIF2001

Interface GigabitEthernet0/0/0
FNF: monitor: FLOW-MONITOR-1
direction: Input
traffic(ip): on
FNF: monitor: FLOW-MONITOR-2
direction: Input traffic(ipv6): on

Device# show flow interface BD-VIF2002

Interface GigabitEthernet1/0/0
FNF: monitor: FLOW-MONITOR-1
direction: Output
traffic(ip): on
FNF: monitor: FLOW-MONITOR-2
direction: Input traffic(ipv6): on
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次に、Flexible NetFlow設定のフローモニターの QFP情報およびフロー方向を表示する show
platform hardware qfp active interface if-name | in FNFコマンドの出力例を示します。次の表
に、CLI出力のキーを示します。

出力設定

IPV4_INPUT_FNF_FIRST

IPV4_INPUT_FNF_FINAL

ip flow monitor <monitor-name> input

IPV4_BDI_OUTPUT_FNF_FINALip flow monitor <monitor-name> output

IPV6_INPUT_FNF_FIRST

IPV6_INPUT_FNF_FINAL

ipv6 flow monitor <monitor-name> input

IPV6_BDI_OUTPUT_FNF_FINALipv6 flow monitor <monitor-name> output

Device# show run interface bd-vif2
Building configuration...

Current configuration : 227 bytes
!
interface BD-VIF2
vrf forwarding vrf1
ip flow monitor test1 input
ip flow monitor test1 output
ip address 10.11.11.11 255.255.255.0
ipv6 flow monitor test2 input
ipv6 flow monitor test2 output
ipv6 address 2001::8/64
end
Device# show platform hardware qfp active interface if-name BD-VIF 2 | in FNF
IPV4_INPUT_FNF_FIRST
IPV4_INPUT_FNF_FINAL
IPV4_BDI_OUTPUT_FNF_FINAL.
IPV6_INPUT_FNF_FIRST
IPV6_INPUT_FNF_FINAL
IPV6_BDI_OUTPUT_FNF_FINAL

clear flow monitor name monitor-name [cache [force-export] | force-export | statistics]コマンドを
使用すると、Flexible NetFlowフローモニター、フローモニターキャッシュ、またはフローモ
ニター統計情報がクリアされ、フローモニターキャッシュ内のデータを強制的にエクスポート

できます。

Flexible NetFlowの設定の詳細については、『Flexible NetFlow Configuration Guide, Cisco IOS XE
17』を参照してください。
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Carrier Ethernet Configuration Guide』Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲー

ションサービス

ルータでのイーサ

ネット仮想接続の

設定

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/qos/configuration/guide/qos_evc_
xe.html

EVC Quality of
Service

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

https://www.cisco.com/c/
en_in/support/index.html

右の URLにアクセスして、シスコのテクニカルサポートを最大限
に活用してください。これらのリソースは、ソフトウェアをインス

トールして設定したり、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してください。このWebサイ
ト上のツールにアクセスする際は、Cisco.comのログイン IDおよび
パスワードが必要です。

ブリッジドメインインターフェイスの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能をリストし、特定の設定情報へのリンクを示しま

す。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
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アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、http://www.cisco.com/
go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

次の表は、特定のソフトウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソ

フトウェアリリースのみを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連

のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 38 :ブリッジドメインインターフェイスの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズのアグリ
ゲーションサービスルータで導入されました。

Cisco IOS XE
3.2.0S

ブリッジドメインイン

ターフェイスの設定

この機能は、CiscoASR1000シリーズアグリゲー
ションサービスルータで更新されました。この

機能について、次のセクションが更新されまし

た。

ブリッジドメインインターフェイスに関する情

報（460ページ）

Cisco IOS XE
3.7.0S

ブリッジドメインイン

ターフェイスの設定

ブリッジドメイン仮想 IPインターフェイス
（VIF）は、複数のブリッジドメインインター
フェイス（BDI）を単一のBDインスタンスに接
続し、L2ネットワーク内の各 IPサブネットを単
一のVRFに関連付けることができるようになり
ました。

Cisco IOS XE
Gibraltar 16.12

ブリッジドメイン仮想 IP
インターフェイス

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズのアグリ
ゲーションサービスルータで導入されました。

次のコマンドが導入されました。

{ip | ipv6} flow monitor monitor-name [sampler
sampler-name] {input | output}

Cisco IOS XE
Cupertino 17.7.1a

ブリッジドメイン仮想 IP
インターフェイス

（BD-VIF）上の Flexible
NetFlow（FNF）
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第 18 章

調整可能 DWDM-XFP-Cのサポートの有効
化

初版：2013年 7月

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの DWDM-XFP-Cモジュールの高
密度波長分割多重（DWDM）波長は調整可能です。インターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで itu channelコマンドを使用すると、DWDM ITU波長を設定できます。itu channel
コマンドにより、トラフィックのフローが確実に持続します。

次の表に、DWDM-XFP-Cモジュールの波長マッピング情報を示します。

表 39 : DWDM-XFP-C波長マッピング

波長（nm）周波数（THz）チャネル

1561.83191.951

1561.42192.002

1561.01192.053

1560.61192.104

1560.20192.155

1559.79192.206

1559.39192.257

1558.98192.308

1558.58192.359

1558.17192.4010

1557.77192.4511

1557.36192.5012
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波長（nm）周波数（THz）チャネル

1556.96192.5513

1556.55192.6014

1556.15192.6515

1555.75192.7016

1555.34192.7517

1554.94192.8018

1554.54192.8519

1554.13192.9020

1553.73192.9521

1553.33193.0022

1552.93193.0523

1552.52193.1024

1552.12193.1525

1551.72193.2026

1551.32193.2527

1550.92193.3028

1550.52193.3529

1550.12193.4030

1549.72193.4531

1549.32193.5032

1548.91193.5533

1548.51193.6034

1548.11193.6535

1547.72193.7036

1547.32193.7537

1546.92193.8038

1546.52193.8539

1546.12193.9040
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波長（nm）周波数（THz）チャネル

1545.72193.9541

1545.32194.0042

1544.92194.0543

1544.53194.1044

1544.13194.1545

1543.73194.2046

1543.33194.2547

1542.94194.3048

1542.54194.3549

1542.14194.4050

1541.75194.4551

1541.35194.5052

1540.95194.5553

1540.56194.6054

1540.16194.6555

1539.77194.7056

1539.37194.7557

1538.98194.8058

1538.58194.8559

1538.19194.9060

1537.79194.9561

1537.40195.0062

1537.00195.0563

1536.61195.1064

1536.22195.1565

1535.82195.2066

1535.43195.2567

1535.04195.3068
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波長（nm）周波数（THz）チャネル

1534.64195.3569

1534.25195.4070

1533.86195.4571

1533.47195.5072

1533.07195.5573

1532.68195.6074

1532.29195.6575

1531.90195.7076

1531.51195.7577

1531.12195.8078

1530.72195.8579

1530.33195.9080

1529.94195.9581

1529.55196.0082

• DWDM-XFP-Cモジュールの設定（482ページ）

DWDM-XFP-Cモジュールの設定
DWDM-XFP-Cモジュールを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable source-interface gigabitethernet slot/port

2. configure terminal
3. interface tengigabitethernet slot/port

4. itu channel number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。プロンプ
トが表示されたら、パスワードを入力します。

enable source-interface gigabitethernet slot/port

例：

ステップ 1

Router# enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

設定する 10ギガビットイーサネットインターフェ
イスを指定します。

interface tengigabitethernet slot/port

例：

ステップ 3

ここで、各変数は次のように定義されます。Router(config)# interface tengigabitethernet 4/11

slot/port：インターフェイスの場所を指定します。

ITUチャネルを設定します。itu channel number

例：

ステップ 4

number：ITUチャネル番号を指定します。指定可能
な値は 1～ 82です。

Router(config-if)# itu channel 28

ITU設定の検証
次に、show hw-module subslotコマンドを使用して ITU設定を確認する例を示します。

Router# enable
Router# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#int tenGigabitEthernet 1/2/0
Router(config-if)#itu channel 20
Router(config-if)#
Router#
Router# show hw-module subslot 1/2 transceiver 0 idpr dump
Description = XFP optics (type 6)
Transceiver Type: = TUNABLE DWDM XFP (194)
Product Identifier (PID) = DWDM-XFP-C
Frequency Set for Tunable DWDM = 195.5 THz
Vendor Revision = 00
Serial Number (SN) = JFX1617800W
Vendor Name = CISCO-JDSU
Vendor OUI (IEEE company ID) = 00.01.9C (412)
CLEI code = IP9IAGGCAB
Cisco part number = 10-2544-02
Device State = Disabled.
XFP IDPROM Page 0x0:
000: 0C 00 49 00 F8 00 46 00 FB 00
010: 00 00 00 00 00 00 00 00 A6 04
020: 09 C4 8C A0 13 88 9B 83 13 93
030: 62 1F 1F 07 0F 8D 00 0A 09 CF
040: 00 10 00 18 FF E8 00 0C FF F4
050: 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00
060: 00 BF 25 1C 00 C4 00 00 01 F4
070: 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00
080: 00 00 00 00 9E 20 00 00 00 00
090: 00 00 00 00 00 00 1E 7C 00 00
100: 00 00 00 01 00 00 00 00 00 00
110: E2 98 00 14 00 00 00 00 00 00 <<See byte 113, the hexa decimal
equivalent for ITU channel 20>>
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120: 00 00 00 00 00 00 00 01
XFP IDPROM Page 0x1:
128: 0C 98 07 00 00 00 00 00 00 00
138: 08 B4 63 71 50 00 00 00 00 9F
148: 43 49 53 43 4F 2D 4A 44 53
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第 19 章

マルチリンクフレームリレーのモニタリン

グとメンテナンス

Ciscoフレームリレー実装では、現在 IP、DECnet、AppleTalk、XNS、Novell IPX、CLNS、
Banyan VINES、トランスペアレントブリッジングのルーティングをサポートします。このガ
イドでは、Cisco ASR 1000シリーズルータのマルチリンクフレームリレー機能をモニターおよ
びメンテナンスする方法について説明します。

•機能の概要 （485ページ）
•マルチリンクフレームリレーの設定（485ページ）
•フレームリレーとマルチリンクフレームリレーのモニタリングとメンテナンス（486ペー
ジ）

•その他の参考資料（486ページ）
•マルチリンクフレームリレーのモニタリングとメンテナンスの機能情報（488ページ）

機能の概要
このマルチリンクフレームリレー機能は、Frame Relay Forum Multilink Frame Relay UNI/NNI
Implementation Agreement（FRF.16）に基づいています。この機能は、複数のシリアルリンクを
単一の帯域幅の集合に集約することによって、特定のアプリケーションの帯域幅を拡大するコ

スト効率の良い方法を提供します。マルチリンクフレームリレーは、ユーザー/ネットワーク
間インターフェイス（UNI）ネットワークでサポートされます。

マルチリンクフレームリレーの設定
マルチリンクフレームリレーの設定プロセスについては、マルチリンク -フレームリレー
（MLFR-FRF.16）の機能ガイドを参照してください。詳細については、次の URLにあるマル
チリンク -フレームリレー（MLFR-FRF.16）の機能ガイドを参照してください。{start
hypertext}http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/wan/configuration/guide/wan_ml_fr_frf161_xe.html{end
hypertext} [英語]
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フレームリレーとマルチリンクフレームリレーのモニタ

リングとメンテナンス
さまざまな showコマンドおよび debugコマンドを使用して、フレームリレーとマルチリン
クフレームリレーの設定をモニターおよびメンテナンスできます。

次の showコマンドを使用して、マルチリンクフレームリレーの設定を表示できます。

• show platform software frame-relay：フレームリレー相手先固定接続（PVC）に関する統
計を表示します。

• show platform software mfr：マルチリンクフレームリレー情報に関する統計を表示しま
す。

次の debugコマンドを使用して、マルチリンクフレームリレーの設定をデバッグできます。

• debug platform hardware qfp active interface frame-relay multilink：Cisco QuantumFlow
Processor（QFP）のマルチリンクフレームリレーインターフェイスをデバッグします。

• platform trace runtime process forwarding-manager module：Forwarding Managerプロセス
の Forwarding Manager Route Processorおよび Embedded Service Processorトレースメッセー
ジを有効にします。

コマンドおよび各コマンドで使用可能なオプションの詳細については、次のURLにあるドキュ
メント『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command Reference』を参照してください。{start
hypertext}http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/fundamentals/command/reference/cf_book.html{end
hypertext} [英語]

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

{start
hypertext}http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/wan/configuration/guide/wan_ml_fr_frf161_xe.html{end
hypertext} [英語]

マルチリンク -フ
レームリレー

（MLFR-FRF.16）

Wide-Area Networking Configuration Guide: Frame Relay, Cisco IOS XE Release 3S [英語]フレームリレー
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標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

{start hypertext}http://www.cisco.com/go/mibs{end hypertext}

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

{start
hypertext}http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html{end
hypertext}

右のURLにアクセスして、シス
コのテクニカルサポートを最大

限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアを

インストールして設定したり、

シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したり

するために使用してください。

このWebサイト上のツールにア
クセスする際は、Cisco.comのロ
グイン IDおよびパスワードが
必要です。
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マルチリンクフレームリレーのモニタリングとメンテナ

ンスの機能情報
「{start cross reference}表 16-1{end cross reference}」に、このモジュールで説明した機能をリス
ト表示し、特定の設定情報へのリンクを示します。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、{start hypertext}
http://www.cisco.com/go/cfn{end hypertext}に進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありませ
ん。

「{start cross reference}表 16-1{end cross reference}」には、特定のソフトウェアリリーストレイ
ンでの各機能のサポートを導入したソフトウェアリリースだけが示されています。その機能

は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 40 :マルチリンクフレームリレーのモニタリングとメンテナンスの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XEリリース 3.4S
で、Cisco ASR 1000シリーズルータに導
入されました。

Cisco IOS XE 3.4.0Sフレームリレーのモニタリン

グとメンテナンス
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第 20 章

『MPLSレイヤ 2 VPNの設定』

初版：2012年 3月 29日

最終改訂日：

フレームリレー/ATM間ブリッジ型インターワーキング機能により、それぞれ異なるプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに接続したフレームリレー接続仮想回路（VC）とATM接続VCの間
で相互運用が可能になります。ブリッジ型（イーサネット）インターワーキングメカニズムに

対応するブリッジ型カプセル化を使用して、この相互運用性を有効にします。イーサネットフ

レームは、Ethernet over MPLS（EoMPLS）を使用したMPLSネットワークを通じて転送されま
す。インターワーキング機能は、RFC 2684およびRFC 2427に基づいて、フレームリレー接続
VCおよび ATM接続 VCに接続された PEルータで実行されます。

ASR 1000機能のGigabit EtherChannel（GEC）Virtual Private Wire Service（VPWS）での xconnect
サポートにより、サービスプロバイダーは、単一の統合されたパケットベースのネットワーク

インフラストラクチャであるCiscoMPLSネットワークを使用して、既存のデータリンク層（レ
イヤ 2）ネットワークを含むカスタマーサイト間の接続を提供できます。別々のネットワーク
管理環境による別々のネットワークに代わり、サービスプロバイダーは、MPLSバックボーン
上でレイヤ 2接続を提供することが可能になります。

レイヤ2ゲートウェイプロトコル（L2GP）は、2つの独立したブリッジドメインが任意の数の
リンクを介して冗長接続されている場合に発生する問題に対処するために推奨される IEEE標
準規格（802.1ah）です。L2GPは、冗長ポートのみがブロックされ、一時的なループが発生し
ないように、転送ゲートウェイの選択方法を定義します。移行は、外部ドメインからの連携を

必要としないため、少なくともスパニングツリープロトコル（STP）L2GPが再コンバージェ
ンス中に一時的なループの問題を解決するのと同じ速度である必要があります。

リバースレイヤ2ゲートウェイプロトコル（R-L2GP）は、L2GPのバリエーションです。R-L2GP
の場合、R-L2GPの疑似情報は、ユーザープロバイダーエッジ（uPE）ではなくネットワーク
プロバイダーエッジ（nPE）によって送信されます。R-L2GPは、nPEの各リングアクセスポー
トで静的な事前設定されたブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を送信して、プロ
トコルのアクセスごとのリングインスタンス化を促進するメカニズムを提供します。R-L2GP
を使用すると、マルチインスタンススパニングツリープロトコル（MISTP）を実行する複数
の独立したアクセスネットワークが冗長 PEのペアに接続する場合に、PEがMISTPを実行す
る負荷を回避できます。
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High-Level Data Link Control（HDLC）Ethernet over MPLSは、Any Transport over MPLS（AToM）
ソリューションの一部です。HDLCとイーサネットは、AToMアーキテクチャを使用する 2つ
のリンクレイヤトランスポートです。

• L2VPNインターワーキングの概要（490ページ）
•仮想プライベート LANサービス（493ページ）
•フレームリレーDLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型インターワーキングの前提条件（501
ページ）

•フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型インターワーキング（501ページ）
•フレームリレーDLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型インターワーキングの設定（503ペー
ジ）

•仮想プライベートワイヤサービス用ギガビット EtherChannel（509ページ）
•仮想プライベートワイヤサービス用ギガビット EtherChannelの設定（511ページ）
• High-Level Data Link Control-Ethernetインターワーキング（522ページ）
• HDLC-to-Ethernetインターワーキングの設定（524ページ）
•その他の参考資料（551ページ）
•シスコのテクニカルサポート（552ページ）
• MPLSレイヤ 2 VPNの設定に関する機能情報（552ページ）
•用語集（555ページ）

L2VPNインターワーキングの概要
インターワーキングとは、2つの異種接続回線（AC）を相互接続する変換機能です。インター
ワーキング機能にはいくつかの種類があります。使用される機能は、使用される ACのタイ
プ、伝送されるデータのタイプ、および必要とされる機能のレベルによって異なります。Cisco
IOS XEソフトウェアでサポートされているレイヤ2仮想プライベートネットワーク（L2VPN）
インターワーキング機能は、主にブリッジ型インターワーキングおよびルーテッドインター

ワーキングの 2種類です。

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）と IPを介したレイヤ 2（L2）転送は、イー
サネット間やポイントツーポイントプロトコル（PPP）、イーサネットと FLAN間、イーサ
ネットとフレームリレー間などのAC向けに存在します。インターワーキング機能を使用する
ことで、異種の L2カプセル化間の変換が容易になります。

L2VPNインターワーキングモード
L2VPNインターワーキングは、イーサネット（ブリッジ型）モードまたは IP（ルーテッド）
モードで機能します。モードを指定するには、プロトコルベース CLIの疑似回線クラスコン
フィギュレーションモードおよびL2VPNxconnectコンフィギュレーションモードで interworking
{ethernet | ip}コマンドを発行します。

interworkingコマンドを実行すると、ACはローカルで終端されます。この 2つのキーワード
には次の機能があります。
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• ethernetキーワードを指定すると、ACからイーサネットフレームが抽出されて、擬似回
線に送信されます。イーサネットのエンドツーエンドの送信が再開します。イーサネット

フレーム以外の ACフレームはドロップされます。VLANの場合、VLANタグが削除さ
れ、タグなしイーサネットフレームが残されます。

• ipキーワードを指定すると、ACから IPパケットが抽出されて、擬似回線に送信されま
す。IPv4パケットを含まない ACフレームはドロップされます。

続くセクションでは、イーサネットインターワーキングモードおよび IPインターワーキング
モードについて詳しく説明します。

イーサネット（ブリッジ型）インターワーキング

イーサネットインターワーキングは、ブリッジ型インターワーキングとも呼ばれます。イーサ

ネットフレームは、擬似回線を介してブリッジされます。CEルータは、イーサネットをネイ
ティブにブリッジできます。または、ブリッジグループ仮想インターフェイス（BVI）やルー
テッドブリッジカプセル化（RBE）などのブリッジ型カプセル化モデルを使用してトラフィッ
クをルーティングすることもできます。PEルータは、イーサネット like-to-likeモードで動作
します。

イーサネットインターワーキングモードでは、次のサービスが提供されます。

• LANサービス：たとえば、複数のサイトを有する企業が、いくつかのサイトでサービス
プロバイダー（SP）ネットワークへのアクセスにイーサネット接続を使用し、その他のサ
イトでは非同期転送モード（ATM）接続を使用する場合にこのサービスが提供されます。
このような企業で、そのすべてのサイトへの LAN接続が要求される場合、あるサイトの
イーサネットまたは VLANからのトラフィックを IP/MPLSネットワーク経由で送信し、
別のサイトでは ATM VCによるブリッジ型トラフィックとしてカプセル化することがで
きます。

•接続サービス：たとえば、内部ゲートウェイプロトコル（IGP）を実行する複数のサイト
を有する企業で、ブロードキャストリンクと非ブロードキャストリンクでの IGPの手順に
互換性がない場合にこのサービスが提供されます。この企業では、いくつかのサイトで

Open Shortest Path First（OSPF）または Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
などの IGPが実行されています。このような場合、ルートアドバタイズメントや指定ルー
タの選択のように、基礎となる L2プロトコルに依存する手順が一部に存在し、ポイント
ツーポイント ATM接続とブロードキャストイーサネット接続とでは手順が異なっている
ことがあります。したがって、IGPを実行している CEルータ間の同種イーサネット接続
を実現するために、ATMでのブリッジ型カプセル化を使用できます。

IP（ルーテッド）インターワーキング

IPインターワーキングは、ルーテッドインターワーキングとも呼ばれます。CEルータは、CE
ルータと PEルータ間のリンク上で IPをカプセル化します。新しいタイプの VCを使用して、
MPLSの IP擬似回線に対するシグナリングを実行します。この擬似回線をまたいで L2カプセ
ル化と IPカプセル化との変換が必要です。L2カプセル化が異なると、アドレス解決プロトコ
ルの処理とルーティングプロトコルの処理も異なるので、これらの操作には特別の配慮が必要

です。
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IPインターワーキングモードを使用して、サイトへの L2接続にかかわらず、これらのサイト
間に IP接続を提供します。このモードは本質的にはポイントツーポイントであり、サービス
プロバイダーがお客様に属するルーティング情報を保持しないため、レイヤ3 VPNとは異なり
ます。

アドレス解決は、次のようにカプセル化に依存します。

•イーサネットではアドレス解決プロトコル（ARP）を使用します。
• ATMでは Inverse ARPを使用します。
• PPPでは IP制御プロトコル（IPCP）を使用します。
• HDLCではシリアルライン ARP（SLARP）を使用します。

したがって、アドレス解決を PEルータで終端する必要があります。また、エンドツーエンド
のアドレス解決はサポートされません。ルーティングプロトコルは、ブロードキャストとポイ

ントツーポイントメディアでは異なる動作をします。イーサネットでは、CEルータでスタ
ティックルーティングを使用するか、イーサネット側をポイントツーポイントネットワーク

として扱うルーティングプロトコルを設定する必要があります。

ルーテッドインターワーキングでは、ACから抽出された IPパケットは擬似回線に送信され
ます。この擬似回線は、IPレイヤ 2転送（VCタイプ 0x000B）の Like-to-Likeモードで動作し
ます。ネットワークサービスプロバイダー（NSP）側では、ACテクノロジーに基づいて、目
的とするアダプテーションがインターワーキング機能によって最後まで実行されます。IPv4で
はないパケットはドロップされます。

ルーテッドインターワーキングでは、次の事項に留意する必要があります。

• ARP、Inverse ARP、および IPCPはルーティングプロトコルにパントされます。

したがって、NSP側の PEルータは、イーサネットおよび ATMとフレームリレーのポイント
ツーポイントサブインターフェイス接続回線に対して、次のアドレス解決機能を提供する必要

があります。

• イーサネット：PEデバイスは、CEルータからのすべての ARP要求に対してプロキ
シARPサーバーとして機能します。PEルータは、そのローカルインターフェイスの
MACアドレスで応答します。

•

• ATMとフレームリレーのポイントツーポイントサブインターフェイス：デフォルト
では、フレームリレーでも ATMでも、ポイントツーポイントサブインターフェイス
では Inverse ARPが動作しません。IPアドレスとサブネットマスクによって、接続さ
れたプレフィックスが定義されているので、CEデバイスでは設定は不要です。

•インターワーキングでは、起動する擬似回線で両方の ACのMTUが一致している必要が
あります。一方のACのデフォルトのMTUが、他方のACのMTUと一致している必要が
あります。

次の表では、さまざまな ACで設定できるMTUの範囲を示しています。

表 41 :さまざまな ACのMTUの範囲

MTUの範囲{start superscript}1{end superscript}サポート対象ACのタイプ

64～ 9216ATM
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MTUの範囲{start superscript}1{end superscript}サポート対象ACのタイプ

1500～ 9216ギガビットイーサネット

64～ 9216POS

1500～ 9216ファストイーサネット

{start footnote}ACに設定するMTUは、コアネットワークのMTU以下であることが必要です。
そのように設定することにより、トラフィックがフラグメント化されなくなります。{end
footnote}

• OSPFを実行するイーサネット接続 VCを備えた CEルータは、ospfIfTypeオプションを指
定して設定する必要があります。これにより、基礎となる物理ブロードキャストリンクが

OSPFプロトコルによって P2Pリンクとして扱われます。

仮想プライベート LANサービス
仮想プライベートLANサービス（VPLS）により、企業では、サービスプロバイダーから提供
されたインフラストラクチャを介して、複数のサイトからのイーサネットベースの LANをま
とめてリンクすることが可能になります。企業の側からは、サービスプロバイダーのパブリッ

クネットワークは、1つの大きなイーサネット LANのように見えます。サービスプロバイ
ダーからすると、VPLSは、大規模な設備投資なしで、既存のネットワーク上に収益を生み出
す新たなサービスを導入するチャンスになります。オペレータは、ネットワークでの機器の運

用年数を延長できます。

Virtual Private LAN Services（VPLS）は、プロバイダーコアを使用して複数のアタッチメント
回路を 1つにまとめることで、複数のアタッチメント回路を 1つに接続する仮想ブリッジをシ
ミュレートします。VPLSのトポロジは、カスタマーからは認識されません。すべての CEデ
バイスは、プロバイダーコアによってエミュレートされた論理ブリッジに接続されているよう

に見えます。

リバースレイヤ 2ゲートウェイプロトコル
レイヤ2ゲートウェイプロトコル（L2GP）は、2つの独立したブリッジドメインが任意の数の
リンクを介して冗長接続されている場合に発生する問題に対処するために推奨される、IEEE
標準規格（802.1ah）です。L2GPは、冗長ポートのみがブロックされ、一時的なループが発生
しないように、転送ゲートウェイの選択方法を定義します。移行は、外部ドメインからの連携

を必要としないため、少なくとも STP L2GPが再コンバージェンス中に一時的なループの問題
を解決するのと同じ速度である必要があります。

リバースレイヤ2ゲートウェイプロトコル（R-L2GP）は、L2GPのバリエーションです。R-L2GP
の場合、R-L2GPの疑似情報は、ユーザープロバイダーエッジ（uPE）ではなく、ネットワー
ク側プロバイダーエッジ（nPE）によって送信されます。R-L2GPは、nPEの各リングアクセス
ポートで静的な事前設定されたブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を送信して、
プロトコルのアクセスごとのリングインスタンス化を促進するメカニズムを提供します。R-L2GP
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を使用すると、マルチインスタンススパニングツリープロトコル（MST）を実行する複数の
独立したアクセスネットワークが冗長プロバイダーエッジ（PE）のペアに接続する場合に、PE
がMSTを実行する負荷を回避できます。

この設定を可能にするため、nPEのペアは、それらが次のいずれかのように見える方法を使用
して、アクセスリングポートで BPDUを送信するようにプログラムされます。

•ルートブリッジ自体（ブリッジ IDまたは優先順位が最も低いブリッジ）。
•ブリッジ IDまたは優先順位が 2番目に低く、ルートへのコストパスが 0のブリッジ。

R-L2GPを使用すると、STPが BPDUを動的に生成する代わりに、BPDUを静的に設定できま
す。

次の図に、冗長 nPEに接続されたマルチアクセスネットワークのトポロジを示します。

図 10 :冗長 nPEに接続されたマルチアクセスネットワーク

R-L2GPポートから送信される BPDU

ルートプロセッサ（RP）の R-L2GPモジュールは、静的事前設定 BPDUを生成し、R-L2GPが
有効になっているアクセスポートを介して uPEに送信します。

RL2GPポートに送信できるのは、ローカルで生成された静的 BPDUのみです。（注）

次の図で、BPDUが R-L2GPポートに転送される方法を示します。
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図 11 : R-L2GPポートでの BPDU

R-L2GPポートで受信される BPDU

PEでは、トポロジ変更通知（TCN）ビットがオンのBPDUのみがR-L2GPおよびSTPモジュー
ルにパントされます。PEが冗長設定になっている場合、対応するBPDUはL2プロトコル転送
疑似回線（PW）を介してピア冗長 PEに伝播されます。

L2プロトコル転送 PWで受信される BPDU

L2プロトコル転送 PWから受信された TCN BPDUは RPにパントされ、STP/R-L2GPはそれを
処理してMACフラッシュを生成します。

R-L2GPの制約事項

R-L2GP機能の制約事項は次のとおりです。

• R-L2GPは L2ブリッジポートでのみサポートされ、先行標準MSTとの互換性はありませ
ん。

•すべてのアクセス側には、nPEと同じMSTインスタンス、同じ名前、同じリビジョン番
号の設定が必要です。

• R-L2GPは設定エラーの検出および回復メカニズムを備えていません。ユーザーは、CEお
よび nPEで R-L2GPおよびMSTPインスタンスを正しく設定する必要があります。

R-L2GPの設定
R-L2GP設定はMST設定とバンドルされているため、上記のパラメータはMSTIおよびMST
リージョンの設定から再利用できます（現在 IOSでサポートされているMSTリージョンは 1
つのみです）。このセクションでは、リバース L2GPの設定方法について説明します。次のセ
クションで構成されています。

MSTの設定

R-L2GPを設定し、R-L2GPをポートに接続する前に、MSTを設定する必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree mode mst
4. spanning-tree mst configuration
5. name name
6. revision version
7. instance instance-id {vlans vlan-range}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

MSTモードをイネーブルにします。spanning-tree mode mst

例：

ステップ 3

Router(config)# spanning-tree mode mst.

MSTコンフィギュレーションサブモードを開始し
ます。

spanning-tree mst configuration

例：

ステップ 4

Router(config)# spanning-tree mst configuration

MSTリージョンの名前を設定します。name name

例：

ステップ 5

同じリージョン内のすべてのノードは、同じ

MST名で設定する必要があります。
（注）

Router(config-mst)# name Cisco

MST設定のリビジョン番号を設定します（802.1s）。revision version

例：

ステップ 6

同じリージョン内のすべてのノードは、同じ

MST設定リビジョン番号で設定する必要が
あります。

（注）

Router(config-mst)# revision 5

VLANまたは VLANのグループをMSTインスタン
スにマッピングします。

instance instance-id {vlans vlan-range}

例：

ステップ 7

Router(config-mst)# instance 2 vlans 1-100
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R-L2GPインスタンスの設定

R-L2GPインスタンスを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree pseudo-information transmit indentifier
4. remote-id id
5. mst region-id root mac-address
6. mst region-id cost

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスまたはタグ付されていないイーサ

ネットフローポイント（EFP）ポートでReverse-L2GP
を設定します。

spanning-tree pseudo-information transmit indentifier

例：

Router(config)# spanning-tree pseudo-information
transmit 46

ステップ 3

指定した R-L2GPインスタンス IDとペアになるリ
モート R-L2GPインスタンス IDを設定します。

remote-id id

例：

ステップ 4

Router(config-pseudo)# remote-id 53

R-L2GPインスタンスにMSTインスタンスを追加
し、MSTインスタンスのMACアドレスと優先順位
を設定します。

mst region-id root mac-address

例：

Router(config-pseudo)#
mst 0 root 32768 0000.0000.0001

ステップ 5

MST 0には、他のMSTインスタンスで明示
的に指定されていないすべての VLANが含
まれています。R-L2GPインスタンスごとに
MST 0を設定する必要があります。

（注）

対応するMSTインスタンスリストをR-L2GPインス
タンスに追加し、MSTインスタンスまたは複数の

mst region-id cost

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

MSTインスタンスのR-L2GPパスコストを設定しま
す。

Router(config-pseudo)# mst 1 cost 1

次のタスク

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで R-L2GPを設定するには、nPE1
で設定された remote-idが nPE2で設定された送信識別子である必要があり、その逆も同様に設
定する必要があります。

（注）

ポートへの R-L2GPインスタンスの接続

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface gigabitethernet slot/port
4. spanning-tree pseudo-information transmit identifier

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

設定するnPEのアクセス側のギガビットイーサネッ
トまたは 10ギガビットイーサネットインターフェ
イスを指定します。

interface gigabitethernet slot/port

例：

or

ステップ 3

ここで、各変数は次のように定義されます。

例： • slot/port：インターフェイスの場所を指定しま
す。interface tengigabitethernet slot/port

例：

Router(config)# interface gigabitethernet 4/1
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスで Reverse-L2GPを設定します。spanning-tree pseudo-information transmit identifier

例：

ステップ 4

識別子は、nPEで設定されているものと同じ
である必要があります。

（注）

Router(config-if)# spanning-tree
pseudo-information transmit 46

例：R-L2GPの設定

次に、2つの nPEで構成されるネットワークで R-L2GPを設定する例を示します。

nPE1での設定例：

enable
configure terminal
spanning-tree pseudo-information transmit 46
remote-id 53
mst 0 root 32768 0000.0000.0001
mst 1 root 32768 0000.0000.0002
mst 1 cost 1
mst 2 root 32768 0000.0000.0003

exit
interface gigabitEthernet 2/1/0

spanning-tree pseudo-information transmit 46

nPE2での設定例：

spanning-tree pseudo-information transmit 53
remote-id 46
mst 0 root 32768 0000.0000.0001
mst 1 root 32768 0000.0000.0002
mst 1 cost 1
mst 2 root 32768 0000.0000.0003

interface gigabitEthernet 0/0/1
spanning-tree pseudo-information transmit 53

2つの冗長 NPES間のレイヤ 2プロトコル転送仮想プライベート LANサービス疑似回線
の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l2 vfi vfi-name manual

4. vpn id vpn_id
5. bridge-domain bridge_id
6. forward permit l2protocol all
7. neighbor ip-address vc-id {encapsulation mpls |pw-class pw-class-name}
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

レイヤ2仮想転送インスタンス（VFI）を作成して、
レイヤ 2 VFI手動コンフィギュレーションモードを
開始します。

l2 vfi vfi-name manual

例：

Router(config)# l2 vfi vfitest1 manual

ステップ 3

VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンス
で VPN IDを設定または更新します。

vpn id vpn_id

例：

ステップ 4

Router(config-vfi)# vpn id 303

サービスインスタンスをブリッジドメインインス

タンスにバインドします。

bridge-domain bridge_id

例：

ステップ 5

Router(config-vfi)# bridge-domain 100

2つのネットワークプロバイダーエッジ（N-PE）
ルータ間でブリッジプロトコルデータユニット

forward permit l2protocol all

例：

ステップ 6

（BPDU）情報の転送に使用される VPLS擬似回線
を定義します。Router(config-vfi)# forward permit l2protocol all

ポイントツーポイントレイヤ 2仮想転送インター
フェイス（VFI）接続を形成するルータを指定しま
す。

neighbor ip-address vc-id {encapsulation mpls |pw-class
pw-class-name}

例：

ステップ 7

Router(config-vfi)# neighbor 10.10.10.10 1
encapsulation mpls

R-L2GP設定の検証

次に、showコマンドを使用して R-L2GP設定を検証する例を示します。

Router# show spanning-tree pseudo-information 46 configuration

remote_id 53
mst_region_id 0, port_count 2, update_flag 0x0
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mrecord 0x3AF841EC, mrec_count 3:
msti 0: root_id 32768.0000.0000.0001, root_cost 0, update_flag 0x0
msti 1: root_id 32769.0000.0000.0002, root_cost 1, update_flag 0x0
msti 2: root_id 32770.0000.0000.0003, root_cost 0, update_flag 0x0

Router# show spanning-tree pseudo-information 1 interface GigabitEthernet3/0/3
Pseudo id 1:

GigabitEthernet 2/1/0
GigabitEthernet 0/0/1

フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型イン
ターワーキングの前提条件

ルータでフレームリレーデータリンク接続識別子（DLCI）/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型イ
ンターワーキング機能を設定する前に、次の前提条件が満たされていることを確認してくださ

い。

•フレームリレープロバイダーエッジ（PE）ルータでフレームリレースイッチングを有効
にします。

•カスタマーエッジ（CE）ルータは、ブリッジグループ仮想インターフェイスまたはルー
テッドブリッジカプセル化をサポートしている必要があります。

フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型イン
ターワーキング

この機能により、異なる PEルータに接続している ATM接続 VCとフレームリレー接続 VC間
での相互運用が可能になります。このインターワーキングでは、ブリッジ型（イーサネット）

インターワーキングメカニズムに対応するブリッジ型カプセル化が使用されます。イーサネッ

トフレームは、Ethernet over MPLS（EoMPLS）を使用したMPLSネットワークを通じて転送さ
れます。この機能は、ブリッジモードでのみ設定され、ルーテッドモードでは設定されませ

ん。

次の図は、ATM接続 VCとフレームリレー接続 VCに接続された PEルータで実行されるイン
ターワーキング機能を示しています。

図 12 :フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型インターワーキングのネットワークトポロジ
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インターワーキング機能を搭載した ATM PEルータでは、ATMセグメントからMPLSクラウ
ドに向かうトラフィックフローがある場合、ブリッジ型カプセル化（ATMまたは SNAPヘッ
ダー）は破棄され、VCタイプ 5（イーサネット）を使用して疑似回線で転送するために必要
なラベルを使用してイーサネットフレームがカプセル化されます。逆方向の転送では、MPLS
クラウドからのラベルの廃棄後、ブリッジ型カプセル化を使用して、イーサネットフレームが

AAL5SNAPによってカプセル化されます。

インターワーキング機能を搭載した FR PEルータでは、FRセグメントからMPLSクラウドに
向かうトラフィックフローがある場合、ブリッジ型カプセル化（フレームリレーまたは SNAP
ヘッダー）は破棄され、VCタイプ 5（イーサネット）を使用して疑似回線で転送するために
必要なラベルを使用してイーサネットフレームがカプセル化されます。逆方向の転送では、

MPLSクラウドからのラベルの廃棄後、ブリッジ型カプセル化を使用して、イーサネットフ
レームが FRによってカプセル化されます。

PEルータは、カスタマーエッジ（CE）ルータからの送信ではシスコと IETFの両方のフレー
ムリレーについてカプセル化の変換を自動的にサポートしますが、CEルータへの送信では
IETFへの変換のみをサポートします。シスコカプセル化方式で送信するように設定されてい
る場合でも、Cisco CEルータでは IETFカプセル化方式が受信時に処理されます。

次のモードがサポートされています。

• AAL5SNAPカプセル化タイプの ATM相手先固定接続（PVC）モード、および ATM PVC
の既存の Quality of Service（QoS）機能。

•フレームリレー DLCIモード、およびフレームリレーの既存の QoS機能。

PVCステータスシグナリングは、like-to-likeの場合と同様に動作します。PEルータは、擬似
回線の可用性に基づいて CEルータに PVCステータスをレポートします。

疑似回線両端の接続回線最大伝送ユニット（MTU）は、MPLSを介して接続する場合に一致し
ている必要があります。非AAL5トラフィック（OAMセルなど）は、RPレベルで処理される
ようにパントされます。ATMのPEルータ上で実行するOAMセルエミュレーションを（oam-ac
emulation-enableコマンドを使用して）設定した VCでは、設定した間隔で CEルータにエン
ドツーエンドの F5ループバックセルを送信できます。擬似回線がダウンしている場合は、エ
ンドツーエンド F5セグメントのアラーム表示信号（AIS）およびリモート障害表示（RDI）
が、PEルータから CEルータに送信されます。

次の図に、フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型インターワーキング機能のプ
ロトコルスタックを示します。
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図 13 :フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型インターワーキングのプロトコルスタック

フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型イン
ターワーキングの設定

ATM-PEルータでフレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブリッジ型インターワーキング機
能を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. Router(config)# no ip domain lookup
4. mpls label range minimum-value maximum-value [static minimum-static-value

maximum-static-value]
5. mpls label protocol ldp
6. mpls ip default-route
7. mpls ldp graceful-restart
8. xconnect logging pseudowire status
9. pseudowire-class [pw-class-name]
10. encapsulation mpls
11. interworking ethernet
12. exit
13. interface loopback loopback-interface-number

14. ip address ip-address mask

15. exit
16. interface GigabitEthernet slot/subslot/port
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17. ip address ip-address mask

18. negotiation auto
19. mpls ip
20. exit
21. interface atm slot/subslot/port

22. no ip address
23. atm clock internal
24. no atm enable-ilmi-trap
25. exit
26. interface atm slot/subslot/port [.subinterface-number {point-to-point}]
27. mtu bytes

28. no atm enable-ilmi-trap
29. pvc [name ] vpi/vci l2transport
30. encapsulation encapsulation-type

31. xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls pw-class pw-class-name

32. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables the privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

IPドメインネームシステム（DNS）を無効にしま
す。

Router(config)# no ip domain lookupステップ 3

パケットインターフェイス上でマルチプロトコル

ラベルスイッチング（MPLS）アプリケーションか
ら使用可能なローカルラベルの範囲を設定します。

mpls label range minimum-value maximum-value [static
minimum-static-value maximum-static-value]

例：

ステップ 4

Router(config)# mpls label range 101 4000
static 4001 5001

ATM-PEルータのLabel Distribution Protocol（LDP）
を指定します。

mpls label protocol ldp

例：

ステップ 5

Router(config)# mpls label protocol ldp
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目的コマンドまたはアクション

IPデフォルトルートに関連付けられたラベルの配
信を有効にします。

mpls ip default-route

例：

ステップ 6

Router(config)# mpls ip default-route

MPLS LDPグレースフルリスタートを有効にしま
す。

mpls ldp graceful-restart

例：

ステップ 7

Router(config)# mpls ldp graceful-restart

疑似回線ステータスイベントのシステムロギング

（syslog）レポートを有効にします。
xconnect logging pseudowire status

例：

ステップ 8

Router(config)# xconnect logging pseudowire
status

指定した名前の擬似回線クラスを確立して、擬似回

線クラスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

pseudowire-class [pw-class-name]

例：

Router(config)# pseudowire-class
atm-fr-bridged

ステップ 9

インターフェイスでMPLSカプセル化を有効にし
ます。

encapsulation mpls

例：

ステップ 10

Router(config-pw-class)# encapsulation mpls

L2VPNイーサネットインターワーキング機能を有
効にします。

interworking ethernet

例：

ステップ 11

Router(config-pw-class)# interworking
ethernet

疑似回線クラスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exitステップ 12

ループバック論理インターフェイスを指定します。interface loopback loopback-interface-number

例：

ステップ 13

Router(config)# interface loopback 0

ループバックインターフェイスの IPアドレスを指
定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if)# ip address 44.1.1.2
255.255.255.255

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 15

PEルータ接続用のギガビットイーサネットイン
ターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernet slot/subslot/port

例：

ステップ 16

Router(config)# interface GigabitEthernet
0/0/1

ギガビットイーサネットインターフェイスの IPア
ドレスを指定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 17

Router(config-if)# ip address 10.10.1.2
255.255.255.0

ギガビットイーサネットインターフェイスの速度、

デュプレックス、および自動フロー制御を自動ネゴ

negotiation auto

例：

ステップ 18

シエーションプロトコルで設定できるようにしま

す。Router(config-if)# negotiation auto

MPLSコアへの IPv4パケットのMPLS転送を有効
にします。

mpls ip

例：

ステップ 19

Router(config-if)# mpls ip

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 20

ATMインターフェイスを設定して、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface atm slot/subslot/port

例：

ステップ 21

Router(config)# interface atm 0/1/2

以前に設定した IPアドレスを削除します。no ip address

例：

ステップ 22

Router(config-if)# no ip address

ATMインターフェイスを有効にして、内部で送信
クロックを生成できるようにします。

atm clock internal

例：

ステップ 23

Router(config-if)# atm clock internal
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目的コマンドまたはアクション

統合ローカル管理インターフェイス（ILMI）ATM
トラップを無効にします。

no atm enable-ilmi-trap

例：

ステップ 24

Router(config-if)# no atm enable-ilmi-trap

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 25

ATMインターフェイスを設定して、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface atm slot/subslot/port [.subinterface-number
{point-to-point}]

例：

ステップ 26

Router(config)# interface atm 0/1/2.1

point-to-point

最大パケットサイズまたは最大伝送ユニット

（MTU）サイズを調整します。
mtu bytes

例：

ステップ 27

両方の接続回線のMTUサイズが一致して
いる必要があります。

（注）
Router(config-subif)# mtu 1500

ILMI ATMトラップを無効にします。no atm enable-ilmi-trap

例：

ステップ 28

Router(config-subif)# no atm
enable-ilmi-trap

名前を ATM PVCに割り当て、ATM PVCでカプセ
ル化の種類を指定し、ATM仮想回線コンフィギュ
レーションモードを開始します。

pvc [name ] vpi/vci l2transport

例：

Router(config-subif)# pvc cisco 10/100

l2transport

ステップ 29

ATMポイントツーポイントインターフェイスの
AAL5SNAPカプセル化（Any-to-Any）を設定しま
す。

encapsulation encapsulation-type

例：

Router(config-if-atm-l2trans-pvc)#
encapsulation aal5snap

ステップ 30

接続回線を擬似回線にバインドし、Any Transport
over MPLS（AToM）スタティック擬似回線を設定
します。

xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls
pw-class pw-class-name

例：

ステップ 31

Router(config-if-atm-l2trans-pvc)# xconnect
190.1.1.1 100 encapsulation mpls pw-class
atm-fr-bridged
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 32

例：ATM-PEルータでのフレームリレー/ATM間ブリッジ型インター
ワーキング

次に、ATM-PEルータでのフレームリレー/ATM間ブリッジ型インターワーキング機能の設定
例を示します。

no ip domain lookup
mpls label range 101 4000 static 4001 5001
mpls label protocol ldp
mpls ip default-route
mpls ldp graceful-restart
xconnect logging pseudowire status
!
pseudowire-class atm-fr-bridged
encapsulation mpls
interworking ethernet
!
interface Loopback0
ip address 44.1.1.2 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/1
ip address 10.10.1.2 255.255.255.0
negotiation auto
mpls ip
!
interface ATM0/1/2
no ip address
atm clock INTERNAL
no atm enable-ilmi-trap
!
interface ATM0/1/2.1 point-to-point
mtu 1500
no atm enable-ilmi-trap
pvc 10/100 l2transport
encapsulation aal5snap
xconnect 190.1.1.1 100 pw-class atm-fr-bridged
!
!

例：フレームリレー PEルータでのフレームリレー/ATM間ブリッジ型
インターワーキング

次に、フレームリレー PEルータでのフレームリレー/ATMブリッジ型インターワーキング機
能の設定例を示します。

ipv6 unicast-routing
mpls label protocol ldp
mpls ip default-route
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mpls ldp graceful-restart
frame-relay switching
xconnect logging pseudowire status
!
controller T1 0/3/0
framing esf
clock source internal
linecode b8zs
cablelength long 0db
channel-group 0 timeslots 1-24
!
pseudowire-class atm-fr-bridged
encapsulation mpls
interworking ethernet
!
interface Loopback0
ip address 190.1.1.1 255.255.255.255
!
interface Serial0/3/0:0
no ip address
encapsulation frame-relay
frame-relay intf-type dce
frame-relay interface-dlci 101 switched
!
interface GigabitEthernet1/3/1
ip address 10.10.1.1 255.255.255.0
negotiation auto
mpls ip
!
connect fr-atm-2 Serial0/3/0:0 101 l2transport
xconnect 44.1.1.2 100 pw-class atm-fr-bridged
!

仮想プライベートワイヤサービス用ギガビット
EtherChannel

GEC for AToMは、GECを使用してMPLSバックボーンでレイヤ 2パケットを転送する VPWS
のソリューションです。

この機能により、サービスプロバイダーは、単一の統合されたパケットベースネットワーク

インフラストラクチャ（Cisco MPLSネットワーク）を使用することで、データリンクレイヤ
（レイヤ2）ネットワークを含むカスタマーサイト間の接続を提供できます。別々のネットワー
ク管理環境による別々のネットワークに代わり、サービスプロバイダーは、MPLSバックボー
ン上でレイヤ 2接続を提供することが可能になります。

サポート対象モード

GEC for VPWS機能では、次のモードがサポートされています。
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GEC Like-to-Likeモード

GEC Like-to-Likeモードでは、2つのセグメント（次の図に示す CE1-PE1および CE2-PE2）が
両方とも GECタイプである 2つの物理インターフェイス間でデータを切り替えることができ
ます。

GEC Like-to-Likeモードには次の機能があります。

図 14 : GEC for VPWS機能用の GEC Like-to-Likeモードのトポロジ

Any-to-GECモード

Any-to-GECモードでは、2つの物理インターフェイス間でデータを切り替えることができま
す。この場合、2つのセグメント（CE1-PE1と CE2-PE2）はタイプが異なります。次の図に示
すとおり、一方はGECで、もう一方は PPP、イーサネット、フレームリレー、またはATMで
す。

Any-to-GECモードには次の機能があります。

図 15 : GEC for VPWS機能の Any-to-GECモードのトポロジ
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ブリッジ型インターワーキングは、レイヤ 2（L2）パケットがレイヤ 3の内容に関係なく対象
となる場合に使用されます。ブリッジ型インターワーキングでは、接続回線から抽出された

イーサネットフレームがMPLS疑似回線を介して送信されます。

（注）

ルーテッドインターワーキングは、レイヤ 3パケットの伝送に使用されます。ルーテッドイ
ンターワーキングでは、接続回線から抽出された IPパケットがMPLS擬似回線を介して送信
されます。

（注）

仮想プライベートワイヤサービス用ギガビット EtherChannelの制約事
項

次に、VPWS用ギガビット EtherChannelの制約事項を示します。

• VPWS用GECは、Q-in-Qカプセル化とリモートポートシャットダウンをサポートしてい
ません。

•ポートチャネルで最大4つのメンバーリンクがサポートされ、ルータごとに最大64のポー
トチャネルバンドルがサポートされます。

仮想プライベートワイヤサービス用ギガビット

EtherChannelの設定
GEC VPWSサポート機能は、EtherChannelインターフェイスのAToMによってサポートされて
おり、次の機能を含んでいます。

EtherChannel-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ型）インターワーキ
ング

PEルータのアップストリームインターフェイスでL2VPNインターワーキングを設定します。

MPLS転送を設定した後、PEルータのダウンストリームインターフェイスで次の手順を実行
します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. mpls label protocol ldp
4. interface loopback loopback-interface-number
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5. ip address ip-address mask
6. exit
7. pseudowire-class pw-class-name
8. encapsulation mpls
9. interworking ethernet
10. exit
11. interface port-channel number
12. xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls pseudowire-class pw-class-name
13. interface GigabitEthernet slot | subslot | port
14. channel-group port-channel number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

LDPをデフォルトのラベル配布プロトコルとする
ことを指定します。

mpls label protocol ldp

例：

ステップ 3

Router# mpls label protocol ldp

ループバックインターフェイスを指定し、インター

フェイス構成モードを開始します。

interface loopback loopback-interface-number

例：

ステップ 4

Router# interface loopback 1

ループバックインターフェイスの IPアドレスとマ
スクを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 5

Router# ip address 10.10.2.1 255.255.255.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 6

レイヤ2擬似回線クラスの名前を指定し、擬似回線
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

pseudowire-class pw-class-name

例：

Router(config)# pseudowire-class gec-bridged

ステップ 7

擬似回線でデータをカプセル化するためのトンネリ

ング方法としてMPLSを使用します。
encapsulation mpls

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-pw)# encapsulation mpls

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、イー
サネットフレームが接続回線から抽出され、疑似回

interworking ethernet

例：

ステップ 9

線を介して送信されるようにします。イーサネット

Router(config-pw)# interworking ethernet エンドツーエンド送信を想定しています。イーサ

ネットフレームを含まない接続回線フレームはド

ロップされます。VLANの場合、VLANタグが削
除され、純粋なイーサネットフレームが残されま

す。

xconnectコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exitステップ 10

Ciscoケーブルモデム終端システム（CMTS）で
EtherChannelインターフェイスを作成します。

interface port-channel number

例：

ステップ 11

Router(config)# interface port-channel 1

接続回線を疑似回線にバインドして AToM静的疑
似回線を設定し、トンネリング方式としてMPLS

xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls
pseudowire-class pw-class-name

例：

ステップ 12

を指定し、xconnectコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

Router(config-if)# xconnect 10.0.0.1 707
encapsulation mpl pseudowire-class gec-bridged

ギガビットイーサネットインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface GigabitEthernet slot | subslot | port

例：

Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 13

EtherChannelグループに対する EtherChannelイン
ターフェイスを設定します。

channel-group port-channel number

例：

ステップ 14

Router(config-if) channel-group 1

次のタスク

EtherChannel-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ型）インターワーキングモードも VLANで
サポートされます。

（注）
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EtherChannel-to-EtherChannel over MPLS（ルーテッド）インターワーキ
ング

PEルータのアップストリームインターフェイスでL2VPNインターワーキングを設定します。

MPLS転送を設定した後、PEルータのダウンストリームインターフェイスで次の手順を実行
します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. mpls label protocol ldp
4. interface loopback loopback-interface-number
5. ip address ip-address mask
6. exit
7. pseudowire-class pw-class-name
8. encapsulation mpls
9. interworking ip
10. exit
11. interface port-channel number
12. xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls pseudowire-class pw-class-name
13. interface GigabitEthernet slot | subslot | port
14. channel-group port-channel number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

LDPをデフォルトのラベル配布プロトコルとする
ことを指定します。

mpls label protocol ldp

例：

ステップ 3

Router# mpls label protocol ldp

ループバックインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface loopback loopback-interface-number

例：

Router# interface loopback 1

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

ループバックインターフェイスの IPアドレスとマ
スクを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 5

Router# ip address 10.10.2.1 255.255.255.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 6

レイヤ 2擬似回線クラスの名前を指定し、擬似回
線クラスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

pseudowire-class pw-class-name

例：

Router(config)# pseudowire-class gec-bridged

ステップ 7

擬似回線でデータをカプセル化するためのトンネリ

ング方法としてMPLSを使用します。
encapsulation mpls

例：

ステップ 8

Router(config-pw)# encapsulation mpls

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、IPパ
ケットが接続回線から抽出され、疑似回線を介して

interworking ip

例：

ステップ 9

送信されるようにします。IPv4パケットを含まな
い接続回線フレームはドロップされます。Router(config-pw)# interworking ip

xconnectコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exitステップ 10

Ciscoケーブルモデム終端システム（CMTS）で
EtherChannelインターフェイスを作成します。

interface port-channel number

例：

ステップ 11

Router(config)# interface port-channel 1

接続回線を疑似回線にバインドして AToM静的疑
似回線を設定し、トンネリング方式としてMPLS

xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls
pseudowire-class pw-class-name

例：

ステップ 12

を指定し、xconnectコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

Router(config-if)# xconnect 10.0.0.1 707
encapsulation mpl pseudowire-class gec-routed

ギガビットイーサネットインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface GigabitEthernet slot | subslot | port

例：

Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 13

EtherChannelグループに対する EtherChannelイン
ターフェイスを設定します。

channel-group port-channel number

例：

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if) channel-group 1

次のタスク

EtherChannel-to-EtherChannel over MPLS（ルーテッド）インターワーキングモードも VLANで
サポートされます。

（注）

例：GEC Like-to-Like（ルーテッド）インターワーキング
次に、GEC Like-to-Like（ルーテッド）インターワーキング機能の設定例を示します。

no ip domain lookup
mpls label range 101 4000 static 4001 5001
mpls label protocol ldp
mpls ip default-route
mpls ldp graceful-restart
xconnect logging pseudowire status
!
pseudowire-class gec-bridged
encapsulation mpls
interworking ethernet!
pseudowire-class gec-routed
encapsulation mpls
interworking ip
!
interface Loopback0
ip address 44.1.1.2 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/1
ip address 10.10.1.2 255.255.255.0
negotiation auto
mpls ip
!
interface port-channel 1
xconnect 190.1.1.1 100 encapsulation mpls pw-class gec-bridged
!
interface GigabitEthernet0/0/3
channel-group 1
!
interface GigabitEthernet0/0/2
channel-group 1
!
router ospf 10
log-adjacency-changes
network 44.1.1.2 0.0.0.0 area 0
network 10.10.1.2 0.0.0.255 area 0
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Any-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ型）インターワーキング
Cisco ASR 1000シリーズルータでAny-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ型）インターワー
キングを設定できます。

Any-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ型）インターワーキングは、次のモードをサポート
しています。

• Frame Relay-to-EtherChannel
• ATM-to-EtherChannel
• Ethernet-to-EtherChannel

使用するモードに関係なく、Any-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ型）インターワーキン
グでは、PEルータのアップストリームインターフェイスで L2VPNインターワーキングを設
定します。

PEルータのダウンストリームインターフェイスで次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. mpls label protocol ldp
4. interface loopback loopback-interface-number
5. ip address ip-address mask
6. exit
7. pseudowire-class pw-class-name
8. encapsulation mpls
9. interworking ethernet
10. interface GigabitEthernet slot | subslot | port
11. xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls pseudowire-class pw-class-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

LDPをデフォルトのラベル配布プロトコルとする
ことを指定します。

mpls label protocol ldp

例：

ステップ 3

Router# mpls label protocol ldp
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目的コマンドまたはアクション

ループバックインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface loopback loopback-interface-number

例：

Router# interface loopback 1

ステップ 4

ループバックインターフェイスの IPアドレスとマ
スクを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 5

Router# ip address 10.10.2.1 255.255.255.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 6

レイヤ2擬似回線クラスの名前を指定し、擬似回線
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

pseudowire-class pw-class-name

例：

Router(config)# pseudowire-class gec-bridged

ステップ 7

擬似回線でデータをカプセル化するためのトンネリ

ング方法としてMPLSを使用します。
encapsulation mpls

例：

ステップ 8

Router(config-pw)# encapsulation mpls

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、イー
サネットフレームが接続回線から抽出され、疑似回

interworking ethernet

例：

ステップ 9

線を介して送信されるようにします。イーサネット

Router(config-pw)# interworking ethernet エンドツーエンド送信を想定しています。イーサ

ネットフレームを含まない接続回線フレームはド

ロップされます。VLANの場合、VLANタグが削
除され、純粋なイーサネットフレームが残されま

す。

ギガビットイーサネットインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface GigabitEthernet slot | subslot | port

例：

Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 10

接続回線を疑似回線にバインドして AToM静的疑
似回線を設定し、トンネリング方式としてMPLS

xconnect peer-ip-address vc-id encapsulation mpls
pseudowire-class pw-class-name

例：

ステップ 11

を指定し、xconnectコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

Router(config-if)# xconnect 10.0.0.1 707
encapsulation mpl pseudowire-class gec-bridged
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次のタスク

Ethernet-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ）インターワーキングモードも VLANでサポー
トされます。

（注）

Any-to-EtherChannel over MPLS（ルーテッド）インターワーキング
Cisco ASR 1000シリーズルータでAny-to-EtherChannel over MPLS（ルーテッド）インターワー
キングを設定できます。

Any-to-EtherChannel over MPLS（ルーテッド）インターワーキングは、次のモードをサポート
しています。

• ATM-to-EtherChannel
• Ethernet-to-EtherChannel
• PPP-to-EtherChannel

PEルータのアップストリームインターフェイスでL2VPNインターワーキングを設定します。

PEルータのダウンストリームインターフェイスで次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 unicast-routing
4. mpls ip default-route
5. mpls ldp graceful-restart
6. xconnect logging pseudowire status
7. controller t1 slot/subslot/port
8. clock source internal
9. linecode b8zs
10. cablelength long db-loss-value
11. channel-group channel-group-number timeslots range

12. exit
13. pseudowire-class [pw-class-name]
14. encapsulation mpls
15. interworking ethernet
16. exit
17. interface loopback loopback-interface-number

18. ip address ip-address mask

19. exit
20. interface serial slot/subslot/port:timeslot
21. no ip address
22. encapsulation ppp
23. clock source internal
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24. xconnect peer-loopback vc-id pw-class pe-class-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enables privileged EXEC mode.enableステップ 1

例： Enter your password, if prompted.

Router> enable

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

（オプション）IPv6ユニキャストデータグラムの
転送タスクを有効にします。

ipv6 unicast-routing

例：

ステップ 3

Router# ipv6 unicast-routing

IPデフォルトルートに関連付けられたラベルの配
信を有効にします。

mpls ip default-route

例：

ステップ 4

Router(config)# mpls ip default-route

MPLS LDPグレースフルリスタートを有効にしま
す。

mpls ldp graceful-restart

例：

ステップ 5

Router(config)# mpls ldp graceful-restart

疑似回線ステータスイベントのシステムロギング

（syslog）レポートを有効にします。
xconnect logging pseudowire status

例：

ステップ 6

Router(config)# xconnect logging pseudowire
status

T1コントローラを設定し、コントローラコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

controller t1 slot/subslot/port

例：

ステップ 7

Router(config)# controller T1 0/3/0

DS1リンクのクロックソースを設定し、インター
フェイスからの内部クロックを使用します。

clock source internal

例：

ステップ 8

Router(config-controller)# clock source internal
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目的コマンドまたはアクション

TIコントローラの回線コードタイプとして Binary
8-Zero Substitution（B8ZS）を指定します。

linecode b8zs

例：

ステップ 9

Router(config-controller)# linecode b8zs

送信信号を 0 dB減衰させます。これはデフォルト
値です。

cablelength long db-loss-value

例：

ステップ 10

Router(config-controller)# cablelength long 0db

T1または E1インターフェイスでシリアルWANを
設定します。

channel-group channel-group-number timeslots range

例：

ステップ 11

Router(config-controller)# channel-group 0
timeslots 1-24

疑似回線クラスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exitステップ 12

指定した名前の擬似回線クラスを確立して、擬似回

線クラスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

pseudowire-class [pw-class-name]

例：

Router(config)# pseudowire-class
atm-fr-bridged

ステップ 13

インターフェイスでMPLSカプセル化を有効にし
ます。

encapsulation mpls

例：

ステップ 14

Router(config-pw-class)# encapsulation mpls

L2VPNイーサネットインターワーキング機能を有
効にします。

interworking ethernet

例：

ステップ 15

Router(config-pw-class)# interworking
ethernet

疑似回線クラスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exitステップ 16

ループバック論理インターフェイスを指定します。interface loopback loopback-interface-number

例：

ステップ 17

Router(config)# interface loopback 0

ループバックインターフェイスの IPアドレスを指
定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 18
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if)# ip address 44.1.1.2
255.255.255.255

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 19

チャネライズド T1コントローラで作成されたシリ
アルインターフェイスを指定します。

interface serial slot/subslot/port:timeslot

例：

ステップ 20

Router(config)# interface Serial0/3/0:0

以前に設定した IPアドレスを削除します。no ip address

例：

ステップ 21

Router(config-if)# no ip address

シリアルインターフェイスで PPP（シリアルイン
ターフェイス用）カプセル化を設定します。

encapsulation ppp

例：

ステップ 22

Router(config-if)# encapsulation
frame-relay

T1/E1リンクがインターフェイスからの内部クロッ
クを使用するよう指定します。

clock source internalステップ 23

接続回線を疑似回線にバインドして AToM静的疑
似回線を設定し、トンネリング方式としてMPLS

xconnect peer-loopback vc-id pw-class pe-class-nameステップ 24

を指定し、xconnectコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

次のタスク

Ethernet-to-EtherChannel over MPLS（ブリッジ）インターワーキングモードも VLANでサポー
トされます。

（注）

High-Level Data Link Control-Ethernetインターワーキング
HDLC-Ethernet over MPLSは、Any Transport over MPLS（AToM）ソリューションの一部です。
High-Level Link Control（HDLC）とイーサネットは、AToMアーキテクチャを利用する 2つの
リンクレイヤトランスポートです。このセクションでは、これら2つのトランスポートタイプ
が AToMフレームワークを使用して相互に通信する方法について説明します。
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次の図に、HDLC-Ethernetインターワーキング機能のトポロジを示します。

図 16 : HDLC-Ethernetインターワーキング機能のトポロジ

Cisco IOS XEリリース 3.13Sから、この機能が ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータに導入されました。

• HDLC-Ethernetブリッジモードインターワーキング
• HDLC-Ethernetルーテッドモードインターワーキング
• HDLCカプセル化：CISCO
•イーサネットカプセル化：Dot1Q、QinQ、ポートインターフェイス

HDLC-Ethernetインターワーキングの前提条件
HDLC-Ethernetインターワーキングを有効にするには、次のタスクを実行します。

•イーサネット CEのコントローラスロットを設定します。

controller E1 2/0
channel-group 0 timeslots 1
no shutdown
interface Serial2/0:0
no shutdown

•イーサネットインターワーキング用のイーサネットCEインターフェイスを設定します。

bridge irb
bridge 1 protocol ieee
bridge 1 route ip
interface Serial2/0:0
no bridge-group 1
no ip address
!
int BVI1
no ip address
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
no shut
!
interface Serial2/0:0
description Connect to PE1
no ip address
encapsulation hdlc
bridge-group 1
no shut

• IPインターワーキング用のイーサネット CEインターフェイスを設定します。

interface Serial2/0:0
description Connect to PE1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
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encapsulation hdlc
no shut

HDLC-Ethernetインターワーキングの制約事項
次の機能はサポートされていません。

• HDLCカプセル化：none CISCO
• IPv6はルーテッドモードでサポートされていません。

HDLC-to-Ethernetインターワーキングの設定
HDLC-Ethernetインターワーキングは、次の 2つのモードで設定できます。

ブリッジモード

インターフェイスベースの設定を介してブリッジモードでHDLC-Ethernetインターワーキング
を設定するには、次の手順を実行します。

HDLC-PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. pseudowire-class pw-class-name
4. encapsulation mpls
5. interworking ethernet
6. interface serial slot | subslot | port
7. no ip address
8. xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class pw-class-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

レイヤ 2擬似回線クラスの名前を指定し、擬似回線
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

pseudowire-class pw-class-name

例：

Router(config)# pseudowire-class pw-iw-ether

ステップ 3

擬似回線でデータをカプセル化するためのトンネリ

ング方法としてMPLSを使用します。
encapsulation mpls

例：

ステップ 4

Router(config-pw)# encapsulation mpls

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、イーサ
ネットフレームが接続回線から抽出され、疑似回線

interworking ethernet

例：

ステップ 5

を介して送信されるようにします。イーサネットエ

Router(config-pw)# interworking ethernet ンドツーエンド送信を想定しています。イーサネッ

トフレームを含まない接続回線フレームはドロップ

されます。VLANの場合、VLANタグが削除され、
純粋なイーサネットフレームが残されます。

シリアルインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface serial slot | subslot | port

例：

ステップ 6

Router(config)# interface Serial0/1/0:0

インターフェイスのすべての IPアドレスを削除しま
す。

no ip address

例：

ステップ 7

Router(config-if)# no ip address

接続回線を疑似回線にバインドしてAToM静的疑似
回線を設定し、トンネリング方式としてMPLSを指

xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class
pw-class-name

例：

ステップ 8

定し、xconnectコンフィギュレーションモードを開
始します。

Router(config-if)# xconnect 17.17.17.17 100
pw-class pw-iw-ether

イーサネット PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. pseudowire-class pw-class-name
4. encapsulation mpls
5. interworking ethernet
6. interface GigabitEthernet slot | subslot | port
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7. encapsulation dot1Q vlan-id
8. xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class pw-class-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

レイヤ 2擬似回線クラスの名前を指定し、擬似回線
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

pseudowire-class pw-class-name

例：

Router(config)# pseudowire-class pw-iw-ether

ステップ 3

擬似回線でデータをカプセル化するためのトンネリ

ング方法としてMPLSを使用します。
encapsulation mpls

例：

ステップ 4

Router(config-pw)# encapsulation mpls

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、イーサ
ネットフレームが接続回線から抽出され、疑似回線

interworking ethernet

例：

ステップ 5

を介して送信されるようにします。イーサネットエ

Router(config-pw)# interworking ethernet ンドツーエンド送信を想定しています。イーサネッ

トフレームを含まない接続回線フレームはドロップ

されます。VLANの場合、VLANタグが削除され、
純粋なイーサネットフレームが残されます。

ギガビットイーサネットインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface GigabitEthernet slot | subslot | port

例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0.3

ステップ 6

インターフェイスのすべての IPアドレスを削除しま
す。

encapsulation dot1Q vlan-id

例：

ステップ 7

Router(config-if)# encapsulation dot1Q 3

接続回線を疑似回線にバインドしてAToM静的疑似
回線を設定し、トンネリング方式としてMPLSを指

xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class
pw-class-name

例：

ステップ 8

定し、xconnectコンフィギュレーションモードを開
始します。
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if)# xconnect 16.16.16.16 100
pseudowire-class pw-iw-ether

次のタスク

プロトコルベースの設定を介してブリッジモードでHDLC-Ethernetインターワーキングを設定
するには、次の手順を実行します。

HDLC-PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l2vpn xconnect context xc-name
4. interworking ethernet
5. member interface-id
6. member ip-address vc-id encapsulation mpls

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

空のクロス接続を作成し、xconnectサブモードを開
始します。

l2vpn xconnect context xc-name

例：

ステップ 3

Router(config)# l2vpn xconnect context HDLC

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、イーサ
ネットフレームが接続回線から抽出され、疑似回線

interworking ethernet

例：

ステップ 4

を介して送信されるようにします。イーサネットエ

Router(config)# interworking ethernet ンドツーエンド送信を想定しています。イーサネッ

トフレームを含まない接続回線フレームはドロップ

されます。VLANの場合、VLANタグが削除され、
純粋なイーサネットフレームが残されます。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを xconnectの ACセグメントとし
て追加します。

member interface-id

例：

ステップ 5

Router(config)# member serial0/1/0:0

xconnectに疑似回線メンバーを追加します。member ip-address vc-id encapsulation mpls

例：

ステップ 6

Router(config)# member 17.17.17.17 100
encapsulation mpls

イーサネット PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l2vpn xconnect context foo
4. interworking ethernet
5. member interface-id
6. member ip-address vc-id encapsulation mpls

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

空のクロス接続を作成し、xconnectサブモードを開
始します。

l2vpn xconnect context foo

例：

ステップ 3

Router(config)# l2vpn xconnect context foo

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、イーサ
ネットフレームが接続回線から抽出され、疑似回線

interworking ethernet

例：

ステップ 4

を介して送信されるようにします。イーサネットエ

Router(config)# interworking ethernet ンドツーエンド送信を想定しています。イーサネッ

トフレームを含まない接続回線フレームはドロップ
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目的コマンドまたはアクション

されます。VLANの場合、VLANタグが削除され、
純粋なイーサネットフレームが残されます。

インターフェイスを xconnectの ACセグメントとし
て追加します。

member interface-id

例：

ステップ 5

Router(config)# member GigabitEthernet0/0/0.3

xconnectに疑似回線メンバーを追加します。member ip-address vc-id encapsulation mpls

例：

ステップ 6

Router(config)# member 16.16.16.16 100
encapsulation mpls

ルーテッドモード

インターフェイスベースの設定を介してルーテッドモードでHDLC-Ethernetインターワーキン
グを設定するには、次の手順を実行します。

HDLC-PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. pseudowire-class pw-class-name
4. encapsulation mpls
5. interworking ip
6. interface serial slot | subslot | port
7. no ip address
8. xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class pw-class-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

レイヤ 2擬似回線クラスの名前を指定し、擬似回線
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

pseudowire-class pw-class-name

例：

Router(config)# pseudowire-class pw-ip-ether

ステップ 3

擬似回線でデータをカプセル化するためのトンネリ

ング方法としてMPLSを使用します。
encapsulation mpls

例：

ステップ 4

Router(config-pw)# encapsulation mpls

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、IPパ
ケットが接続回線から抽出され、疑似回線を介して

interworking ip

例：

ステップ 5

送信されるようにします。IPv4パケットを含まない
接続回線フレームはドロップされます。Router(config-pw)# interworking ip

シリアルインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface serial slot | subslot | port

例：

ステップ 6

Router(config)# interface Serial0/1/0:0

インターフェイスのすべての IPアドレスを削除しま
す。

no ip address

例：

ステップ 7

Router(config-if)# no ip address

接続回線を疑似回線にバインドしてAToM静的疑似
回線を設定し、トンネリング方式としてMPLSを指

xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class
pw-class-name

例：

ステップ 8

定し、xconnectコンフィギュレーションモードを開
始します。

Router(config-if)# xconnect 17.17.17.17 100
pw-class pw-ip-ether

イーサネット PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. pseudowire-class pw-class-name
4. encapsulation mpls
5. interworking ip
6. interface GigabitEthernet slot | subslot | port
7. encapsulation dot1Q vlan-id
8. xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class pw-class-name

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
530

『MPLSレイヤ 2 VPNの設定』

イーサネット PE上



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

レイヤ 2擬似回線クラスの名前を指定し、擬似回線
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

pseudowire-class pw-class-name

例：

Router(config)# pseudowire-class pw-ip-ether

ステップ 3

擬似回線でデータをカプセル化するためのトンネリ

ング方法としてMPLSを使用します。
encapsulation mpls

例：

ステップ 4

Router(config-pw)# encapsulation mpls

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、IPパ
ケットが接続回線から抽出され、疑似回線を介して

interworking ip

例：

ステップ 5

送信されるようにします。IPv4パケットを含まない
接続回線フレームはドロップされます。Router(config-pw)# interworking ip

ギガビットイーサネットインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface GigabitEthernet slot | subslot | port

例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0.3

ステップ 6

VLANの指定されたサブインターフェイス上で、ト
ラフィックの IEEE 802.1Qカプセル化をイネーブル
にします。

encapsulation dot1Q vlan-id

例：

Router(config-if)# encapsulation dot1Q 3

ステップ 7

接続回線を疑似回線にバインドしてAToM静的疑似
回線を設定し、トンネリング方式としてMPLSを指

xconnect peer-ip-address vc-id pseudowire-class
pw-class-name

例：

ステップ 8

定し、xconnectコンフィギュレーションモードを開
始します。

Router(config-if)# xconnect 16.16.16.16 100
pseudowire-class pw-ip-ether
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次のタスク

プロトコルベースの設定を介してルーテッドモードでHDLC-Ethernetインターワーキングを設
定するには、次の手順を実行します。

HDLC-PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l2vpn xconnect context foo
4. interworking ip
5. member interface-id
6. member ip-address encapsulation mpls

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

空のクロス接続を作成し、xconnectサブモードを開
始します。

l2vpn xconnect context foo

例：

ステップ 3

Router(config)# l2vpn xconnect context foo

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、IPパ
ケットが接続回線から抽出され、疑似回線を介して

interworking ip

例：

ステップ 4

送信されるようにします。IPv4パケットを含まない
接続回線フレームはドロップされます。Router(config)# interworking ip

インターフェイスを xconnectの ACセグメントとし
て追加します。

member interface-id

例：

ステップ 5

Router(config)# member serial0/1/0:0

xconnectに疑似回線メンバーを追加します。member ip-address encapsulation mpls

例：

ステップ 6

Router(config)# member 17.17.17.17 100
encapsulation mpls
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イーサネット PE上

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l2vpn xconnect context foo
4. interworking ip
5. member interface-id
6. member ip-address vcid encapsulation mpls

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

対応する CLIセッションの権限レベルを変更しま
す。

enableステップ 1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

空のクロス接続を作成し、xconnectサブモードを開
始します。

l2vpn xconnect context foo

例：

ステップ 3

Router(config)# l2vpn xconnect context foo

L2VPNインターワーキング機能を有効にし、IPパ
ケットが接続回線から抽出され、疑似回線を介して

interworking ip

例：

ステップ 4

送信されるようにします。IPv4パケットを含まない
接続回線フレームはドロップされます。Router(config)# interworking ip

インターフェイスを xconnectの ACセグメントとし
て追加します。

member interface-id

例：

ステップ 5

Router(config)# member GigabitEthernet0/0/0.3

xconnectに疑似回線メンバーを追加します。member ip-address vcid encapsulation mpls

例：

ステップ 6

Router(config)# member 16.16.16.16 100
encapsulation mpls
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例：HDLC-Ethernetインターワーキングの設定
次に、HDLC-Ethernetインターワーキング機能を設定し、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲー
ションサービスルータでレガシープロトコルおよび新しいプロトコルベースの出力に対して

showコマンドを使用して設定を確認する例を示します。

例：さまざまな形式のプロトコルベース CLIの設定

次に、イーサネット CEのコントローラスロットで HDLC-Ethernetインターワーキングを設定
する例を示します。

controller E1 2/0
channel-group 0 timeslots 1
no shutdown
interface Serial2/0:0
no shutdown

次に、イーサネット PEのコントローラスロットで HDLC-Ethernetインターワーキングを設定
する例を示します。

controller E1 0/1/0
channel-group 0 timeslots 1
no shutdown
interface Serial0/1/0:0
no shutdown

次に、レガシーCLIを使用してHDLC-Ethernetインターワーキングを設定する例を示します。

次に、レガシーCLIを使用して、ブリッジ（イーサネット）モードのHDLC-CEおよびHDLC-PE
で設定する例を示します。

HDLC-CE上

configure terminal
bridge irb
bridge 1 protocol ieee
bridge 1 route ip
!
int BVI1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
no shut
!
interface Serial2/0:0
description Connect to PE1
encapsulation hdlc
bridge-group 1
no shut
end

HDLC-PE上

configure terminal
pseudowire-class pw-iw-eth
encapsulation mpls
interworking Ethernet
!
interface Serial0/1/0:0
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description Connect to CE1
encapsulation hdlc
no ip address
xconnect 192.0.2.3 100 pw-class pw-iw-eth
no shut
end

次に、レガシー CLIを使用して、ブリッジ（イーサネット）モードのイーサネット CEおよび
イーサネット PEでイーサネットを設定する例を示します。

イーサネット CE上

configure terminal
interface GigabitEthernet0/1
description Connect to PE2
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
ip irdp
ip irdp maxadvertinterval 4
no shut
end

イーサネット PE上

configure terminal
pseudowire-class pw-iw-eth
encapsulation mpls
interworking Ethernet
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Connect to CE2
no ip address
xconnect 192.0.2.1 100 pw-class pw-iw-eth
no shut
end

次に、レガシー CLIを使用してブリッジ（イーサネット）モードでイーサネット CEおよび
イーサネット PEで VLANを設定する例を示します。

イーサネット CE上：

configure terminal
interface GigabitEthernet0/1
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet0/1.10
description Connect to PE2
encapsulation dot1q 10
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
ip irdp
ip irdp maxadvertinterval 4
no shut
end

イーサネット PE上：

configure terminal
pseudowire-class pw-iw-eth
encapsulation mpls
interworking Ethernet
!
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interface GigabitEthernet1/0/0
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet1/0/0.10
description Connect to CE2
encapsulation dot1Q 10
no ip address
xconnect 192.0.2.1 100 pw-class pw-iw-eth
no shut
end

次に、レガシー CLIを使用して、ブリッジ（イーサネット）モードのイーサネット CEおよび
イーサネット PEで QinQを設定する例を示します。

イーサネット CE上：

configure terminal
interface GigabitEthernet0/1
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet0/1.10
description Connect to PE2
encapsulation dot1q 10 second-dot1q 20
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
ip irdp
ip irdp maxadvertinterval 4
no shut
end

イーサネット PE上：

configure terminal
pseudowire-class pw-iw-eth
encapsulation mpls
interworking Ethernet
!
interface GigabitEthernet1/0/0
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet1/0/0.10
description Connect to CE2
encapsulation dot1Q 10 second-dot1q 20
no ip address
xconnect 192.0.2.1 100 pw-class pw-iw-eth
no shut
end

次に、プロトコルベースCLIを使用してHDLC-Ethernetインターワーキングを設定する例を示
します。

次に、プロトコルベース CLIを使用して、ブリッジ（イーサネット）モードのHDLC-CEおよ
び HDLC-PEで HDLCを設定する例を示します。

HDLC-CE上：

configure terminal
bridge irb
bridge 1 protocol ieee
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bridge 1 route ip
!
int BVI1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
no shut
!
interface Serial2/0:0
description Connect to PE1
encapsulation hdlc
bridge-group 1
no shut
end

HDLC-PE上：

configure terminal
interface Serial0/1/0:0
description Connect to CE1
encapsulation hdlc
no ip addres
no shut
!
Interface pseudowire101
encapsulation mpls
neighbor 192.0.2.3 100
signaling protocol ldp
no shut
l2vpn xconnect context foohdlc
interworking ethernet
member Serial0/1/0:0
member pseudowire101
no shut
end

次に、プロトコルベース CLIを使用して、ブリッジ（イーサネット）モードのイーサネット
CEおよびイーサネット PEでイーサネットを設定する例を示します。

イーサネット CE上：

configure terminal
interface GigabitEthernet0/1
description Connect to PE2
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
ip irdp
ip irdp maxadvertinterval 4
no shut
end

イーサネット PE上：

configure terminal
interface GigabitEthernet1/0/0
description Connect to CE2
no ip address
no shut
!
Interface pseudowire101
encapsulation mpls
neighbor 192.0.2.1 100
signaling protocol ldp
no shut
!
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l2vpn xconnect context fooeth
interworking ethernet
member GigabitEthernet1/0/0
member pseudowire101
no shut
end

次に、プロトコルベース CLIを使用して、ブリッジ（イーサネット）モードのイーサネット
CEおよびイーサネット PEで VLANを設定する例を示します。

イーサネット CE上：

configure terminal
!
interface GigabitEthernet0/1
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet0/1.10
encapsulation dot1q 10
description Connect to PE2
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
ip irdp
ip irdp maxadvertinterval 4
no shut
end

イーサネット PE上：

configure terminal
!
interface GigabitEthernet1/0/0
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet1/0/0.10
description Connect to CE2
encapsulation dot1q 10
no ip addres
no shut
!
Interface pseudowire101
encapsulation mpls
neighbor 192.0.2.1 100
signaling protocol ldp
no shut
!
l2vpn xconnect context foovlan
interworking ethernet
member GigabitEthernet1/0/0.10
member pseudowire101
no shut
end

次に、プロトコルベース CLIを使用して、ブリッジ（イーサネット）モードのイーサネット
CEおよびイーサネット PEで QinQを設定する例を示します。

イーサネット CE：

configure terminal
!
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interface GigabitEthernet0/1
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet0/1.10
description Connect to PE2
encapsulation dot1q 10 second-dot1q 20
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
ip irdp
ip irdp maxadvertinterval 4
no shut
end

イーサネット PE：

configure terminal
!
interface GigabitEthernet1/0/0
no ip address
no shut
!
interface GigabitEthernet1/0/0.10
description Connect to CE2
encapsulation dot1q 10 second-dot1q 20
no ip addres
no shut
!
Interface pseudowire101
encapsulation mpls
neighbor 192.0.2.1 100
signaling protocol ldp
no shut
!
l2vpn xconnect context fooqinq
interworking ethernet
member GigabitEthernet1/0/0.10
member pseudowire101
no shut
end

例：HDLC-Ethernetインターワーキングの検証

HDLC-Ethernetインターワーキングの設定を確認するには、次の showコマンドを使用します。

ポートモード

次に、PEの HDLC設定を検証する例を示します。

Router# show mpls l2transport vc
Local intf Local circuit Dest address VC ID Status
------------- -------------------------- --------------- ---------- ----------
Se0/1/0:0 HDLC 104.0.0.1 101 UP
Router# show mpls l2transport vc detail
Local interface: Se0/1/0:0 up, line protocol up, HDLC up
Interworking type is Ethernet
Destination address: 104.0.0.1, VC ID: 101, VC status: up
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {20 22}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 10.1.1.2

Create time: 00:00:19, last status change time: 00:00:15
Last label FSM state change time: 00:00:15
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Signaling protocol: LDP, peer 104.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 102.0.0.1(LDP Id) -> 104.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Last local dataplane status rcvd: No fault
Last BFD dataplane status rcvd: Not sent
Last BFD peer monitor status rcvd: No fault
Last local AC circuit status rcvd: No fault
Last local AC circuit status sent: No fault
Last local PW i/f circ status rcvd: No fault
Last local LDP TLV status sent: No fault
Last remote LDP TLV status rcvd: No fault
Last remote LDP ADJ status rcvd: No fault

MPLS VC labels: local 33, remote 22
Group ID: local 0, remote 0
MTU: local 1500, remote 1500
Remote interface description: Connect to CE2

Sequencing: receive disabled, send disabled
Control Word: On
SSO Descriptor: 104.0.0.1/101, local label: 33
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4274/4273 (used), PWID: 26

VC statistics:
transit packet totals: receive 3, send 6
transit byte totals: receive 162, send 366
transit packet drops: receive 0, seq error 0, send 0

Router# show l2vpn atom vc
Service

Interface Peer ID VC ID Type Name Status
--------- --------------- ---------- ------ ------------------------ ----------
pw101 104.0.0.1 101 p2p foo101 UP
Router# show l2vpn atom vc detail
pseudowire101 is up, VC status is up PW type: Ethernet
Create time: 00:00:18, last status change time: 00:00:14
Last label FSM state change time: 00:00:14

Destination address: 104.0.0.1 VC ID: 101
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {16 17}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 10.1.1.2

Member of xconnect service foo101
Associated member Se0/1/0:0 is up, status is up
Interworking type is Ethernet
Service id: 0xde000002

Signaling protocol: LDP, peer 104.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 102.0.0.1(LDP Id) -> 104.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
PWid FEC (128), VC ID: 101
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Local dataplane status received : No fault
BFD dataplane status received : Not sent
BFD peer monitor status received : No fault
Status received from access circuit : No fault
Status sent to access circuit : No fault
Status received from pseudowire i/f : No fault
Status sent to network peer : No fault
Status received from network peer : No fault
Adjacency status of remote peer : No fault
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Sequencing: receive disabled, send disabled
Bindings
Parameter Local Remote
------------ ------------------------------ ------------------------------
Label 18 17
Group ID 0 0
Interface Connect to CE1 Connect to CE2
MTU 1500 1500
Control word on (configured: autosense) on
PW type Ethernet Ethernet
VCCV CV type 0x02 0x02

LSPV [2] LSPV [2]
VCCV CC type 0x07 0x07

CW [1], RA [2], TTL [3] CW [1], RA [2], TTL [3]
Status TLV enabled supported

SSO Descriptor: 104.0.0.1/101, local label: 18
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4106/4105 (used), PWID: 2

Rx Counters
3 input transit packets, 162 bytes
0 drops, 0 seq err

Tx Counters
5 output transit packets, 305 bytes
0 drops

次に、PEのイーサネット設定を検証する例を示します。

Router# show mpls l2transport vc
Local intf Local circuit Dest address VC ID Status
------------- -------------------------- --------------- ---------- ----------
Gi1/0/0 Ethernet 102.0.0.1 101 UP
Router# show mpls l2transport vc detail
Local interface: Gi1/0/0 up, line protocol up, Ethernet up
Destination address: 102.0.0.1, VC ID: 101, VC status: up
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {19 33}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 11.1.1.1

Create time: 00:00:22, last status change time: 00:00:19
Last label FSM state change time: 00:00:19

Signaling protocol: LDP, peer 102.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 104.0.0.1(LDP Id) -> 102.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Last local dataplane status rcvd: No fault
Last BFD dataplane status rcvd: Not sent
Last BFD peer monitor status rcvd: No fault
Last local AC circuit status rcvd: No fault
Last local AC circuit status sent: No fault
Last local PW i/f circ status rcvd: No fault
Last local LDP TLV status sent: No fault
Last remote LDP TLV status rcvd: No fault
Last remote LDP ADJ status rcvd: No fault

MPLS VC labels: local 22, remote 33
Group ID: local 0, remote 0
MTU: local 1500, remote 1500
Remote interface description: Connect to CE1

Sequencing: receive disabled, send disabled
Control Word: On
SSO Descriptor: 102.0.0.1/101, local label: 22
Dataplane:
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SSM segment/switch IDs: 4574/4573 (used), PWID: 80
VC statistics:
transit packet totals: receive 9, send 5
transit byte totals: receive 315, send 380
transit packet drops: receive 0, seq error 0, send 0

Router# show l2vpn atom vc
Service

Interface Peer ID VC ID Type Name Status
--------- --------------- ---------- ------ ------------------------ ----------
pw101 102.0.0.1 101 p2p foo101 UP
Router# show l2vpn atom vc detail
pseudowire101 is up, VC status is up PW type: Ethernet
Create time: 00:00:23, last status change time: 00:00:20
Last label FSM state change time: 00:00:20

Destination address: 102.0.0.1 VC ID: 101
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {18 18}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 11.1.1.1

Member of xconnect service foo101
Associated member Gi1/0/0 is up, status is up
Interworking type is Like2Like
Service id: 0xb5000004

Signaling protocol: LDP, peer 102.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 104.0.0.1(LDP Id) -> 102.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
PWid FEC (128), VC ID: 101
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Local dataplane status received : No fault
BFD dataplane status received : Not sent
BFD peer monitor status received : No fault
Status received from access circuit : No fault
Status sent to access circuit : No fault
Status received from pseudowire i/f : No fault
Status sent to network peer : No fault
Status received from network peer : No fault
Adjacency status of remote peer : No fault

Sequencing: receive disabled, send disabled
Bindings
Parameter Local Remote
------------ ------------------------------ ------------------------------
Label 17 18
Group ID 0 0
Interface Connect to CE2 Connect to CE1
MTU 1500 1500
Control word on (configured: autosense) on
PW type Ethernet Ethernet
VCCV CV type 0x02 0x02

LSPV [2] LSPV [2]
VCCV CC type 0x07 0x07

CW [1], RA [2], TTL [3] CW [1], RA [2], TTL [3]
Status TLV enabled supported

SSO Descriptor: 102.0.0.1/101, local label: 17
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4126/4125 (used), PWID: 4

Rx Counters
5 input transit packets, 175 bytes
0 drops, 0 seq err

Tx Counters
3 output transit packets, 228 bytes
0 drops
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VLAN（dot1q）モード

次に、PEの HDLC設定を検証する例を示します。

Router# show mpls l2transport vc
Local intf Local circuit Dest address VC ID Status
------------- -------------------------- --------------- ---------- ----------
Se0/1/0:0 HDLC 104.0.0.1 138 UP
Router# show mpls l2transport vc detail
Local interface: Se0/1/0:0 up, line protocol up, HDLC up
Interworking type is Ethernet
Destination address: 104.0.0.1, VC ID: 138, VC status: up
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {20 53}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 10.1.1.2

Create time: 00:00:19, last status change time: 00:00:15
Last label FSM state change time: 00:00:15

Signaling protocol: LDP, peer 104.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 102.0.0.1(LDP Id) -> 104.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Last local dataplane status rcvd: No fault
Last BFD dataplane status rcvd: Not sent
Last BFD peer monitor status rcvd: No fault
Last local AC circuit status rcvd: No fault
Last local AC circuit status sent: No fault
Last local PW i/f circ status rcvd: No fault
Last local LDP TLV status sent: No fault
Last remote LDP TLV status rcvd: No fault
Last remote LDP ADJ status rcvd: No fault

MPLS VC labels: local 35, remote 53
Group ID: local 0, remote 0
MTU: local 1500, remote 1500
Remote interface description: Connect to CE2

Sequencing: receive disabled, send disabled
Control Word: On
SSO Descriptor: 104.0.0.1/138, local label: 35
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4486/4485 (used), PWID: 65

VC statistics:
transit packet totals: receive 4, send 3
transit byte totals: receive 1036, send 183
transit packet drops: receive 0, seq error 0, send 0

Router# show l2vpn atom vc
Service

Interface Peer ID VC ID Type Name Status
--------- --------------- ---------- ------ ------------------------ ----------
pw138 104.0.0.1 138 p2p foo138 UP
Router# show l2vpn atom vc detail
pseudowire138 is up, VC status is up PW type: Ethernet
Create time: 00:00:18, last status change time: 00:00:14
Last label FSM state change time: 00:00:14

Destination address: 104.0.0.1 VC ID: 138
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {16 30}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 10.1.1.2

Member of xconnect service foo138
Associated member Se0/1/0:0 is up, status is up
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Interworking type is Ethernet
Service id: 0x4000027

Signaling protocol: LDP, peer 104.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 102.0.0.1(LDP Id) -> 104.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
PWid FEC (128), VC ID: 138
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Local dataplane status received : No fault
BFD dataplane status received : Not sent
BFD peer monitor status received : No fault
Status received from access circuit : No fault
Status sent to access circuit : No fault
Status received from pseudowire i/f : No fault
Status sent to network peer : No fault
Status received from network peer : No fault
Adjacency status of remote peer : No fault

Sequencing: receive disabled, send disabled
Bindings
Parameter Local Remote
------------ ------------------------------ ------------------------------
Label 20 30
Group ID 0 0
Interface Connect to CE1 Connect to CE2
MTU 1500 1500
Control word on (configured: autosense) on
PW type Ethernet Ethernet
VCCV CV type 0x02 0x02

LSPV [2] LSPV [2]
VCCV CC type 0x07 0x07

CW [1], RA [2], TTL [3] CW [1], RA [2], TTL [3]
Status TLV enabled supported

SSO Descriptor: 104.0.0.1/138, local label: 20
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4313/4312 (used), PWID: 41

Rx Counters
2 input transit packets, 108 bytes
0 drops, 0 seq err

Tx Counters
3 output transit packets, 183 bytes
0 drops

次に、PEの VLAN設定を検証する例を示します。

Router# show mpls l2transport vc
Local intf Local circuit Dest address VC ID Status
------------- -------------------------- --------------- ---------- ----------
Gi1/0/0.10 Eth VLAN 10 102.0.0.1 138 UP
Router# show mpls l2transport vc detail
Local interface: Gi1/0/0.10 up, line protocol up, Eth VLAN 10 up
Interworking type is Ethernet
Destination address: 102.0.0.1, VC ID: 138, VC status: up
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {19 35}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 11.1.1.1

Create time: 00:00:22, last status change time: 00:00:20
Last label FSM state change time: 00:00:20

Signaling protocol: LDP, peer 102.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 104.0.0.1(LDP Id) -> 102.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
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Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Last local dataplane status rcvd: No fault
Last BFD dataplane status rcvd: Not sent
Last BFD peer monitor status rcvd: No fault
Last local AC circuit status rcvd: No fault
Last local AC circuit status sent: No fault
Last local PW i/f circ status rcvd: No fault
Last local LDP TLV status sent: No fault
Last remote LDP TLV status rcvd: No fault
Last remote LDP ADJ status rcvd: No fault

MPLS VC labels: local 53, remote 35
Group ID: local 0, remote 0
MTU: local 1500, remote 1500
Remote interface description: Connect to CE1

Sequencing: receive disabled, send disabled
Control Word: On
SSO Descriptor: 102.0.0.1/138, local label: 53
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4784/4783 (used), PWID: 117

VC statistics:
transit packet totals: receive 6, send 6
transit byte totals: receive 234, send 1276
transit packet drops: receive 0, seq error 0, send 0

Router# show l2vpn atom vc
Service

Interface Peer ID VC ID Type Name Status
--------- --------------- ---------- ------ ------------------------ ----------
pw138 102.0.0.1 138 p2p foo138 UP
Router# show l2vpn atom vc detail
pseudowire138 is up, VC status is up PW type: Ethernet
Create time: 00:00:23, last status change time: 00:00:20
Last label FSM state change time: 00:00:20

Destination address: 102.0.0.1 VC ID: 138
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {18 20}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 11.1.1.1

Member of xconnect service foo138
Associated member Gi1/0/0.10 is up, status is up
Interworking type is Ethernet
Service id: 0x7b000029

Signaling protocol: LDP, peer 102.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 104.0.0.1(LDP Id) -> 102.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
PWid FEC (128), VC ID: 138
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Local dataplane status received : No fault
BFD dataplane status received : Not sent
BFD peer monitor status received : No fault
Status received from access circuit : No fault
Status sent to access circuit : No fault
Status received from pseudowire i/f : No fault
Status sent to network peer : No fault
Status received from network peer : No fault
Adjacency status of remote peer : No fault

Sequencing: receive disabled, send disabled
Bindings
Parameter Local Remote
------------ ------------------------------ ------------------------------
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Label 30 20
Group ID 0 0
Interface Connect to CE2 Connect to CE1
MTU 1500 1500
Control word on (configured: autosense) on
PW type Ethernet Ethernet
VCCV CV type 0x02 0x02

LSPV [2] LSPV [2]
VCCV CC type 0x07 0x07

CW [1], RA [2], TTL [3] CW [1], RA [2], TTL [3]
Status TLV enabled supported

SSO Descriptor: 102.0.0.1/138, local label: 30
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4333/4332 (used), PWID: 41

Rx Counters
8 input transit packets, 312 bytes
0 drops, 0 seq err

Tx Counters
5 output transit packets, 380 bytes
0 drops

QinQモード

次に、PEの HDLC設定を検証する例を示します。

Router# show mpls l2transport vc
Local intf Local circuit Dest address VC ID Status
------------- -------------------------- --------------- ---------- ----------
Se0/1/0:0 HDLC 104.0.0.1 145 UP
Router# show mpls l2transport vc detail
Local interface: Se0/1/0:0 up, line protocol up, HDLC up
Interworking type is Ethernet
Destination address: 104.0.0.1, VC ID: 145, VC status: up
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {20 25}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 10.1.1.2

Create time: 00:00:20, last status change time: 00:00:15
Last label FSM state change time: 00:00:15

Signaling protocol: LDP, peer 104.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 102.0.0.1(LDP Id) -> 104.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Last local dataplane status rcvd: No fault
Last BFD dataplane status rcvd: Not sent
Last BFD peer monitor status rcvd: No fault
Last local AC circuit status rcvd: No fault
Last local AC circuit status sent: No fault
Last local PW i/f circ status rcvd: No fault
Last local LDP TLV status sent: No fault
Last remote LDP TLV status rcvd: No fault
Last remote LDP ADJ status rcvd: No fault

MPLS VC labels: local 27, remote 25
Group ID: local 0, remote 0
MTU: local 1500, remote 1500
Remote interface description: Connect to CE2

Sequencing: receive disabled, send disabled
Control Word: On
SSO Descriptor: 104.0.0.1/145, local label: 27
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Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4521/4520 (used), PWID: 72

VC statistics:
transit packet totals: receive 4, send 7
transit byte totals: receive 216, send 427
transit packet drops: receive 0, seq error 0, send 0

Router# show l2vpn atom vc
Service

Interface Peer ID VC ID Type Name Status
--------- --------------- ---------- ------ ------------------------ ----------
pw145 104.0.0.1 145 p2p foo145 UP
Router# show l2vpn atom vc detail
pseudowire145 is up, VC status is up PW type: Ethernet
Create time: 00:00:18, last status change time: 00:00:13
Last label FSM state change time: 00:00:13

Destination address: 104.0.0.1 VC ID: 145
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {16 33}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 10.1.1.2

Member of xconnect service foo145
Associated member Se0/1/0:0 is up, status is up
Interworking type is Ethernet
Service id: 0x2e

Signaling protocol: LDP, peer 104.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 102.0.0.1(LDP Id) -> 104.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
PWid FEC (128), VC ID: 145
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Local dataplane status received : No fault
BFD dataplane status received : Not sent
BFD peer monitor status received : No fault
Status received from access circuit : No fault
Status sent to access circuit : No fault
Status received from pseudowire i/f : No fault
Status sent to network peer : No fault
Status received from network peer : No fault
Adjacency status of remote peer : No fault

Sequencing: receive disabled, send disabled
Bindings
Parameter Local Remote
------------ ------------------------------ ------------------------------
Label 33 33
Group ID 0 0
Interface Connect to CE1 Connect to CE2
MTU 1500 1500
Control word on (configured: autosense) on
PW type Ethernet Ethernet
VCCV CV type 0x02 0x02

LSPV [2] LSPV [2]
VCCV CC type 0x07 0x07

CW [1], RA [2], TTL [3] CW [1], RA [2], TTL [3]
Status TLV enabled supported

SSO Descriptor: 104.0.0.1/145, local label: 33
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4345/4344 (used), PWID: 48

Rx Counters
2 input transit packets, 108 bytes
0 drops, 0 seq err

Tx Counters
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3 output transit packets, 183 bytes
0 drops

次に、PEの Qinq設定を検証する例を示します。

Router# show mpls l2transport vc
Local intf Local circuit Dest address VC ID Status
------------- -------------------------- --------------- ---------- ----------
Gi1/0/0.10 Eth VLAN 10/20 102.0.0.1 145 UP
Router# show mpls l2transport vc detail
Local interface: Gi1/0/0.10 up, line protocol up, Eth VLAN 10/20 up
Interworking type is Ethernet
Destination address: 102.0.0.1, VC ID: 145, VC status: up
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {19 27}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 11.1.1.1

Create time: 00:00:23, last status change time: 00:00:21
Last label FSM state change time: 00:00:21

Signaling protocol: LDP, peer 102.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 104.0.0.1(LDP Id) -> 102.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Last local dataplane status rcvd: No fault
Last BFD dataplane status rcvd: Not sent
Last BFD peer monitor status rcvd: No fault
Last local AC circuit status rcvd: No fault
Last local AC circuit status sent: No fault
Last local PW i/f circ status rcvd: No fault
Last local LDP TLV status sent: No fault
Last remote LDP TLV status rcvd: No fault
Last remote LDP ADJ status rcvd: No fault

MPLS VC labels: local 25, remote 27
Group ID: local 0, remote 0
MTU: local 1500, remote 1500
Remote interface description: Connect to CE1

Sequencing: receive disabled, send disabled
Control Word: On
SSO Descriptor: 102.0.0.1/145, local label: 25
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4815/4814 (used), PWID: 124

VC statistics:
transit packet totals: receive 10, send 6
transit byte totals: receive 430, send 456
transit packet drops: receive 0, seq error 0, send 0

Router# show l2vpn atom vc
Service

Interface Peer ID VC ID Type Name Status
--------- --------------- ---------- ------ ------------------------ ----------
pw145 102.0.0.1 145 p2p foo145 UP
Router# show l2vpn atom vc detail
pseudowire145 is up, VC status is up PW type: Ethernet
Create time: 00:00:23, last status change time: 00:00:19
Last label FSM state change time: 00:00:19

Destination address: 102.0.0.1 VC ID: 145
Output interface: Fa0/0/1, imposed label stack {18 33}
Preferred path: not configured
Default path: active
Next hop: 11.1.1.1

Member of xconnect service foo145
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Associated member Gi1/0/0.10 is up, status is up
Interworking type is Ethernet
Service id: 0xed000030

Signaling protocol: LDP, peer 102.0.0.1:0 up
Targeted Hello: 104.0.0.1(LDP Id) -> 102.0.0.1, LDP is UP
Graceful restart: configured and enabled
Non stop routing: not configured and not enabled
PWid FEC (128), VC ID: 145
Status TLV support (local/remote) : enabled/supported
LDP route watch : enabled
Label/status state machine : established, LruRru
Local dataplane status received : No fault
BFD dataplane status received : Not sent
BFD peer monitor status received : No fault
Status received from access circuit : No fault
Status sent to access circuit : No fault
Status received from pseudowire i/f : No fault
Status sent to network peer : No fault
Status received from network peer : No fault
Adjacency status of remote peer : No fault

Sequencing: receive disabled, send disabled
Bindings
Parameter Local Remote
------------ ------------------------------ ------------------------------
Label 33 33
Group ID 0 0
Interface Connect to CE2 Connect to CE1
MTU 1500 1500
Control word on (configured: autosense) on
PW type Ethernet Ethernet
VCCV CV type 0x02 0x02

LSPV [2] LSPV [2]
VCCV CC type 0x07 0x07

CW [1], RA [2], TTL [3] CW [1], RA [2], TTL [3]
Status TLV enabled supported

SSO Descriptor: 102.0.0.1/145, local label: 33
Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 4361/4360 (used), PWID: 48

Rx Counters
8 input transit packets, 344 bytes
0 drops, 0 seq err

Tx Counters
5 output transit packets, 380 bytes
0 drops

例：HDLC-Dot1Qインターワーキング

次の例は、HDLC-Dot1Qインターワーキングを設定する方法を示しています。

短形式

HDLC-PEの場合：

configure terminal
template type pseudowire hdlc-vlan1-tmp
encapsulation mpls
signaling protocol ldp

l2vpn xconnect context hdlc-vlan1
interworking ethernet
member Serial0/2/0:3
member pseudowire101 192.0.2.3 107 template hdlc-vlan1-tmp
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no shutdown
end

イーサネット PEの場合：

configure terminal
interface FastEthernet0/0/0.16
description Connect to CE2
encapsulation dot1q 16
no ip addres
no shut
!
template type pseudowire hdlc-vlan1-tmp
encapsulation mpls
signaling protocol ldp

l2vpn xconnect context hdlc-vlan1
interworking ethernet
member FastEthernet0/0/0.16
member pseudowire101 192.0.2.1 107 template hdlc-vlan1-tmp
no shutdown

end

長形式

HDLC-PEの場合：

configure terminal
template type pseudowire hdlc-vlan1
encapsulation mpls
!
interface pseudowire107
source template type pseudowire hdlc-vlan1
encapsulation mpls
neighbor 192.0.2.3 107
signaling protocol ldp
no shut
!
l2vpn xconnect context hdlc-vlan1-con
interworking ethernet
member Serial0/2/0:3
member pseudowire107
no shutdown

end

イーサネット PEの場合：

configure terminal
interface FastEthernet0/0/0.16
description Connect to CE2
encapsulation dot1q 16
no ip addres
no shut
!
template type pseudowire hdlc-vlan1
encapsulation mpls
!
interface pseudowire107
source template type pseudowire hdlc-vlan1
encapsulation mpls
neighbor 192.0.2.1 107
signaling protocol ldp
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no shut
!

l2vpn xconnect context hdlc-vlan1-con
interworking ethernet
member FastEthernet0/0/0.16
member pseudowire107
no shutdown

end

その他の参考資料
続くセクションでは、フレームリレー/ATM間ブリッジ型インターワーキングおよびGECでの
xconnectサポート（VPWS）機能に関連した参考資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

{start cross reference}MPLS: Basic MPLS Configuration Guide, Cisco IOS XE
Release 3S{end cross reference} [英語]

MPLSの基礎

{start cross reference}MPLS Layer 2 VPNs Configuration Guide, Cisco IOS
XE Release 3S{end cross reference} [英語]

MPLSレイヤ 2 VPNs

{start cross reference}Cisco IOS Configuration Fundamentals Command
Reference{end cross reference} [英語]

Cisco IOS設定の基本

標準

タイト

ル

標準

—この機能がサポートする新しい規格または変更された規格はありません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィー
チャセットに対するMIBを特定してダウンロードするには、次
の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

{start hypertext}http://www.cisco.com/go/mibs{end hypertext}

• CISCO-IETF-PW-MIB
• CISCO-IETF-PW-MPLS-MIB
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RFC

タイトルRFC{start superscript}1{end superscript}

『Multiprotocol Encapsulation over ATM Adaptation Layer
5』

RFC 2684

『Multiprotocol Interconnect over Frame Relay』RFC 2427

{start footnote}サポートされるすべてのRFCが挙げられているわけではありません。{endfootnote}

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

{start
hypertext}http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html{end
hypertext}

シスコのサポートWebサイトで
は、シスコの製品やテクノロ

ジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただける

ように、マニュアルやツールを

はじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情

報や技術情報を入手するため

に、Cisco Notification Service
（Field Noticeからアクセス）、
Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple
Syndication（RSS）フィードな
どの各種サービスに加入できま

す。

シスコのサポートWebサイトの
ツールにアクセスする際は、

Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

MPLSレイヤ 2 VPNの設定に関する機能情報
「{start cross reference}表 17-2{end cross reference}」に、このモジュールで説明した機能をリス
ト表示し、特定の設定情報へのリンクを示します。Cisco IOSリリース 3.6.0S以降のリリース
で導入または変更された機能のみが表に記載されています。
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ご使用の Cisco IOSソフトウェアリリースによっては、コマンドの中に一部使用できないもの
があります。特定のコマンドに関するリリース情報については、対応するコマンドリファレン

スマニュアルを参照してください。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフ
トウェアリリース、機能セット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOSおよび
Cisco Catalystオペレーティングシステムソフトウェアイメージを確認できます。Cisco Feature
Navigatorにアクセスするには、{start hypertext}http://www.cisco.com/go/cfn{end hypertext}に進
みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 42 : MPLSレイヤ 2 VPNの設定に関する機能情報

機能情報リ

リー

ス

機能名

フレームリレー/ATM間ブリッジ型インターワーキング機能により、
それぞれ異なる PEルータに接続したフレームリレー接続（VC）と
ATM接続 VCの間で相互運用が可能になります。ブリッジ型（イー
サネット）インターワーキングメカニズムに対応するブリッジ型カ

プセル化を使用します。イーサネットフレームは、EthernetoverMPLS
（EoMPLS）を使用したMPLSネットワークを通じて転送されます。

Cisco IOS XEリリース 3.6.0Sで、この機能が Cisco ASR 1000シリー
ズアグリゲーションサービスルータに導入されました。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してください。

• {start cross reference}フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブ
リッジ型インターワーキング{end cross reference}

• {start cross reference}フレームリレー DLCI/ATM AAL5SNAP間ブ
リッジ型インターワーキングの設定{end cross reference}

3.6.0Sフレームリ

レー/ATM間ブ
リッジ型イン

ターワーキング
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機能情報リ

リー

ス

機能名

ASR 1000機能のGEC（VPWS）でのXconnectサポートにより、サー
ビスプロバイダーは、単一の統合されたパケットベースネットワー

クインフラストラクチャ（Cisco MPLSネットワーク）を使用するこ
とで、既存のデータリンクレイヤ（レイヤ2）ネットワークとカスタ
マーサイトの接続を提供できます。さまざまなネットワーク管理環

境による別々のネットワークに代わり、サービスプロバイダーは、

MPLSバックボーン上でレイヤ2接続を提供することが可能になりま
す。

Cisco IOS XEリリース 3.6.0Sで、この機能が Cisco ASR 1000シリー
ズアグリゲーションサービスルータに導入されました。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してください。

• {start cross reference}仮想プライベートワイヤサービス用ギガビッ
ト EtherChannel{end cross reference}

• {start cross reference}仮想プライベートワイヤサービス用ギガビッ
ト EtherChannelの設定{end cross reference}

3.6.0SASR 1000の
GEC（VPWS）
での xconnectの
サポート

リバースL2GP（R-L2GP）は、L2GPのバリエーションです。R-L2GP
の場合、R-L2GPの疑似情報は、uPEではなく nPEによって送信され
ます。R-L2GPは、nPEの各リングアクセスポートで静的な事前設定
された BPDUを送信して、プロトコルのアクセスごとのリングイン
スタンス化を促進するメカニズムを提供します。R-L2GPを使用する
と、マルチインスタンススパニングツリープロトコル（MST）を
実行する複数の独立したアクセスネットワークが冗長PEのペアに接
続する場合に、PEがMSTを実行する負荷を回避できます。この設
定を可能にするため、nPEのペアは、それらが次のいずれかのよう
に見える方法を使用して、アクセスリングポートで BPDUを送信す
るようにプログラムされます。

•ルートブリッジ自体（ブリッジ ID/優先順位が最も低いブリッ
ジ）。

•ブリッジ ID/優先順位が 2番目に低く、ルートへのコストパスが
0のブリッジ。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してください。

• {start cross reference}リバースレイヤ 2ゲートウェイプロトコル
{end cross reference}

• {start cross reference}R-L2GPの設定{end cross reference}

3.8.0Sリバースレイヤ

2ゲートウェイ
プロトコル
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機能情報リ

リー

ス

機能名

High-Level Data Link Control（HDLC）-Ethernet over MPLSは、Any
Transport over MPLS（AToM）ソリューションの一部です。HDLCと
イーサネットは、AToMアーキテクチャを利用する 2つのリンクレ
イヤトランスポートシステムです。この機能では、これら 2つのト
ランスポートシステムが AToMフレームワークを使用して相互に通
信する方法について説明します。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してください。

• {start cross reference}High-Level Data Link Control-Ethernetインター
ワーキング{end cross reference}

• {start cross reference}HDLC-Ethernetインターワーキングの設定
{end cross reference}

3.13.0SHDLC-Ethernet
インターワーキ

ング

用語集
ATM：非同期転送モード。スイッチドネットワークを介して固定長パケットを送信するデー
タ転送メソッド。このメソッドは、パケットを高レートで確実に配信できるため、音声、ビデ

オ、およびデータの伝送に適しています。

AToM：Any Transport over MPLS。AToMは、MPLSバックボーン上でレイヤ 2トラフィックを
転送するためのソリューションです。AToMにより、サービスプロバイダーは、単一の統合さ
れたパケットベースネットワークインフラストラクチャ（Cisco MPLSネットワーク）を使用
することで、既存のデータリンクレイヤ（レイヤ 2）ネットワークとカスタマーサイトの接続
を提供できます。別々のネットワーク管理環境による別々のネットワークに代わり、サービス

プロバイダーは、MPLSバックボーン上でレイヤ 2接続を提供することが可能になります。

Dot1q：IEEE 802.1Qは、イーサネットネットワークで仮想LAN（VLAN）をサポートするネッ
トワーキング標準規格です。この標準規格では、イーサネットフレームの VLANタギングの
システムと、そのようなフレームを処理するブリッジおよびスイッチで使用される付随的手順

が定義されています。

EoMPLS：Ethernet over MPLS。このテクノロジーでは、既存のMPLSバックボーンネットワー
クを活用して、お客様のサイトへのイーサネット接続に基づいて透過的 LANサービスを提供
します。

GEC：Gigabit EtherChannel。ギガビット/秒単位の伝送レートを実現する高性能なイーサネット
技術です。スイッチ、ルータインターフェイス、およびサーバーの各リンクに、レジリエンス

とロードシェアリング機能を備えた柔軟で拡張可能な帯域幅を提供します。チャネルごとに最

大 8つのリンクをサポートします。

HDLC：High-Level Data Link Control（HDLC）は、国際標準化機構（ISO）によって開発され
た、ビット指向の同期データリンク層プロトコルです。
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MPLS：マルチプロトコルラベルスイッチング。1つのネットワークノードから次のネット
ワークノードにデータを転送し伝送する高性能電気通信ネットワークのメカニズム。MPLSを
使用すると、離れたノード間で仮想リンクを簡単に作成できます。さまざまなネットワークプ

ロトコルのパケットをカプセル化できます。

QinQ：IEEE 802.1adは、IEEE 802.1QinQとして非公式に知られているイーサネットネットワー
キング標準規格であり、IEEE標準規格802.1Q-1998を修正したものです。この技術は、プロバ
イダーブリッジング、スタック VLAN、または単に QinQまたは Q-in-Qとも呼ばれます。

VPLS：仮想プライベート LANサービス。IPおよびMPLSネットワーク経由でイーサネット
ベースのマルチポイントツーマルチポイント通信を提供するメソッド。
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第 21 章

SR-TE優先パスを介した EVPN VPWS

イーサネット VPN仮想プライベートワイヤサービス（EVPN VPWS）の機能により、PEのペ
ア間でEVPNインスタンスを確立するためのシグナリングおよびカプセル化技術が実装されま
す。この拡張により EVPN VPWSが拡張され、preferred path機能を使用して SR-TEポリシー
の仕様がサポートされます。

• SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの機能情報（557ページ）
• SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの制約事項（558ページ）
• SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSに関する情報（558ページ）
• SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの設定方法（558ページ）
• SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの確認 （560ページ）

SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 43 : SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1aSR-TE優先パスを介した EVPN
VPWS
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SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの制約事項
• SRオンデマンドネクストホップ（ODN）ポリシーはサポートされていません。SR静的ポ
リシーのみがサポートされます。

• SRフロー単位ポリシー（PFP）はサポートされていません。SR宛先単位ポリシー（PDP）
のみがサポートされています。

•内部ゲートウェイプロトコル（IGP）は Intermediate System-to-Intermediate system（IS-IS）
です。

SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSに関する情報
EVPN VPWSの機能により、PEのペア間で EVPNインスタンスを確立するためのシグナリン
グおよびカプセル化技術が実装されます。この拡張により、EVPN VPWSは、preferred path
機能を使用して SR-TEポリシーの仕様をサポートできるようになります。この機能には、優
先パスがダウンした場合に代替パスにフォールバックするデフォルトの動作を無効にする

fallback disableオプションが含まれています。

次の図にアーキテクチャを示します。

図 17 : SR-TEアーキテクチャを介した EVPN VPWS

SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの設定方法
次のセクションでは、SR-TE優先パスを介したEVPN VPWSの設定に関連するタスクについて
説明します。
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SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの設定
次の例は、設定された SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSを有効にする方法を示していま
す。

l2vpn evpn instance 100 point-to-point
rd 100:100
route-target export 100:100
route-target import 100:100
!
vpws context vc100
preferred-path segment-routing traffic-eng policy p-100
service target 100 source 100

interface GigabitEthernet0/0/3
service instance 100 ethernet
encapsulation dot1q 100

フォールバックの無効化とSR-TE優先パスを介したEVPN VPWSの設定
fallback disableコマンドは、優先パスの SRポリシーがダウンした場合に、デバイスがデフォ
ルトのパスを使用しないようにします。

l2vpn evpn instance 100 point-to-point
rd 100:100
route-target export 100:100
route-target import 100:100
vpws context vc100
service target 100 source 100
member GigabitEthernet0/0/3 service-instance 100
preferred-path segment-routing traffic-eng policy p-100 disable-fallback

SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSからのフォールバックの無効化の
削除

次の例は、SR-TE優先パスを介したEVPN VPWSでフォールバックの無効化のオプションを削
除する方法を示しています。

l2vpn evpn instance 100 point-to-point
vpws context vc100
preferred-path segment-routing traffic-eng policy p-100

SR-TE優先パス設定を介した EVPN VPWSの無効化
次の例は、SR-TE優先パス設定を介した EVPN VPWSを無効にする方法を示しています。

l2vpn evpn instance 100 point-to-point
vpws context vc100
no preferred-path segment-routing traffic-eng policy p-100 disable-fallback
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SR-TE優先パスを介した EVPN VPWSの確認
次の出力例は、SR-TE優先パスを介したEVPN VPWSとフォールバックの無効化の設定を確認
する方法を示しています。

•次に、SR-TE優先パスを介した EVPN VPWS設定を示す出力例を示します。

device# show l2vpn evpn vpws VC ID 100 detail
EVPN name: vc100, state: up, type: point-to-point
EVPN ID: 100
VPWS Service Instance ID: Source 1, Target 2
Labels: Local 17, Remote 17
Next Hop Address: 6.6.6.6
Associated member interface Gi0/0/3 up, Gi0/0/3:3000 status is up
Output interface: Tu65536, imposed label stack {16016 17}
Preferred path: active
Default path: ready

device# show l2vpn evpn vpws vc preferred-path
Tunnel EVPN ID Source Target Name Status
------------- ------ -------- -------- -------- ----------
Tunnel65536 100 1 2 vc100 up

•次に、フォールバックが無効になっている SR-TE優先パスを介した EVPN VPWS設定を
示す出力例を示します。

device# show l2vpn evpn vpws VC ID 100 detail
EVPN name: vc100, state: up, type: point-to-point
EVPN ID: 100
VPWS Service Instance ID: Source 1, Target 2
Labels: Local 17, Remote 17
Next Hop Address: 6.6.6.6
Associated member interface Gi0/0/3 up, Gi0/0/3:3000 status is up
Output interface: Tu65536, imposed label stack {16016 17}
Preferred path: active
Default path: disabled

Dataplane:
SSM segment/switch IDs: 25037/12290 (used), PWID: 1
Rx Counters
1241 input transit packets, 463266 bytes
0 drops
Tx Counters
828 output transit packets, 402840 bytes
0 drops
24 VC FSM state transitions, Last 10 shown
DpUp: Act -> Est, Mon Sep 06 23:32:43.809 (2w2d ago)
RemDn: Est -> RemWait, Mon Sep 06 23:32:43.809 (2w2d ago)
RemUp: RemWait -> Act, Mon Sep 06 23:32:43.816 (2w2d ago)
DpUp: Act -> Est, Mon Sep 06 23:32:43.816 (2w2d ago)
DpDn: Est -> Act, Mon Sep 06 23:35:57.944 (2w2d ago)
DpUp: Act -> Est, Mon Sep 06 23:43:50.071 (2w2d ago)
DpDn: Est -> Act, Mon Sep 06 23:46:15.361 (2w2d ago)
DpUp: Act -> Est, Mon Sep 06 23:54:11.508 (2w2d ago)
DpDn: Est -> Act, Tue Sep 07 00:00:11.248 (2w2d ago)
DpUp: Act -> Est, Tue Sep 07 00:06:27.355 (2w2d ago)

•次に、フォールバックの無効化のオプションが削除された、SR-TE優先パスを介したEVPN
VPWS設定を示す出力例を示します。
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device# show l2vpn evpn vpws VC ID 100 detail
EVPN name: vc100, state: up, type: point-to-point
EVPN ID: 100
VPWS Service Instance ID: Source 1, Target 2
Labels: Local 17, Remote 17
Next Hop Address: 6.6.6.6
Associated member interface Gi0/0/3 up, Gi0/0/3:3000 status is up
Output interface: Tu65536, imposed label stack {16016 17}
Preferred path: active
Default path: ready

•次に、SR-TE優先パスを介したEVPN VPWS設定が無効になっている出力例を示します。

device# show l2vpn evpn vpws VC ID 100 detail
EVPN name: vc100, state: up, type: point-to-point
EVPN ID: 100
VPWS Service Instance ID: Source 1, Target 2
Labels: Local 17, Remote 17
Next Hop Address: 6.6.6.6
Associated member interface Gi0/0/3 up, Gi0/0/3:3000 status is up
Output interface: Gi0/0/0, imposed label stack {16 16}
Preferred path: not configured
Default path: active
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第 22 章

REST APIによる管理の有効化

•はじめに（563ページ）
•インストールの概要（563ページ）
• Cisco IOS XE CLIを使用した REST APIサポートの有効化（564ページ）

はじめに
Cisco IOS XE CLIを使用してルータ上で選択した機能を設定し管理する代わりに、Cisco IOS
XE REST APIを使用して Cisco ASR 1001-XおよびASR 1002-Xを管理できます。この章では、
これらの Cisco ASRルータを設定して、REST APIを使用した管理を有効にする方法について
説明します。REST APIの使用の詳細については、『{start cross reference}Cisco IOS XE REST
API Management Reference Guide{end cross reference}』[英語]を参照してください。

インストールの概要
Cisco IOS XE REST APIのインストールには、次の一般的な手順が含まれます。

1. Cisco.comから OVAパッケージをダウンロードします。

1. シスコルータ製品ページから、Cisco CSR 1000Vクラウドサービスルータ製品ページに
移動します。{start
hypertext}http://www.cisco.com/c/en/us/products/routers/cloud-services-router-1000v-series/index.html{end
hypertext} [英語]

2. [Download Software]リンクをクリックします。
3. Cisco IOS XEリリースパッケージを選択し、ソフトウェアのダウンロード手順に従い
ます。

2. ASRプラットフォームに REST API OVAをインストールします。
3. ASRプラットフォームで REST APIを有効にします。
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Cisco IOS XE CLIを使用した REST APIサポートの有効化

REST APIサポートのためのデータプレーンデュアル管理インターフェ
イスの設定

Cisco IOS XE 3.16以降では、管理コンテナの IPアドレスを次のいずれかに関連付けることが
できます。

•データプレーンインターフェイス（以下の手順を参照）

または

•管理プレーンインターフェイス（「{start cross reference}REST APIサポートのための管理
プレーンデュアル管理インターフェイスの設定{end cross reference}」を参照）

設定に関する注意事項

{start blocklabel}ルータ管理インターフェイスのサブネットの管理コンテナ IPアドレス{end
blocklabel}

ルータの管理インターフェイスに関連付ける管理コンテナの IPアドレスを割り当てるには、
管理コンテナに設定されている IPアドレスがルータの管理インターフェイスと同じサブネッ
ト内にあることを確認します。次に例を示します。

管理コンテナの IPアドレス：192.168.5.225

ルータ管理インターフェイス：192.168.5.224

{start blocklabel}ゲートウェイポート、管理インターフェイス、および IPアドレスの設定順序
{end blocklabel}

次の順序で管理コンテナの詳細を設定します。

1. vNICゲートウェイポート（vnic gateway virtualportgroup0）

2. ゲスト IPアドレス

ゲスト IPアドレスの後に vNIC管理インターフェイス（vnic management GigabitEthernet0）を
設定できます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface GigabitEthernetx
4. ip address ipv4-addr subnet-mask

5. no shutdown
6. exit
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7. interface virtualportgroup virtualportgroup-number

8. configure terminal
9. interface virtualportgroup 0
10. ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
11. exit
12. ip route ipv4-address ipv4-subnet-mask VirtualPortGroup0
13. exit
14. ip unnumbered GigabitEthernetx
15. no shutdown
16. exit
17. virtual-service csr_mgmt
18. vnic gateway virtualportgroup virtualportgroup_number

19. guest ip address remote-mgmt-ipv4-addr

20. exit
21. vnic management GigabitEthernet0
22. exit
23. activate
24. end
25. ip route ipaddress subnetmask virtualportgroup virtualportgroupnumber

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

xで指定されたインターフェイスのインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface GigabitEthernetx

例：

ステップ 3

GigabitEthernetの範囲はプラットフォームによって
異なります。

Router(config)# interface gigabitethernet1

管理インターフェイスのIPアドレスを設定します。ip address ipv4-addr subnet-mask

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip address 198.51.100.235
255.255.255.128
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目的コマンドまたはアクション

管理インターフェイスを有効にします。no shutdown

例：

ステップ 5

Router(config-if)# no shutdown

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config-if)# exit

仮想ポートグループを作成し、仮想ポートグルー

プインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface virtualportgroup virtualportgroup-number

例：

Router(config)# interface virtualportgroup 0

ステップ 7

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：

ステップ 8

Router(config)# configure terminal

仮想ポートグループを作成し、仮想ポートグルー

プインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface virtualportgroup 0

例：

Router(config)# interface virtualportgroup 0

ステップ 9

明示的な IPアドレスをインターフェイスに割り当
てずにインターフェイス上の IP処理を有効にしま
す。

ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0

例：

Router(config)# ip unnumbered
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 10

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 11

Router(config)# exit

仮想ポートグループにマッピングする IPルートを
作成します。guest ip addressコマンドを使用して設
定したものと同じ IPアドレスを使用します。

ip route ipv4-address ipv4-subnet-mask
VirtualPortGroup0

例：

ステップ 12

Router# ip route 198.51.100.108 255.255.255.255
VirtualPortGroup0

コンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

ステップ 13

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
566

REST APIによる管理の有効化

設定に関する注意事項



目的コマンドまたはアクション

Router# exit

明示的な IPアドレスをインターフェイスに割り当
てずにインターフェイス上の IP処理を有効にしま
す。

ip unnumbered GigabitEthernetx

例：

router(config-if)# ip unnumbered gigabitethernet1

ステップ 14

仮想ポートグループインターフェイスを有効にし

ます。

no shutdown

例：

ステップ 15

router(config-if)# no shutdown

仮想ポートグループインターフェイスモードを終

了します。

exit

例：

ステップ 16

router(config-if)# exit

仮想サービスコンテナを設定し、仮想サービスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

virtual-service csr_mgmt

例：

ステップ 17

router(config)# virtual-service csr_mgmt

仮想サービスコンテナ用のvNICゲートウェイイン
ターフェイスを作成し、仮想ポートグループにマッ

ピングします。

vnic gateway virtualportgroup virtualportgroup_number

例：

router(config-virt-serv)# vnic gateway
virtualportgroup 0

ステップ 18

仮想サービスコンテナの vNICゲートウェイイン
ターフェイスのリモート管理 IPアドレスを設定し
ます。

guest ip address remote-mgmt-ipv4-addr

例：

router(config-virt-serv-intf)# guest ip address
198.51.100.236

ステップ 19

仮想サービスインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、仮想サービスコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

router(config-virt-serv-intf)# exit

ステップ 20

（Cisco IOS XE 3.16S以降のみ）vnic management GigabitEthernet0

例：

ステップ 21

Cisco IOS XE 3.16S以降では、2つの vNICインター
フェイスを設定する必要があります。

router(config-virt-serv)# vnic management
GigabitEthernet0 • vNICゲートウェイ

• vNIC管理

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
567

REST APIによる管理の有効化

設定に関する注意事項



目的コマンドまたはアクション

vNIC管理モードを終了します。exit

例：

ステップ 22

router(config-virt-serv-vnic)# exit

csr_mgmt仮想サービスコンテナをアクティブにし
ます。

activate

例：

ステップ 23

router(config-virt-serv-vnic)# activate

仮想サービスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

end

例：

router(config-virt-serv)# end

ステップ 24

仮想ポートグループにマッピングする IPルートを
作成します。 guest ip addressコマンドを使用して
設定したものと同じ IPアドレスを使用します。

ip route ipaddress subnetmask virtualportgroup
virtualportgroupnumber

例：

ステップ 25

router(config)# ip route 198.51.100.236
255.255.255.255 VirtualPortGroup0

REST APIサポートのための管理プレーンデュアル管理インターフェイ
スの設定

Cisco IOS XE 3.16以降では、管理コンテナの IPアドレスを次のいずれかに関連付けることが
できます。

•管理プレーンインターフェイス（以下の手順を参照）

または

•データプレーンインターフェイス（「{start cross reference}REST APIサポートのための管
理プレーンデュアル管理インターフェイスの設定{end cross reference}」を参照）

設定に関する注意事項

{start blocklabel}ルータ管理インターフェイスのサブネットの管理コンテナ IPアドレス{end
blocklabel}

ルータの管理インターフェイスに関連付ける管理コンテナの IPアドレスを割り当てるには、
管理コンテナに設定されている IPアドレスがルータの管理インターフェイスと同じサブネッ
ト内にあることを確認します。次に例を示します。

管理コンテナの IPアドレス：192.168.5.225
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ルータ管理インターフェイス：192.168.5.224

{start blocklabel}ゲートウェイポート、管理インターフェイス、および IPアドレスの設定順序
{end blocklabel}

次の順序で管理コンテナの詳細を設定します。

1. vNICゲートウェイポート（vnic gateway virtualportgroup0）

2. vNIC管理インターフェイス（vNIC management GigabitEthernet0）

3. ゲスト IPアドレス

データプレーンインターフェイスを使用する関連手順とは異なり、この場合は、ゲスト IPア
ドレスを設定する前に vNIC管理インターフェイスを設定する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface GigabitEthernetx
4. ip address ipv4-addr subnet-mask

5. no shutdown
6. exit
7. interface virtualportgroup virtualportgroup-number

8. configure terminal
9. interface virtualportgroup 0
10. ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
11. exit
12. ip unnumbered GigabitEthernetx
13. no shutdown
14. exit
15. virtual-service csr_mgmt
16. vnic gateway virtualportgroup virtualportgroup_number

17. exit
18. vnic management GigabitEthernet0
19. guest ip address guest-mgmt-ipv4-address

20. exit
21. activate
22. end
23. ip route ipaddress subnetmask virtualportgroup virtualportgroupnumber

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

xで指定されたインターフェイスのインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface GigabitEthernetx

例：

ステップ 3

GigabitEthernetの範囲はプラットフォームによって
異なります。

Router(config)# interface gigabitethernet1

管理インターフェイスのIPアドレスを設定します。ip address ipv4-addr subnet-mask

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip address 198.51.100.235
255.255.255.128

管理インターフェイスを有効にします。no shutdown

例：

ステップ 5

Router(config-if)# no shutdown

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config-if)# exit

仮想ポートグループを作成し、仮想ポートグルー

プインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface virtualportgroup virtualportgroup-number

例：

Router(config)# interface virtualportgroup 0

ステップ 7

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：

ステップ 8

Router(config)# configure terminal

仮想ポートグループを作成し、仮想ポートグルー

プインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface virtualportgroup 0

例：

Router(config)# interface virtualportgroup 0

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

明示的な IPアドレスをインターフェイスに割り当
てずにインターフェイス上の IP処理を有効にしま
す。

ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0

例：

Router(config)# ip unnumbered
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 10

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 11

Router(config)# exit

明示的な IPアドレスをインターフェイスに割り当
てずにインターフェイス上の IP処理を有効にしま
す。

ip unnumbered GigabitEthernetx

例：

router(config-if)# ip unnumbered gigabitethernet1

ステップ 12

仮想ポートグループインターフェイスを有効にし

ます。

no shutdown

例：

ステップ 13

router(config-if)# no shutdown

仮想ポートグループインターフェイスモードを終

了します。

exit

例：

ステップ 14

router(config-if)# exit

仮想サービスコンテナを設定し、仮想サービスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

virtual-service csr_mgmt

例：

ステップ 15

router(config)# virtual-service csr_mgmt

仮想サービスコンテナ用のvNICゲートウェイイン
ターフェイスを作成し、仮想ポートグループにマッ

ピングします。

vnic gateway virtualportgroup virtualportgroup_number

例：

router(config-virt-serv)# vnic gateway
virtualportgroup 0

ステップ 16

仮想サービスインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、仮想サービスコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

router(config-virt-serv-intf)# exit

ステップ 17

（Cisco IOS XE 3.16S以降のみ）vnic management GigabitEthernet0

例：

ステップ 18

Cisco IOS XE 3.16S以降では、2つの vNICインター
フェイスを設定する必要があります。

router(config-virt-serv)# vnic management
GigabitEthernet0
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目的コマンドまたはアクション

• vNICゲートウェイ

• vNIC管理

仮想サービスコンテナの vNICゲートウェイイン
ターフェイスのリモート管理 IPアドレスを設定し
ます。

guest ip address guest-mgmt-ipv4-address

例：

guest ip address 198.51.100.225

ステップ 19

vNIC管理モードを終了します。exit

例：

ステップ 20

router(config-virt-serv-vnic)# exit

csr_mgmt仮想サービスコンテナをアクティブにし
ます。

activate

例：

ステップ 21

router(config-virt-serv)# activate

仮想サービスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

end

例：

router(config-virt-serv)# end

ステップ 22

仮想ポートグループにマッピングする IPルートを
作成します。 guest ip addressコマンドを使用して
設定したものと同じ IPアドレスを使用します。

ip route ipaddress subnetmask virtualportgroup
virtualportgroupnumber

例：

ステップ 23

router(config)# ip route 198.51.100.236
255.255.255.255 VirtualPortGroup0

REST APIローカルポートと自動保存オプションの設定
Cisco IOS XEリリース 3.13S以降では、REST APIローカルポートと自動保存オプションを設
定できます。

手順の概要

1. remote-management
2. restful-api local-port local-port-number

3. restful-api autosave間隔
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

リモート管理コンフィギュレーションモードを開始

します。

remote-management

例：

ステップ 1

router(config)# remote-management

REST APIローカルポート番号を設定します。有効
な範囲は、REST API仮想サービスコンテナが管理

restful-api local-port local-port-number

例：

ステップ 2

インターフェイスと同じ IPアドレスを使用するか、
別の IPアドレスを使用するかによって異なります。router(cfg-remote-mgmt)# restful-api local-port

55443
•デュアル管理インターフェイスが設定されてい
る場合の有効な範囲は 1～ 61000です。

•共有管理インターフェイスが設定されている場
合の有効な範囲は 55001～ 61000です。

どちらの場合も、デフォルト値は 55443です。

REST APIの自動保存間隔を設定します。範囲は 30
～ 300秒で、デフォルトは 30秒です。

restful-api autosave間隔

例：

ステップ 3

Router(cfg-remote-mgmt)# restful-api autosave 60

ONEPの設定
オープンネットワーク環境プログラミングインターフェイス（ONEP）は、Cisco IOSおよび
RESTAPIのサービスセットを定義するために使用されます。次の手順でONEPを設定します。

手順の概要

1. conf t
2. onep
3. service set vty
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。conf t

例：

ステップ 1

asr1k#conf t

例：
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目的コマンドまたはアクション

Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.

ONEPモードを開始します。onep

例：

ステップ 2

asr1k(config)#onep

VTYサービスセットを選択します。service set vty

例：

ステップ 3

asr1k(config-onep)#service set vty

ONEPモードを終了します。end

例：

ステップ 4

asr1k(config-onep)#end

例：

asr1k#

REST APIサポートの無効化
REST APIのサポートはデフォルトで有効になっています。次の手順で REST APIを無効にし
ます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. remote-management
4. no restful-api
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

router# configure terminal

リモート管理コンフィギュレーションモードを開始

します。

remote-management

例：

ステップ 3

router(config)# remote-management

REST APIのサポートを無効にします。no restful-api

例：

ステップ 4

router(cfg-remote-mgmt)# no restful-api

リモート管理コンフィギュレーションモードを終了

し、コンフィギュレーションモードを開始します。

end

例：

ステップ 5

router(cfg-remote-mgmt)# end

次のタスク

no restful-apiコマンドを使用して REST APIサポートを無効にすると、REST APIの PUT、
POST、およびDELETE操作が無効になります。ただし、GET操作は引き続き使用できます。

（注）

REST APIコンテナステータスの表示
show virtual-service detailコマンドを使用して、REST APIコンテナのステータスを表示しま
す。
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第 23 章

LSM-MLDPベースMVPNのサポート

初版：2012年 11月 28日

ラベルスイッチドマルチキャスト（LSM）機能は、マルチプロトコルラベルスイッチング
（MPLS）ネットワークでの IPv4および IPv6マルチキャストトラフィックをサポートします。
この機能は、基本的なMPLSインフラストラクチャに基づいており、MPLSクラウドを介した
IPマルチキャストトラフィックをサポートします。LSM機能により、サービスプロバイダー
は既存のMPLSバックボーンネットワークをマルチキャストサービス用に拡張できます。デ
フォルトでは、MPLSはパケットごとにインラベルに対応するアウトラベルを作成します。
LSMは、前述の機能を拡張して、単一のインラベルに対して複数のアウトラベルを作成しま
す。

LSMサービスには、ポイントツーマルチポイント（P2MP）およびマルチポイントツーマル
チポイント（MP2MP）パケット転送が含まれます。P2MPパケット転送は、ResourceReservation
Protocol（RSVP）P2MP -トラフィックエンジニアリング（P2MP-TE）、またはマルチキャス
トラベル配布プロトコル（MLDP）ベースのマルチキャストVPN（MVPN）のいずれかを使用
して導入できます。MP2MPパケット転送は、MLDPベースMVPNを介してのみ導入できま
す。

パケットは、次の 3種類のルータを介して転送されます。

•ヘッドエンドルータ：IPパケットを 1つ以上のラベルを使用してカプセル化します。
•ミッドポイントルータ：インラベルをアウトラベルに置き換えます。
•テールエンドルータ：パケットからラベルを削除します。

•制約事項および使用上の注意事項（577ページ）
• LSM-MLDPベースMVPNのサポートの設定 （579ページ）
• MLDP MVPNの設定例（609ページ）
• LSM MLDPベースMVPNのサポートの障害対応 （641ページ）
• MVPN MLDP over GRE （641ページ）

制約事項および使用上の注意事項
LSM-MLDPベースMVPNのサポートを設定する際は、次の制約事項および使用上の注意事項
に従ってください。
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•ヘッドエンドルータは、同じ物理インターフェイス上の異なるトンネルに属する複数のサ
ブラベルスイッチドパス（subLSP）をサポートしません。

• RSVP-TEベースの LSMはサポートされません。MLDPベースの LSMのみがサポートさ
れます。

•プロセスレベルのソフトウェア転送はサポートされません。

• RosenモデルMLDPは、グローバルコンフィギュレーションモードではサポートされま
せん。ただし、MLDPインバンドシグナリングは、グローバルコンフィギュレーション
モードでサポートされます。

• MLDPベースMVPNの拡張に関する考慮事項は次のとおりです。

•各 PEでサポートされるマルチキャスト仮想ルート転送（MVRF）の最大数は 600で
す。

•各 PEでサポートされる m-routeの最大数は 200,000です。

•サポートされる OIFの最大数は 1000です。

•各 PEでサポートされるMLDP入力ラベル（ローカルラベル）の最大数は 100,000で
す。

•各 PEでサポートされるMLDP出力ラベル（リモートラベル）の最大数は 100,000で
す。

• MDTごとの PEルータの PEまたは Pネイバーの最大数は 32、MDTごとの Pルータ
の PEまたは Pネイバーの最大数は 33です。

•サポートされているコンテンツグループモードは、Protocol Independent Multicast（PIM）
スパースモード（PIM-SM）および Source Specific Multicast（SSM）トラフィックです。

•サポートされていないコンテンツグループモードは、PIMデンスモード（PIM-DM）およ
び双方向 PIM（Bidir-PIM）トラフィックです。

• PIMスパースコンテンツグループモードは、PEルータの裏側（CE上）で RPが設定さ
れている場合にサポートされます。RPと送信元ルータは、同じ RPFインターフェイスを
持つ同じ VRFおよび PEサイトに存在する必要があります。

•エクストラネットのコンテキストでのRPFルックアップでは、ip multicast rpf selectコマン
ドのみが設定でサポートされています。

• MLDPは、FRRTEを使用したリンク保護のみを提供します。シングルホップのみがMLDP
TEでサポートされます。ただし、バックアップパスには複数のホップを設定できます。

• MLDPを使用して高速再ルーティングによるRSVP-TEを設定する場合は、着信トラフィッ
クと発信トラフィックの各方向に単方向トンネルが設定されていることを確認します。
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LSM-MLDPベースMVPNのサポートの設定
LSM-MLDPベースMVPNの展開では、デフォルトのマルチキャスト配信ツリー（MDT）と 1
つ以上のデータMDTを設定する必要があります。

各マルチキャストドメインに対してデフォルトのスタティックMDTが確立されます。デフォ
ルトMDTは、PEルータが使用するパスを定義し、マルチキャストドメインにある他の PE
ルータに、マルチキャストデータと制御メッセージを送信します。デフォルトMDTは、単一
のMP2MP LSPを使用してコアネットワークに作成されます。

MLDPベースMVPNでは、高帯域幅の送信用にデータMDTの動的な作成もサポートされま
す。レートの高いデータソースの場合、ストリームに含まれない PEへの帯域幅が浪費されな
いよう、デフォルトMDTからのトラフィックをオフロードするために、P2MP LSPを使用し
てデータMDTが構築されます。イントラネットとエクストラネットの両方にMLDP MVPNを
設定できます。

MLDPベースMVPNを設定する前に、コア側のインターフェイスでMPLSが有効になってい
ることを確認します。MPLSの設定については、『{start cross reference}Cisco IOS Multiprotocol
Label Switching Configuration Guide{end cross reference}』[英語]を参照してください。また、コ
アルータでBGPおよび内部ゲートウェイプロトコル（OSPFまたは ISIS）が有効になっている
ことを確認します。

（注）

MLDP MVPNイントラネットサービスの設定
イントラネット用のMLDP MVPNを設定するには、次の手順を実行します。

• MPLS MLDPのイネーブル化

• MVPNルーティング/転送インスタンスの設定

• VRFエントリの設定

•ルート識別子の設定

• VPN IDの設定

•ルートターゲット拡張コミュニティの設定

•デフォルトMDTの設定

•データMDTの設定（任意）

• BGP MDTアドレスファミリの設定

• BGP vpnv4アドレスファミリの設定

• BGP VRFアドレスファミリの設定
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• VRFの PIM SM/SSMモードの設定

MVPNのMDTピアリングセッションを確立するために PEルータでMDTおよび vpnv4アドレ
スファミリセッションを設定する方法については、「{start cross reference}マルチキャストVPN
での BGPのMDTアドレスファミリの設定{end cross reference}」を参照してください。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. mpls MLDP
4. vrf definition vrf-name
5. rd route-distinguisher
6. vpn id vpn-id
7. route-target import route-target-ext-community
8. route-target export route-target-ext-community

9. mdt default mpls MLDP root-node

10. mdt data mpls MLDP numberofdataMDTs
11. mdt data threshold bandwidth
12. exit
13. ip multicast-routing vrf vrf-name distributed
14. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

MPLS MLDPのサポートを有効にします。mpls MLDP

例：

ステップ 3

mpls MLDPコマンドはデフォルトで設定さ
れています。MPLS MLDPを無効にするに
は、no mpls MLDPコマンドを使用します。

（注）

Router(config)# mpls MLDP
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目的コマンドまたはアクション

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュレーション
モードを開始することにより、VPNルーティング
インスタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Router(config)# ip vrf blue

ステップ 4

vrf-name引数は、VRFに割り当てる名前です。

ルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま

す。VPNプレフィックスを作成するために、
rd route-distinguisher

例：

ステップ 5

route-distinguisher引数を指定して、8バイト値を追
加します。Router(config-vrf)# rd 10:3

route-distinguisherの値は、次のいずれかの形式で入
力できます。

• 16ビット自律システム番号：16ビット数。た
とえば、101:3と指定します。

• 32ビット IPアドレス：32ビット数。たとえ
ば、192.168.122.15:1と指定します。

VRFでの VPN識別子を設定または更新します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 6

Router(config-vrf)# vpn id 10:3

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 7

• importキーワードを使用すると、ターゲット
VPN拡張コミュニティからルーティング情報
がインポートされます。

Router(config-vrf)# route-target import 10:3

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 8

• exportキーワードを使用すると、ルーティング
情報がターゲット VPN拡張コミュニティから
エクスポートされます。

Router(config-vrf)# route-target export 10:3

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと
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目的コマンドまたはアクション

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRF用のMLDP MDTを設定します。ルートノード
には、プロバイダーネットワーク内の任意のルータ

mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 9

（送信元PE、受信側PE、またはコアルータ）上の
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.2

ループバックまたは物理インターフェイスの IPア
ドレスを指定できます。ルートノードアドレスは、

ネットワーク内のすべてのルータから到達可能であ

る必要があります。シグナリングが発生するルータ

は、ルートノードとして機能します。

PEルータが特定のMVRFのマルチキャストトラ
フィックを受信できるようにするには、各 PEルー
タでデフォルトMDTを設定する必要があります。

MPLS MLDPはデフォルトで有効になって
います。無効にするには、no mpls MLDPコ
マンドを使用します。

（注）

LSPVIFトンネルは、mdt default mpls MLDP
root-nodeコマンドの結果として作成されま
す。

（注）

MLDPデータMDPを設定します。mdt data mpls MLDP numberofdataMDTs

例：

ステップ 10

Router(config-vrf)# mdt data mpls MLDP 100

データMDTのしきい値を設定します。mdt data threshold bandwidth

例：

ステップ 11

帯域幅はトラフィックレート（Kb/秒単位）
です。

（注）

Router(config-vrf)# mdt data threshold 20

設定セッションを終了します。exit

例：

ステップ 12

Router(config-vrf)# exit

指定した VRFのマルチキャストルーティングを有
効にします。

ip multicast-routing vrf vrf-name distributed

例：

ステップ 13

Router(config)# ip multicast-routing vrf blue
distributed

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# end

次のタスク

MVPNのMDTピアリングセッションを確立するために PEルータでMDTアドレスファミリ
セッションを設定する方法については、「{start cross reference}マルチキャスト VPNでの BGP
のMDTアドレスファミリの設定{end cross reference}」を参照してください。

（注）

例

次に、イントラネットでMLDP MVPNを設定する例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# mpls MLDP
Router(config)# ip vrf blue
Router(config-vrf)# rd 10:3
Router(config-vrf)# vpn id 10:3
Router(config-vrf)# route-target import 10:3
Router(config-vrf)# route-target export 10:3
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
Router(config-vrf)# mdt data mpls MLDP 100
Router(config-vrf)# mdt data threshold 20
Router(config-vrf)# exit
Router(config)# ip multicast-routing vrf blue distributed
Router(config)# end

確認

LSM-MLDPベースMVPNサポートイントラネット設定を検証するには、次のコマンドを使用
します。

• MLDPネイバーを確認するには、show mpls MLDP neighborsコマンドを使用します。

Router# show mpls MLDP neighbors
MLDP peer ID : 192.0.2.3:0, uptime 00:41:41 Up,
Target Adj : Yes
Session hndl : 2
Upstream count : 2
Branch count : 0
Path count : 1
Path(s) : 192.0.2.3 No LDP Tunnel20
Nhop count : 1
Nhop list : 192.0.2.3
MLDP peer ID : 192.0.2.2:0, uptime 00:17:42 Up,
Target Adj : No
Session hndl : 4
Upstream count : 0
Branch count : 0
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Path count : 1
Path(s) : 192.0.2.3 No LDP Tunnel20
Nhop count : 0

• PIMネイバーを確認するには、show ip pim vrf vrf-name neighborコマンドを使用します。

Router# show ip pim vrf blue neighbor
PIM Neighbor Table
Mode: B - Bidir Capable, DR - Designated Router, N - Default DR Priority,

P - Proxy Capable, S - State Refresh Capable, G - GenID Capable
Neighbor Interface Uptime/Expires Ver DR
Address Prio/Mode
192.0.2.3 Lspvif1 00:06:21/00:01:17 v2 1 / DR S P G

•特定の VRFのマルチキャストルートを確認するには、show ip mroute vrf vrf_name verbose
コマンドを使用します。

Router# show ip mroute vrf blue verbose
IP Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry, E - Extranet,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report,
Z - Multicast Tunnel, z - MDT-data group sender,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group,
V - RD & Vector, v - Vector

Outgoing interface flags: H - Hardware switched, A - Assert winner
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop or VCD, State/Mode
(40.0.0.2, 232.0.1.4), 00:00:16/00:03:13, flags: sT
Incoming interface: GigabitEthernet3/2/1, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Lspvif1, LSM MDT: B0000004 (default), Forward/Sparse, 00:00:16/00:03:13

(*, 224.0.1.40), 00:47:09/00:02:56, RP 0.0.0.0, flags: DPL
Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list: Null

•パケット数を確認するには、show ip mroute vrf vrf_name countコマンドを使用します。

Router# show ip mroute vrf blue count
IP Multicast Statistics
2 routes using 1208 bytes of memory
2 groups, 0.50 average sources per group
Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kilobits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops(OIF-null, rate-limit etc)
Group: 232.0.1.4, Source count: 1, Packets forwarded: 1333, Packets received: 1334
Source: 40.0.0.2/32, Forwarding: 1333/20/46/7, Other: 1334/0/1

Group: 224.0.1.40, Source count: 0, Packets forwarded: 0, Packets received: 0

• MPLS転送を確認するには、show mpls forwarding-tableコマンドを使用します。

Router# show mpls forwarding-table
Local Outgoing Prefix Bytes Label Outgoing Next Hop
Label Label or Tunnel Id Switched interface
16 Pop Label IPv4 VRF[V] 0 aggregate/blue
17 Pop Label IPv4 VRF[V] 0 aggregate/red
18 [T] Pop Label 192.0.2.3/32 0 Tu20 point2point
19 [T] 25 192.0.2.2/32 0 Tu20 point2point
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20 [T] Pop Label 19.0.0.0/24 0 Tu20 point2point
22 [T] No Label [mdt 55:1111 0][V] \9422 aggregate/red
23 [T] No Label [mdt 55:2222 0][V] \9708 aggregate/blue
[T] Forwarding through a LSP tunnel.

View additional labelling info with the 'detail' option

エクストラネットサービス用MLDP MVPNの設定
次のメソッドを使用して、エクストラネットサービス用のMLDP MVPNを設定できます。

•送信側チェーニング（SSC）：送信側ルータでファントム受信者MVRFを設定します。
VRFリバースパスフォワーディング（RPF）ループアップを含むマルチキャストルート
は、送信元 PEで設定する必要があります。

•受信側チェーニング（RSC）：受信側ルータでファントム送信元MVRFを設定します。
VRF RPFループアップを含むマルチキャストルートは、受信者 VRFで設定する必要があ
ります。

SSCを使用したエクストラネット用MLDP MVPNの設定

SSCを使用してMLDP MVPNエクストラネットサポートを設定するには、次の手順を実行し
ます。

•送信元 PEでの受信側MVRFの設定。

•送信元 PEの受信側 VRFでのループバックアドレスの設定。

•送信元 PEの送信元アドレスのフォールバックマルチキャストルートの設定。

• SMモード時における送信元 PEの RPアドレスのフォールバックマルチキャストルート
の設定。

•送信元 PEで設定された受信側VRFのループバック IPに対する受信側 PEでの静的マルチ
キャストルートの設定。

この設定は、次の図に基づいています。PE1ルータでマルチキャストルートを設定します。（注）
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図 18 : MLDPベースMVPNネットワーク

次に、SSCを使用してエクストラネット用のMLDP MVPNを設定する詳細な手順を示します。

{start blocklabel}送信元 PEでの設定：{end blocklabel}

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. vpn id vpn-id
6. route-target import route-target-ext-community
7. route-target export route-target-ext-community
8. mdt default mpls MLDP root-node
9. end
10. interface type instance
11. ip vrf forwarding vrf-name
12. ip address ip-address subnet-mask
13. exit
14. ip multicast [vrf receiver-vrf-name] rpf select {global | vrf source-vrf-name} group-list access-list
15. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRF名引数を割り当て、VRFコンフィギュレーショ
ンモードを開始することにより、VPNルーティン
グインスタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Router(config)# vrf definition blue

ステップ 3

vrf-name引数は、VRFに割り当てる名前です。

ルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま

す。VPNプレフィックスを作成するために、
rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

route-distinguisher引数を指定して、8バイト値を追
加します。Router(config-if)# rd 10:4

route-distinguisherの値は、次のいずれかの形式で入
力できます。

• 16ビット自律システム番号：16ビット数。た
とえば、101:3と指定します。

• 32ビット IPアドレス：32ビット数。たとえ
ば、192.168.122.15:1と指定します。

VRFでの VPN識別子を設定または更新します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 5

Router(config-if)# vpn id 10:4

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 6

• importキーワードを使用すると、ターゲット
VPN拡張コミュニティからルーティング情報
がインポートされます。

Router(config-vrf)# route-target import 10:4

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと
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目的コマンドまたはアクション

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 7

• exportキーワードを使用すると、ルーティング
情報がターゲット VPN拡張コミュニティにエ
クスポートされます。

Router(config-vrf)# route-target export 10:4

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRFに対してMLDPマルチキャスト配信ツリー
（MDT）を設定します。

mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 8

このコマンドによって、LSPVIFトンネルが
作成されます。

（注）
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.2

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 9

Router(config-vrf)# end

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始して、新しいループバックインターフェイ

スの名前を指定します。

interface type instance

例：

Router(config)# interface loopback 3

ステップ 10

VRFインスタンスをインターフェイスまたはサブ
インターフェイスに関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 11

• vrf-nameは、VRFに割り当てる名前です。
Router(config-if)# ip vrf forwarding red

インターフェイス IPアドレスとサブネットマスク
を指定します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 12

• ip-addressでインターフェイスの IPアドレスを
指定します。

Router(config-if)# ip address 192.0.2.1
255.255.255.255

• subnet-maskは、インターフェイスのサブネッ
トマスクを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 13

受信側マルチキャスト VPN（MVPN）ルーティン
グおよび転送（MVRF）インスタンス、グローバル

ip multicast [vrf receiver-vrf-name] rpf select {global |
vrf source-vrf-name} group-list access-list

例：

ステップ 14

ルーティングテーブルで発生するリバースパス

フォワーディング（RPF）ルックアップが、送信元
Router(config)# ip multicast vrf red rpf select
vrf blue

MVRFインスタンスまたはグループアドレスベー
スのグローバルルーティングテーブルで実行され

るように設定します。

オプションの vrfキーワードと recipient-vrf-name引
数は、receiver-vrf-name引数に指定されたVRFで発
生する RPFルックアップにグループベースの VRF
選択ポリシーを適用するために使用されます。オプ

ションの vrfキーワードと receiver-vrf-name引数が
指定されていない場合、グループベースの VRF選
択ポリシーは、グローバルテーブルから発信される

RPFルックアップに適用されます。

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 15

Router(config-vrf)# end

SSCを使用したエクストラネット用MLDP MVPNの設定

{start blocklabel}受信側 PEでの設定：{end blocklabel}

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. vpn id vpn-id
6. route-target import route-target-ext-community
7. route-target export route-target-ext-community
8. mdt default mpls MLDP root-node
9. end
10. interface type instance
11. ip vrf forwarding vrf-name
12. ip address ip-address subnet-mask
13. exit
14. ip mroute vrf receiver_vrf source_address subnet_mask loopback_ip
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15. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュレーション
モードを開始することにより、VPNルーティング
インスタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Router(config)# vrf definition blue

ステップ 3

vrf-name引数は、VRFに割り当てる名前です。

ルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま

す。VPNプレフィックスを作成するために、
rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

route-distinguisher引数を指定して、8バイト値を追
Router(config-if)# rd 10:4 加します。RD値は、次のいずれかの形式で入力で

きます。

• 16ビット自律システム番号：16ビット数。た
とえば、101:3と指定します。

• 32ビット IPアドレス：お客様の 32ビット IP
アドレス。たとえば、192.168.122.15:1と指定
します。

VRFでの VPN識別子を設定または更新します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 5

Router(config-if)# vpn id 10:4

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 6

• importキーワードを使用すると、ターゲット
VPN拡張コミュニティからルーティング情報
がインポートされます。

Router(config-vrf)# route-target import 10:4

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと
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目的コマンドまたはアクション

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 7

• exportキーワードを使用すると、ルーティング
情報がターゲット VPN拡張コミュニティにエ
クスポートされます。

Router(config-vrf)# route-target export 10:4

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRFに対してMLDPマルチキャスト配信ツリー
（MDT）を設定します。

mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 8

このコマンドによって、LSPVIFトンネルが
作成されます。

（注）
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.2

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 9

Router(config-vrf)# end

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始して、新しいループバックインターフェイ

スの名前を指定します。

interface type instance

例：

Router(config)# interface loopback 3

ステップ 10

VRFインスタンスをインターフェイスまたはサブ
インターフェイスに関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 11

• vrf-nameは、VRFに割り当てる名前です。
Router(config-if)# ip vrf forwarding blue

インターフェイス IPアドレスとサブネットマスク
を指定します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 12

• ip-addressでインターフェイスの IPアドレスを
指定します。

Router(config-if)# ip address 192.0.2.3
255.255.255.255

• subnet-maskは、インターフェイスのサブネッ
トマスクを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 13

受信側VRFの送信元アドレスのスタティックマル
チキャストルートを設定します。

ip mroute vrf receiver_vrf source_address subnet_mask
loopback_ip

例：

ステップ 14

loopback ipは、送信元 PEの受信側 VRFで設定さ
れたループバックの IPアドレスです。

Router(config-if)# ip mroute vrf red 40.0.0.0
255.255.255.0 192.0.2.1

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 15

Router(config-vrf)# end

例

次に、SSCを使用してエクストラネットを設定するためのMLDP MVPNの設定例を示します。

{start blocklabel}送信元PEでの設定（RedとBlueの両方のVRFに対するこれらの手順の設定）
{end blocklabel}

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# ip vrf blue
Router(config-if)# rd 10:4
Router(config-if)# vpn id 10:4
Router(config-vrf)# route-target import 10:4
Router(config-vrf)# route-target export 10:4
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
Router(config-vrf)# end
Router(config)# interface loopback 3
Router(config-if)# ip vrf forwarding red
Router(config-if)# ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
Router(config)# ip mroute vrf red 40.0.0.0 255.255.255.0 fallback-lookup vrf blue
Router(config)# ip mroute vrf red 44.44.44.44 255.255.255.0 fallback-lookup vrf blue
Router(config-vrf)# end

{start blocklabel}受信側 PEでの設定{end blocklabel}

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# ip vrf blue
Router(config-if)# rd 10:4
Router(config-if)# vpn id 10:4
Router(config-vrf)# route-target import 10:4
Router(config-vrf)# route-target export 10:4
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
Router(config-vrf)# end
Router(config)# interface loopback 3
Router(config-if)# ip vrf forwarding blue
Router(config-if)# ip address 192.0.2.3 255.255.255.255 Remove
Router(config-if)# ip mroute vrf red 40.0.0.0 255.255.255.0 192.0.2.1
Router(config-vrf)# end
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RSCを使用したエクストラネットサービス用MLDP MVPN

RSCを使用してエクストラネットサービス用にMLDP MVPNを設定するには、次の手順を実
行します。

•受信側 PEで送信元MVRFを設定します。

•受信側 PEでスタティックマルチキャストルートを使用して、MLDPベースMVPNエク
ストラネットをサポートするように RPFを設定します。

PE2ルータと PE3ルータでマルチキャストルートを設定します。（注）

{start blocklabel}送信元 PEでの設定{end blocklabel}

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. vpn id vpn-id
6. route-target import route-target-ext-community
7. route-target export route-target-ext-community
8. mdt default mpls MLDP root-node
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュレーション
モードを開始することにより、VPNルーティングイ
ンスタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Router(config)# ip vrf blue

ステップ 3

vrf-name引数は、VRFに割り当てる名前です。
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目的コマンドまたはアクション

ルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま

す。VPNプレフィックスを作成するために、
rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

route-distinguisher引数を指定して、8バイト値を追
Router(config-if)# rd 10:3 加します。RD値は、次のいずれかの形式で入力で

きます。

• 16ビット自律システム番号：16ビット数。た
とえば、101:3と指定します。

• 32ビット IPアドレス：32ビット数。たとえば、
192.168.122.15:1と指定します。

VRFでの VPN識別子を設定または更新します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 5

Router(config-if)# vpn id 10:3

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作成
します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 6

• importキーワードを使用すると、ターゲット
VPN拡張コミュニティからルーティング情報が
インポートされます。

Router(config-vrf)# route-target import 10:3

• route-target-ext-community引数により、route-target
拡張コミュニティ属性が、インポート、エクス

ポート、または両方（インポートとエクスポー

ト）の route-target拡張コミュニティの VRFリ
ストに追加されます。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作成
します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 7

• exportキーワードを使用すると、ルーティング
情報がターゲット VPN拡張コミュニティにエ
クスポートされます。

Router(config-vrf)# route-target export 10:3

• route-target-ext-community引数により、route-target
拡張コミュニティ属性が、インポート、エクス

ポート、または両方（インポートとエクスポー

ト）の route-target拡張コミュニティの VRFリ
ストに追加されます。

VRFに対してMLDPマルチキャスト配信ツリー
（MDT）を設定します。

mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.2

このコマンドによって、LSPVIFトンネルが
作成されます。

（注）

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 9

Router(config-vrf)# end

RSCを使用したエクストラネットサービス用MLDP MVPNの設定

{start blocklabel}受信側 PEでの設定{end blocklabel}

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. vpn id vpn-id
6. route-target import route-target-ext-community
7. route-target export route-target-ext-community
8. mdt default mpls MLDP root-node
9. ip mroute [vrf receiver-vrf-name] source-address mask {fallback-lookup vrf source-vrf-name}

[distance]
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュレーション
モードを開始することにより、VPNルーティング
インスタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Router(config)# ip vrf blue

ステップ 3

vrf-name引数は、VRFに割り当てる名前です。
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目的コマンドまたはアクション

ルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま

す。VPNプレフィックスを作成するために、
rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

route-distinguisher引数を指定して、8バイト値を追
Router(config-if)# rd 10:3 加します。RD値は、次のいずれかの形式で入力で

きます。

• 16ビット自律システム番号：16ビット数。た
とえば、101:3と指定します。

• 32ビット IPアドレス：32ビット数。たとえ
ば、192.168.122.15:1と指定します。

VRFでの VPN識別子を設定または更新します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 5

Router(config-if)# vpn id 10:3

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 6

• importキーワードを使用すると、ターゲット
VPN拡張コミュニティからルーティング情報
がインポートされます。

Router(config-vrf)# route-target import 10:3

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 7

• exportキーワードを使用すると、ルーティング
情報がターゲット VPN拡張コミュニティにエ
クスポートされます。

Router(config-vrf)# route-target export 10:3

• route-target-ext-community引数により、
route-target拡張コミュニティ属性が、インポー
ト、エクスポート、または両方（インポートと

エクスポート）の route-target拡張コミュニティ
の VRFリストに追加されます。

VRFに対してMLDPマルチキャスト配信ツリー
（MDT）を設定します。

mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.2

このコマンドによって、LSPVIFトンネルが
作成されます。

（注）

レシーバMVRFまたはグローバルルーティング
テーブルで発生する RPFルックアップが、ソース

ip mroute [vrf receiver-vrf-name] source-address mask
{fallback-lookup vrf source-vrf-name} [distance]

例：

ステップ 9

MVRFまたはグループアドレスベースのグローバ
ルルーティングテーブルで解決されるように設定

します。このコマンドは受信側 PEで使用します。Router(config)# ip mroute vrf red 40.0.0.0
255.255.255.0 fallback-lookup vrf blue

•オプションのvrfキーワードと recipient-vrf-name
引数は、receiver-vrf-name引数に指定された
VRFで発生する RPFルックアップにグループ
ベースの VRF選択ポリシーを適用するために
使用されます。オプションの vrfキーワードと
recipient-vrf-name引数が指定されていない場
合、グループベースの VRF選択ポリシーは、
グローバルテーブルで発信される RPFルック
アップに適用されます。

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 10

Router(config-vrf)# end

例

次に、RSCを使用してエクストラネットを設定するためのMLDP MVPNの設定例を示します。

{start blocklabel}送信元 PEでの設定：{end blocklabel}

Router# enable
Router# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip vrf blue1
Router(config-if)# rd 10:3
Router(config-if)# vpn id 10:3
Router(config-vrf)# route-target import 10:3
Router(config-vrf)# route-target export 10:3
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
mdt default mpls MLDP root-node
Router(config-if)# end
Router(config)# ip mroute vrf red 40.0.0.0 255.255.255.0 fallback-lookup vrf blue
Router(config-if)# end

{start blocklabel}受信側 PEでの設定：{end blocklabel}

Router# enable
Router# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip vrf blue1
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Router(config-if)# rd 10:3
Router(config-if)# vpn id 10:3
Router(config-vrf)# route-target import 10:3
Router(config-vrf)# route-target export 10:3
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
Router(config)# ip mroute vrf red 40.0.0.0 255.255.255.0 fallback-lookup vrf blue
Router(config-if)# end

MLDP TE-FRRサポートの設定
TE-FRRはリンク保護を提供しますが、MLDPの TE-FRRはシングルホッププライマリパス
に対してのみリンク保護を提供します。ノード保護はサポートされていません。主な特徴は次

のとおりです。

•バックアップトンネルサポート
•バックアップ帯域幅保護

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast mpls traffic-eng [range {access-list-number | access-list-name}]
4. mpls MLDP path traffic-eng
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

MPLS TE P2MP機能が有効になっているテールエン
ドルータで IPマルチキャストトラフィックを有効に
します。

ip multicast mpls traffic-eng [range {access-list-number
| access-list-name}]

例：

ステップ 3

Router(config)# ip multicast mpls traffic-eng

traffic-engトンネルを使用するようにMLDPを設定
します。

mpls MLDP path traffic-eng

例：

ステップ 4

Router(config)# mpls MLDP path traffic-en
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目的コマンドまたはアクション

設定セッションを終了します。end

例：

ステップ 5

Router(config)# end

PIMベースMVPNを使用したMLDPの設定
PIMベースMVPNを使用したMLDPは、PIMベースMVPN展開とのMLDPの共存をサポー
トします。この機能を使用すると、既存の PIMベースMVPN環境にMLDPを徐々に導入し、
完全なLSMベースMVPNネットワークインフラストラクチャへの段階的な移行を促進できま
す。MLDPベースMVPNと GREベースMVPNの両方が設定されている場合、MDTはデフォ
ルトで PIMベースMVPNを選択します。mdt preference option1 option2コマンドを使用して、
MLDP MVPNおよび PIMベースMVPNの優先順位を設定します。PIMベースMVPNに対する
MLDP MVPNの優先順位を設定する例を次に示します。

Router(config-vrf)# mdt preference MLDP pim

ロードバランシングを使用したMLDPのサポート
MLDPは、Equal Cost Multipath（ECMP）リンクを使用したマルチキャストトラフィックのロー
ドバランシングをサポートします。MLDPでロードバランシングを機能させるには、disable
mpls MLDP forwarding recursiveコマンドを使用します。これはデフォルトで有効になってい
ます。また、ロードバランシングが想定どおりに機能するように、mpls MLDP path multipath
コマンドが有効になっていることを確認します。

ルートノードの冗長性

mdt default mpls MLDP ip_addressコマンドを使用して、ネットワーク内に複数のルートノード
を設定します。コントロールプレーンは、設定されたノードをルートとする対応するツリーを

構築し、効率的な転送を可能にします。ネットワーク内のノードは、最適な帯域幅使用のため

に最も近いルートを選択します。また、（リンク障害またはルータクラッシュが原因で）特定

のルートノードに到達できない状態になっている場合、そのノードは次に使用可能なルートに

切り替えられます。

ルートノードの冗長構成の例を次に示します。

Router(config)# ip vrf blue1
Router(config-if)# rd 10:3
Router(config-if)# vpn id 10:3
Router(config-vrf)# route-target import 10:3
Router(config-vrf)# route-target export 10:3
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
Router(config-vrf)# mdt default mpls MLDP 5.5.5.5
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確認

LSM-MLDPベースMVPNサポート設定を検証するには、次のコマンドを使用します。

• MLDPネイバーを確認するには、show mpls MLDP neighborsコマンドを使用します。

Router# show mpls MLDP neighbors
MLDP peer ID : 192.0.2.3:0, uptime 00:41:41 Up,
Target Adj : Yes
Session hndl : 2
Upstream count : 2
Branch count : 0
Path count : 1
Path(s) : 192.0.2.3 No LDP Tunnel20
Nhop count : 1
Nhop list : 192.0.2.3
MLDP peer ID : 192.0.2.2:0, uptime 00:17:42 Up,
Target Adj : No
Session hndl : 4
Upstream count : 0
Branch count : 0
Path count : 1
Path(s) : 192.0.2.3 No LDP Tunnel20
Nhop count : 0

• PIMネイバーを確認するには、show ip pim vrf vrf_name neighborコマンドを使用します。

Router# show ip pim vrf blue neighbor
PIM Neighbor Table
Mode: B - Bidir Capable, DR - Designated Router, N - Default DR Priority,

P - Proxy Capable, S - State Refresh Capable, G - GenID Capable
Neighbor Interface Uptime/Expires Ver DR
Address Prio/Mode
192.0.2.3 Lspvif1 00:06:21/00:01:17 v2 1 / DR S P G

•特定の VRFのマルチキャストルートを確認するには、show ip mroute vrf vrf_name verbose
コマンドを使用します。

Router# show ip mroute vrf blue verbose
IP Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry, E - Extranet,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report,
Z - Multicast Tunnel, z - MDT-data group sender,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group,
V - RD & Vector, v - Vector

Outgoing interface flags: H - Hardware switched, A - Assert winner
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop or VCD, State/Mode
(40.0.0.2, 232.0.1.4), 00:00:16/00:03:13, flags: sT
Incoming interface: GigabitEthernet3/2/1, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Lspvif1, LSM MDT: B0000004 (default), Forward/Sparse, 00:00:16/00:03:13

(*, 224.0.1.40), 00:47:09/00:02:56, RP 0.0.0.0, flags: DPL
Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list: Null
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•パケット数を確認するには、show ip mroute vrf vrf_name countコマンドを使用します。

Router# show ip mroute vrf blue count
IP Multicast Statistics
2 routes using 1208 bytes of memory
2 groups, 0.50 average sources per group
Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kilobits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops(OIF-null, rate-limit etc)
Group: 232.0.1.4, Source count: 1, Packets forwarded: 1333, Packets received: 1334
Source: 40.0.0.2/32, Forwarding: 1333/20/46/7, Other: 1334/0/1

Group: 224.0.1.40, Source count: 0, Packets forwarded: 0, Packets received: 0

• MFIB出力と、ハードウェアスイッチングまたはソフトウェアスイッチングが有効になっ
ているかどうかを確認するには、show ip mfib vrf vrf_name group_address verboseコマンド
を使用します。

Router# show ip mfib vrf blue 232.0.1.4 verbose
Entry Flags: C - Directly Connected, S - Signal, IA - Inherit A flag,

ET - Data Rate Exceeds Threshold, K - Keepalive
DDE - Data Driven Event, HW - Hardware Installed

I/O Item Flags: IC - Internal Copy, NP - Not platform switched,
NS - Negate Signalling, SP - Signal Present,
A - Accept, F - Forward, RA - MRIB Accept, RF - MRIB Forward,
MA - MFIB Accept

Platform per slot HW-Forwarding Counts: Pkt Count/Byte Count
Platform Entry flags: HF - Hardware Forwarding, NP - Not platform switched,

PF - Partial Hardware Forwarding
Platform Interface flags: HW - Hardware Switched, NP - Not platform switched
Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kbits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops
I/O Item Counts: FS Pkt Count/PS Pkt Count
VRF blue
(40.0.0.2,232.0.1.4) Flags: K HW
Platform Flags: HW
Slot 6: HW Forwarding: 912/41952, Platform Flags: HF
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 1/0/1
HW Forwarding: 912/20/46/7, Other: 0/0/0
GigabitEthernet3/2/1 Flags: RA A MA
Platform Flags:

Lspvif1, LSM/B0000004 Flags: RF F NS
Platform Flags: HW
CEF: Mid chain adjacency
Pkts: 0/0

•ラベルを確認するには、show mpls forwarding-tableコマンドを使用します。

Router# show mpls forwarding-table
Local Outgoing Prefix Bytes Label Outgoing Next Hop
Label Label or Tunnel Id Switched interface
16 Pop Label IPv4 VRF[V] 0 aggregate/blue
17 Pop Label IPv4 VRF[V] 0 aggregate/red
18 [T] Pop Label 192.0.2.3/32 0 Tu20 point2point
19 [T] 25 192.0.2.2/32 0 Tu20 point2point
20 [T] Pop Label 19.0.0.0/24 0 Tu20 point2point
22 [T] No Label [mdt 55:1111 0][V] \9422 aggregate/red
23 [T] No Label [mdt 55:2222 0][V] \9708 aggregate/blue
[T] Forwarding through a LSP tunnel.

View additional labelling info with the 'detail' option
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• Forwarding Manager（FMAN）RPのすべての複製出力チェーン要素（複製OCE）を表示す
るには、show platform software mpls rp act-status replicateコマンドを使用します。

Router#show platform software mpls rp active replicate
Replicate-oce-list: 0x400000d2 (1 OCEs)
OM: 0x42269b64

Replicate-oce-list: 0x400000d3 (1 OCEs)
OM: 0x43ba2aec

Replicate-oce-list: 0x400000d4 (0 OCEs)
OM: 0x422659bc

Replicate-oce-list: 0x400000d5 (0 OCEs)
OM: 0x422658ac

• FMAN RPで指定されたインデックス値を持つ複製 OCEを表示するには、show platform
software mpls rp act-status replicate index index-valueコマンドを使用します。

FMAN RPで複製されたすべての OCEを表示するには、まず「show platform software mpls rp
active replicate」を実行する必要があります。

（注）

Router#show platform software mpls fp active replicate
Replicate-oce-list: 0x84 (1 OCEs)
AOM obj: 478, HW list: 0x11b19610 (created)

Router#show platform software mpls rp active replicate index 0x84 Replicate-oce-list
entries
OCE Type Misc Info
------------------------------------------------------------------------------------
0xa3 OBJ_LABEL aom id: 494, HW info: 0x11b19e40
(created)

• FMAN FPで複製されたすべての OCEを表示するには、show platform software mpls fp
act-status replicateコマンドを使用します。

Router#show platform software mpls fp active replicate
Replicate-oce-list: 0x400000d2 (1 OCEs)
AOM obj: 352887, HW list: 0x11a65628 (created)

Replicate-oce-list: 0x400000d3 (1 OCEs)
AOM obj: 352889, HW list: 0x10d4a518 (created)

Replicate-oce-list: 0x400000d4 (0 OCEs)
AOM obj: 352891, HW list: 0x139e3d90 (created)

Replicate-oce-list: 0x400000d5 (0 OCEs)
AOM obj: 352894, HW list: 0x139e7cb8 (created)

•特定の IPv4マルチキャストアドレスにトラフィックを転送するために使用される完全な
OCEチェーンを表示するには、show platform hardware qfp active feature multicast v4mcast
ip-address-mgroup ip-address-source vrf vrf-id extensionコマンドを使用します。

Router#show platform hardware qfp active feature multicast v4mcast 239.1.1.1/32 vrf 2
extension
Root: 0x1187fc58
Flags: 0x000002
First leaf: 0x11887fa8
Number of nodes: 1
Number of leaves: 3
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RPF i/f: 0x01fff7
Punt limit counter: 200
NS DCS Punt limit: 0x000001
RPF Fast Convergence Flags: 00000000
Secondary RPF interface: 00000000
RPF Fast Convergence Timer: 0
Extended leaf address: 0x89f80060
Node: 0x1187fc58
Cumulative Free Space: : 4
Cumulative Weight: : 3
Number of Children: : 3
Hw Addr: : 0x8b969440
Node Flags: : 0x000004
Software Child Ptr: : 0x1187fce0, 0x1187fd60, 0x11887fa8, 00000000
00000000, 00000000, 00000000
Hardware Child Ptr: : 0x89f8e440, 0x89f8e450, 0x89f8e460, 00000000
00000000, 00000000, 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x11884b48
HW OCE chain ptr: 0x895d59a0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 1
Adj Type: : IPV4 Adjacency
Encap Len: : 0
L3 MTU: : 9216
Adj Flags: : 64
Fixup Flags: : 0
Interface Name: Lspvif0
Next Hop Address: : 00000000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 0x895d5940
OCE Type: REPLICATE OCE, Number of children: 1
Replica_node: : 0x89fab440
Next HW OCE Ptr: : 0x895d5ab0
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 0
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 1
Out Labels: : 17
Out Backup Labels: : 0
Next HW OCE Ptr: : 0x895d5a70
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 65
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 0
Out Labels: : 3
Next HW OCE Ptr: : 0x895d59f0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : MPLS Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 0
Interface Name: GigabitEthernet0/1/0
Encap: : 00 24 14 f4 9d 00 00 21 d8 d4 a5 10 88 47
Next Hop Address: : 0b000002 00000000 00000000 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x000002
SW OCE chain ptr: 0x118830d0
HW OCE chain ptr: 0x895d58f0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV4 Adjacency
Encap Len: : 20
L3 MTU: : 1480
Adj Flags: : 0
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Fixup Flags: : 2
Interface Name: Tunnel1
Encap: : 45 00 00 00 00 00 00 00 ff 67 39 94 c0 00 01 01
c0 00 01 01
Next Hop Address: : 00000000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x1186c250
HW OCE chain ptr: 0x895d5650
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV4 Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 64
Interface Name: GigabitEthernet0/1/2
Encap: : 01 00 5e 00 00 00 00 21 d8 d4 a5 12 08 00
Next Hop Address: : e1000000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x1186d478
HW OCE chain ptr: 0x895d5660
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV4 Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 64
Interface Name: GigabitEthernet0/1/4
Encap: : 01 00 5e 00 00 00 00 21 d8 d4 a5 14 08 00
Next Hop Address: : e1000000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000

•特定の IPv6マルチキャストアドレスにトラフィックを転送するために使用される完全な
OCEチェーンを表示するには、show platform hardware qfp active feature multicast v6mcast
ip-address-mgroup ip-address-source vrf vrf-id extensionコマンドを使用します。

Router#show platform hardware qfp active feature multicast v6mcast FF04::10/128 vrf
503316482 extension
Root: 0x11b6c700
Flags: 0x000002
First leaf: 0x11e55bc8
Number of nodes: 1
Number of leaves: 3
RPF i/f: 0x01fff3
Punt limit counter: 200
NS DCS Punt limit: 0x000001
RPF Fast Convergence Flags: 00000000
Secondary RPF interface: 00000000
RPF Fast Convergence Timer: 0
Extended leaf address: 0x8ba18c90
Node: 0x11b6c700
Cumulative Free Space: : 4
Cumulative Weight: : 3
Number of Children: : 3
Hw Addr: : 0x8ba06c60
Node Flags: : 0x000004
Software Child Ptr: : 0x11b6dcb0, 0x11b6e0b0, 0x11e55bc8, 00000000
00000000, 00000000, 00000000
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Hardware Child Ptr: : 0x8ba24060, 0x8ba24070, 0x8ba245f0, 00000000
00000000, 00000000, 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x11b71af0
HW OCE chain ptr: 0x895ffa40
OCE Type: Adjacency, Number of children: 1
Adj Type: : IPV6 Adjacency
Encap Len: : 0
L3 MTU: : 9216
Adj Flags: : 64
Fixup Flags: : 0
Interface Name: Lspvif0
Next Hop Address: : 00000000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 0x895ffa20
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 0
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 1
Out Labels: : 2
Out Backup Labels: : 2
Next HW OCE Ptr: : 0x895ff9f0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 1
Adj Type: : MPLS Adjacency
Encap Len: : 0
L3 MTU: : 9216
Adj Flags: : 64
Fixup Flags: : 0
Interface Name: Lspvif0
Next Hop Address: : 00000000 00000000 00000000 00000000
Next HW OCE Ptr: : 0x895ff980
OCE Type: REPLICATE OCE, Number of children: 1
Replica_node: : 0x8ba51060
Next HW OCE Ptr: : 0x895ffa60
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 0
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 1
Out Labels: : 17
Out Backup Labels: : 0
Next HW OCE Ptr: : 0x895ff7b0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : MPLS Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 0
Interface Name: GigabitEthernet0/1/0
Encap: : 00 24 14 f4 9d 00 00 21 d8 d4 a5 10 88 47
Next Hop Address: : 0b000002 00000000 00000000 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x11b6b800
HW OCE chain ptr: 0x895ff6a0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV6 Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 64
Interface Name: GigabitEthernet0/1/2
Encap: : 33 33 00 00 00 00 00 21 d8 d4 a5 12 86 dd
Next Hop Address: : ff0e0000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
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Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x11b6ba08
HW OCE chain ptr: 0x895ff6e0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV6 Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 64
Interface Name: GigabitEthernet0/1/4
Encap: : 33 33 00 00 00 00 00 21 d8 d4 a5 14 86 dd
Next Hop Address: : ff0e0000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x00000a
SW OCE chain ptr: 0x11b6de20
HW OCE chain ptr: 0x895ff770
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV6 Adjacency
Encap Len: : 4
L3 MTU: : 1460
Adj Flags: : 2
Fixup Flags: : 2
Interface Name: Tunnel5
Encap: : f8 00 01 47
Next Hop Address: : 00000000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
Root: 0x11e4f428
Flags: 00000000
First leaf: 0x11e51b90
Number of nodes: 1
Number of leaves: 3
RPF i/f: 0x0003fd
Punt limit counter: 200
NS DCS Punt limit: 0x000001
RPF Fast Convergence Flags: 00000000
Secondary RPF interface: 00000000
RPF Fast Convergence Timer: 0
Extended leaf address: 0x8ba21210
Node: 0x11e4f428
Cumulative Free Space: : 4
Cumulative Weight: : 3
Number of Children: : 3
Hw Addr: : 0x8ba0c560
Node Flags: : 0x000004
Software Child Ptr: : 0x11e424b8, 0x11e332b8, 0x11e51b90, 00000000
Root: 0x11e50f20
Flags: 00000000
First leaf: 0x11e51b90
Number of nodes: 1
Number of leaves: 3
RPF i/f: 0x0003fd
Punt limit counter: 200
NS DCS Punt limit: 0x000001
RPF Fast Convergence Flags: 00000000
Secondary RPF interface: 00000000
RPF Fast Convergence Timer: 0
Extended leaf address: 0x8ba212a0
Node: 0x11e50f20
Cumulative Free Space: : 4
Cumulative Weight: : 3
Number of Children: : 3
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Hw Addr: : 0x8ba0c560
Node Flags: : 0x000004
Software Child Ptr: : 0x11e424b8, 0x11e56f98, 0x11e51b90, 00000000
00000000, 00000000, 00000000
Hardware Child Ptr: : 0x8ba247a0, 0x8ba24750, 0x8ba24740, 00000000
00000000, 00000000, 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x11b6ba08
HW OCE chain ptr: 0x895ff6e0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV6 Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 64
Interface Name: GigabitEthernet0/1/4
Encap: : 33 33 00 00 00 00 00 21 d8 d4 a5 14 86 dd
Next Hop Address: : ff0e0000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x000009
SW OCE chain ptr: 0x11b71af0
HW OCE chain ptr: 0x895ffa40
OCE Type: Adjacency, Number of children: 1
Adj Type: : IPV6 Adjacency
Encap Len: : 0
L3 MTU: : 9216
Adj Flags: : 64
Fixup Flags: : 0
Interface Name: Lspvif0
Next Hop Address: : 00000000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 0x895ffa20
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 0
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 1
Out Labels: : 2
Out Backup Labels: : 2
Next HW OCE Ptr: : 0x895ff9f0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 1
Adj Type: : MPLS Adjacency
Encap Len: : 0
L3 MTU: : 9216
Adj Flags: : 64
Fixup Flags: : 0
Interface Name: Lspvif0
Next Hop Address: : 00000000 00000000 00000000 00000000
Next HW OCE Ptr: : 0x895ff980
OCE Type: REPLICATE OCE, Number of children: 1
Replica_node: : 0x8ba51060
Next HW OCE Ptr: : 0x895ffa60
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 0
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 1
Out Labels: : 17
Out Backup Labels: : 0
Next HW OCE Ptr: : 0x895ff7b0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : MPLS Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
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Fixup Flags: : 0
Interface Name: GigabitEthernet0/1/0
Encap: : 00 24 14 f4 9d 00 00 21 d8 d4 a5 10 88 47
Next Hop Address: : 0b000002 00000000 00000000 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Flags: : 0x000003
SW OCE chain ptr: 0x11b6b800
HW OCE chain ptr: 0x895ff6a0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : IPV6 Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 64
Interface Name: GigabitEthernet0/1/2
Encap: : 33 33 00 00 00 00 00 21 d8 d4 a5 12 86 dd
Next Hop Address: : ff0e0000 00000000 00000000 00000000
Lisp locator status: : 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000

•特定のラベルを持つ着信MPLSパケットの処理に使用される完全な OCEチェーンを表示
するには、show platform hardware qfp active feature cef-mpls prefix mpls mpls-lable exactコマ
ンドを使用します。

Router# show platform hardware qfp active feature cef-mpls prefix mpls 17 exact
Gtrie Node Type: Leaf Node
HW Content: : 0a000000 00000f00 00000000 8bb08a30
QPPB QoS Precedence valid: 0
QoS Precedence: 0
QPPB QoS Group valid: 0
QoS Group: 0
BGPPA Traffic Index valid: 0
BGPPA Traffic Index: 0
TBLF refcount: 2
TBLF application lf handle: 0
CTS src_sgt: 0
CTS dst_sgt: 0
Prefix Length: 20
Prefix: 00 0d 00
Lisp local eid: 0
Lisp remote eid: 0
Lisp locator status bits: 0
Lisp dynamic configured eid: 0
Lisp dynamic discovered eid: 0
OCE Type: EOS OCE, Number of children: 2
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb07e10, 0x8bb07e00
OCE Type: REPLICATE OCE, Number of children: 2
Replica_node: : 0x8ca90a20
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb07eb0, 0x8bb08840
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 64
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 0
Out Labels: : 1048577
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb07e60
OCE Type: Interface OCE, Number of children: 1
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb07e40
Interface Name: Lspvif20
OCE Type: Lookup OCE, Number of children: 0
Lookup flags: : 1
Table Type: : 0
Lookup table ID: : 0
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OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 0
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 1
Out Labels: : 88
Out Backup Labels: : 0
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb06ca0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : MPLS Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 0
Interface Name: GigabitEthernet0/1/0
Encap: : 00 0e 39 88 70 19 00 21 d8 60 c0 10 88 47
Next Hop Address: : 0f000001 00000000 00000000 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000
OCE Type: REPLICATE OCE, Number of children: 2
Replica_node: : 0x8ca90a00
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb07e70, 0x8bb08840
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 64
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 0
Out Labels: : 1048577
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb07e50
OCE Type: Interface OCE, Number of children: 1
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb001f0
Interface Name: Lspvif20
OCE Type: Lookup OCE, Number of children: 0
Lookup flags: : 0
Table Type: : 1
Lookup table ID: : 2
OCE Type: Label OCE, Number of children: 1
Label flags: : 0
Num Labels: : 1
Num Bk Labels: : 1
Out Labels: : 88
Out Backup Labels: : 0
Next HW OCE Ptr: : 0x8bb06ca0
OCE Type: Adjacency, Number of children: 0
Adj Type: : MPLS Adjacency
Encap Len: : 14
L3 MTU: : 1500
Adj Flags: : 0
Fixup Flags: : 0
Interface Name: GigabitEthernet0/1/0
Encap: : 00 0e 39 88 70 19 00 21 d8 60 c0 10 88 47
Next Hop Address: : 0f000001 00000000 00000000 00000000
Next HW OCE Ptr: : 00000000

MLDP MVPNの設定例
次の 2つのモードでMLDP MVPNを設定できます。

• Source Specific Mode（SSM）
• Sparse Mode（SM）
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SSMモードを使用した設定例
SSMモードを使用してMLDP MVPNを設定する場合は、次のシナリオを考慮します。

• MLDP MVPNエクストラネット SSC
• MLDP MVPNエクストラネット RSC
• MLDP MVPNイントラネット

MLDP MVPNエクストラネット SSC

{start blocklabel}PE1ルータ（送信元 PE）での設定：{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
ip multicast-routing vrf red3
interface Loopback1
ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 101.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 101.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
interface GigabitEthernet1/22.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 12.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
interface TenGigabitEthernet8/1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
router ospf 1
router-id 192.0.2.1
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network 192.0.2.1 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
ip pim vrf red2 ssm default
ip pim vrf red3 ssm default
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 fallback-lookup vrf red2

{start blocklabel}PEルータでの設定：{end blocklabel}

interface Loopback1
ip address 4.4.4.4 255.255.255.255
interface GigabitEthernet2/10
ip address 20.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
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load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface GigabitEthernet2/20
ip address 30.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface TenGigabitEthernet4/0/0
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
router ospf 1
router-id 4.4.4.4
network 4.4.4.4 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
no auto-summary
exit-address-family

{start blocklabel}PE2ルータ（受信側 PE）での設定：{end blocklabel}

ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
interface Loopback1
ip address 192.0.2.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 102.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet4/0/0
ip address 20.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet4/0/1.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
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ip address 22.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.2
network 192.0.2.2 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red3 ssm default
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 101.3.0.2

{start blocklabel}PE3ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
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!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 103.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet3/2/0.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
ip address 32.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
interface GigabitEthernet3/2/1
ip address 30.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.3
network 192.0.2.3 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
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neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red3 ssm default
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 101.3.0.2

MLDP MVPNエクストラネット RSC

{start blocklabel}PE1ルータ（送信元 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 101.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet1/22.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 12.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
interface TenGigabitEthernet8/1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.1
network 192.0.2.1 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.2 activate
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neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 ssm default

{end blocklabel}Pルータ（コアルータ）での設定{end blocklabel}

interface Loopback1
ip address 4.4.4.4 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet2/10
ip address 20.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet2/20
ip address 30.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface TenGigabitEthernet4/0/0
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
mls qos trust dscp
!
router ospf 1
router-id 4.4.4.4
network 4.4.4.4 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
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neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
no auto-summary
exit-address-family
!

{start blocklabel}PE2ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 102.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 102.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet4/0/0
ip address 20.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet4/0/1.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
ip address 22.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
617

LSM-MLDPベースMVPNのサポート

MLDP MVPNエクストラネット RSC



router ospf 1
router-id 192.0.2.2
network 192.0.2.2 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red3 ssm default
ip pim vrf red2 ssm default
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 fallback-lookup vrf red2

{start blocklabel}PE3ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
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vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 103.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 103.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet3/2/0.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
ip address 32.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
interface GigabitEthernet3/2/1
ip address 30.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.3
network 192.0.2.3 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
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neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red3 ssm default
ip pim vrf red2 ssm default
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 fallback-lookup vrf red2

MLDP MVPNイントラネット

{start blocklabel}PE1ルータ（送信元 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
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ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 101.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet1/22.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 12.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
interface TenGigabitEthernet8/1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.1
network 192.0.2.1 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
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exit-address-family
!
ip pim vrf red2 ssm default

{start blocklabel}Pルータ（コアルータ）での設定{end blocklabel}

interface Loopback1
ip address 4.4.4.4 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet2/10
ip address 20.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet2/20
ip address 30.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface TenGigabitEthernet4/0/0
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
mls qos trust dscp
!
router ospf 1
router-id 4.4.4.4
network 4.4.4.4 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
no auto-summary
exit-address-family
!

{start blocklabel}PE2ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
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ip address 192.0.2.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 102.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet4/0/0
ip address 20.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet4/0/1.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 22.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.2
network 192.0.2.2 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
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neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 ssm default
!

{start blocklabel}PE3ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 103.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet3/2/0.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 32.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
interface GigabitEthernet3/2/1
ip address 30.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.3
network 192.0.2.3 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
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!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 ssm default
!

SMモードを使用した設定例
SSMモードを使用してMLDP MVPNを設定する場合は、次のシナリオを考慮します。

• MLDP MVPNエクストラネット SSC
• MLDP MVPNエクストラネット RSC
• MLDP MVPNイントラネット

MLDP MVPNエクストラネット SSC

{start blocklabel}PE1ルータ（送信元 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
625

LSM-MLDPベースMVPNのサポート

SMモードを使用した設定例



ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
ip multicast-routing vrf red3
interface Loopback1
ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 101.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 101.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
interface GigabitEthernet1/22.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 12.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
interface TenGigabitEthernet8/1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
router ospf 1
router-id 192.0.2.1
network 192.0.2.1 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
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redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
ip pim vrf red2 rp-address 11.11.11.11
ip pim vrf red3 rp-address 11.11.11.11
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 fallback-lookup vrf red2
ip mroute vrf red3 11.11.11.11 255.255.0.0 fallback-lookup vrf red2

{start blocklabel}Pルータでの設定{end blocklabel}

interface Loopback1
ip address 4.4.4.4 255.255.255.255
interface GigabitEthernet2/10
ip address 20.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface GigabitEthernet2/20
ip address 30.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface TenGigabitEthernet4/0/0
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
router ospf 1
router-id 4.4.4.4
network 4.4.4.4 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
no auto-summary
exit-address-family

{start blocklabel}PE2ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}
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ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
interface Loopback1
ip address 192.0.2.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 102.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet4/0/0
ip address 20.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet4/0/1.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
ip address 22.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.2
network 192.0.2.2 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
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neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red3 rp-address 11.11.11.11
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 101.3.0.2

{start blocklabel}PE3ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 103.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet3/2/0.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
ip address 32.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
interface GigabitEthernet3/2/1
ip address 30.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.3
network 192.0.2.3 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
629

LSM-MLDPベースMVPNのサポート

MLDP MVPNエクストラネット SSC



neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red3 rp-address 11.11.11.11
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 101.3.0.2

MLDP MVPNエクストラネット RSC

{start blocklabel}PE1ルータ（送信元 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
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ip vrf forwarding red2
ip address 101.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet1/22.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 12.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
interface TenGigabitEthernet8/1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.1
network 192.0.2.1 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 rp-address 11.11.11.11
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{start blocklabel}Pルータ（コアルータ）での設定{end blocklabel}

interface Loopback1
ip address 4.4.4.4 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet2/10
ip address 20.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet2/20
ip address 30.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface TenGigabitEthernet4/0/0
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
mls qos trust dscp
!
router ospf 1
router-id 4.4.4.4
network 4.4.4.4 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
no auto-summary
exit-address-family
!

{start blocklabel}PE2ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
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!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 102.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
ip vrf forwarding red3
ip address 102.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet4/0/0
ip address 20.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet4/0/1.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
ip address 22.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.2
network 192.0.2.2 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
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neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 rp-address 11.11.11.11
ip pim vrf red3 rp-address 11.11.11.11
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 fallback-lookup vrf red2
ip mroute vrf red3 11.11.11.11 255.255.255.255 fallback-lookup vrf red2

{start blocklabel}PE3ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip vrf red3
rd 10:3
vpn id 10:3
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:3
route-target import 10:3
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red3
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 103.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback103
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ip vrf forwarding red3
ip address 103.3.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet3/2/0.3
encapsulation dot1Q 3
ip vrf forwarding red3
ip address 32.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
interface GigabitEthernet3/2/1
ip address 30.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.3
network 192.0.2.3 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
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address-family ipv4 vrf red3
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 rp-address 11.11.11.11
ip pim vrf red3 rp-address 11.11.11.11
ip mroute vrf red3 12.2.0.0 255.255.0.0 fallback-lookup vrf red2
ip mroute vrf red3 11.11.11.11 255.255.255.255 fallback-lookup vrf red2

MLDP MVPNイントラネット

{start blocklabel}PE1ルータ（送信元 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 101.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet1/22.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 12.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
!
interface TenGigabitEthernet8/1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.1
network 192.0.2.1 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
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neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 rp-address 11.11.11.11

{start blocklabel}Pルータ（コアルータ）での設定{end blocklabel}

interface Loopback1
ip address 4.4.4.4 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet2/10
ip address 20.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet2/20
ip address 30.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface TenGigabitEthernet4/0/0
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
mpls ip
mpls label protocol ldp
mls qos trust dscp
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!
router ospf 1
router-id 4.4.4.4
network 4.4.4.4 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
no auto-summary
exit-address-family
!

{start blocklabel}PE2ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 102.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet4/0/0
ip address 20.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface GigabitEthernet4/0/1.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 22.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.2
network 192.0.2.2 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
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neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.3 remote-as 100
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 rp-address 11.11.11.11
!

{start blocklabel}PE3ルータ（受信側 PE）での設定{end blocklabel}

ip vrf red2
rd 10:2
vpn id 10:2
mdt default mpls MLDP 4.4.4.4
mdt data mpls MLDP 100
mdt data threshold 20
route-target export 10:2
route-target import 10:2
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red2
!
interface Loopback1
ip address 192.0.2.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface Loopback102
ip vrf forwarding red2
ip address 103.2.0.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
639

LSM-MLDPベースMVPNのサポート

MLDP MVPNイントラネット



interface GigabitEthernet3/2/0.2
encapsulation dot1Q 2
ip vrf forwarding red2
ip address 32.2.0.1 255.255.0.0
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
!
interface GigabitEthernet3/2/1
ip address 30.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
load-interval 30
negotiation auto
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
router ospf 1
router-id 192.0.2.3
network 192.0.2.3 0.0.0.0 area 0
!
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 update-source Loopback1
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 update-source Loopback1
neighbor 4.4.4.4 remote-as 100
neighbor 4.4.4.4 update-source Loopback1
!
address-family ipv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 4.4.4.4 activate
no auto-summary
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 mdt
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red2
redistribute static
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 100
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community both
neighbor 192.0.2.2 remote-as 100
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community both
exit-address-family
!
ip pim vrf red2 rp-address 11.11.11.11
!
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LSM MLDPベースMVPNのサポートの障害対応
Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでの LSM MLDPベースMVPNの
サポートの障害対応には、次の debugコマンドを使用します。

目的コマンド

MLDPデバッグに使用されます [RP]。debug mpls MLDP packet

debug mpls MLDP neighbor

debug mpls MLDP all

IGMPデバッグに使用されます。debug ip igmp vrf blue

PIMデバッグに使用されます [RP]。debug ip pim vrf blue hello

debug ip pim vrf blue timer

debug ip pim vrf blue bsr

debug ip pim vrf blue auto-rp

IOSレイヤデバッグに使用されます。debug mpls infra lfd mfi

IOSDシムレイヤデバッグに使用されま
す。

deb pl so mpls

FMAN-RP/FMAN-FPに使用されます。configure terminal

platform trace [run|boot] slot [f0|f1|r0|r1] bay 0 process
for mod cef level [debug|verbose ]

end

QFPクライアントに使用されます。debug platform hardware qfp active feature cef-mpls
client mpls all

QFPサーバーに使用されます。debug platform hardware qfp active feature cef-mpls
datapath mpls all

MVPN MLDP over GRE
マルチキャストラベル配布プロトコルベースのマルチキャストVPN（MVPN）機能は、マルチ
プロトコルラベルスイッチング（MPLS）ネットワークを介した IPv4および IPv6マルチキャ
ストトラフィックをサポートします。ただし、ネットワークインフラストラクチャの大部分は

依然として IPネットワークであり、レガシー IPネットワークはMPLSをサポートしていませ
ん。既存のMPLS over Generic Routing Encapsulation（GRE）機能は、IPネットワークで GRE
トンネルを作成し、個々のMPLSネットワークをブリッジングすることで、非MPLSネット
ワーク上でMPLSパケットのトンネリングを行うためのメカニズムを提供します。ただし、既
存のMPLS over GRE機能はMPLSマルチキャストトラフィックをサポートしていません。
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MVPN MLDP over GRE機能は、GREトンネルでのMPLSマルチキャストトラフィックのカプ
セル化をサポートすることで、解決策を提供します。

次の図に、PE-PEネットワークトポロジを使用したMVPN Multicast Label Distribution Protocol
over GREの設定例を示します。

図 19 : PE-PEネットワークトポロジを使用したMVPN MLDP over GRE

MVPN MLDP over GREの前提条件
• MPLS仮想プライベートネットワーク（MVPN）が設定され正常に動作していることを確
認します。MPLS VPNの設定については、次を参照してください。

{start
hypertext}http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mp_l3_vpns/configuration/xe-3s/asr1000/mp-cfg-layer3-vpn.html{end
hypertext} [英語]

•マルチプロトコルボーダーゲートウェイプロトコル（MP-BGP）が設定され、正常に動
作していることを確認します。MP-BGPの設定の詳細については、次を参照してくださ
い。

{start
hypertext}http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mp_l3_vpns/configuration/xe-3s/asr1000/mp-bgp-mpls-vpn.html{end
hypertext} [英語]

MVPN MLDP over GREの制約事項
MVPN MLDP over GRE機能の設定に伴う制約事項は次のとおりです。

• MVPN MLDP over GREは、IPv4 GREのみをサポートします。
• MVPN MLDP over GREは、IPv4および IPv6マルチキャストトラフィックをサポートしま
す。

MVPN MLDP over GREの設定

PE-to-PEトポロジでMVPN MLDP over GREを設定するには、次の手順を実行します。両方の
PEルータで次の手順を実行する必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. mpls MLDP
4. vrf definition vrf-name
5. rd route-distinguisher
6. vpn id vpn-id
7. address-family ipv4
8. mdt default mpls MLDP root-node
9. mdt default mpls MLDP root-node
10. mdt data mpls MLDP number_of_data_MDTs
11. mdt data threshold bandwidth
12. route-target export route-target-ext-community
13. route-target import route-target-ext-community
14. exit
15. address-family ipv6
16. mdt default mpls MLDP root-node
17. mdt default mpls MLDP root-node
18. mdt data mpls MLDP number_of_data_MDTs
19. mdt data threshold bandwidth
20. route-target export route-target-ext-community
21. route-target import route-target-ext-community
22. exit
23. exit
24. interface name
25. vrf forwarding vrf-name

26. ip address ip-address subnet-mask
27. ip pim sparse-mode
28. ipv6 address ipv6-address
29. ospfv3100 ipv6 area 0
30. end
31. ip multicast-routing vrf vrf-name distributed
32. ipv6 multicast-routing vrf vrf-name
33. exit
34. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。プロン
プトが表示されたら、パスワードを入力します。

enable

例：

ステップ 1

Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

MPLS MLDPのサポートを有効にします。mpls MLDP

例：

ステップ 3

mpls MLDPコマンドはデフォルトで設定さ
れています。MPLS MLDPを無効にするに
は、no mpls MLDPコマンドを使用します。

（注）

Router(config)# mpls MLDP

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュレーション
モードを開始することにより、VPNルーティング
インスタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Router(config)# vrf definition blue

ステップ 4

vrf-name：VRFに割り当てられる名前。

ルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま

す。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 5

route-distinguisher：VPNプレフィックスを作成する
ための 8バイト値を指定します。Router(config-vrf)# rd 200:2

route-distinguisherの値は、次のいずれかの形式で入
力できます。

• 16-bit autonomous system number：16ビット数
（200:2など）。

• 32-bit IP address：32ビット数（192.168.122.15:1
など）。

VRFでの VPN識別子を設定または更新します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 6

Router(config-vrf)# vpn id 200:2

標準 IPバージョン 4（IPv4）アドレスプレフィッ
クスを使用して、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family ipv4

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 7

VRF用のMLDP MDTを設定します。mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 8

root-node：ルートノードには、プロバイダーネット
ワーク内の任意のルータ（送信元PE、受信側PE、

Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.1 またはコアルータ）上のループバックまたは物理イ

ンターフェイスのIPアドレスを指定できます。ルー
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目的コマンドまたはアクション

トノードアドレスは、ネットワーク内のすべての

ルータにアクセス可能である必要があります。シグ

ナリングが発生するルータは、ルートノードとして

機能します。

PEルータが特定のMVRFのマルチキャストトラ
フィックを受信できるようにするには、各 PEルー
タでデフォルトMDTを設定する必要があります。

mdt default mpls MLDP root-nodeコマンドを
使用して、LSPVIFトンネルを作成します。

（注）

ルートノードの冗長性を設定します。mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 9

root-node：ルートノードには、プロバイダーネット
ワーク内の任意のルータ（送信元PE、受信側PE、

Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.2 またはコアルータ）上のループバックまたは物理イ

ンターフェイスのIPアドレスを指定できます。ルー
トノードアドレスは、ネットワーク内のすべての

ルータにアクセス可能である必要があります。シグ

ナリングが発生するルータは、ルートノードとして

機能します。

PEルータが特定のMVRFのマルチキャストトラ
フィックを受信できるようにするには、各 PEルー
タでデフォルトMDTを設定する必要があります。

MLDPデータMDPを設定します。mdt data mpls MLDP number_of_data_MDTs

例：

ステップ 10

Router(config-vrf-af)# mdt data mpls MLDP 20

データMDTのしきい値を設定します。mdt data threshold bandwidth

例：

ステップ 11

帯域幅はトラフィックレート（Kbps単位）
です。

（注）

Router(config-vrf-af)# mdt data threshold 1

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 12

• export：ターゲット VPN拡張コミュニティか
らルーティング情報をエクスポートします。

Router(config-vrf-af)# route-target export 200:2

• route-target-ext-community：ルートターゲット
拡張コミュニティ属性が、インポート、エクス

ポート、または両方（インポートとエクスポー

ト）のルートターゲット拡張コミュニティの

VRFリストに追加されます。
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目的コマンドまたはアクション

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 13

• import：ターゲット VPN拡張コミュニティか
らルーティング情報をインポートします。

Router(config-vrf-af)# route-target import 200:2

• route-target-ext-community：ルートターゲット
拡張コミュニティ属性が、インポート、エクス

ポート、または両方（インポートとエクスポー

ト）のルートターゲット拡張コミュニティの

VRFリストに追加されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 14

Router(config-vrf-af)# exit

標準 IPバージョン 6（IPv6）アドレスプレフィッ
クスを使用して、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family ipv6

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv6

ステップ 15

VRF用のMLDP MDTを設定します。mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 16

root-node：ルートノードには、プロバイダーネット
ワーク内の任意のルータ（送信元PE、受信側PE、

Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP
192.0.2.1 またはコアルータ）上のループバックまたは物理イ

ンターフェイスのIPアドレスを指定できます。ルー
トノードアドレスは、ネットワーク内のすべての

ルータにアクセス可能である必要があります。シグ

ナリングが発生するルータは、ルートノードとして

機能します。

PEルータが特定のMVRFのマルチキャストトラ
フィックを受信できるようにするには、各 PEルー
タでデフォルトMDTを設定する必要があります。

mdt default mpls MLDP root-nodeコマンドを
使用して、LSPVIFトンネルを作成します。

（注）

ルートノードの冗長性を設定します。mdt default mpls MLDP root-node

例：

ステップ 17

root-node：ルートノードには、プロバイダーネット
ワーク内の任意のルータ（送信元PE、受信側PE、

Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP
1.1.1.2 またはコアルータ）上のループバックまたは物理イ

ンターフェイスのIPアドレスを指定できます。ルー
トノードアドレスは、ネットワーク内のすべての
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目的コマンドまたはアクション

ルータにアクセス可能である必要があります。シグ

ナリングが発生するルータは、ルートノードとして

機能します。

PEルータが特定のMVRFのマルチキャストトラ
フィックを受信できるようにするには、各 PEルー
タでデフォルトMDTを設定する必要があります。

MLDPデータMDPを設定します。mdt data mpls MLDP number_of_data_MDTs

例：

ステップ 18

Router(config-vrf-af)# mdt data mpls MLDP 20

データMDTのしきい値を設定します。mdt data threshold bandwidth

例：

ステップ 19

帯域幅はトラフィックレート（Kbps単位）
です。

（注）

Router(config-vrf-af)# mdt data threshold 1

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 20

• export：ターゲット VPN拡張コミュニティか
らルーティング情報をエクスポートします。

Router(config-vrf-af)# route-target export 200:2

• route-target-ext-community：ルートターゲット
拡張コミュニティ属性が、インポート、エクス

ポート、または両方（インポートとエクスポー

ト）のルートターゲット拡張コミュニティの

VRFリストに追加されます。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 21

• import：ターゲット VPN拡張コミュニティか
らルーティング情報をインポートします。

Router(config-vrf-af)# route-target import 200:2

• route-target-ext-community：ルートターゲット
拡張コミュニティ属性が、インポート、エクス

ポート、または両方（インポートとエクスポー

ト）のルートターゲット拡張コミュニティの

VRFリストに追加されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 22

Router(config-vrf-af)# exit
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 23

Router(config-if)# exit

設定するインターフェイス名を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface name

例：

Router(config)# interface gi0/0/0

ステップ 24

VRFインスタンスをインターフェイスまたはサブ
インターフェイスに関連付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 25

• vrf-name：VRFに割り当てられる名前。
Router(config-if)# vrf forwarding blue

インターフェイスの IPv4アドレスおよびサブネッ
トマスクを指定します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 26

Router(config-if)# ip address 30.2.0.1
255.255.255.0

スパースモードをイネーブルにします。ip pim sparse-mode

例：

ステップ 27

Router(config-if)# ip pim sparse-mode

インターフェイスの IPv6アドレスを指定します。ipv6 address ipv6-address

例：

ステップ 28

Router(config-if)# ipv6 address 32002:30:2::1/64

IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルータコンフィ
ギュレーションモードを有効にします。

ospfv3100 ipv6 area 0ステップ 29

コンフィギュレーションセッションを終了します。end

例：

ステップ 30

Router(config)# end

指定した VRFのマルチキャストルーティングを有
効にします。

ip multicast-routing vrf vrf-name distributed

例：

ステップ 31

Router(config)# ip multicast-routing vrf blue
distributed
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目的コマンドまたはアクション

指定したVRFの IPv6マルチキャストルーティング
を有効にします。

ipv6 multicast-routing vrf vrf-name

例：

ステップ 32

Router(config)# ipv6 multicast-routing vrf blue

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 33

Router(config-if)# exit

コンフィギュレーションセッションを終了します。end

例：

ステップ 34

Router(config)# end

例：MVPN MLDP over GREの設定

次に、MVPN MLDP over GREを設定する例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# mpls MLDP
Router(config)# vrf definition blue
Router(config-vrf)# rd 200:2
Router(config-vrf)# vpn id 200:2
Router(config-vrf)# address-family ipv4
Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.1
Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
Router(config-vrf-af)# mdt data mpls MLDP 20
Router(config-vrf-af)# mdt data threshold 1
Router(config-vrf-af)# route-target export 200:2
Router(config-vrf-af)# route-target import 200:2
Router(config-vrf-af)# exit
Router(config-vrf)# address-family ipv6
Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.1
Router(config-vrf-af)# mdt default mpls MLDP 192.0.2.2
Router(config-vrf-af)# mdt data mpls MLDP 20
Router(config-vrf-af)# mdt data threshold 1
Router(config-vrf-af)# route-target export 200:2
Router(config-vrf-af)# route-target import 200:2
Router(config-vrf-af)# exit
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface gi0/0/0
Router(config-if)# vrf forwarding blue
Router(config-if)# ip address 30.2.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# ip pim sparse-mode
Router(config-if)# ipv6 address 32002:30:2::1/64
Router(config-if)# ospfv3100 ipv6 area 0
Router(config)# end
Router(config)# ip multicast-routing vrf blue distributed
Router(config)# ipv6 multicast-routing vrf blue
Router(config-if)# exit
Router(config)# end
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次に、ルータ PE1でMVPNv4 MLDP over GREを設定する例を示します。

Router# enable
Router# configure terminal
Router(config)# vrf definition VRF_blue
Router(config-vrf)# rd 1:1
Router(config-vrf)# vpn id 1:1
Router(config-vrf)# address-family ipv4
Router(config-vrf-af)# mdt default mpls mldp 192.0.2.1
Router(config-vrf-af)# mdt data mpls mldp 100
Router(config-vrf-af)# mdt data threshold 4000000
Router(config-vrf-af)# route-target export 1:1
Router(config-vrf-af)# route-target import 1:1
Router(config-vrf-af)# exit
Router(config-vrf)# exit
Router(config)# ip multicast-routing vrf blue distributed
Router(config)# interface Loopback 0
Router(config-if)# ip address 192.0.2.1 255.255.255.0
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface Loopback 1
Router(config-if)# vrf forwarding blue
Router(config-if)# ip address 192.0.100.1 255.255.255.0
Router(config-if)# ip pim sparse-mode
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.21 255.255.255.0
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface Tunnel 100
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# mpls ip
Router(config-if)# tunnel source 10.0.0.21
Router(config-if)# tunnel destination 10.0.0.22
Router(config-if)# exit
Router(config-if)# end

次に、ルータ PE2でMVPNv4 MLDP over GREを設定する例を示します。

Router# enable
Router# configure terminal
Router(config)# vrf definition VRF_blue
Router(config-vrf)# rd 1:1
Router(config-vrf)# vpn id 1:1
Router(config-vrf)# address-family ipv4
Router(config-vrf-af)# mdt default mpls mldp 192.0.2.1
Router(config-vrf-af)# mdt data mpls mldp 100
Router(config-vrf-af)# mdt data threshold 1000
Router(config-vrf-af)# route-target export 1:1
Router(config-vrf-af)# route-target import 1:1
Router(config-vrf-af)# exit
Router(config-vrf)# exit
Router(config)# ip multicast-routing vrf blue distributed
Router(config)# interface Loopback 0
Router(config-if)# ip address 192.0.2.2 255.255.255.0
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface Loopback 1
Router(config-if)# vrf forwarding blue
Router(config-if)# ip address 192.0.100.20 255.255.255.0
Router(config-if)# ip pim sparse-mode
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.22 255.255.255.0
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface Tunnel 100
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Router(config-if)# ip address 10.0.0.5 255.255.255.0
Router(config-if)# mpls ip
Router(config-if)# tunnel source 10.0.0.22
Router(config-if)# tunnel destination 10.0.0.21
Router(config-if)# exit
Router(config-if)# end

• IPv6ネイバー情報を表示するには、show ipv6 pim vrf vrf-name neighbor コマンドを使用
します。

Router# show ipv6 pim vrf vrf blue neighbor
PIM Neighbor Table
Mode: B - Bidir Capable, G - GenID Capable
Neighbor Address Interface Uptime Expires Mode DR pri
::FFFF:192.0.2.1 Lspvif 3w0d 00:01:17 B G 1

ここで、192.0.2.1は GREトンネルのもう一方の端にある別の PEのループバック IPアドレス
で、::FFFF:x.x.x.xは IPv4マッピング IPv6 IPアドレスです。

• IPv4ネイバー情報を表示するには、show ip pim vrf vrf-name neighbor コマンドを使用し
ます。

Router# show ip pim vrf blue neighbor
PIM Neighbor Table
Mode: B - Bidir Capable, DR - Designated Router, N - Default DR Priority,

P - Proxy Capable, S - State Refresh Capable, G - GenID Capable
Neighbor Interface Uptime/Expires Ver DR
Address Prio/Mode
30.2.0.3 Gi0/0/1.3900 2w0d/00:01:37 v2 0 / G
192.0.2.1 Lspvif 7w0d/00:01:18 v2 1 / B S P G

• IPv6マルチキャストルーティングテーブルを表示するには、show ipv mroute vrf vrf-name
コマンドを使用します。

Router# show ipv mroute vrf vrf blue
Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group,

C - Connected, L - Local, I - Received Source Specific Host Report,
P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag, T - SPT-bit set,
J - Join SPT, Y - Joined MDT-data group,
y - Sending to MDT-data group
g - BGP signal originated, G - BGP Signal received,
N - BGP Shared-Tree Prune received, n - BGP C-Mroute suppressed,
q - BGP Src-Active originated, Q - BGP Src-Active received
E - Extranet

Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, State
(2002:30::100, FF33:0:3::4000:1), 00:01:06/00:02:53, flags: sT
Incoming interface: Lspvif1
RPF nbr: ::FFFF:192.0.2.2
Immediate Outgoing interface list:
GigabitEthernet0/0/1.3900, Forward, 00:01:06/00:02:53

• IPv4マルチキャストルーティングテーブルを表示するには、show ip mroute vrf-nameコ
マンドを使用します。

Router# show ip mroute vrf blue
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IP Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry, E - Extranet,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report,
Z - Multicast Tunnel, z - MDT-data group sender,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group,
G - Received BGP C-Mroute, g - Sent BGP C-Mroute,
N - Received BGP Shared-Tree Prune, n - BGP C-Mroute suppressed,
Q - Received BGP S-A Route, q - Sent BGP S-A Route,
V - RD & Vector, v - Vector, p - PIM Joins on route,
x - VxLAN group

Outgoing interface flags: H - Hardware switched, A - Assert winner, p - PIM Join
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop or VCD, State/Mode
(30.0.0.100, 232.0.0.1), 1w0d/00:01:47, flags: sT
Incoming interface: Null, RPF nbr 192.0.2.1
Outgoing interface list:
Gi0/0/1.3900, Forward/Sparse, 1w0d/00:01:47

• IPv6のマルチキャストルーティングカウンタを表示するには、show ipv6 mroute vrf
vrf-name counterコマンドを使用します。

Router# show ipv6 mroute vrf vrf blue counter
Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kilobits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops(OIF-null, rate-limit etc)
VRF vrf blue
5057 routes, 11 (*,G)s, 46 (*,G/m)s
Group: FF00::/8
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

Group: FF00::/15
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

Group: FF02::/16
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 3/3/0

Group: FF10::/15
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

Group: FF12::/16
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

Group: FF20::/15
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

Group: FF22::/16
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

Group: FF30::/15
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

Group: FF32::/16
RP-tree,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

Group: FF33::/32
RP-tree,
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SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA ------- from the first

entry to this, all of these are default entries in IPv6 Mroute table
Group: FF33:0:3::4000:1

------- from this entry, all entries below are user entries learnt via PIM6 or MLD
protocol
Source: 2002:30::100,
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

• IPv4のマルチキャストルーティングカウンタを表示するには、show ip mroute vrf vrf-name
counterコマンドを使用します。

Router# show ip mroute vrf blue counter
Use "show ip mfib count" to get better response time for a large number of mroutes.
IP Multicast Statistics
5001 routes using 3706920 bytes of memory
101 groups, 49.50 average sources per group
Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kilobits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops(OIF-null, rate-limit etc)
Group: 232.0.0.1, Source count: 50, Packets forwarded: 0, Packets received: 0
Source: 30.0.0.149/32, Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

• MPLS情報を表示するには、show mpls forwarding-table labels <local label> detailコマン
ドを使用します。

Router# show mpls forwarding-table labels 10333 detail
Local Outgoing Prefix Bytes Label Outgoing Next Hop
Label Label or Tunnel Id Switched interface
10333 No Label [mdt 200:1 0][V] 0 aggregate/vrf-name

MAC/Encaps=0/0, MRU=0, Label Stack{}, via Ls1
VPN route: vrf blue
No output feature configured

Broadcast
Router# show mpls forwarding-table labels
1715
detail
Local Outgoing Prefix Bytes Label Outgoing Next Hop
Label Label or Tunnel Id Switched interface
1715 No Label [mdt 200:1 0][V] 0 aggregate/vpn200

MAC/Encaps=0/0, MRU=0, Label Stack{}, via Ls1
VPN route: vpn200
No output feature configured

Broadcast

• MFIBテーブルを表示するには、show mfib <vrf_name> verboseコマンドを使用します。

Router# show ip mfib vrf blue verbose
Entry Flags: C - Directly Connected, S - Signal, IA - Inherit A flag,

ET - Data Rate Exceeds Threshold, K - Keepalive
DDE - Data Driven Event, HW - Hardware Installed
ME - MoFRR ECMP entry, MNE - MoFRR Non-ECMP entry, MP - MFIB
MoFRR Primary, RP - MRIB MoFRR Primary, P - MoFRR Primary
MS - MoFRR Entry in Sync, MC - MoFRR entry in MoFRR Client.

I/O Item Flags: IC - Internal Copy, NP - Not platform switched,
NS - Negate Signalling, SP - Signal Present,
A - Accept, F - Forward, RA - MRIB Accept, RF - MRIB Forward,
MA - MFIB Accept, A2 - Accept backup,
RA2 - MRIB Accept backup, MA2 - MFIB Accept backup
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Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kbits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops
I/O Item Counts: FS Pkt Count/PS Pkt Count
VRF vpn200
(*,224.0.0.0/4) Flags: K HW
0x9A2 OIF-IC count: 0, OIF-A count: 0
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

(*,224.0.1.40) Flags: C K HW
0x9A4 OIF-IC count: 1, OIF-A count: 0
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA
Loopback200 Flags: RF F IC NS
CEF: Special OCE (discard)
Pkts: 0/0

(*,232.0.0.0/8) Flags: K HW
0x9A3 OIF-IC count: 0, OIF-A count: 0
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA

(30.0.0.100,232.0.0.1) Flags: K HW
0x5C98 OIF-IC count: 0, OIF-A count: 0
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: NA/NA/NA/NA, Other: NA/NA/NA
GigabitEthernet0/0/1.3900 Flags: RF F NS
CEF: Adjacency with MAC: 01005E000001503DE5974F0181000F3C0800
Pkts: 0/0
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第 24 章

トレースとトレース管理

この章は、次の項で構成されています。

•トレースの概要（655ページ）
•トレースの機能（655ページ）
•トレースレベル（656ページ）
•トレースレベルの表示（657ページ）
•トレースレベルの設定（659ページ）
•トレースバッファのデータの表示（659ページ）

トレースの概要
トレースは、内部イベントをログする機能です。トレースファイルが自動的に作成され、Cisco
ASR 1002ルータを除く全 Cisco ASR 1000シリーズルータの hard disk:ファイルシステムの
tracelogsディレクトリに保存されます（ブートフラッシュにトレースファイルが保存されま
す）。トレースファイルは、トレースデータを保存するために使用されます。

トレースファイルのデータは、次の処理を行う場合に役立ちます。

•障害対応：Cisco ASR 1000シリーズルータに問題がある場合、トレースファイルの出力に
より、問題の特定および解決に役立つ情報が得られる場合があります。

•デバッグ：トレースファイルの出力は、システム動作の詳細情報を得るために役立つ場合
があります。

トレースの機能
トレース機能は、Cisco ASR 1000シリーズルータでの内部イベントの内容をログに記録しま
す。モジュールに関するすべてのトレース出力を含むトレースファイルが定期的に作成および

更新され、tracelogディレクトリに保存されます。トレースファイルは、システムパフォーマ
ンスに影響を及ぼすことなく、このディレクトリから消去して、ファイルシステムのスペース

を回復することができます。
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特定のモジュールの最新トレース情報は、特権 EXECモードまたはユーザー EXECモードで
show platform software trace messageコマンドを使用して表示できます。

トレースファイルは、ほとんどのファイル転送機能（FTP、TFTPなど）を使用して他の宛先
にコピーすることが可能で、プレーンテキストエディタで開くことができます。

Cisco ASR 1000シリーズルータでトレースを無効化することはできません。ただし、トレース
出力を生成するメッセージタイプを設定するトレースレベルは、ユーザーによる設定が可能

で、platformtraceコマンドを使用して設定できます。トレースレベルを変更してトレースメッ
セージ出力の量を調整する場合、platform traceコマンドを使用して新しいトレーシングレベ
ルを設定します。トレースレベルは、platform trace コマンドで all-modulesキーワードを使用
してプロセスで設定することも、プロセス内のモジュールで設定することもできます。このコ

マンドの詳細については、platform traceコマンドのリファレンスを参照してください。

トレースレベル
トレースレベルは、トレースバッファまたはトレースファイルに保存する必要のあるモジュー

ルについての情報の量を決定します。

使用可能なすべてのトレースレベルを示し、各トレースレベルで表示されるメッセージのタイ

プについての説明を表示します。

表 44 :トレースレベルとその内容

説明レベル番

号

トレースレベ

ル

システムが使用不能になる問題のメッセージです。0緊急

ただちに対応する必要のある動作についてのメッセージです。1アラート

クリティカルな状態についてのメッセージです。これは、Cisco
ASR 1000シリーズルータのすべてのモジュールのデフォルト設
定です。

2重要

システムエラーについてのメッセージです。3エラー

システム警告についてのメッセージです。4警告

重大な問題に関するメッセージです。ただし、ルータは通常ど

おり動作しています。

5通知

単に情報を提供するだけのメッセージです。6情報

デバッグレベルの出力を提供するメッセージです。7デバッグ

生成可能なすべてのトレースメッセージが送信されます。8詳細
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説明レベル番

号

トレースレベ

ル

モジュールについての生成可能なすべてのトレースメッセージ

が記録されます。

ノイズレベルは常に最上位のトレースレベルに相当します。今

後、トレース機能の拡張が行われ、さらに低いトレースレベル

が導入された場合でも、ノイズレベルはこの新しい拡張機能の

レベルと同じレベルに相当します。

-ノイズ

トレースレベルの設定は平準化されます。つまり、すべての設定には、下位の設定に基づくす

べてのメッセージと、独自の設定に基づくメッセージが含まれます。たとえば、トレースレベ

ルを 3（エラー）に設定すると、トレースファイルにはレベル 0（緊急）、1（アラート）、2
（重要）、および 3（エラー）のメッセージが出力されます。トレースレベルを 4（警告）に
設定すると、特定のモジュールのすべてのトレース出力がトレースファイルに含められます。

Cisco ASR 1000シリーズルータのすべてのモジュールのデフォルトトレースレベルは通知で
す。

ユーザーがすべてのトレースレベルを設定できるわけではありません。具体的には、アラー

ト、重要、および通知のトレースレベルをユーザーが設定することはできません。これらの

メッセージをトレースする場合は、これらのメッセージを収集するさらに高いレベルにトレー

スレベルを設定します。

トレースレベルを設定する場合は、コンフィギュレーションモードでは設定されないため、

ルータのリロードのたびにトレースレベルの設定がデフォルトに戻ることを念頭に置くことも

重要です。

モジュールのトレースレベルをデバッグレベル以上に設定すると、パフォーマンスに悪影響を

及ぼす可能性があります。トレースをこのレベル以上に設定する場合は、慎重に行う必要があ

ります。

注意

多数のモジュールを高いトレースレベルに設定すると、パフォーマンスが大幅に低下する可能

性があります。特定の状況で高いトレースレベルが必要な場合は、複数のモジュールを高いト

レースレベルに設定する代わりに、常に1つのモジュールのトレースレベルを高く設定するこ
とをお勧めします。

注意

トレースレベルの表示
デフォルトでは、Cisco ASR 1000シリーズルータのすべてのモジュールが Noticeに設定され
ています。ユーザーが変更しないかぎり、この設定はそのまま維持されます。
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Cisco ASR 1000シリーズルータの任意のモジュールのトレースレベルを表示するには、特権
EXECモードで show platform software trace levelコマンドを入力します。

次の例では、show platform software trace levelコマンドを使用して、アクティブなRP上のフォ
ワーディングマネージャプロセスのトレースレベルを表示します。

Router# show platform software trace level forwarding-manager rp active
Module Name Trace Level
-----------------------------------------------
acl Notice
binos Notice
binos/brand Notice
bipc Notice
bsignal Notice
btrace Notice
cce Notice
cdllib Notice
cef Notice
chasfs Notice
chasutil Notice
erspan Notice
ess Notice
ether-channel Notice
evlib Notice
evutil Notice
file_alloc Notice
fman_rp Notice
fpm Notice
fw Notice
icmp Notice
interfaces Notice
iosd Notice
ipc Notice
ipclog Notice
iphc Notice
ipsec Notice
mgmte-acl Notice
mlp Notice
mqipc Notice
nat Notice
nbar Notice
netflow Notice
om Notice
peer Notice
qos Notice
route-map Notice
sbc Notice
services Notice
sw_wdog Notice
tdl_acl_config_type Notice
tdl_acl_db_type Notice
tdl_cdlcore_message Notice
tdl_cef_config_common_type Notice
tdl_cef_config_type Notice
tdl_dpidb_config_type Notice
tdl_fman_rp_comm_type Notice
tdl_fman_rp_message Notice
tdl_fw_config_type Notice
tdl_hapi_tdl_type Notice
tdl_icmp_type Notice
tdl_ip_options_type Notice
tdl_ipc_ack_type Notice
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tdl_ipsec_db_type Notice
tdl_mcp_comm_type Notice
tdl_mlp_config_type Notice
tdl_mlp_db_type Notice
tdl_om_type Notice
tdl_ui_message Notice
tdl_ui_type Notice
tdl_urpf_config_type Notice
tdllib Notice
trans_avl Notice
uihandler Notice
uipeer Notice
uistatus Notice
urpf Notice
vista Notice
wccp Notice

トレースレベルの設定
Cisco ASR 1000シリーズルータの任意のモジュール、または Cisco ASR 1000シリーズルータ
のプロセスに含まれる全モジュールのトレースレベルを設定するには、特権 EXECモードで
platform software traceコマンドを入力します。

次の例では、スロット 0の ESPプロセッサの Forwarding Managerで、転送プロセッサモジュー
ルのトレースレベルを情報トレースレベル（info）に設定します。

Router(config)# platform trace runtime slot F0 bay 0 process forwarding-manager module
interfaces level info

次の例では、スロットR0のESPプロセッサのForwarding Managerで、転送プロセッサモジュー
ルのトレースレベルを情報トレースレベル（max）に設定します。

Router(config)# platform trace boottime slot R0 bay 1 process forwarding-manager
forwarding-manager level max

このコマンドのオプションに関する詳細については、 platform trace boottime process
forwarding-manager moduleinterfacesおよび platform trace runtime process forwarding-manager
moduleinterfacesのコマンドリファレンスを参照してください。

トレースバッファのデータの表示
トレースバッファ内またはファイル内のトレースメッセージを表示するには、特権EXECモー
ドで show platform software trace messageコマンドを入力します。

次の例では、show platform software trace messageコマンドを使用して、ルートプロセッサス
ロット 0でのホストマネージャプロセスのトレースメッセージを表示します。

Router# show platform software trace message host-manager R0
08/23 12:09:14.408 [uipeer]: (info): Looking for a ui_req msg
08/23 12:09:14.408 [uipeer]: (info): Start of request handling for con 0x100a61c8
08/23 12:09:14.399 [uipeer]: (info): Accepted connection for 14 as 0x100a61c8
08/23 12:09:14.399 [uipeer]: (info): Received new connection 0x100a61c8 on descriptor
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14
08/23 12:09:14.398 [uipeer]: (info): Accepting command connection on listen fd 7
08/23 11:53:57.440 [uipeer]: (info): Going to send a status update to the shell manager
in slot 0
08/23 11:53:47.417 [uipeer]: (info): Going to send a status update to the shell manager
in slot 0
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第 25 章

パケットトレース

初版：2016年 8月 3日

パケットトレース機能は、Cisco IOS XEプラットフォームによってデータパケットがどのよう
に処理されているのかを詳細に理解できます。これは、ユーザーが問題を診断し、より効率的

にトラブルシューティングするために役立ちます。このモジュールは、パケットトレース機能

の使用方法に関する情報を提供します。

•パケットトレースについて（661ページ）
•パケットトレースの設定に関する使用上のガイドライン（662ページ）
•パケットトレースの設定（663ページ）
• UDFオフセットを使用したパケットトレーサの設定 （665ページ）
•パケットトレース情報の表示（668ページ）
•パケットトレースデータの削除（669ページ）
•パケットトレースの設定例 （669ページ）
•その他の参考資料（677ページ）
•パケットトレースの機能情報（678ページ）

パケットトレースについて
パケットトレース機能は、アカウンティング、サマリー、パスデータという3つのレベルのパ
ケット検査を提供します。各レベルは、一部のパケット処理機能を犠牲にして、パケット処理

の詳細なビューを提供します。ただし、パケットトレースは、debug platform conditionステー
トメントに一致するパケットの検査を制限し、大量のトラフィックが発生する環境下でも実行

可能なオプションです。

次の表で、パケットトレースによって提供される 3つのレベルの検査について説明します。
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表 45 :パケットトレースレベル

説明パケットト

レースレベル

パケットトレースのアカウンティングでは、ネットワークプロセッサに出入

りするパケット数が示されます。パケットトレースのアカウンティングは負

荷の軽いパフォーマンスアクティビティであり、無効化されるまで継続的に

実行されます。

アカウンティ

ング

パケットトレースのサマリーレベルでは、限られた数のパケットデータが収

集されます。パケットトレースのサマリーは、入力インターフェイスと出力

インターフェイス、最終的なパケットの状態、およびパケットのパント、ド

ロップ、インジェクションを随時追跡します。サマリーデータの収集は、通

常のパケット処理と比較してパフォーマンスが高く、問題のあるインターフェ

イスを分離するのに役立ちます。

サマリー

パケットトレースのパスデータレベルでは、パケットトレースが最も詳細な

レベルで実行されます。限られた数のパケットを対象にデータが収集されま

す。パケットトレースのパスデータでは、条件付きデバッグIDを含むデータ
がキャプチャされます。このデータは、機能デバッグ、タイムスタンプ、お

よび機能固有のパストレースデータと関連付ける際に役立ちます。

パスデータには、パケットコピーと Feature Invocation Array（FIA）トレース
という 2つのオプション機能もあります。パケットコピーオプションを使用
すると、パケットの各種レイヤ（レイヤ 2、レイヤ 3、レイヤ 4）で入力パ
ケットや出力パケットをコピーできます。FIAトレースオプションは、パケッ
ト処理中に呼び出されたすべての機能エントリを追跡します。このオプショ

ンは、パケット処理中に何が起こっているかを把握する際に役立ちます。

パスデータの収集では、多くのパケット処理リソースが消費されま

す。また、オプション機能はパケットパフォーマンスに徐々に影響を

及ぼします。そのため、パスデータレベルは限定的なキャパシティで

使用するか、パケットパフォーマンスの変化が許容できる状況で使用

してください。

（注）

パスデータ

パケットトレースの設定に関する使用上のガイドライン
パケットトレース機能を設定する際は、次のベストプラクティスを考慮してください。

•パケットをより包括的に表示するには、パケットトレース機能を使用する際に入力条件を
使用することを推奨します。

•パケットトレースの設定には、データプレーンメモリが必要です。データプレーンメモリ
が制限されているシステムでは、パケットトレース値をどのように選択するかを慎重に検

討してください。パケットトレースによって消費されるメモリ量の概算値は、次の式で求

められます。
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必要なメモリ =（統計オーバーヘッド）+（パケット数）*（サマリーサイズ +データサイズ +
パケットコピーサイズ）。

パケットトレース機能を有効にすると、統計用に少量の固定メモリが割り当てられます。同様

に、パケットごとのデータをキャプチャする場合、サマリーデータ用に各パケットに少量の固

定メモリが必要です。ただし、式が示すように、トレース対象に選択したパケット数や、パス

データとパケットのコピーを収集するかどうかによって、消費されるメモリ量が大きく影響さ

れる可能性があります。

パケットトレースの設定
パケットトレース機能を設定するには、次の手順を実行します。

パケットトレース機能によって消費されるメモリの量は、パケットトレース設定の影響を受け

ます。通常のサービスの中断を避けるために、パケットごとのパスデータとコピーバッファの

サイズ、およびトレースするパケット数を慎重に選択する必要があります。show platform
hardware qfp active infrastructure exmem statisticsコマンドを使用すると、現在のデータプレー
ンの DRAMメモリ消費量をチェックできます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. debug platform packet-trace packet pkt-num [fia-trace | summary-only] [circular] [data-size

data-size]
3. debug platform packet-trace {punt |inject|copy|drop|packet|statistics}
4. debug platform condition [ipv4 | ipv6] [interface interface][access-list access-list -name |

ipv4-address / subnet-mask | ipv6-address / subnet-mask] [ingress | egress |both]
5. debug platform condition start
6. debug platform condition stop
7. show platform packet-trace {configuration | statistics | summary | packet {all | pkt-num}}
8. clear platform condition all
9. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

ステップ 1

Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

指定した数のパケットのサマリーデータを収集しま

す。デフォルトでは機能パスデータをキャプチャ

し、必要に応じて FIAトレースを実行します。

debug platform packet-trace packet pkt-num [fia-trace
| summary-only] [circular] [data-size data-size]

例：

ステップ 2

pkt-num：所定の時間に維持されるパケットの最大数
を指定します。

Router# debug platform packet-trace packets 2048
summary-only

fia-trace：サマリーデータ、機能固有のデータなど、
詳細なレベルのデータキャプチャを実行します。ま

た、パケット処理中にアクセスされた各機能エント

リも表示します。

summary-only：詳細情報を最小限にしたサマリー
データのキャプチャを有効にします。

circular：最近トレースされたパケットのデータを保
存します。

data-size：各パケットの機能データと FIAトレース
データを保存するデータバッファのサイズをバイト

単位で指定します。パケットで非常に重いパケット

処理が実行された場合、ユーザーは必要に応じて

データバッファのサイズを増やすことができます。

デフォルト値は 2048です。

データからコントロールプレーンへパントされたパ

ケットのトレースを有効にします。

debug platform packet-trace {punt
|inject|copy|drop|packet|statistics}

例：

ステップ 3

Router# debug platform packet-trace punt

パケットをトレースするための一致基準を指定しま

す。プロトコル、IPアドレスおよびサブネットマス
debug platform condition [ipv4 | ipv6] [interface
interface][access-list access-list -name | ipv4-address /
subnet-mask | ipv6-address / subnet-mask] [ingress | egress
|both]

ステップ 4

ク、アクセス制御リスト（ACL）、インターフェイ
ス、方向によるフィルタリング機能を提供します。

例：

Router# debug platform condition interface g0/0/0
ingress

指定した位置基準を有効にしてパケットトレースを

開始します。

debug platform condition start

例：

ステップ 5

Router# debug platform condition start

条件を非アクティブにして、パケットのトレースを

停止します。

debug platform condition stop

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Router# debug platform condition start

指定されたオプションに従って、パケットトレース

データを表示します。showコマンドのオプションの

show platform packet-trace {configuration | statistics
| summary | packet {all | pkt-num}}

例：

ステップ 7

詳細については、{start cross reference}表 21-1 {end
cross reference}を参照してください。

Router# show platform packet-trace 14

debug platform conditionコマンドおよび debug
platform packet-traceコマンドによって提供された
設定を削除します。

clear platform condition all

例：

Router(config)# clear platform condition all

ステップ 8

特権 EXECモードを終了します。exit

例：

ステップ 9

Router# exit

UDFオフセットを使用したパケットトレーサの設定
オフセットを使用してパケットトレース UDFを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. udf udf name header {inner | outer} {13|14} offset offset-in-bytes length length-in-bytes

4. udf udf name {header | packet-start} offset-base offset length

5. ip access-list extended {acl-name |acl-num}
6. ip access-list extended { deny | permit } udf udf-name value mask
7. debug platform condition [ipv4 | ipv6] [ interface interface] [access-list access-list -name |

ipv4-address / subnet-mask | ipv6-address / subnet-mask] [ ingress | egress |both ]
8. debug platform condition start
9. debug platform packet-trace packet pkt-num [ fia-trace | summary-only] [ circular ] [ data-size

data-size]
10. debug platform packet-trace {punt | inject|copy | drop |packet | statistics}
11. debug platform condition stop
12. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

個々のUDF定義を設定します。UDFの名前、オフ
セット元のネットワーキングヘッダー、抽出する

データの長さを指定できます。

udf udf name header {inner | outer} {13|14} offset
offset-in-bytes length length-in-bytes

例：

ステップ 3

innerキーワードまたは outerキーワードは、カプ
セル化されていないレイヤ3またはレイヤ4のヘッ

Router(config)# udf TEST_UDF_NAME_1 header inner
l3 64 1

ダーからのオフセットの開始を指定するか、または

Router(config)# udf TEST_UDF_NAME_2 header inner
l4 77 2

カプセル化されたパケットがある場合は内部L3/L4
からのオフセットの開始を指定します。

Router(config)# udf TEST_UDF_NAME_3 header outer
l3 65 1

lengthキーワードはオフセットからの長さをバイト
単位で指定します。有効な範囲は 1～ 2です。

Router(config)# udf TEST_UDF_NAME_4 header outer
l4 67 1

udf udf name {header | packet-start} offset-base offset
length

ステップ 4 • header：オフセットの基本設定を指定します。

• packet-start：packet-startからのオフセットベー
スを指定します。packet-startは、パケットト例：

Router(config)# udf TEST_UDF_NAME_5 packet-start
120 1

レースがインバウンドパケット用かアウトバウ

ンドパケット用かによって異なります。パケッ

トトレースがインバウンドパケット用である場

合、パケット開始はレイヤ2になります。アウ
トバウンドの場合は、packet-startはレイヤ 3に
なります。

• offset：オフセットベースからオフセットさせ
るバイト数を指定します。オフセットベース

（レイヤ 3/レイヤ 4ヘッダー）からの先頭バ
イトに一致させるには、オフセットを0に設定
します。

• length：オフセットからのバイト数を指定しま
す。1バイトまたは 2バイトだけがサポートさ
れます。追加のバイト数に一致させるには、複

数の UDFの定義が必要です。
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目的コマンドまたはアクション

拡張ACLコンフィギュレーションモードを有効に
します。CLIは拡張 ACLコンフィギュレーション

ip access-list extended {acl-name |acl-num}

例：

ステップ 5

モードを開始します。このモードでは、後続のすべ

Router(config)# ip access-list extended acl2 てのコマンドが現在の拡張アクセスリストに適用さ

れます。拡張ACLは、IPパケットの送信元アドレ
スおよび宛先アドレスを ACLに設定されているア
ドレスと比較して、トラフィックを制御します。

現在のアクセス制御エントリ（ACE）と併せて、
UDFで一致するようにACLを設定します。ACLで

ip access-list extended { deny | permit } udf udf-name
value mask

例：

ステップ 6

定義されているバイトは0xD3です。マスクは、許
可および拒否するトラフィックを指定するように、

IP ACLで IPアドレスとともに使用します。Router(config-acl)# permit ip any any udf
TEST_UDF_NAME_5 0xD3 0xFF

パケットをトレースするための一致基準を指定しま

す。プロトコル、IPアドレスおよびサブネットマ
debug platform condition [ipv4 | ipv6] [ interface
interface] [access-list access-list -name | ipv4-address /
subnet-mask | ipv6-address / subnet-mask] [ ingress |
egress |both ]

ステップ 7

スク、アクセス制御リスト（ACL）、インターフェ
イス、方向によるフィルタリング機能を提供しま

す。例：

Router# debug platform condition interface
gi0/0/0 ipv4 access-list acl2 both

指定した位置基準を有効にしてパケットトレースを

開始します。

debug platform condition start

例：

ステップ 8

Router# debug platform condition start

指定した数のパケットのサマリーデータを収集しま

す。デフォルトでは機能パスデータをキャプチャ

し、必要に応じて FIAトレースを実行します。

debug platform packet-trace packet pkt-num [ fia-trace
| summary-only] [ circular ] [ data-size data-size]

例：

ステップ 9

pkt-num：所定の時間に維持されるパケットの最大
数を指定します。

Router# debug platform packet-trace packet 1024
fia-trace data-size 2048

fia-trace：サマリーデータ、機能固有のデータな
ど、詳細なレベルのデータキャプチャを実行しま

す。また、パケット処理中にアクセスされた各機能

エントリも表示します。

summary-only：詳細情報を最小限にしたサマリー
データのキャプチャを有効にします。

circular：最近トレースされたパケットのデータを
保存します。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
667

パケットトレース

UDFオフセットを使用したパケットトレーサの設定



目的コマンドまたはアクション

data-size：各パケットの機能データとFIAトレース
データを保存するデータバッファのサイズをバイト

単位で指定します。パケットで非常に重いパケット

処理が実行された場合、ユーザーは必要に応じて

データバッファのサイズを増やすことができます。

デフォルト値は 2048です。

データからコントロールプレーンへパントされたパ

ケットのトレースを有効にします。

debug platform packet-trace {punt | inject|copy | drop
|packet | statistics}

例：

ステップ 10

Router# debug platform packet-trace punt

条件を非アクティブにして、パケットのトレースを

停止します。

debug platform condition stop

例：

ステップ 11

Router# debug platform condition start

特権 EXECモードを終了します。exit

例：

ステップ 12

Router# exit

パケットトレース情報の表示
パケットトレース情報を表示するには、次の showコマンドを使用します。

表 46 : showコマンド

説明コマンド

デフォルトを含むパケットトレース設定が表示されま

す。

show platform packet-trace
configuration

トレースされたすべてのパケットのアカウンティング

データが表示されます。

show platform packet-trace statistics

指定した数のパケットのサマリーデータが表示されま

す。

show platform packet-trace summary

すべてのパケットまたは指定したパケットのパスデータ

が表示されます。decodeオプションを使用すると、バイ
ナリパケットのより人間が判読しやすい形式へのデコー

ドが試みられます。

show platform packet-trace {all |
pkt-num} [decode]
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パケットトレースデータの削除
パケットトレースデータをクリアするには、次のコマンドを使用します。

表 47 : clearコマンド

説明コマンド

収集されたパケットトレースデータと統計をクリア

します。

clear platform packet-trace statistics

パケットトレース設定と統計をクリアします。clear platform packet-trace configuration

パケットトレースの設定例
ここでは、次の設定例について説明します。

例：パケットトレースの設定

この例では、パケットトレースを設定し、結果を表示する方法について説明します。この例で

は、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/1への着信パケットがトレースされ、最初
の 128パケットのFIAトレースデータがキャプチャされます。また、入力パケットがコピーさ
れます。show platform packet-trace packet 0 コマンドにより、パケット 0について、概要デー
タと、パケット処理中にアクセスされた各機能エントリが表示されます。

Router>
enable
Router# debug platform packet-trace packet 128 fia-trace
Router# debug platform packet-trace punt
Router# debug platform condition interface g0/0/1 ingress
Router# debug platform condition start
Router#! ping to UUT
Router# debug platform condition stop
Router# show platform packet-trace packet 0
Packet: 0 CBUG ID: 9
Summary
Input : GigabitEthernet0/0/1
Output : GigabitEthernet0/0/0
State : FWD
Timestamp
Start : 1819281992118 ns (05/17/2014 06:42:01.207240 UTC)
Stop : 1819282095121 ns (05/17/2014 06:42:01.207343 UTC)

Path Trace
Feature: IPV4
Source : 198.51.100.2
Destination : 198.51.100.2
Protocol : 1 (ICMP)

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x8059dbe8 - DEBUG_COND_INPUT_PKT
Timestamp : 3685243309297

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
669

パケットトレース

パケットトレースデータの削除



Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x82011a00 - IPV4_INPUT_DST_LOOKUP_CONSUME
Timestamp : 3685243311450

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x82000170 - IPV4_INPUT_FOR_US_MARTIAN
Timestamp : 3685243312427

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x82004b68 - IPV4_OUTPUT_LOOKUP_PROCESS
Timestamp : 3685243313230

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x8034f210 - IPV4_INPUT_IPOPTIONS_PROCESS
Timestamp : 3685243315033

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x82013200 - IPV4_OUTPUT_GOTO_OUTPUT_FEATURE
Timestamp : 3685243315787

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x80321450 - IPV4_VFR_REFRAG
Timestamp : 3685243316980

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x82014700 - IPV6_INPUT_L2_REWRITE
Timestamp : 3685243317713

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x82000080 - IPV4_OUTPUT_FRAG
Timestamp : 3685243319223

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x8200e500 - IPV4_OUTPUT_DROP_POLICY
Timestamp : 3685243319950

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x8059aff4 - PACTRAC_OUTPUT_STATS
Timestamp : 3685243323603

Feature: FIA_TRACE
Entry : 0x82016100 - MARMOT_SPA_D_TRANSMIT_PKT
Timestamp : 3685243326183

Router# clear platform condition all
Router# exit

LFTS（Linux Forwarding Transport Service）は、CPPからパントされたパケットを IOSd以外の
アプリケーションに転送するトランスポートメカニズムです。この例では、インターセプトさ

れた binosアプリケーション宛ての LFTSベースのパケットが表示されています。
Router# show platform packet-trace packet 10
Packet: 10 CBUG ID: 52
Summary
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
State : PUNT 55 (For-us control)
Timestamp
Start : 597718358383 ns (06/06/2016 09:00:13.643341 UTC)
Stop : 597718409650 ns (06/06/2016 09:00:13.643392 UTC)

Path Trace
Feature: IPV4
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : <unknown>
Source : 10.64.68.2
Destination : 224.0.0.102
Protocol : 17 (UDP)
SrcPort : 1985
DstPort : 1985

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : <unknown>
Entry : 0x8a0177bc - DEBUG_COND_INPUT_PKT
Lapsed time : 426 ns
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Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : <unknown>
Entry : 0x8a017788 - IPV4_INPUT_DST_LOOKUP_CONSUME
Lapsed time : 386 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : <unknown>
Entry : 0x8a01778c - IPV4_INPUT_FOR_US_MARTIAN
Lapsed time : 13653 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
Entry : 0x8a017730 - IPV4_INPUT_LOOKUP_PROCESS_EXT
Lapsed time : 2360 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
Entry : 0x8a017be0 - IPV4_INPUT_IPOPTIONS_PROCESS_EXT
Lapsed time : 66 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
Entry : 0x8a017bfc - IPV4_INPUT_GOTO_OUTPUT_FEATURE_EXT
Lapsed time : 680 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
Entry : 0x8a017d60 - IPV4_INTERNAL_ARL_SANITY_EXT
Lapsed time : 320 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
Entry : 0x8a017a40 - IPV4_VFR_REFRAG_EXT
Lapsed time : 106 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
Entry : 0x8a017d2c - IPV4_OUTPUT_DROP_POLICY_EXT
Lapsed time : 1173 ns

Feature: FIA_TRACE
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
Entry : 0x8a017940 - INTERNAL_TRANSMIT_PKT_EXT
Lapsed time : 20173 ns

LFTS Path Flow: Packet: 10 CBUG ID: 52
Feature: LFTS
Pkt Direction: IN
Punt Cause : 55

subCause : 0

例：パケットトレースの使用

次に、パケットトレースを使用して Cisco ASR 1006ルータの NAT設定でパケットドロップの
トラブルシューティングを行うシナリオの例を示します。この例には、パケットトレース機能

によって提供される詳細レベルを効果的に利用して問題に関する情報を収集し、問題を切り分

けて、解決策を見つける方法が示されています。
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このシナリオでは、問題があることはわかりますが、どこからトラブルシューティングを開始

すればよいかはわかりません。したがって、多数の着信パケットのパケットトレースのサマ

リーにアクセスすることを検討する必要があります。

Router# debug platform condition ingress
Router# debug platform packet-trace packet 2048 summary-only
Router# debug platform condition start
Router# debug platform condition stop
Router# show platform packet-trace summary
Pkt Input Output State Reason
0 Gi0/0/0 Gi0/0/0 DROP 402 (NoStatsUpdate)
1 internal0/0/rp:0 internal0/0/rp:0 PUNT 21 (RP<->QFP keepalive)
2 internal0/0/recycle:0 Gi0/0/0 FWD

この出力には、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0の NAT設定が原因でパケッ
トがドロップされていることが示されています。これによって、問題は特定のインターフェイ

スで発生していることがわかります。この情報を使用して、トレースするパケットを制限し、

データキャプチャのパケット数を減らし、検査レベルを上げることができます。

Router# debug platform packet-trace packet 256
Router# debug platform packet-trace punt
Router# debug platform condition interface Gi0/0/0
Router# debug platform condition start
Router# debug platform condition stop
Router# show platform packet-trace summary
Router# show platform packet-trace 15
Packet: 15 CBUG ID: 238
Summary
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:1
State : PUNT 55 (For-us control)
Timestamp
Start : 1166288346725 ns (06/06/2016 09:09:42.202734 UTC)
Stop : 1166288383210 ns (06/06/2016 09:09:42.202770 UTC)

Path Trace
Feature: IPV4
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : <unknown>
Source : 10.64.68.3
Destination : 224.0.0.102
Protocol : 17 (UDP)
SrcPort : 1985
DstPort : 1985

IOSd Path Flow: Packet: 15 CBUG ID: 238
Feature: INFRA
Pkt Direction: IN
Packet Rcvd From CPP

Feature: IP
Pkt Direction: IN
Source : 10.64.68.122
Destination : 10.64.68.255

Feature: IP
Pkt Direction: IN
Packet Enqueued in IP layer
Source : 10.64.68.122
Destination : 10.64.68.255
Interface : GigabitEthernet0/0/0

Feature: UDP
Pkt Direction: IN
src : 10.64.68.122(1053)
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dst : 10.64.68.255(1947)
length : 48

Router#show platform packet-trace packet 10
Packet: 10 CBUG ID: 10
Summary
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : internal0/0/rp:0
State : PUNT 55 (For-us control)
Timestamp
Start : 274777907351 ns (01/10/2020 10:56:47.918494 UTC)
Stop : 274777922664 ns (01/10/2020 10:56:47.918509 UTC)

Path Trace
Feature: IPV4(Input)
Input : GigabitEthernet0/0/0
Output : <unknown>
Source : 10.78.106.2
Destination : 224.0.0.102
Protocol : 17 (UDP)
SrcPort : 1985
DstPort : 1985

IOSd Path Flow: Packet: 10 CBUG ID: 10
Feature: INFRA
Pkt Direction: IN

Packet Rcvd From DATAPLANE
Feature: IP

Pkt Direction: IN
Packet Enqueued in IP layer
Source : 10.78.106.2
Destination : 224.0.0.102
Interface : GigabitEthernet0/0/0

Feature: UDP
Pkt Direction: IN DROP
Pkt : DROPPED
UDP: Discarding silently
src : 881 10.78.106.2(1985)
dst : 224.0.0.102(1985)
length : 60

Router#show platform packet-trace packet 12
Packet: 12 CBUG ID: 767
Summary
Input : GigabitEthernet3
Output : internal0/0/rp:0
State : PUNT 11 (For-us data)
Timestamp
Start : 16120990774814 ns (01/20/2020 12:38:02.816435 UTC)
Stop : 16120990801840 ns (01/20/2020 12:38:02.816462 UTC)

Path Trace
Feature: IPV4(Input)
Input : GigabitEthernet3
Output : <unknown>
Source : 12.1.1.1
Destination : 12.1.1.2
Protocol : 6 (TCP)
SrcPort : 46593
DstPort : 23

IOSd Path Flow: Packet: 12 CBUG ID: 767
Feature: INFRA
Pkt Direction: IN
Packet Rcvd From DATAPLANE
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Feature: IP
Pkt Direction: IN
Packet Enqueued in IP layer
Source : 12.1.1.1
Destination : 12.1.1.2
Interface : GigabitEthernet3

Feature: IP
Pkt Direction: IN
FORWARDEDTo transport layer
Source : 12.1.1.1
Destination : 12.1.1.2
Interface : GigabitEthernet3

Feature: TCP
Pkt Direction: IN
tcp0: I NoTCB 12.1.1.1:46593 12.1.1.2:23 seq 1925377975 OPTS 4 SYN WIN 4128

Router# show platform packet-trace summary
Pkt Input Output State Reason
0 INJ.2 Gi1 FWD
1 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
2 INJ.2 Gi1 FWD
3 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
4 INJ.2 Gi1 FWD
5 INJ.2 Gi1 FWD
6 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
7 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
8 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
9 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
10 INJ.2 Gi1 FWD
11 INJ.2 Gi1 FWD
12 INJ.2 Gi1 FWD
13 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
14 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
15 Gi1 internal0/0/rp:0 PUNT 11 (For-us data)
16 INJ.2 Gi1 FWD

次に、パケットトレースデータの統計を表示する例を示します。

Router#show platform packet-trace statistics
Packets Summary
Matched 3
Traced 3

Packets Received
Ingress 0
Inject 0

Packets Processed
Forward 0
Punt 3
Count Code Cause
3 56 RP injected for-us control

Drop 0
Consume 0

PKT_DIR_IN
Dropped Consumed Forwarded

INFRA 0 0 0
TCP 0 0 0
UDP 0 0 0
IP 0 0 0
IPV6 0 0 0
ARP 0 0 0

PKT_DIR_OUT
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Dropped Consumed Forwarded
INFRA 0 0 0
TCP 0 0 0
UDP 0 0 0
IP 0 0 0
IPV6 0 0 0
ARP 0 0 0

次に、コントロールプレーンからフォワーディングプロセッサに挿入およびパントされるパ

ケットを表示する例を示します。

Router#debug platform condition ipv4 10.118.74.53/32 both
Router#Router#debug platform condition start
Router#debug platform packet-trace packet 200
Packet count rounded up from 200 to 256

Router#show platform packet-tracer packet 0
show plat pack pa 0
Packet: 0 CBUG ID: 674
Summary
Input : GigabitEthernet1
Output : internal0/0/rp:0
State : PUNT 11 (For-us data)
Timestamp
Start : 17756544435656 ns (06/29/2020 18:19:17.326313 UTC)
Stop : 17756544469451 ns (06/29/2020 18:19:17.326346 UTC)

Path Trace
Feature: IPV4(Input)
Input : GigabitEthernet1
Output : <unknown>
Source : 10.118.74.53
Destination : 198.51.100.38
Protocol : 17 (UDP)
SrcPort : 2640
DstPort : 500

IOSd Path Flow: Packet: 0 CBUG ID: 674
Feature: INFRA
Pkt Direction: IN
Packet Rcvd From DATAPLANE

Feature: IP
Pkt Direction: IN
Packet Enqueued in IP layer
Source : 10.118.74.53
Destination : 198.51.100.38
Interface : GigabitEthernet1

Feature: IP
Pkt Direction: IN
FORWARDED To transport layer
Source : 10.118.74.53
Destination : 198.51.100.38
Interface : GigabitEthernet1

Feature: UDP
Pkt Direction: IN
DROPPED
UDP: Checksum error: dropping
Source : 10.118.74.53(2640)
Destination : 198.51.100.38(500)

Router#show platform packet-tracer packet 2
Packet: 2 CBUG ID: 2
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IOSd Path Flow:
Feature: TCP
Pkt Direction: OUTtcp0: O SYNRCVD 198.51.100.38:22 198.51.100.55:52774 seq 3052140910
OPTS 4 ACK 2346709419 SYN WIN 4128

Feature: TCP
Pkt Direction: OUT
FORWARDED
TCP: Connection is in SYNRCVD state
ACK : 2346709419
SEQ : 3052140910
Source : 198.51.100.38(22)
Destination : 198.51.100.55(52774)

Feature: IP
Pkt Direction: OUTRoute out the generated packet.srcaddr: 198.51.100.38, dstaddr:

198.51.100.55

Feature: IP
Pkt Direction: OUTInject and forward successful srcaddr: 198.51.100.38, dstaddr:

198.51.100.55

Feature: TCP
Pkt Direction: OUTtcp0: O SYNRCVD 198.51.100.38:22 198.51.100.55:52774 seq 3052140910
OPTS 4 ACK 2346709419 SYN WIN 4128
Summary
Input : INJ.2
Output : GigabitEthernet1
State : FWD
Timestamp
Start : 490928006866 ns (06/29/2020 13:31:30.807879 UTC)
Stop : 490928038567 ns (06/29/2020 13:31:30.807911 UTC)

Path Trace
Feature: IPV4(Input)
Input : internal0/0/rp:0
Output : <unknown>
Source : 172.18.124.38
Destination : 172.18.124.55
Protocol : 6 (TCP)
SrcPort : 22
DstPort : 52774

Feature: IPSec
Result : IPSEC_RESULT_DENY
Action : SEND_CLEAR
SA Handle : 0
Peer Addr : 55.124.18.172
Local Addr: 38.124.18.172

Router#
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その他の参考資料

標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

{start hypertext}http://www.cisco.com/go/mibs{end hypertext}

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

{start
hypertext}http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html{end
hypertext}

右のURLにアクセスして、シス
コのテクニカルサポートを最大

限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアを

インストールして設定したり、

シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したり

するために使用してください。

このWebサイト上のツールにア
クセスする際は、Cisco.comのロ
グイン IDおよびパスワードが
必要です。
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パケットトレースの機能情報
{start cross reference}表 21-4{end cross reference}に、このモジュールで説明した機能をリスト
し、特定の設定情報へのリンクを示します。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、{start hypertext}
http://www.cisco.com/go/cfn{end hypertext}に進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありませ
ん。

{start cross reference}表 21-4{end cross reference}には、特定のソフトウェアリリーストレイン
で各機能をサポートするソフトウェアリリースだけが示されています。その機能は、特に断り

がない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）
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表 48 :パケットトレースの機能情報

機能情報リリース機能

名

パケットトレース機能は、Cisco IOS XEソフトウェアによるデータ
パケットの処理方法に関する情報を提供します。

Cisco IOS XEリリース 3.10Sでは、この機能は Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサービスルータに導入されました。

次のコマンドが導入または変更されました。

• debug platform packet-trace packet pkt-num [fia-trace |
summary-only] [data-size data-size] [circular]

• debug platform packet-trace copy packet {input | output | both}
[size num-bytes] [L2 | L3 | L4]

• show platform packet-trace {configuration | statistics | summary
| packet {all | pkt-num}}

Cisco IOS XE
3.10S

パ

ケッ

トト

レー

ス

Cisco IOS XEリリース 3.11Sで、この機能が拡張され、次の機能が
含まれるようになりました。

•一致した統計と追跡された統計。
•トレース開始タイムスタンプに加えて、トレース停止タイム
スタンプ。

次のコマンドが導入または変更されました。

• debug platform packet-trace drop [code drop-num]
• show platform packet-trace packet {all | pkt-num} [decode]

Cisco IOS XE
3.11S

Cisco IOS XE Denali 16.3.1で、この機能が拡張され、IOSdととも
にレイヤ 3パケットトレースが含まれるようになりました。

次のコマンドが導入または変更されました。debug platform
packet-trace punt.

Cisco IOS XE
Denali 16.3.1

show platform packet-traceコマンドの出力に、IOSdから発信され
たパケットか、IOSdまたは他の BinOSプロセス宛のパケットに関
する追加のトレース情報が含まれるようになりました。

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.1
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第 26 章

パケットドロップ

このマニュアルでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでのパケッ
トドロップについて説明します。

•パケットドロップについて（681ページ）
•パケットドロップ情報の表示（682ページ）
•パケット情報の検証（683ページ）
•パケットドロップ警告（684ページ）
•パケットドロップ警告しきい値の設定（685ページ）
•パケットドロップ警告しきい値の表示（686ページ）
•パケットドロップの機能情報（687ページ）

パケットドロップについて

パケットドロップとは

パケットドロップは、ルータまたはネットワークデバイスがパケットを目的の宛先に転送でき

ず、送信に失敗した場合に発生します。

Cisco ASR 1000シリーズルータの機能要素

Cisco ASR 1000シリーズルータは、システム内の次の主要コンポーネントで構成されていま
す。

• Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサ（RP）

• Cisco ASR 1000シリーズ Embedded Services Processor（ESP）

• Cisco ASR 1000シリーズ SPAインターフェイスプロセッサ（SIP）またはモジュライン
ターフェイスプロセッサ

Cisco QuantumFlow Processorベースのハードウェアアーキテクチャ

Cisco ASR 1000シリーズルータは、ハードウェア設計の中核としてCisco QuantumFlow Processor
（QFP）を搭載しています。この設計フレームワーク内で、すべてのパケットが処理され、
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Embedded Services Processor（ESP）を介してルーティングされます。ESP内で問題が発生する
と、パケットのルーティングと転送が停止します。

パケットドロップ情報の表示
QFPドロップの履歴を参照するには、次の手順を実行します。インターフェイス、プロトコ
ル、または機能に基づいて、インスタンスのパケットドロップ情報をフィルタリングできま

す。

手順の概要

1. enable
2. show drops
3. show drops { bqs | crypto| firewall| interface| ip-all| nat| punt| qfp| qos|history}

手順の詳細

ステップ 1 enable

例：

Router> enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。プロンプトが表示されたらパスワードを入力します。

ステップ 2 show drops

例：

Router# show drops

ドロップ統計を表示します。

ステップ 3 show drops { bqs | crypto| firewall| interface| ip-all| nat| punt| qfp| qos|history}

例：

Router# show drops qfp

選択したインターフェイスまたはプロトコルのドロップ統計と概要を表示します。

Cisco IOS XE 17.13.1aから、新しいキーワードオプション historyが show dropsコマンドに追加され
ました。show drop history qfpコマンドを使用すると、QFPドロップの履歴を表示できます。

（注）

例

パケットドロップ情報の表示例：出力例

次に、showdropsコマンドの出力例を示します。この出力例には、QuantumFlowProcessor
（QFP）に関連した packet drops情報が表示されます。
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Router#show drops
bqs BQS related drops
crypto IPSEC related drops
firewall Firewall related drops
history History of drops
interface Interface drop statistics
ip-all IP related drops
nat NAT related drops
punt Punt path related drops
qfp QFP drop statistics
qos QoS related drops
| Output modifiers
<cr> <cr>

Router# show drops qfp
------------------ show platform hardware qfp active statistics drop detail
Last clearing of QFP drops statistics : Fri Feb 18 08:02:37 2022
(6d 23h 54m 29s ago)
---------------------------------------------------------------------------
ID Global Drop Stats Packets
Octets
---------------------------------------------------------------------------
319 BFDoffload 9
1350
61 Icmp 84
3780
53 IpFragErr 32136
48718168
244 IpLispHashLkupFailed 3
213
56 IpsecInput 18
4654
23 TailDrop 26713208
10952799454
216 UnconfiguredIpv6Fia 241788
26596680
------------------ show platform hardware qfp active interface all
statistics drop_summary
----------------------------------------------------------------
Drop Stats Summary:
note: 1) these drop stats are only updated when PAL
reads the interface stats.
2) the interface stats include the subinterface
Interface Rx Pkts Tx Pkts
---------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet1 60547 0
GigabitEthernet2 60782 27769658
GigabitEthernet3 60581 0
GigabitEthernet4 60502 1323990
Tunnel14095001 0 1990214
Tunnel14095002 0 3883238
Tunnel14095003 0 3879243
Tunnel14095004 0 2018866
Tunnel14095005 0 3875972
Tunnel14095006 0 3991497
Tunnel14095007 0 4107743
Tunnel14095008 0 3990601

パケット情報の検証
このセクションでは、パケット情報を検証するためのコマンド出力の例を示します。
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パケットプロセッサエンジン（PPE）のすべてのインターフェイスでのドロップの統計を表示
するには、show drop qfpコマンドを使用します。

ラッパーコマンド show drop qfpは、元の show platform hardware qfp active statistics dropコ
マンドの省略表記です。

（注）

Router#show drops qfp
--------------------------------------------------------------
Global Drop Stats Octets
Packets
--------------------------------------------------------------
AttnInvalidSpid 0 0
BadDistFifo 0 0
BadIpChecksum 0 0

パケットプロセッサエンジン（PPE）のすべてのインターフェイスでのQFPドロップの履歴を
表示するには、show drop history qfpコマンドを使用します。このコマンドを使用すると、過
去 1分間、5分間、および 30分間のパケットドロップ数も追跡できます。

ラッパーコマンド show drop history qfpは、元の show platform hardware qfp active statistics
drop historyコマンドの省略表記です。

（注）

Router# show drops history qfp
Last clearing of QFP drops statistics : Mon Jun 26 07:29:14
2023
(21s ago)
--------------------------------------------------------------
Global Drop Stats 1-Min
5-Min 30-Min All
--------------------------------------------------------------
Ipv4NoAdj 0
0 0 99818
Ipv4NoRoute 0
0 0 99853

パケットドロップ警告
Cisco IOS XE 17.14以降では、ドロップ原因ごとの警告しきい値および/または合計QFPドロッ
プ数を1秒あたりのパケット数で設定できます。設定されたしきい値を超えると、レート制限
された syslog警告が生成されます。合計数のしきい値を超えると 1つの警告が生成され、さら
にドロップ原因ごとに 1つの警告が生成されます。

警告は、ドロップ原因ごとに最大 1分間に 1回生成されます。直前の 1分間のドロップ数がし
きい値（1秒あたりのパケット数）X 60の値と比較され、ドロップ数がこの値を超えると、警
告が生成されます。

次に、合計数およびドロップ原因ごとの数に対応するそれぞれの警告の例を示します。
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%QFP-5-DROP_OVERALL_RATE: Exceeded the overall drop threshold 10000 pps during the last
60-second measurement period, packets dropped in last 1 minute: 641220, last 5 minutes:
1243420, last 30 minutes: 124342200

%QFP-5-DROP_CAUSE_RATE: Exceeded the drop threshold 1000 pps for QosPolicing (drop code:
20) during the last 60-second measurement period, packets dropped due to QosPolicing
in last 1 minute: 61220, last 5 minutes: 43420, last 30 minutes: 4611200

パケットドロップ警告しきい値の設定
ドロップ原因ごとの警告しきい値および/または 1秒あたりのパケット数における合計 QFPド
ロップ数を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. platform qfp drops threshold {per-cause drop_id threshold | total threshold}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。プロンプ
トが表示されたらパスワードを入力します。

enable

例：

ステップ 1

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ドロップ原因ごとのしきい値、またはドロップ合計

数のしきい値を指定します。

platform qfp drops threshold {per-cause drop_id
threshold | total threshold}

例：

ステップ 3

ドロップ原因 IDを表示するには、show
platform hardware qfp active statistics drop
detailコマンドを使用します。

（注）
Router# platform qfp drops threshold per-cause
206 10

例

次に、ドロップ原因ごとの警告しきい値と合計QFPドロップ数を設定する例を示しま
す。

ドロップ原因ごとの QFPドロップ数警告しきい値の設定例

次に、ドロップ原因 ID 24の警告しきい値を 15 ppsに設定する例を示します。
Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)#platform qfp drops threshold ?
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per-cause Set warning threshold for per cause QFP drops
total Set warning threshold for total QFP drops
Router(config)#platform qfp drops threshold per-cause ?
<0-1024> QFP drop cause ID
Router(config)#platform qfp drops threshold per-cause 24 ?
<0-2147483647> Drop threshold in packets per second (pps)
Router(config)#platform qfp drops threshold per-cause 24 15

合計 QFPドロップ数の警告しきい値の設定例

次に、合計 QFPドロップ数の警告しきい値を 100 ppsに設定する例を示します。
Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)#platform qfp drops threshold ?
per-cause Set warning threshold for per cause QFP drops
total Set warning threshold for total QFP drops
Router(config)#platform qfp drops threshold total ?
<0-2147483647> Drop threshold in packets per second (pps)
Router(config)#platform qfp drops threshold total 100

パケットドロップ警告しきい値の表示
設定済みのドロップ原因ごとの警告しきい値と合計 QFPドロップ数を表示するには、次の手
順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show platform hardware qfp active statistics drop threshold

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。プロンプ
トが表示されたらパスワードを入力します。

enable

例：

ステップ 1

Router> enable

設定済みのドロップの原因ごとの警告しきい値と合

計 QFPドロップ数を表示します。
show platform hardware qfp active statistics drop
threshold

例：

ステップ 2

•ラッパーコマンド show drops thresholds
は、show platform hardware qfp active
statistics drop thresholdコマンドの省略
表記です。

（注）
Router# show platform hardware qfp active
statistics drop thresholds

例

パケットドロップ警告しきい値の表示例
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次に、show platform hardware qfp active statistics drop thresholdコマンドの出力例を
示します。

Router#show platform hardware qfp active statistics drop thresholds
------------------------------------------------------
Drop ID Drop Cause Name Threshold
------------------------------------------------------
10 BadIpChecksum 100
206 PuntPerCausePolicerDrops 10
20 QosPolicing 200

Total 30

次に、show drops thresholdsラッパーコマンドの出力例を示します。

Router#show platform hardware qfp active statistics drop thresholds
------------------------------------------------------
Drop ID Drop Cause Name Threshold
------------------------------------------------------
10 BadIpChecksum 100
206 PuntPerCausePolicerDrops 10
20 QosPolicing 200

Total 30

パケットドロップの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 49 :パケットドロップの機能情報

機能情報リリース機能名

新しいキーワードオプション

historyが show Dropコマンド
に追加されました。show drop
history qfpコマンドを使用す
ると、QFPドロップの履歴を
表示できます。

Cisco IOS XE 17.13.1aパケットドロップ情報の表示
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機能情報リリース機能名

Cisco IOS XE 17.14.1a以降で
は、この機能により、各ド

ロップ原因の警告しきい値

と、1秒あたりの QFPドロッ
プ合計数を設定できます。設

定されたしきい値を超える

と、レート制限された syslog
警告が生成されます。

Cisco ASR 1000シリーズおよ
び Catalyst 8500シリーズエッ
ジプラットフォームでは、

platform qfp Drop thresholdコ
マンドを使用してしきい値を

設定できます。

IOS XE 17.14.1aQFPドロップのしきい値と警
告

Cisco IOS XE 17.13.1a以降で
は、show Drop history qfpコ
マンドを使用して、Cisco ASR
1000シリーズおよび Catalyst
8500シリーズエッジプラット
フォームでの QFPドロップの
履歴を表示できます。

IOS XE 17.13.1aパケットドロップ履歴
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第 27 章

Webユーザーインターフェイスの設定と
アクセス

Cisco ASR 1000シリーズルータには、他のシスコルータで使用可能なWebユーザーインター
フェイスの機能を拡張したWebユーザーインターフェイスが導入されています。

この章では、このWebユーザーインターフェイスを取り上げており、次のトピックについて
説明します。

• Webユーザーインターフェイスの概要（689ページ）
• Webユーザーインターフェイスアクセスのためのルータ設定（693ページ）
•認証とWebユーザーインターフェイス（696ページ）
•ドメインネームシステムとWebユーザーインターフェイス（696ページ）
•クロックとWebユーザインターフェイス（696ページ）
• Webユーザーインターフェイスへのアクセス（697ページ）
•自動更新の使用（698ページ）
• Webユーザーインターフェイスについてのヒントとアドバイス（699ページ）
• Cisco IOS XE 16リリースでのWebユーザーインターフェイスの設定（701ページ）

Webユーザーインターフェイスの概要
この項では、次のトピックについて取り上げます。

Webユーザーインターフェイスの概要
Webユーザーインターフェイスは、Cisco IOS XEリリース 2.1.1以降の Cisco ASR 1000シリー
ズルータで使用できます。Webユーザーインターフェイスは、Cisco IOS XEリリース 2.1.0で
は使用できません。

Cisco ASR 1000シリーズルータには、Webユーザーインターフェイスを使用してアクセスで
きます。Webユーザーインターフェイスでは、わかりやすいグラフィカルインターフェイス
を使用してルータのパフォーマンスをモニターできます。Cisco ASR 1000シリーズルータのほ
とんどの側面は、Webユーザーインターフェイスを使用してモニターできます。
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Webユーザーインターフェイスには、次の機能があります。

•読みやすいグラフィカル形式で情報を表示するインターフェイス。
• Cisco IOS XE統合パッケージ内の IOSおよび非 IOSサブパッケージに関連したプロセスを
含む、ほとんどのソフトウェアプロセスをモニターできるインターフェイス。

•ルータにインストールされているすべての RP、ESP、SIP、SPAなど、ほとんどのハード
ウェアコンポーネントをモニターできるインターフェイス。

•拡張Webユーザーインターフェイスに加えて、レガシーWebユーザーインターフェイス
へのアクセス。

• Webユーザーインターフェイスから showコマンドの出力を収集する機能。

レガシーWebユーザーインターフェイスの概要
以前のCiscoルータには、ルータのモニターに使用できるレガシーWebユーザーインターフェ
イスが搭載されています。このレガシーWebユーザーインターフェイスは、グラフィックを
使用せずに直接的な方法で情報を表示します。Cisco ASR 1000シリーズルータでは、このイン
ターフェイスはより大きなWebユーザーインターフェイスの一部であり、左側メニューの [IOS
Web UI]オプションをクリックしてアクセスできます。

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、レガシーWebユーザーインターフェイスは、IOSサブ
パッケージの設定とモニターにのみ使用できます。一部のシナリオでは、特に ip httpコマン
ドが正常に入力されて HTTPまたは HTTPSサーバーが有効になっている場合、適切に設定さ
れたWebユーザーインターフェイストランスポートマップが Cisco ASR 1000シリーズルー
タにまだ適用されていない場合、レガシーWebユーザーインターフェイスにはアクセスでき
ますが、グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスにはアクセスできません。

レガシーWebユーザーインターフェイスのホームページの例については、次の図を参照して
ください。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
690

Webユーザーインターフェイスの設定とアクセス

レガシーWebユーザーインターフェイスの概要



図 20 :レガシーWebユーザーインターフェイスのホームページ

グラフィックベースWebユーザーインターフェイスの概要
Cisco ASR 1000シリーズルータのWebユーザーインターフェイスは、表示される情報に応じ
て、読みやすいグラフィックベースの表、グラフ、またはチャートで情報を表示することで、

他のプラットフォームで使用可能な従来のWebユーザーインターフェイスを拡張します。Cisco
ASR 1000シリーズルータのWebユーザーインターフェイスでは、IOSサブパッケージと非
IOSサブパッケージの両方に保存されているモニタリング情報を表示することもできます。こ
の機能により、Webユーザーインターフェイスを使用しているルータの全面的な表示が可能に
なります。

グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスのホームページの例については、次の
図を参照してください。
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図 21 :グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスのホームページ

持続性Webユーザーインターフェイストランスポートマップの概要
グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスを有効にするには、持続的なWebユー
ザーインターフェイストランスポートマップを設定する必要があります。持続的なWebユー
ザーインターフェイストランスポートマップは、正常に設定されてルータに適用されると、

ルータが着信Webユーザーインターフェイス要求を処理する方法を定義します。持続的なWeb
ユーザーインターフェイストランスポートマップで、ユーザーは、HTTP、HTTPS、または
これら両方のプロトコルを使用してグラフィックベースのWebユーザーインターフェイスに
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アクセスできるようにするかどうかを定義します。Cisco ASR 1000シリーズルータに一度に適
用できる持続的なWebユーザーインターフェイストランスポートマップは 1つのみです。

持続的なWebユーザーインターフェイストランスポートマップの設定は、ip httpコマンド
セットを使用して設定されるレガシーWebユーザーインターフェイスの設定に加えて実行す
る必要があります。ip httpコマンド設定は、レガシーとグラフィックベース両方のWebユー
ザーインターフェイスの HTTPまたは HTTPSで使用されるポートを定義します。

Webユーザーインターフェイスアクセスのためのルー
タ設定

Cisco ASR 1000シリーズルータのいずれかのWebユーザーインターフェイスにアクセスする
機能は、デフォルトで無効になっています。

グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスを有効にする前に、レガシーWebユー
ザーインターフェイスを設定する必要があります。

管理イーサネットインターフェイスが設定されていないか、機能していない場合、Webユー
ザーインターフェイスは機能しません。具体的には、Webユーザーインターフェイスを設定す
る前に、管理イーサネット VRFでデフォルトルートを指定する必要があります。

（注）

Webユーザーインターフェイス全体を有効にするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. （オプション）show clockコマンドを入力して、ルータのクロック設定が正確であること
を確認します。

2. ルータに接続し、configure terminalコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

3. ip http authentication localコマンドを入力して、HTTPサーバーの認証方式をローカルに
設定します。

4. 次のいずれかのグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して、レガシーWeb
ユーザーインターフェイスを有効にします。

5. transport-map type persistent webui transport-map-nameコマンドを入力して、持続的なWeb
ユーザーインターフェイストランスポートマップを作成し、名前を付けます。

6. トランスポートマップコンフィギュレーションモードで次のコマンドを入力して、HTTP、
HTTPS、またはその両方を有効にします。

7. （オプション）show transport-map name transport-map-name特権 EXECコマンドを入力し
て、トランスポートマップが正しく設定されていることを確認します。

8. transport type persistent webui input transport-map-nameグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して、トランスポートマップを有効にします。
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手順の詳細

ステップ 1 （オプション）show clockコマンドを入力して、ルータのクロック設定が正確であることを確認します。

例：

Router# show clock
*13:56:59.257 DST Mon May 5 2008

ルータの時刻が正しく設定されていない場合は、clock setコマンドと clock timezoneコマンドを使用して
ルータのクロックを設定します。

ステップ 2 ルータに接続し、configure terminalコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーションモードを開
始します。

ステップ 3 ip http authentication localコマンドを入力して、HTTPサーバーの認証方式をローカルに設定します。

ステップ 4 次のいずれかのグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して、レガシーWebユーザーインター
フェイスを有効にします。

• ip http server：デフォルトの HTTPポートであるポート 80で HTTPを有効にします。
• ip http port port-number：デフォルト以外のユーザー指定ポートで HTTPを有効にします。
• ip http secure-server：デフォルトの HTTPSポートであるポート 443で HTTPSを有効にします。
• ip http secure-port port-number：デフォルト以外のユーザー指定ポートで HTTPSを有効にします。

手順のこの時点で、レガシーWebユーザーインターフェイスが使用可能になります。このステップの完了
後にWebユーザーインターフェイスにアクセスしようとするユーザーには、レガシーWebユーザーイン
ターフェイスのみが表示されます。

グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスを有効にするには、ステップ 5に進み、この手順の
残りのステップを完了します。

ステップ 5 transport-map type persistent webui transport-map-nameコマンドを入力して、持続的なWebユーザーイン
ターフェイストランスポートマップを作成し、名前を付けます。

ステップ 6 トランスポートマップコンフィギュレーションモードで次のコマンドを入力して、HTTP、HTTPS、また
はその両方を有効にします。

• server：HTTPを有効にします。
• secure-server：HTTPSを有効にします。

トランスポートマップ内でポート番号を設定することはできません。ステップ4で定義したポート番号は、
持続的なWebユーザーインターフェイストランスポートマップでの設定でも使用されます。

ステップ 7 （オプション）show transport-map name transport-map-name特権 EXECコマンドを入力して、トランス
ポートマップが正しく設定されていることを確認します。

ステップ 8 transport type persistent webui input transport-map-nameグローバルコンフィギュレーションコマンドを入
力して、トランスポートマップを有効にします。
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次のタスク

例

次の例では、HTTPサーバーの認証方式がローカルに設定されています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http authentication local

Router(config)#exit

次の例では、デフォルトの HTTPポートを使用するWebユーザーインターフェイスが有効に
なっています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http server
Router(config)# transport-map type persistent webui http-webui
Router(config-tmap)# server
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# exit
Router# show transport-map name http-webui
Transport Map:
Name: http-webui
Type: Persistent Webui Transport

Webui:
Server: enabled
Secure Server: disabled

Router# configure terminal
Router(config)# transport type persistent webui input http-webui
*Apr 22 02:43:55.798: %UICFGEXP-6-SERVER_NOTIFIED_START: R0/0: psd: Server wui has been
notified to start

次の例では、デフォルトの HTTPSポートを使用するWebユーザーインターフェイスが有効に
なっています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http secure-server
Router(config)# transport-map type persistent webui https-webui

Router(config-tmap)# secure-server
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# transport type persistent webui input https-webui
*Apr 22 02:38:43.597: %UICFGEXP-6-SERVER_NOTIFIED_START: R0/0: psd: Server wui has been
notified to start

次の例では、デフォルトの HTTPポートと HTTPSポートを使用するWebユーザーインター
フェイスが有効になっています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http server
Router(config)# ip http secure-server
Router(config)# transport-map type persistent webui http-https-webui
Router(config-tmap)# server
Router(config-tmap)# secure-server
Router(config-tmap)# exit
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Router(config)# transport type persistent webui input http-https-webui
*Apr 22 02:47:22.981: %UICFGEXP-6-SERVER_NOTIFIED_START: R0/0: psd: Server wui has been
notified to start

認証とWebユーザーインターフェイス
ルータのWebユーザーインターフェイスにアクセスしようとするユーザーは、そのルータに
設定されている認証要件と同じ要件を満たすよう求められます。Webブラウザは、すべての
ユーザーに名前とパスワードの組み合わせを入力するよう求めます。Webブラウザはルータの
設定を調べて、ユーザーにWebユーザーインターフェイスへのアクセスを許可すべきかどう
か確認します。

Webユーザーインターフェイスにアクセスできるのは、権限レベルが15のユーザーだけです。
それ以外の場合、Webユーザーインターフェイストラフィックの認証は、その他すべてのト
ラフィックの認証設定によって制御されます。

ルータで認証を設定するには、「{start cross reference}Configuring Authentication{end cross
reference}」を参照してください。{start hypertext}
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2/security/configuration/guide/scfathen.html {end hypertext}
[英語]

ドメインネームシステムとWebユーザーインターフェイ
ス

ドメインネームシステム（DNS）は、DNSサーバからDNSプロトコルを使用してホスト名を
IPアドレスにマッピングできる分散データベースです。

ルータがドメインネームシステムに参加するように設定されている場合、ユーザーはWebブ
ラウザアドレスとしてhttp://<dns-hostname>と入力してWebユーザーインターフェイスにアク
セスできます。

DNSの設定については、「{start cross reference}Configuring DNS{end cross reference}」を参照し
てください。{start
hypertext}http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ipaddr/configuration/guide/iad_config_dns_ps6922_TSD_Products_Configuration_Guide_Chapter.html{end
hypertext} [英語]

クロックとWebユーザインターフェイス
特定のWebブラウザで表示される時刻がルータで表示される時刻と 1時間以上異なる場合、
Webユーザーインターフェイスを表示する要求がそのWebブラウザで拒否されることがあり
ます。
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そのため、ルータを設定する前に、show clockコマンドを使用してルータの時刻を確認するこ
とを推奨します。ルータの時刻が正しく設定されていない場合は、clock setコマンドと clock
timezoneコマンドを使用してルータのクロックを設定します。

同様に、Webユーザーインターフェイスに適切にアクセスするには、Webブラウザのクロッ
クソース（通常はパーソナルコンピュータ）の時刻も正確であることが必要です。

Webブラウザとルータのクロックが 1時間以上ずれている場合は、次のメッセージが表示され
ます。

Your access is being denied for one of the following reasons:. Your previous session has
timed-out, or. You have been logged out from elsewhere, or. You have not yet logged in,
or. The resource requires a higher privilege level login.

このメッセージが表示された場合、他の考えられる問題の原因を修正してもWebユーザーイ
ンターフェイスにアクセスできないなら、ルータのクロックと PCのクロックの両方が正確な
日時を反映していることを確認してから、Webユーザーインターフェイスへの接続を再試行し
ます。

また、1つのクロックが夏時間に変更されたのに、別のクロックが変更されていない場合、ク
ロック関連の問題が発生する可能性があることにも注意してください。

Webユーザーインターフェイスへのアクセス
Webユーザーインターフェイスにアクセスするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. Webブラウザを開きます。Webユーザーインターフェイスは、次のWebブラウザをサポー
トしています。

2. Webブラウザのアドレスフィールドにルータのアドレスを入力します。アドレスフィール
ドでのルータのアドレスの形式は、http://<routername or
management-ethernet-ip-address>:http-port]または https://<routername or
management-ethernet-ip-address>:https-port]です。許容されるアドレスは、Webブラウザの
ユーザーインターフェイスの設定と、ルータが DNSに参加しているかどうかによって異
なります。次に、許容されるアドレスフィールドWebブラウザエントリの例を示します。

3. 入力画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。Webユーザーインター
フェイスにアクセスするために必要なユーザー名とパスワードの組み合わせは、ルータに

アクセスするために必要な組み合わせと同じです。

4. 類似のグラフィックベースWebユーザーインターフェイスがWebブラウザに表示されま
す。

手順の詳細

ステップ 1 Webブラウザを開きます。Webユーザーインターフェイスは、次のWebブラウザをサポートしています。

• Microsoft Internet Explorer 6以降
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• Mozilla Firefox 2.0以降

ステップ 2 Webブラウザのアドレスフィールドにルータのアドレスを入力します。アドレスフィールドでのルータの
アドレスの形式は、http://<routername or management-ethernet-ip-address>:http-port]または https://<routername
or management-ethernet-ip-address>:https-port]です。許容されるアドレスは、Webブラウザのユーザーイン
ターフェイスの設定と、ルータがDNSに参加しているかどうかによって異なります。次に、許容されるア
ドレスフィールドWebブラウザエントリの例を示します。

例：

HTTP Using Default Port Example
http://198.51.100.1
HTTPS Using Default Port Example
https://198.51.100.1
HTTP Using NonDefault Port Example
http://198.51.100.1:94
HTTPS Using NonDefault Port Example
https://198.51.100.1:530/
HTTP Using Default Port Participating in DNS Example
http://router1
HTTPS Using Default Port Participating in DNS Example
https://router1
HTTP Using NonDefault Port Participating in DNS Example
http://router1:94
HTTPS Using NonDefault Port Participating in DNS Example
https://router1:530/

ステップ 3 入力画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。Webユーザーインターフェイスにアク
セスするために必要なユーザー名とパスワードの組み合わせは、ルータにアクセスするために必要な組み

合わせと同じです。

ステップ 4 類似のグラフィックベースWebユーザーインターフェイスがWebブラウザに表示されます。

自動更新の使用
Webユーザーインターフェイスは、デフォルトでは内容を自動的に更新しません。

自動更新間隔を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. グラフィカルWebユーザーインターフェイスのホームページで [Refresh every]チェック
ボックスをオンにします。チェックボックスにチェックマークが表示されます。

2. ドロップダウンメニューを使用して、自動更新の頻度を設定します。

3. ドロップダウンメニューの右にある [Start]ボタンをクリックします。このボタンを押す
と、[Start]ボタンが [Stop]ボタンに変わり、[Stop]ボタンの右側にあるカウントダウンタ
イマーの値が増加し始めます。
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手順の詳細

ステップ 1 グラフィカルWebユーザーインターフェイスのホームページで [Refresh every]チェックボックスをオンに
します。チェックボックスにチェックマークが表示されます。

図 22 : [Auto Refresh]チェックボックスをオンにする

ステップ 2 ドロップダウンメニューを使用して、自動更新の頻度を設定します。

ステップ 3 ドロップダウンメニューの右にある [Start]ボタンをクリックします。このボタンを押すと、[Start]ボタン
が [Stop]ボタンに変わり、[Stop]ボタンの右側にあるカウントダウンタイマーの値が増加し始めます。

図 23 :自動更新カウンタの例

Webユーザーインターフェイスの画面は、このカウンタが 0秒に達するたびに更新されます。

自動更新を停止する場合は、[Stop]ボタンをクリックして、自動更新なしのデフォルト設定に戻します。

Webユーザーインターフェイスについてのヒントとアド
バイス

このセクションでは、インターフェイスにアクセスした後のWebユーザーインターフェイス
の使用に関するいくつかの有用な情報を提供します。

• Webユーザーインターフェイスを使用して収集できない情報を収集するための Cisco IOS
コマンドラインインターフェイスコマンドがわかっている場合は、[IOS Web UI]をク
リックし、その後 [Monitor the Router]をクリックしてコマンドを入力できます。
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• Webユーザーインターフェイスを使用して収集できない情報を収集するための診断モード
コマンドがわかっている場合は、[WebCLI]をクリックして showコマンドを入力できま
す。

• WebCLIコマンドラインには、ドロップダウンメニューを使用して特定のキーワードシー
ケンスで使用可能なオプションを表示する状況依存ヘルプ機能があります。次の図に、こ

のドロップダウンメニューの状況依存ヘルプ機能の例を示します。

図 24 : Web CLIドロップダウンメニュー
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Cisco IOS XE 16リリースでのWebユーザーインターフェ
イスの設定

Webユーザインターフェイス
Webユーザーインターフェイス（WebUI）は、デバイスのプロビジョニング、モニター、およ
び最適化を可能にするグラフィカルユーザーインターフェイスです。このセクションでは、

Webユーザーインターフェイスにアクセスしてデバイスを起動する方法について説明します。

Web UIを使用した工場出荷時のデフォルト状態であるデバイスの設定

クイックセットアップウィザードを使用して、基本的なルータ設定を実行できます。ルータ

を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

• Web UIにアクセスする前に、デバイスで基本設定を行う必要があります。

ステップ 1 シリアルケーブルの RJ-45側をルータの RJ-45コンソールポートに接続します。

ステップ 2 デバイスの初期設定ウィザードが表示された後、次のシステムメッセージがルータに表示されたら、「No」
と入力してデバイスプロンプトを表示します。

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no

ステップ 3 コンフィギュレーションモードで、次の設定パラメータを入力します。

!
ip dhcp pool WEBUIPool
network 192.168.1.0 255.255.255.0
default-router 192.168.1.1
username webui privilege 15 password cisco
!
interface gig 0/0/1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
!

ステップ 4 イーサネットケーブルでデバイスとルータを接続し、gig 0/0/1インターフェイスに接続します。

ステップ 5 システムを DHCPクライアントとして設定し、ルータの IPアドレスを自動的に取得します。

ステップ 6 ブラウザを起動し、ブラウザのアドレス行にデバイスの IPアドレスを入力します。セキュアな接続の場合
は、「https://192.168.1.1/#/dayZeroRouting」と入力します。あまりセキュアではない接続の場合は、
「http://192.168.1.1/#/dayZeroRouting」と入力します。

ステップ 7 デフォルトのユーザー名（webui）とデフォルトのパスワード（cisco）を入力します。
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基本または詳細モードセットアップウィザードの使用

基本モードまたは詳細モードのセットアップを使用してルータを設定するには、次の手順を実

行します。

ステップ 1 [Basic Mode]または [Advanced Mode]を選択し、[Go To Account Creation Page]をクリックします。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。確認のためにパスワードを再入力します。

ステップ 3 [Create and Launch Wizard]をクリックします。

ステップ 4 デバイス名とドメイン名を入力します。

ステップ 5 [Time Zone]ドロップダウンリストから、適切なタイムゾーンを選択します。

ステップ 6 [Date and Time]ドロップダウンリストから、適切な日時モードを選択します。

ステップ 7 [LAN Settings]をクリックします。

LAN設定を行います。

ステップ 1 [Web DHCP Pool/DHCP Pool]名または [Create and Associate Access VLAN]オプションを選択します。

a) [Web DHCP Pool]を選択した場合は、次を指定します。

[Pool Name]：DGCPプール名を入力します。

[Network]：ネットワークアドレスおよびサブネットマスクを入力します。

b) [Create and Associate Access VLAN]オプションを選択した場合は、次を指定します。

[Access VLAN]：アクセス VLANの識別番号を入力します。指定できる範囲は 1～ 4094です。

[Network]：VLANの IPアドレスを入力します。

[Management Interfaces]：インターフェイスを選択し、右矢印と左矢印を使用して選択したリストボッ
クスに移動します。ダブルクリックするかドラッグアンドドロップして、選択したリストボックスに

インターフェイスを移動することもできます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
702

Webユーザーインターフェイスの設定とアクセス

基本または詳細モードセットアップウィザードの使用



ステップ 2 [Primary WAN Settings]をクリックします。

プライマリWAN設定を行います。

ステップ 1 プライマリWANタイプを選択します。プライマリWANは、ルータがサポートするWANのタイプに応
じて、シリアル、3G/4G、イーサネット、またはブロードバンド（xDSL）を設定できます。

ステップ 2 ドロップダウンリストからインターフェイスを選択します。

ステップ 3 サービスプロバイダーから DNSサーバ情報を直接取得するには、[Get DNS Server info directly from ISP]
チェックボックスをオンにします。プライマリDNSとセカンダリDNSは手動で入力することもできます。

ステップ 4 [Get IP automatically from ISP]チェックボックスをオンにして、サービスプロバイダーから IPアドレス情
報を直接取得します。IPアドレスおよびサブネットマスクを入力します。

ステップ 5 [Enable NAT]チェックボックスをオンにして、NATを有効にします。NATを有効にすることをお勧めし
ます。

ステップ 6 [Enable PPPoE]チェックボックスをオンにして、PPPoEを有効にします。PPPoEを有効にする場合は、必
要な認証モードを選択します。オプションは PAPと CHAPです。

ステップ 7 サービスプロバイダーから提供されたユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 8 [Security/APP Visibility WAN Settings]をクリックします。
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セカンダリWAN設定を行います。

詳細設定では、セカンダリWAN接続を設定する必要があります。

ステップ 1 セカンダリWANタイプを選択します。ルータがサポートするWANのタイプに応じて、シリアル、3G/4G、
イーサネット、またはブロードバンド（xDSL）をセカンダリWANとして設定できます。

ステップ 2 ドロップダウンリストからインターフェイスを選択します。

ステップ 3 サービスプロバイダーから DNSサーバ情報を直接取得するには、[Get DNS Server info directly from ISP]
チェックボックスをオンにします。プライマリDNSとセカンダリDNSは手動で入力することもできます。

ステップ 4 [Get IP automatically from ISP]チェックボックスをオンにして、サービスプロバイダーから IPアドレス情
報を直接取得します。IPアドレスおよびサブネットマスクを入力します。

ステップ 5 [Enable NAT]チェックボックスをオンにして、NATを有効にします。NATを有効にすることをお勧めし
ます。

ステップ 6 [Enable PPPoE]チェックボックスをオンにして、PPPoEを有効にします。PPPoEを有効にする場合は、必
要な認証モードを選択します。オプションは PAPと CHAPです。

ステップ 7 サービスプロバイダーから提供されたユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 8 [Security/APP Visibility WAN Settings]をクリックします。

セキュリティ設定の構成

ステップ 1 すべてのパスワードがプレーンテキストで表示されないようにするには、[Enable Recommended Settings)]
チェックボックスをオンにします。パスワードは暗号化されます。

ステップ 2 [Day 0 Config Summary]をクリックします。

ステップ 3 設定をプレビューするには、[CLI preview]をクリックします。

ステップ 4 [Finish]をクリックして、デイゼロセットアップを完了します。
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第 28 章

Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPP
ハーフブリッジ

初版：2014年 12月 12日

ルーテッドネットワークでリモートブリッジイーサネットネットワークへの接続が必要な場

合は、PPPハーフブリッジとして機能するようにシリアルインターフェイスまたは ISDNイン
ターフェイスを設定できます。リモートブリッジへの回線は仮想イーサネットインターフェイ

スとして機能し、ルータのシリアルインターフェイスまたは ISDNインターフェイスは、リ
モートネットワークと同じイーサネットサブネットワーク上のノードとして機能します。

PPPフルブリッジは、PPPパケットを PPPハーフブリッジに送信します。PPPハーフブリッジ
は、これらのパケットをルーテッドパケットに変換し、他のルータプロセスに転送します。同

様に、PPPハーフブリッジは、ルーテッドパケットをイーサネットブリッジパケットに変換
し、同じイーサネットサブネットワーク上の PPPフルブリッジに送信します。

1つのインターフェイスを、ハーフブリッジとフルブリッジの両方として機能させることはで
きません。

（注）

• Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジの前提条件（707ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジについての情報（708ページ）
• PPPハーフブリッジの設定例（709ページ）
• PPPハーフブリッジの検証（709ページ）
•その他の参考資料（711ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジの機能情報（712ページ）

Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジ
の前提条件

ASR 1000シリーズルータで PPPハーフブリッジを使用するには、インターフェイスで PPPカ
プセル化を有効にする必要があります。
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Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジ
についての情報

次の図は、ハーフブリッジ設定を示しています。ブリッジに接続するルータポートは、PPP
ハーフブリッジへのシリアルインターフェイスとして設定されます。インターフェイスは、ブ

リッジでイーサネットサブネットワーク上の仮想ノードとして機能します。シリアルインター

フェイスには、イーサネットサブネットワークに関連付けられた IPアドレスがあります。

図 25 : PPPハーフブリッジの設定

イーサネット宛てのパケットがPPPハーフブリッジに到達すると、パケットはイーサネットパ
ケットに変換され、PPPフレームにカプセル化されて、イーサネットブリッジリンクで送信さ
れます。PPPフルブリッジは、PPPヘッダーのカプセル化を解除し、ブリッジ機能を使用して
イーサネットパケットを転送します。

逆方向では、PPPハーフブリッジが、PPPフルブリッジデバイスから受信した PPPフレームに
カプセル化されたイーサネットパケットを抽出します。 PPPハーフブリッジは、パケットを
IPパケットに変換し、インターネット上でルーティングします。

PPPハーフブリッジにサポートされる機能
PPPハーフブリッジは、次のインターワーキング機能をサポートします。

• VRF対応 PPPハーフブリッジインターフェイス
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• PPPハーフブリッジインターフェイスでのマルチキャストおよび VPNマルチキャスト
（IGMP V2および V3）

• PPPハーフブリッジインターフェイスでのルーティングプロトコル
• PPPハーフブリッジインターフェイスでの IPv4
• PPPハーフブリッジインターフェイスでの ACL
• PPPハーフブリッジインターフェイスでの QoS
•ハーフブリッジインターフェイスでの PPP認証

PPPハーフブリッジの設定例

例：Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジの設定
次に、ASR 1000シリーズルータで PPPハーフブリッジを設定する例を示します。

interface Serial0/1/1:0
ip address 101.0.0.1 255.255.255.0
encapsulation ppp
ppp bridge ip

例：Cisco 7206での PPPフルブリッジの設定
次に、ブリッジデバイスをエミュレートする例を示します。

no ip routing
interface Serial5/1:0
no ip address
encapsulation ppp
bridge-group 1
interface GigabitEthernet0/2
bridge-group 1

PPPハーフブリッジの検証
このセクションで説明するコマンドを使用して、PPPハーフブリッジを検証できます。

目的コマンド

インターフェイスの PPP状態情報を表示します。show ppp interfaces

シスコエクスプレスフォワーディングの隣接関係テーブルまた

はハードウェアレイヤ 3スイッチングの隣接関係テーブルに関
する情報を表示します。

show adjacency

シリアルインターフェイスに関する情報を表示します。show interfaces serial slot/port
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次に、インターフェイスの PPP状態情報を表示する例を示します。

Router# show ppp all
Interface/ID OPEN+ Nego* Fail- Stage Peer Address Peer Name
------------ --------------------- -------- --------------- --------------------
Se0/1/1:0 LCP+ BCP+ LocalT 0.0.0.0

次に、show adjacencyコマンドの出力例を示します。

Router# show adjacency serial 0/1/1:0 detail
Protocol Interface Address
IP Serial0/1/1:0 101.0.0.2(11)

0 packets, 0 bytes
epoch 0
sourced in sev-epoch 439
Encap length 20
FF0300310001503DE53411110022BDD5
E8000800
ARP

次に、シリアルインターフェイスについての情報を表示する例を示します。

Router# show interfaces serial 0/1/1:0
Serial0/1/1:0 is up, line protocol is up
Hardware is SPA-8XCHT1/E1
Internet address is 101.0.0.1/24
MTU 1500 bytes, BW 1984 Kbit/sec, DLY 20000 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation PPP, LCP Open
Open: BCP, crc 16, loopback not set
Keepalive set (10 sec)
ARP type: ARPA, ARP Timeout 04:00:00

PPPハーフブリッジのデバッグ
PPPハーフブリッジをデバッグするには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

LCPおよびNetwork Control Protocol（NCP）セッションネゴシエーショ
ンのデバッグを有効にします。

debug ppp
negotiation

ローカルエラーを表示します。debug ppp error

プロトコルアクションと、リンク上の動作状態（保留中、待機中、アイ

ドル）間の移行に関する情報を表示します。

debug ppp events

Address Resolution Protocol（ARP）トランザクションに関する情報を表
示します。

debug arp

debug pppコマンドの出力例

Router# debug ppp
Aug 6 14:36:00.021 CST: ppp827 PPP: Phase is ESTABLISHING
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*Aug 6 14:36:00.021 CST: Se0/3/0:0 PPP: Using default call direction
*Aug 6 14:36:00.021 CST: Se0/3/0:0 PPP: Treating connection as a dedicated line*Aug 6
14:36:00.021 CST: Se0/3/0:0 PPP: Session handle[1900033B] Session id[827]
*Aug 6 14:36:00.021 CST: Se0/3/0:0 LCP: Event[OPEN] State[Initial to Starting]
*Aug 6 14:36:00.021 CST: Se0/3/0:0 LCP: O CONFREQ [Starting] id 1 len 10
*Aug 6 14:36:00.021 CST: Se0/3/0:0 LCP: MagicNumber 0x6B5AC045 (0x05066B5AC045)*Aug
6 14:36:00.021 CST: Se0/3/0:0 LCP: Event[UP] State[Starting to REQsent]*

debug arpコマンドの出力例

Router# debug arp
Aug 6 15:43:22.915 CST: IP ARP: rcvd req src 101.0.0.2 503d.e534.1111, dst 101.0.0.1
Serial0/1/1:0
Aug 6 15:43:22.917 CST: IP ARP: creating entry for IP address: 101.0.0.2, hw:
503d.e534.1111
Aug 6 15:43:22.917 CST: IP ARP: sent rep src 101.0.0.1 0022.bdd5.e800, dst 101.0.0.2
503d.e534.1111 Serial0/1/1:2

その他の参考資料

標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

{start hypertext}http://www.cisco.com/go/mibs{end hypertext}

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

{start
hypertext}http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html{end
hypertext}

右のURLにアクセスして、シス
コのテクニカルサポートを最大

限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアを

インストールして設定したり、

シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したり

するために使用してください。

このWebサイト上のツールにア
クセスする際は、Cisco.comのロ
グイン IDおよびパスワードが
必要です。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジ
の機能情報

「{start cross reference}表 23-1{end cross reference}」に、このモジュールで説明した機能をリス
ト表示し、特定の設定情報へのリンクを示します。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、{start hypertext}
http://www.cisco.com/go/cfn{end hypertext}に進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありませ
ん。

{start cross reference}表 23-1{end cross reference}には、特定のソフトウェアリリーストレイン
で各機能をサポートするソフトウェアリリースだけが示されています。その機能は、特に断り

がない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 50 : Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハーフブリッジの機能情報

機能情報リリース機能名

PPPハーフブリッジ機能は、Cisco IOS XE
リリース 3.13.1で、Cisco ASR 1000シリー
ズルータに導入されました。

Cisco IOS XE 3.13.1Cisco ASR 1000シリーズルー
タでの PPPハーフブリッジ
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第 29 章

Cisco ASR 1000エンベデッドサービスプロ
セッサ 10G非暗号化対応新機能

初版：2008年 9月 26日

最終更新日：2008年 9月 26日

Cisco ASR 1000エンベデッドサービスプロセッサ 10G非暗号化対応新機能には、以下が含ま
れます。

•すべての暗号化チップが取り外されたエンベデッドサービスプロセッサ（ESP）
•暗号化ソフトウェアは、Cisco IOS XEルートプロセッサソフトウェアサブパッケージか
ら削除されました。

プラットフォームと Cisco IOSおよび Catalyst OSソフトウェアイメージのサポート情報の検索

Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォーム、Cisco IOSソフトウェアイメージ、
および Catalyst OSソフトウェアイメージの各サポート情報を検索できます。Cisco Feature
Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必
要ありません。

• Cisco ASR 1000 ESP 10G非暗号化対応新機能に関する情報（713ページ）
• ESPボードの確認（714ページ）
•その他の参考資料（714ページ）

Cisco ASR 1000 ESP 10G非暗号化対応新機能に関する情報
強力な暗号化サービス製品の輸出または輸入が制限されているユーザー向けに、暗号化なしの

Cisco ASR 1000 ESPボード（ASR1000-ESP10-N）が提供されています。すべての暗号化チップ
が取り外されたこの無制限の製品形式は、Cisco ASR 1002、1004、および 1006シリーズルー
タで提供可能です。さらに、暗号化ソフトウェアを含まないこの ESPの Cisco IOS XE 2.2イ
メージを使用できます。そのため、ASR1000-ESP10-N ESPボードを搭載した Cisco ASR 1000
シリーズルータは、セキュアシェル（SSH）、Transport Layer Security（TLS）、Secure Socket
Layer（SSL）、または IP Security（IPSec）暗号化プロセスを提供していません。Cisco ASR
1000シリーズルータのその他の機能に変更はありません。
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Cisco ASR 1000 ESP 10G非暗号化対応の新機能には次の利点があります。

•米国の輸出規制および外国のセキュリティ輸入規制の対象とならない完全に無制限のネッ
トワーク製品。

•ユーザーは、自分で選択した暗号化プロセスを取得できます。

ESPボードの確認
ASR 1000シリーズルータ ESPボードの製品番号は、次の 2つの方法で確認できます。

•ボード自体で ASR1000-ESP10-Nの部品番号を探します。または、
•次に示すように、show platformコマンドを入力します。

Router# show platform
Chassis type: ASR1006
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-SIP10 ok 00:03:06
0/0 SPA-5X1GE-V2 ok 00:01:35
0/1 SPA-8X1FE-TX-V2 ok 00:01:35
0/2 SPA-2XCT3/DS0 ok 00:01:35
1 ASR1000-SIP10 ok 00:03:06
1/0 SPA-2XOC3-POS ok 00:01:35
1/1 SPA-8XCHT1/E1 ok 00:01:35
1/2 SPA-2XT3/E3 ok 00:01:35
R0 ASR1000-RP1 ok, active 00:03:06
F0 ASR1000-ESP10-N

ok, active 00:03:06
P0 ASR1006-PWR-AC ok 00:02:06
P1 ASR1006-FAN ok 00:02:06
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 06120701 12.2(33r)XNB
1 06120701 12.2(33r)XNB
R0 07082312 12.2(33r)XNB
F0 07051680 12.2(33r)XNB

その他の参考資料
続くセクションでは、Cisco ASR 1000 ESP 10G非暗号化対応新機能に関連した参考資料を提供
します。
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関連資料

マニュアルタイトル関

連

項

目

Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers Software Configuration Guide
（http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/configuration/guide/chassis/asrswcfg.html [英語]）

Cisco
ASR
1000
シ

リー

ズ

ルー

タ

の

ソ

フ

ト

ウェ

ア

設

定

情

報。

Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers Hardware Installation and Initial Configuration
Guide（ http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/install/guide/chassis/asr1000hig.html [英
語]）

Cisco
ASR
1000
シ

リー

ズ

ルー

タ

の

ハー

ド

ウェ

ア

設

置

情

報。
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マニュアルタイトル関

連

項

目

System Messages for Cisco IOS XE（
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9343/products_system_message_guides_list.html [英語]）

Cisco
IOS
XE
ソ

フ

ト

ウェ

ア

の

シ

ス

テ

ム

メッ

セー

ジ

情

報。

Cisco IOS XE Configuration Guides（
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9587/products_installation_and_configuration_guides_list.html
[英語]）

Cisco
IOS
XE
ソ

フ

ト

ウェ

ア

設

定

情

報。

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、
およびフィーチャセットに関するMIBを探して
ダウンロードするには、次の URLにある Cisco
MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサポー
トに変更はありません。

RFC

タイト

ル

RFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製
品やテクノロジーに関するトラブルシューティン

グにお役立ていただけるように、マニュアルや

ツールをはじめとする豊富なオンラインリソー

スを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入

手するために、Cisco Notification Service（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセ
スする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパス
ワードが必要です。
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第 30 章

ポートチャネルでの Ethernet Virtual
Connection

ポートチャネルは、個々のイーサネットリンクを単一の論理リンクにバンドルしたもので、そ

れにより最大4つの物理リンクの集約帯域幅が提供されます。EthernetVirtual Connection（EVC）
ポートチャネル機能は、ポートチャネルでのイーサネットサービスインスタンスのサポート

を可能にします。

•ポートチャネルの Ethernet Virtual Connectionに関する情報（719ページ）
•基本 EVCポートチャネルの設定（721ページ）
•ポートチャネルでの EVCのロードバランシング（724ページ）
•ポートチャネルでのフローベースロードバランシングの有効化（725ページ）
•フローベースロードバランシングの設定（726ページ）
• VLANベースロードバランシング（727ページ）
• LACPの設定（732ページ）
• Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシング（734ページ）

ポートチャネルの Ethernet Virtual Connectionに関する情
報

ポートチャネルでの EVC設定に関する使用上のガイドライン
ポートチャネルで EVCを設定する前に、次の使用上のガイドラインを考慮してください。

•ポートチャネルのすべてのメンバーリンクは、Cisco ASR 1000固定型イーサネットライン
カードまたは共有ポートアダプタ（SPA）上にあります。

•ポートチャネルのすべてのメンバーリンクは、同じ速度、同じデュプレックスモードにな
るように設定する必要があります。

• EVC接続と IPサブインターフェイスは、ポートチャネルインターフェイス上で共存でき
ます。
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•チャネルグループの一部として物理ポートを設定する場合、その物理ポートで EVCを設
定することはできません。

•フラットポリシーマップ、または階層型Quality of Service（HQoS）ポリシーマップの親の
EVCポートチャネルでは、bandwidth percentコマンドまたは police percentコマンドを使用
できません。

Quality of Serviceサポート
Cisco ASR 1000レイヤ 3ポートチャネルインターフェイスの出力トラフィックでは、次の
Quality of Service（QoS）ポリシー設定がサポートされます。

• VLANなどの特定のカプセル化を使用したポートチャネルのサブインターフェイスのQoS。

•メンバーリンクの QoS。

•モジュラQoS CLI（MQC）ポリシー集約は、サブインターフェイスおよびメンバーリンク
ポートでの VLANベースのロードバランシングでサポートされます。

続くセクションでは、次のインターフェイスの QoSサポートについて説明します。

ポートチャネルインターフェイス

•ポートチャネルインターフェイスで QoSポリシーはサポートされません。

メンバーリンクインターフェイス

•フローベースのロードバランシングのための出力キューイング、ポリシング、およびマー
キングをサポートします。

• VLANベースの手動ロードバランシングのための出力キューイング、ポリシング、および
マーキングをサポートします。

• LACP 1:1の 2つのリンクで、出力キューイング、ポリシング、マーキング、および同様
のポリシーの設定をサポートします。

ポートチャネルインターフェイスの EVC

•フローベースのロードバランシングはサポートされません。

• VLANベースの手動ロードバランシングのための入力および出力ポリシング、およびマー
キングをサポートします。

• LACP 1:1での入力および出力ポリシングとマーキングをサポートします。

ポートチャネルとメンバーリンクで EVCの QoSポリシーを個別に設定していることを確認し
ます。

（注）
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入力トラフィックのサービスポリシーは、EVCでのみサポートされます。（注）

基本 EVCポートチャネルの設定

イーサネットサービスインスタンスを使用したポートチャネルイン

ターフェイスの設定

イーサネットサービスインスタンスを使用してポートチャネルインターフェイスを設定する

には、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface port-channel number

4. [no] ip address
5. no negotiation auto
6. [no] service instance id Ethernet [ service-name]
7. encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [ second-dot1q vlan-id] }
8. [no] service instance id ethernet [ service-name]
9. encapsulation {default | untagged | dot1q vlan-id [ second-dot1q vlan-id] }

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

ステップ 1

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ポートチャネルインターフェイスを作成します。interface port-channel number

例：

ステップ 3

Router(config)# interface port-channel 11

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセーブルに
します。

[no] ip address

例：

ステップ 4

Router(config-if)# no ip address
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目的コマンドまたはアクション

ギガビットイーサネットインターフェイス上で速

度、デュプレックスモード、およびフロー制御のア

ドバタイズを無効にします。

no negotiation auto

例：

Router(config-if)# no negotiation auto

ステップ 5

インターフェイス上でサービスインスタンス（EVC
のインスタンス）を作成し、デバイスを config-if-srv
モードに設定します。

[no] service instance id Ethernet [ service-name]

例：

Router(config-if)# service instance 1 ethernet

ステップ 6

インターフェイス上の入力 dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [
second-dot1q vlan-id] }

例：

ステップ 7

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 101

インターフェイスで 2番目のサービスインスタンス
を作成します。

[no] service instance id ethernet [ service-name]

例：

ステップ 8

Router(config-if)# service instance 2 ethernet

インターフェイス上の入力 dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation {default | untagged | dot1q vlan-id [
second-dot1q vlan-id] }

例：

ステップ 9

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 201

ポートチャネルイーサネットフローポイントのブリッジドメインへ

の追加

ポートチャネルイーサネットフローポイント（EFP）をブリッジドメインに追加するには、
次の手順を実行します。

手順の概要

1. [no] bridge-domain bridge-id

2. member port-channel interface id service-instance id

3. [no] bridge-domain bridge-id | xconnect vfi vfi name

4. member port-channel interface id service-instance id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

bridge-domainコマンドは、サービスインスタンス
をブリッジドメインインスタンスにバインドしま

[no] bridge-domain bridge-id

例：

ステップ 1

す。bridge-idはブリッジドメインインスタンスのRouter(config-if-srv)# bridge-domain 100
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目的コマンドまたはアクション

識別子です。ブリッジングを無効にするには、この

コマンドの no形式を使用します。

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

member port-channel interface id service-instance id

例：

ステップ 2

Router(config-if-srv)# member Port-channel1
service-instance 1

bridge-domainコマンドは、サービスインスタンス
をブリッジドメインインスタンスにバインドしま

[no] bridge-domain bridge-id | xconnect vfi vfi name

例：

ステップ 3

す。bridge-idはブリッジドメインインスタンスのRouter(config-if-srv)# bridge-domain 200
識別子です。xconnect vfiコマンドは、インターフェ
イスにバインドするレイヤ 2仮想転送インターフェ
イス（VFI）を指定します。vfi nameはVFIの名前で
す。

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

member port-channel interface id service-instance id

例：

ステップ 4

Router(config-if-srv)# member Port-channel1
service-instance 2

ポートチャネルインターフェイスへのイーサネットポートの追加

イーサネットポートのチャネルグループ番号を設定し、イーサネットポートをポートチャネル

インターフェイスに追加するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. interface GigabitEthernet slot/port/sub-port

2. no ip address
3. no negotiation auto
4. channel-group channel-group-number

5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定されるギガビットイーサネットポートを指定

します。これは、スロット、ポート、またはサブ

interface GigabitEthernet slot/port/sub-port

例：

ステップ 1

ポートがギガビットイーサネットポートの場所と

して指定するポートです。
Router(config-if-srv)# interface
GigabitEthernet0/2/0

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセーブルに
します。

no ip address

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if-srv)# no ip address

ギガビットイーサネットインターフェイス上で速

度、デュプレックスモード、およびフロー制御のア

ドバタイズを無効にします。

no negotiation auto

例：

Router(config-if-srv)# no negotiation auto

ステップ 3

ポートチャネルインターフェイスをポートチャネ

ルグループに割り当てます。

channel-group channel-group-number

例：

ステップ 4

Router(config-if-srv)# channel-group 1

コマンドラインインターフェイスを終了し、特権

EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 5

Router(config-if-srv)# end

ポートチャネルでの EVCのロードバランシング
ポートチャネル内の EVCのロードバランシングは、EVCが設定されている場合に、そのポー
トチャネルのメンバーリンク間でトラフィックのロードバランシングを行うことを目的として

います。VLANベースのロードバランシングメソッドでは、EVCをメンバーリンクに割り当
てない場合、EVCはアクティブなポートチャネルメンバーリンクの 1つに静的にマッピング
されます。その結果、発信トラフィックはメンバーリンクの帯域幅に制限されます。フロー

ベースのロードバランシングメソッドでは、トラフィックはすべてのメンバーリンクに配信さ

れます。

EFPはポートチャネルで設定されます。EFPによって伝送されるトラフィックは、メンバーリ
ンク間でロードバランシングされます。単一 EVCの入力トラフィックは、バンドルのいずれ
のメンバーにも到達できます。EFPに関連したすべての出力トラフィックは、メンバーリンク
の 1つのみを使用します。ロードバランシングは、EFPをグループ化し、メンバーリンクに割
り当てることで実現されます。Cisco ASR 1000レイヤ2ポートチャネルインターフェイスは、
デフォルトでフローベースのロードバランシングをサポートします。デフォルトのロードバラ

ンシングでは、EFPをグループ化する方法を制御できません。また、EFPのグループ化が最適
でなくなる場合があります。これを回避するには、VLANベースの手動ロードバランシングを
使用して EFPグループ化を制御します。

フローベースのロードバランシング

フローベースのロードバランシングは、特定のシステムレベルまたは特定のポートチャネルレ

ベルに適用されるデフォルトのロードバランシングメソッドです。ただし、EVCポートチャネ
ルは VLANベースのロードバランシングメソッドもサポートします。すべてのポートチャネ
ルに対してグローバルにロードバランシングメソッドを設定するか、特定のポートチャネルに

直接設定するかを選択できます。
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ロードバランシングアルゴリズム

フローベースのロードバランシングを選択すると、グローバルなフローベースロードバラン

シングアルゴリズムがデフォルトでポートチャネルに適用されます。対応するポートチャネル

は、パケットヘッダー情報を使用して、すべてのメンバーリンク間でトラフィックを分散しま

す。次のいずれかのメソッドを使用するようにデバイスを設定して、ポートチャネル全体を

ロードバランシングできます。

•宛先IPアドレス

•宛先MACアドレス

•送信元排他的 OR（XOR）宛先 IPアドレス

•送信元 XOR宛先MACアドレス

•送信元 IPアドレス

•送信元MACアドレス

設定したプロビジョニングは、フローベースのロードバランシングを行うすべてのポートチャ

ネルインターフェイス上の出力トラフィックストリームすべてに適用されます。

次に、フローベースロードバランシングアルゴリズムの設定例を示します。

Router(config)# port-channel load-balance-hash-algo ?
dst-ip Destination IP
dst-mac Destination MAC
src-dst-ip Source XOR Destination IP Addr
src-dst-mac Source XOR Destination MAC
src-ip Source IP
src-mac Source MAC

ポートチャネルでのフローベースロードバランシング

の有効化

フローベースのロードバランシングは、グローバルレベルでデフォルトでイネーブルになり

ます。VLANロードバランシングを明示的に設定しないと、ロードバランシングメソッドはフ
ローベースになります。

（注）

ポートチャネルにフローベースのロードバランシングを設定するには、次の手順を実行しま

す。

手順の概要

1. enable
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2. configure terminal
3. interface port-channel port-channel number

4. load-balancing {flow | vlan}
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

設定するポートチャネルを指定し、コンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface port-channel port-channel number

例：

ステップ 3

Router(config)# interface port-channel 1

特定のポートチャネルにロードバランシングメソッ

ドを適用します。

load-balancing {flow | vlan}

例：

ステップ 4

Router(config-if)# load-balancing flow

コンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end

フローベースロードバランシングの設定
EVCポートチャネルにフローベースのロードバランシングを設定するには、次の手順を実行し
ます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface port-channel channel-number

4. port-channel load-balance flow-based
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

ステップ 1

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ポートチャネルインターフェイスを作成します。interface port-channel channel-number

例：

ステップ 3

Router(config)# interface port-channel 1

フローベースロードバランシングモードで指定さ

れたポートチャネルインターフェイスを設定しま

す。

port-channel load-balance flow-based

例：

Router(config-if)# port-channel load-balance
flow-based

ステップ 4

コンフィギュレーションモードを終了します。endステップ 5

VLANベースロードバランシング

VLANベース手動ロードバランシングの設定
VLANポートチャネルをリンクし、ポートチャネルでの VLANロードバランシングを有効に
するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface port-channel channel-number

4. no ip address
5. no negotiation auto
6. port-channel load-balancing link 1
7. backup link 2
8. service-instance 100,300
9. port-channel load-balancing link 2
10. backup link 1
11. service-instance 200,400
12. load-balancing vlan
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13. service instance ID ethernet
14. encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [ second-dot1q vlan-id] }
15. service instance ID ethernet
16. encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [ second-dot1q vlan-id] }
17. service instance ID ethernet
18. encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [ second-dot1q vlan-id] }
19. service instance ID ethernet
20. encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [ second-dot1q vlan-id] }
21. interface type number

22. no ip address
23. no negotiation auto
24. channel-group channel-number link link-number

25. interface type number

26. no ip address
27. no negotiation auto
28. channel-group channel-number link link-number

29. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、インターフェイスをポートチャネルとし

て定義します。

interface port-channel channel-number

例：

Router(config)# interface port-channel 1

ステップ 3

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセーブル
にします。

no ip address

例：

ステップ 4

Router(config-if)# no ip address

ポートチャネルインターフェイス上で速度、デュ

プレックスモード、およびフロー制御のアドバタイ

ズメントを無効にします。

no negotiation auto

例：

Router(config-if)# no negotiation auto

ステップ 5

リンク 1でポートチャネルロードバランシングを
有効にします。

port-channel load-balancing link 1

例：

ステップ 6

Router(config-if)# port-channel load-balancing
link 1
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目的コマンドまたはアクション

バックアップリンク 2を割り当てます。backup link 2

例：

ステップ 7

Router(config-if)# backup link 2

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

service-instance 100,300

例：

ステップ 8

Router(config-if)# service-instance 100,300

リンク 2でポートチャネルロードバランシングを
有効にします。

port-channel load-balancing link 2

例：

ステップ 9

Router(config-if)# port-channel load-balancing
link 2

バックアップリンク 1を割り当てます。backup link 1

例：

ステップ 10

Router(config-if)# backup link 1

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

service-instance 200,400

例：

ステップ 11

Router(config-if)# service-instance 200,400

ルータでポートチャネルロードバランシングを有

効にします。

load-balancing vlan

例：

ステップ 12

Router(config-if)# load-balancing vlan

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

service instance ID ethernet

例：

ステップ 13

Router(config-if)# service instance 100 ethernet

インターフェイス上の入力dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [
second-dot1q vlan-id] }

例：

ステップ 14

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 100

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

service instance ID ethernet

例：

ステップ 15

Router(config-if)# service instance 200 ethernet

インターフェイス上の入力dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [
second-dot1q vlan-id] }

例：

ステップ 16

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 200
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

service instance ID ethernet

例：

ステップ 17

Router(config-if)# service instance 300 ethernet

インターフェイス上の入力dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [
second-dot1q vlan-id] }

例：

ステップ 18

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 300

インターフェイスでサービスインスタンスを作成し

ます。

service instance ID ethernet

例：

ステップ 19

Router(config-if)# service instance 400 ethernet

インターフェイス上の入力dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation { default | untagged | dot1q vlan-id [
second-dot1q vlan-id] }

例：

ステップ 20

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 400

インターフェイスタイプおよび番号を指定します。interface type number

例：

ステップ 21

Router(config)# interface gigabitethernet0/2/6

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセーブル
にします。

no ip address

例：

ステップ 22

Router(config-if)# no ip address

ポートチャネルインターフェイス上で速度、デュ

プレックスモード、およびフロー制御のアドバタイ

ズメントを無効にします。

no negotiation auto

例：

Router(config-if)# no negotiation auto

ステップ 23

指定したチャネルグループおよびリンクにギガビッ

トイーサネットインターフェイスを割り当てます。

channel-group channel-number link link-number

例：

ステップ 24

Router(config-if)# channel-group 1 link 1

インターフェイスタイプおよび番号を指定します。interface type number

例：

ステップ 25

Router(config)# interface gigabitethernet0/2/7

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセーブル
にします。

no ip address

例：

ステップ 26

Router(config-if)# no ip address
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルインターフェイス上で速度、デュ

プレックスモード、およびフロー制御のアドバタイ

ズメントを無効にします。

no negotiation auto

例：

Router(config-if)# no negotiation auto

ステップ 27

指定したチャネルグループおよびリンクにギガビッ

トイーサネットインターフェイスを割り当てます。

channel-group channel-number link link-number

例：

ステップ 28

Router(config-if)# channel-group 1 link 1

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 29

Router(config-if)# end

例：ポートチャネルでの Ethernet Virtual Connection

例：ポートチャネルでの Ethernet Virtual Connection

次の例では、ポートチャネルインターフェイス上でフローベースロードバランシン

グを設定する方法を示します。

Router# enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface Port-channel 1
Router(config-if)# port-channel load-balance flow-based
Router(config-if)# end

次に、EVCポートチャネルで QoSを設定する例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# class-map c1-cos2-cos4
match cos 2 match vlan 1
Router(config)# policy-map p1-ingress
Router(config-pmap)# class c1-cos2-cos4
Router(config-pmap-c)# police cir 100000 conform-action set-cos-transmit 4
Router(config)# interface Port-channel1
Router(config-if)# no ip address
Router(config-if)# no negotiation auto
Router(config-f)# load-balancing vlan
Router(config-if)# service instance 1 ethernet
Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 1
Router(config-if-srv)# service-policy input p1-ingress
Router(config-if)# port-channel load-balance link 1
Router(config-if)# backup link 2
Router(config-if)# service-instance 1
Router(config-if)# interface GigabitEthernet3/0/3
Router(config-if)# no ip address
Router(config-if)# no shutdown
Router(config-if)# negotiation auto
Router(config-if)# channel-group 1 link 1
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Router(config-if)# interface GigabitEthernet5/0/0
Router(config-if)# no ip address
Router(config-if)# no shutdown
Router(config-if)# negotiation auto
Router(config-if)# channel-group 1 link 2
Router(config-if)# bridge-domain 1
Router(config-if)# member Port-channel1 service-instance 1

次に、show running-config interface port-channel channel-numberコマンドを使用して、
EVCポートチャネルのフローごとのロードバランシング設定を検証する例を示しま
す。

Router# enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface Port-channel 2
Router(config-if)# port-channel load-balance flow-based
Router(config-if)# end
Router# show running-config interface Port-channel 2

Building configuration...
Current configuration : 113 bytes
!
interface Port-channel2
band width 1000000
no ip address
port-channel load-balance flow-based
end

LACPの設定

LACPポートチャネルの各個別リンクのチャネルモードを設定するには、次の手順を実行しま
す。

手順の概要

1. config t
2. interface type slot/port

3. channel-group number mode {active | on | passive}
4. lacp {port-priority | rate}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。config t

例：

ステップ 1

Router# config t
Router(config)#
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/port

例：

ステップ 2

Router(config)# interface GigabitEthernet0/2/0

ポートチャネルのリンクのポートモードを指定し

ます。LACPを有効にしたら、各リンクまたはチャ
channel-group number mode {active | on | passive}

例：

ステップ 3

ネル全体を activeまたは passiveに設定します。関連Router(config-if)# channel-group 1 mode active
する集約プロトコルを使用せずにポートチャネルを

実行する場合、ポートチャネルモードは常に onで
す。

LACPで使用するポート優先順位を設定します。lacp {port-priority | rate}

例：

ステップ 4

Router(config-if)# lacp port-priority 4000

ポートチャネルインターフェイスごとの LACPモードの設定
個々のポートチャネルインターフェイスで LACPモードを設定するには、次の手順を実行し
ます。

手順の概要

1. interface port-channel port-channel number

2. lacp {fast switch-over | max-bundle | min-bundle}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定するポートチャネルを指定し、コンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface port-channel port-channel number

例：

ステップ 1

Router(config)# interface port-channel 1

max-bundle：このポートチャネルでのバンドルを許
可されるポートの最大数を指定します。

lacp {fast switch-over | max-bundle | min-bundle}

例：

ステップ 2

fast switch-over：このポートチャネルで高速スイッ
チオーバーを有効にします。

Router (config-int)# lacp max-bundle 4

min-bundle：このポートチャネルでのバンドルを許
可されるポートの最小数を指定します。

ポートチャネルに 4つのアクティブリンクを設定し
ます。残りのリンクはスタンバイモードになりま
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目的コマンドまたはアクション

す。トラフィックはアクティブリンク間でロードバ

ランシングされます。

Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシ
ング

このセクションでは、ポートチャネル Q-in-Qサブインターフェイスの VLANベース手動ロー
ドバランシングについて説明します。

Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングの前提条
件

• port-channnel load-balancing vlan-manualコマンドを使用して、ポートチャネルのロード
バランシング方式を VLAN手動に設定する必要があります。

•ロードバランシングを実行するには、プライマリインターフェイスとセカンダリインター
フェイスを同じポートチャネルに関連付ける必要があります。

Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングの制約事
項

•ポートチャネルのメンバーリンクを形成するすべての物理ポートの帯域幅キャパシティは
同じである必要があります。

•両方のデバイスで同じプライマリおよびセカンダリVLANIDを設定する必要があります。

Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングに関する
情報

Cisco ASR 1000デバイスは、単一 VLANインターフェイスでの VLANベース手動ロードバラ
ンシングをサポートします。ユーザーは、プライマリおよびセカンダリGEC（ギガビットイー
サネットチャネル）メンバーリンクに VLANサブインターフェイスを手動で割り当てること
ができます。ただし、この機能はポートチャネル Q-in-Qサブインターフェイスではサポート
されません。

ポートチャネル Q-in-Qサブインターフェイスでの VLANベース手動ロードバランシングを有
効にするために、次の CLI機能拡張が導入されました。
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Router(config)# int Port-channel x.y
Router(config-subif)# encapsulation dot1q <outer vlan> second-dot1q <inner-vlan> primary
<primary interface> secondary <secondary interface>

この機能拡張により、ユーザーはロードバランシングアルゴリズムを使用して、トラフィッ

クフローを特定のサブインターフェイスバケットに転送できます。

Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングの設定
Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングを設定するには、次の手順を実
行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. port-channel load-balancingvlan-manual

4. interface port-channel channel-number.subinterface-number

5. encapsulation dot1q<outer vlan>second-dot1q<inner vlan>primary<primary
interface>secondary<secondary interface>

6. ip address ip-address mask
7. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードを有効にします。プロンプトが表
示されたらパスワードを入力します。

enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ポートチャネルロードバランシングメソッドを

VLAN手動に設定します。
port-channel load-balancingvlan-manual

例：

ステップ 3

Device(config)# port-channel load-balancing
vlan-manual

ポートチャネルインターフェイスを設定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface port-channel
channel-number.subinterface-number

例：

ステップ 4

Device(config)# interface port-channel 10.100

VLANの指定されたサブインターフェイス上で、ト
ラフィックの 802.1Qカプセル化を有効にします。

encapsulation dot1q<outer vlan>second-dot1q<inner
vlan>primary<primary interface>secondary<secondary
interface>

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

例： •サブインターフェイスで終端するVLANタグを
指定するには、second-dot1qキーワードを使用
します。

Device(config-subif)# encapsulation dot1Q 100
second-dot1q 200 primary TenGigabitEthernet0/0/2
secondary TenGigabitEthernet0/0/0

•プライマリおよびセカンダリサブインターフェ
イスを指定するには、primaryおよび secondary
キーワードを使用します。

指定したGEインターフェイスの IPアドレスとサブ
ネットマスクを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 6

Device(config-subif)# ip address 192.168.12.2
255.255.255.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Device(config-subif)# exit

ステップ 7

Q-in-Qインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングの検証
次に、プライマリインターフェイスとセカンダリインターフェイスを持つ Q-in-Qポートチャ
ネルサブインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングの出力例を示します。

Router# show run interface port-channel 20.100
interface Port-channel20.100
encapsulation dot1Q 100 second-dot1q 200 primary TenGigabitEthernet0/0/2 secondary
TenGigabitEthernet0/0/0
ip address 192.168.12.1 255.255.255.0
end

Router# show interface port-channel 20 etherchannel
All IDBs List contains 2 configured interfaces
Port: TenGigabitEthernet0/0/2 (index: 0)
Port: TenGigabitEthernet0/0/0 (index: 1)

Active Member List contains 2 interfaces
Port: TenGigabitEthernet0/0/2
LACP Mode: Active
VLAN 100 (Pri, Ac, C, P)

Port: TenGigabitEthernet0/0/0
LACP Mode: Active
VLAN 100 (Sec, St, C, P)

Passive Member List contains 0 interfaces
Load-Balancing method applied: vlan-manual

Bucket Information for VLAN Manual LB:
Bucket 0 (p=TenGigabitEthernet0/0/0, s=TenGigabitEthernet0/0/0) active

TenGigabitEthernet0/0/0
Bucket 1 (p=TenGigabitEthernet0/0/0, s=TenGigabitEthernet0/0/2) active

TenGigabitEthernet0/0/0
Bucket 16 (p=TenGigabitEthernet0/0/2, s=TenGigabitEthernet0/0/0) active

TenGigabitEthernet0/0/2
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Bucket 17 (p=TenGigabitEthernet0/0/2, s=TenGigabitEthernet0/0/2) active
TenGigabitEthernet0/0/2

次に、プライマリインターフェイスとセカンダリインターフェイスの組み合わせが同じであ

る、同じポートチャネル上の 2つのサブインターフェイスの出力例を示します。
Router# show run interface port-channel 20.100
interface Port-channel20.100
encapsulation dot1Q 100 second-dot1q 200 primary TenGigabitEthernet0/0/0 secondary
TenGigabitEthernet0/0/2
ip address 192.168.12.1 255.255.255.0
end

Router# show run interface port-channel 20.600
interface Port-channel20.600
encapsulation dot1Q 600 second-dot1q 800 primary TenGigabitEthernet0/0/0 secondary
TenGigabitEthernet0/0/2
ip address 192.168.20.1 255.255.255.0
end

Router# show interface port-channel 20 etherchannel
All IDBs List contains 2 configured interfaces
Port: TenGigabitEthernet0/0/2 (index: 0)
Port: TenGigabitEthernet0/0/0 (index: 1)

Active Member List contains 2 interfaces
Port: TenGigabitEthernet0/0/2
LACP Mode: Active
VLAN 100 (Pri, Ac, C, P) VLAN 600 (Sec, St, C, P)

Port: TenGigabitEthernet0/0/0
LACP Mode: Active
VLAN 100 (Sec, St, C, P) VLAN 600 (Pri, Ac, C, P)

Passive Member List contains 0 interfaces
Load-Balancing method applied: vlan-manual

Bucket Information for VLAN Manual LB:
Bucket 0 (p=TenGigabitEthernet0/0/0, s=TenGigabitEthernet0/0/0) active

TenGigabitEthernet0/0/0
Bucket 1 (p=TenGigabitEthernet0/0/0, s=TenGigabitEthernet0/0/2) active

TenGigabitEthernet0/0/0
Bucket 16 (p=TenGigabitEthernet0/0/2, s=TenGigabitEthernet0/0/0) active

TenGigabitEthernet0/0/2
Bucket 17 (p=TenGigabitEthernet0/0/2, s=TenGigabitEthernet0/0/2) active

TenGigabitEthernet0/0/2

次に、プライマリインターフェイスとセカンダリインターフェイスを持つ Q-in-Qポートチャ
ネルサブインターフェイスでの VLAN手動ロードバランシングの出力例を示します。
Router# show interface port-channel 20 etherchannel
All IDBs List contains 2 configured interfaces
Port: TenGigabitEthernet0/0/3 (index: 0)
Port: TenGigabitEthernet0/0/1 (index: 1)

Active Member List contains 2 interfaces
Port: TenGigabitEthernet0/0/1
VLAN 1 (Sec, St, D, P) VLAN 900 (Sec, St, D, P)

Port: TenGigabitEthernet0/0/3
VLAN 1 (Pri, Ac, D, P) VLAN 900 (Pri, Ac, D, P)

Passive Member List contains 0 interfaces
Load-Balancing method applied: vlan-manual

Bucket Information for VLAN Manual LB:
Bucket 0 (p=TenGigabitEthernet0/0/3, s=TenGigabitEthernet0/0/3) active

TenGigabitEthernet0/0/3
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Bucket 1 (p=TenGigabitEthernet0/0/3, s=TenGigabitEthernet0/0/1) active
TenGigabitEthernet0/0/3

Bucket 16 (p=TenGigabitEthernet0/0/1, s=TenGigabitEthernet0/0/3) active
TenGigabitEthernet0/0/1

Bucket 17 (p=TenGigabitEthernet0/0/1, s=TenGigabitEthernet0/0/1) active
TenGigabitEthernet0/0/1
Router#
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第 31 章

トラフィックストーム制御の設定

このトピックでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでトラフィッ
クストーム制御機能を設定する方法について説明します。

•トラフィックストーム制御の概要（739ページ）
•トラフィックストーム制御の設定の前提条件（739ページ）
•トラフィックストーム制御の設定（740ページ）
•例（741ページ）
•例：トラフィックストーム制御 CIRの設定（742ページ）

トラフィックストーム制御の概要
トラフィックストームは、パケットが LANでフラッディングする場合に発生するもので、過
剰なトラフィックを生成し、ネットワークのパフォーマンスを低下させます。トラフィックス

トーム制御機能は、物理インターフェイスのブロードキャスト、マルチキャスト、またはユニ

キャストトラフィックストームによってLANポートが中断されるのを防ぎます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでは、ブロードキャスト、マルチ
キャスト、または不明ユニキャストトラフィックのサービスインスタンスに1秒あたりビット
数ポリサー設定情報レート（CIR）を設定できます。ハードウェアアシスタントポリサーエ
ンジンは、レートが設定されたポリサーレートを超えないようにします。トラフィックが設定

されたレートを超えると、トラフィックを制御するためにパケットがドロップされます。

トラフィックストーム制御は、デフォルトではディセーブルに設定されています。（注）

トラフィックストーム制御の設定の前提条件
ブロードキャスト、マルチキャスト、および不明なユニキャストのトラフィックタイプごとに

個別のストーム制御ポリサーを設定してください。ポリサーが設定されていないトラフィック
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タイプは、トラフィック制御されません。たとえば、ストーム制御ポリサーを設定しない場

合、マルチキャストトラフィックは制御対象のトラフィックになりません。

トラフィックストーム制御の設定
トラフィックストーム制御を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. interface{{type slot/port} | {port-channel number}}
2. no ip address
3. negotiation auto
4. service instance ID ethernet
5. encapsulation dot1q vlan-id

6. storm-control {{unicast | broadcast | multicast} cir cir-value}
7. bridge-domain bridge-id

8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを選択します。interface{{type slot/port} | {port-channel number}}

例：

ステップ 1

Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0

IPアドレス処理を無効にします。no ip address

例：

ステップ 2

Router(config-if)# no ip address

ギガビットイーサネットインターフェイス上で速

度、デュプレックスモード、およびフロー制御のア

ドバタイズをイネーブルにします。

negotiation auto

例：

Router(config-if)# negotiation auto

ステップ 3

インターフェイスでイーサネットサービスインス

タンスを設定し、イーサネットサービスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

service instance ID ethernet

例：

Router(config-if)# service instance 1 ethernet

ステップ 4

インターフェイス上の入力 dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation dot1q vlan-id

例：

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 1-4094

ステップ 5

ユニキャスト、ブロードキャスト、またはマルチ

キャストのストーム制御レートを設定します。

storm-control {{unicast | broadcast | multicast} cir
cir-value}

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if-srv)# storm-control unicast cir
8000
Router(config-if-srv)# storm-control broadcast
cir 1500000
Router(config-if-srv)# storm-control multicast
cir 980000000

サービスインスタンスを、bridge-idが識別子である
ブリッジドメインインスタンスにバインドします。

bridge-domain bridge-id

例：

ステップ 7

Router(config-if-srv)# bridge-domain 1

コンフィギュレーションモードを終了します。endステップ 8

例

例：

次に、ユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストトラフィックのストー

ム制御レートを設定する例を示します。

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no ip address
Router(config-if)# negotiation auto
Router(config-if)# service instance 1 ethernet
Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 1-4094
Router(config-if-srv)# storm-control unicast cir 8000
Router(config-if-srv)# storm-control broadcast cir 1500000
Router(config-if-srv)# storm-control multicast cir 980000000
Router(config-if-srv)# bridge-domain 1

ストーム制御の統計を表示するには、show ethernet service instance id 1 interface
GigabitEthernet 0/0/0 statsコマンドを使用します。

Router# show ethernet service instance id 1 interface GigabitEthernet0/0/0 stats

Port maximum number of service instances: 8000
Service Instance 1, Interface GigabitEthernet0/0/0

Pkts In Bytes In Pkts Out Bytes Out
0 0 0 0

StormControl Discard Pkts:
Broadcast Multicast Unknown Unicast

0 0 0

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータのスロット 1のイーサネッ
トフローポイント（EFP）情報を表示するには、show platform software ethernet fp
active efp id 1 interface GigabitEthernet0/0/0コマンドを使用します。

Router# show platform software ethernet fp active efp id 1 interface GigabitEthernet0/0/0

Forwarding Manager Ethernet Flow Points

EFP: ID: 1, DPIDB: 0x1020010, Data Type: static
Interface: 8 (GigabitEthernet0/0/0)
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QFPIDX: 21
QFPifname: GigabitEthernet0/0/0.EFP1

State: AdminDown, Priority: 10
First tag encap: dot1q, vlan-type: 0x8100

vlan list: 1-4094
DOT1AD Port Type: UNI
Storm ctrl u_cir: 8000, m_cir: 980000000, b_cir: 1500000
Bridge-domain: 1, Split-Horizon: None
MAC-limit: 65536

例：トラフィックストーム制御 CIRの設定

例：トラフィックストーム制御 CIRの設定

storm-control {broadcast|unicast|multicast [cos <value>] cir <value>コマンドを使用し
て、サービスクラス（CoS）およびアドレスタイプのトラフィックストーム制御 CIR
を設定します。CoSを指定せずに CIR値を指定した場合、指定されていないすべての
CoSのデフォルト値は、指定された CIRの集約値になります。たとえば、次の設定で
は、CIR 20000が CoS 0、3、4、5、および 6のブロードキャストMACアドレスのデ
フォルト CIR値になります。

Router(config)# interface gig 2/0
Router(config)# service instance 100 ethernet
Router(config-if)# storm-control broadcast cir 20000
Router(config-if)# storm-control broadcast cos 1 cir 10000
Router(config-if)# storm-control broadcast cos 2 cir 15000
Router(config-if)# storm-control broadcast cos 7 cir 15000

CoSごとの CIRを設定する前に、必ずデフォルトの CIRを設定してください。デフォ
ルトのCIRが設定されていない場合、cosキーワードはCLIで無効になります。デフォ
ルトCIRを削除する前に、同じアドレスタイプのCoSごとのCIRすべてを必ず削除し
てください。

（注）
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第 32 章

Cisco Thousand Eyesエンタープライズエー
ジェントアプリケーションのホスティン

グ

この章では Cisco Thousand Eyesエンタープライズエージェントアプリケーションのホスティ
ングについて説明します。この章で説明する内容は、次のとおりです。

• Cisco ThousandEyesエンタープライズエージェントアプリケーションのホスティング（743
ページ）

•サポートされるプラットフォームとシステム要件（745ページ）
• Cisco ThousandEyesアプリケーションのインストールと実行のワークフロー（745ページ）
•エージェントのパラメータの変更（749ページ）
•アプリケーションのアンインストール（750ページ）
• Cisco ThousandEyesアプリケーションのトラブルシューティング（750ページ）

Cisco ThousandEyesエンタープライズエージェントアプ
リケーションのホスティング

Cisco ThousandEyesは、ネットワークインテリジェンスプラットフォームであり、エージェン
トを使用してさまざまなテストを実行し、ネットワークとアプリケーションのパフォーマンス

をモニタできます。このアプリケーションを使用して、ビジネスに影響を及ぼすネットワーク

およびサービス全体のエンドツーエンドパスを表示できます。Cisco ThousandEyesアプリケー
ションは、内部、外部、およびインターネットネットワークのネットワークトラフィックパ

スをリアルタイムでアクティブにモニターし、ネットワークパフォーマンスの分析を支援しま

す。また、Cisco ThousandEyesアプリケーションはルーティングおよびデバイスデータで強化
されたアプリケーション可用性に関する分析情報を提供し、デジタルエクスペリエンスの多面

的な表示を可能にします。

Cisco IOS XEリリース 17.8.1以降、アプリケーションホスティング機能を使用して、Cisco
ThousandEyes Enterprise Agentをコンテナアプリケーションとして Cisco 1000シリーズアグリ
ゲーションサービスルータに展開できます。このエージェントアプリケーションは、Cisco
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IOx docker-typeオプションを使用して dockerイメージとして実行されます。コントローラモー
ドで Cisco ThousandEyesを設定する方法の詳細については、『Cisco SD-WAN Systems and
Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

図 26 : ThousandEyesアプリケーションによるネットワークの表示

Cisco ThousandEyes Enterpriseエージェントアプリケーションの機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 51 : Cisco ThousandEyes Enterpriseエージェントアプリケーションの機能情報

機能情報リリース機能名

アプリケーションホスティング機能をコンテナとし

て使用して、ルーティングプラットフォームで実行

される ThousandEyesエージェントアプリケーション
を統合することで、インターネット、クラウドプロ

バイダー、およびエンタープライズネットワークに

関する詳細な分析情報を用いてアプリケーションエ

クスペリエンスを可視化できます。

Cisco IOS XE
17.8.1

Cisco ThousandEyes
Enterprise Agentアプリ
ケーションのホスティ

ング
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サポートされるプラットフォームとシステム要件
次の表に、サポートされるプラットフォームとシステム要件を示します。

DRAMFRUストレージブートフラッシュプラットフォーム

Cisco 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ

8 GB、16 GB（オプション）SSDお
よび eUSB

8 GBASR1001-X

8 GB、16 GB（オプション）SSDお
よび eUSB

32 GBASR1001-HX

8 GB（オプション）SSDお
よび eUSB

8 GBASR1002-X

16 GB（オプション）SSDお
よび eUSB

32 GBASR 1002-HX

8 GB80 GB HDD8 GBASR1006（RP2）

8 GB（デフォルト）100GB
SSD

8 GBASR1006-X/ASR1009-X
（RP3）

Cisco ThousandEyesエンタープライズエージェントを実行するための最小限の DRAMおよび
ブートフラッシュストレージ要件は 8GBです。デバイスに十分なメモリまたはストレージが
ない場合は、DRAMをアップグレードするか、SSD/M.2 USBなどの外部ストレージを追加す
ることを推奨します。使用可能なリソースが他のアプリケーションを実行するのに十分でない

場合、Cisco IOxはエラーメッセージを生成します。

（注）

Cisco ThousandEyesアプリケーションのインストールと
実行のワークフロー

デバイスに Cisco ThousandEyesイメージをインストールして実行するには、次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 Cisco ThousandEyesポータルで新しいアカウントを作成します。

ステップ 2 ソフトウェアのダウンロードページから Cisco ThousandEyesアプリケーションパッケージをダウンロード
し、エージェントバージョン 4.2.2を使用していることを確認します。

ステップ 3 デバイスでイメージをコピーします。
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ステップ 4 イメージをインストールして起動します。

ステップ 5 エージェントをコントローラに接続します。

Cisco IOS XE 17.8.1ソフトウェアとともにCisco ThousandEyesアプリケーションパッケージをサポー
トするプラットフォームを注文した場合、Cisco ThousandEyesアプリケーションパッケージはデバイ
スのブートフラッシュで使用できます。

（注）

Cisco ThousandEyesアプリケーションをホストするワークフロー
アプリケーションをインストールして起動するには、次の手順を実行します。

始める前に

Cisco ThousandEyesポータルで新しいアカウントを作成し、トークンを生成します。Cisco
ThousandEyesエージェントアプリケーションは、このトークンを使用して認証し、正しい
Cisco ThousandEyesアカウントにチェックインします。トークンが無効であることを示すメッ
セージが表示されます。問題のトラブルシューティングを行うには、Cisco ThousandEyesアプ
リケーションのトラブルシューティング（750ページ）を参照してください。

正しいトークンとドメインネームサーバー（DNS）情報を設定すると、デバイスが自動的に検
出されます。

（注）

ステップ 1 デバイスで Cisco IOXアプリケーション環境を有効にします。

•非 SD-WAN（自立モード）イメージには次のコマンドを使用します。
config terminal
iox
end
write

• SD-WAN（コントローラモード）イメージには次のコマンドを使用します。

config-transaction
iox
commit

ステップ 2 IOxコマンドが受け入れられる場合は、数秒間待機してから、show ioxコマンドを使用して IOxプロセス
が動作しているかどうかを確認します。出力に、show IOxmanプロセスが実行中であると表示される必要
があります。

Device #show iox

IOx Infrastructure Summary:
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---------------------------
IOx service (CAF) 1.11.0.0 : Running
IOx service (HA) : Not Supported
IOx service (IOxman) : Running
IOx service (Sec storage) : Not Supported
Libvirtd 1.3.4 : Running

ステップ 3 ThousandEyesアプリケーション LXC tarballがデバイスの bootflash:で使用可能であることを確認します。

ステップ 4 仮想ポートグループインターフェイスを作成して、Cisco ThousandEyesアプリケーションへのトラフィッ
クパスを有効にします。

interface VirtualPortGroup 0
ip address 192.168.35.1 255.255.255.0

exit

ステップ 5 生成されたトークンを使用して、アプリケーションホスティングアプリケーションを設定します。

app-hosting appid te
app-vnic gateway1 virtualportgroup 0 guest-interface 0
guest-ipaddress 192.168.35.2 netmask 255.255.255.0
app-default-gateway 192.168.35.1 guest-interface 0
app-resource docker

prepend-pkg-opts � Required to get the default run-time options from package.yaml

run-opts 1 "--hostname thousandeyes"
run-opts 2 "-e TEAGENT_ACCOUNT_TOKEN=<ThousandEyes token>"

run-opts 3 "-e TEAGENT_PROXY_TYPE=STATIC -e TEAGENT_PROXY_LOCATION=proxy.something.other:80"

name-server0 75.75.75.75 � ISP’s DNS server
end

app-hosting appid te
app-resource docker
prepend-pkg-opts
run-opts 2 “--hostname

プロキシ設定は、Cisco ThousandEyesエージェントがプロキシなしでインターネットにアクセスでき
ない場合にのみ使用できます。また、ホスト名はオプションです。インストール時にホスト名を指

定しない場合、デバイスのホスト名が Cisco ThousandEyesエージェントのホスト名として使用され
ます。デバイスのホスト名が Cisco ThousandEyesポータルに表示されます。DNSネームサーバー情
報はオプションです。Cisco ThousandEyesエージェントがプライベート IPアドレスを使用する場合
は、NAT経由でデバイスへの接続を確立します。

（注）

ステップ 6 installコマンドを使用してアプリケーションがデバイスにインストールされたときに、アプリケーション
を自動的に実行するように startコマンドを設定します。

app-hosting appid te
start

ステップ 7 ThousandEyesアプリケーションをインストールします。

app-hosting install appid <appid> package [bootflash: | harddisk: | https:]

次のオプションから ThousandEyesアプリケーションをインストールする場所を選択します。
Device# app-hosting install appid te package ?

bootflash: Package path � ISR4K case if image is locally available in bootflash:
harddisk: Package path � Cat8K case if image is locally available in M.2 USB
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https: Package path � Download over the internet if image is not locally present in
router. URL to ThousandEyes site hosting agent image to be provided here

ステップ 8 アプリケーションが動作しているかどうかを確認します。

Device#show app-hosting list
App id State
---------------------------------------------------------
te RUNNING

これらの手順のいずれかに失敗した場合は、show loggingコマンドを使用して IOxエラーメッセー
ジを確認します。ディスク容量が不足しているというエラーメッセージが表示される場合は、スト

レージメディア（ブートフラッシュまたはハードディスク）をクリーンアップして空き容量を増や

します。show app-hosting resourceコマンドを使用して、CPUとディスクメモリを確認します。

（注）

デバイスへのイメージのダウンロードとコピー

イメージをダウンロードしてブートフラッシュにコピーするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco ThousandEyesイメージが bootflash:/<directory name>に事前にコピーされているかどうかを確認しま
す。

ステップ 2 デバイスのディレクトリにイメージがない場合は、次の手順を実行します。

a) デバイスがインターネットに直接アクセスできる場合は、application install command.コマンドでhttps:.
オプションを使用します。このオプションにより、Cisco ThousandEyesソフトウェアのダウンロード
ページから bootflash:/appsにイメージがダウンロードされ、アプリケーションがインストールされま
す。

Device# app-hosting install appid <appid string> package [bootflash: | flash | http | https://
| ftp | ] URL to image location hosted on ThousandEyes portal

Device# app-hosting install appid te1000 package
https://downloads.thousandeyes.com/enterprise-agent/thousandeyes-enterprise-agent-4.0.2.cisco.tar

Installing package
'https://downloads.thousandeyes.com/enterprise-agent/thousandeyes-enterprise-agent-4.0.2.cisco.tar'
for 'te1000'.

Use 'show app-hosting list' for progress.
*Jun 29 23:43:29.244: %IOSXE-6-PLATFORM: R0/0: IOx: App verification successful
*Jun 29 23:45:00.449: %IM-6-INSTALL_MSG: R0/0: ioxman: app-hosting: Install succeeded: te1000
installed successfully Current state is DEPLOYED
*Jun 29 23:45:01.801: %IOSXE-6-PLATFORM: R0/0: IOx: App verification successful
*Jun 29 23:45:51.054: %IM-6-START_MSG: R0/0: ioxman: app-hosting: Start succeeded: te1000 started
successfully Current state is RUNNING

Device#show app-hosting detail appid te1000 ( Details of Application)
App id : te1000
Owner : iox
State : RUNNING
Application
Type : docker
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Name : ThousandEyes Enterprise Agent
Version : 4.0
Author : ThousandEyes <support@thousandeyes.com>
Path : bootflash:thousandeyes-enterprise-agent-4.0-22.cisco.tar

Resource reservation
Memory : 500 MB
Disk : 1 MB
CPU : 1500 units
CPU-percent : 70 %

b) デバイスにプロキシサーバーがある場合は、イメージを bootflash:/appsに手動でコピーします。
c) ソフトウェアのダウンロードページからCisco ThousandEyesアプリケーションパッケージをダウンロー
ドし、エージェントバージョン 4.0.2を使用していることを確認します。

d) bootflash:にアプリケーションディレクトリを作成し、イメージをコピーします。
Device# mkdir bootflash:apps
Create directory filename [apps]?
Created dir bootflash:/apps

e) Cisco ThousandEyesイメージを bootflash:appsディレクトリにコピーします。

f) verifyコマンドを使用してイメージを検証します。

verify /md5 bootflash:apps/<file name>

Cisco ThousandEyesエージェントとコントローラの接続

始める前に

エージェントをコントローラに接続する前に、インターネットに接続していることを確認しま

す。

Cisco ThousandEyesアプリケーションが稼働状態になると、エージェント（ThousandEyesエージェント）
プロセスがクラウド環境で実行されているコントローラに接続します。

接続に関連する問題がある場合、関連するエラーメッセージがアプリケーション固有のログ

（/var/logs）に記録されます。

（注）

エージェントのパラメータの変更
エージェントのパラメータを変更するには、次のアクションを実行します。

ステップ 1 app-hosting stop appid appidコマンドを使用して、アプリケーションを停止します。

ステップ 2 app-hosting deactivate appid appidコマンドを使用して、アプリケーションを非アクティブ化します。
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ステップ 3 アプリケーションホスティングの設定に必要な変更を加えます。

ステップ 4 app-hosting activate appid appidコマンドを使用して、アプリケーションをアクティブ化します。

ステップ 5 app-hosting start appid appidコマンドを使用して、アプリケーションを起動します。

アプリケーションのアンインストール
アプリケーションをアンインストールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 app-hosting stop appid teコマンドを使用して、アプリケーションを停止します。

ステップ 2 show app-hosting listコマンドを使用して、アプリケーションがアクティブ状態であるかどうかを確認しま
す。

ステップ 3 app-hosting deactivate appid teコマンドを使用して、アプリケーションを非アクティブ化します。

ステップ 4 アプリケーションがアクティブ状態でないことを確認します。show app-hosting listコマンドを使用して、
アプリケーションのステータスを確認します。

ステップ 5 app-hosting install appid teコマンドを使用して、アプリケーションをアンインストールします。

ステップ 6 アンインストールプロセスが完了したら、show app-hosting listコマンドを使用して、アプリケーションが
正常にアンインストールされたかどうかを確認します。

Cisco ThousandEyesアプリケーションのトラブルシュー
ティング

Cisco ThousandEyesアプリケーションをトラブルシューティングするには、次の手順を実行し
ます。

1. app-hosting connect appid appid session /bin/bashコマンドを使用して、Cisco ThousandEyes
エージェントアプリケーションに接続します。

2. 次のパス /etc/te-agent.cfgで、アプリケーションに適用されている設定を確認します。

3. 次のパス /var/log/agent/te-agent.logのログを表示します。これらのログを使用して、設定の
トラブルシューティングを行うことができます。

ThousandEyesアプリケーションのステータスの確認

Cisco ThousandEyesアプリケーションが実行状態の場合、ThousandEyesポータルに登録されま
す。エージェントが実行状態になってから数分後にアプリケーションが表示されない場合は、

app-hosting connect appid thousandeyes_enterprise_agent sessionコマンドを使用して次の点を
確認してください。
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Device#app-hosting connect appid thousandeyes_enterprise_agent session
Device# cat /var/log/agent/te-agent.log
2021-02-04 08:59:29.642 DEBUG [e4736a40] [te.agent.AptPackageInterface] {} Initialized
APT package interface
2021-02-04 08:59:29.642 INFO [e4736a40] [te.agent.main] {} Agent version 1.103.0 starting.
Max core size is 0 and max open files is 1024

2021-02-04 08:59:29.642 DEBUG [e4736a40] [te.agent.db] {} Vacuuming database
2021-02-04 08:59:29.643 INFO [e4736a40] [te.agent.db] {} Found version 0, expected
version 50
2021-02-04 08:59:29.672 INFO [e4708700] [te.probe.ServerTaskExecutor] {} ProbeTaskExecutor
started with 2 threads.
2021-02-04 08:59:29.673 INFO [e2f05700] [te.probe.ProbeTaskExecutor.bandwidth] {}
ProbeTaskExecutor started with 1 threads.
2021-02-04 08:59:29.673 INFO [e2704700] [te.probe.ProbeTaskExecutor.realtime] {}
ProbeTaskExecutor started with 1 threads.
2021-02-04 08:59:29.673 INFO [e1f03700] [te.probe.ProbeTaskExecutor.throughput] {}
ProbeTaskExecutor started with 1 threads.
2021-02-04 08:59:29.674 DEBUG [e4736a40] [te.agent.DnssecTaskProceessor] {} Agent is not
running bind
2021-02-04 08:59:29.674 DEBUG [e4736a40] [te.snmp.RequestDispatcher] {} Initialised
SNMP++ session
2021-02-04 08:59:29.674 DEBUG [e4736a40] [te.snmp.RequestDispatcher] {} Initialised
SNMP++ session
2021-02-04 08:59:29.674 DEBUG [e4736a40] [te.snmp.RequestDispatcher] {} Initialised
SNMP++ session
2021-02-04 08:59:29.674 INFO [e4736a40] [te.agent.main] {} Agent starting up
2021-02-04 08:59:29.675 INFO [e4736a40] [te.agent.main] {} No agent id found, attempting
to obtain one
2021-02-04 08:59:29.675 INFO [e4736a40] [te.agent.ClusterMasterAdapter] {} Attempting
to get agent id from sc1.thousandeyes.com
2021-02-04 08:59:29.679 ERROR [e4736a40] [te.agent.main] {} Error calling create_agent:
Curl error - Couldn't resolve host name
2021-02-04 08:59:29.680 INFO [e4736a40] [te.agent.main] {} Sleeping for 30 seconds
Note :

DNSサーバーの接続を確認します。Cisco ThousandEyesエージェントがプライベート IPアド
レスに割り当てられている場合は、NAT設定を確認します。

（注）
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第 33 章

オンライン診断

オンライン診断機能には、さまざまなハードウェアコンポーネントをチェックし、ソフトウェ

アプロセスとインターフェイスを検証するテストが含まれています。

•オンライン診断のスケジューリング（753ページ）
•ヘルスモニタリング診断の設定（753ページ）
•汎用オンライン診断コマンド（754ページ）
•汎用オンライン診断 EXECコマンド（754ページ）
•汎用オンライン診断 Showコマンド（754ページ）
•汎用オンライン診断の例（755ページ）
•ヘルスモニタリング診断の設定例（757ページ）
•スロットおよびサブスロットレベルの Showコマンドの出力例（760ページ）

オンライン診断のスケジューリング
ユーザーは、指定時刻、毎日、毎週、または毎月、特定のルータに対してオンライン診断をス

ケジューリングすることができます。スケジューリングを削除するには、コマンドの no形式
を入力します。

設定方法については、設定例のセクションを参照してください。

ヘルスモニタリング診断の設定
ルータが稼働中のネットワークに接続している間に、指定したルータでヘルスモニタリング診

断テストを設定できます。ユーザは、ヘルスモニタリングテストの実行間隔、テストに失敗し

た場合にシステムメッセージが生成されるかどうか、または、個々のテストをイネーブルまた

はディセーブルにするかを、設定できます。テストをディセーブルにするには、コマンドのno
形式を入力します。

ヘルスモニタリング診断の設定方法については、「ヘルスモニタリング診断の例」のセクショ

ンを参照してください。
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汎用オンライン診断コマンド
diagnostic monitor slot slot num test test num
diagnostic monitor syslog
diagnostic monitor threshold slot slot num test test num failure count threshold value
diagnostic schedule slot slot num/all test test num
diagnostic event-log size size value
diagnostic monitor interval slot slot num test test num interval

汎用オンライン診断 EXECコマンド
diagnostic start slot slot num test test num
diagnostic stop slot slot num test test num
clear diagnostic event-log slot slot num/all
test diagnostic simulation [failure | clear] slot slot num test test id

サブスロットをサポートする EXECコマンド

diagnostic start subslot slot num>/<bay num test test num
diagnostic stop subslot <slot num>/<bay num> test test num
test diagnostic simulation [failure | clear] subslot <slot num>/<bay num> test test id

汎用オンライン診断 Showコマンド
show diagnostic bootup level
show diagnostic slot slot num/all
show diagnostic schedule slot slot num/all
show diagnostic result slot slot num/all
show diagnostic result slot slot num/all detail
show diagnostic events slot slot num/all
show diagnostic content slot slot num/all
show diagnostic description slot slot num/all
show diagnostic status
show diagnostic ondemand test-parameter slot slot num test testid
show diagnostic simulation failure slot slot num

サブスロットをサポートする showコマンド

show diagnostic subslot slot num/bay num
show diagnostic schedule subslot slot num/bay num
show diagnostic result subslot slot num/bay num
show diagnostic result subslot slot num/bay num detail
show diagnostic events subslot slot num/bay num
show diagnostic content subslot slot num/bay num
show diagnostic description subslot slot num/bay num
show diagnostic content subslot slot num/bay num
show diagnostic ondemand test-parameter subslot slot num/bay num test testid
show diagnostic simulation failure subslot slot num>/bay num
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汎用オンライン診断の例
Router#show diagnostic slot 1

Current bootup diagnostic level: minimal

slot 1: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE210500MM

Overall Diagnostic Result for slot 1 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) Np5cHeartbeatTest ---------------> .
2) AstroIlkTest --------------------> .
3) LCFpgaScratchTest ---------------> .
4) CCEOBCLinkStateTest -------------> .

slot 1: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE18160AM6

Overall Diagnostic Result for slot 1 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .
2) EPAStatusTest -------------------> .
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .
4) EPAXcvrTest:

Port 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
----------------------------------

U U U U U U U U U U

Router#show diagnostic subslot 1/1

Current bootup diagnostic level: minimal

subslot 1/1: EPA-10X10GE SerialNo : JAE18160AM6

Overall Diagnostic Result for subslot 1/1 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .
2) EPAStatusTest -------------------> .
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .
4) EPAXcvrTest:

Port 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
----------------------------------

U U U U U U U U U U
Router#show diagnostic subslot 1/1 detail

Current bootup diagnostic level: minimal

subslot 1/1: EPA-10X10GE SerialNo : JAE18160AM6
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Overall Diagnostic Result for subslot 1/1 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

___________________________________________________________________

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Mar 05 2019 14:17:05
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Mar 05 2019 14:17:05
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

2) EPAStatusTest -------------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Mar 05 2019 14:17:05
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Mar 05 2019 14:17:05
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Mar 05 2019 14:17:05
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Mar 05 2019 14:17:05
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

4) EPAXcvrTest:

Port 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
----------------------------------

U U U U U U U U U U

Error code ------------------> 1 (DIAG_FAILURE)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Mar 05 2019 14:17:05
First test failure time -----> Mar 05 2019 14:17:05
Last test failure time ------> Mar 05 2019 14:17:05
Last test pass time ---------> n/a
Total failure count ---------> 1
Consecutive failure count ---> 1

___________________________________________________________________
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ヘルスモニタリング診断の設定例
Slot command example :

Router#conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#
Router(config)#diagnostic monitor slot 2 test ?

Diagnostics test suite attributes:
M/C/* - Minimal bootup level test / Complete bootup level test / NA
B/* - Basic ondemand test / NA

P/V/* - Per port test / Per device test / NA
D/N/* - Disruptive test / Non-disruptive test / NA
S/* - Only applicable to standby unit / NA
X/* - Not a health monitoring test / NA
F/* - Fixed monitoring interval test / NA
E/* - Always enabled monitoring test / NA
A/I - Monitoring is active / Monitoring is inactive

Test Interval Thre-
ID Test Name Attributes day hh:mm:ss.ms shold
==== ================================== ============ =============== =====
1) Np5cHeartbeatTest ---------------> *B*N****I 000 00:00:05.00 n/a
2) AstroIlkTest --------------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
3) LCFpgaScratchTest ---------------> *B*N****I 000 00:02:00.00 n/a
4) CCEOBCLinkStateTest -------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a

WORD Test ID list (e.g. 1,3-6) or Test Name
all Select all test ID

Router(config)#
Router(config)#diagnostic monitor slot 2 test all
Router(config)#end
Router#show ru
*Aug 2 06:12:19.254: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by consolen
Router#show run | sec diagnostic monitor
diagnostic monitor slot 2 test Np5cHeartbeatTest cardindex 4
diagnostic monitor slot 2 test AstroIlkTest cardindex 4
diagnostic monitor slot 2 test LCFpgaScratchTest cardindex 4
diagnostic monitor slot 2 test CCEOBCLinkStateTest cardindex 4
Router#
Router#show diagnostic content slot 2

slot 2: ASR1000-MIP100

Diagnostics test suite attributes:
M/C/* - Minimal bootup level test / Complete bootup level test / NA
B/* - Basic ondemand test / NA

P/V/* - Per port test / Per device test / NA
D/N/* - Disruptive test / Non-disruptive test / NA
S/* - Only applicable to standby unit / NA
X/* - Not a health monitoring test / NA
F/* - Fixed monitoring interval test / NA
E/* - Always enabled monitoring test / NA
A/I - Monitoring is active / Monitoring is inactive

Test Interval Thre-
ID Test Name Attributes day hh:mm:ss.ms shold
==== ================================== ============ =============== =====
1) Np5cHeartbeatTest ---------------> *B*N****A 000 00:00:05.00 n/a
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2) AstroIlkTest --------------------> *B*N****A 000 00:01:00.00 n/a
3) LCFpgaScratchTest ---------------> *B*N****A 000 00:02:00.00 n/a
4) CCEOBCLinkStateTest -------------> *B*N****A 000 00:01:00.00 n/a

Router#show diagnostic result slot 2

Current bootup diagnostic level: minimal

slot 2: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE210500MM

Overall Diagnostic Result for slot 2 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) Np5cHeartbeatTest ---------------> .
2) AstroIlkTest --------------------> .
3) LCFpgaScratchTest ---------------> .
4) CCEOBCLinkStateTest -------------> .

Router#

Subslot :

Router#show diagnostic content subslot 1/0

subslot 1/0: EPA-2X40GE

Diagnostics test suite attributes:
M/C/* - Minimal bootup level test / Complete bootup level test / NA
B/* - Basic ondemand test / NA

P/V/* - Per port test / Per device test / NA
D/N/* - Disruptive test / Non-disruptive test / NA
S/* - Only applicable to standby unit / NA
X/* - Not a health monitoring test / NA
F/* - Fixed monitoring interval test / NA
E/* - Always enabled monitoring test / NA
A/I - Monitoring is active / Monitoring is inactive

Test Interval Thre-
ID Test Name Attributes day hh:mm:ss.ms shold
==== ================================== ============ =============== =====
1) EPAFpgaScratchTest --------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
2) EPAStatusTest -------------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> *B*N****I not configured n/a
4) EPAXcvrTest ---------------------> *BPN*X**I not configured n/a

Router#conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#diagno
Router(config)#diagnostic mon
Router(config)#diagnostic monitor sub
Router(config)#diagnostic monitor subslot 1/0 ?
test Diagnostic test selection

Router(config)#diagnostic monitor subslot 1/0 te
Router(config)#diagnostic monitor subslot 1/0 test ?

Diagnostics test suite attributes:
M/C/* - Minimal bootup level test / Complete bootup level test / NA
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B/* - Basic ondemand test / NA
P/V/* - Per port test / Per device test / NA
D/N/* - Disruptive test / Non-disruptive test / NA
S/* - Only applicable to standby unit / NA
X/* - Not a health monitoring test / NA
F/* - Fixed monitoring interval test / NA
E/* - Always enabled monitoring test / NA
A/I - Monitoring is active / Monitoring is inactive

Test Interval Thre-
ID Test Name Attributes day hh:mm:ss.ms shold
==== ================================== ============ =============== =====
1) EPAFpgaScratchTest --------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
2) EPAStatusTest -------------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> *B*N****I not configured n/a
4) EPAXcvrTest ---------------------> *BPN*X**I not configured n/a

WORD Test ID list (e.g. 1,3-6) or Test Name
all Select all test ID

Router(config)#diagnostic monitor subslot 1/0 test 1
Router(config)#end
Router#sho
*Aug 2 06:29:41.321: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by consolew ru
Router#show running-config | sec diagnostic monitor subslot
diagnostic monitor subslot 1/0 test EPAFpgaScratchTest cardindex 5
Router#
Router#
*Aug 2 06:30:07.735: %LINK-3-UPDOWN: Interface FortyGigabitEthernet1/0/1, changed state
to up
*Aug 2 06:30:07.734: %LINK-3-UPDOWN: SIP1/0: Interface FortyGigabitEthernet1/0/1, changed
state to up
*Aug 2 06:30:08.735: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface
FortyGigabitEthernet1/0/1, changed state to up
Router#
Router#
Router#show diagnostic content subslot 1/0

subslot 1/0: EPA-2X40GE

Diagnostics test suite attributes:
M/C/* - Minimal bootup level test / Complete bootup level test / NA
B/* - Basic ondemand test / NA

P/V/* - Per port test / Per device test / NA
D/N/* - Disruptive test / Non-disruptive test / NA
S/* - Only applicable to standby unit / NA
X/* - Not a health monitoring test / NA
F/* - Fixed monitoring interval test / NA
E/* - Always enabled monitoring test / NA
A/I - Monitoring is active / Monitoring is inactive

Test Interval Thre-
ID Test Name Attributes day hh:mm:ss.ms shold
==== ================================== ============ =============== =====
1) EPAFpgaScratchTest --------------> *B*N****A 000 00:01:00.00 n/a
2) EPAStatusTest -------------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> *B*N****I not configured n/a
4) EPAXcvrTest ---------------------> *BPN*X**I not configured n/a

Router#
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スロットおよびサブスロットレベルの Showコマンドの
出力例

Slot related show commands:
===========================

Router#show diagnostic slot 0

Current bootup diagnostic level: minimal

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE20400315

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) Np5cHeartbeatTest ---------------> .
2) AstroIlkTest --------------------> .
3) LCFpgaScratchTest ---------------> .
4) CCEOBCLinkStateTest -------------> .

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE214006W6

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .
2) EPAStatusTest -------------------> .
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .
4) EPAXcvrTest:

Port 0
-------

U

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE214006VX

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .
2) EPAStatusTest -------------------> .
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .
4) EPAXcvrTest:

Port 0
-------

.
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Router#show diagnostic result slot 0

Current bootup diagnostic level: minimal

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE20400315

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) Np5cHeartbeatTest ---------------> .
2) AstroIlkTest --------------------> .
3) LCFpgaScratchTest ---------------> .
4) CCEOBCLinkStateTest -------------> .

Router#show diagnostic result slot 0 detail

Current bootup diagnostic level: minimal

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE20400315

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

___________________________________________________________________________

1) Np5cHeartbeatTest ---------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________________

2) AstroIlkTest --------------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________________

3) LCFpgaScratchTest ---------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
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First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________________

4) CCEOBCLinkStateTest -------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________________

Router#
Router#show diagnostic slot 0 detail

Current bootup diagnostic level: minimal

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE20400315

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

___________________________________________________________________

1) Np5cHeartbeatTest ---------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

2) AstroIlkTest --------------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

3) LCFpgaScratchTest ---------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
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Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

4) CCEOBCLinkStateTest -------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 2
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:25
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:25
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE214006W6

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

___________________________________________________________________

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:45
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:45
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

2) EPAStatusTest -------------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:45
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:45
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
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Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:45
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:49:45
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

4) EPAXcvrTest:

Port 0
-------

U

Error code ------------------> 1 (DIAG_FAILURE)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:49:45
First test failure time -----> Jul 22 2019 04:49:45
Last test failure time ------> Jul 22 2019 04:49:45
Last test pass time ---------> n/a
Total failure count ---------> 1
Consecutive failure count ---> 1

___________________________________________________________________

slot 0: ASR1000-MIP100 SerialNo : JAE214006VX

Overall Diagnostic Result for slot 0 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

___________________________________________________________________

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:50:03
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:50:03
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

2) EPAStatusTest -------------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:50:03
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:50:03
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .
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Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:50:03
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:50:03
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

4) EPAXcvrTest:

Port 0
-------

.

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:50:03
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:50:03
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

Router#
Router#show diagnostic content slot 0

slot 0: ASR1000-MIP100

Diagnostics test suite attributes:
M/C/* - Minimal bootup level test / Complete bootup level test / NA
B/* - Basic ondemand test / NA

P/V/* - Per port test / Per device test / NA
D/N/* - Disruptive test / Non-disruptive test / NA
S/* - Only applicable to standby unit / NA
X/* - Not a health monitoring test / NA
F/* - Fixed monitoring interval test / NA
E/* - Always enabled monitoring test / NA
A/I - Monitoring is active / Monitoring is inactive

Test Interval Thre-
ID Test Name Attributes day hh:mm:ss.ms shold
==== ================================== ============ =============== =====
1) Np5cHeartbeatTest ---------------> *B*N****I 000 00:00:05.00 n/a
2) AstroIlkTest --------------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
3) LCFpgaScratchTest ---------------> *B*N****I 000 00:02:00.00 n/a
4) CCEOBCLinkStateTest -------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a

Router#
Router#show diagnostic description slot 0 test all

Np5cHeartbeatTest :
It Checks the ezman process heatbeat miss.

AstroIlkTest :
It tests astro interlaken status and reports failures if not ok
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LCFpgaScratchTest :
It checks Read and Write operation of ELC's FPGA

CCEOBCLinkStateTest :
It Checks EOBC link status of LC card.

Router#
Router#show diagnostic events slot 0
Diagnostic events (storage for 500 events, 26 events recorded)
Number of events matching above criteria = 8
Event Type (ET): I - Info, W - Warning, E - Error

Time Stamp ET [Card] Event Message
------------------ -- ------ --------------------------------------------------
07/22 04:48:23.878 I [0] Np5cHeartbeatTest Passed
07/22 04:48:23.880 I [0] AstroIlkTest Passed
07/22 04:48:23.882 I [0] LCFpgaScratchTest Passed
07/22 04:48:23.886 I [0] CCEOBCLinkStateTest Passed
07/22 04:49:25.297 I [0] Np5cHeartbeatTest Passed
07/22 04:49:25.298 I [0] AstroIlkTest Passed
07/22 04:49:25.300 I [0] LCFpgaScratchTest Passed
07/22 04:49:25.302 I [0] CCEOBCLinkStateTest Passed

Router#
Router#show diagnostic simulation failure slot 0
slot 0:

There is no test failure simulation installed.

Router#conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#
Router(config)#do show clock
*05:43:47.385 UTC Mon Jul 22 2019
Router(config)#diagnostic schedule slot 0 test all on jul 22 2019 05:45
Router(config)#end
Router#
Router#show run | sec diagnostic
diagnostic schedule slot 0 test all on July 22 2019 5:45 cardindex 4 jobindex 1
diagnostic bootup level minimal
Router#
Router#
Router#show diagnostic schedule slot 0
Current Time = 05:44:35 UTC Mon Jul 22 2019

Diagnostic for slot 0:

Schedule #1:
To be run on July 22 2019 5:45
Test ID(s) to be executed: all.

Router#
*Jul 22 05:44:59.720: %DIAG-6-SCHED_RUNNING: slot 0: Performing Scheduled Online
Diagnostic...
*Jul 22 05:44:59.720: %DIAG-6-TEST_RUNNING: slot 0: Running Np5cHeartbeatTest{ID=1} ...
*Jul 22 05:44:59.721: %DIAG-6-TEST_OK: slot 0: Np5cHeartbeatTest{ID=1} has completed
successfully
*Jul 22 05:44:59.721: %DIAG-6-TEST_RUNNING: slot 0: Running AstroIlkTest{ID=2} ...
*Jul 22 05:44:59.722: %DIAG-6-TEST_OK: slot 0: AstroIlkTest{ID=2} has completed
successfully
*Jul 22 05:44:59.722: %DIAG-6-TEST_RUNNING: slot 0: Running LCFpgaScratchTest{ID=3} ...
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*Jul 22 05:44:59.724: %DIAG-6-TEST_OK: slot 0: LCFpgaScratchTest{ID=3} has completed
successfully
*Jul 22 05:44:59.724: %DIAG-6-TEST_RUNNING: slot 0: Running CCEOBCLinkStateTest{ID=4}
...
*Jul 22 05:44:59.726: %DIAG-6-TEST_OK: slot 0: CCEOBCLinkStateTest{ID=4} has completed
successfully
*Jul 22 05:44:59.726: %DIAG-6-SCHED_COMPLETE: slot 0: Scheduled Online Diagnostic is
completed
Router#
Router#show diagnostic schedule slot 0
Current Time = 05:45:07 UTC Mon Jul 22 2019

Diagnostic for slot 0 is not scheduled.

Router#

subslot level commands
===============================================

Router#show diagnostic result subslot 0/1

Current bootup diagnostic level: minimal

subslot 0/1: EPA-QSFP-1X100GE SerialNo : JAE214006VX

Overall Diagnostic Result for subslot 0/1 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .
2) EPAStatusTest -------------------> .
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .
4) EPAXcvrTest:

Port 0
-------

.

Router#show diagnostic result subslot 0/1 detail

Current bootup diagnostic level: minimal

subslot 0/1: EPA-QSFP-1X100GE SerialNo : JAE214006VX

Overall Diagnostic Result for subslot 0/1 : PASS
Diagnostic level at card bootup: minimal

Test results: (. = Pass, F = Fail, U = Untested)

___________________________________________________________________

1) EPAFpgaScratchTest --------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:50:03
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
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Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:50:03
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

2) EPAStatusTest -------------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:50:03
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:50:03
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

3) EPAHostPrbsStausTest ------------> .

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 1
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:50:03
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:50:03
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

4) EPAXcvrTest:

Port 0
-------

.

Error code ------------------> 0 (DIAG_SUCCESS)
Total run count -------------> 3
Last test testing type ------> OnDemand
Last test execution time ----> Jul 22 2019 04:57:24
First test failure time -----> n/a
Last test failure time ------> n/a
Last test pass time ---------> Jul 22 2019 04:57:24
Total failure count ---------> 0
Consecutive failure count ---> 0

___________________________________________________________________

Router#
Router#show diagnostic content subslot 0/1

subslot 0/1: EPA-QSFP-1X100GE

Diagnostics test suite attributes:
M/C/* - Minimal bootup level test / Complete bootup level test / NA
B/* - Basic ondemand test / NA

P/V/* - Per port test / Per device test / NA
D/N/* - Disruptive test / Non-disruptive test / NA
S/* - Only applicable to standby unit / NA
X/* - Not a health monitoring test / NA
F/* - Fixed monitoring interval test / NA
E/* - Always enabled monitoring test / NA
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A/I - Monitoring is active / Monitoring is inactive

Test Interval Thre-
ID Test Name Attributes day hh:mm:ss.ms shold
==== ================================== ============ =============== =====
1) EPAFpgaScratchTest --------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
2) EPAStatusTest -------------------> *B*N****I 000 00:01:00.00 n/a
3) EPAHostPrbsStausTest ------------> *B*N****I not configured n/a
4) EPAXcvrTest ---------------------> *BPN*X**I not configured n/a

Router#
Router#show diagnostic description subslot 0/1 test all

EPAFpgaScratchTest :
it tests read and write operation of EPAs FPGA scratpad resigter

EPAStatusTest :
It tests EPA boot staus.

EPAHostPrbsStausTest :
It tests mac and EPA phy serdes line auto tune status

EPAXcvrTest :
It tests EPA xcvr staus

Router#

Router#show diagnostic events subslot 0/1 all
Diagnostic events (storage for 500 events, 26 events recorded)
Number of events matching above criteria = 9
Event Type (ET): I - Info, W - Warning, E - Error

Time Stamp ET [Card] Event Message
------------------ -- ------ --------------------------------------------------
07/22 04:50:03.787 I [0/1] EPAFpgaScratchTest Passed
07/22 04:50:03.788 I [0/1] EPAStatusTest Passed
07/22 04:50:03.789 I [0/1] EPAHostPrbsStausTest Passed
07/22 04:50:03.811 I [0/1] EPAXcvrTest Passed
07/22 04:57:19.719 I [0/1] EPAXcvrTest Passed
07/22 04:57:24.616 I [0/1] EPAXcvrTest Passed
07/22 05:00:01.333 I [0/1] EPAXcvrTest Passed
07/22 05:00:06.980 I [0/1] EPAXcvrTest Passed
07/22 05:00:31.421 I [0/1] EPAXcvrTest Passed

Router#

Router#show diagnostic simulation failure subslot 0/1
subslot 0/1:

There is no test failure simulation installed.

Router#

Router#show run | sec diagnostic
diagnostic bootup level minimal
Router#conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#
Router(config)#
Router(config)#do show clock
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*05:48:15.905 UTC Mon Jul 22 2019
Router(config)#diagnostic schedule subslot 0/1 test all on jul 22 2019 05:50
Router(config)#end
Router#
*Jul 22 05:48:44.378: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by consoleconf t

Router#show run | sec diagnostic
diagnostic schedule subslot 0/1 test all on July 22 2019 5:50 cardindex 5 jobindex 1
diagnostic bootup level minimal
Router#show diagnostic schedule sub
Router#show diagnostic schedule subslot 0/1
Current Time = 05:49:02 UTC Mon Jul 22 2019

Diagnostic for subslot 0/1:

Schedule #1:
To be run on July 22 2019 5:50
Test ID(s) to be executed: all.

Router#show diagnostic schedule subslot 0/1
Current Time = 05:49:14 UTC Mon Jul 22 2019

Diagnostic for subslot 0/1:

Schedule #1:
To be run on July 22 2019 5:50
Test ID(s) to be executed: all.

Router#
*Jul 22 05:49:59.832: %DIAG-6-SCHED_RUNNING: subslot 0/1: Performing Scheduled Online
Diagnostic...
*Jul 22 05:49:59.832: %DIAG-6-TEST_RUNNING: subslot 0/1: Running EPAFpgaScratchTest{ID=1}
...
*Jul 22 05:49:59.833: %DIAG-6-TEST_OK: subslot 0/1: EPAFpgaScratchTest{ID=1} has completed
successfully
*Jul 22 05:49:59.833: %DIAG-6-TEST_RUNNING: subslot 0/1: Running EPAStatusTest{ID=2} ...
*Jul 22 05:49:59.834: %DIAG-6-TEST_OK: subslot 0/1: EPAStatusTest{ID=2} has completed
successfully
*Jul 22 05:49:59.834: %DIAG-6-TEST_RUNNING: subslot 0/1: Running EPAHostPrbsStausTest{ID=3}
...
*Jul 22 05:49:59.835: %DIAG-6-TEST_OK: subslot 0/1: EPAHostPrbsStausTest{ID=3} has
completed successfully
*Jul 22 05:49:59.835: %DIAG-6-TEST_RUNNING: subslot 0/1: Running EPAXcvrTest{ID=4} ...
*Jul 22 05:49:59.857: %DIAG-6-TEST_OK: subslot 0/1: EPAXcvrTest{ID=4} has completed
successfully
*Jul 22 05:49:59.857: %DIAG-6-SCHED_COMPLETE: subslot 0/1: Scheduled Online Diagnostic
is completed
Router#
Router#show diagnostic schedule subslot 0/1
Current Time = 05:50:33 UTC Mon Jul 22 2019

Diagnostic for subslot 0/1 is not scheduled.

Router#
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第 34 章

サポートされていないコマンド

このドキュメントでは、Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされていないコマンドのリ
ストを示します。

• Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされていないコマンド（771ページ）

Cisco ASR 1000シリーズルータでサポートされていない
コマンド

Cisco ASR 1000シリーズルータには、platformキーワードを指定する一連のコマンドがあり、
これらを入力しても出力が生成されないか、またはお客様にとって不要な出力が表示されま

す。platformキーワードを使用した一部のコマンドは、お客様にとって役立つ出力を生成する
のでCisco IOS XEコマンドリファレンスに記載されていますが、これらのコマンドの大部分は
お客様の役に立たないため、サポートされていないと見なされます。

これらのコマンドはサポートされていないと見なされるため、これらのコマンドに関するシス

コ製品マニュアルは今後公開されない予定です。

Cisco ASR 1000シリーズルータのサポート対象外のコマンドのリストを以下に示します。

• clear platform hardware cpp
• clear platform software access-list
• clear platform software adjacency
• clear platform software cce
• clear platform software cef
• clear platform software cman
• clear platform software dpidb
• clear platform software ess
• clear platform software icmp
• clear platform software infrastructure
• clear platform software inspect
• clear platform software mlp
• clear platform software mpls
• clear platform software multicast
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• clear platform software nat
• clear platform software nbar
• clear platform software netflow
• clear platform software pam
• clear platform software qos
• clear platform software route-map
• clear platform software shell
• clear platform software wccp
• clear platform software zone
• clear platform software zone-pair
• debug platform all
• debug platform hardware cpp
• debug platform software acl
• debug platform software adjacency
• debug platform software cce
• debug platform software cef
• debug platform software cman
• debug platform software configuration
• debug platform software dpidb
• debug platform software entity
• debug platform software ess
• debug platform software FPM
• debug platform software icmp
• debug platform software infrastructure
• debug platform software inspect
• debug platform software iphc
• debug platform software ipsec
• debug platform software issu
• debug platform software kernel
• debug platform software liin
• debug platform software marmot
• debug platform software mlp
• debug platform software mpls
• debug platform software multicast
• debug platform software nat
• debug platform software nbar
• debug platform software netflow
• debug platform software pam
• debug platform software qos
• debug platform software route-map
• debug platform software shell
• debug platform software urpf
• debug platform software vty
• debug platform software wccp
• debug platform software zone
• set platform software trace
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• show crypto engine
• show platform hardware cpp (all commands)
• show platform software adjacency
• show platform software bound-uds
• show platform software cce statistics
• show platform software cef counters
• show platform software cman statistics
• show platform software common-classification
• show platform software debug
• show platform software diagnostic
• show platform software dpidb
• show platform software erspan
• show platform software ess
• show platform software firewall
• show platform software flow-control identifier
• show platform software fpm
• show platform software icmp
• show platform software icmp6
• show platform software infrastructure
• show platform software inspect statistics
• show platform software interface
• show platform software ip
• show platform software ipc
• show platform software iphc
• show platform software ipsec
• show platform software ipv6
• show platform software loadinfo
• show platform software mlist
• show platform software mlp
• show platform software mlppp
• show platform software module
• show platform software mpls
• show platform software multicast
• show platform software nat
• show platform software nbar
• show platform software netflow
• show platform software object-manager
• show platform software os-interface
• show platform software pam
• show platform software peer
• show platform software punt
• show platform software push-counter
• show platform software qos
• show platform software sbc tables
• show platform software shell
• show platform software slot
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• show platform software spi4
• show platform software urpf
• show platform software vlans
• show platform software vty
• show platform software wccp
• show platform software zone statistics
• test platform hardware eobc
• test platform hardware port
• test platform hardware slot
• test platform hardware subslot
• test platform software cef
• test platform software chassis
• test platform software debug
• test platform software forwarding-manager
• test platform software infrastructure
• test platform software inject
• test platform software process
• test platform software shell
• test platform software tdl
• test platform software trace
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第 35 章

設定例

この付録は、Cisco ASR 1000シリーズルータで一般的なネットワーキングタスクを実行する方
法の例を示すことを目的としています。この付録に示されている例は、単なる説明用です。こ

れらの例の背景情報はほとんど（またはまったく）提供されません。

さらに、このセクションを読む際には、ネットワークに関する設定は複雑であり、何通りにも

設定できることに留意してください。このセクションの例は、ある設定を実現する1つの方法
を示しているにすぎません。

この付録には、次の例が含まれています。

• TFTPサーバーで統合パッケージを起動するためのルータの設定 （775ページ）
• TFTPサーバからルータに統合パッケージをコピーする例 （778ページ）
•ルータに保存されている統合パッケージを使用してブートするようにルータを設定する例
（779ページ）

•統合パッケージから同じファイルシステムにサブパッケージを抽出する（780ページ）
•統合パッケージから別のファイルシステムにサブパッケージを抽出する（781ページ）
•サブパッケージを使用して起動するようルータを設定する（782ページ）
•コンフィギュレーションファイルのバックアップ（785ページ）
• SSOを使用した単一 RPでの 2番目の IOSプロセスの有効化 （786ページ）
• ISSU：統合パッケージのアップグレード（790ページ）

TFTPサーバーで統合パッケージを起動するためのルータ
の設定

次に、TFTPサーバーで統合パッケージをブートするようにルータを設定する例を示します。

Router(config)# boot system
tftp://198.51.100.81/auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin

Router(config)#config-reg 0x2102
Router(config)# exit

*May 29 21:51:11.963: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by user on console
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Router# show run | include boot
boot-start-marker
boot system
tftp://198.51.100.81/auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
boot-end-marker
Router# copy run start
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
*May 29 21:52:01.500: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by user on console. Reload Reason:
Reload command.
System Bootstrap, Version 12.2(33r)XN2, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2008 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: LocalSoft
ASR1000-RP1 platform with 4194303 Kbytes of main memory

IP_ADDRESS: 198.51.100.155
IP_SUBNET_MASK: 255.255.255.0
DEFAULT_GATEWAY: 198.51.100.1

TFTP_SERVER: 198.51.100.81
TFTP_FILE:

auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Using midplane macaddr

TFTP_MACADDR: 00:1a:30:46:e3:ff
TFTP_VERBOSE: Progress

TFTP_RETRY_COUNT: 18
TFTP_TIMEOUT: 7200
TFTP_CHECKSUM: Yes

ETHER_PORT: 3
ETHER_SPEED_MODE: Auto Detect

link up 100Mbps/HD
Receiving auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin from
198.51.100.81
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!.!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!.!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!.!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!.!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!.!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!.!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!.!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
File reception completed.
Boot image size = 208904396 (0xc73a0cc) bytes
Using midplane macaddr
Package header rev 0 structure detected
Calculating SHA-1 hash...done
validate_package: SHA-1 hash:

calculated fb456e80:4ba2fa07:8556d27c:ea643e4f:512236df
expected fb456e80:4ba2fa07:8556d27c:ea643e4f:512236df

Image validated
PPC/IOS XE loader version: 0.0.3
loaded at: 00800000 0CF3C004
zimage at: 00807673 009B92D6
initrd at: 009BA000 01041CC9
isord at: 01042000 0CF39800
avail ram: 00400000 00800000
Kernel load:
Uncompressing image... dst: 00000000 lim: 00400000 start: 00807673 size: 001B1C63...done.
Now booting the IOS XE kernel
%IOSXEBOOT-4-BOOT_SRC: (rp/0): Non-HD Boot
%IOSXEBOOT-4-BOOT_PARAMETER: (rp/0): Booting with custom BOOT_PARAM setting

Restricted Rights Legend
Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.
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cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
Image text-base: 0x10064AF0, data-base: 0x137E0958
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1772131K/6147K bytes of memory.
5 Gigabit Ethernet interfaces
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Duplex is configured.Remove duplex configuration before enabling auto-negotiation
<output removed for brevity>
User Access Verification
Username: user
Password:
Router>en
Password:
Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 2 minutes
Uptime for this control processor is 4 minutes
System returned to ROM by reload at 14:52:01 DST Thu May 29 2008System image file is
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"tftp://172.17.16.81/auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adve"Last reload reason: Reload
command
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1772131K/6147K bytes of memory.
5 Gigabit Ethernet interfaces
8 Serial interfaces
8 Channelized T1 ports
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Configuration register is 0x2102

TFTPサーバからルータに統合パッケージをコピーする例
次に、TFTPサーバからルータに統合パッケージをコピーする例を示します。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (712273920 bytes free)
Router# copy tftp bootflash:
Address or name of remote host []? 198.51.100.81
Source filename []?
/auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Destination filename [asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin]?
Accessing
tftp://198.51.100.81//auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin...
Loading /auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin from
198.51.100.81 (via GigabitEthernet0):
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
[OK - 208904396 bytes]
208904396 bytes copied in 330.453 secs (632176 bytes/sec)
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
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13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (503156736 bytes free)

ルータに保存されている統合パッケージを使用してブー

トするようにルータを設定する例
次に、ルータに保存されている統合パッケージを使用してブートするようルータを設定する例

を示します。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (503156736 bytes free)
Router# config t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#boot system bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Router(config)#config-reg 0x2102
Router(config)#exit
Router#show run | include boot
boot-start-marker
boot system bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
boot-end-marker
Router# copy run start
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# reload
<output removed for brevity>
User Access Verification
Username: user
Password:
Router>en
Password:
Router#show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 3 minutes
Uptime for this control processor is 5 minutes
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System returned to ROM by reload at 16:20:55 DST Wed May 28 2008System image file is
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.binLast reload reason: Reload
command
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1772131K/6147K bytes of memory.
5 Gigabit Ethernet interfaces
8 Serial interfaces
8 Channelized T1 ports
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.Configuration register is 0x2102

統合パッケージから同じファイルシステムにサブパッケー

ジを抽出する
次に、統合パッケージから同じファイルシステムにサブパッケージを抽出する例を示します。

asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin統合パッケージファイルはブートフラッシュ
にありますが、ディレクトリにサブパッケージは存在しません。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 9 2008 14:36:31 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (503156736 bytes free)
Router# request platform software package expand file
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Verifying parameters
Validating package type
Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.

request platform software package expand file
bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.binコマンド（toオプションが使用
されていない点に注意）を入力すると、統合パッケージのサブパッケージが bootflash:に解凍
されます。
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Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 9 2008 14:36:31 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
57611 -rw- 47071436 May 22 2008 11:26:23 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57602 -rw- 5740 May 22 2008 11:26:22 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
57612 -rw- 20334796 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57613 -rw- 22294732 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57614 -rw- 21946572 May 22 2008 11:26:25 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57615 -rw- 48099532 May 22 2008 11:26:26 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57616 -rw- 34324684 May 22 2008 11:26:27 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57617 -rw- 22124748 May 22 2008 11:26:28 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57603 -rw- 6256 May 22 2008 11:26:28 -07:00 packages.conf

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (286662656 bytes free)

統合パッケージから別のファイルシステムにサブパッケー

ジを抽出する
次に、統合パッケージから別のファイルシステムにサブパッケージを抽出する例を示します。

asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin統合パッケージファイルは usb0にあります。

Router# dir usb0:
Directory of usb0:/
1240 -rwx 208904396 May 27 2008 14:10:20 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
255497216 bytes total (40190464 bytes free)

bootflash:ディレクトリにサブパッケージは存在しません。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 13 2004 03:45:47 -08:00 lost+found
87937 drwx 4096 Dec 13 2004 03:46:45 -08:00 .rollback_timer
14657 drwx 4096 Dec 13 2004 03:47:17 -08:00 .installer
29313 drwx 4096 Dec 13 2004 03:53:00 -08:00 .ssh

12 -rw- 33554432 Dec 13 2004 03:53:49 -08:00 nvram_00100
58625 drwx 4096 May 7 2008 17:27:51 -07:00 .prst_sync
945377280 bytes total (695246848 bytes free)
Router# request platform software package expand file
usb0:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin to bootflash:
Verifying parameters
Validating package type
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Copying package files
SUCCESS: Finished expanding all-in-one software package.

request platform software package expand file
usb0:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin to bootflash:コマンドを入力すると、
サブパッケージが bootflash:ディレクトリに存在するようになります。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 13 2004 03:45:47 -08:00 lost+found
87937 drwx 4096 Dec 13 2004 03:46:45 -08:00 .rollback_timer
14657 drwx 4096 Dec 13 2004 03:47:17 -08:00 .installer
29313 drwx 4096 Dec 13 2004 03:53:00 -08:00 .ssh

12 -rw- 33554432 Dec 13 2004 03:53:49 -08:00 nvram_00100
43979 -rw- 47071436 May 27 2008 14:25:01 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
58625 drwx 4096 May 7 2008 17:27:51 -07:00 .prst_sync
43970 -rw- 5740 May 27 2008 14:25:00 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
43980 -rw- 20334796 May 27 2008 14:25:01 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43981 -rw- 22294732 May 27 2008 14:25:02 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43982 -rw- 21946572 May 27 2008 14:25:03 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43983 -rw- 48099532 May 27 2008 14:25:04 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43984 -rw- 34324684 May 27 2008 14:25:05 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43985 -rw- 22124748 May 27 2008 14:25:05 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg
43971 -rw- 6256 May 27 2008 14:25:05 -07:00 packages.conf
945377280 bytes total (478752768 bytes free)

サブパッケージを使用して起動するようルータを設定す

る
次の例は、サブパッケージを使って起動するようルータを設定する方法を示しています。

dir bootflash:コマンドを入力して、すべてのサブパッケージとプロビジョニングファイルが同
じファイルシステムに存在することを確認します。

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Mar 18 2008 17:31:17 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 9 2008 14:36:31 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
57611 -rw- 47071436 May 22 2008 11:26:23 -07:00
asr1000rp1-espbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57602 -rw- 5740 May 22 2008 11:26:22 -07:00
asr1000rp1-packages-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.conf
57612 -rw- 20334796 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpaccess.02.01.00.122-33.XNA.pkg
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57613 -rw- 22294732 May 22 2008 11:26:24 -07:00
asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57614 -rw- 21946572 May 22 2008 11:26:25 -07:00
asr1000rp1-rpcontrol.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57615 -rw- 48099532 May 22 2008 11:26:26 -07:00
asr1000rp1-rpios-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57616 -rw- 34324684 May 22 2008 11:26:27 -07:00
asr1000rp1-sipbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57617 -rw- 22124748 May 22 2008 11:26:28 -07:00
asr1000rp1-sipspa.02.01.00.122-33.XNA.pkg
57603 -rw- 6256 May 22 2008 11:26:28 -07:00 packages.conf

13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (286662656 bytes free)
Router# show running-config | include boot
boot-start-marker
boot-end-marker
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# boot system bootflash:packages.conf
Router(config)# config-reg 0x2102
Router(config)# exit
Router# config t
*May 29 22:47:57.433: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by user
Router# show running-config | include boot
boot-start-marker
boot system bootflash:packages.conf
boot-end-marker
Router# copy run start
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
*May 29 22:51:54.194: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by user on console. Reload Reason:
Reload command.
System Bootstrap, Version 12.2(33r)XN2, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2008 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: LocalSoft
ASR1000-RP1 platform with 4194303 Kbytes of main memory
Located packages.conf
Image size 6256 inode num 57603, bks cnt 2 blk size 8*512
#
Located asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
Image size 22294732 inode num 57606, bks cnt 5444 blk size 8*512
#########################################################################################################################################################################################################################
Boot image size = 22294732 (0x15430cc) bytes
Using midplane macaddr
Package header rev 0 structure detected
Calculating SHA-1 hash...done
validate_package: SHA-1 hash:

calculated 4ad33773:e1cb7492:db502416:4ad586f2:7c4d9701
expected 4ad33773:e1cb7492:db502416:4ad586f2:7c4d9701

Image validated
PPC/IOS XE loader version: 0.0.3
loaded at: 00800000 01D45004
zimage at: 00807673 009B92D6
initrd at: 009BA000 01041CC9
isord at: 01042000 01D42800
avail ram: 00400000 00800000
Kernel load:
Uncompressing image... dst: 00000000 lim: 00400000 start: 00807673 size: 001B1C63...done.
Now booting the IOS XE kernel
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%IOSXEBOOT-4-BOOT_SRC: (rp/0): Non-HD Boot
%IOSXEBOOT-4-BOOT_PARAMETER: (rp/0): Booting with custom BOOT_PARAM setting

Restricted Rights Legend
Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
Image text-base: 0x10064AF0, data-base: 0x137E0958
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1776227K/6147K bytes of memory.
5 Gigabit Ethernet interfaces
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Duplex is configured.Remove duplex configuration before enabling auto-negotiation
Press RETURN to get started!
<some output removed for brevity?
User Access Verification
Username: user
Password:
Router> enable
Password:
Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
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software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 1 minute
Uptime for this control processor is 3 minutes
System returned to ROM by reload at 15:51:54 DST Thu May 29 2008System image file is
bootflash:packages.confLast reload reason: Reload command
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1776227K/6147K bytes of memory.
5 Gigabit Ethernet interfaces
8 Serial interfaces
8 Channelized T1 ports
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Configuration register is 0x2102

コンフィギュレーションファイルのバックアップ
ここで紹介する例は、次のとおりです。

スタートアップコンフィギュレーションファイルをブートフラッシュ

にコピーする例

Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 May 29 2008 16:31:41 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Router# copy nvram:startup-config bootflash:
Destination filename [startup-config]?
3517 bytes copied in 0.647 secs (5436 bytes/sec)
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
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86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 May 29 2008 16:31:41 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
13 -rw- 7516 Jul 2 2008 15:01:39 -07:00 startup-config

USBフラッシュディスクへのスタートアップ構成ファイルのコピー

Router# dir usb0:
Directory of usb0:/
43261 -rwx 208904396 May 27 2008 14:10:20 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
255497216 bytes total (40190464 bytes free)
Router# copy nvram:startup-config usb0:
Destination filename [startup-config]?
3172 bytes copied in 0.214 secs (14822 bytes/sec)
Router# dir usb0:
Directory of usb0:/
43261 -rwx 208904396 May 27 2008 14:10:20 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin43262 -rwx 3172 Jul 2 2008
15:40:45 -07:00 startup-config255497216 bytes total (40186880 bytes free)

スタートアップコンフィギュレーションファイルを TFTPサーバにコ
ピーする例

Router# copy bootflash:startup-config tftp:
Address or name of remote host []? 198.51.100.81
Destination filename [pe24_asr-1002-confg]? /auto/tftp-users/user/startup-config
!!
3517 bytes copied in 0.122 secs (28828 bytes/sec)

SSOを使用した単一 RPでの 2番目の IOSプロセスの有効
化

show platformコマンドの出力は、2番目の IOSプロセスがアクティブであることを示してい
ません。

Router# show platform
Chassis type: ASR1004
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-SIP10 ok 00:04:39
0/0 SPA-5X1GE-V2 ok 00:03:23
0/1 SPA-2XT3/E3 ok 00:03:18
R0 ASR1000-RP1 ok, active 00:04:39
F0 ASR1000-ESP10 ok, active 00:04:39
P0 ASR1004-PWR-AC ok 00:03:52
P1 ASR1004-PWR-AC ok 00:03:52
Slot CPLD Version Firmware Version
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--------- ------------------- ---------------------------------------
0 07091401 12.2(33r)XN2
R0 07062111 12.2(33r)XN2
F0 07051680 12.2(33r)XN2

show redundancy statesコマンドの出力は、冗長状態が非冗長であることを示しています。

Router# show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE

peer state = 1 -DISABLED
Mode = Simplex

Unit ID = 48
Redundancy Mode (Operational) = Non-redundant
Redundancy Mode (Configured) = Non-redundant
Redundancy State = Non Redundant

Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = disabled (system is simplex (no peer unit))

Communications = Down Reason: Simplex mode
client count = 66

client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0

SSOは次のように設定されています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# redundancy
Router(config-red)# mode sso
*May 27 19:43:43.539: %CMRP-6-DUAL_IOS_REBOOT_REQUIRED: R0/0: cmand: Configuration must
be saved and the chassis must be rebooted for IOS redundancy changes to take effect
Router(config-red)# exit
Router(config)# exit
Router#show
*May 27 19:44:04.173: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by user on console

show redundancy statesコマンドの出力は、SSOが設定されているものの動作していないこと
を示しています。

Router# show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE

peer state = 1 -DISABLED
Mode = Simplex

Unit ID = 48
Redundancy Mode (Operational) = Non-redundant
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = Non Redundant

Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = disabled (system is simplex (no peer unit))

Communications = Down Reason: Simplex mode
client count = 66

client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0

show platformコマンドの出力は、2番目の IOSプロセスがまだ実行されていないことを示し
ています。

Router# show platform
Chassis type: ASR1004
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
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0 ASR1000-SIP10 ok 00:05:53
0/0 SPA-5X1GE-V2 ok 00:04:37
0/1 SPA-2XT3/E3 ok 00:04:32
R0 ASR1000-RP1 ok, active 00:05:53
F0 ASR1000-ESP10 ok, active 00:05:53
P0 ASR1004-PWR-AC ok 00:05:06
P1 ASR1004-PWR-AC ok 00:05:06
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 07091401 12.2(33r)XN2
R0 07062111 12.2(33r)XN2
F0 07051680 12.2(33r)XN2
Router# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]

SSOを動作冗長モードにするには、実行コンフィギュレーションを保存した後にルータをリ
ロードする必要があります。

Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
*May 27 19:45:16.917: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by user on console. Reload Reason:
Reload command.
System Bootstrap, Version 12.2(33r)XN2, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2008 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM1
Last reset cause: LocalSoft
ASR1000-RP1 platform with 4194303 Kbytes of main memory
Located packages.conf
Image size 6256 inode num 43971, bks cnt 2 blk size 8*512
#
Located asr1000rp1-rpbase.02.01.00.122-33.XNA.pkg
Image size 22294732 inode num 43974, bks cnt 5444 blk size 8*512
#########################################################################################################################################################################################################################
Boot image size = 22294732 (0x15430cc) bytes
Using midplane macaddr
Package header rev 0 structure detected
Calculating SHA-1 hash...done
validate_package: SHA-1 hash:

calculated 4ad33773:e1cb7492:db502416:4ad586f2:7c4d9701
expected 4ad33773:e1cb7492:db502416:4ad586f2:7c4d9701

Image validated
PPC/IOS XE loader version: 0.0.3
loaded at: 00800000 01D45004
zimage at: 00807673 009B92D6
initrd at: 009BA000 01041CC9
isord at: 01042000 01D42800
avail ram: 00400000 00800000
Kernel load:
Uncompressing image... dst: 00000000 lim: 00400000 start: 00807673 size: 001B1C63...done.
Now booting the IOS XE kernel
%IOSXEBOOT-4-BOOT_SRC: (rp/0): Non-HD Boot
%IOSXEBOOT-4-BOOT_PARAMETER: (rp/0): Booting with custom BOOT_PARAM setting

Restricted Rights Legend
Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
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170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
Image text-base: 0x10064AF0, data-base: 0x137E0958
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1004 (RP1) processor with 752227K/6147K bytes of memory.
5 Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
937983K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
253424K bytes of USB flash at usb0:.
Press RETURN to get started!
<some output omitted for brevity>
User Access Verification
Username: user
Password:
Router> enable
Password:

show platformコマンドの出力は、2番目の IOSプロセスが RP 0で現在アクティブであること
を示しています。

Router# show platform
Chassis type: ASR1004
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-SIP10 ok 00:29:34
0/0 SPA-5X1GE-V2 ok 00:28:13
0/1 SPA-2XT3/E3 ok 00:28:18
R0 ASR1000-RP1 ok 00:29:34 R0/0

ok, active 00:29:34 R0/1 ok, standby
00:27:49 F0 ASR1000-ESP10 ok, active 00:29:34

P0 ASR1004-PWR-AC ok 00:28:47
P1 ASR1004-PWR-AC ok 00:28:47
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 07091401 12.2(33r)XN2
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R0 07062111 12.2(33r)XN2
F0 07051680 12.2(33r)XN2

show redundancy statesコマンドは、動作冗長モードとしての SSOを示しています。

Router# show redundancy states
my state = 13 -ACTIVE

peer state = 8 -STANDBY HOT
Mode = Duplex

Unit ID = 48
Redundancy Mode (Operational) = sso
Redundancy Mode (Configured) = sso
Redundancy State = sso

Maintenance Mode = Disabled
Manual Swact = enabled

Communications = Up
client count = 66

client_notification_TMR = 30000 milliseconds
RF debug mask = 0x0

ISSU：統合パッケージのアップグレード
次の例では、ISSUを使用して、同じ Cisco ASR 1000シリーズルータの 2つの RPを統合パッ
ケージにアップグレードします。RPは、Cisco IOSリリース 12.2(33)XNAを使用するCisco IOS
XEリリース 2.1.0から、Cisco IOSリリース 12.2(33)XNA1を使用する Cisco IOS XEリリース
2.1.1にアップグレードされています。

この例は、ユーザーがアクティブ RPである RP 0にログインしている状態から始まります。

Router# show version

Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 2 weeks, 2 hours, 54 minutes
Uptime for this control processor is 1 hour, 7 minutes
System returned to ROM by reload at 15:24:15 DST Mon Jul 21 2008
System image file is bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
Last reload reason: redundancy force-switchover
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
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agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1772131K/6147K bytes of memory.
8 FastEthernet interfaces
5 Gigabit Ethernet interfaces
8 Serial interfaces
8 Channelized T1 ports
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Configuration register is 0x2102
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Jul 21 2008 15:29:25 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
13 -rw- 7516 Jul 2 2008 15:01:39 -07:00 startup-config

14 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
928862208 bytes total (76644352 bytes free)
Router# dir stby-bootflash:
Directory of stby-bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 13 2004 03:45:47 -08:00 lost+found
87937 drwx 4096 Jul 17 2008 16:43:34 -07:00 .rollback_timer
14657 drwx 4096 Jul 17 2008 16:43:34 -07:00 .installer
29313 drwx 4096 Dec 13 2004 03:53:00 -08:00 .ssh

12 -rw- 33554432 Dec 13 2004 03:53:49 -08:00 nvram_00100
13 -rw- 208904396 Jun 5 2008 20:12:53 -07:00

asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
58625 drwx 4096 Jul 21 2008 15:32:59 -07:00 .prst_sync
945377280 bytes total (276652032 bytes free)
Router# copy tftp bootflash:
Address or name of remote host []? 198.51.100.81

Source filename []?
/auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin

Destination filename [asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin]?
Accessing
tftp://198.51.100.81//auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin...
Loading /auto/tftp-users/user/asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin from
198.51.100.81 (via GigabitEthernet0):
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
[OK - 209227980 bytes]
209227980 bytes copied in 329.215 secs (635536 bytes/sec)
Router# copy bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin stby-bootflash:

Destination filename [asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin]?
Copy in progress...CCCCCCCC<output removed for brevity>
209227980 bytes copied in 434.790 secs (481216 bytes/sec)
Router# dir bootflash:
Directory of bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 4 2007 04:32:46 -08:00 lost+found
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86401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:24 -08:00 .ssh
14401 drwx 4096 Dec 4 2007 06:06:36 -08:00 .rollback_timer
28801 drwx 4096 Jul 21 2008 15:29:25 -07:00 .prst_sync
43201 drwx 4096 Dec 4 2007 04:34:45 -08:00 .installer

12 -rw- 208904396 May 28 2008 16:17:34 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin

15 -rw- 7516 Jul 2 2008 15:01:39 -07:00 startup-config
13 -rw- 45977 Apr 9 2008 16:48:46 -07:00 target_support_output.tgz.tgz
16 -rw- 209227980 Jul 17 2008 16:06:58 -07:00

asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
928862208 bytes total (76644352 bytes free)
Router# dir stby-bootflash:
Directory of stby-bootflash:/

11 drwx 16384 Dec 13 2004 03:45:47 -08:00 lost+found
87937 drwx 4096 Jul 17 2008 16:43:34 -07:00 .rollback_timer
14657 drwx 4096 Jul 17 2008 16:43:34 -07:00 .installer
29313 drwx 4096 Dec 13 2004 03:53:00 -08:00 .ssh

12 -rw- 33554432 Dec 13 2004 03:53:49 -08:00 nvram_00100
13 -rw- 208904396 Jun 5 2008 20:12:53 -07:00

asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
58625 drwx 4096 Jul 21 2008 15:32:59 -07:00 .prst_sync

14 -rw- 209227980 Jul 17 2008 16:16:07 -07:00
asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
945377280 bytes total (276652032 bytes free)
Router# issu loadversion rp 1 file
stby-bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin

--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting system installation readiness checking ---
Finished system installation readiness checking
--- Starting installation changes ---
Setting up image to boot on next reset
Starting automatic rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Software will now load.
Router#
*Jul 21 23:34:27.206: %ASR1000_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R1
*Jul 21 23:34:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Jul 21 23:34:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Jul 21 23:34:27.271: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Jul 21 23:37:05.528: %ASR1000_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R1
*Jul 21 23:37:25.480: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Jul 21 23:37:25.480: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
Finished installation state synchronization
*Jul 21 23:37:26.349: %REDUNDANCY-3-IPC: IOS versions do not match.
*Jul 21 23:38:47.172: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Jul 21 23:38:47.173: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu runversion
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
Initiating active RP failover
SUCCESS: Standby RP will now become active
Router#
System Bootstrap, Version 12.2(33r)XN2, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2008 by cisco Systems, Inc.
<additional output removed for brevity>
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*Jul 21 23:43:31.970: %SYS-5-RESTART: System restarted --
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Thu 01-May-08 00:29 by mcpre
*Jul 21 23:43:31.978: %SSH-5-ENABLED: SSH 1.99 has been enabled
*Jul 21 23:43:35.196: Relay: standby progression done
*Jul 21 23:43:35.197: %PLATFORM-6-RF_PROG_SUCCESS: RF state STANDBY HOT

プロセスのこの時点で、ユーザーは RP1にログオンする必要があります。RP1はスタンバイ
RPとしてアップグレードを開始しましたが、スイッチオーバー後はアクティブ RPになりま
す。

RP1から次のコマンドを入力します。

Router# issu acceptversion
Cancelling rollback timer
SUCCESS: Rollback timer cancelled
Router# issu commitversion
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Saving image changes
Finished installation changes
Building configuration...
[OK]
SUCCESS: version committed: bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA1, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 08-Jul-08 14:40 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 2 weeks, 3 hours, 8 minutes
Uptime for this control processor is 11 minutes
System returned to ROM by reload at 15:29:24 DST Mon Jul 21 2008
System image file is bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
Last reload reason: EHSA standby down
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1772046K/6147K bytes of memory.
8 FastEthernet interfaces
5 Gigabit Ethernet interfaces
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8 Serial interfaces
8 Channelized T1 ports
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
937983K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
253424K bytes of USB flash at usb0:.
Configuration register is 0x2102
Router# show running-config | include boot
boot-start-marker
boot system bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
boot system bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
boot-end-marker
Router#

手順のこの時点で、RP1のアップグレードは完了しています。

次の手順では、RP0をアップグレードする場合と同じ手順を使用します。このプロセスの開始
時点で、ユーザーは引き続き RP1にログオンしています。

Router# show platform

Chassis type: ASR1006
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1000-SIP10 ok 00:16:10
0/0 SPA-5X1GE-V2 ok 00:10:50
0/1 SPA-8X1FE-TX-V2 ok 00:10:46
0/2 SPA-2XCT3/DS0 ok 00:10:42
1 ASR1000-SIP10 ok 00:16:10
1/0 SPA-2XOC3-POS ok 00:10:49
1/1 SPA-8XCHT1/E1 ok 00:10:45
1/2 SPA-2XT3/E3 ok 00:10:41
R0 ASR1000-RP1 ok, standby 00:16:10
R1 ASR1000-RP1 ok, active 00:16:10
F0 ASR1000-ESP10 ok, standby 00:16:10
F1 ASR1000-ESP10 ok, active 00:16:10
P0 ASR1006-PWR-AC ok 00:15:07
P1 ASR1006-FAN ok 00:15:07
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 06120701 12.2(33r)XN2
1 06120701 12.2(33r)XN2
R0 07082312 12.2(33r)XN2
R1 07062111 12.2(33r)XN2
F0 07051680 12.2(33r)XN2
F1 07051680 12.2(33r)XN2
Router# issu loadversion rp 0 file
stby-bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
--- Starting file path checking ---
Finished file path checking
--- Starting system installation readiness checking ---
Finished system installation readiness checking
--- Starting installation changes ---
Setting up image to boot on next reset
Starting automatic rollback timer
Finished installation changes
SUCCESS: Software will now load.
Router#

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE 17）
794

設定例

ISSU：統合パッケージのアップグレード



*Jul 21 23:53:41.218: %ASR1000_OIR-6-OFFLINECARD: Card (rp) offline in slot R0
*Jul 21 23:53:41.256: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_NOT_PRESENT)
*Jul 21 23:53:41.256: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault (PEER_DOWN)
*Jul 21 23:53:41.256: %REDUNDANCY-3-STANDBY_LOST: Standby processor fault
(PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE)
*Jul 21 23:53:42.423: %IP-4-DUPADDR: Duplicate address 198.51.100.155 on GigabitEthernet0,
sourced by 001a.3046.e3ff
*Jul 21 23:56:19.885: %ASR1000_OIR-6-ONLINECARD: Card (rp) online in slot R0
*Jul 21 23:56:39.324: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_FOUND(4))
*Jul 21 23:56:39.324: %REDUNDANCY-5-PEER_MONITOR_EVENT: Active detected a standby insertion
(raw-event=PEER_REDUNDANCY_STATE_CHANGE(5))
*Jul 21 23:58:03.660: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Jul 21 23:58:03.661: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
Router# issu runversion
--- Starting installation state synchronization ---
Finished installation state synchronization
Initiating active RP failover
SUCCESS: Standby RP will now become active
Router#
System Bootstrap, Version 12.2(33r)XN2, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2008 by cisco Systems, Inc.
<Output removed for brevity>

スイッチオーバー後、ユーザーは RP0にログオンする必要があります。

残りのコマンドはすべて RP0から入力します。

Router# issu acceptversion
Cancelling rollback timer
SUCCESS: Rollback timer cancelled
Router# issu commitversion
*Jul 22 00:10:45.488: %HA_CONFIG_SYNC-6-BULK_CFGSYNC_SUCCEED: Bulk Sync succeeded
*Jul 22 00:10:45.489: %RF-5-RF_TERMINAL_STATE: Terminal state reached for (SSO)
--- Starting installation changes ---
Cancelling rollback timer
Saving image changes
Finished installation changes
Building configuration...
[OK]
SUCCESS: version committed: bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
Router# show version
Cisco IOS Software, IOS-XE Software (PPC_LINUX_IOSD-ADVENTERPRISEK9-M), Version
12.2(33)XNA1, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 08-Jul-08 14:40 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 1986-2008 by Cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License (GPL) Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or License Notice file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 2 weeks, 3 hours, 33 minutes
Uptime for this control processor is 16 minutes
System returned to ROM by reload at 15:24:15 DST Mon Jul 21 2008
System image file is bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
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Last reload reason: EHSA standby down
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1006 (RP1) processor with 1772046K/6147K bytes of memory.
8 FastEthernet interfaces
5 Gigabit Ethernet interfaces
8 Serial interfaces
8 Channelized T1 ports
2 Packet over SONET interfaces
2 Channelized T3 ports
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
4194304K bytes of physical memory.
921599K bytes of eUSB flash at bootflash:.
39004543K bytes of SATA hard disk at harddisk:.
Configuration register is 0x2102
Router# show running-config | include boot
boot-start-marker
boot system bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.01.122-33.XNA1.bin
boot system bootflash:asr1000rp1-adventerprisek9.02.01.00.122-33.XNA.bin
boot-end-marker
Router#
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


